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Active IQ Unified Managerの概要
Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）では、ONTAPストレージ システ
ムの健全性とパフォーマンスを一元的に監視および管理することができます。
Active IQ Unified Managerには次の機能があります。

• ONTAPソフトウェアがインストールされたシステムの検出、監視、通知を行います。

• 容量、可用性、保護、パフォーマンスなど、環境の健全性をダッシュボードに表示しま
す。

• アラート、イベント、およびしきい値インフラが強化されています。

• IOPS（処理数）、MBps（スループット）、レイテンシ（応答時間）、利用率、パフォーマ
ンス容量、キャッシュ比率など、ワークロードのアクティビティを時系列で示す詳細な
グラフを表示します。

• クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードと、アクティビティの増加
によってパフォーマンスが影響を受けたワークロードを特定します。

• 特定のインシデントやイベントに対応するための推奨される対処方法を提供します。

• OnCommand Workflow Automationとの統合によってワークフローが自動化されています。

Active IQ Unified Managerの健全性監視の概要
Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）では、ONTAPソフトウェアを実
行する多数のシステムを一元化されたユーザ インターフェイスで監視できます。Unified
Managerサーバ インフラは拡張性とサポート性に優れ、高度な監視機能や通知機能を備えて
います。
Unified Managerの主な機能には、クラスタの可用性と容量の監視 / 通知 / 管理、保護機能の
管理、パフォーマンスの監視、Infinite Volumeの設定と管理、ストレージ オブジェクトのア
ノテート、診断データの収集とテクニカル サポートへの送信などがあります。
Unified Managerを使用してクラスタを監視できます。クラスタで問題が発生すると、Unified
Managerのイベントを通じて問題の詳細が通知されます。一部のイベントでは、問題を解消
するための対応策も提示されます。問題が発生したときにEメールやSNMPトラップで通知
されるように、イベントに対してアラートを設定できます。
Unified Managerでは、アノテーションを関連付けることで環境内のストレージ オブジェクト
を管理できます。カスタム アノテーションを作成し、ルールに基づいて動的にクラスタ、
Storage Virtual Machine（SVM）、およびボリュームを関連付けることができます。
また、それぞれのクラスタ オブジェクトについて、容量や健全性のグラフに表示される情
報を使用してストレージ要件を計画することもできます。

関連概念

Unified Managerサーバの機能（23ページ）
Active IQ Unified Managerによるパフォーマンス監視の概要（22ページ）
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Unified Managerの健全性監視機能
Unified Managerのサーバ インフラは拡張性とサポート性に優れ、高度な監視機能と通知機能
を備えています。Unified Managerでは、ONTAPソフトウェアを実行しているシステムの監視
をサポートします。
Unified Managerには次の機能があります。

• ONTAPソフトウェアがインストールされたシステムの検出、監視、通知
◦ 物理オブジェクト：ノード、ディスク、ディスク シェルフ、SFOペア、ポート、Flash

Cache

◦ 論理オブジェクト：クラスタ、Storage Virtual Machine（SVM）、アグリゲート、ボ
リューム、LUN、ネームスペース、qtree、LIF、Snapshotコピー、ジャンクション パ
ス、NFSエクスポート、CIFS共有、ユーザ クォータとグループ クォータ、QoSポリ
シー グループ、イニシエータ グループ

◦ プロトコル：CIFS、NFS、FC、iSCSI、NVMe、FCoE

◦ ストレージ効率化：SSDアグリゲート、Flash Poolアグリゲート、FabricPoolアグリゲー
ト、重複排除、圧縮

◦ 保護：SnapMirror関係（同期および非同期）およびSnapVault関係

• クラスタの検出と監視のステータスの表示

• MetroCluster構成：クラスタ コンポーネントの構成、MetroClusterスイッチおよびブリッ
ジ、問題、接続ステータスの表示と監視

• アラート、イベント、およびしきい値インフラの強化

• LDAP / LDAPS / SAML認証とローカル ユーザのサポート

• RBAC（事前定義された一連のロール）

• AutoSupportとサポート バンドル

• ダッシュボードの強化：容量、可用性、保護、パフォーマンスなど、環境の健全性を表
示

• ボリューム移動の相互運用性、ボリューム移動の履歴、ジャンクション パスの変更履歴

• [影響範囲]領域：「障害ディスクあり」、「MetroCluster アグリゲートのミラーリングがデグ
レード状態」、「MetroCluster で残ったスペア ディスクあり」などのイベントの影響を受
けるリソースを図で表示

• [考えられる影響]領域：MetroClusterイベントの影響を表示

• [推奨される対処方法]領域：「障害ディスクあり」、「MetroCluster アグリゲートのミラーリ
ングがデグレード状態」、「MetroCluster で残ったスペア ディスクあり」などのイベント
への対応策を表示

• [影響を受ける可能性があるリソース]領域：「ボリュームはオフライン」、「ボリュームは
制限状態」、「シンプロビジョニング ボリュームにスペース リスクあり」などのイベント
の影響を受ける可能性があるリソースを表示

• SVMのサポート
◦ FlexVol

◦ FlexGroupボリューム
◦ Infinite Volume
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• ノードのルート ボリューム監視のサポート

• Snapshotコピーの監視強化（再利用可能なスペースの計算やSnapshotコピーの削除など）

• ストレージ オブジェクトのアノテーション

• ストレージ オブジェクトの情報（物理 / 論理容量、利用率、スペース削減率、パフォー
マンス、関連イベントなど）に関するレポートの作成と管理

• OnCommand Workflow Automationとの統合によるワークフローの実行
Storage Automation Storeで、OnCommand Workflow Automation（WFA）用に開発されたネッ
トアップ認定のストレージ ワークフロー自動化パックを提供しています。パックをダウ
ンロードし、WFAにインポートして実行できます。自動化されたワークフローは、次の
リンクから入手できます。 Storage Automation Store

関連概念

Active IQ Unified Managerの健全性監視の概要（20ページ）

Active IQ Unified Managerによるパフォーマンス監視の概要
Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）は、NetApp ONTAPソフトウェア
を実行するシステムを対象に、パフォーマンス監視機能とパフォーマンス イベントの根本
原因分析機能を提供します。
Unified Managerでは、クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードや、クラ
スタ上のその他のワークロードのパフォーマンスを低下させているワークロードを特定で
きます。パフォーマンスしきい値ポリシーを定義して特定のパフォーマンス カウンタの最
大値を指定し、しきい値を超えた場合にイベントが生成されるようにすることも可能です。
Unified Managerは、管理者がイベントに対処してパフォーマンスを平常時のレベルに戻すこ
とができるよう、このようなパフォーマンス イベントに関するアラートをユーザに通知し
ます。Unified ManagerのUIでイベントを表示および分析できます。
Unified Managerは、次の2種類のワークロードのパフォーマンスを監視します。

• ユーザ定義のワークロード
このワークロードは、クラスタに作成したFlexVolとFlexGroupボリュームで構成されま
す。

• システム定義のワークロード
このワークロードは、内部のシステム アクティビティで構成されます。

関連概念

Active IQ Unified Managerの健全性監視の概要（20ページ）

Unified Managerのパフォーマンス監視機能
Unified Managerは、ONTAPソフトウェアを実行しているシステムからパフォーマンス統計を
収集して分析します。動的なパフォーマンスしきい値とユーザ定義のパフォーマンスしき
い値を使用して、多くのクラスタ コンポーネントのさまざまなパフォーマンス カウンタを
監視します。
長い応答時間（レイテンシ）は、ストレージ オブジェクト（ボリュームなど）の実行速度
が通常よりも遅いことを示しています。また、ボリュームを使用しているクライアント ア
プリケーションのパフォーマンスが低下していることも示します。Unified Managerはパ
フォーマンスの問題が存在するストレージ コンポーネントを特定し、その問題の推奨され
る対処策を提示します。
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Unified Managerには次の機能があります。

• ONTAPソフトウェアを実行しているシステムからワークロードのパフォーマンス統計を
監視して分析します。

• クラスタ、ノード、アグリゲート、ポート、SVM、ボリューム、LUN、NVMeネームス
ペース、およびLIFのパフォーマンス カウンタを追跡します。

• IOPS（処理数）、MBps（スループット）、レイテンシ（応答時間）、利用率、パフォーマ
ンス容量、キャッシュ比率など、ワークロードのアクティビティを時系列で示す詳細な
グラフを表示します。

• しきい値を超えた場合にイベントをトリガーしてEメール アラートを送信する、ユーザ
定義のパフォーマンスのしきい値ポリシーを作成できます。

• システム定義のしきい値とワークロードのアクティビティを学習する動的なパフォーマ
ンスしきい値を使用して、パフォーマンスの問題を特定してアラートを送信します。

• ボリュームおよびLUNに適用されるサービス品質（QoS）ポリシーを特定します。

• 競合状態のクラスタ コンポーネントを特定します。

• クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードと、アクティビティの増加
によってパフォーマンスが影響を受けたワークロードを特定します。

Unified Managerサーバの機能
Unified Managerサーバ インフラは、データ収集ユニット、データベース、アプリケーション
サーバで構成され、 検出、監視、ロールベース アクセス制御（RBAC）、監査、ロギングな
どのインフラ サービスを提供します。
Unified Managerは、クラスタの情報を収集してデータベースにデータを格納し、そのデータ
を分析してクラスタに問題がないかどうかを確認します。

検出プロセスの仕組み
Unified Managerにクラスタを追加すると、サーバによってクラスタ オブジェクトが検出さ
れ、サーバのデータベースに追加されます。検出プロセスの仕組みを理解しておくと、使用
するクラスタとそのオブジェクトを管理する際に役立ちます。
デフォルトの監視間隔は15分です。つまり、Unified Managerサーバにクラスタを追加した場
合、そのクラスタの詳細がUnified ManagerのUIに表示されるまでに15分かかります。
次の図は、Active IQ Unified Managerでの検出プロセスを示しています。
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クラスタの構成とパフォーマンスのデータの収集アクティビティ
クラスタの構成データの収集間隔は15分です。たとえば、クラスタを追加したあと、そのク
ラスタの詳細がUnified ManagerのUIに表示されるまでに15分かかります。クラスタに対す
る変更を行った場合にも同じ間隔が適用されます。
たとえば、クラスタ内のSVMに2つの新しいボリュームを追加した場合、それらの新しいオ
ブジェクトがUIに表示されるのは次回のポーリング間隔のあとであるため、最大で15分後に
なります。
Unified Managerは、監視対象のすべてのクラスタから5分間隔で最新のパフォーマンス統計
を収集し、 そのデータを分析することでパフォーマンス イベントや潜在的な問題を特定し
ます。5分ごとのパフォーマンス データについては30日分、1時間ごとのパフォーマンス
データについては390日分のデータが履歴として保持されます。これにより、過去1カ月間の
非常にきめ細かなパフォーマンスの詳細と最大1年間のパフォーマンスの傾向を確認するこ
とができます。
収集のポーリングは、各クラスタからのデータが同時に送信されてパフォーマンスに影響す
ることがないように数分ずつオフセットされます。
次の表に、Unified Managerで実行される収集アクティビティを示します。

アクティビティ 間隔 説明

パフォーマンス統
計のポーリング

5分ごと 各クラスタからリアルタイムのパフォーマンス
データを収集します。
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アクティビティ 間隔 説明

統計分析 5分ごと Unified Managerは、統計のポーリングが完了する
たびに、収集したデータをユーザ定義のしきい
値、システム定義のしきい値、および動的なしき
い値と比較します。
パフォーマンスしきい値の違反が見つかると、
Unified Managerはイベントを生成し、設定されて
いる場合は該当のユーザにEメールを送信しま
す。

構成のポーリング 15分ごと 各クラスタから詳細なインベントリ情報を収集
し、すべてのストレージ オブジェクト（ノード、
SVM、ボリュームなど）を特定します。

集計 1時間ごと 5分ごとに収集した最新の12回分のパフォーマン
ス データを集計して1時間の平均を求めます。
1時間の平均値はUIのいくつかのページで使用さ
れ、390日間保持されます。

予測分析とデータ
の削除

毎日午前0時か
ら

クラスタのデータを分析し、次の24時間のボ
リュームのレイテンシとIOPSの動的なしきい値
を設定します。
30日を経過した5分ごとのパフォーマンス データ
をデータベースから削除します。

データの削除 毎日午前2時か
ら

180日を経過したイベントおよび390日を経過し
た動的しきい値をデータベースから削除します。

データの削除 毎日午前3時30
分から

390日を経過した1時間ごとのパフォーマンス
データをデータベースから削除します。

関連タスク

Unified Managerでイベント データおよびパフォーマンス データを保持する期間の変更
（650ページ）
パフォーマンス統計データの収集間隔の変更（649ページ）

データの継続性収集サイクルとは
データの継続性収集サイクルは、リアルタイムのクラスタ パフォーマンス収集サイクル（デ
フォルトでは5分間隔）以外のパフォーマンス データを収集します。データの継続性収集に
より、Unified Managerがリアルタイムのデータを収集できなかった期間の統計データを補完
することができます。
データの継続性収集は、ONTAPバージョン8.3.1以降のソフトウェアがインストールされた
クラスタでのみサポートされます。
Unified Managerは、次のイベントが発生したときに、データの継続性収集による履歴パ
フォーマンス データのポーリングを実行します。

• クラスタが最初にUnified Managerに追加されたとき。
Unified Managerは、過去15日間の履歴パフォーマンス データを収集します。これにより、
クラスタが追加されてから数時間で2週間分の履歴パフォーマンス情報を表示できます。
さらに、該当する期間にシステム定義のしきい値のイベントが発生していた場合はそれ
らのイベントも報告されます。

• 現在のパフォーマンス データ収集サイクルが所定の時間に完了しなかったとき。
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リアルタイムのパフォーマンスのポーリングが5分間の収集期間内に完了しなかった場
合、データの継続性収集サイクルが開始され、収集されなかった期間の情報が収集され
ます。データの継続性収集が実行されなかった場合、次の収集期間がスキップされます。

• 次の状況により、Unified Managerに一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンライ
ンに戻ったとき。
◦ Unified Managerが再起動された。
◦ ソフトウェアのアップグレードやバックアップ ファイルの作成のためにUnified

Managerがシャットダウンされた。
◦ ネットワーク停止から復旧した。

• 次の状況により、クラスタに一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンラインに戻っ
たとき。
◦ ネットワーク停止から復旧した。
◦ 低速なワイド エリア ネットワーク接続により、通常のパフォーマンス データの収集

に遅延が生じた。

データの継続性収集サイクルは、最大24時間の履歴データを収集できます。Unified Manager
が停止した状態が24時間以上続くと、UIのページにパフォーマンス データが表示されない
期間が発生します。
データの継続性収集サイクルとリアルタイムのデータ収集サイクルを同時に実行すること
はできません。データの継続性収集サイクルが完了してからでないと、リアルタイムのパ
フォーマンス データ収集は開始されません。データの継続性収集で1時間以上の履歴デー
タの収集が必要な場合は、該当するクラスタに対して[パフォーマンス]ダッシュボードの上
部にバナー メッセージが表示されます。

収集されたデータとイベントのタイムスタンプの意味
収集された健全性やパフォーマンスのデータに表示されるタイムスタンプ（イベントの検出
時刻のタイムスタンプ）は、ONTAPクラスタの時刻に基づいており、Webブラウザで設定さ
れているタイム ゾーンに応じて調整されます。
Network Time Protocol（NTP;ネットワーク タイム プロトコル）サーバを使用して、Unified
Managerサーバ、ONTAPクラスタ、およびWebブラウザの時間を同期することを強く推奨し
ます。
注：特定のクラスタのタイムスタンプが正しく表示されない場合は、そのクラスタの時間
が正しく設定されていることを確認してください。
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ユーザ インターフェイスの概要
Unified Managerのユーザ インターフェイスの主な構成要素は、監視対象のオブジェクトを一
目で把握できるダッシュボードです。また、ユーザ インターフェイスを使用して、すべて
のクラスタ オブジェクトを表示できます。
必要に応じて、優先するビューを選択したり、操作ボタンを使用したりできます。画面設定
はワークスペースに保存されるため、必要なすべての機能がUnified Managerの起動時に表示
されます。ただし、別のビューに移動してから元のビューに戻ると、表示内容が変わる可能
性があります。

一般的なウィンドウ レイアウト
一般的なウィンドウ レイアウトを理解しておくと、Active IQ Unified Managerを効果的に操
作して使用できるようになります。Unified Managerのほとんどのウィンドウは、2つの一般
的なレイアウト（オブジェクト リストまたは詳細）のどちらかになります。推奨される表
示設定は1280×1024ピクセル以上です。
次の図に示すすべての要素がすべてのウィンドウに含まれているわけではありません。

オブジェクト リスト ウィンドウのレイアウト
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オブジェクト詳細ウィンドウのレイアウト

関連資料

ウィンドウ レイアウトのカスタマイズ（28ページ）

ウィンドウ レイアウトのカスタマイズ
Active IQ Unified Managerを使用して、ストレージ オブジェクトとネットワーク オブジェク
トのページに表示される情報のレイアウトをカスタマイズできます。ウィンドウをカスタ
マイズすることによって、表示するデータやその表示方法を制御できます。
ソート

列エントリのソート順序を変更するには、列見出しをクリックします。列見出し
をクリックすると、その列のソート用矢印（ と ）が表示されま
す。

フィルタ

フィルタ アイコン（ ）をクリックしてフィルタを適用すると、指定した条件
に一致するエントリだけが表示されるようにストレージ オブジェクトとネット
ワーク オブジェクトのページの情報の表示をカスタマイズできます。フィルタは
[フィルタ]ペインから適用します。
[フィルタ]ペインでは、大部分の列を選択したオプションに基づいてフィルタでき
ます。たとえば、[健全性 / すべてのボリューム]ビューの[フィルタ]ペインの[状
態]から該当するフィルタ オプションを選択すると、オフラインのボリュームをす
べて表示することができます。
容量関連の列に表示される容量データは小数点以下2桁に四捨五入され、適切な単
位で表示されます。これは、容量の列をフィルタするときにも適用されます。た
とえば、[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューの総データ容量の列でフィルタを
使用する場合、20.45GBを超えるデータをフィルタすると、実際には20.454GBの
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データが20.45GBと表示されます。同様に、20.45GB未満のデータをフィルタする
と、実際には20.449GBのデータが20.45GBと表示されます。
また、[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューの使用可能なデータの割合の列で
フィルタを使用する場合、20.45%を超えるデータをフィルタすると、実際には
20.454%のデータが20.45%と表示されます。同様に、20.45%未満のデータをフィル
タすると、実際には20.449%のデータが20.45%と表示されます。

列の非表示または表示
列表示アイコン（  表示 / 非表示）をクリックすると、表示する列を選択できま
す。列を選択したら、マウスでドラッグして列を並べ替えることができます。

検索
検索ボックスを使用して特定のオブジェクト属性を検索し、インベントリ ページ
内の項目リストを絞り込むことができます。たとえば、「cloud」と入力してボ
リューム インベントリ ページ内のボリュームのリストを絞り込むと、「cloud」と
いう単語が含まれているすべてのボリュームを表示できます。

データのエクスポート
エクスポート アイコン（ ）をクリックしてデータをカンマ区切り値（.csv）
ファイルまたは（.pdf）ドキュメントとしてエクスポートし、レポートの作成に
使用することができます。

Unified Managerヘルプの使用
このヘルプは、Active IQ Unified Managerに含まれているすべての機能に関する情報を提供し
ます。目次、索引、または検索ツールを使用すると、機能に関する情報と機能の使用方法を
検索できます。

タスク概要

Unified Managerのユーザ インターフェイスの各タブおよびメニュー バーからヘルプを表示
できます。
ヘルプの検索ツールは一部の単語だけを入力しても機能しません。

操作

• 特定のフィールドまたはパラメータの詳細を確認するには、 をクリックします。

• ヘルプ コンテンツをすべて表示するには、メニュー バーの  > [ヘルプ / ドキュメント]
をクリックします。
ナビゲーション ペインで目次の一部を展開すると、より詳細な情報を参照できます。

• ヘルプ コンテンツを検索するには、ナビゲーション ペインの[検索]タブをクリックし、
検索する1つまたは複数の単語を入力して、[Go!]をクリックします。

• ヘルプ トピックを印刷するには、プリンタのアイコンをクリックします。

関連タスク

よく見るヘルプ トピックのブックマーク登録（30ページ）
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よく見るヘルプ トピックのブックマーク登録
ヘルプの[お気に入り]タブで、よく使うヘルプ トピックをブックマークに登録することがで
きます。ブックマークに登録すると、よく見るヘルプ トピックにすばやくアクセスできま
す。

手順

1. お気に入りに登録するヘルプ トピックに移動します。

2. [お気に入り]をクリックし、[追加]をクリックします。

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへ
のデータのエクスポート

データをカンマ区切り値（.csv）ファイルまたは（.pdf）ドキュメントとしてエクスポー
トして、レポートの作成に使用することができます。たとえば、未解決の重大イベントが10
件ある場合、[イベント]インベントリ ページからデータをエクスポートしてレポートを作成
し、それらのイベントに対処することができます。

タスク概要

[ストレージ]、[ネットワーク]、[QoS]の各インベントリ ページからデータを.csvファイルま
たは.pdfドキュメントにエクスポートし、エクスポートしたデータを使用してレポートを作
成できます。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

エクスポートする項目 操作

イベントの詳細 左側のナビゲーション メニューで[イベント]をクリックします。

ストレージ オブジェクト
のインベントリの詳細

左側のナビゲーション メニューで[ストレージ]または[ネットワー
ク]をクリックし、ストレージ オブジェクトを選択します。次に、
[健全性]、[容量]、[パフォーマンス]、[関係]のいずれかのビューを
選択します。

ストレージ容量と保護の履
歴の詳細

[ストレージ] > [アグリゲート]または[ストレージ] > [ボリューム]
をクリックし、単一のアグリゲートまたはボリュームを選択しま
す。

SVMのqtreeまたはNFSエク
スポートの情報

[ストレージ] > [SVM]をクリックし、単一のSVMを選択して、
[qtree]タブまたは[NFS エクスポート]タブを選択します。

上位10個のストレージ オ
ブジェクトのパフォーマン
スの詳細

[ストレージ] > [クラスタ] > [パフォーマンス / すべてのクラスタ]
をクリックし、クラスタを選択して、[パフォーマンス上位]タブを
選択します。次に、ストレージ オブジェクトとパフォーマンス カ
ウンタを選択します。

QoSポリシー グループの詳
細

左側のナビゲーション メニューで[QoS]をクリックします。

2. [エクスポート]ボタンをクリックします。

3. [CSV ファイル]または[PDF ドキュメント]をクリックしてエクスポート要求を確認しま
す。
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[パフォーマンス上位]タブで、表示している単一のクラスタまたはデータセンター内のす
べてのクラスタの統計のレポートをダウンロードするよう選択できます。
ファイルがダウンロードされます。

4. .csvファイルまたは.pdfドキュメントを適切なアプリケーションで開きます。

関連タスク

レポートのスケジュール設定（588ページ）

関連資料

[健全性 / すべてのクラスタ]ビュー（231ページ）

ストレージ オブジェクトの検索
特定のオブジェクトにすばやくアクセスするには、画面右上の[すべてのストレージ オブ
ジェクトを検索]フィールドを使用します。すべてのオブジェクトをグローバルに検索でき
るので、特定のタイプのオブジェクトが簡単に見つかります。検索結果はストレージ オブ
ジェクトのタイプ別に表示され、[タイプ]ドロップダウン メニューを使用してさらにオブ
ジェクト別に絞り込むことができます。

開始する前に

• このタスクを実行するには、オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のいずれか
のロールが割り当てられている必要があります。

• 検索キーワードは3文字以上入力する必要があります。

タスク概要

[タイプ]ドロップダウン メニューで「すべて」を選択すると、グローバル検索によってすべ
てのオブジェクト カテゴリで見つかった結果の総数が表示されます（オブジェクト カテゴ
リごとに最大25件まで）。[タイプ]ドロップダウン メニューで特定のオブジェクト タイプを
選択すると、検索の対象をそのオブジェクト タイプに絞り込むことができます。この場合、
結果のリストに表示されるオブジェクトの数は上位25個に限定されません。
検索対象として選択できるオブジェクト タイプは次のとおりです。
• クラスタ
• ノード
• SVM

• アグリゲート
• ボリューム
• qtree

• CIFS 共有
• ユーザ / グループ クォータ
• LUN

• NVMe ネームスペース
• イニシエータ グループ
• イニシエータ
検索結果でいずれかのオブジェクトをクリックすると、そのオブジェクトの[健全性の詳細]
ページが表示されます。オブジェクトに直接対応する[健全性]ページがない場合は、親オブ
ジェクトの[健全性]ページが表示されます。たとえば、特定のLUNを検索する場合は、その
LUNが配置されているSVMの詳細ページが表示されます。
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注：ポートはグローバル検索バーでは検索できません。

手順

1. [タイプ]メニューでオブジェクト タイプを選択して、検索結果を特定のオブジェクト タ
イプに絞り込みます。

2. [すべてのストレージ オブジェクトを検索]フィールドに、オブジェクト名の少なくとも3
文字を入力します。

例

次の例では、[タイプ]ドロップダウン ボックスで[ボリューム]オブジェクト タイプが選
択されています。[すべてのストレージ オブジェクトを検索]フィールドに「vol1」と入力
すると、名前にこの文字列が含まれるすべてのボリュームが表示されます。
 

 

インベントリ ページの内容のフィルタリング
Unified Managerでインベントリ ページのデータをフィルタリングして、特定の条件に基づい
てデータをすばやく特定できます。フィルタリングを使用すると、Unified Managerのページ
の内容を絞り込んで、関心のある結果だけを表示できます。そのため、関心のあるデータだ
けを効率的に表示できます。

タスク概要

[フィルタ]を使用して、グリッド ビューをカスタマイズできます。使用可能なフィルタ オプ
ションは、グリッドで表示しているオブジェクト タイプによって異なります。現在フィル
タが適用されている場合は、適用されているフィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側に表示
されます。
次の3種類のフィルタ パラメータがサポートされています。

パラメータ 検証

文字列（テキス
ト）

演算子は[が次を含む]と[が次の値で始まる]です。

数値 演算子は[が次の値より大きい]と[が次の値より小さい]です。
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パラメータ 検証

列挙（テキスト） 演算子は[が次の値と等しい]と[が次の値と等しくない]です。

それぞれのフィルタに、[列]、[演算子]、[値]の各フィールドが必要です。使用可能なフィル
タは、現在のページのフィルタ可能な列に基づいて決まります。適用できるフィルタは4つ
までです。フィルタ パラメータの組み合わせに基づいてフィルタされた結果が表示されま
す。フィルタされた結果は、現在表示しているページだけでなく、フィルタで検索するすべ
てのページに適用されます。
フィルタは[フィルタ]パネルで追加できます。

1. ページの上部にある[フィルタ]ボタンをクリックします。[フィルタ]パネルが表示され
ます。

2. 左側のドロップダウン リストをクリックしてオブジェクト（クラスタ、パフォーマンス
カウンタなど）を選択します。

3. 中央のドロップダウン リストをクリックし、使用する演算子を選択します。

4. 最後のリストで、値を選択または入力してそのオブジェクトのフィルタを完成させます。

5. 別のフィルタを追加するには、[+フィルタを追加]をクリックします。追加のフィルタ
フィールドが表示されます。上記と同じ手順で追加のフィルタを設定します。4つ目の
フィルタを追加した時点で[+フィルタを追加]ボタンは表示されなくなります。

6. [フィルタを適用]をクリックします。フィルタ オプションがグリッドに適用されて、
フィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側に表示されます。

7. 個々のフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルで、削除するフィルタの右にあるごみ
箱のアイコンをクリックします。

8. すべてのフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルの下部にある[リセット]をクリック
します。

フィルタリングの例
この図では、[フィルタ]パネルで3つのフィルタを設定しています。フィルタの最大数
に達していないため、[+フィルタを追加]ボタンが表示されています。

[フィルタを適用]をクリックすると、[フィルタ]パネルが閉じてフィルタが適用されま
す。

Unified ManagerのインターフェイスからのONTAP System
Managerへのアクセス

トラブルシューティングでクラスタの構成の変更が必要なときは、ONTAPコマンドライン
インターフェイスの代わりにSystem Managerのグラフィカル インターフェイスを使用して
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行うことができます。System ManagerはWebサービスとしてONTAPに搭載されており、デ
フォルトで有効になっていて、ブラウザからアクセスできます。

開始する前に

adminロール、およびhttp、ontapi、consoleの各アプリケーション タイプが設定されたク
ラスタ ユーザ アカウントが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ダッシュボード] > [クラスタ ビュー]をクリックしま
す。

2. [ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページで、管理するクラスタを選択します。
そのクラスタの監視ステータス、容量、およびパフォーマンスの概要が表示されます。

3. [System Manager]アイコンをクリックします。
自己署名のデジタル証明書がクラスタで使用されている場合、信頼されていない証明書
であることを伝える警告がブラウザ画面に表示されることがあります。危険を承諾して
アクセスを続行するか、認証局（CA）の署名のあるデジタル証明書をクラスタにインス
トールしてサーバを認証します。

4. クラスタ管理者のクレデンシャルを使用してSystem Managerにログインします。
System Managerのユーザ インターフェイスへのログインがSAML認証で保護されている
場合は、System Managerのログイン ページではなくアイデンティティ プロバイダ（IdP）
のログイン ページでクレデンシャルを入力します。
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ダッシュボードからのクラスタの健全性とパフォーマ
ンスの監視

ダッシュボードには、システムの健全性に関する累積情報がわかりやすく表示されます。
ダッシュボードでは、管理対象クラスタの全体的な可用性、容量、パフォーマンス、保護の
健全性を評価できるほか、発生の可能性がある具体的な問題をすばやく突き止め、診断し、
解決方法を決定できます。
3つのダッシュボードから、それぞれ固有の視点でクラスタの健全性とパフォーマンスを監
視できます。

• [ダッシュボード/概要]ページには、ストレージ オブジェクトの健全性とパフォーマンス
の情報が表示されます。

• [ダッシュボード/パフォーマンス]ページには、監視されているすべてのクラスタのパ
フォーマンス ステータスの概要が表示されます。

• [ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページには、個々のクラスタの情報が表示されます。

関連概念

[健全性の概要]ダッシュボードの概要（35ページ）
パフォーマンス ダッシュボードの概要（36ページ）

[健全性の概要]ダッシュボードの概要
Unified Managerの[健全性の概要]ダッシュボードには、ストレージ環境と仮想環境の健全性
に関する累積情報がわかりやすく表示されます。[ダッシュボード/概要]ページには、スト
レージ オブジェクトに関する健全性情報が4つのカテゴリに分けて表示されます。カテゴ
リは、ストレージ オブジェクトの可用性、容量、パフォーマンス、保護の4つです。
次の図は、[ダッシュボード/概要]ページに表示されるペインを示しています。
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[健全性の概要]領域
クラスタ、アグリゲート、Storage Virtual Machine（SVM）などのストレージ オブジェクト
の健全性、および保護関係の健全性に関する情報がグラフとして表示されます。[ダッシュ
ボード/概要]ページには、次のカテゴリについて生成されたイベントが表示されます。
黄色または赤色のバーの上に表示された数値をクリックすると、それらのイベントのみを含
む[イベント]インベントリ ページが表示されます。グラフの下部に表示された数値をク
リックすると、それらのオブジェクトのみを含むオブジェクト インベントリ ページが表示
されます。
可用性

Unified Managerで監視されるクラスタ、SVM、アグリゲートの可用性に関する情
報が表示されます。ストレージ オブジェクトは、生成された可用性関連のイベン
トに基づいて、「健全性」、「リスクあり」、「インシデントあり」のいずれかに分類
されます。

容量
Unified Managerで監視されるSVMとアグリゲートの容量に関する情報が表示され
ます。ストレージ オブジェクトは、生成された容量関連のイベントに基づいて、

「健全性」、「リスクあり」、「インシデントあり」のいずれかに分類されます。
パフォーマンス

Unified Managerで監視されるクラスタ、SVM、ボリュームのパフォーマンスに関
する情報が表示されます。ストレージ オブジェクトは、生成されたパフォーマン
ス関連のインシデントに基づいて、「健全性」、「リスクあり」、または「インシデ
ントあり」のいずれかに分類されます。

保護
Unified Managerで監視される保護関係に関する情報が表示されます。保護関係
は、生成された保護関連のイベントに基づいて、「健全性」、「警告」、「エラー」の
いずれかに分類されます。

関連概念

パフォーマンス ダッシュボードの概要（36ページ）

関連資料

ダッシュボード ウィンドウの説明（39ページ）

パフォーマンス ダッシュボードの概要
Unified Managerのパフォーマンス ダッシュボードには、環境内の監視対象のすべてのクラス
タのパフォーマンス ステータスの概要が表示されます。パフォーマンスの問題が発生して
いるクラスタは、重大な順にページの上部に表示されます。ダッシュボードの情報は、5分
間のパフォーマンス収集期間ごとに自動で更新されます。
次の図は、2つのクラスタを監視しているUnified Managerのパフォーマンス ダッシュボード
を示しています。
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ストレージ オブジェクトを表すステータス アイコンは重大度の高い順から次のいずれかで
す。

• 重大（ ）：オブジェクトに対して1つ以上の新規の重大なパフォーマンス イベントが
報告されています。

• 警告（ ）：オブジェクトに対して1つ以上の新規の警告パフォーマンス イベントが報
告されています。

• 正常（ ）：オブジェクトに対して新規のパフォーマンス イベントは報告されていませ
ん。

注：色はそのオブジェクトに対して新規イベントが存在するかどうかを表します。アク
ティブではなくなったイベント（廃止イベント）はアイコンの色に反映されません。

クラスタのパフォーマンス カウンタ
クラスタごとに次のパフォーマンス カテゴリが表示されます。

• レイテンシ
クラスタがクライアント アプリケーションの要求に応答している速度が処理あたりのミ
リ秒数で表示されます。

• IOPS

クラスタの処理速度が1秒あたりの入出力処理数で表示されます。

• MBps

クラスタとの間のデータの転送量が1秒あたりのメガバイト数で表示されます。

• 使用済みパフォーマンス容量
ノードまたはアグリゲートが使用可能なパフォーマンス容量を過剰に消費しているかど
うかが表示されます。
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• 利用率
リソースの利用率が高いノードまたはアグリゲートがないかが表示されます。

クラスタとストレージ オブジェクトのパフォーマンスを分析するには、次のいずれかの操
作を実行します。

• [クラスタの詳細を表示]をクリックして[クラスタ ランディング]ページを表示し、選択し
たクラスタおよびストレージ オブジェクトのパフォーマンスとイベントの詳細情報を確
認します。

• オブジェクトの赤または黄色のステータス アイコンをクリックしてそのオブジェクトの
インベントリ ページを表示し、ストレージ オブジェクトの詳細を確認します。
たとえば、ボリュームのアイコンをクリックすると、[パフォーマンス / ボリューム]イン
ベントリ ページに、選択したクラスタ内のすべてのボリュームがパフォーマンスが低い
順にソートされて表示されます。

関連概念

[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページからのクラスタ パフォーマンスの監視
（460ページ）
[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパフォーマンスの監視（466ページ）
パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用したパフォーマンスの管理（452ペー
ジ）
[健全性の概要]ダッシュボードの概要（35ページ）
[クラスタ ビュー]ダッシュボードの概要（38ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）

[クラスタ ビュー]ダッシュボードの概要
Unified Managerの[クラスタ ビュー]概要ダッシュボードには、管理するクラスタの健全性に
関する概要情報が表示されます。[クラスタ ビュー]ダッシュボードは、[管理対象のクラス
タ]セクション（左）と[クラスタの詳細]セクション（右）の2つの主要セクションで構成さ
れます。
次の図は、8つのクラスタを監視しているUnified Managerの[クラスタ ビュー]ダッシュボー
ドの例を示しています。
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各クラスタ名の横にあるステータス アイコンは次のいずれかの状態になります。

• 重大（ ）：クラスタに対して1つ以上のアクティブな重大イベントが報告されていま
す。

• エラー（ ）：クラスタに対して1つ以上のアクティブなエラー イベントが報告されて
います。

• 警告（ ）：クラスタに対して1つ以上のアクティブな警告イベントが報告されていま
す。

• 正常（ ）：クラスタに対してアクティブなイベントは報告されていません。

注：色はそのオブジェクトに対してアクティブなイベント（新規または確認済みのイベン
ト）が存在するかどうかを表します。アクティブではなくなったイベント（廃止のイベン
ト）はアイコンの色に反映されません。

クラスタに関する追加情報を表示するには、次のいずれかの操作を実行します。

• クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの監視ステータス、容量ステータス、およ
びパフォーマンス ステータスについての概要情報が表示されます。

• [クラスタの管理]をクリックすると、[設定/クラスタ データ ソース]ページを表示できま
す。このページでは、Unified Managerのこのインスタンスによって管理されているすべ
てのクラスタに関する詳細なステータス情報を確認できます。

ダッシュボード ウィンドウの説明
ダッシュボード ページを使用すると、監視しているオブジェクトの概要をすばやく確認で
きます。
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[ダッシュボード/概要]ページ
[ダッシュボード/概要]ページには、クラスタ、アグリゲート、Storage Virtual Machine（SVM）
などのストレージ オブジェクトの健全性がグラフの形式で表示されます。ストレージ オブ
ジェクトは、生成されたイベントに基づいて、可用性、容量、パフォーマンスに関するイベ
ントについては「健全性」、「リスクあり」、または「インシデントあり」、保護に関するイベ
ントについては「健全性」、「警告」、または「エラー」に分類されます。

[クラスタに到達できません]バー
クラスタに到達できない場合、Unified Managerの各ページの上部のバーに詳細が表示されま
す。このペインは、すべてのクラスタに到達できる場合は表示されません。
このペインに表示される情報は、F5キーを押すとリフレッシュできます。これにより、現在
到達できないクラスタに関する最新の情報が表示されます。たとえば、「クラスタに到達で
きません」イベントが削除された場合やイベントの状態が「廃止」になった場合は、ペイン
をリフレッシュするとイベントに関する情報が削除されます。
到達できないクラスタに関する詳細情報を表示するには、[詳細]ボタンをクリックします。
これにより、[イベント]インベントリ ページが開きます。このバーを閉じた場合は、Unified
Managerにログインし直さないと再表示されません。

[概要]領域
[可用性]ペイン

監視しているクラスタ、アグリゲート、およびSVMの可用性に関する情報が表示
されます。ストレージ オブジェクトは、「健全性」、「リスクあり」、または「イン
シデントあり」のいずれかに分類されます。たとえば、スペア ディスクが不足し
ているクラスタのステータスは「リスクあり」と表示されます。
このペインには、カテゴリごとのストレージ オブジェクトの数も表示されます。
いずれかのオブジェクトの総数をクリックすると、そのオブジェクトのページが
表示されます。たとえば、クラスタの総数をクリックすると、[健全性 / すべての
クラスタ]ビューが表示されます。列の一番上の数値をクリックすると、[イベン
ト]インベントリ ページが表示されます。

[容量]ペイン
監視しているアグリゲートとSVMの容量に関する情報が表示されます。ストレー
ジ オブジェクトは、「健全性」、「リスクあり」、または「インシデントあり」のい
ずれかに分類されます。たとえば、使用済み容量がフルのしきい値に達している
アグリゲートのステータスは「リスクあり」と表示されます。
このペインには、カテゴリごとのストレージ オブジェクトの数も表示されます。
いずれかのオブジェクトの総数をクリックすると、そのオブジェクトのページが
表示されます。

[パフォーマンス]ペイン
監視しているクラスタ、SVM、およびボリュームのパフォーマンスに関する情報
が表示されます。ストレージ オブジェクトは、生成されたパフォーマンス関連の
インシデントに基づいて、「健全性」、「リスクあり」、または「インシデントあり」
のいずれかに分類されます。たとえば、ワークロードに対するI/O応答時間が最大
しきい値に達しているボリュームのステータスは「インシデントあり」と表示さ
れます。
このペインには、クラスタ、SVM、およびボリュームの総数も表示されます。い
ずれかのオブジェクトの総数をクリックすると、そのオブジェクトのページが表
示されます。たとえば、クラスタの総数をクリックすると、[パフォーマンス / す
べてのクラスタ]ビューが表示されます。
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[保護]ペイン
監視している保護関係に関する情報が表示されます。保護関係は、「健全性」、「警
告」、または「エラー」のいずれかに分類されます。たとえば、遅延時間が遅延警
告のしきい値を超えている関係は「警告」と表示されます。
このペインには、保護カテゴリごとのストレージ オブジェクトの総数も表示され
ます。[遅延ステータス]、[非同期]、または[同期]カテゴリのリンクをクリックす
ると、[保護 / ボリューム関係]ページにそれらのオブジェクトがフィルタされて表
示されます。

関連概念

健全性イベントとは（49ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
[ダッシュボード/パフォーマンス]ページ（41ページ）
[ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページ（43ページ）

[ダッシュボード/パフォーマンス]ページ
Unified Managerのパフォーマンス ダッシュボードを使用して、監視しているすべてのクラス
タのおおまかなパフォーマンス ステータスを確認できます。[ダッシュボード/パフォーマ
ンス]ページには、Unified Managerが監視対象のクラスタと通信できない場合にバナー メッ
セージも表示されます。

概要
クラスタは、次の基準に基づいて重大度の順に並べられます。

1. クラスタに到達できない場合。
2. クラスタにアクティブな重大パフォーマンス イベントが1つ以上ある場合（赤のオブジェ

クト アイコン）。
3. クラスタにアクティブな警告パフォーマンス イベントが1つ以上ある場合（黄色のオブ

ジェクト アイコン）。
4. クラスタにアクティブなパフォーマンス イベントがない場合（緑のオブジェクト アイコ

ン）：IOPSが高い順にソートされます。
重大イベントは、ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの重大しきい値を超えたと
きに生成されます。警告イベントは、ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの警告
しきい値を超えたときと、システム定義のしきい値ポリシーまたは動的しきい値を超えたと
きに送信されます。
注：ソート順序は、イベントがあるオブジェクトの数ではなく、アクティブなイベント

（新規または確認済みのイベント）の総数で決まります。たとえば、クラスタAにボリュー
ム レイテンシの重大イベントが7件あり、クラスタBにボリューム レイテンシの重大イベ
ントが2件とノードIOPSの重大イベントが2件（合計4件の重大イベント）ある場合、赤の
オブジェクト アイコンの数はクラスタAが1つでクラスタBが2つですが、リストではクラ
スタAの方が上に表示されます。

各クラスタについて表示される共通の監視対象イベント タイプは次のとおりです。
• Storage Virtual Machine（SVM）、ボリューム、およびLUNのレイテンシ イベント
• ノードおよびSVMのIOPSイベント
• ノードおよびSVMのMBpsイベント
• ノードおよびアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量イベント
• ノードおよびアグリゲートの利用率イベント
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Unified Managerでは、アグリゲートのMBpsイベントやボリュームのIOPSイベントなど、他
のストレージ オブジェクトとカウンタに対するパフォーマンス イベントも受信できます。
それらのタイプのイベントがある場合、クラスタ名の横のアイコンで警告イベント（黄色）
か重大イベント（赤）かが示されます。これらのイベント タイプはカウンタ パネルの既存
のカテゴリには当てはまらないため、カウンタ パネルの5つのアイコンに黄色または赤のア
イコンがなくても、このアイコンでイベントが存在していることが示される場合がありま
す。
オブジェクト アイコンをクリックすると、そのオブジェクトの[パフォーマンス インベント
リ]ページが表示され、このクラスタにあるそのタイプのすべてのオブジェクトを確認する
ことができます。たとえば、ボリュームのアイコンをクリックすると、[パフォーマンス / ボ
リューム インベントリ]ページに、選択したクラスタ内のすべてのボリュームがパフォーマ
ンスが低い順にソートされて表示されます。

パフォーマンス カウンタ
すべてのクラスタについて、5つのパフォーマンス カウンタがそれぞれ独立したパネルに表
示されます。この情報は、5分間の収集期間後に自動的に更新されます。

カウンタ 説明

レイテンシ クライアント アプリケーションの要求に対するクラスタの応答速度
が処理あたりのミリ秒数（ミリ秒/処理）で表示されます。
アイコンの領域に、レイテンシの値がしきい値の設定を超えてアク
ティブなイベントが発生したSVM、ボリューム、またはLUNがない
かが示されます。

IOPS ストレージ システムの処理速度が1秒あたりの入出力処理数（IOPS）
で表示されます。
• アイコンの領域に、IOPSの数がしきい値の設定を超えてアクティ

ブなイベントが発生したノードまたはSVMがないかが示されま
す。

• 下部の領域に、最後の5分間の収集期間におけるクラスタの合計
IOPSが表示されます。

MBps クラスタとの間のデータの転送量が1秒あたりのメガバイト数
（MBps）で表示されます。
• アイコンの領域に、MBpsの値がしきい値の設定を超えてアクティ

ブなイベントが発生したノードまたはSVMがないかが示されま
す。

• 下部の領域に、最後の5分間の収集期間におけるクラスタの合計ス
ループットが表示されます。

使用済みパフォー
マンス容量

使用可能なパフォーマンス容量を過剰に消費しているノードまたは
アグリゲートがないかが表示されます。
• アイコンの領域に、使用済みパフォーマンス容量の値がしきい値

の設定を超えてアクティブなイベントが発生したノードまたはア
グリゲートがないかが示されます。

• 下部の領域に、最もビジーなノードと最もビジーなアグリゲート
の使用済みパフォーマンス容量の最大値が表示されます。
注：パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP
9.0以降のソフトウェアがインストールされている場合にのみ表示
されます。
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カウンタ 説明

利用率 リソースの利用率が高いノードまたはアグリゲートがないかが表示
されます。
• アイコンの領域に、利用率の値がしきい値の設定を超えてアク

ティブなイベントが発生したノードまたはアグリゲートがないか
が示されます。

• 下部の領域に、最もビジーなノードと最もビジーなアグリゲート
の利用率の最大値が表示されます。

ヘッダー領域に表示される省略記号（...）は、パフォーマンス データを現在収集しているこ
とを示します。
パフォーマンス イベントがあるクラスタについては、[クラスタの詳細を表示]をクリックす
ると[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページが表示され、そのクラスタや他のスト
レージ オブジェクトに関する詳細なパフォーマンス情報を確認できます。

クラスタ ステータス メッセージ
Unified Managerで管理しているクラスタが使用できない状態になると、パフォーマンス カウ
ンタの上にステータス メッセージ バナーが表示されます。クラスタに到達できない場合、
ステータス メッセージ バナーの右に[詳細]ボタンが表示されます。ステータス メッセージ
の[詳細]ボタンをクリックすると、[クラスタ データ ソース]ページに問題に関する詳しい情
報が表示されます。表示された[クラスタ データ ソース]ページで、クラスタが使用できない
状態になった問題をトラブルシューティングするために必要なデータを確認できます。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（68ページ）
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページからのクラスタ パフォーマンスの監視

（460ページ）
[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパフォーマンスの監視（466ページ）
パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用したパフォーマンスの管理（452ペー
ジ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）

関連資料

イベントの重大度タイプの説明（66ページ）

[ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページ
[ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページには、管理しているクラスタに関する概要情報が表
示されます。
[クラスタの管理]をクリックすると[設定/クラスタ データ ソース]ページが表示されます。
クラスタをクリックすると、そのクラスタの監視ステータス、容量ステータス、およびパ
フォーマンス ステータスについての概要情報が表示されます。
[クラスタ ビュー]ダッシュボードは、[管理対象クラスタ]セクション（左）と[クラスタの詳
細]セクション（右）の2つの主要セクションで構成されます。
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[管理対象クラスタ]セクション
Unified Managerで監視しているすべてのクラスタのリストが表示されます。このリストに
は、各クラスタについて次の詳細が表示されます。

• クラスタのステータスを示すアイコン：重大（ ）、エラー（ ）、警告（ ）、標

準（ ）のいずれかです。

• IPアドレスまたはホスト名：クラスタのホスト名とIPアドレスまたはFQDNが表示されま
す。

• クラスタの健全性：クラスタの健全性についてUnified Managerで監視された情報が表示
されます。
健全性ステータスの値は、「OK」、「OK（抑制）」、「デグレード」、「コンポーネントに到
達不能」のいずれかになります。

[クラスタの詳細]セクション
選択したクラスタの監視ステータス、容量、およびパフォーマンスに関する情報が表示され
ます。

• 監視ステータス：健全性とパフォーマンスの継続的な監視ステータスが表示されます。
監視ステータスの値は、「検出」、「ポーリングが完了しました」、「ポーリングに失敗しま
した」、「使用不可」のいずれかになります。対応する監視ジョブ（健全性またはパフォー
マンス）に失敗した場合は、監視ステータスにエラー メッセージが表示されます。

• 容量：選択したクラスタの合計ストレージ容量、使用済みストレージ容量、および空き
ストレージ容量が表示されます。

• パフォーマンス：選択したクラスタの平均処理速度と平均スループットが表示されます。
処理速度の単位はIOPS（1秒あたりの入出力処理数）、スループットの単位はMBps（1秒
あたりのメガバイト数）です。

このセクションには、Active IQ Unified Managerアプリケーションの個々のクラスタの詳細
ページへのナビゲーション リンクも表示されます。

• [健全性]リンクをクリックすると、選択したクラスタの[健全性/クラスタの詳細]ページが
表示されます。

• [パフォーマンス]リンクをクリックすると、選択したクラスタの[パフォーマンス/クラス
タの詳細]ページが表示されます。

• [System Manager]リンクをクリックすると、クラスタ設定の管理用にONTAP System
Managerのログイン ページが表示されます。

関連資料

[ダッシュボード/概要]ページ（40ページ）
[ダッシュボード/パフォーマンス]ページ（41ページ）
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[お気に入り]オプションを使用したストレージ オブ
ジェクトの管理

[お気に入り]オプションを使用すると、選択したストレージ オブジェクトをお気に入りに登
録してUnified Managerで表示および管理することができます。ストレージ オブジェクトを
お気に入りに登録することで、ステータスをすばやく確認し、深刻化する前に問題を修正す
ることができます。

[お気に入り]ダッシュボードから実行できるタスク

• お気に入りに登録されているストレージ オブジェクトのリスト表示

• お気に入りリストへのストレージ オブジェクトの追加

• お気に入りリストからのストレージ オブジェクトの削除

お気に入りリストの表示
お気に入りリストからストレージ オブジェクトを選択し、容量、パフォーマンス、保護の
詳細を確認できます。お気に入りリストには、最大20個のストレージ オブジェクトの詳細
が表示されます。

お気に入りリストへのストレージ オブジェクトの追加
ストレージ オブジェクトをお気に入りリストに追加して、オブジェクトの健全性、容量、
およびパフォーマンスを監視することができます。お気に入りに登録できるのは、クラス
タ、ボリューム、およびアグリゲートだけです。

お気に入りリストからのストレージ オブジェクトの削除
お気に入りとして監視する必要がなくなったストレージ オブジェクトは、お気に入りリス
トから削除できます。

お気に入りリストへのストレージ オブジェクトの追加と削除
ストレージ オブジェクトをお気に入りリストに追加して、オブジェクトの健全性、容量、
およびパフォーマンスを監視することができます。お気に入りリストでオブジェクトのス
テータスを確認することで、問題を深刻化する前に特定して修正することが可能になりま
す。お気に入りリストには、ストレージ オブジェクトの最新の監視ステータスも表示され
ます。お気に入りとして監視する必要がなくなったストレージ オブジェクトは、お気に入
りリストから削除できます。

タスク概要

お気に入りリストには、クラスタ、ノード、アグリゲート、またはボリュームを20個まで追
加できます。ノードをお気に入りリストに追加した場合は、クラスタとして表示されます。

手順

1. お気に入りに登録するストレージ オブジェクトの[詳細]ページに移動します。

2. 星形アイコン（ ）をクリックして、ストレージ オブジェクトをお気に入りリストに
追加します。
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お気に入りリストへのアグリゲートの追加

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのアグリゲート]ビューで、お気に入りリストに追加するアグリ
ゲートをクリックします。

3. [健全性/アグリゲートの詳細]ページで、星形アイコン（ ）をクリックします。

次のタスク

ストレージ オブジェクトをお気に入りリストから削除するには、お気に入りリストのペー

ジに移動し、削除するオブジェクト カードの星形アイコン（ ）をクリックして、[お気
に入りからの削除]オプションを選択します。

[クラスタ - お気に入り]カード
[クラスタ - お気に入り]カードでは、お気に入りに登録した個々のクラスタの容量、設定、
およびパフォーマンスの詳細を確認できます。

クラスタの属性
[クラスタ - お気に入り]カードには、個々のクラスタの次の属性が表示されます。
クラスタの健全性ステータス

クラスタの健全性を示すアイコン。「正常」、「警告」、「エラー」、「重大」のいずれ
かです。

クラスタ名
クラスタの名前。

容量
クラスタの空きスペースの合計。

設定
クラスタの設定の詳細。
IPアドレス

クラスタを追加するときに使用したクラスタ管理論理インターフェイス
（LIF）のIPアドレスまたはホスト名。

ノード数
クラスタ内のノードの数。

パフォーマンス
クラスタのパフォーマンスの詳細。
IOPS

過去72時間の平均IOPS（1秒あたりのI/O処理数）。
スループット

過去72時間の平均スループット（MBps）。
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[アグリゲート - お気に入り]カード
[アグリゲート - お気に入り]カードでは、お気に入りに登録したアグリゲートの容量および
パフォーマンスの詳細を確認できます。

アグリゲートの属性
[アグリゲート - お気に入り]カードには、アグリゲートの次の属性が表示されます。
アグリゲートの健全性ステータス

アグリゲートの健全性を示すアイコン。「正常」、「警告」、「エラー」、「重大」のい
ずれかです。

アグリゲート名
アグリゲートの名前。
アグリゲートの名前にカーソルを合わせると、そのアグリゲートが属しているク
ラスタの名前が表示されます。

容量
アグリゲートで使用可能な空きスペースの割合とアグリゲートがいっぱいになる
までの推定日数。
FabricPoolアグリゲートの場合、この情報にはローカルのパフォーマンス階層の容
量だけが反映されます。[容量]タイルをクリックすると、[健全性/アグリゲートの
詳細]ページに詳細な情報が表示されます。

パフォーマンス
アグリゲートのパフォーマンスの詳細。
IOPS

過去72時間の平均IOPS（1秒あたりのI/O処理数）。
スループット

過去72時間の平均スループット（MBps）。
レイテンシ

処理に要する平均応答時間（ミリ秒）。

[ボリューム - お気に入り]カード
[ボリューム - お気に入り]カードでは、お気に入りに登録したボリュームの容量、保護、お
よびパフォーマンスの詳細を確認できます。

ボリュームの属性
[ボリューム - お気に入り]カードには、ボリュームの次の属性が表示されます。
ボリュームの健全性ステータス

ボリュームの健全性ステータスを示すアイコン。「正常」、「警告」、「エラー」、「重
大」のいずれかです。

ボリューム名
ボリュームの名前。

容量
ボリュームで使用可能な空きスペースの割合とボリュームがいっぱいになるまで
の推定日数。
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保護
ボリュームに設定されている保護の役割。「保護なし」、「該当なし」、「保護」、「デ
スティネーション」のいずれかです。

パフォーマンス
ボリュームのパフォーマンス統計。
IOPS

過去72時間の平均IOPS（1秒あたりのI/O処理数）。
スループット

過去72時間の平均スループット（MBps）。
レイテンシ

処理に要する平均応答時間（ミリ秒）。
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イベントの管理
イベントによって、監視対象のクラスタ内の問題を特定できます。

健全性イベントとは
健全性イベントは、事前に定義された条件が発生したとき、またはあるオブジェクトが健全
性しきい値を超えた場合に、自動的に生成される通知です。これらのイベントを使用する
と、パフォーマンスの低下やシステムが使用できなくなる状態を引き起こす問題が発生しな
いように対処できます。イベントには影響範囲、重大度、および影響レベルが含まれます。
健全性イベントは、影響範囲のタイプ（可用性、容量、構成、保護など）別に分類されま
す。イベントには、迅速な対処が必要かどうかを判断する際に役立つ重大度タイプと影響レ
ベルも割り当てられます。
特定のイベントまたは特定の重大度のイベントが発生したときに自動的に通知を送信する
ようにアラートを設定できます。
廃止、解決済み、情報の各イベントが自動的にログに記録され、デフォルトでは180日間保
持されます。
重大度レベルがErrorまたはCriticalのイベントについては、すぐに対処することが重要です。

関連概念

アラートとは（119ページ）
パフォーマンス イベントとは（49ページ）
イベント管理システム イベントとは（53ページ）
イベントの状態の定義（65ページ）

関連資料

イベントの重大度タイプの説明（66ページ）
イベントの影響レベルの説明（66ページ）
イベントの影響範囲の説明（67ページ）

パフォーマンス イベントとは
パフォーマンス イベントとは、クラスタでのワークロード パフォーマンスに関連するイン
シデントです。応答時間が長いワークロードを特定するのに役立ちます。同時に発生した
健全性イベントと一緒に確認することで、応答時間が長くなった原因と考えられる関連する
問題を特定することができます。
Unified Managerでは、同じクラスタ コンポーネントに対する同じ状況についての一連のイベ
ントを検出すると、それらのすべてのイベントを個別のイベントではなく1つのイベントと
して扱います。

関連概念

アラートとは（119ページ）
健全性イベントとは（49ページ）
イベントの状態の定義（65ページ）
パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
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Unified Managerで検出される構成の変更（51ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）

関連資料

イベントの重大度タイプの説明（66ページ）
イベントの影響レベルの説明（66ページ）
イベントの影響範囲の説明（67ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

イベント受信時の動作
Unified Managerでイベントを受信すると、[ダッシュボード/概要]ページ、[パフォーマンス /
クラスタ]ページの[サマリ]タブと[エクスプローラ]タブ、[イベント]インベントリ ページ、
およびオブジェクトごとのインベントリ ページ（[健全性 / ボリューム]インベントリ ページ
など）にイベントが表示されます。
Unified Managerでは、同じクラスタ コンポーネントに対する同じ状況についての連続した複
数のイベントを検出すると、それらのすべてのイベントを個別のイベントではなく1つのイ
ベントとして扱います。イベントが継続している間は、そのイベントがまだアクティブであ
ることを示すために期間が延びていきます。
[設定/アラート生成]ページの設定に応じて、イベントを他のユーザに通知することができま
す。アラートにより、次の処理が開始されます。
• イベントに関するEメールをすべてのUnified Manager管理者ユーザに送信できます。
• イベントを追加のEメール受信者に送信できます。
• SNMPトラップをトラップ レシーバに送信できます。
• 処理を実行するカスタム スクリプトを実行できます。
このワークフローを次の図に示します。
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Unified Managerで検出される構成の変更
Unified Managerでは、クラスタの構成の変更が監視され、それが原因で発生したパフォーマ
ンス イベントがないかどうかを判断できます。変更が検出されると、[パフォーマンス エク
スプローラ]ページに変更イベント アイコン（ ）が表示され、変更が検出された日付と時
刻が示されます。
[パフォーマンス エクスプローラ]ページと[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページのパ
フォーマンス グラフで、変更イベントが選択したクラスタ オブジェクトのパフォーマンス
に影響していないかどうかを確認できます。パフォーマンス イベントと同時かその前後に
変更が検出されていれば、その変更が原因でイベントのアラートがトリガーされた可能性が
あります。
Unified Managerでは次の変更イベントを検出できます。これらは情報イベントに分類され
ます。

• ボリュームがアグリゲート間で移動されたとき。
移動が開始されたとき、成功したとき、または失敗したときにUnified Managerで検出さ
れます。ボリュームの移動中にUnified Managerが停止していた場合は、稼働状態に戻っ
たあとにボリュームの移動が検出され、対応する変更イベントが表示されます。

• 1つ以上の監視対象ワークロードを含むQoSポリシー グループのスループット（MBpsま
たはIOPS）の制限が変更されたとき。
ポリシー グループ制限を変更するとレイテンシ（応答時間）が一時的に長くなることが
あり、ポリシー グループのイベントがトリガーされる可能性もあります。レイテンシは
徐々に正常に戻り、発生したイベントは廃止状態になります。

• HAペアのノードのストレージがパートナー ノードにテイクオーバーまたはギブバック
されたとき。
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テイクオーバー、部分的なテイクオーバー、またはギブバックの処理が完了したときに
Unified Managerで検出されます。ノードのパニック状態が原因で発生したテイクオー
バーはUnified Managerでは検出されません。

• ONTAPのアップグレードやリバートの処理が正常に完了したとき。
以前のバージョンと新しいバージョンが表示されます。

関連概念

FlexVolの移動（576ページ）

イベント保持の設定
イベントが自動的に削除されるまでにUnified Managerサーバでイベントを保持する月数を
指定できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

サーバのパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があるため、イベントの保持期間を6カ月以
上に設定することは推奨されません。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[データ保持]をクリック
します。

2. [セットアップ / データ保持]ページで、[イベント保持]領域にあるスライダ ツールを選択
してイベントを保持する月数まで移動し、[保存]をクリックします。

関連タスク

イベント通知の設定（52ページ）

イベント通知の設定
Unified Managerでは、イベントが生成されたときやユーザに割り当てられたときにアラート
通知を送信するように設定することができます。アラートの送信に使用するSMTPサーバの
設定や、さまざまな通知メカニズムの設定が可能です。たとえば、アラート通知はEメール
やSNMPトラップとして送信できます。

開始する前に

次の情報が必要です。

• アラート通知の送信元Eメール アドレス
このEメール アドレスは、送信されるアラート通知の「送信元」フィールドに表示され
ます。何らかの理由でEメールを配信できない場合の不達メールの送信先としても使用
されます。

• SMTPサーバのホスト名とアクセスに使用するユーザ名およびパスワード
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• SNMPトラップとSNMPバージョン、アウトバウンド トラップ ポート、コミュニティ、
およびその他の必要なSNMP設定値を受信するトラップ送信先ホストのホスト名または
IPアドレス
トラップの送信先を複数指定するには、各ホストをカンマで区切ります。この場合、他
のすべてのSNMP設定（バージョンやアウトバウンド トラップ ポートなど）がリスト内
のすべてのホストで同じである必要があります。

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[通知]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/通知]ページで、必要に応じて該当する項目を設定し、[保存]をクリックし
ます。
注：

• [送信元アドレス]に「ActiveIQUnifiedManager@localhost.com」というアドレスが事前
に入力されている場合、すべてのEメール通知が正しく送信されるように実際のEメー
ル アドレスに変更する必要があります。

• SMTPサーバのホスト名を解決できない場合は、SMTPサーバのホスト名の代わりにIP
アドレス（IPv4またはIPv6）を指定できます。

関連タスク

イベント保持の設定（52ページ）
アラートの追加（120ページ）
ユーザの追加（612ページ）

イベント管理システム イベントとは
Event Management System（EMS;イベント管理システム）では、ONTAPカーネルのさまざま
な部分からイベント データが収集され、イベント転送のメカニズムが提供されます。
Unified Managerでは、このようなONTAPイベントをEMSイベントとして報告できます。一元
化された監視と管理により、重大なEMSイベントとそれらのEMSイベントに基づくアラート
通知を簡単に設定することができます。
Unified Managerにクラスタを追加すると、Unified Managerのアドレスが通知の送信先として
クラスタに追加されます。クラスタでイベントが発生するとすぐにEMSイベントが報告さ
れます。
Unified ManagerでEMSイベントを受け取る方法は2つあります。

• 一定数の重要なEMSイベントは自動的に報告されます。

• EMSイベントを受け取るように個別に登録することができます。

Unified Managerで生成されるEMSイベントの報告方法は、イベントが生成された方法によっ
て異なります。

機能 自動のEMSメッセージ 登録したEMSメッセージ

使用可能なEMSイベ
ント

一部のEMSイベント すべてのEMSイベント
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機能 自動のEMSメッセージ 登録したEMSメッセージ

EMSメッセージがト
リガーされたときの
名前

Unified Managerのイベント名
（EMSのイベント名から変換）

固有でない「エラーの EMS を受
信」の形式。詳細なメッセージに
実際のEMSイベントをドット表
記の形式で記載

メッセージの受信 クラスタでの検出後すぐ 必要な各EMSイベントがUnified
Managerに追加されたあと、15分
間隔の次回のポーリング時

イベントのライフサ
イクル

Unified Managerの他のイベン
トと同じで、「新規」、「確認済
み」、「解決済み」、「廃止」の
状態がある

EMSイベントはクラスタが更新
されると廃止になる（イベントが
作成されてから15分後）

Unified Managerが停
止しているときのイ
ベントのキャプチャ

システムの起動時に各クラス
タと通信して不足しているイ
ベントを取得

なし

イベントの詳細 推奨される対処方法をONTAP
から直接インポートして一貫
した解決策を提示

[イベントの詳細]ページに対処方
法は表示されない

注：新規の自動EMSイベントには、過去のイベントが解決されたことを示す情報イベント
も含まれます。たとえば、「FlexGroup コンスティチュエントのスペース ステータスがす
べて正常」情報イベントは、「FlexGroup コンスティチュエントのスペースに問題あり」エ
ラー イベントが解決されたことを示します。情報イベントは、他の重大度タイプのイベ
ントと同じライフサイクルを使用して管理することはできませんが、同じボリュームに対
する別の「スペースに問題あり 」エラー イベントを受け取ると自動的に廃止になります。

Unified Managerに自動的に追加されるEMSイベント
Unified Managerには次のONTAP EMSイベントが自動的に追加されます。これらのイベント
は、Unified Managerが監視しているいずれかのクラスタでトリガーされると生成されます。
ONTAP 9.5以降のソフトウェアを実行しているクラスタの監視では、次のEMSイベントを使
用できます。

Unified Managerのイベント
名

EMSのイベント名 影響を受ける
リソース

ONTAPの重大
度

アグリゲートの再配置でオ
ブジェクト ストアへのアク
セス拒否

arl.netra.ca.check.failed アグリゲート エラー

ストレージ フェイルオー
バー時のアグリゲートの再
配置でオブジェクト ストア
へのアクセス拒否

gb.netra.ca.check.failed アグリゲート エラー

FabricPool スペースがほぼ
フル

fabricpool.nearly.full クラスタ エラー

NVMF の猶予期間 - 開始 nvmf.graceperiod.start クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - アク
ティブ

nvmf.graceperiod.active クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 終了 nvmf.graceperiod.expired クラスタ 警告
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Unified Managerのイベント
名

EMSのイベント名 影響を受ける
リソース

ONTAPの重大
度

LUN を破棄 lun.destroy LUN 情報

Cloud AWS メタデータ接続
エラー

cloud.aws.metadataConnFai
l

ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが期限切れ

cloud.aws.iamCredsExpired ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが無効

cloud.aws.iamCredsInvalid ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが見つからない

cloud.aws.iamCredsNotFou
nd

ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが初期化されていな
い

cloud.aws.iamNotInitialized ノード 情報

Cloud AWS IAM ロールが無
効

cloud.aws.iamRoleInvalid ノード エラー

Cloud AWS IAM ロールが見
つからない

cloud.aws.iamRoleNotFoun
d

ノード エラー

オブジェクト ストアのホス
ト解決不可

objstore.host.unresolvable ノード エラー

オブジェクト ストアのクラ
スタ間 LIF が停止

objstore.interclusterlifDown ノード エラー

要求とオブジェクト ストア
シグネチャの不一致

osc.signatureMismatch ノード エラー

NFSv4 プールの 1 つに空き
なし

Nblade.nfsV4PoolExhaust ノード 重大

QoS 監視メモリの最大化 qos.monitor.memory.maxed ノード エラー

QoS 監視メモリの縮小 qos.monitor.memory.abated ノード 情報

NVMe ネームスペースの破
棄

NVMeNS.destroy ネームスペー
ス

情報

NVMe ネームスペース オン
ライン

NVMeNS.offline ネームスペー
ス

情報

NVMe ネームスペース オフ
ライン

NVMeNS.online ネームスペー
ス

情報

NVMe ネームスペース ス
ペース不足

NVMeNS.out.of.space ネームスペー
ス

警告

同期レプリケーションが同
期されていない

sms.status.out.of.sync SnapMirror関係 警告

同期レプリケーションをリ
ストア

sms.status.in.sync SnapMirror関係 情報

同期レプリケーションの自
動再同期失敗

sms.resync.attempt.failed SnapMirror関係 エラー

多数の CIFS 接続 Nblade.cifsManyAuths SVM エラー
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Unified Managerのイベント
名

EMSのイベント名 影響を受ける
リソース

ONTAPの重大
度

最大 CIFS 接続数を超過 Nblade.cifsMaxOpenSameF
ile

SVM エラー

ユーザあたりの最大 CIFS
接続数を超過

Nblade.cifsMaxSessPerUsr
Conn

SVM エラー

CIFS NetBIOS 名が競合 Nblade.cifsNbNameConflic
t

SVM エラー

存在しない CIFS 共有に対
する試行

Nblade.cifsNoPrivShare SVM 重大

CIFS シャドウ コピー処理
が失敗

cifs.shadowcopy.failure SVM エラー

AV サーバがウィルスを検
出

Nblade.vscanVirusDetected SVM エラー

ウィルス スキャン用の AV
サーバ接続がない

Nblade.vscanNoScannerCo
nn

SVM 重大

AV サーバが未登録 Nblade.vscanNoRegdScann
er

SVM エラー

応答する AV サーバ接続が
ない

Nblade.vscanConnInactive SVM 情報

AV サーバがビジーのため
新しいスキャン要求の受け
入れ不可

Nblade.vscanConnBackPres
sure

SVM エラー

権限のないユーザが AV
サーバへのアクセスを試行

Nblade.vscanBadUserPrivA
ccess

SVM エラー

FlexGroup コンスティチュ
エントのスペースに問題あ
り

flexgroup.constituents.have.
space.issues

ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチュ
エントのスペース ステータ
スがすべて正常

flexgroup.constituents.space
.status.all.ok

ボリューム 情報

FlexGroup コンスティチュ
エントの inode に問題あり

flexgroup.constituents.have.
inodes.issues

ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチュ
エントの inode ステータス
がすべて正常

flexgroup.constituents.inod
es.status.all.ok

ボリューム 情報

ボリューム論理スペースが
ほぼフル

monitor.vol.nearFull ボリューム 警告

ボリューム論理スペースが
フル

monitor.vol.full ボリューム エラー

ボリューム論理スペースが
正常

monitor.vol.one.ok ボリューム 情報

WAFL ボリュームのオート
サイズが失敗

wafl.vol.autoSize.fail ボリューム エラー
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Unified Managerのイベント
名

EMSのイベント名 影響を受ける
リソース

ONTAPの重大
度

WAFL ボリュームのオート
サイズ完了

wafl.vol.autoSize.done ボリューム 情報

WAFL READDIR ファイル
処理タイムアウト

wafl.readdir.expired ボリューム エラー

ONTAP EMSイベントへの登録
ONTAPソフトウェアがインストールされているシステムで生成されたEvent Management
System（EMS;イベント管理システム）イベントを受け取るように登録することができます。
一部のEMSイベントはUnified Managerに自動的に報告されますが、それ以外のEMSイベント
は登録している場合にのみ報告されます。

開始する前に

同じ問題に対するイベントを2つ受け取って混乱を招く可能性があるため、Unified Manager
にすでに自動的に追加されているEMSイベントは登録しないでください。

タスク概要

EMSイベントはいくつでも登録できます。登録したすべてのイベントが検証され、検証済み
のイベントだけがUnified Managerで監視しているクラスタに適用されます。『ONTAP 9 EMS
イベント カタログ』には、指定したバージョンのONTAP 9ソフトウェアのすべてのEMSメッ
セージに関する詳細な情報が記載されています。該当するイベントの一覧については、
ONTAP 9製品ドキュメントのページから該当するバージョンの『EMSイベント カタログ』
を参照してください。
ONTAP 9製品ライブラリ
登録したONTAP EMSイベントにアラートを設定したり、それらのイベントに対して実行す
るカスタム スクリプトを作成したりできます。
注：登録したONTAP EMSイベントが届かない場合は、クラスタのDNS設定に問題があり、
クラスタからUnified Managerサーバに到達できなくなっていることが考えられます。そ
の場合は、クラスタ管理者がクラスタのDNS設定を修正し、Unified Managerを再起動する
必要があります。これにより、保留中のEMSイベントがUnified Managerサーバに送信され
ます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [イベントの管理]をクリックします。

2. [設定/イベントの管理]ページで、[EMS イベントにサブスクライブ]ボタンをクリックし
ます。

3. [EMS イベントにサブスクライブ]ダイアログ ボックスで、登録するONTAP EMSイベン
トの名前を入力します。
登録可能なEMSイベントの名前を確認するには、ONTAPのクラスタ シェルでevent

route showコマンド（ONTAP 9より前）またはevent catalog showコマンド（ONTAP
9以降）を使用します。個々のEMSイベントを特定する詳しい手順については、ナレッジ
ベースの回答1072320を参照してください。
KB 1072320 - How to configure ONTAP EMS event subscriptions in Unified Manager

4. [追加]をクリックします。
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EMSイベントが[サブスクライブ済み EMS イベント]リストに追加されます。ただし、こ
の時点では、追加したEMSイベントの[クラスタに該当]列のステータスは「不明」と表示
されます。

5. [保存して閉じる]をクリックして、EMSイベントの登録内容をクラスタに登録します。

6. [EMS イベントにサブスクライブ]をもう一度クリックします。
追加したEMSイベントの[クラスタに該当]列のステータスが「はい」に変わります。
ステータスが「はい」にならない場合は、ONTAP EMSイベントの名前に間違いがないか
を確認します。入力した名前に間違いがあった場合は、そのイベントを削除して追加し
直す必要があります。

次のタスク

ONTAP EMSイベントが発生すると、そのイベントが[イベント]ページに表示されます。イ
ベントを選択すると、EMSイベントに関する詳細を[イベントの詳細]ページで確認できま
す。イベントの処理を管理したり、イベントのアラートを作成したりすることもできます。

関連タスク

特定のユーザへのイベントの割り当て（60ページ）

関連資料

Unified Managerに自動的に追加されるEMSイベント（54ページ）

イベントの詳細の表示
Unified Managerがトリガーするイベントに関する詳細を表示して、そのイベントに対処する
ことができます。たとえば、健全性イベントである「ボリュームはオフライン」が発生した
場合は、そのイベントをクリックして詳細を表示し、対処方法を実行することができます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

イベントの詳細には、イベントのソース、イベントの原因、イベントに関連するメモなどの
情報が含まれます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックします。

2. [イベント]インベントリ ページで、詳細を表示するイベントの名前をクリックします。
イベントの詳細が[イベントの詳細]ページに表示されます。

関連タスク

特定のユーザへのイベントの割り当て（60ページ）
アラートの追加（120ページ）
イベントへの確認応答と解決（59ページ）
イベントに関するメモの追加と確認（61ページ）
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未割り当てのイベントの表示
未割り当てのイベントを表示して、各イベントを解決できるユーザに割り当てることができ
ます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックします。
デフォルトでは、新規および確認済みのイベントが[イベント]インベントリ ページに表
示されます。

2. [フィルタ]ペインで、[割り当て先]領域の[割り当てなし]フィルタ オプションを選択しま
す。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
特定のユーザへのイベントの割り当て（60ページ）

イベントへの確認応答と解決
イベントを生成した問題に対処する前に、アラート通知が繰り返し送信されないようにイベ
ントに確認応答する必要があります。特定のイベントに対処したら、そのイベントを解決済
みとしてマークします。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

同時に複数のイベントに確認応答して解決することができます。
注：情報イベントに確認応答することはできません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックします。

2. イベントのリストで、次のいずれかを実行してイベントに応答します。

状況 操作

単一のイベントに確認応答
して解決済みとしてマーク
する

a. イベント名をクリックします。

b. [イベントの詳細]ページで、イベントの原因を特定します。

c. [確認]をクリックします。

d. 適切な方法で対処します。

e. [解決済みとしてマーク]をクリックします。
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状況 操作

複数のイベントに確認応答
して解決済みとしてマーク
する

a. それぞれの[イベントの詳細]ページで、イベントの原因を特定
します。

b. イベントを選択します。

c. [確認]をクリックします。

d. 適切な方法で対処します。

e. [解決済みとしてマーク]をクリックします。

解決済みとしてマークされたイベントは、解決済みイベントのリストに移動します。

3. オプション：[メモと更新]領域で、イベントの対処方法に関するメモを追加し、[投稿]を
クリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
イベントに関するメモの追加と確認（61ページ）

特定のユーザへのイベントの割り当て
未割り当てのイベントを自分や他のユーザ（リモート ユーザも含む）に割り当てることが
できます。必要に応じて、割り当てられたイベントを別のユーザに再割り当てすることもで
きます。たとえば、ストレージ オブジェクトで頻繁に問題が発生する場合、そのオブジェ
クトを管理するユーザにそれらの問題に対するイベントを割り当てることができます。

開始する前に

• ユーザの名前とEメールIDが正しく設定されている必要があります。

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックします。

2. [イベント]インベントリ ページで、割り当てるイベントを1つ以上選択します。

3. 次のいずれかを実行してイベントを割り当てます。

イベントを割り当てるユー
ザ

操作

自分 [割り当て先] > [自分]をクリックします。

別のユーザ a. [割り当て先] > [別のユーザ]をクリックします。

b. [所有者の割り当て]ダイアログ ボックスで、ユーザの名前を入
力するか、ユーザをドロップダウン リストから選択します。

c. [割り当て]をクリックします。
ユーザにEメール通知が送信されます。
注：ユーザの名前を入力するかユーザをドロップダウン リス
トから選択しないと、[割り当て]をクリックしてもイベント
は割り当てられません。
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関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

イベントに関するメモの追加と確認
イベントに対処しながら、その問題の対処方法に関する情報を[イベントの詳細]ページの[メ
モと更新]領域を使用して追加することができます。これにより、別のユーザが割り当てら
れたときに情報を参照しながらイベントに対処できます。タイムスタンプに基づいて、イベ
ントに最後に対処したユーザが追加した情報を確認することもできます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックします。

2. [イベント]インベントリ ページで、関連情報を追加するイベントをクリックします。

3. [イベントの詳細]ページの[メモと更新]領域で、必要な情報を追加します。

4. [投稿]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

イベントの無効化と有効化
デフォルトでは、すべてのイベントが有効になっています。環境で重要でないイベントにつ
いては、グローバルに無効にして通知が生成されないようにすることができます。無効にし
たイベントの通知を再開するときは、それらのイベントを有効にできます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

イベントを無効にすると、システムで以前に生成されたイベントは「obsolete」とマークさ
れ、それらのイベントに設定されたアラートはトリガーされなくなります。無効にしたイベ
ントを有効にすると、それらのイベントの通知の生成が次の監視サイクルから再開されま
す。
オブジェクトに対するイベント（vol offlineイベントなど）を無効にし、あとでそのイベ
ントを有効にした場合、イベントを無効にしていたときにオフラインになったオブジェクト
については、Unified Managerで新規のイベントは生成されません。Unified Managerでは、イ
ベントを再度有効にしたあとにオブジェクトの状態に変更があった場合にのみ新規のイベ
ントが生成されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [イベントの管理]をクリックします。

2. [設定/イベントの管理]ページで、イベントを無効にするか有効にするかに応じて次のい
ずれかを実行します。
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状況 操作

イベントを無効にする a. [無効化]をクリックします。

b. [イベントの無効化]ダイアログ ボックスで、イベントの重大度
を選択します。

c. [一致イベント]列で、イベントの重大度に基づいて無効にする
イベントを選択し、右矢印をクリックして[イベントの無効化]
列に移動します。

d. [保存して閉じる]をクリックします。

e. 無効にしたイベントが[設定/イベントの管理]ページのリスト
ビューに表示されていることを確認します。

イベントを有効にする a. 有効にするイベントのチェック ボックスをオンにします。

b. [有効化]をクリックします。

関連資料

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（70ページ）
イベントおよび重大度タイプのリスト（73ページ）

Unified Managerのメンテナンス時間とは
Unified Managerのメンテナンス時間を定義することで、クラスタのメンテナンスを計画して
いる場合に、その期間はイベントやアラートを抑制して不要な通知を受け取らないようにす
ることができます。
メンテナンス時間が開始すると、「オブジェクトのメンテナンス時間を開始」イベントが[イ
ベント]インベントリ ページに記録されます。このイベントは、メンテナンス時間が終了す
ると自動的に廃止されます。
メンテナンス時間中も、そのクラスタのすべてのオブジェクトに関連するイベントは引き続
き生成されますが、いずれのUIページにも表示されず、アラートやその他の通知も送信され
ません。ただし、[イベント]インベントリ ページでいずれかの[表示]オプションを選択すれ
ば、すべてのストレージ オブジェクトについてメンテナンス時間中に生成されたイベント
を確認することができます。
メンテナンス時間をスケジュールしたり、スケジュールされたメンテナンス時間の開始時刻
や終了時刻を変更したり、スケジュールされたメンテナンス時間をキャンセルしたりできま
す。

メンテナンス時間のスケジュールによるクラスタ イベント通知の無効化
クラスタをアップグレードしたり、いずれかのノードを移動したりする場合など、クラスタ
を計画的に停止するときは、Unified Managerのメンテナンス時間をスケジュールすること
で、その間は通常生成されるイベントやアラートを抑制することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

メンテナンス時間中も、そのクラスタのすべてのオブジェクトに関連するイベントは引き続
き生成されますが、イベント ページには表示されず、アラートやその他の通知も送信され
ません。
メンテナンス時間に入力する時刻はUnified Managerサーバの時刻に基づいています。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

2. クラスタの[メンテナンス モード]列で、スライダ ボタンを選択して右に動かします。
カレンダーのウィンドウが表示されます。

3. メンテナンス時間の開始日時と終了日時を選択し、[適用]をクリックします。
スライダ ボタンの横に「スケジュール設定済み」というメッセージが表示されます。

タスクの結果

開始時間になると、クラスタがメンテナンス モードになり、「オブジェクトのメンテナンス
時間を開始」イベントが生成されます。

スケジュールされたメンテナンス時間の変更とキャンセル
まだ開始されていない設定済みのUnified Managerのメンテナンス時間について、開始時刻や
終了時刻を変更したり、メンテナンス時間をキャンセルしたりできます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

メンテナンス時間中に、すでにクラスタのメンテナンスが完了したため、スケジュールされ
たメンテナンス時間の終了時刻を待たずにクラスタからのイベントやアラートの通知を再
開したい場合は、現在のメンテナンス時間をキャンセルすると便利です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

2. クラスタの[メンテナンス モード]列で次の手順を実行します。

目的 実行する手順

スケジュールされたメンテ
ナンス時間の期間を変更す
る

a. スライダ ボタンの横にある「スケジュール設定済み」というテ
キストをクリックします。

b. 開始日時や終了日時を変更し、[適用]をクリックします。

現在のアクティブなメンテ
ナンス時間を延長する a. スライダ ボタンの横にある「アクティブ」というテキストをク

リックします。

b. 終了日時を変更し、[適用]をクリックします。

スケジュールされたメンテ
ナンス時間をキャンセルす
る

スライダ ボタンを選択して左に動かします。

イベントの管理 | 63



目的 実行する手順

現在のアクティブなメンテ
ナンス時間をキャンセルす
る

スライダ ボタンを選択して左に動かします。

メンテナンス時間中に発生したイベントの表示
必要に応じて、すべてのストレージ オブジェクトについてUnified Managerのメンテナンス時
間中に生成されたイベントを確認することができます。ほとんどのイベントは、メンテナン
ス時間が終了し、すべてのシステム リソースが再び稼働すると、「廃止」の状態になりま
す。

開始する前に

少なくとも1回はメンテナンス時間が完了している必要があります。

タスク概要

メンテナンス時間中に発生したイベントは、デフォルトでは[イベント]インベントリ ページ
に表示されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[イベント]をクリックします。
デフォルトでは、すべてのアクティブな（新規および確認済みの）イベントが[イベン
ト]インベントリ ページに表示されます。

2. [表示]ペインで、[メンテナンス中に生成されたすべてのイベント]オプションを選択しま
す。
メンテナンス時間のすべてのセッションとすべてのクラスタを対象に、過去7日間にトリ
ガーされたイベントのリストが表示されます。

3. 1つのクラスタに対して複数のメンテナンス時間がある場合は、[トリガー日時]のカレン
ダー アイコンをクリックして、メンテナンス時間のイベントを表示する期間を選択でき
ます。

ホスト システム リソース イベントの管理
Unified Managerには、Unified Managerがインストールされているホスト システムでのリソー
スの問題を監視するサービスが含まれています。必要なディスク スペースの不足やホスト
システムでのメモリ不足などの問題が発生すると、管理ステーション イベントがトリガー
されてUI上部にバナー メッセージとして表示される場合があります。

タスク概要

管理ステーション イベントは、Unified Managerがインストールされているホスト システム
に問題があることを示します。管理ステーションの問題には、たとえば、ホスト システム
でのディスク スペースの不足、Unified Managerでの定期的なデータ収集サイクルの失敗、次
の収集ポーリングが開始されたことによる統計分析の未完了または完了の遅れなどがあり
ます。
Unified Managerの他のイベント メッセージとは異なり、管理ステーション固有の警告イベン
トと重大イベントはバナー メッセージで表示されます。
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手順

1. 管理ステーション イベントの情報を表示するには、次の操作を実行します。

目的 操作

イベントの詳細を表示する イベント バナーをクリックして、問題の解決策を提案する[イベン
トの詳細]ページを表示します。

すべての管理ステーション
イベントを表示する a. 左側のナビゲーション ペインで、 [イベント]をクリックしま

す。

b. [イベント]インベントリ ページの[フィルタ]ペインで、[ソース
タイプ]リストにある[管理ステーション]のボックスをクリッ
クします。

関連概念

Unified Managerデータベース ディレクトリへのディスク スペースの追加（646ページ）

関連資料

管理ステーション イベント（83ページ）

イベントに関する詳細情報
イベントに関する概念を理解しておくと、クラスタとクラスタ オブジェクトを効率的に管
理し、アラートを適切に定義できるようになります。

イベントの状態の定義
イベントの状態を確認すると、対処が必要かどうかを特定するのに役立ちます。イベントの
状態は、「新規」、「確認済み」、「解決済み」、「廃止」のいずれかになります。「新規」と「確
認済み」のイベントの両方がアクティブなイベントとみなされます。
イベントの状態は次のとおりです。
新規

新しいイベントの状態
確認済み

イベントを確認したときの状態
解決済み

イベントが解決済みとマークされたときの状態
廃止

イベントが自動的に修正されたか、イベントの原因が有効でなくなったときの状
態
注：廃止状態のイベントを確認または解決することはできません。

イベントのさまざまな状態の例
次の例は、手動および自動でイベントの状態が変化する様子を示しています。

「クラスタに到達できません」イベントがトリガーされると、その時点でイベントの状
態は「新規」になります。そのイベントを確認すると、イベントの状態は「確認済み」
に変わります。イベントに適切に対処したら、イベントを解決済みとしてマークする
必要があります。これにより、イベントの状態は「解決済み」に変わります。
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「クラスタに到達できません」イベントが生成された原因が停電であった場合は、電源
が復旧すると、管理者の介入なしでクラスタが再開されます。そのため、「クラスタに
到達できません」イベントは有効でなくなり、イベントの状態が次回の監視サイクル
で「廃止」に変わります。
Unified Managerでは、イベントが「廃止」または「解決済み」の状態になるとアラー
トを送信します。このアラートのEメールの件名と内容に、イベントの状態に関する情
報が記載されます。また、SNMPトラップにもイベントの状態に関する情報が含まれ
ます。

関連概念

オブジェクト ステータスが計算される仕組み（67ページ）

イベントの重大度タイプの説明
イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれ重大度タイプが関連付け
られています。
重大

問題が発生しており、すぐに対処しないとサービスが停止する可能性があります。
パフォーマンスに関する重大イベントは、ユーザ定義のしきい値からのみ生成さ
れます。

エラー
イベント ソースは実行中ですが、サービスの停止を回避するために対処が必要で
す。

警告
イベント ソースに注意が必要なアラートが発生したか、クラスタ オブジェクトの
パフォーマンス カウンタが正常な範囲から外れており、重大な問題にならないよ
うに監視が必要です。この重大度のイベントではサービスは停止しません。早急
な対処も不要です。
パフォーマンスに関する警告イベントは、システムまたはユーザ定義のしきい値、
あるいは動的なしきい値から生成されます。

情報
新しいオブジェクトが検出されたときやユーザ操作が実行されたときに発生しま
す。たとえば、ストレージ オブジェクトが削除されたときや設定に変更があった
ときは、情報タイプの重大度のイベントが生成されます。
情報イベントは、ONTAPで設定の変更が検出されたときに直接生成されます。

関連資料

イベントおよび重大度タイプのリスト（73ページ）

イベントの影響レベルの説明
イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれに影響レベル（インシデ
ント、リスク、またはイベント）が関連付けられています。
インシデント

インシデントは、クラスタによるクライアントへのデータの提供の停止やデータ
を格納するスペースの不足を引きおこす一連のイベントです。影響レベルが「イ
ンシデント」のイベントは、最も重大度が高く、サービスの停止を回避するため
にすぐに対処する必要があります。
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リスク
リスクは、クラスタによるクライアントへのデータの提供の停止やデータを格納
するスペースの不足を引き起こす可能性がある一連のイベントです。影響レベル
が「リスク」のイベントは、サービスの停止につながる可能性があり、対処が必
要な場合があります。

イベント
イベントは、ストレージ オブジェクトとその属性の状態やステータスの変化を示
します。影響レベルが「イベント」のイベントは、情報提供を目的としたもので
あり、特別な対処は必要ありません。

イベントの影響範囲の説明
イベントは、管理者が担当するタイプのイベントに専念できるように、5つの影響領域（可
用性、容量、構成、パフォーマンス、および保護）に分類されています。
可用性

可用性イベントは、ストレージ オブジェクトがオフラインになった場合、プロト
コル サービスが停止した場合、ストレージ フェイルオーバーで問題が発生した場
合、ハードウェアで問題が発生した場合に通知するイベントです。

容量
容量イベントは、アグリゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースのサ
イズがしきい値に近づいているか達した場合、または環境の通常の増加率とかけ
離れている場合に通知するイベントです。

構成
構成イベントは、ストレージ オブジェクトの検出、削除、追加、または名前変更
について通知するイベントです。構成イベントの影響レベルは「イベント」、重大
度タイプは「情報」です。

パフォーマンス
パフォーマンス イベントは、監視対象のストレージ オブジェクトにおけるデータ
ストレージの入力速度や取得速度に悪影響を及ぼす可能性がある、クラスタのリ
ソース、設定、または処理の状況について通知するイベントです。

保護
保護イベントは、SnapMirror関係に関するインシデントやリスク、デスティネー
ションの容量の問題、SnapVault関係の問題、または保護ジョブの問題について通
知するイベントです。セカンダリ ボリュームおよび保護関係をホストする
ONTAPのオブジェクト（アグリゲート、ボリューム、およびSVM）は、いずれも
この影響領域に分類されます。

オブジェクト ステータスが計算される仕組み
オブジェクト ステータスは、現在の状態が新規または確認済みである最も重大度の高いイ
ベントによって決まります。たとえば、オブジェクト ステータスがエラーの場合は、オブ
ジェクトのいずれかのイベントの重大度タイプがエラーとなっています。イベントに対処
すると、イベントの状態は解決済みになります。

関連概念

イベントの状態の定義（65ページ）

関連タスク

イベントへの確認応答と解決（59ページ）
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パフォーマンス イベントのソース
パフォーマンス イベントとは、クラスタでのワークロード パフォーマンスに関連する問題
です。応答時間が長い（レイテンシが高い）ストレージ オブジェクトを特定するのに役立
ちます。同時に発生した他の健全性イベントと一緒に確認することで、応答時間が長くなっ
た原因と考えられる関連する問題を特定することができます。
Unified Managerは、以下のソースからパフォーマンス イベントを受け取ります。
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのイベント

独自に設定したしきい値に基づいたパフォーマンスの問題。アグリゲートやボ
リュームなどのストレージ オブジェクトに対してパフォーマンスしきい値ポリ
シーを設定して、パフォーマンス カウンタのしきい値を超えたときにイベントが
生成されるようにします。
これらのイベントを受け取るためには、パフォーマンスしきい値ポリシーを定義
してストレージ オブジェクトに割り当てる必要があります。

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのイベント
システム定義のしきい値に基づいたパフォーマンスの問題。このしきい値ポリ
シーはUnified Managerにあらかじめ含まれており、一般的なパフォーマンスの問
題に対処します。
このしきい値はデフォルトで有効化されており、クラスタの追加後すぐにイベン
トが生成される場合があります。

動的なパフォーマンスしきい値のイベント
ITインフラストラクチャの障害やエラー、またはクラスタ リソースの使用率が高
いワークロードに起因するパフォーマンスの低下。これらのイベントの原因は、
時間がたてば修復する、または修理や設定変更によって解決可能な単純な問題で
ある可能性があります。動的しきい値イベントは、ONTAPシステムで、他のワー
クロードが共有のクラスタ コンポーネントを利用していることが原因でボリュー
ムのワークロードの処理速度が低下した場合に生成されます。
このしきい値はデフォルトで有効になっており、新しいクラスタについてはデー
タ収集の開始後4日目からイベントが生成されます。

関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理（152ページ）

関連タスク

イベントの無効化と有効化（61ページ）

動的なパフォーマンス イベント グラフの詳細
動的なパフォーマンス イベントに関する情報として、[イベントの詳細]ページの[システム
診断]セクションに、レイテンシが高いワークロード、または競合状態のクラスタ コンポー
ネントの使用量が多いワークロードが表示されます。パフォーマンス統計は、パフォーマン
ス イベントが検出されてからイベントが最後に分析されるまでの時間に基づいています。
このグラフには、競合状態のクラスタ コンポーネントの過去のパフォーマンス統計も表示
されます。
たとえば、コンポーネントの利用率が高いワークロードを確認して、利用率が低いコンポー
ネントに移動するワークロードを特定できます。ワークロードを移動すると、現在のコン
ポーネントにおける作業量を減らして、コンポーネントの競合状態を解消できる可能性があ
ります。このセクションには、イベントが検出され、最後に分析された時刻と日付の範囲が
表示されます。アクティブなイベント（新規または確認済みのイベント）の場合は、最後に
分析された時刻が継続的に更新されます。
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レイテンシとアクティビティのグラフにカーソルを合わせると、上位のワークロードの名前
が表示されます。グラフの右にある[ワークロード タイプ]メニューをクリックすると、イベ
ントにおけるワークロードのロール（Shark、Bully、Victim）に基づいてワークロードをソー
トできます。また、競合状態のクラスタ コンポーネントにおけるワークロードのレイテン
シおよび使用量の詳細が表示されます。実際の値と想定値を比較して、ワークロードがレイ
テンシまたは使用量の想定範囲を外れたタイミングを確認できます。Unified Managerで監
視されるワークロードのタイプ（554ページ）を参照してください。
注：レイテンシのピーク偏差でソートする場合は、システム定義のワークロードがテーブ
ルに表示されません。これは、レイテンシがユーザ定義のワークロードにのみ適用される
ためです。レイテンシの値が小さいワークロードはこのテーブルに表示されません。

動的なパフォーマンスしきい値の詳細については、イベントとは（564ページ）を参照して
ください。Unified Managerでワークロードをランク付けしてソート順序を決定する方法に
ついては、Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566
ページ）を参照してください。
グラフ内のデータには、イベントが最後に分析されるまでの24時間のパフォーマンス統計が
示されます。各ワークロードの実際の値と想定値は、ワークロードがイベントに関連した時
間に基づいています。たとえば、イベントの検出後にワークロードがそのイベントに関連し
た可能性があるため、パフォーマンス統計がイベント検出時の値に一致しないことがありま
す。デフォルトでは、レイテンシのピーク（最大）偏差でワークロードがソートされます。
注：Unified Managerでは5分ごとの過去のパフォーマンス データとイベント データが最大
30日分保持されるため、30日前より古いイベントの場合、パフォーマンス データは表示
されません。

[ワークロードの並べ替え] 列
[レイテンシ] グラフ

前回の分析中の、ワークロードのレイテンシに対するイベントの影響が表示
されます。

[コンポーネントの使用量] 列
競合状態のクラスタ コンポーネントのワークロードの使用量に関する詳細が
表示されます。グラフでは、実際の使用量は青い線で表示されます。赤の
バーは、イベント期間（検出時間から最後の分析時間まで）を示します。詳
細については、ワークロード パフォーマンスの測定値（555ページ）を参照
してください。
注：ネットワーク コンポーネントの場合は、クラスタ以外のアクティビティ
に基づいてネットワーク パフォーマンス統計が作成されるため、この列は
表示されません。

[コンポーネントの使用量]

ネットワーク処理、データ処理、およびアグリゲート コンポーネントの利用
率（割合）の履歴またはQoSポリシー グループ コンポーネントのアクティビ
ティ（割合）の履歴が表示されます。ネットワーク コンポーネントまたはイ
ンターコネクト コンポーネントについてはこのグラフは表示されません。統
計にカーソルを合わせると、特定の時点における使用状況を表示できます。

[書き込み MBps 履歴 - 合計]

MetroClusterのリソース コンポーネントの場合にのみ、MetroCluster構成の
パートナー クラスタにミラーリングされるすべてのボリューム ワークロー
ドについて、書き込みスループットの合計が1秒あたりのメガバイト数

（MBps）で表示されます。
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[イベント履歴]

競合状態のコンポーネントの過去のイベントを示す赤い影付きの線が表示さ
れます。廃止イベントの場合は、選択したイベントが検出される前に発生し
たイベントおよびそのイベントが解決されたあとに発生したイベントが
チャートに表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）
パフォーマンス イベントの分析（168ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ
Unified Managerには、クラスタのパフォーマンスを監視し、イベントを自動的に生成する標
準のしきい値ポリシーがいくつか用意されています。これらのポリシーはデフォルトで有
効になっており、監視対象のパフォーマンスしきい値を超えたときに警告イベントまたは情
報イベントを生成します。
注：システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーは、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP
Edge、ONTAP Selectの各システムでは無効です。

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーから不要なイベントが送られてくる場合
は、[設定/イベントの管理]ページで個々のポリシーを無効にすることができます。

ノードのしきい値ポリシー
システム定義のノード パフォーマンスしきい値ポリシーは、Unified Managerで監視されてい
るクラスタ内の各ノードにデフォルトで割り当てられます。
利用率の高いノード リソース

1つのノードが運用効率の上限を超えて稼働していて、ワークロードのレイテンシ
に影響を及ぼしている可能性がある状況を特定します。これは警告イベントで
す。
ONTAP 8.3.x以前のソフトウェアがインストールされているノードの場合、85%以
上のCPUリソースとRAMリソース（ノード利用率）を12時間以上使用しているノー
ドが特定されます。
ONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされているノードの場合、100%以
上のパフォーマンス容量を12時間以上使用しているノードが特定されます。

利用率の高いノードHAペア
HAペアのノードがHAペアの運用効率の上限を超えて稼働している状況を特定し
ます。これは情報イベントです。
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ONTAP 8.3.x以前のソフトウェアがインストールされているノードの場合、HAペ
アの2つのノードのCPUとRAMの使用量が確認されます。2つのノードのノード利
用率の合計が12時間以上にわたって140%を超えている場合は、コントローラ フェ
イルオーバーがワークロードのレイテンシに影響を及ぼします。
ONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされているノードの場合、HAペア
の2つのノードの使用済みパフォーマンス容量の値が確認されます。2つのノード
の使用済みパフォーマンス容量の合計が12時間以上にわたって200%を超えてい
る場合は、コントローラ フェイルオーバーがワークロードのレイテンシに影響を
及ぼします。

ノード ディスクの断片化
アグリゲート内の1つまたは複数のディスクが断片化されていて、主要なシステム
サービスの速度が低下し、ノード上のワークロードのレイテンシに影響を及ぼし
ている可能性がある状況を特定します。
ノード上のすべてのアグリゲートで特定の読み取り / 書き込み処理の比率が確認
されます。このポリシーは、SyncMirrorの再同期中、またはディスク スクラビン
グ処理中にエラーが検出された場合にもトリガーされることがあります。これは
警告イベントです。
注：「ノード ディスクの断片化」ポリシーは、HDDのみのアグリゲートを分析し
ます。Flash Pool、SSD、およびFabricPoolのアグリゲートは分析しません。

アグリゲートのしきい値ポリシー
システム定義のアグリゲート パフォーマンスしきい値ポリシーは、Unified Managerで監視さ
れているクラスタ内の各アグリゲートにデフォルトで割り当てられます。
利用率の高いアグリゲート ディスク

アグリゲートが運用効率の上限を超えて稼働していて、ワークロードのレイテン
シに影響を及ぼしている可能性がある状況を特定します。そのために、設定され
ているディスクの利用率が30分以上にわたって95%を超えているアグリゲートが
確認されます。次のこの複数条件のポリシーは問題の原因を特定するための以下
の分析を実行します。

• アグリゲート内のディスクがバックグラウンドでメンテナンス作業を実行中
かどうか。
ディスクに対してバックグラウンドで実行されるメンテナンス作業には、ディ
スク再構築、ディスク スクラビング、SyncMirrorの再同期、再パリティ化など
があります。

• ディスク シェルフのFibre Channelインターコネクトに通信のボトルネックは
あるか。

• アグリゲートの空きスペースが不足しているか。

3つの下位ポリシーのうちの1つ（または複数）にも違反しているとみなされた場
合にのみ、このポリシーに対して警告イベントが発行されます。アグリゲート内
のディスクの利用率が95%以上になっているという条件だけでは、パフォーマン
ス イベントはトリガーされません。

注：「利用率の高いアグリゲート ディスク」ポリシーは、HDDのみのアグリゲートとFlash
Pool（ハイブリッド）アグリゲートを分析します。SSDアグリゲートとFabricPoolアグリ
ゲートは分析しません。

QoSのしきい値ポリシー
システム定義のQoSパフォーマンスしきい値ポリシーは、ONTAPのQoS最大スループット ポ
リシー（IOPS、IOPS/TB、またはMBps）が設定されているワークロードに割り当てられま
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す。ワークロードのスループットの値が設定されたQoS値を15%下回ると、Unified Manager
はイベントをトリガーします。
QoS 最大 IOPS しきい値 / QoS 最大 Mbps しきい値

IOPSまたはMBpsがQoS最大スループット制限を超えていて、ワークロードのレイ
テンシに影響を及ぼしているボリュームおよびLUNを特定します。これは警告イ
ベントです。
ポリシー グループにワークロードが1つだけ割り当てられている場合は、割り当て
られているQoSポリシー グループで定義された最大スループットしきい値を超え
ているワークロードがないかどうかが過去1時間の各収集期間について確認され
ます。
複数のワークロードで同じQoSポリシーを使用している場合は、ポリシーに割り当
てられたすべてのワークロードのIOPSまたはMBpsの合計が求められ、その合計が
しきい値を超えていないかどうかが確認されます。

QoS ピーク IOPS/TB しきい値 / QoS ピーク IOPS/TB（ブロック サイズ指定）しきい
値

IOPS/TBがアダプティブQoSピーク スループット制限（またはブロック サイズ指
定のIOPS/TB制限）を超えていて、ワークロードのレイテンシに影響を及ぼしてい
るボリュームを特定します。これは警告イベントです。
このポリシーでは、アダプティブQoSポリシーで定義されたIOPS/TBのピークしき
い値を各ボリュームのサイズに基づいてQoS最大IOPSの値に換算し、過去1時間の
各パフォーマンス収集期間にQoS最大IOPSを超えているボリュームがないかどう
かが確認されます。
注：このポリシーは、クラスタにONTAP 9.3以降のソフトウェアがインストール
されている場合にのみボリュームに適用されます。

アダプティブQoSポリシーに「ブロック サイズ」が定義されている場合は、各ボ
リュームのサイズに基づいてしきい値がQoSの最大MBpsの値に換算され、 過去1
時間の各パフォーマンス収集期間にこの値を超えているボリュームがないかどう
かが確認されます。
注：このポリシーは、クラスタにONTAP 9.5以降のソフトウェアがインストール
されている場合にのみボリュームに適用されます。

関連概念

ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要（173ペー
ジ）

関連タスク

イベントの無効化と有効化（61ページ）
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イベントおよび重大度タイプのリスト
次に示すイベントのリストでは、Unified Managerで発生するイベントのカテゴリと名前、お
よび各イベントの重大度タイプを確認できます。イベントは、オブジェクト カテゴリ別に
アルファベット順でリストされています。

アグリゲート イベント
アグリゲート イベントは、アグリゲートのステータス情報を提供します。これにより、潜
在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

アグリゲートはオフライン
（ocumEvtAggregateStateOffline）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲートで障害
（ocumEvtAggregateStateFailed）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲートは制限状態
（ocumEvtAggregateStateRestricted）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲートは再構築中
（ocumEvtAggregateRaidStateReconstructing）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲートはデグレード状態
（ocumEvtAggregateRaidStateDegraded）

リスク アグリ
ゲート

警告

クラウド階層に一部到達可能
（ocumEventCloudTierPartiallyReachable）

リスク アグリ
ゲート

警告

クラウド階層に到達不能
（ocumEventCloudTierUnreachable）

リスク アグリ
ゲート

エラー

MetroCluster で残ったアグリゲートあり
（ocumEvtMetroClusterAggregateLeftBehind）

リスク アグリ
ゲート

エラー

MetroCluster アグリゲートのミラーリングがデグ
レード状態

（ocumEvtMetroClusterAggregateMirrorDegraded）

リスク アグリ
ゲート

エラー

アグリゲートの再配置でオブジェクト ストアへの
アクセス拒否*

リスク アグリ
ゲート

エラー

ストレージ フェイルオーバー時のアグリゲートの
再配置でオブジェクト ストアへのアクセス拒否*

リスク アグリ
ゲート

エラー
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影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

アグリゲート スペースがほぼフル
（ocumEvtAggregateNearlyFull）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲート スペースがフル
（ocumEvtAggregateFull）

リスク アグリ
ゲート

エラー

アグリゲートのフルまでの日数
（ocumEvtAggregateDaysUntilFullSoon）

リスク アグリ
ゲート

エラー

アグリゲートがオーバーコミット
（ocumEvtAggregateOvercommitted）

リスク アグリ
ゲート

エラー

アグリゲートがほぼオーバーコミット
（ocumEvtAggregateAlmostOvercommitted）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲートの Snapshot リザーブがフル
（ocumEvtAggregateSnapReserveFull）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲートの増加率 - 異常
（ocumEvtAggregateGrowthRateAbnormal）

リスク アグリ
ゲート

警告

影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

アグリゲートを検出
（該当なし）

イベン
ト

アグリ
ゲート

情報

アグリゲートの名前を変更
（該当なし）

イベン
ト

アグリ
ゲート

情報

アグリゲートを削除
（該当なし）

イベン
ト

ノード 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

アグリゲート IOPS の重大しきい値を超過
（ocumAggregateIopsIncident）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲート IOPS の警告しきい値を超過
（ocumAggregateIopsWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲート MBps の重大しきい値を超過
（ocumAggregateMbpsIncident）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲート MBps の警告しきい値を超過
（ocumAggregateMbpsWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

アグリゲート レイテンシの重大しきい値を超過
（ocumAggregateLatencyIncident）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲート レイテンシの警告しきい値を超過
（ocumAggregateLatencyWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲート 使用済みパフォーマンス容量の重大
しきい値を超過

（ocumAggregatePerfCapacityUsedIncident）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲート 使用済みパフォーマンス容量の警告
しきい値を超過

（ocumAggregatePerfCapacityUsedWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲート利用率の重大しきい値を超過
（ocumAggregateUtilizationIncident）

インシ
デント

アグリ
ゲート

重大

アグリゲート利用率の警告しきい値を超過
（ocumAggregateUtilizationWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告

利用率の高いアグリゲート ディスクのしきい値を
超過

（ocumAggregateDisksOverUtilizedWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告

アグリゲート動的イベントのしきい値を超過
（ocumAggregateDynamicEventWarning）

リスク アグリ
ゲート

警告

クラスタ イベント
クラスタ イベントは、クラスタのステータスに関する情報を提供します。これにより、ク
ラスタの潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

クラスタにスペア ディスクなし
（ocumEvtDisksNoSpares）

リスク クラスタ 警告

クラスタに到達できません
（ocumEvtClusterUnreachable）

リスク クラスタ エラー

クラスタ監視失敗
（ocumEvtClusterMonitoringFailed）

リスク クラスタ 警告

クラスタの FabricPool ライセンス容量制限を超過
（ocumEvtExternalCapacityTierSpaceFull）

リスク クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 開始 *

（nvmfGracePeriodStart）
リスク クラスタ 警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

NVMF の猶予期間 - アクティブ *

（nvmfGracePeriodActive）
リスク クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 終了 *

（nvmfGracePeriodExpired）
リスク クラスタ 警告

オブジェクトのメンテナンス時間を開始
（objectMaintenanceWindowStarted）

イベン
ト

クラスタ 重大

オブジェクトのメンテナンス時間を終了
（objectMaintenanceWindowEnded）

イベン
ト

クラスタ 情報

MetroCluster で残ったスペア ディスクあり
（ocumEvtSpareDiskLeftBehind）

リスク クラスタ エラー

MetroCluster の自動計画外スイッチオーバーが無効
（ocumEvtMccAutomaticUnplannedSwitchOverDisabled
）

リスク クラスタ 警告

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

クラスタのクラウド階層の計画
（clusterCloudTierPlanningWarning）

リスク クラスタ 警告

FabricPool スペースがほぼフル* リスク クラスタ エラー

影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ノードの追加
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 情報

ノードを削除
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 情報

クラスタを削除
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 情報

クラスタ追加失敗
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ エラー

クラスタ名を変更
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 情報

緊急の EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 重大

重大な EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 重大
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

アラートの EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ エラー

エラーの EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 警告

警告の EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 警告

デバッグの EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 警告

通知の EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 警告

情報の EMS を受信
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 警告

ONTAP EMSイベントは、Unified Managerイベントの3つの重大度レベルに分類されます。

Unified Managerイベントの重大度レベル ONTAP EMSイベントの重大度レベル

重大 緊急
重大

エラー アラート
警告 エラー

警告
デバッグ
通知
情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

クラスタ IOPS の重大しきい値を超過
（ocumClusterIopsIncident）

インシ
デント

クラスタ 重大

クラスタ IOPS の警告しきい値を超過
（ocumClusterIopsWarning）

リスク クラスタ 警告

クラスタ MBps の重大しきい値を超過
（ocumClusterMbpsIncident）

インシ
デント

クラスタ 重大

クラスタ MBps の警告しきい値を超過
（ocumClusterMbpsWarning）

リスク クラスタ 警告

Cluster Dynamic Threshold Breached

（ocumClusterDynamicEventWarning）
リスク クラスタ 警告
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ディスクのイベント
ディスクのイベントは、ディスクのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問
題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レ
ベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

フラッシュ ディスク - スペア ブロックをほぼ使用
（ocumEvtClusterFlashDiskFewerSpareBlockError）

リスク クラスタ エラー

フラッシュ ディスク - スペア ブロックなし
（ocumEvtClusterFlashDiskNoSpareBlockCritical）

インシ
デント

クラスタ 重大

未割り当てディスクあり
（ocumEvtClusterUnassignedDisksSome）

リスク クラスタ 警告

障害ディスクあり
（ocumEvtDisksSomeFailed）

インシ
デント

クラスタ 重大

エンクロージャのイベント
エンクロージャのイベントは、データセンター内のディスク シェルフ エンクロージャのス
テータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベ
ントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度
が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ディスク シェルフのファンに障害
（ocumEvtShelfFanFailed）

インシ
デント

ストレー
ジ シェル
フ

重大

ディスク シェルフの電源装置に障害
（ocumEvtShelfPowerSupplyFailed）

インシ
デント

ストレー
ジ シェル
フ

重大

ディスク シェルフ マルチパス未設定
（ocumDiskShelfConnectivityNotInMultiPath）
このイベントは次のものには適用されません。

• MetroCluster構成のクラスタ

• 次のプラットフォーム：FAS2554、FAS2552、
FAS2520、およびFAS2240

リスク ノード 警告

ディスク シェルフ パス障害
（ocumDiskShelfConnectivityPathFailure）

リスク ストレー
ジ シェル
フ

警告
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影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ディスク シェルフを検出
（該当なし）

イベン
ト

ノード 情報

ディスク シェルフを削除
（該当なし）

イベン
ト

ノード 情報

ファンのイベント
ファンのイベントは、データセンター内のノードのファンのステータス情報を提供します。
これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント
名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

1 つ以上のファンに障害
（ocumEvtFansOneOrMoreFailed）

インシ
デント

ノード 重大

フラッシュ カードのイベント
フラッシュ カードのイベントは、データセンター内のノードに取り付けられているフラッ
シュ カードのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。
影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイ
プ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

フラッシュ カードはオフライン
（ocumEvtFlashCardOffline）

インシ
デント

ノード 重大

inodeイベント
inodeイベントは、inodeがフルまたはほぼフルになったことを通知します。これにより、潜
在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

inode がほぼフル
（ocumEvtInodesAlmostFull）

リスク ボリュー
ム

警告

inode がフル
（ocumEvtInodesFull）

リスク ボリュー
ム

エラー
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論理インターフェイス（LIF）イベント
LIFイベントは、LIFのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視でき
ます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース
タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LIF ステータス - 停止
（ocumEvtLifStatusDown）

リスク インター
フェイス

エラー

LIF フェイルオーバー実行不可
（ocumEvtLifFailoverNotPossible）

リスク インター
フェイス

警告

LIF がホーム ポートにない
（ocumEvtLifNotAtHomePort）

リスク インター
フェイス

警告

影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LIF のルートが未設定
（該当なし）

イベン
ト

インター
フェイス

情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ネットワーク LIF MBps の重大しきい値を超過
（ocumNetworkLifMbpsIncident）

インシ
デント

インター
フェイス

重大

ネットワーク LIF MBps の警告しきい値を超過
（ocumNetworkLifMbpsWarning）

リスク インター
フェイス

警告

FCP LIF MBps の重大しきい値を超過
（ocumFcpLifMbpsIncident）

インシ
デント

インター
フェイス

重大

FCP LIF MBps の警告しきい値を超過
（ocumFcpLifMbpsWarning）

リスク インター
フェイス

警告

NVMf FCP LIF MBps の重大しきい値を超過
（ocumNvmfFcLifMbpsIncident）

インシ
デント

インター
フェイス

重大

NVMf FCP LIF MBps の警告しきい値を超過
（ocumNvmfFcLifMbpsWarning）

リスク インター
フェイス

警告
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LUNイベント
LUNイベントは、LUNのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視で
きます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソー
ス タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LUN はオフライン
（ocumEvtLunOffline）

インシ
デント

LUN 重大

LUN を破棄 * イベン
ト

LUN 情報

LUN にアクセスするためのアクティブなパスが 1
つのみ

（ocumEvtLunSingleActivePath）

リスク LUN 警告

LUN にアクセスするためのアクティブなパスがな
い

（ocumEvtLunNotReachable）

インシ
デント

LUN 重大

LUN にアクセスするための最適パスがない
（ocumEvtLunOptimizedPathInactive）

リスク LUN 警告

HA パートナーから LUN にアクセスするためのパ
スがない

（ocumEvtLunHaPathInactive）

リスク LUN 警告

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LUN Snapshot コピー用の十分なスペースなし
（ocumEvtLunSnapshotNotPossible）

リスク ボリュー
ム

警告

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LUN IOPS の重大しきい値を超過
（ocumLunIopsIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN IOPS の警告しきい値を超過
（ocumLunIopsWarning）

リスク LUN 警告

LUN MBps の重大しきい値を超過
（ocumLunMbpsIncident）

インシ
デント

LUN 重大
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LUN MBps の警告しきい値を超過
（ocumLunMbpsWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ（ミリ秒/処理）の重大しきい値を超
過

（ocumLunLatencyIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ（ミリ秒/処理）の警告しきい値を超
過

（ocumLunLatencyWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / LUN IOPS の重大しきい値を超過
（ocumLunLatencyIopsIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ / LUN IOPS の警告しきい値を超過
（ocumLunLatencyIopsWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / LUN MBps の重大しきい値を超過
（ocumLunLatencyMbpsIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ / LUN MBps の警告しきい値を超過
（ocumLunLatencyMbpsWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / アグリゲート 使用済みパフォー
マンス容量の重大しきい値を超過

（ocumLunLatencyAggregatePerfCapacityUsedIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ / アグリゲート 使用済みパフォー
マンス容量の警告しきい値を超過

（ocumLunLatencyAggregatePerfCapacityUsedWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / アグリゲート利用率の重大しきい
値を超過

（ocumLunLatencyAggregateUtilizationIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ / アグリゲート利用率の警告しきい
値を超過

（ocumLunLatencyAggregateUtilizationWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード 使用済みパフォーマンス
容量の重大しきい値を超過

（ocumLunLatencyNodePerfCapacityUsedIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ / ノード 使用済みパフォーマンス
容量の警告しきい値を超過

（ocumLunLatencyNodePerfCapacityUsedWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード 使用済みパフォーマンス
容量 - テイクオーバーの重大しきい値を超過

（ocumLunLatencyAggregatePerfCapacityUsedTakeoverI
ncident）

インシ
デント

LUN 重大
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

LUN レイテンシ / ノード 使用済みパフォーマンス
容量 - テイクオーバーの警告しきい値を超過

（ocumLunLatencyAggregatePerfCapacityUsedTakeover
Warning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード利用率の重大しきい値を超
過

（ocumLunLatencyNodeUtilizationIncident）

インシ
デント

LUN 重大

LUN レイテンシ / ノード利用率の警告しきい値を超
過

（ocumLunLatencyNodeUtilizationWarning）

リスク LUN 警告

QoS LUN 最大 IOPS の警告しきい値を超過
（ocumQosLunMaxIopsWarning）

リスク LUN 警告

QoS LUN 最大 MBps の警告しきい値を超過
（ocumQosLunMaxMbpsWarning）

リスク LUN 警告

管理ステーション イベント
管理ステーション イベントは、Unified Managerがインストールされているサーバのステータ
ス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントが
まとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示
されます。

影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タイ
プ

重大度

Unified Manager サーバのディスク スペースがほ
ぼフル

（ocumEvtUnifiedManagerDiskSpaceNearlyFull）

リスク 管理ステー
ション

警告

Unified Manager サーバのディスク スペースがフ
ル

（ocumEvtUnifiedManagerDiskSpaceFull）

インシ
デント

管理ステー
ション

重大

Unified Manager サーバのメモリが減少
（ocumEvtUnifiedManagerMemoryLow）

リスク 管理ステー
ション

警告

Unified Manager サーバのメモリがほとんどなし
（ocumEvtUnifiedManagerMemoryAlmostOut）

インシ
デント

管理ステー
ション

重大

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タイ
プ

重大度

パフォーマンス データ分析への影響
（ocumEvtUnifiedManagerDataMissingAnalyze）

リスク 管理ステー
ション

警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タイ
プ

重大度

パフォーマンス データ収集への影響
（ocumEvtUnifiedManagerDataMissingCollection）

インシ
デント

管理ステー
ション

重大

注：最後の2つのパフォーマンス イベントは、Unified Manager 7.2でのみ使用されていたも
のです。これらのいずれかのイベントが新規の状態で存在している場合、Unified Manager
ソフトウェアを新しいバージョンにアップグレードしたときにイベントは自動的にパー
ジされません。これらのイベントについては、手動で解決済みの状態にする必要がありま
す。

MetroClusterブリッジ イベント
MetroClusterブリッジ イベントは、ブリッジのステータス情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レベル ソース タ
イプ

重大度

ブリッジに到達不能
（ocumEvtBridgeUnreachable）

インシデン
ト

MetroClu
sterブ
リッジ

重大

ブリッジの温度が異常
（ocumEvtBridgeTemperatureAbnormal）

インシデン
ト

MetroClu
sterブ
リッジ

重大

MetroCluster接続イベント
接続イベントは、クラスタのコンポーネント間の接続およびMetroCluster構成のクラスタ間
の接続に関する情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別
にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および
重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タイ
プ

重大度

すべてのスイッチ間リンクが停止
（ocumEvtMetroClusterAllISLBetweenSwitchesDown）

インシ
デント

MetroCluster
スイッチ間の
接続

重大

MetroCluster パートナー間のすべてのリンクが停止
（ocumEvtMetroClusterAllLinksBetweenPartnersDown
）

インシ
デント

MetroCluster
関係

重大

FC-SAS ブリッジからストレージ スタックへのリ
ンクが停止

（ocumEvtBridgeSasPortDown）

インシ
デント

MetroCluster
ブリッジのス
タック接続

重大

MetroCluster 構成をスイッチオーバー
（ocumEvtMetroClusterDRStatusImpacted）

リスク MetroCluster
関係

警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タイ
プ

重大度

MetroCluster 構成を一部スイッチオーバー
（ocumEvtMetroClusterDRStatusPartiallyImpacted）

リスク MetroCluster
関係

エラー

MetroCluster ディザスタ リカバリ機能への影響
（ocumEvtMetroClusterDRStatusImpacted）

リスク MetroCluster
関係

重大

MetroCluster パートナーにピアリング ネットワー
ク経由で到達不能

（ocumEvtMetroClusterPartnersNotReachableOverPeeri
ngNetwork）

インシ
デント

MetroCluster
関係

重大

ノードから FC スイッチへのすべての FC-VI イン
ターコネクト リンクが停止

（ocumEvtMccNodeSwitchFcviLinksDown）

インシ
デント

MetroCluster
ノードのス
イッチ接続

重大

ノードから FC スイッチへの一部の FC イニシエー
タ リンクが停止

（ocumEvtMccNodeSwitchFcLinksOneOrMoreDown）

リスク MetroCluster
ノードのス
イッチ接続

警告

ノードから FC スイッチへのすべての FC イニシ
エータ リンクが停止

（ocumEvtMccNodeSwitchFcLinksDown）

インシ
デント

MetroCluster
ノードのス
イッチ接続

重大

スイッチから FC-SAS ブリッジへの FC リンクが停
止

（ocumEvtMccSwitchBridgeFcLinksDown）

インシ
デント

MetroCluster
スイッチのブ
リッジ接続

重大

ノード間のすべての FC-VI インターコネクト リン
クが停止

（ocumEvtMccInterNodeLinksDown）

インシ
デント

ノード間の接
続

重大

ノード間の一部の FC-VI インターコネクト リンク
が停止

（ocumEvtMccInterNodeLinksOneOrMoreDown）

リスク ノード間の接
続

警告

ノードからブリッジへのリンクが停止
（ocumEvtMccNodeBridgeLinksDown）

インシ
デント

ノードのブ
リッジ接続

重大

ノードからストレージ スタックへのすべての SAS
リンクが停止

（ocumEvtMccNodeStackLinksDown）

インシ
デント

ノードのス
タック接続

重大

ノードからストレージ スタックへの一部の SAS リ
ンクが停止

（ocumEvtMccNodeStackLinksOneOrMoreDown）

リスク ノードのス
タック接続

警告
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MetroClusterスイッチ イベント
MetroClusterスイッチ イベントは、MetroClusterスイッチのステータス情報を提供します。こ
れにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名
とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

スイッチの温度が異常
（ocumEvtSwitchTemperatureAbnormal）

インシ
デント

MetroClust
erスイッチ

重大

スイッチに到達不能
（ocumEvtSwitchUnreachable）

インシ
デント

MetroClust
erスイッチ

重大

スイッチのファンに障害
（ocumEvtSwitchFansOneOrMoreFailed）

インシ
デント

MetroClust
erスイッチ

重大

スイッチの電源装置に障害
（ocumEvtSwitchPowerSuppliesOneOrMoreFailed）

インシ
デント

MetroClust
erスイッチ

重大

スイッチの温度センサーに障害
（ocumEvtSwitchTemperatureSensorFailed）

注：このイベントはCiscoスイッチにのみ関係しま
す。

インシ
デント

MetroClust
erスイッチ

重大

NVMeネームスペース イベント
NVMeネームスペース イベントは、ネームスペースのステータス情報を提供します。これに
より、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とト
ラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

NVMe ネームスペース オフライン*

（nvmeNamespaceStatusOffline）
イベン
ト

ネームス
ペース

情報

NVMe ネームスペース オンライン*

（nvmeNamespaceStatusOnline）
イベン
ト

ネームス
ペース

情報

NVMe ネームスペース スペース不足*

（nvmeNamespaceSpaceOutOfSpace）
リスク ネームス

ペース
警告

NVMe ネームスペースの破棄*

（nvmeNamespaceDestroy）
イベン
ト

ネームス
ペース

情報
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影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

NVMe ネームスペース IOPS の重大しきい値を超過
（ocumNvmeNamespaceIopsIncident）

インシ
デント

ネームス
ペース

重大

NVMe ネームスペース IOPS の警告しきい値を超過
（ocumNvmeNamespaceIopsWarning）

リスク ネームス
ペース

警告

NVMe ネームスペース MBps の重大しきい値を超過
（ocumNvmeNamespaceMbpsIncident）

インシ
デント

ネームス
ペース

重大

NVMe ネームスペース MBps の警告しきい値を超過
（ocumNvmeNamespaceMbpsWarning）

リスク ネームス
ペース

警告

NVMe ネームスペース レイテンシ（ミリ秒/処理）の
重大しきい値を超過

（ocumNvmeNamespaceLatencyIncident）

インシ
デント

ネームス
ペース

重大

NVMe ネームスペース レイテンシ（ミリ秒/処理）の
警告しきい値を超過

（ocumNvmeNamespaceLatencyWarning）

リスク ネームス
ペース

警告

NVMe ネームスペース レイテンシ / IOPS の重大し
きい値を超過

（ocumNvmeNamespaceLatencyIopsIncident）

インシ
デント

ネームス
ペース

重大

NVMe ネームスペース レイテンシ / IOPS の警告し
きい値を超過

（ocumNvmeNamespaceLatencyIopsWarning）

リスク ネームス
ペース

警告

NVMe ネームスペース レイテンシ / MBps の重大し
きい値を超過

（ocumNvmeNamespaceLatencyMbpsIncident）

インシ
デント

ネームス
ペース

重大

NVMe ネームスペース レイテンシ / MBps の警告し
きい値を超過

（ocumNvmeNamespaceLatencyMbpsWarning）

リスク ネームス
ペース

警告

ノード イベント
ノード イベントは、ノードのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を
監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベ
ル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ノードのルート ボリュームのスペースがほぼフル
（ocumEvtClusterNodeRootVolumeSpaceNearlyFull）

リスク ノード 警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

Cloud AWS メタデータ接続エラー*

（ocumCloudAwsMetadataConnFail）
リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデンシャルが期限切れ*

（ocumCloudAwsIamCredsExpired）
リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデンシャルが無効*

（ocumCloudAwsIamCredsInvalid）
リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデンシャルが見つからない*

（ocumCloudAwsIamCredsNotFound）
リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデンシャルが初期化されてい
ない*

（ocumCloudAwsIamCredsNotInitialized）

イベン
ト

ノード 情報

Cloud AWS IAM ロールが無効*

（ocumCloudAwsIamRoleInvalid）
リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM ロールが見つからない*

（ocumCloudAwsIamRoleNotFound）
リスク ノード エラー

オブジェクト ストアのホスト解決不可*

（ocumObjstoreHostUnresolvable）
リスク ノード エラー

オブジェクト ストアのクラスタ間 LIF が停止*

（ocumObjstoreInterClusterLifDown）
リスク ノード エラー

要求とオブジェクト ストア シグネチャの不一致* リスク ノード エラー

NFSv4 プールの 1 つに空きなし* インシ
デント

ノード 重大

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

QoS 監視メモリの最大化*

（ocumQosMonitorMemoryMaxed）
リスク ノード エラー

QoS 監視メモリの縮小*

（ocumQosMonitorMemoryAbated）
イベン
ト

ノード 情報

影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ノードの名前を変更
（該当なし）

イベン
ト

ノード 情報
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影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ノード IOPS の重大しきい値を超過
（ocumNodeIopsIncident）

インシ
デント

ノード 重大

ノード IOPS の警告しきい値を超過
（ocumNodeIopsWarning）

リスク ノード 警告

ノード MBps の重大しきい値を超過
（ocumNodeMbpsIncident）

インシ
デント

ノード 重大

ノード MBps の警告しきい値を超過
（ocumNodeMbpsWarning）

リスク ノード 警告

ノード レイテンシ（ミリ秒/処理）の重大しきい値を
超過

（ocumNodeLatencyIncident）

インシ
デント

ノード 重大

ノード レイテンシ（ミリ秒/処理）の警告しきい値を
超過

（ocumNodeLatencyWarning）

リスク ノード 警告

ノード 使用済みパフォーマンス容量の重大しきい
値を超過

（ocumNodePerfCapacityUsedIncident）

インシ
デント

ノード 重大

ノード 使用済みパフォーマンス容量の警告しきい
値を超過

（ocumNodePerfCapacityUsedWarning）

リスク ノード 警告

ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオー
バーの重大しきい値を超過

（ocumNodePerfCapacityUsedTakeoverIncident）

インシ
デント

ノード 重大

ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオー
バーの警告しきい値を超過

（ocumNodePerfCapacityUsedTakeoverWarning）

リスク ノード 警告

ノード利用率の重大しきい値を超過
（ocumNodeUtilizationIncident）

インシ
デント

ノード 重大

ノード利用率の警告しきい値を超過
（ocumNodeUtilizationWarning）

リスク ノード 警告

利用率の高いノード HA ペアの情報しきい値を超過
（ocumNodeHaPairOverUtilizedInformation）

イベン
ト

ノード 情報

ノード ディスク断片化の警告しきい値を超過
（ocumNodeDiskFragmentationWarning）

リスク ノード 警告

利用率の高いノードの警告しきい値を超過
（ocumNodeOverUtilizedWarning）

リスク ノード 警告

ノード動的イベントの警告しきい値を超過
（ocumNodeDynamicEventWarning）

リスク ノード 警告
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NVRAMバッテリ イベント
NVRAMバッテリ イベントは、バッテリのステータス情報を提供します。これにより、潜在
的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、
影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

NVRAM バッテリ低下
（ocumEvtNvramBatteryLow）

リスク ノード 警告

NVRAM バッテリ放電
（ocumEvtNvramBatteryDischarged）

リスク ノード エラー

NVRAM バッテリ過充電
（ocumEvtNvramBatteryOverCharged）

インシ
デント

ノード 重大

ポート イベント
ポート イベントは、クラスタ ポートのステータスを提供して、ポートでの変更や問題（ポー
トがダウンしているかどうかなど）を監視できるようにします。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ポート ステータス - 停止
（ocumEvtPortStatusDown）

インシ
デント

ノード 重大

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ネットワーク ポート MBps の重大しきい値を超過
（ocumNetworkPortMbpsIncident）

インシ
デント

ポート 重大

ネットワーク ポート MBps の警告しきい値を超過
（ocumNetworkPortMbpsWarning）

リスク ポート 警告

FCP ポート MBps の重大しきい値を超過
（ocumFcpPortMbpsIncident）

インシ
デント

ポート 重大

FCP ポート MBps の警告しきい値を超過
（ocumFcpPortMbpsWarning）

リスク ポート 警告

ネットワーク ポート利用率の重大しきい値を超過
（ocumNetworkPortUtilizationIncident）

インシ
デント

ポート 重大

ネットワーク ポート利用率の警告しきい値を超過
（ocumNetworkPortUtilizationWarning）

リスク ポート 警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

FCP ポート利用率の重大しきい値を超過
（ocumFcpPortUtilizationIncident）

インシ
デント

ポート 重大

FCP ポート利用率の警告しきい値を超過
（ocumFcpPortUtilizationWarning）

リスク ポート 警告

電源装置イベント
電源装置イベントは、ハードウェアのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な
問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響
レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

1 つ以上の電源装置に障害
（ocumEvtPowerSupplyOneOrMoreFailed）

インシ
デント

ノード 重大

保護イベント
保護イベントは、ジョブの失敗や中止を通知して、問題を監視できるようにします。影響範
囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、お
よび重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

保護ジョブ失敗
（ocumEvtProtectionJobTaskFailed）

インシ
デント

ボリュー
ムまたは
ストレー
ジ サービ
ス

重大

保護ジョブ中止
（ocumEvtProtectionJobAborted）

リスク ボリュー
ムまたは
ストレー
ジ サービ
ス

警告
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qtreeイベント
qtreeイベントは、qtreeの容量やファイルとディスクの制限に関する情報を提供します。これ
により、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

qtree スペースがほぼフル
（ocumEvtQtreeSpaceNearlyFull）

リスク qtree 警告

qtree スペースがフル
（ocumEvtQtreeSpaceFull）

リスク qtree エラー

qtree のスペースが正常
（ocumEvtQtreeSpaceThresholdOk）

イベン
ト

qtree 情報

qtree のファイル数がハード リミットに到達
（ocumEvtQtreeFilesHardLimitReached）

インシ
デント

qtree 重大

qtree のファイル数がソフト リミットを超過
（ocumEvtQtreeFilesSoftLimitBreached）

リスク qtree 警告

qtree のスペースがハード リミットに到達
（ocumEvtQtreeSpaceHardLimitReached）

インシ
デント

qtree 重大

qtree のスペースがソフト リミットを超過
（ocumEvtQtreeSpaceSoftLimitBreached）

リスク qtree 警告

サービス プロセッサ イベント
サービス プロセッサ イベントは、プロセッサのステータス情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

サービス プロセッサが未設定
（ocumEvtServiceProcessorNotConfigured）

リスク ノード 警告

サービス プロセッサはオフライン
（ocumEvtServiceProcessorOffline）

リスク ノード エラー

SnapMirror関係イベント
SnapMirror関係イベントは、非同期SnapMirror関係と同期SnapMirror関係のステータス情報を
提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめら
れ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。
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影響範囲：保護

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ミラー レプリケーションは正常でない
（ocumEvtSnapmirrorRelationshipUnhealthy）

リスク SnapMirror
関係

警告

ミラー レプリケーションを切断
（ocumEvtSnapmirrorRelationshipStateBrokenoff）

リスク SnapMirror
関係

エラー

ミラー レプリケーションの初期化失敗
（ocumEvtSnapmirrorRelationshipInitializeFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

ミラー レプリケーションの更新失敗
（ocumEvtSnapmirrorRelationshipUpdateFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

ミラー レプリケーションの遅延エラー
（ocumEvtSnapMirrorRelationshipLagError）

リスク SnapMirror
関係

エラー

ミラー レプリケーションの遅延警告
（ocumEvtSnapMirrorRelationshipLagWarning）

リスク SnapMirror
関係

警告

ミラー レプリケーションの再同期失敗
（ocumEvtSnapmirrorRelationshipResyncFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

同期レプリケーションが同期されていない* リスク SnapMirror
関係

警告

同期レプリケーションをリストア* イベン
ト

SnapMirror
関係

情報

同期レプリケーションの自動再同期失敗* リスク SnapMirror
関係

エラー

SnapMirror関係イベントとバックアップ関係イベント
SnapMirror関係イベントとバックアップ関係イベントは、非同期SnapMirror関係とバック
アップ関係のステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影
響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、
および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

非同期ミラー バックアップは正常でない
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipUnhealthy）

リスク SnapMirror
関係

警告

非同期ミラー バックアップを切断
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipStateBrokenoff）

リスク SnapMirror
関係

エラー

非同期ミラー バックアップの初期化失敗
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipInitializeFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

非同期ミラー バックアップの更新失敗
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipUpdateFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

非同期ミラー バックアップの遅延エラー
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipLagError）

リスク SnapMirror
関係

エラー

非同期ミラー バックアップの遅延警告
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipLagWarning）

リスク SnapMirror
関係

警告

非同期ミラー バックアップの再同期失敗
（ocumEvtMirrorVaultRelationshipResyncFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

Snapshotイベント
Snapshotイベントは、Snapshotのステータス情報を提供します。これにより、Snapshotの潜在
的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、
影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

Snapshot の自動削除を無効化
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

Snapshot の自動削除を有効化
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

Snapshot の自動削除設定の変更
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

SnapVault関係イベント
SnapVault関係イベントは、SnapVault関係のステータス情報を提供します。これにより、潜
在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

非同期バックアップは正常でない
（ocumEvtSnapVaultRelationshipUnhealthy）

リスク SnapMirror
関係

警告

非同期バックアップを切断
（ocumEvtSnapVaultRelationshipStateBrokenoff）

リスク SnapMirror
関係

エラー

非同期バックアップの初期化失敗
（ocumEvtSnapVaultRelationshipInitializeFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

非同期バックアップの更新失敗
（ocumEvtSnapVaultRelationshipUpdateFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

非同期バックアップの遅延エラー
（ocumEvtSnapVaultRelationshipLagError）

リスク SnapMirror
関係

エラー
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

非同期バックアップの遅延警告
(ocumEvtSnapVaultRelationshipLagWarning)

リスク SnapMirror
関係

警告

非同期バックアップの再同期失敗
（ocumEvtSnapvaultRelationshipResyncFailed）

リスク SnapMirror
関係

エラー

ストレージ フェイルオーバー設定イベント
ストレージ フェイルオーバー（SFO）の設定のイベントは、ストレージ フェイルオーバー
が無効な状態または設定されていない状態に関する情報を提供します。これにより、潜在的
な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影
響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ストレージ フェイルオーバー インターコネクトの
1 つ以上のリンクが停止

（ocumEvtSfoInterconnectOneOrMoreLinksDown）

リスク ノード 警告

ストレージ フェイルオーバーが無効
（ocumEvtSfoSettingsDisabled）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオーバーが未設定
（ocumEvtSfoSettingsNotConfigured）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオーバーの状態 - テイクオー
バー

（ocumEvtSfoStateTakeover）

リスク ノード 警告

ストレージ フェイルオーバーの状態 - 部分的なギブ
バック

（ocumEvtSfoStatePartialGiveback）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオーバー ノード ステータス -
停止

（ocumEvtSfoNodeStatusDown）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオーバーのテイクオーバー実
行不可

（ocumEvtSfoTakeoverNotPossible）

リスク ノード エラー

ストレージ サービス イベント
ストレージ サービス イベントは、ストレージ サービスの作成とサブスクリプションに関す
る情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントが
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まとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示
されます。

影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ストレージ サービスを作成
（該当なし）

イベン
ト

ストレー
ジ サービ
ス

情報

ストレージ サービスをサブスクライブ
（該当なし）

イベン
ト

ストレー
ジ サービ
ス

情報

ストレージ サービスをアンサブスクライブ
（該当なし）

イベン
ト

ストレー
ジ サービ
ス

情報

影響範囲：保護

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

管理対象 SnapMirror 関係の予期しない削除
ocumEvtStorageServiceUnsupportedRelationshipDeletio
n

リスク ストレー
ジ サービ
ス

警告

ストレージ サービス メンバー ボリュームの予期し
ない削除

（ocumEvtStorageServiceUnexpectedVolumeDeletion）

インシ
デント

ストレー
ジ サービ
ス

重大

ストレージ シェルフ イベント
ストレージ シェルフ イベントは、ストレージ シェルフが異常な状態である場合に通知しま
す。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベ
ント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

異常な電圧範囲
（ocumEvtShelfVoltageAbnormal）

リスク ストレー
ジ シェル
フ

警告

異常な電流範囲
（ocumEvtShelfCurrentAbnormal）

リスク ストレー
ジ シェル
フ

警告

異常な温度
（ocumEvtShelfTemperatureAbnormal）

リスク ストレー
ジ シェル
フ

警告
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SVMイベント
SVMイベントは、SVMのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視
できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、
ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

SVM CIFS サービス停止
（ocumEvtVserverCifsServiceStatusDown）

インシ
デント

SVM 重大

SVM CIFS サービス未設定
（該当なし）

イベン
ト

SVM 情報

存在しない CIFS 共有に対する試行* インシ
デント

SVM 重大

CIFS NetBIOS 名が競合* リスク SVM エラー

CIFS シャドウ コピー処理が失敗* リスク SVM エラー

多数の CIFS 接続* リスク SVM エラー

最大 CIFS 接続数を超過* リスク SVM エラー

ユーザあたりの最大 CIFS 接続数を超過* リスク SVM エラー

SVM FC/FCoE サービス停止
（ocumEvtVserverFcServiceStatusDown）

インシ
デント

SVM 重大

SVM iSCSI サービス停止
（ocumEvtVserverIscsiServiceStatusDown）

インシ
デント

SVM 重大

SVM NFS サービス停止
（ocumEvtVserverNfsServiceStatusDown）

インシ
デント

SVM 重大

SVM FC/FCoE サービス未設定
（該当なし）

イベン
ト

SVM 情報

SVM iSCSI サービス未設定
（該当なし）

イベン
ト

SVM 情報

SVM NFS サービス未設定
（該当なし）

イベン
ト

SVM 情報

SVM 停止
（ocumEvtVserverDown）

リスク SVM 警告

AV サーバがビジーのため新しいスキャン要求の受
け入れ不可*

リスク SVM エラー

ウィルス スキャン用の AV サーバ接続がない* インシ
デント

SVM 重大
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

AV サーバが未登録 リスク SVM エラー

応答する AV サーバ接続がない* イベン
ト

SVM 情報

権限のないユーザが AV サーバへのアクセスを試行 リスク SVM エラー

AV サーバがウィルスを検出* リスク SVM エラー

Infinite Volume を備えた SVM のストレージが使用
不可

（ocumEvtVserverStorageNotAvailable）

インシ
デント

Infinite
Volumeを
備えた
SVM

重大

Infinite Volume を備えた SVM のストレージが一部
使用可

（ocumEvtVserverStoragePartiallyAvailable）

リスク Infinite
Volumeを
備えた
SVM

エラー

Infinite Volume を備えた SVM のネームスペース ミ
ラー コンスティチュエントの可用性に問題あり

（ocumEvtVserverNsMirrorAvailabilityHavingIssues）

リスク Infinite
Volumeを
備えた
SVM

警告

影響範囲：容量
次に示す容量のイベントは、Infinite Volumeを備えたSVMにのみ該当します。

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

Infinite Volume を備えた SVM のスペースがフル
（ocumEvtVserverFull）

リスク SVM エラー

Infinite Volume を備えた SVM のスペースがほぼフ
ル

（ocumEvtVserverNearlyFull）

リスク SVM 警告

Infinite Volume を備えた SVM の Snapshot の使用制
限を超過

（ocumEvtVserverSnapshotUsageExceeded）

リスク SVM 警告

Infinite Volume を備えた SVM のネームスペースの
スペースがフル

（ocumEvtVserverNamespaceFull）

リスク SVM エラー

Infinite Volume を備えた SVM のネームスペースの
スペースがほぼフル

（ocumEvtVserverNamespaceNearlyFull）

リスク SVM 警告
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影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

SVM を検出
（該当なし）

イベン
ト

SVM 情報

SVM を削除
（該当なし）

イベン
ト

クラスタ 情報

SVM の名前を変更
（該当なし）

イベン
ト

SVM 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

SVM IOPS の重大しきい値を超過
（ocumSvmIopsIncident）

インシ
デント

SVM 重大

SVM IOPS の警告しきい値を超過
（ocumSvmIopsWarning）

リスク SVM 警告

SVM MBps の重大しきい値を超過
（ocumSvmMbpsIncident）

インシ
デント

SVM 重大

SVM MBps の警告しきい値を超過
（ocumSvmMbpsWarning）

リスク SVM 警告

SVM レイテンシの重大しきい値を超過
（ocumSvmLatencyIncident）

インシ
デント

SVM 重大

SVM レイテンシの警告しきい値を超過
（ocumSvmLatencyWarning）

リスク SVM 警告

SVMストレージ クラスのイベント
SVMストレージ クラスのイベントは、ストレージ クラスのステータス情報を提供します。
これにより、潜在的な問題を監視できます。SVMストレージ クラスは、Infinite Volumeを備
えたSVMにのみ存在します。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
次に示すSVMストレージ クラスのイベントは、Infinite Volumeを備えたSVMにのみ該当しま
す。

影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

SVM ストレージ クラスが使用不可
（ocumEvtVserverStorageClassNotAvailable）

インシ
デント

ストレー
ジ クラス

重大

SVM ストレージ クラスが一部使用可
（ocumEvtVserverStorageClassPartiallyAvailable）

リスク ストレー
ジ クラス

エラー
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影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

SVM ストレージ クラスのスペースがほぼフル
（ocumEvtVserverStorageClassNearlyFull）

リスク ストレー
ジ クラス

警告

SVM ストレージ クラスのスペースがフル
（ocumEvtVserverStorageClassFull）

リスク ストレー
ジ クラス

エラー

SVM ストレージ クラスの Snapshot の使用制限を超
過

（ocumEvtVserverStorageClassSnapshotUsageExceeded）

リスク ストレー
ジ クラス

警告

ユーザおよびグループ クォータ イベント
ユーザ クォータとグループ クォータのイベントは、ユーザ クォータとユーザ グループ
クォータの容量およびファイルとディスクの制限に関する情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ユーザ / グループ クォータのディスク スペースが
ソフト リミットを超過

（ocumEvtUserOrGroupQuotaDiskSpaceSoftLimitBreach
ed）

リスク ユーザま
たはグ
ループ
クォータ

警告

ユーザ / グループ クォータのディスク スペースが
ハード リミットに到達

（ocumEvtUserOrGroupQuotaDiskSpaceHardLimitReach
ed）

インシ
デント

ユーザま
たはグ
ループ
クォータ

重大

ユーザ クォータまたはグループ クォータのファイ
ル数がソフト リミットを超過

（ocumEvtUserOrGroupQuotaFileCountSoftLimitBreach
ed）

リスク ユーザま
たはグ
ループ
クォータ

警告

ユーザ クォータまたはグループ クォータのファイ
ル数がハード リミットに到達

（ocumEvtUserOrGroupQuotaFileCountHardLimitReach
ed）

インシ
デント

ユーザま
たはグ
ループ
クォータ

重大

ボリューム イベント
ボリューム イベントは、ボリュームのステータスに関する情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。
アスタリスク（*）が付いたイベントは、EMSイベントから変換されたUnified Managerイベ
ントです。
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影響範囲：可用性

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ボリュームは制限状態
（ocumEvtVolumeRestricted）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリュームはオフライン
（ocumEvtVolumeOffline）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリュームは一部使用可能
（ocumEvtVolumePartiallyAvailable）

リスク ボリュー
ム

エラー

ボリュームをアンマウント
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームをマウント
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームを再マウント
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリューム ジャンクション パスは非アクティブ
（ocumEvtVolumeJunctionPathInactive）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリュームのオートサイズを有効化
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームのオートサイズを無効化
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームのオートサイズの最大容量を変更
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームのオートサイズの増分サイズを変更
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

シンプロビジョニング ボリュームにスペース リス
クあり

（ocumThinProvisionVolumeSpaceAtRisk）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム スペースがフル
（ocumEvtVolumeFull）

リスク ボリュー
ム

エラー

ボリューム スペースがほぼフル
（ocumEvtVolumeNearlyFull）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム論理スペースがフル*

（volumeLogicalSpaceFull）
リスク ボリュー

ム
エラー

ボリューム論理スペースがほぼフル*

（volumeLogicalSpaceNearlyFull）
リスク ボリュー

ム
警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ボリューム論理スペースが正常*

（volumeLogicalSpaceAllOK）
イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームの Snapshot リザーブ スペースがフル
（ocumEvtSnapshotFull）

リスク ボリュー
ム

警告

Snapshot コピー数の上限を超過
（ocumEvtSnapshotTooMany）

リスク ボリュー
ム

エラー

ボリュームの qtree クォータがオーバーコミット
（ocumEvtVolumeQtreeQuotaOvercommitted）

リスク ボリュー
ム

エラー

ボリュームの qtree クォータがほぼオーバーコミッ
ト

（ocumEvtVolumeQtreeQuotaAlmostOvercommitted）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリュームの増加率 - 異常
（ocumEvtVolumeGrowthRateAbnormal）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリュームのフルまでの日数
（ocumEvtVolumeDaysUntilFullSoon）

リスク ボリュー
ム

エラー

ボリュームのスペース ギャランティを無効化
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームのスペース ギャランティを有効化
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームのスペース ギャランティを変更
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームの Snapshot リザーブのフルまでの日数
（ocumEvtVolumeSnapshotReserveDaysUntilFullSoon）

リスク ボリュー
ム

エラー

FlexGroup コンスティチュエントのスペースに問題
あり*

（flexGroupConstituentsHaveSpaceIssues）

リスク ボリュー
ム

エラー

FlexGroup コンスティチュエントのスペース ステー
タスがすべて正常*

（flexGroupConstituentsSpaceStatusAllOK）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

FlexGroup コンスティチュエントの inode に問題あ
り*

（flexGroupConstituentsHaveInodesIssues）

リスク ボリュー
ム

エラー

FlexGroup コンスティチュエントの inode ステータ
スがすべて正常*

（flexGroupConstituentsInodesStatusAllOK）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

WAFL ボリュームのオートサイズが失敗* リスク ボリュー
ム

エラー

WAFL ボリュームのオートサイズ完了* イベン
ト

ボリュー
ム

情報
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影響範囲：構成

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ボリュームの名前を変更
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームを検出
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリュームを削除
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

QoS ボリューム最大 IOPS の警告しきい値を超過
（ocumQosVolumeMaxIopsWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

QoS ボリューム最大 MBps の警告しきい値を超過
（ocumQosVolumeMaxMbpsWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

QoS ボリューム最大 IOPS/TB の警告しきい値を超
過

（ocumQosVolumeMaxIopsPerTbWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム IOPS の重大しきい値を超過
（ocumVolumeIopsIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム IOPS の警告しきい値を超過
（ocumVolumeIopsWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム MBps の重大しきい値を超過
（ocumVolumeMbpsIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム MBps の警告しきい値を超過
（ocumVolumeMbpsWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム レイテンシ（ミリ秒/処理）の重大しきい
値を超過

（ocumVolumeLatencyIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ（ミリ秒/処理）の警告しきい
値を超過

（ocumVolumeLatencyWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム キャッシュ ミス率の重大しきい値を超
過

（ocumVolumeCacheMissRatioIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム キャッシュ ミス率の警告しきい値を超
過

（ocumVolumeCacheMissRatioWarning）

リスク ボリュー
ム

警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ボリューム レイテンシ / IOPS の重大しきい値を超
過

（ocumVolumeLatencyIopsIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / IOPS の警告しきい値を超
過

（ocumVolumeLatencyIopsWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム レイテンシ / MBps の重大しきい値を超
過

（ocumVolumeLatencyMbpsIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / MBps の警告しきい値を超
過

（ocumVolumeLatencyMbpsWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム レイテンシ / アグリゲートの 使用済み
パフォーマンス容量の重大しきい値を超過

（ocumVolumeLatencyAggregatePerfCapacityUsedIncide
nt）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / アグリゲートの 使用済み
パフォーマンス容量の警告しきい値を超過

（ocumVolumeLatencyAggregatePerfCapacityUsedWarni
ng）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム レイテンシ / アグリゲート利用率の重大
しきい値を超過

（ocumVolumeLatencyAggregateUtilizationIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / アグリゲート利用率の警告
しきい値を超過

（ocumVolumeLatencyAggregateUtilizationWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム レイテンシ / ノードの 使用済みパ
フォーマンス容量の重大しきい値を超過

（ocumVolumeLatencyNodePerfCapacityUsedIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / ノードの 使用済みパ
フォーマンス容量の警告しきい値を超過

（ocumVolumeLatencyNodePerfCapacityUsedWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム レイテンシ / ノードの 使用済みパ
フォーマンス容量 - テイクオーバーの重大しきい値
を超過

（ocumVolumeLatencyAggregatePerfCapacityUsedTakeo
verIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / ノードの 使用済みパ
フォーマンス容量 - テイクオーバーの警告しきい値
を超過

（ocumVolumeLatencyAggregatePerfCapacityUsedTakeo
verWarning）

リスク ボリュー
ム

警告
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イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ボリューム レイテンシ / ノード利用率の重大しきい
値を超過

（ocumVolumeLatencyNodeUtilizationIncident）

インシ
デント

ボリュー
ム

重大

ボリューム レイテンシ / ノード利用率の警告しきい
値を超過

（ocumVolumeLatencyNodeUtilizationWarning）

リスク ボリュー
ム

警告

ボリューム移動ステータス イベント
ボリューム移動のステータスのイベントは、ボリューム移動のステータスについて通知しま
す。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベ
ント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名
（トラップ名）

影響レ
ベル

ソース タ
イプ

重大度

ボリューム移動ステータス：実行中
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリューム移動ステータス - 失敗
（ocumEvtVolumeMoveFailed）

リスク ボリュー
ム

エラー

ボリューム移動ステータス：完了
（該当なし）

イベン
ト

ボリュー
ム

情報

ボリューム移動ステータス - カットオーバー保留
（ocumEvtVolumeMoveCutoverDeferred）

リスク ボリュー
ム

警告

イベントのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
環境内の問題はイベントを通じて通知されます。[イベント]インベントリ ページと[イベン
トの詳細]ページを使用して、すべてのイベントを監視することができます。通知の設定は
[通知 - セットアップ オプション]ダイアログ ボックスで行います。イベントを有効または
無効にするには、[設定/イベントの管理]ページを使用します。

[セットアップ/通知]ページ
Unified Managerサーバでは、イベントが生成されたときやユーザに割り当てられたときに通
知を送信するように設定することができます。また、通知メカニズムを設定することもでき
ます。たとえば、通知をEメールやSNMPトラップとして送信できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

E メール
この領域では、アラート通知に対して次のEメール設定を行うことができます。
送信元アドレス

アラート通知の送信元Eメール アドレスを指定します。この値は、共有時にレ
ポートの送信元アドレスとしても使用されます。[送信元アドレス]に
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「ActiveIQUnifiedManager@localhost.com」というアドレスが事前に入力されている
場合、すべてのEメール通知が正しく送信されるように実際のEメール アドレスに
変更する必要があります。

SMTP サーバ
この領域では、次のSMTPサーバ設定を行うことができます。
ホスト名または IP アドレス

SMTPホスト サーバのホスト名を指定します。このホスト名は、指定した受信者
へのアラート通知の送信に使用されます。

ユーザ名
SMTPユーザ名を指定します。SMTPユーザ名は、SMTPサーバでSMTPAUTHが有
効になっている場合にのみ必要です。

パスワード
SMTPパスワードを指定します。SMTPユーザ名は、SMTPサーバでSMTPAUTHが
有効になっている場合にのみ必要です。

ポート
アラート通知を送信するSMTPホスト サーバで使用されるポートを指定します。
デフォルト値は25です。

START/TLSを使用
このチェック ボックスをオンにすると、TLS/SSLプロトコル（start_tlsおよび
StartTLSとも表記）を使用してSMTPサーバと管理サーバの間のセキュアな通信が
確立されます。

SSL を使用
このチェック ボックスをオンにすると、SSLプロトコルを使用してSMTPサーバと
管理サーバの間のセキュアな通信が確立されます。

SNMP

この領域では、次のSNMPトラップ設定を行うことができます。
バージョン

必要なセキュリティのタイプに応じて、使用するSNMPバージョンを指定します。
[バージョン 1]、[バージョン 3]、[バージョン 3、認証を使用]、[バージョン 3、認
証と暗号化を使用]の各オプションがあります。デフォルト値は[バージョン 1]で
す。

トラップの送信先ホスト
管理サーバによって送信されるSNMPトラップを受信するホスト名またはIPアド
レス（IPv4またはIPv6）を指定します。トラップの送信先を複数指定するには、各
ホストをカンマで区切ります。
注：他のすべてのSNMP設定（「バージョン」、「アウトバウンド ポート」など）
がリスト内のすべてのホストで同じである必要があります。

アウトバウンド トラップ ポート
管理サーバによって送信されるトラップをSNMPサーバが受信する際に使用する
ポートを指定します。
デフォルト値は162です。

コミュニティ
ホストにアクセスするためのコミュニティ ストリングです。
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エンジン ID

SNMPエージェントの一意の識別子を指定します。この識別子は、管理サーバに
よって自動的に生成されます。[エンジン ID]は、[SNMP バージョン 3]、[SNMP
バージョン 3、認証を使用]、および[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使用]と
ともに使用できます。

ユーザ名
SNMPユーザ名を指定します。[ユーザ名]は、[SNMP バージョン 3]、[SNMP バー
ジョン 3、認証を使用]、および[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使用]ととも
に使用できます。

認証プロトコル
ユーザの認証に使用するプロトコルを指定します。プロトコルのオプションには
[MD5]と[SHA]があります。デフォルト値は[MD5]です。[認証プロトコル]は、
[SNMP バージョン 3、認証を使用]および[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使
用]とともに使用できます。

認証パスワード
ユーザの認証時に使用するパスワードを指定します。[認証パスワード]は、[SNMP
バージョン 3、認証を使用]および[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使用]とと
もに使用できます。

プライバシー プロトコル
SNMPメッセージの暗号化に使用するプライバシー プロトコルを指定します。プ
ロトコルのオプションには[AES 128]と[DES]があります。デフォルト値は[AES
128]です。[プライバシー プロトコル]は、[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を
使用]とともに使用できます。

プライバシー パスワード
プライバシー プロトコルの使用時のパスワードを指定します。[プライバシー パ
スワード]は、[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

関連タスク

イベント通知の設定（52ページ）

[イベント]インベントリ ページ
[イベント]インベントリ ページでは、現在のイベントとそのプロパティのリストを確認でき
ます。イベントについて、確認、解決、割り当てなどのタスクを実行することができます。
特定のイベントに対するアラートを追加することもできます。

• フィルタ コンポーネント（107ページ）

• コマンド ボタン（108ページ）

• [イベント]リスト（108ページ）

このページの情報は5分ごとに自動的に更新され、最新のイベントが表示されます。

フィルタ コンポーネント
イベント リストに表示される情報をカスタマイズできます。次のコンポーネントを使用し
て、イベントのリストを絞り込むことができます。

• [表示]メニュー。事前定義のフィルタのリストからフィルタを選択できます。
たとえば、すべてのアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）、アクティ
ブなパフォーマンス イベント、自分（ログインしているユーザ）に割り当てられている
イベント、メンテナンス時間中に生成されたすべてのイベントなどの項目があります。
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• [検索]ペイン。条件の一部またはすべてを入力してイベントのリストを絞り込むことが
できます。

• [フィルタ]ボタン。[フィルタ]ペインを起動し、使用可能なすべてのフィールドとフィー
ルド属性から条件を選択してイベントのリストを絞り込むことができます。

• [時間]セレクタ。イベントがトリガーされた時刻でイベントのリストを絞り込むことが
できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
割り当て先

イベントを割り当てるユーザを選択できます。イベントをユーザに割り当てる
と、イベント リストの選択したイベントの該当するフィールドに、そのユーザの
名前とイベントを割り当てた時刻が追加されます。

• 自分
現在ログインしているユーザにイベントを割り当てます。

• 別のユーザ
[所有者の割り当て]ダイアログ ボックスが表示され、イベントを他のユーザに
割り当てたり再割り当てしたりできます。所有権のフィールドを空白にする
と、イベントの割り当てを解除できます。

承認
選択したイベントを確認します。
イベントを確認すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィール
ドに、自分のユーザ名とイベントを確認した時刻が追加されます。確認したイベ
ントについては、自分で対処する必要があります。
注：情報イベントに確認応答することはできません。

解決済みとしてマーク
イベントの状態を解決済みに変更できます。
イベントを解決すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィール
ドに、自分のユーザ名とイベントを解決した時刻が追加されます。イベントに対
処したら、そのイベントを解決済みとしてマークする必要があります。

アラートの追加
[アラートの追加]ダイアログ ボックスが表示され、選択したイベントのアラート
を追加できます。

エクスポート
すべてのイベントの詳細をカンマ区切り値（.csv）ファイルとしてエクスポート
できます。

列セレクタ
ページに表示する列とその表示順序を選択できます。

[イベント]リスト
すべてのイベントの詳細がトリガーされた時刻の順に表示されます。
デフォルトでは、重大度が「重大」、「エラー」、および「警告」の過去7日間の「新規」と

「確認済み」のイベントが表示されます。
トリガー日時

イベントが生成された時刻。

108 |



重大度

イベントの重大度：重大（ ）、エラー（ ）、警告（ ）、情報（ ）。
状態

イベントの状態：新規、確認済み、解決済み、廃止。
影響レベル

イベントの影響レベル：インシデント、リスク、イベント。
影響領域

イベントの影響領域：可用性、容量、パフォーマンス、保護、構成。
名前

イベント名。
イベント名を選択して[イベントの詳細]ページを表示できます。

ソース
イベントが発生したオブジェクトの名前。
共有QoSポリシーの違反の場合、このフィールドには、IOPSまたはMBpsが高い上
位のワークロード オブジェクトのみが表示されます。このポリシーを使用する他
のワークロードは[イベントの詳細]ページに表示されます。
ソース名を選択して、そのオブジェクトの健全性またはパフォーマンスの詳細
ページを表示できます。

ソース タイプ
イベントが関連付けられているオブジェクトのタイプ（SVM、ボリューム、qtree
など）。

割り当て先
イベントが割り当てられているユーザの名前。

メモ
イベントに追加されているメモの数。

未処理の日数
イベントが最初に生成されてからの経過日数。

割り当て日時
イベントがユーザに割り当てられてからの経過時間。1週間を過ぎたイベントに
は、割り当て時のタイムスタンプが表示されます。

確認者
イベントを確認したユーザの名前。イベントが確認されていない場合は空白にな
ります。

確認日時
イベントが確認されてからの経過時間。1週間を過ぎたイベントには、確認時のタ
イムスタンプが表示されます。

解決者
イベントを解決したユーザの名前。イベントが解決されていない場合は空白にな
ります。

解決日時
イベントが解決されてからの経過時間。1週間を過ぎたイベントには、解決時のタ
イムスタンプが表示されます。
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廃止日時
イベントの状態が「廃止」になった時刻。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（68ページ）
イベント受信時の動作（50ページ）

関連タスク

イベントの詳細の表示（58ページ）
特定のユーザへのイベントの割り当て（60ページ）
未割り当てのイベントの表示（59ページ）
イベントへの確認応答と解決（59ページ）
アラートの追加（120ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）

[イベントの詳細]ページ
[イベントの詳細]ページでは、選択したイベントの重大度、影響レベル、影響領域、イベン
ト ソースなどの詳細を確認できます。問題を解決するための考えられる対処方法に関する
追加情報も確認できます。
イベント名

イベントの名前と最終確認時刻。
パフォーマンス イベント以外のイベントの場合は、状態が「新規」または「確認
済み」のときは最終確認時刻が不明なため、この情報は表示されません。

イベントの説明
イベントの簡単な説明。
イベントの説明には、イベントがトリガーされた理由が含まれる場合があります。

[競合しているコンポーネント]

動的なパフォーマンス イベントについて、クラスタの論理コンポーネントと物理
コンポーネントを表すアイコンが表示されます。コンポーネントが競合状態にあ
る場合は、アイコンが赤い丸で強調表示されます。
表示されるコンポーネントは次のとおりです。
ネットワーク

クラスタ上でのiSCSIプロトコルまたはファイバチャネル（FC）プロトコルに
よるI/O要求の待機時間を表します。待機時間とは、クラスタがI/O要求に応答
できるようになるまでに、iSCSI Ready to Transfer（R2T）またはFCP Transfer
Ready（XFER_RDY）トランザクションが待つ時間です。ネットワーク コン
ポーネントが競合状態にある場合、ブロック プロトコル レイヤでの長い待機
時間は、1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味しま
す。

ネットワーク処理
プロトコル レイヤとクラスタ間のI/O処理に関与する、クラスタ内のソフト
ウェア コンポーネントを表します。ネットワーク処理を実行するノードが、
イベント検出後に変更された可能性があります。ネットワーク処理コンポー
ネントが競合状態にある場合、ネットワーク処理ノードでの高利用率は、1つ
以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。
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QoSポリシー
ワークロードがメンバーになっているストレージQoSポリシー グループを表
します。ポリシー グループ コンポーネントが競合状態にある場合、ポリシー
グループ内のすべてのワークロードに、スループットの制限によってスロッ
トルが適用され、1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを
意味します。

クラスタ インターコネクト
クラスタ ノードを物理的に接続するケーブルとアダプタを表します。クラス
タ インターコネクト コンポーネントが競合状態にある場合は、クラスタ イン
ターコネクトでのI/O要求の長い待機時間がワークロードのレイテンシに影
響していることを意味します。

データ処理
クラスタとストレージ アグリゲート間でワークロードを含むI/O処理に関与
する、クラスタ内のソフトウェア コンポーネントを表します。データ処理を
扱うノードが、イベント検出後に変更された可能性があります。データ処理
コンポーネントが競合状態にある場合、データ処理ノードでの高利用率は、1
つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。

MetroClusterのリソース
NVRAMとインタースイッチ リンク（ISL）を含むMetroClusterリソースを表
します。MetroCluster構成のクラスタ間でデータをミラーリングするのに使
用します。MetroClusterコンポーネントが競合状態にある場合は、ローカル ク
ラスタのワークロードによる大量の書き込みスループットまたはリンクの不
具合が、ローカル クラスタの1つ以上のワークロードのレイテンシに影響して
いることを意味します。クラスタがMetroCluster構成に含まれていない場合
は、このアイコンは表示されません。

アグリゲートまたはSSDアグリゲートの処理
ワークロードが実行されているストレージ アグリゲートを表します。アグリ
ゲート コンポーネントが競合状態にある場合は、アグリゲートの高利用率が
1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。ア
グリゲートには、HDDのみで構成されるものと、HDDとSSDが混在するもの

（Flash Poolアグリゲート）があります。「SSDアグリゲート」には、SSDのみ
で構成されるもの（オールフラッシュ アグリゲート）と、SSDとクラウド階
層が混在するもの（FabricPoolアグリゲート）があります。

クラウド レイテンシ
クラスタとユーザ データ格納先のクラウド階層の間のI/O処理に関与する、ク
ラスタ内のソフトウェア コンポーネントを表します。クラウド レイテンシ
コンポーネントが競合状態にある場合、クラウド階層でホストされたボ
リュームからの大量の読み取りが1つ以上のワークロードのレイテンシに影
響していることを意味します。

同期SnapMirror

SnapMirror同期関係でのプライマリ ボリュームからセカンダリ ボリュームへ
のユーザ データのレプリケーションに関係する、クラスタ内のソフトウェア
コンポーネントを表します。同期SnapMirrorコンポーネントが競合状態にあ
る場合、SnapMirror同期処理のアクティビティが1つ以上のワークロードのレ
イテンシに影響していることを意味します。

[イベント情報]、[システム診断]、[推奨される操作]の各セクションについては、他のトピッ
クで説明しています。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
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[メモ]アイコン
イベントに関するメモを追加または更新したり、他のユーザが残したすべてのメ
モを確認したりできます。

[操作]メニュー
自分に割り当て

イベントを自分に割り当てます。
他のユーザに割り当て

[所有者の割り当て]ダイアログ ボックスが開き、イベントを他のユーザに割り当
てたり再割り当てしたりできます。
イベントをユーザに割り当てると、イベント リストの選択したイベントの該当す
るフィールドに、そのユーザの名前とイベントが割り当てられた時刻が追加され
ます。
所有権のフィールドを空白にすると、イベントの割り当てを解除できます。

確認
選択したイベントに確認応答し、アラート通知が繰り返し送信されないようにし
ます。
イベントに確認応答すると、イベント リストの選択したイベントの該当する
フィールド（[確認者]）に、自分のユーザ名とイベントに応答した時刻が追加され
ます。確認応答したイベントについては、自分で対処する必要があります。

解決済みとしてマーク
イベントの状態を「解決済み」に変更できます。
イベントを解決すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィール
ド（[解決者]）に、自分のユーザ名とイベントを解決した時刻が追加されます。イ
ベントに対処したら、そのイベントを解決済みとしてマークする必要があります。

アラートの追加
[アラートの追加]ダイアログ ボックスが開き、選択したイベントにアラートを追
加できます。

関連概念

健全性しきい値の管理（134ページ）
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理（152ページ）
イベント受信時の動作（50ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

イベントの詳細の表示（58ページ）
イベントの無効化と有効化（61ページ）
パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（70ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
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[イベント情報]セクションに表示される内容
[イベントの詳細]ページの[イベント情報]セクションでは、選択したイベントの重大度、影
響レベル、影響領域、イベント ソースなどの詳細を確認できます。
イベント タイプに関係のないフィールドは表示されません。イベントに関する次の詳細を
確認できます。
イベント トリガー日時

イベントが生成された時刻。
状態

イベントの状態：新規、確認済み、解決済み、廃止。
廃止理由

イベントが廃止になった理由（問題が修正されたなど）。
イベント期間

アクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）の場合は、イベントが
検出されてから最後に分析されたときまでの時間です。廃止イベントの場合は、
イベントが検出されてから解決されるまでの時間です。
このフィールドは、すべてのパフォーマンス イベントに対して表示されます。そ
の他のタイプのイベントについては、解決されるか廃止になったあとにのみ表示
されます。

最終発生時間
イベントがアクティブだった最終日時。
パフォーマンス イベントの場合、このフィールドはイベントがアクティブな間は
パフォーマンス データを収集するたびに更新されるため、[イベント トリガー日
時]よりも新しい日次が表示されることがあります。その他のタイプのイベント
の場合は、状態が「新規」または「確認済み」のときは内容が更新されないため、
このフィールドは非表示になります。

重大度

イベントの重大度：重大（ ）、エラー（ ）、警告（ ）、情報（ ）。
影響レベル

イベントの影響レベル：インシデント、リスク、イベント。
影響領域

イベントの影響領域：可用性、容量、パフォーマンス、保護、構成。
ソース

イベントが発生したオブジェクトの名前。
共有QoSポリシーのイベントの詳細を表示している場合、このフィールドには、
IOPSまたはMBpsが高い上位のワークロード オブジェクトが最大3つ表示されま
す。
ソース名のリンクをクリックすると、そのオブジェクトの健全性またはパフォー
マンスの詳細ページを表示できます。

ソース アノテーション
イベントが関連付けられているオブジェクトのアノテーションの名前と値が表示
されます。
このフィールドは、クラスタ、SVM、およびボリュームの健全性イベントに対し
てのみ表示されます。
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ソース グループ
該当するオブジェクトがメンバーとして属しているすべてのグループの名前が表
示されます。
このフィールドは、クラスタ、SVM、およびボリュームの健全性イベントに対し
てのみ表示されます。

ソース タイプ
イベントが関連付けられているオブジェクトのタイプ（SVM、ボリューム、qtree
など）。

クラスタ
イベントが発生したクラスタの名前。
クラスタ名のリンクをクリックすると、そのクラスタの健全性またはパフォーマ
ンスの詳細ページを表示できます。

影響を受けるオブジェクト数
イベントの影響を受けるオブジェクトの数。
オブジェクトのリンクをクリックすると、インベントリ ページが表示され、現在
このイベントの影響を受けているオブジェクトを確認できます。
このフィールドは、パフォーマンス イベントに対してのみ表示されます。

影響を受けるボリューム
このイベントの影響を受けるボリュームの数。
このフィールドは、ノードまたはアグリゲートのパフォーマンス イベントに対し
てのみ表示されます。

トリガーされたポリシー
イベントを発行したしきい値ポリシーの名前。
ポリシー名にカーソルを合わせると、しきい値ポリシーの詳細を確認できます。
アダプティブQoSポリシーの場合は、定義されているポリシー、ブロック サイズ、
および割り当てのタイプ（割り当てスペースまたは使用スペース）も表示されま
す。
このフィールドは、パフォーマンス イベントに対してのみ表示されます。

確認者
イベントに確認応答したユーザの名前と応答時刻。

解決者
イベントを解決したユーザの名前と解決時刻。

割り当て先
イベントへの対応が割り当てられているユーザの名前。

アラート設定
アラートに関する次の情報が表示されます。

• 選択したイベントにアラートが関連付けられていない場合は、[アラートの追
加]リンクが表示されます。
リンクをクリックすると、[アラートの追加]ダイアログ ボックスが開きます。

• 選択したイベントにアラートが1つ関連付けられている場合は、そのアラート
の名前が表示されます。
リンクをクリックすると、[アラートの編集]ダイアログ ボックスが開きます。

• 選択したイベントにアラートが複数関連付けられている場合は、アラートの数
が表示されます。
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リンクをクリックすると、[設定/アラート生成]ページが開き、それらのアラー
トに関する詳細が表示されます。

無効になっているアラートは表示されません。
最後に送信された通知

最新のアラート通知が送信された日時。
送信方法

アラート通知の送信に使用されたメカニズム：EメールまたはSNMPトラップ。
前回のスクリプト実行

アラートが生成されたときに実行されたスクリプトの名前。

関連概念

イベントの状態の定義（65ページ）

関連タスク

特定のユーザへのイベントの割り当て（60ページ）
イベントへの確認応答と解決（59ページ）
アラートの追加（120ページ）
イベントに関するメモの追加と確認（61ページ）

関連資料

イベントの重大度タイプの説明（66ページ）
イベントの影響レベルの説明（66ページ）

[システム診断]セクションに表示される内容
[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションには、イベントの原因となった可能性
がある問題の診断に役立つ情報が表示されます。
この領域は、一部のイベントに対してのみ表示されます。
一部のパフォーマンス イベントについては、トリガーされたイベントに関連するグラフが
表示されます。通常は、過去10日間のIOPSまたはMBpsのグラフとレイテンシのグラフです。
これらのグラフを確認することで、イベントがアクティブなときにレイテンシに影響してい
る、または影響を受けているストレージ コンポーネントを特定することができます。
動的なパフォーマンス イベントについては、次のグラフが表示されます。

• ワークロード レイテンシ - 競合状態のコンポーネントのVictim、Bully、Sharkの上位の
ワークロードについて、レイテンシの履歴が表示されます。

• ワークロード アクティビティ - 競合状態のクラスタ コンポーネントのワークロードの
使用量に関する詳細が表示されます。

• リソース アクティビティ - 競合状態のクラスタ コンポーネントの過去のパフォーマン
ス統計が表示されます。

一部のクラスタ コンポーネントが競合状態にある場合は、これ以外のグラフが表示されま
す。
その他のイベントについては、ストレージ オブジェクトに対して実行されている分析タイ
プの簡単な説明が表示されます。複数のパフォーマンス カウンタを分析するシステム定義
のパフォーマンス ポリシーの場合は、複数の行（分析されたコンポーネントごとに1行）が
表示されることがあります。この場合、診断の横に、その診断で問題が見つかったかどうか
を示す緑または赤のアイコンが表示されます。
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関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの分析（169ページ）
システム定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの分析（170ページ）
動的なパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの分析（175ページ）

関連資料

動的なパフォーマンス イベント グラフの詳細（68ページ）

[推奨される操作]セクションに表示される内容
[イベントの詳細]ページの[推奨される操作]セクションには、イベントの考えられる理由と
イベントを解決するための推奨される対処方法が表示されます。推奨される操作は、イベン
トのタイプまたは超過したしきい値のタイプに基づいてカスタマイズされます。
この領域は、一部のタイプのイベントに対してのみ表示されます。
場合によっては、ページに表示される[ヘルプ]リンクから、特定の対処方法の実行手順など、
さまざまな推奨される操作についての追加情報を参照できます。一部の対処方法では、
Unified Manager、ONTAP System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAP CLIコ
マンド、またはこれらのツールの組み合わせを使用する場合があります。
このヘルプ トピックに記載されているリンクも利用できます。
これらの推奨される対処方法は、このイベントを解決するための一般的なガイダンスである
ことに注意してください。このイベントを解決するための対処方法は、それぞれの環境に応
じて決める必要があります。

関連概念

ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要（173ペー
ジ）

関連タスク

QoSポリシー グループ パフォーマンス イベントへの対処（171ページ）
ノード リソース過剰使用パフォーマンス イベントへの対処（174ページ）

[設定/イベントの管理]ページ
[設定/イベントの管理]ページには、無効なイベントのリストが表示されます。また、関連付
けられているオブジェクト タイプやイベントの重大度などの情報が提供されます。イベン
トのグローバルな無効化 / 有効化などのタスクを実行することもできます。
このページにアクセスできるのは、管理者ロールまたはストレージ管理者ロールが割り当て
られている場合のみです。

• コマンド ボタン（116ページ）

• リスト ビュー（117ページ）

コマンド ボタン
選択したイベントについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
無効化

[イベントの無効化]ダイアログ ボックスを表示します。ここでは、イベントを無
効にすることができます。

有効化
以前に無効にするように選択したイベントを有効にします。

116 |



EMS イベントにサブスクライブ
[EMS イベントにサブスクライブ]ダイアログ ボックスを表示します。ここでは、
監視中のクラスタから特定のイベント管理システム（EMS）イベントを受け取る
ようにサブスクライブすることができます。EMSでは、クラスタで発生したイベ
ントに関する情報を収集します。サブスクライブしたEMSイベントに関する通知
を受信すると、適切な重大度を使用してUnified Managerイベントが生成されます。

リスト ビュー
リスト ビューには、無効なイベントに関する情報が表形式で表示されます。列のフィルタ
を使用して、表示するデータをカスタマイズできます。
イベント

無効なイベントの名前が表示されます。
重大度

イベントの重大度が表示されます。重大、エラー、警告、情報のいずれかです。
ソース タイプ

生成されるイベントのソース タイプが表示されます。

関連タスク

イベントの無効化と有効化（61ページ）
イベント保持の設定（52ページ）

[イベントの無効化]ダイアログ ボックス
[イベントの無効化]ダイアログ ボックスには、イベントを無効にできるイベント タイプのリ
ストが表示されます。イベント タイプの特定の重大度のイベントを無効にするか、一連の
イベントを指定して無効にできます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• [イベント プロパティ]領域（117ページ）

• コマンド ボタン（117ページ）

[イベント プロパティ]領域
[イベント プロパティ]領域で、イベントについて次のプロパティを指定します。
イベントの重大度

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、
「警告」、または「情報」のいずれかになります。

イベント名に次の文字を含む
名前に指定した文字を含むイベントをフィルタできます。

一致イベント
指定した重大度タイプおよびテキスト文字列に一致するイベントのリストが表示
されます。

イベントの無効化
無効にするように選択したイベントのリストが表示されます。
イベント名に加えてイベントの重大度も表示されます。

コマンド ボタン
選択したイベントについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
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保存して閉じる
イベント タイプを保存してダイアログ ボックスを閉じます。

キャンセル
変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

イベントの無効化と有効化（61ページ）
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アラートの管理
特定のイベントまたは特定の重大度タイプのイベントが発生したときに自動的に通知を送
信するアラートを設定できます。アラートをスクリプトに関連付けて、アラートがトリガー
されたときにスクリプトが実行されるようにすることもできます。

アラートとは
イベントが継続的に発生している状況では、イベントが指定したフィルタ条件を満たす場合
にのみ、Unified Managerはアラートを生成します。アラートを生成するイベント（スペース
のしきい値を超えたときや、オブジェクトがオフラインになったときなど）を選択できま
す。アラートをスクリプトに関連付けて、アラートがトリガーされたときにスクリプトが実
行されるようにすることもできます。
フィルタ条件には、オブジェクト クラス、名前、またはイベントの重大度が含まれます。

関連概念

健全性イベントとは（49ページ）
パフォーマンス イベントとは（49ページ）
イベント管理システム イベントとは（53ページ）
スクリプトの管理（321ページ）

アラートEメールに含まれる情報
Unified ManagerのアラートEメールには、イベントのタイプ、イベントの重大度、イベント
の原因となった違反したポリシーまたはしきい値の名前、およびイベントの説明が記載され
ています。また、UIでイベントの詳細ページを確認できるように、各イベントのハイパーリ
ンクもEメール メッセージ内に記載されています。
アラートEメールは、アラートを受信するように登録しているすべてのユーザに送信されま
す。
パフォーマンス カウンタや容量の値が収集期間内に大きく変わった場合、同じしきい値ポ
リシーに対して重大イベントと警告イベントの両方が同時にトリガーされることがありま
す。この場合、警告イベントのEメールと重大イベントのEメールを1通ずつ受信する可能性
があります。これは、Unified Managerでは、警告と重大のしきい値違反に対するアラートを
受信するように個別に登録できるためです。
アラートEメールの例を次に示します。
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アラートの追加
特定のイベントが生成されたときに通知するようにアラートを設定できます。アラートは、
単一のリソース、リソースのグループ、または特定の重大度タイプのイベントについて設定
することができます。通知を受け取る頻度を指定したり、アラートにスクリプトを関連付け
たりできます。

開始する前に

• イベントが生成されたときにActive IQ Unified Managerサーバからユーザに通知を送信で
きるように、通知に使用するユーザのEメール アドレス、SMTPサーバ、SNMPトラップ
ホストなどを設定しておく必要があります。

• アラートをトリガーするリソースとイベント、および通知するユーザのユーザ名または
Eメール アドレスを確認しておく必要があります。

• イベントに基づいてスクリプトを実行する場合は、[管理/スクリプト]ページを使用して
Unified Managerにスクリプトを追加しておく必要があります。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

アラートは、ここで説明する手順に従って[設定/アラート生成]ページで作成できるほか、イ
ベントを受け取ったあとに[イベントの詳細]ページで直接作成することもできます。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、[追加]をクリックします。

3. [アラートの追加]ダイアログ ボックスで、[名前]をクリックし、アラートの名前と説明を
入力します。

4. [リソース]をクリックし、アラートの対象に含めるリソースまたは除外するリソースを選
択します。
リソースのグループを選択する場合は、[名前に次の文字を含む]]フィールドにテキスト
文字列を指定してフィルタを設定できます。指定したテキスト文字列に基づいて、フィ
ルタ ルールに一致するリソースのみが利用可能なリソースのリストに表示されます。テ
キスト文字列の指定では、大文字と小文字が区別されます。
あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、除外す
るルールが優先され、除外されたリソースに関連するイベントについてはアラートが生
成されません。

5. [イベント]をクリックし、アラートをトリガーするイベントをイベント名またはイベント
の重大度タイプに基づいて選択します。
ヒント：複数のイベントを選択するには、Ctrlキーを押しながら選択します。

6. [操作]をクリックして、通知するユーザ、通知の頻度、およびSNMPトラップをトラップ
レシーバに送信するかどうかを選択し、アラートが生成されたときに実行するスクリプ
トを割り当てます。
注：該当するユーザのEメール アドレスを変更し、その後アラートを編集するために開
くと、[名前]フィールドは空欄になります。これは、Eメールが変更されたことでユー
ザとのマッピングが無効になったためです。また、選択したユーザのEメール アドレ
スを[管理/ユーザ]ページで変更した場合、変更後のEメール アドレスは反映されませ
ん。

SNMPトラップを使用してユーザに通知することもできます。

7. [保存]をクリックします。

アラートの追加例
ここでは、次の要件を満たすアラートを作成する例を示します。

• アラート名：HealthTest

• リソース：名前に「abc」を含むすべてのボリュームを対象に含め、名前に「xyz」
を含むすべてのボリュームを対象から除外する

• イベント：健全性に関するすべての重大なイベントを対象に含める

• 処理：「テスト」スクリプトを割り当て、「sample@domain.com」のユーザに15分ご
とに通知する

[アラートの追加]ダイアログ ボックスで、次の手順を実行します。

1. [名前]をクリックし、[アラート名]フィールドに「HealthTest」と入力します。

2. [リソース]をクリックし、[含める]タブで、ドロップダウン リストから[ボリュー
ム]を選択します。

a. [名前に次の文字を含む]フィールドに「abc」と入力して、名前に「abc」を含む
ボリュームを表示します。
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b. [使用可能なリソース]領域で[<<名前に次の文字を含むすべてのボリューム -
abc>>]を選択し、[選択したリソース]領域に移動します。

c. [除外する]をクリックし、[名前に次の文字を含む]フィールドに「xyz」と入力
して[追加]をクリックします。

3. [イベント]をクリックし、[イベントの重大度]フィールドで[重大]を選択します。

4. [一致イベント]領域で[すべての重大イベント]を選択し、[選択したイベント]領域に
移動します。

5. [操作]をクリックし、[アラートを通知するユーザ]フィールドに
「sample@domain.com」と入力します。

6. [通知間隔：15 分]を選択して、ユーザに15分ごとに通知します。
指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。
アラートに対してイベント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。

7. [実行するスクリプトを選択してください]メニューで、[テスト]スクリプトを選択
します。

8. [保存]をクリックします。

関連概念

スクリプトとアラートが連携する仕組み（321ページ）
アラートの追加に関するガイドライン（122ページ）
アラートとは（119ページ）
パフォーマンス イベントのソース（68ページ）
イベント受信時の動作（50ページ）

関連タスク

アラートのテスト（124ページ）
解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラートの有効化 / 無効化（125ページ）
イベント通知の設定（52ページ）
ユーザの追加（612ページ）
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）

関連資料

[設定/アラート生成]ページ（128ページ）

アラートの追加に関するガイドライン
アラートは、リソース（クラスタ、ノード、アグリゲート、ボリュームなど）とイベントの
重大度に基づいて追加することができます。ベストプラクティスとして、重要なオブジェク
トが属するクラスタを追加したあと、それらのすべてのオブジェクトについてのアラートを
追加することを推奨します。
アラートを作成する際は、システムを効率的に管理できるように次のガイドラインと考慮事
項を参考にしてください。

• アラートの説明
アラートを効率的に追跡できるように、わかりやすい説明を入力します。

• リソース

122 |



アラートが必要な物理リソースまたは論理リソースを決める必要があります。リソース
は必要に応じて追加したり除外したりできます。たとえば、アラートを設定してアグリ
ゲートを詳細に監視する場合は、リソースのリストから必要なアグリゲートを選択する
必要があります。
リソースのカテゴリ（<<すべてのユーザ クォータとグループ クォータ>>など）を選択す
ると、そのカテゴリのすべてのオブジェクトに関するアラートが表示されます。

• イベントの重大度
イベントの重大度（重大、エラー、警告）ごとにアラートをトリガーするかどうかを決
めて、アラートをトリガーする重大度を指定する必要があります。

• 選択したイベント
生成されるイベントのタイプに基づいてアラートを追加する場合は、アラートが必要な
イベントを決める必要があります。
イベントの重大度を選択し、かつ個々のイベントを選択しなかった場合（「選択したイベ
ント」列を空白にした場合）は、カテゴリのすべてのイベントに関するアラートが表示
されます。

• 操作
通知を受信するユーザのユーザ名とEメール アドレスを指定する必要があります。通知
のモードとしてSNMPトラップを指定することもできます。アラートが生成されたとき
に実行されるように、アラートにスクリプトを関連付けることができます。

• 通知の頻度
指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。ア
ラートに対してイベント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。イベン
トが確認されるまでイベント通知を再送する場合は、通知を再送する頻度を決める必要
があります。

• スクリプトを実行
アラートにスクリプトを関連付けることができます。スクリプトはアラートが生成され
ると実行されます。

パフォーマンス イベントのアラートの追加
パフォーマンス イベントのアラートは、Unified Managerで受信する他のイベントと同様に、
イベントごとに個別に設定することができます。また、すべてのパフォーマンス イベント
を同じように扱い、同じユーザにEメールを送信する場合は、重大または警告のパフォーマ
ンス イベントがトリガーされたときに通知する共通のアラートを作成することもできま
す。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

ここでは、レイテンシ、IOPS、およびMBpsのすべての重大イベントに対するアラートを作
成する例を示します。同じ方法ですべてのパフォーマンス カウンタからイベントを選択し
て、すべての警告イベントに対するアラートを作成することもできます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、[追加]をクリックします。
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3. [アラートの追加]ダイアログ ボックスで、[名前]をクリックし、アラートの名前と説明を
入力します。

4. [リソース]ページで、すべてのリソースの選択を解除します。
リソースを選択していないため、クラスタ、アグリゲート、ボリュームなど、何に対す
るイベントを受信したかに関係なく、すべてのリソースにアラートが適用されるように
なります。

5. [イベント]をクリックし、次の操作を実行します。

a. [イベントの重大度]リストで[重大]を選択します。

b. [イベント名に次の文字を含む]フィールドに「latency」と入力し、矢印をクリック
して一致するすべてのイベントを選択します。

c. [イベント名に次の文字を含む]フィールドに「iops」と入力し、矢印をクリックして
一致するすべてのイベントを選択します。

d. [イベント名に次の文字を含む]フィールドに「mbps」と入力し、矢印をクリックして
一致するすべてのイベントを選択します。

6. [操作]をクリックし、アラートEメールを受信するユーザの名前を[アラートを通知する
ユーザ]フィールドで選択します。

7. SNMPトラップの発行やスクリプトの実行など、このページの他のオプションを設定しま
す。

8. [保存]をクリックします。

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）
ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）

アラートのテスト
アラートをテストして、アラートが正しく設定されていることを確認できます。イベントが
トリガーされるとアラートが生成され、設定した受信者にアラートEメールが送信されます。
テスト アラートを使用して、通知が送信されるかどうか、およびスクリプトが実行される
かどうかを確認できます。

開始する前に

• 通知の設定（受信者のEメール アドレス、SMTPサーバ、SNMPトラップなど）を実行し
ておく必要があります。
Unified Managerサーバはこれらの設定を使用して、イベントが生成されたときにユーザ
に通知を送信します。

• スクリプトを割り当てて、アラートが生成されたときに実行するようにスクリプトを設
定しておく必要があります。

• 管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、テストするアラートを選択し、[テスト]をクリックしま
す。
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アラートの作成時に指定したEメール アドレスにテスト アラートEメールが送信されま
す。

関連タスク

アラートの追加（120ページ）
アラートの削除（127ページ）
イベント通知の設定（52ページ）
ユーザの追加（612ページ）

解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラートの有効化 / 無効
化

アラートを送信するように設定したすべてのイベントについて、イベントの状態（ 新規、
確認済み、解決済み、廃止）が変わるたびにアラート メッセージが送信されます。イベン
トが解決済み / 廃止状態に移行したときにアラートを受信したくない場合は、アラートを抑
制するようグローバルに設定できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

デフォルトでは、イベントが解決済み / 廃止状態に移行する際にアラートは送信されませ
ん。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、[解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラート]項目の
横にあるスライダ コントロールを使用して、次のいずれかの処理を行います。

目的 操作

イベントが解決済みまたは
廃止状態に移行したときの
アラートの送信を停止する

スライダを左に移動する

イベントが解決済みまたは
廃止状態に移行したときの
アラートの送信を開始する

スライダを右に移動する

ディザスタ リカバリのデスティネーション ボリュームのアラー
ト生成対象からの除外

ボリュームのアラートを設定するときは、[アラート]ダイアログ ボックスでボリュームまた
はボリューム グループを識別する文字列を指定できます。ただし、SVMのディザスタ リカ
バリを設定している場合は、ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの名前が
同じであるため、両方のボリュームについてアラートを受け取ることになります。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

ディザスタ リカバリのデスティネーション ボリュームに対するアラートを無効にするに
は、デスティネーションSVMの名前を含むボリュームを除外します。これは、ボリューム
イベントの識別子にSVM名とボリューム名の両方が「<svm_name>:/<volume_name>」の形式
で含まれていることを利用した方法です。
ここでは、プライマリSVM「vs1」にあるボリューム「vol1」に対するアラートを作成し、
SVM「vs1-dr」にある同じ名前のボリュームはアラート生成の対象から除外する例を示しま
す。
[アラートの追加]ダイアログ ボックスで、次の手順を実行します。

手順

1. [名前]をクリックし、アラートの名前と説明を入力します。

2. [リソース]をクリックし、[含める]タブを選択します。

a. ドロップダウン リストから[ボリューム]を選択して[名前に次の文字を含む]フィール
ドに「vol1」と入力し、名前に「vol1」を含むボリュームを表示します。

b. [使用可能なリソース]領域で[名前に次の文字を含むすべてのボリューム - vol1]を選
択し、[選択したリソース]領域に移動します。

3. [除外する]タブを選択し、[ボリューム]を選択して[名前に次の文字を含む]フィールドに
「vs1-dr」と入力し、[追加]をクリックします。
これにより、SVM「vs1-dr」にあるボリューム「vol1」がアラートの生成対象から除外さ
れます。

4. [イベント]をクリックし、ボリュームに適用するイベントを選択します。

5. [操作]をクリックし、アラートEメールを受信するユーザの名前を[アラートを通知する
ユーザ]フィールドで選択します。

6. SNMPトラップの発行やスクリプトの実行など、このページの他のオプションを設定し、
[保存]をクリックします。

アラートの表示
さまざまなイベントに対して作成されるアラートのリストを[設定/アラート生成]ページか
ら表示できます。また、アラートのプロパティを表示することもできます。このプロパティ
には、アラートの説明、通知方式と通知頻度、アラートをトリガーするイベント、アラート
のEメール受信者、影響を受けるリソース（例：クラスタ、アグリゲート、ボリューム）な
どがあります。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。
アラートのリストが[設定/アラート生成]ページに表示されます。

関連タスク

アラートの追加（120ページ）
アラートの削除（127ページ）
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ユーザの追加（612ページ）
解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラートの有効化 / 無効化（125ページ）

アラートの編集
関連付けられているリソース、イベント、受信者、通知オプション、通知頻度、関連付けら
れているスクリプトなど、アラートのプロパティを編集することができます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、編集するアラートを選択し、[編集]をクリックします。

3. [アラートの編集]ダイアログ ボックスで、名前、リソース、イベント、およびアクショ
ンのセクションを必要に応じて編集します。
アラートに関連付けられているスクリプトについては、変更と削除が可能です。

4. [保存]をクリックします。

関連概念

アラートとは（119ページ）

関連タスク

スクリプトの実行テスト（323ページ）
アラートのテスト（124ページ）
ユーザの追加（612ページ）

アラートの削除
不要になったアラートを削除できます。たとえば、特定のリソースがUnified Managerの監視
対象でなくなった場合、そのリソースについて作成されたアラートを削除できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [アラート生成]をクリックします。

2. [設定/アラート生成]ページで、削除するアラートを選択し、[削除]をクリックします。

3. [はい]をクリックして削除要求を確定します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
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アラートのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
イベントに関する通知を受け取るには、[アラートの追加]ダイアログ ボックスでアラートを
設定します。アラートのリストは、[設定/アラート生成]ページで確認できます。

[設定/アラート生成]ページ
[設定/アラート生成]ページには、アラートのリストおよびアラート名、ステータス、通知方
式、通知頻度に関する情報が表示されます。また、このページでアラートを追加、編集、削
除、有効化、無効化することもできます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• コマンド ボタン（128ページ）

• リスト ビュー（128ページ）

• 詳細領域（129ページ）

コマンド ボタン
追加

[アラートの追加]ダイアログ ボックスが表示されます。ここでは、新しいアラー
トを追加できます。

編集
[アラートの編集]ダイアログ ボックスが表示されます。ここでは、選択したア
ラートを編集できます。

削除
選択したアラートを削除します。

有効化
選択したアラートを有効にして通知を送信します。

無効化
通知の送信を一時的に停止する場合に、選択したアラートを無効にします。

テスト
選択したアラートをテストして、アラートの追加後または編集後にその設定を検
証します。

解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラートを有効化 / 無効化
イベントが解決済みまたは廃止状態に移行した場合のアラートの送信を有効また
は無効にすることができます。これにより、ユーザは不要な通知を受信せずに済
みます。

リスト ビュー
リスト ビューには、作成されたアラートに関する情報が表形式で表示されます。列のフィ
ルタを使用して、表示するデータをカスタマイズできます。アラートを選択して、そのア
ラートに関する詳しい情報を詳細領域に表示することもできます。
ステータス

アラートが有効（ ）か無効（ ）かを示します。
アラート

アラートの名前が表示されます。
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説明
アラートの説明が表示されます。

通知方式
アラート用に選択した通知方式が表示されます。EメールまたはSNMPトラップ
を使用してユーザに通知できます。

通知頻度
イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サー
バが通知を送信する頻度（分）を示します。

詳細領域
詳細領域には、選択したアラートに関する詳細情報が表示されます。
アラート名

アラートの名前が表示されます。
アラートの説明

アラートの説明が表示されます。
イベント

アラートをトリガーするイベントが表示されます。
リソース

アラートをトリガーするリソースが表示されます。
含める

アラートをトリガーするリソースのグループが表示されます。
除外する

アラートをトリガーしないリソースのグループが表示されます。
通知方式

アラートの通知方式が表示されます。
通知頻度

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サー
バがアラート通知を送信する頻度が表示されます。

スクリプト名
選択したアラートに関連付けられているスクリプトの名前が表示されます。この
スクリプトはアラートが生成された際に実行されます。

E メール受信者
アラート通知を受信するユーザのEメール アドレスが表示されます。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（68ページ）
イベント受信時の動作（50ページ）

関連タスク

アラートの追加（120ページ）
アラートのテスト（124ページ）
解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラートの有効化 / 無効化（125ページ）
アラートの編集（127ページ）
アラートの削除（127ページ）
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関連資料

イベントおよび重大度タイプのリスト（73ページ）

[アラートの追加]ダイアログ ボックス
アラートを作成すると、特定のイベントが生成されたときに通知されるため、問題に迅速に
対処し、環境に対する影響を最小限に抑えることができます。アラートは、単一のリソー
ス、一連のリソース、および特定の重大度タイプのイベントについて作成することができま
す。アラートの通知方式と通知頻度を指定することもできます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

名前
この領域では、アラートの名前と説明を指定できます。
アラート名

アラート名を指定できます。
アラートの説明

アラートの説明を指定できます。

リソース
この領域では、アラートをトリガーする対象のリソースを選択できます。リソースは個別に
選択できるほか、動的ルールに基づいてグループ化することも可能です。動的ルールは、指
定したテキスト文字列に基づいてリソースをフィルタします。ドロップダウン リストから
リソース タイプを選択してリソースを検索するか、正確なリソース名を指定して特定のリ
ソースを表示できます。
いずれかのストレージ オブジェクトの詳細ページからアラートを作成する場合は、スト
レージ オブジェクトが自動的にアラートに含まれます。
含める

アラートをトリガーする対象に含めるリソースを指定できます。テキスト文字列
を指定すると、その文字列に一致するリソースをグループ化し、そのグループを
アラートの対象として選択することができます。たとえば、「abc」という文字列
が名前に含まれるすべてのボリュームをグループ化できます。

除外する
アラートをトリガーする対象から除外するリソースを指定できます。たとえば、

「xyz」と指定して、この文字列が名前に含まれるすべてのボリュームを除外する
ことができます。
[除外する]タブは、「すべてのボリューム」や「名前に次の文字を含むすべてのボ
リューム 'xyz'」のように、特定のリソース タイプのすべてのリソースを選択した
場合にのみ表示されます。
あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、
除外するルールが優先され、イベントについてはアラートが生成されません。

イベント
この領域では、アラートを作成するイベントを選択できます。特定の重大度に基づくイベン
トまたは一連のイベントに対してアラートを作成できます。
複数のイベントを選択するには、Ctrlキーを押しながら選択します。
イベントの重大度

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、
または「警告」のいずれかになります。

130 |



イベント名に次の文字を含む
指定した文字が名前に含まれるイベントを選択できます。

操作
この領域では、アラートがトリガーされた場合に通知するユーザを指定できます。通知方式
と通知頻度を指定することもできます。
アラートを通知するユーザ

通知を受信するユーザのEメール アドレスまたはユーザ名を指定できます。
該当するユーザのEメール アドレスを変更し、その後アラートを編集するために
開くと、[名前]フィールドは空欄になります。これは、Eメールが変更されたこと
でユーザとのマッピングが無効になったためです。また、選択したユーザのEメー
ル アドレスを[管理/ユーザ]ページで変更した場合、変更後のEメール アドレスは
反映されません。

通知頻度
イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サー
バが通知を送信する頻度を指定できます。
次のいずれかの通知方式を選択できます。

• 1回だけ通知する。

• 指定の頻度で通知する。

• 指定の期間に指定の頻度で通知する。

SNMP トラップを発行
このチェック ボックスをオンにすると、グローバルに設定されたSNMPホストに
SNMPトラップを送信するかどうかを指定できます。

スクリプトを実行
アラートにカスタム スクリプトを追加できます。このスクリプトはアラートが生
成された際に実行されます。

コマンド ボタン
保存

アラートを作成してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

アラートの追加（120ページ）

[アラートの編集]ダイアログ ボックス
関連付けられているリソース、イベント、スクリプト、通知オプションなど、アラートのプ
ロパティを編集することができます。

名前
この領域では、アラートの名前と説明を編集できます。
アラート名

アラート名を編集できます。
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アラートの説明
アラートの説明を指定できます。

アラートの状態
アラートを有効または無効にできます。

リソース
この領域では、アラートをトリガーする対象のリソースを選択できます。リソースは個別に
選択できるほか、動的ルールに基づいてグループ化することも可能です。ドロップダウン
リストからリソース タイプを選択してリソースを検索するか、正確なリソース名を指定し
て特定のリソースを表示できます。
含める

アラートをトリガーする対象に含めるリソースを指定できます。テキスト文字列
を指定すると、その文字列に一致するリソースをグループ化し、そのグループを
アラートの対象として選択することができます。たとえば、「vol0」と指定して、
この文字列が名前に含まれるすべてのボリュームをグループ化することができま
す。

除外する
アラートをトリガーする対象から除外するリソースを指定できます。たとえば、

「xyz」と指定して、この文字列が名前に含まれるすべてのボリュームを除外する
ことができます。
注：[除外する]タブは、「<<すべてのボリューム>>」や「<<名前に次の文字を含
むすべてのボリューム 'xyz'>>」のように、特定のリソース タイプのすべてのリ
ソースを選択した場合にのみ表示されます。

イベント
この領域では、アラートをトリガーするイベントを選択できます。アラートは特定の重大度
のイベントに対してトリガーするか、一連のイベントを指定してトリガーできます。
イベントの重大度

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、
または「警告」のいずれかになります。

イベント名に次の文字を含む
名前に指定した文字を含むイベントを選択できます。

操作
この領域では、通知方式と通知頻度を指定できます。
アラートを通知するユーザ

通知の受信者のEメール アドレスまたはユーザ名を編集できます。新しいEメー
ル アドレスまたはユーザ名を指定することもできます。

通知頻度
管理サーバからの通知の送信頻度を編集できます。イベントが確認されるか、解
決されるか、廃止状態になるまで、この頻度で通知が送信されます。
次のいずれかの通知方式を選択できます。

• 1回だけ通知する。

• 指定の頻度で通知する。

• 指定の期間に指定の頻度で通知する。
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SNMP トラップを発行
グローバル設定のSNMPホストにSNMPトラップを送信するかどうかを指定でき
ます。

スクリプトを実行
アラートにスクリプトを関連付けることができます。このスクリプトはアラート
が生成された際に実行されます。

コマンド ボタン
保存

変更内容を保存してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

アラートの編集（127ページ）
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健全性しきい値の管理
すべてのアグリゲート、ボリューム、およびqtreeに適用されるグローバル健全性しきい値を
設定して、健全性しきい値の違反を追跡することができます。

ストレージ容量の健全性しきい値とは
ストレージ容量の健全性しきい値は、ストレージ オブジェクトに関する容量の問題を報告
するためにUnified Managerサーバがイベントを生成するポイントです。そのようなイベン
トが発生するたびに通知を送信するようにアラートを設定できます。
すべてのアグリゲート、ボリューム、およびqtreeのストレージ容量の健全性しきい値がデ
フォルト値に設定されます。必要に応じて、オブジェクトまたはオブジェクトのグループに
対するそれらの設定を変更できます。

グローバル健全性しきい値の設定
アグリゲート、ボリューム、およびqtreeのサイズを効果的に監視できるように、容量、増加
率、Snapshotリザーブ、クォータ、およびinodeについて、グローバル健全性しきい値の条件
を設定することができます。また、遅延しきい値を超えた場合にイベントを生成する設定を
編集することもできます。

タスク概要

グローバル健全性しきい値の設定は、アグリゲートやボリュームなど、関連付けられている
すべてのオブジェクトに適用されます。しきい値を超えるとイベントが生成され、アラート
が設定されている場合はアラート通知も送信されます。しきい値はデフォルトで推奨値に
設定されていますが、それらの値を変更することでイベントが生成される間隔をニーズに合
わせて調整することができます。しきい値を変更した場合、次回の監視サイクルから反映さ
れ、その値に基づいてイベントが生成または廃止されます。
グローバル健全性しきい値の設定には、[設定/健全性しきい値]ページからアクセスできま
す。また、個々のオブジェクトのインベントリ ページまたは詳細ページから、そのオブジェ
クトのしきい値の設定を変更することもできます。

操作

• アグリゲートのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）
すべてのアグリゲートに対する容量、増加率、およびSnapshotコピーの健全性しきい値を
設定して、しきい値の違反を追跡することができます。

• ボリュームのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）
すべてのボリュームに対する容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、ボリューム増加率、
オーバーライト リザーブ スペース、およびinodeの健全性しきい値の設定を編集して、し
きい値の違反を追跡することができます。

• qtreeのグローバル健全性しきい値の設定（136ページ）
すべてのqtreeに対する容量の健全性しきい値の設定を編集して、しきい値の違反を追跡
することができます。

• 管理対象外の保護関係の遅延健全性しきい値の編集（137ページ）
警告やエラーの遅延時間の割合を増やしたり減らしたりすることで、イベントが生成さ
れる間隔をニーズに合わせて調整することができます。
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アグリゲートのグローバル健全性しきい値の設定
すべてのアグリゲートに対するグローバル健全性しきい値を設定して、しきい値の違反を追
跡することができます。しきい値の違反が発生すると該当するイベントが生成されるため、
それらのイベントに基づいて予防策を講じることが可能です。監視対象のすべてのアグリ
ゲートに適用されるしきい値について、ベストプラクティスの設定に基づいてグローバルな
値を設定することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

オプションをグローバル レベルで設定すると、オブジェクトのデフォルト値が変更されま
す。ただし、オブジェクト レベルでデフォルト値が変更されている場合、グローバルな値
は変更されません。
しきい値のオプションは、効果的に監視できるようにデフォルトで値が設定されています。
ただし、それぞれの環境の要件に合わせて値を変更することができます。
アグリゲートに配置されているボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボ
リューム サイズではなく、自動拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、アグ
リゲートの容量のしきい値を超えているかどうかが判定されます。
注：ノードのルート アグリゲートには健全性しきい値の値は適用されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [健全性しきい値]をクリックします。

2. [設定/健全性しきい値]ページで、[アグリゲート]をクリックします。

3. 容量、増加率、およびSnapshotコピーのしきい値を必要に応じて設定します。

4. [保存]をクリックします。

関連概念

ノードのルート アグリゲートのイベントとしきい値の概要（220ページ）

関連タスク

個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）
ユーザの追加（612ページ）

ボリュームのグローバル健全性しきい値の設定
すべてのボリュームに対するグローバル健全性しきい値を設定して、しきい値の違反を追跡
することができます。健全性しきい値の違反が発生すると該当するイベントが生成される
ため、それらのイベントに基づいて予防策を講じることが可能です。監視対象のすべてのボ
リュームに適用されるしきい値について、ベストプラクティスの設定に基づいてグローバル
な値を設定することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

ほとんどのしきい値のオプションは、効果的に監視できるようにデフォルトで値が設定され
ています。ただし、それぞれの環境の要件に合わせて値を変更することができます。
ボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズではなく、自動
拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、容量のしきい値を超えているかどう
かが判定されることに注意してください。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [設定] > [健全性しきい値]をクリックします。

2. [設定/健全性しきい値]ページで、[ボリューム]をクリックします。

3. 容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、ボリューム増加率、およびinodeのしきい値を必
要に応じて設定します。

4. [保存]をクリックします。

関連タスク

個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）
ユーザの追加（612ページ）

qtreeのグローバル健全性しきい値の設定
すべてのqtreeに対するグローバル健全性しきい値を設定して、しきい値の違反を追跡するこ
とができます。健全性しきい値の違反が発生すると該当するイベントが生成されるため、そ
れらのイベントに基づいて予防策を講じることが可能です。監視対象のすべてのqtreeに適
用されるしきい値について、ベストプラクティスの設定に基づいてグローバルな値を設定す
ることができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

しきい値のオプションは、効果的に監視できるようにデフォルトで値が設定されています。
ただし、それぞれの環境の要件に合わせて値を変更することができます。
qtreeについてのイベントが生成されるのは、qtreeに対してqtreeクォータまたはデフォルト
クォータが設定されている場合だけです。ユーザ クォータまたはグループ クォータで定義
されているスペースがしきい値を超えてもイベントは生成されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [健全性しきい値]をクリックします。

2. [設定/健全性しきい値]ページで、[qtree]をクリックします。

3. 容量のしきい値を必要に応じて設定します。

4. [保存]をクリックします。

関連タスク

個々のqtreeの健全性しきい値の設定の編集（139ページ）
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管理対象外の保護関係の遅延しきい値の設定
管理対象外の保護関係に対する遅延健全性しきい値（警告およびエラー）のグローバルなデ
フォルト設定を編集することで、イベントが生成される間隔をニーズに合わせて調整するこ
とができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

遅延時間は定義されている転送スケジュールの間隔よりも短い必要があります。たとえば、
転送スケジュールが1時間ごとの場合、遅延時間は1時間未満でなければなりません。遅延し
きい値では、遅延時間が超えてはならない割合を指定します。たとえば、上記の1時間の例
で遅延しきい値が150%と定義されている場合、遅延時間が1.5時間を超えるとイベントが生
成されます。
このタスクで説明する設定は、管理対象外のすべての保護関係にグローバルに適用されま
す。管理対象外のいずれかの保護関係に対して、設定を個別に指定して適用することはでき
ません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [健全性しきい値]をクリックします。

2. [設定/健全性しきい値]ページで、[関係]をクリックします。

3. 警告またはエラーの遅延時間を増減して、デフォルトのグローバル設定を変更します。

4. 遅延しきい値からの警告またはエラー イベントのトリガーを無効にするには、[有効]の
横にあるチェック ボックスをオフにします。

5. [保存]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集
1つ以上のアグリゲートの容量、増加率、およびSnapshotコピーについての健全性しきい値の
設定を編集することができます。しきい値を超えると、アラートが生成されて通知が送信さ
れます。これらの通知は、生成されたイベントに基づいて予防策を講じるのに役立ちます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

しきい値の値を変更すると、次回の監視サイクルから、その値に基づいてイベントが生成ま
たは廃止されます。
アグリゲートに配置されているボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボ
リューム サイズではなく、自動拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、アグ
リゲートの容量のしきい値を超えているかどうかが判定されます。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのアグリゲート]ビューで、アグリゲートを1つ以上選択し、[しきい値の
編集]をクリックします。

3. [アグリゲートしきい値の編集]ダイアログ ボックスで、該当するチェック ボックスを選
択して値を変更し、容量、増加率、またはSnapshotコピーについてのしきい値の設定を編
集します。

4. [保存]をクリックします。

関連概念

ノードのルート アグリゲートのイベントとしきい値の概要（220ページ）

関連タスク

アグリゲートのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）
ユーザの追加（612ページ）

個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集
1つ以上のボリュームの容量、増加率、クォータ、およびスペース リザベーションについて
の健全性しきい値の設定を編集することができます。しきい値を超えると、アラートが生成
されて通知が送信されます。これらの通知は、生成されたイベントに基づいて予防策を講じ
るのに役立ちます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

しきい値の値を変更すると、次回の監視サイクルから、その値に基づいてイベントが生成ま
たは廃止されます。
ボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズではなく、自動
拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、容量のしきい値を超えているかどう
かが判定されることに注意してください。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、ボリュームを1つ以上選択し、[しきい値の編集]
をクリックします。

3. [ボリュームしきい値の編集]ダイアログ ボックスで、該当するチェック ボックスを選択
して値を変更し、容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、増加率、またはinodeについて
のしきい値の設定を編集します。

4. [保存]をクリックします。

関連タスク

ボリュームのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）
ユーザの追加（612ページ）
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個々のqtreeの健全性しきい値の設定の編集
1つ以上のqtreeの容量についての健全性しきい値の設定を編集することができます。しきい
値を超えると、アラートが生成されて通知が送信されます。これらの通知は、生成されたイ
ベントに基づいて予防策を講じるのに役立ちます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

しきい値の値を変更すると、次回の監視サイクルから、その値に基づいてイベントが生成ま
たは廃止されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [qtree]をクリックします。

2. [容量 / すべての qtree]ビューで、qtreeを1つ以上選択し、[しきい値の編集]をクリックし
ます。

3. [qtreeしきい値の編集]ダイアログ ボックスで、選択したqtreeの容量のしきい値を変更し、
[保存]をクリックします。
注：[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページの[qtree]タブで個々のqtreeしきい値を
設定することもできます。

関連タスク

qtreeのグローバル健全性しきい値の設定（136ページ）

健全性しきい値のページの説明
該当する[設定/健全性しきい値]ページで、アグリゲートとボリュームのグローバル健全性し
きい値を設定できます。また、管理対象外の保護関係について、遅延警告しきい値と遅延エ
ラーしきい値のグローバルな値を設定できます。

アグリゲートの[設定/健全性しきい値]ページ
アグリゲートの[設定/健全性しきい値]ページを使用すると、監視対象のアグリゲートのグ
ローバル健全性しきい値を設定できます。オプションをグローバル レベルで設定すると、
すべてのオブジェクトのデフォルト値が変更されます。ただし、オブジェクト レベルでデ
フォルト値が変更されている場合、グローバルな値は変更されません。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
しきい値を超えると、イベントが生成されます。生成されたイベントに対して対処方法を実
行できます。
ノードのルート アグリゲートにはしきい値の値は適用されません。
容量、アグリゲートの増加率、およびアグリゲートのSnapshotコピーについてアグリゲート
の健全性しきい値を設定できます。

• 容量（140ページ）

• 増加率（140ページ）
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• Snapshotコピー（141ページ）

[容量]領域
[容量]領域では、アグリゲートの容量に関する次のしきい値条件を設定できます。アグリ
ゲートに配置されているボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム
サイズではなく、自動拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、アグリゲート
の容量のしきい値を超えているかどうかが判定されることに注意してください。
スペースがほぼフル

アグリゲートがほぼフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：80%

管理サーバでイベントが生成されるように、このしきい値の値は「アグリゲー
トがフル」のしきい値の値よりも小さくする必要があります。

• 生成されるイベント：アグリゲート スペースがほぼフル

• イベントの重大度：警告

スペースがフル
アグリゲートがフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：アグリゲートがフル

• イベントの重大度：エラー

ほぼオーバーコミット
アグリゲートがほぼオーバーコミットされているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：95%

管理サーバでイベントが生成されるためには、このしきい値の値を「アグリ
ゲートがオーバーコミット」のしきい値の値よりも小さくする必要がありま
す。

• 生成されるイベント：アグリゲートがほぼオーバーコミット

• イベントの重大度：警告

オーバーコミット
アグリゲートがオーバーコミットされているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：100%

• 生成されるイベント：アグリゲートがオーバーコミット

• イベントの重大度：エラー

フルまでの日数
アグリゲートの容量がフルに達するまでの残り日数を示します。

• デフォルト値：7

• 生成されるイベント：アグリゲートのフルまでの日数

• イベントの重大度：エラー

[増加]領域
[増加]領域では、アグリゲートの増加率に関する次のしきい値条件を設定できます。
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増加率
アグリゲートの増加率が正常であるとみなす割合を示します。このしきい値を超
えると、「アグリゲートの増加率 - 異常」イベントが生成されます。

• デフォルト値：1%

• 生成されるイベント：アグリゲートの増加率 - 異常

• イベントの重大度：警告

増加率係数
アグリゲートの増加率の標準偏差に適用される係数を示します。増加率が係数適
用後の標準偏差を超えると、「アグリゲートの増加率 - 異常」イベントが生成され
ます。
アグリゲートが増加率の変化による影響を受けやすい場合は、増加率係数の値を
小さくします。増加率係数の範囲は1～5です。

• デフォルト値：2

注：グローバルしきい値レベルでアグリゲートの増加率係数を変更した場合、グ
ローバルしきい値レベルのボリュームの増加率係数にも変更が適用されます。

[Snapshot コピー]領域
[Snapshot コピー]領域では、Snapshotリザーブに関する次のしきい値条件を設定できます。
Snapshot リザーブがフル

アグリゲートのSnapshotコピー用にリザーブされたスペースがすべて使用されて
いるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：アグリゲートの Snapshot リザーブがフル

• イベントの重大度：警告

関連概念

ノードのルート アグリゲートのイベントとしきい値の概要（220ページ）

関連タスク

アグリゲートのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）
個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）

ボリュームの[設定/健全性しきい値]ページ
ボリュームの[設定/健全性しきい値]ページを使用すると、監視対象のボリュームのグローバ
ル健全性しきい値を設定できます。個々のボリュームに対して、またはすべてのボリューム
に対してグローバルにしきい値を設定できます。オプションをグローバル レベルで設定す
ると、すべてのオブジェクトのデフォルト値が変更されます。ただし、オブジェクト レベ
ルでデフォルト値が変更されている場合、グローバルな値は変更されません。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
しきい値を超えると、イベントが生成されます。生成されたイベントに対して対処方法を実
行できます。
容量、ボリュームのSnapshotコピー、qtreeクォータ、ボリュームの増加率、およびinodeにつ
いてしきい値を設定できます。
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• [容量領域]（142ページ）

• [Snapshot コピー]領域（142ページ）

• [qtree クォータ]領域（143ページ）

• [増加]領域（143ページ）

• [inode]領域（144ページ）

[容量]領域
[容量]領域では、ボリュームの容量に関する次のしきい値条件を設定できます。ボリューム
で自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズではなく、自動拡張で設定
された最大ボリューム サイズに基づいて、容量のしきい値を超えているかどうかが判定さ
れることに注意してください。
スペースがほぼフル

ボリュームがほぼフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：80%

管理サーバでイベントが生成されるように、このしきい値の値は「ボリューム
がフル」のしきい値の値よりも小さくする必要があります。

• 生成されるイベント：ボリュームがほぼフル

• イベントの重大度：警告

スペースがフル
ボリュームがフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：ボリュームがフル

• イベントの重大度：エラー

フルまでの日数
ボリュームの容量がフルに達するまでの残り日数を示します。

• デフォルト値：7

• 生成されるイベント：ボリュームのフルまでの日数

• イベントの重大度：エラー

[Snapshot コピー]領域
[Snapshot コピー]領域では、ボリューム内のSnapshotコピーに関する次のしきい値条件を設
定できます。
Snapshot リザーブがフル

Snapshotコピー用にリザーブされたスペースがフルであるとみなす割合を示しま
す。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：ボリュームの Snapshot リザーブがフル

• イベントの重大度：エラー
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フルまでの日数
Snapshotコピー用にリザーブされたスペースがフルに達するまでの残り日数を示
します。

• デフォルト値：7

• 生成されるイベント：ボリュームの Snapshot リザーブのフルまでの日数

• イベントの重大度：エラー

数
ボリュームのSnapshotコピーが多すぎるとみなす数を示します。

• デフォルト値：250

• 生成されるイベント：Snapshot コピー数の上限を超過

• イベントの重大度：エラー

[qtree クォータ]領域
[qtree クォータ]領域では、ボリュームのクォータに関する次のしきい値条件を設定できま
す。
ほぼオーバーコミット

ボリュームのqtreeクォータがほぼオーバーコミットされているとみなす割合を示
します。

• デフォルト値：95%

• 生成されるイベント：ボリュームの qtree クォータがほぼオーバーコミット

• イベントの重大度：警告

オーバーコミット
ボリュームのqtreeクォータがオーバーコミットされているとみなす割合を示しま
す。

• デフォルト値：100%

• 生成されるイベント：ボリュームの qtree クォータがオーバーコミット

• イベントの重大度：エラー

[増加]領域
[増加]領域では、ボリュームの増加率に関する次のしきい値条件を設定できます。
増加率

ボリュームの増加率が正常であるとみなす割合を示します。このしきい値を超え
ると、「ボリュームの増加率 - 異常」イベントが生成されます。

• デフォルト値：1%

• 生成されるイベント：ボリュームの増加率 - 異常

• イベントの重大度：警告

増加率係数
ボリュームの増加率の標準偏差に適用される係数を示します。増加率が係数適用
後の標準偏差を超えると、「ボリュームの増加率 - 異常」イベントが生成されま
す。
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ボリュームが増加率の変化による影響を受けやすい場合は、増加率係数の値を小
さくします。増加率係数の範囲は1～5です。

• デフォルト値：2

注：グローバルしきい値レベルでボリュームの増加率係数を変更した場合、グ
ローバルしきい値レベルのアグリゲートの増加率係数にも変更が適用されま
す。

[inode]領域
[inode]領域では、inodeに関する次のしきい値条件を設定できます。
ほぼフル

ボリュームのinodeがほぼ使用されているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：80%

• 生成されるイベント：inode がほぼフル

• イベントの重大度：警告

フル
ボリュームのinodeがすべて使用されているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：inode がフル

• イベントの重大度：エラー

関連タスク

ボリュームのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）
個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）

[管理対象外の関係の遅延しきい値]ページ
[管理対象外の関係の遅延しきい値]ページでは、管理対象外の保護関係にグローバルな遅延
警告しきい値と遅延エラーしきい値を設定できます。これにより、遅延やしきい値エラーが
発生した場合に、通知を受けて対処することができます。この設定に対する変更は、次にス
ケジュールされている更新で適用されます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
しきい値を超えると、イベントが生成されます。生成されたイベントに対して対処方法を実
行できます。管理対象外の関係に対する遅延しきい値の設定は、デフォルトで有効になりま
す。
遅延しきい値では、遅延時間が超えてはならない割合を指定します。たとえば、1時間の例
で遅延しきい値が150%と定義されている場合、遅延時間が1.5時間を超えるとイベントが生
成されます。

[管理対象外の関係の遅延しきい値]領域
[遅延]領域では、管理対象外の関係に対して次の条件の遅延しきい値を設定できます。
警告

遅延時間が遅延警告しきい値に達した、あるいは超えたとみなす割合を指定しま
す。

• デフォルト値：150%
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• 生成されるイベント：SnapMirror関係の遅延警告またはSnapVault関係の遅延警
告

• イベントの重大度：警告

エラー
遅延時間が遅延エラーしきい値に達した、あるいは超えたとみなす割合を指定し
ます。

• デフォルト値：250%

• 生成されるイベント：SnapMirror関係の遅延エラーまたはSnapVault関係の遅延
エラー

• イベントの重大度：エラー

また、[有効]の横にあるチェック ボックスをオフにすると、遅延しきい値からの警告または
エラー イベントのトリガーを無効にすることができます。

関連タスク

管理対象外の保護関係の遅延しきい値の設定（137ページ）
個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）

qtreeの[設定/健全性しきい値]ページ
qtreeの[設定/健全性しきい値]ページを使用すると、監視対象のqtreeのグローバル容量しきい
値を設定できます。qtreeについてのイベントが生成されるのは、qtreeに対してqtreeクォータ
またはデフォルト クォータが設定されている場合だけです。ユーザ クォータまたはグルー
プ クォータで定義されているスペースがしきい値を超えてもイベントは生成されません。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
しきい値を超えると、イベントが生成されます。生成されたイベントに対して対処方法を実
行できます。

[容量]領域
[容量]領域では、qtreeの容量に関する次のしきい値条件を設定できます。
スペースがほぼフル

qtreeがほぼフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：80%

このしきい値の値は「qtreeがフル」のしきい値の値よりも小さくする必要があ
ります。

• 生成されるイベント：qtreeがほぼフル

• イベントの重大度：警告

スペースがフル
qtreeがフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント: qtreeがフル

• イベントの重大度：エラー
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関連タスク

qtreeのグローバル健全性しきい値の設定（136ページ）
個々のqtreeの健全性しきい値の設定の編集（139ページ）

[アグリゲートしきい値の編集]ダイアログ ボックス
アグリゲートの容量に関するイベントが生成されたときに通知を送信するようにアラート
を設定し、イベントに対処することができます。たとえば、「Aggregate Full」しきい値を指
定して、指定した期間が経過しても状態が続く場合に通知を送信するようにアラートを設定
できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
[アグリゲートしきい値の編集]ダイアログ ボックスでは、選択したアグリゲートに適用され
るアグリゲートレベルのしきい値を設定できます。アグリゲートレベルのしきい値を設定
すると、それらの値がグローバルレベルのしきい値よりも優先されます。アグリゲートレベ
ルでは、容量、増加率、およびSnapshotコピーについてのしきい値を設定できます。これら
が設定されていない場合は、グローバルしきい値の値が適用されます。
注：ノードのルート アグリゲートにはしきい値の値は適用されません。

• 容量（146ページ）

• 増加（146ページ）

• Snapshot コピー（147ページ）

• コマンド ボタン（147ページ）

[容量]領域
[容量]領域では、アグリゲートの容量について、次のしきい値条件を設定できます。
スペースがほぼフル

アグリゲートがほぼフルであるとみなす割合を示します。指定したしきい値の値
に対応するアグリゲートのサイズも表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

スペースがフル
アグリゲートがフルであるとみなす割合を示します。指定したしきい値の値に対
応するアグリゲートのサイズも表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

ほぼオーバーコミット
アグリゲートがほぼオーバーコミットされているとみなす割合を示します。

オーバーコミット
アグリゲートがオーバーコミットされているとみなす割合を示します。

フルまでの日数
アグリゲートの容量がフルに達するまでの残り日数を示します。

[増加]領域
[増加]領域では、アグリゲートの増加率について、次のしきい値条件を設定できます。
増加率

アグリゲートの増加率が正常であるとみなす割合を示します。このしきい値を超
えると、「アグリゲートの増加率 - 異常」イベントが生成されます。
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増加率係数
アグリゲートの増加率の標準偏差に適用される係数を示します。増加率が係数適
用後の標準偏差を超えると、「アグリゲートの増加率 - 異常」イベントが生成され
ます。
アグリゲートが増加率の変化による影響を受けやすい場合は、増加率係数の値を
小さくします。
注：グローバルしきい値レベルでアグリゲートの増加率係数を変更した場合、グ
ローバルしきい値レベルのボリュームの増加率係数にも変更が適用されます。

[Snapshot コピー]領域
[Snapshot コピー]領域では、Snapshotリザーブについて、次のしきい値条件を設定できます。
Snapshot リザーブがフル

アグリゲートのSnapshotコピー用にリザーブされたスペースがすべて使用されて
いるとみなす割合を示します。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

コマンド ボタン
選択したアグリゲートについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
デフォルトに戻す

アグリゲートレベルのしきい値の値をグローバルな値に戻すことができます。
保存

すべてのしきい値の設定を保存します。
保存して閉じる

すべてのしきい値の設定を保存してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

しきい値の設定に対する変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。

関連概念

ノードのルート アグリゲートのイベントとしきい値の概要（220ページ）

関連タスク

個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）
アグリゲートのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）

[ボリュームしきい値の編集]ダイアログ ボックス
ボリュームの容量に関するイベントが生成されたときに通知を送信するようにアラートを
設定し、イベントに対処することができます。たとえば、「ボリュームがフル」しきい値を
指定して、指定した期間が経過してもしきい値を超えた状態が続く場合に通知を送信するよ
うにアラートを設定できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
[ボリュームしきい値の編集]ダイアログ ボックスでは、選択したボリュームに適用されるボ
リュームレベルのしきい値を設定できます。ボリュームレベルでしきい値を設定すると、そ
れらの値がグループレベルのしきい値やグローバルレベルのしきい値よりも優先されます。
ボリュームレベルでは、容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、増加率、およびinodeについ
てのしきい値を設定できます。ボリュームしきい値タイプのグループ操作が設定されてい
る場合、ボリュームレベルで設定されていない項目にはグループ操作のしきい値の値が使用
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されます。ボリュームしきい値タイプのグループ操作が設定されていない場合は、[ボ
リュームしきい値の編集]ダイアログ ボックスで設定されていない項目にグローバルなしき
い値の値が使用されます。

• 容量（148ページ）

• Snapshotコピー（148ページ）

• qtreeクォータ（148ページ）

• 増加率（149ページ）

• inode（149ページ）

• コマンド ボタン（149ページ）

[容量]領域
[容量]領域では、ボリュームの容量について、次のしきい値条件を設定できます。
スペースがほぼフル

ボリュームがほぼフルであるとみなす割合を示します。指定したしきい値の値に
対応するボリュームのサイズも表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

スペースがフル
ボリュームがフルであるとみなす割合を示します。指定したしきい値の値に対応
するボリュームのサイズも表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

フルまでの日数
ボリュームの容量がフルに達するまでの残り日数を示します。

Snapshot コピー
[Snapshot コピー]領域では、ボリューム内のSnapshotコピーについて、次のしきい値条件を
設定できます。
Snapshot リザーブがフル

Snapshotコピー用にリザーブされたスペースがフルであるとみなす割合を示しま
す。

フルまでの日数
Snapshotコピー用にリザーブされたスペースがフルに達するまでの残り日数を示
します。

数
ボリュームのSnapshotコピーが多すぎるとみなす数を示します。

[qtree クォータ]領域
[qtree クォータ]領域では、選択したボリュームのqtreeクォータについて、次のしきい値条件
を設定できます。
ほぼオーバーコミット

ボリュームのqtreeクォータがほぼオーバーコミットされているとみなす割合を示
します。
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オーバーコミット
ボリュームのqtreeクォータがオーバーコミットされているとみなす割合を示しま
す。

[増加]領域
[増加]領域では、ボリュームの増加率について、次のしきい値条件を設定できます。
増加率

ボリュームの増加率が正常であるとみなす割合を示します。このしきい値を超え
ると、「ボリュームの増加率 - 異常」イベントが生成されます。

増加率係数
ボリュームの増加率の標準偏差に適用される係数を示します。増加率が係数適用
後の標準偏差を超えると、「ボリュームの増加率 - 異常」イベントが生成されま
す。
ボリュームが増加率の変化による影響を受けやすい場合は、増加率係数の値を小
さくします。
注：グローバルしきい値レベルでボリュームの増加率係数を変更した場合、グ
ローバルしきい値レベルのアグリゲートの増加率係数にも変更が適用されま
す。

[inode]領域
[inode]領域では、inodeについて、次のしきい値条件を設定できます。
ほぼフル

ボリュームのinodeがほぼ使用されているとみなす割合を示します。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

フル
ボリュームのinodeがすべて使用されているとみなす割合を示します。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

コマンド ボタン
選択したボリュームについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
デフォルトに戻す

しきい値を次のいずれかの値に戻すことができます。

• グループの値：ボリュームがグループに属しており、そのグループでボリュー
ムしきい値タイプのアクションが設定されている場合。

• グローバルな値：ボリュームがいずれのグループにも属していないか、属して
いるグループでボリュームしきい値タイプのアクションが設定されていない
場合。

保存
すべてのしきい値の設定を保存します。

保存して閉じる
すべてのしきい値の設定を保存してダイアログ ボックスを閉じます。

キャンセル
しきい値の設定に対する変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。
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関連タスク

個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）
ボリュームのグローバル健全性しきい値の設定（135ページ）

[qtreeしきい値の編集]ダイアログ ボックス
qtreeの容量に関するイベントが生成されたときに通知を送信するようにアラートを設定し、
イベントに対処することができます。たとえば、「qtree がフル」しきい値を指定して、指定
した期間が経過しても状態が続く場合に通知を送信するようにアラートを設定できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
[qtreeしきい値の編集]ダイアログ ボックスでは、選択したqtreeに適用されるqtreeレベルのし
きい値を設定できます。qtreeレベルでしきい値を設定すると、それらの値がグループレベル
のしきい値やグローバルレベルのしきい値よりも優先されます。
qtreeレベルでは、容量についてのしきい値を設定できます。qtreeしきい値タイプのグループ
操作が設定されている場合、qtreeレベルで設定されていない項目にはグループ操作のしきい
値の値が使用されます。qtreeしきい値タイプのグループ操作が設定されていない場合は、
[qtreeしきい値の編集]ダイアログ ボックスで設定されていない項目にグローバルなしきい
値の値が使用されます。

[容量]領域
[容量]領域では、qtreeの容量について、次のしきい値条件を設定できます。
スペースがほぼフル

qtreeがほぼフルであるとみなす割合を示します。指定したしきい値の値に対応す
るqtreeのサイズも表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

スペースがフル
qtreeがフルであるとみなす割合を示します。指定したしきい値の値に対応する
qtreeのサイズも表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

コマンド ボタン
選択したqtreeについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
デフォルトに戻す

しきい値を次のいずれかの値に戻すことができます。

• グループの値：qtreeがグループに属しており、そのグループでqtreeしきい値タ
イプのアクションが設定されている場合。

• グローバルな値：qtreeがいずれのグループにも属していないか、属しているグ
ループでqtreeしきい値タイプのアクションが設定されていない場合。

保存
すべてのしきい値の設定を保存します。

保存して閉じる
すべてのしきい値の設定を保存してダイアログ ボックスを閉じます。

キャンセル
しきい値の設定に対する変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。
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関連タスク

個々のqtreeの健全性しきい値の設定の編集（139ページ）
qtreeのグローバル健全性しきい値の設定（136ページ）
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ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理
パフォーマンスしきい値ポリシーを使用して、Unified Managerがイベントを生成し、ワーク
ロード パフォーマンスに影響している可能性のある問題についてシステム管理者に通知す
るレベルを決定できます。このようなしきい値ポリシーは、ユーザ定義のパフォーマンスし
きい値と呼ばれます。
このリリースでは、ユーザ定義、システム定義、動的の各パフォーマンスしきい値がサポー
トされます。動的およびシステム定義のパフォーマンスしきい値の場合、Unified Managerが
ワークロードのアクティビティを分析して、適切なしきい値を決定します。ユーザ定義のし
きい値の場合、多くのパフォーマンス カウンタおよびストレージ オブジェクトに対してパ
フォーマンスの上限を定義できます。
注：システム定義のパフォーマンスしきい値と動的なパフォーマンスしきい値はUnified
Managerによって設定され、ユーザが設定することはできません。システム定義のパ
フォーマンスしきい値ポリシーから不要なイベントが送られてくる場合は、[設定/イベン
トの管理]ページで個々のポリシーを無効にすることができます。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの仕組み
ストレージ オブジェクト（アグリゲートとボリュームなど）に対してパフォーマンスしき
い値ポリシーを設定して、クラスタでパフォーマンスの問題が発生していることを通知する
イベントをストレージ管理者に送信できるようにします。
ストレージ オブジェクトのパフォーマンスしきい値ポリシーを作成する手順は次のとおり
です。
• ストレージ オブジェクトを選択する
• オブジェクトに関連付けられているパフォーマンス カウンタを選択する
• 警告および重大な状況とみなされるパフォーマンス カウンタの上限値を指定する
• カウンタが上限値を超える必要がある期間を指定する
たとえば、ボリュームのIOPSが10分間連続して1秒あたり750件の処理数を超えるたびに重大
イベントの通知を受け取るように、ボリュームに対してパフォーマンスしきい値ポリシーを
設定できます。同じしきい値ポリシーで、IOPSが10分間継続して1秒あたり500件の処理数を
超えたときに警告イベントを送信するように指定することもできます。
注：現在のリリースでは、カウンタの値が設定値を超えたときにイベントを送信するしき
い値を設定できます。カウンタの値が設定値を下回ったときにイベントを送信するしき
い値は設定できません。

次のカウンタ チャートでは、13:00に警告のしきい値（黄色のアイコン）に違反し、12:10、
12:30、13:10に重大のしきい値（赤色のアイコン）に違反していることがわかります。
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しきい値の違反は、指定された期間、継続的に発生する必要があります。何らかの理由でし
きい値を下回った場合は、その次の違反が新しい期間の開始とみなされます。
一部のクラスタ オブジェクトとパフォーマンス カウンタでは、2つのパフォーマンス カウ
ンタが上限を超えた場合にイベントが生成されるしきい値ポリシーを作成できます。たと
えば、次の条件を使用してしきい値ポリシーを作成できます。

クラスタ オブ
ジェクト

パフォーマンス
カウンタ

警告のしきい値 重大のしきい値 期間

ボリューム レイテンシ 10ミリ秒 20ミリ秒 15分

アグリゲート 利用率 65% 85%

2つのクラスタ オブジェクトを使用するしきい値ポリシーでは、両方の条件に違反した場合
にのみイベントが生成されます。上の表に定義されたしきい値ポリシーを使用した場合、次
のようになります

ボリューム レイテンシの平
均

アグリゲートのディスク利
用率

結果

15ミリ秒 50% イベントは報告されません。

15ミリ秒 75% 警告イベントが報告されま
す。

25ミリ秒 75% 警告イベントが報告されま
す。

25ミリ秒 90% 重大イベントが報告されま
す。

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（154ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（156ページ）
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パフォーマンスしきい値ポリシーを超えた場合の動作
カウンタの値が定義されているパフォーマンスしきい値を超えて指定された期間が経過す
ると、しきい値違反としてイベントが報告されます。
イベントにより、次の処理が開始されます。
• [パフォーマンス ダッシュボード]、[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ、[イベン

ト]ページ、およびオブジェクトごとの[パフォーマンス インベントリ]ページにイベント
が表示されます。

• （オプション）イベントに関するEメール アラートを1つ以上の受信先に送信したり、
SNMPトラップをトラップ レシーバに送信したりできます。

• （オプション）ストレージ オブジェクトを自動で変更または更新するスクリプトを実行で
きます。

最初の処理は常に実行されます。オプションの処理を実行するかどうかは、[設定/アラート
生成]ページで設定します。警告と重大の各しきい値ポリシーについて、違反した場合の処
理をそれぞれ定義することができます。
ストレージ オブジェクトでパフォーマンスしきい値ポリシー違反が発生した場合、カウン
タの値がしきい値を下回り、その制限の期間がリセットされるまでは、そのポリシーに対す
る他のイベントは生成されません。しきい値を超えた状態が続いている間は、イベントが継
続していることを示すためにイベントの終了時刻が更新されていきます。
しきい値イベントには重大度やポリシー定義に関するその時点の情報がキャプチャされる
ため、以降にしきい値ポリシーが変更された場合でもそのイベントに対して表示されるしき
い値情報は変化しません。

関連概念

パフォーマンス イベントとは（49ページ）
アラートとは（119ページ）

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ
IOPSやMBpsなど、一部の共通のパフォーマンス カウンタでは、すべてのストレージ オブ
ジェクトを対象にしきい値を設定できます。それ以外のカウンタでは、特定のストレージ
オブジェクトに対してのみしきい値を設定できます。

使用可能なパフォーマンス カウンタ

ストレージ
オブジェク
ト

パフォーマンス
カウンタ

説明

クラスタ IOPS クラスタで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このクラスタとの間で転送される1秒あたりの平均デー

タ量（MB）
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ストレージ
オブジェク
ト

パフォーマンス
カウンタ

説明

ノード IOPS ノードで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このノードとの間で転送される1秒あたりの平均データ

量（MB）

レイテンシ ノードがアプリケーションの要求に応答するまでの平均
時間（ミリ秒）

利用率 ノードのCPUとRAMの平均使用率

使用済みパ
フォーマンス容
量

ノードによるパフォーマンス容量の平均消費率

使用済みパ
フォーマンス容
量 - テイクオー
バー

ノードによるパフォーマンス容量の平均消費率とパート
ナー ノードのパフォーマンス容量

アグリゲー
ト

IOPS アグリゲートで処理される1秒あたりの平均入出力処理
数

MBps このアグリゲートとの間で転送される1秒あたりの平均
データ量（MB）

レイテンシ アグリゲートがアプリケーションの要求に応答するまで
の平均時間（ミリ秒）

利用率 アグリゲートのディスクの平均使用率
使用済みパ
フォーマンス容
量

アグリゲートによるパフォーマンス容量の平均消費率

Storage
Virtual
Machine

（SVM）

IOPS SVMで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このSVMとの間で転送される1秒あたりの平均データ量

（MB）

レイテンシ SVMがアプリケーションの要求に応答するまでの平均
時間（ミリ秒）

ボリューム IOPS ボリュームで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このボリュームとの間で転送される1秒あたりの平均

データ量（MB）

レイテンシ ボリュームがアプリケーションの要求に応答するまでの
平均時間（ミリ秒）

キャッシュ ミス
率

クライアント アプリケーションからの読み取り要求に
対してキャッシュからではなくボリュームからデータが
返される割合の平均値

LUN IOPS LUNで処理される1秒あたりの平均入出力処理数
MBps このLUNとの間で転送される1秒あたりの平均データ量

（MB）

レイテンシ LUNがアプリケーションの要求に応答するまでの平均
時間（ミリ秒）
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ストレージ
オブジェク
ト

パフォーマンス
カウンタ

説明

ネームス
ペース

IOPS ネームスペースで処理される1秒あたりの平均入出力処
理数

MBps このネームスペースとの間で転送される1秒あたりの平
均データ量（MB）

レイテンシ ネームスペースがアプリケーションの要求に応答するま
での平均時間（ミリ秒）

ポート 帯域幅利用率 ポートの使用可能な帯域幅の平均使用率
MBps このポートとの間で転送される1秒あたりの平均データ

量（MB）

論理イン
ターフェイ
ス（LIF）

MBps このLIFとの間で転送される1秒あたりの平均データ量
（MB）

注：パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェ
アがインストールされている場合にのみ表示されます。

組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウ
ンタ

組み合わせポリシーで一緒に使用できるパフォーマンス カウンタには種類に制限がありま
す。プライマリとセカンダリのパフォーマンス カウンタが指定されている場合、両方のパ
フォーマンス カウンタが上限を超えたときにイベントが生成されます。

プライマリ ストレージのオブ
ジェクトとカウンタ

セカンダリ ストレージのオブジェクトとカウンタ

ボリューム レイテンシ ボリュームIOPS

ボリュームMBps

アグリゲート利用率
アグリゲート使用済みパフォーマンス容量
ノード利用率
ノード使用済みパフォーマンス容量
ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオー
バー
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プライマリ ストレージのオブ
ジェクトとカウンタ

セカンダリ ストレージのオブジェクトとカウンタ

LUN レイテンシ LUN IOPS

LUN MBps

アグリゲート利用率
アグリゲート使用済みパフォーマンス容量
ノード利用率
ノード使用済みパフォーマンス容量
ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオー
バー

注：ボリュームの組み合わせポリシーをFlexVolではなくFlexGroupボリュームに適用する
場合、セカンダリのカウンタとして選択できる属性は「ボリュームIOPS」と「ボリューム
MBps」のみです。しきい値ポリシーにノードまたはアグリゲートの属性が1つでも含まれ
ていると、そのポリシーはFlexGroupボリュームには適用されず、エラー メッセージが表
示されます。これは、FlexGroupボリュームは複数のノードまたはアグリゲートにまたが
る場合があるためです。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成
ストレージ オブジェクトに対するパフォーマンスしきい値ポリシーを作成して、パフォー
マンス カウンタが特定の値を超えたときに通知が送信されるように設定します。イベント
通知により、クラスタでパフォーマンスの問題が発生していることを確認できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

パフォーマンスしきい値ポリシーを作成するには、[しきい値ポリシーの作成]ページでしき
い値を入力します。このページでポリシーのすべての値を定義して新しいポリシーを作成
できるほか、既存のポリシーのコピー（クローン）を作成して値を変更することもできま
す。
しきい値の有効な値は、数値については0.001～10,000,000、割合については0.001～100、使
用済みパフォーマンス容量の割合については0.001～200です。
注：現在のリリースでは、カウンタの値が設定値を超えたときにイベントを送信するしき
い値を設定できます。カウンタの値が設定値を下回ったときにイベントを送信するしき
い値は設定できません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [パフォーマンスしきい値]を選択します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページが表示されます。

2. 新しいポリシーを作成するか、類似のポリシーのクローンを作成して変更するかに応じ
て、該当するボタンをクリックします。

目的 操作

新しいポリシーを作成する 作成
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目的 操作

既存のポリシーのクローン
を作成する

新しいポリシーを選択して[クローン]をクリック

[しきい値ポリシーの作成]ページまたは[しきい値ポリシーのクローン]ページが表示さ
れます。

3. 特定のストレージ オブジェクトに対して設定するパフォーマンス カウンタのしきい値
を指定して、しきい値ポリシーを定義します。

a. ストレージ オブジェクトのタイプを選択し、ポリシーの名前と説明を指定します。

b. 追跡するパフォーマンス カウンタを選択し、警告イベントと重大イベントの制限値を
指定します。
警告または重大のいずれかの制限を少なくとも1つ定義する必要があります。必ずし
も両方のタイプの制限を定義する必要はありません。

c. 必要に応じて、セカンダリ パフォーマンス カウンタを選択し、警告イベントと重大
イベントの制限値を指定します。
セカンダリ カウンタを含めた場合は、両方のカウンタが制限値を超えた場合にしきい
値違反としてイベントが報告されます。組み合わせポリシーを使用して設定できる
オブジェクトとカウンタには制限があります。

d. 制限値に違反した状態がどれくらい続いたらイベントを送信するかを定義する期間
を選択します。

既存のポリシーのクローンを作成する場合は、ポリシーの新しい名前を入力する必要が
あります。

4. [保存]をクリックしてポリシーを保存します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページに戻ります。しきい値ポリシーが作成されたこ
とを示すメッセージがページの上部に表示されます。新しいポリシーをストレージ オブ
ジェクトにすぐに適用できるように、該当するオブジェクト タイプのインベントリ ペー
ジへのリンクも表示されます。

次のタスク

新しいしきい値ポリシーをストレージ オブジェクトにすぐに適用する場合は、[今すぐ
object_type に移動]リンクをクリックしてインベントリ ページに移動します。

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（154ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（156ページ）
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ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシー
の割り当て

パフォーマンス カウンタの値がポリシーの設定を超えたときにUnified Managerからイベン
トが報告されるように、ストレージ オブジェクトにユーザ定義のパフォーマンスしきい値
ポリシーを割り当てます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。
オブジェクトに適用するパフォーマンスしきい値ポリシーを用意しておく必要があります。

タスク概要

パフォーマンス ポリシーは、オブジェクトまたはオブジェクトのグループに一度に1つずつ
適用できます。
ストレージ オブジェクトごとに最大3つのしきい値ポリシーを割り当てることができます。
複数のオブジェクトにポリシーを割り当てる際に、ポリシーがすでに上限まで割り当てられ
たオブジェクトが含まれていると、Unified Managerでは次のように処理されます。
• 選択したオブジェクトのうち、ポリシーの数が上限に達していないすべてのオブジェク

トにポリシーが適用されます。
• ポリシーの数が上限に達しているオブジェクトは無視されます。
• 一部のオブジェクトにポリシーが割り当てられなかったことを示すメッセージが表示さ

れます。
また、しきい値ポリシーで追跡されるカウンタをサポートしていないオブジェクトがある場
合、そのオブジェクトにはポリシーが適用されません。たとえば、「使用済みパフォーマン
ス容量」しきい値ポリシーを作成し、そのポリシーをONTAP 9.0以降のソフトウェアがイン
ストールされていないノードに割り当てようとしても、そのノードにはポリシーは適用され
ません。

手順

1. いずれかのストレージ オブジェクトの[パフォーマンス]インベントリ ページで、しきい
値ポリシーを割り当てるオブジェクトを選択します。

しきい値を割り当てる対象 操作

単一のオブジェクト そのオブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

複数のオブジェクト 各オブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

ページに表示されたすべて
のオブジェクト

ドロップダウン ボックスをクリックし、[このページにすべて
のオブジェクトを選択]を選択します。

同じタイプのすべてのオブ
ジェクト

ドロップダウン ボックスをクリックし、[すべてのオブジェク
トを選択]を選択します。

ソートやフィルタの機能を使用してインベントリ ページに表示されるオブジェクトのリ
ストを絞り込むと、複数のオブジェクトにしきい値ポリシーを簡単に適用できます。

2. 対象を選択したら、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]をクリックします。
[しきい値ポリシーの割り当て]ページが表示され、そのタイプのストレージ オブジェク
トに対応するしきい値ポリシーのリストが表示されます。
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3. 各ポリシーをクリックしてパフォーマンスしきい値設定の詳細を表示し、正しいしきい
値ポリシーが選択されていることを確認します。

4. 適切なしきい値ポリシーを選択したら、[ポリシーの割り当て]をクリックします。
しきい値ポリシーがオブジェクトに割り当てられたことを示すメッセージがページの上
部に表示されます。このオブジェクトとポリシーに対するアラートを設定できるよう
に、[アラート生成]ページへのリンクも表示されます。

次のタスク

特定のパフォーマンス イベントが生成されたときにEメールやSNMPトラップでアラートが
通知されるようにするには、[設定/アラート生成]ページでアラートを設定する必要がありま
す。

関連タスク

パフォーマンスしきい値ポリシーの表示（160ページ）
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）
アラートの追加（120ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのソート（467ページ）

パフォーマンスしきい値ポリシーの表示
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページで、現在定義されているパフォーマンスしきい値ポ
リシーをすべて表示できます。

タスク概要

しきい値ポリシーのリストは、ポリシー名のアルファベット順にソートされます。このリス
トには、すべてのタイプのストレージ オブジェクトのポリシーが含まれています。列ヘッ
ダーをクリックすると、その列でポリシーをソートできます。特定のポリシーを検索する場
合は、フィルタと検索を使用して、インベントリ リストに表示するしきい値ポリシーを絞
り込むことができます。
ポリシー名と条件名にカーソルを合わせると、ポリシーの設定の詳細を確認できます。ま
た、ユーザ定義のしきい値ポリシーを作成、クローニング、編集、および削除するためのボ
タンもあります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [パフォーマンスしきい値]を選択します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページが表示されます。

関連タスク

インベントリ ページの内容のフィルタリング（32ページ）

関連資料

[設定 / パフォーマンスしきい値]ページ（164ページ）
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ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの編集
既存のパフォーマンスしきい値ポリシーのしきい値の設定を編集することができます。こ
れは、特定のしきい値条件に対するアラートが多すぎたり少なすぎたりする場合に調整する
のに役立ちます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

ポリシーの名前や既存のしきい値ポリシーで監視しているストレージ オブジェクトのタイ
プは変更できません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [パフォーマンスしきい値]を選択します。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページが表示されます。

2. 変更するしきい値ポリシーを選択し、[編集]をクリックします。
[しきい値ポリシーの編集]ページが表示されます。

3. しきい値ポリシーに変更を加え、[保存]をクリックします。
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページに戻ります。

タスクの結果

変更を保存すると、そのポリシーを使用するすべてのストレージ オブジェクトにすぐに反
映されます。

次のタスク

ポリシーに対して行った変更の種類に応じて、そのポリシーを使用するオブジェクトに対し
て設定されたアラート設定を[設定/アラート生成]ページで確認できます。

関連概念

パフォーマンスしきい値ポリシーが変更された場合の動作（162ページ）

関連タスク

アラートの追加（120ページ）

ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリ
シーの削除

Unified Managerでパフォーマンス カウンタの値を監視する必要がなくなった場合は、スト
レージ オブジェクトからユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを削除できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。
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タスク概要

選択したオブジェクトから一度に削除できるポリシーは1つのみです。
リストから複数のオブジェクトを選択すると、複数のストレージ オブジェクトから同じし
きい値ポリシーを削除できます。

手順

1. 任意のストレージ オブジェクトのインベントリ ページで、パフォーマンスしきい値ポリ
シーが少なくとも1つ適用されているオブジェクトを選択します。

対象 操作

単一のオブジェクト そのオブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

複数のオブジェクト 各オブジェクトの左にあるチェック ボックスをオンにします。

ページに表示されたすべて
のオブジェクト

をクリックして、[このページにすべてのオブジェクトを選択]
を選択します。

同じタイプのすべてのオブ
ジェクト

をクリックして、[すべてのオブジェクトを選択]を選択します。

2. [パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]をクリックします。
選択したストレージ オブジェクトに割り当てられているしきい値ポリシーのリストが
[しきい値ポリシーの解除]ページに表示されます。

3. オブジェクトから削除するしきい値ポリシーを選択し、[ポリシーの解除]をクリックしま
す。
しきい値ポリシーを選択するとそのポリシーの詳細が表示され、正しいポリシーを選択
したかどうかを確認できます。

パフォーマンスしきい値ポリシーが変更された場合の動作
既存のパフォーマンスしきい値ポリシーのカウンタの値や期間を調整した場合、そのポリ
シーを使用するすべてのストレージ オブジェクトに変更が反映されます。新しい設定はす
ぐに有効になり、Unified Managerで新たに収集されるすべてのパフォーマンス データについ
て、パフォーマンス カウンタの値が新しいしきい値の設定と比較されるようになります。
変更されたしきい値ポリシーを使用しているオブジェクトに対してアクティブなイベント
がある場合、それらのイベントは「廃止」とマークされ、新たに定義されたしきい値ポリ
シーとしてカウンタの監視が開始されます。
しきい値が適用されているカウンタを[カウンタ グラフ詳細ビュー]で表示すると、重大と警
告のしきい値を示す線が現在のしきい値の設定に基づいて表示されます。このページには、
古いしきい値の設定が適用されていた期間の履歴データを表示した場合も、元のしきい値の
設定は表示されません。
注：[カウンタ グラフ詳細ビュー]には古いしきい値の設定は表示されないため、現在のし
きい値の線よりも下に履歴イベントが表示されることがあります。

オブジェクトの移動によるパフォーマンスしきい値ポリシーへ
の影響

パフォーマンスしきい値ポリシーはストレージ オブジェクトに割り当てられているため、
オブジェクトを移動した場合、割り当てられているすべてのしきい値ポリシーが移動の完了
後もオブジェクトに関連付けられたままになります。たとえば、ボリュームまたはLUNを別
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のアグリゲートに移動した場合、しきい値ポリシーは新しいアグリゲートのボリュームまた
はLUNで引き続きアクティブになります。
アグリゲートやノードに追加の条件が割り当てられているなど、セカンダリ カウンタ条件
があるしきい値ポリシー（組み合わせポリシー）の場合、ボリュームまたはLUNが移動され
た新しいアグリゲートやノードにセカンダリ カウンタ条件が適用されます。
変更されたしきい値ポリシーを使用しているオブジェクトに対して新規のアクティブなイ
ベントがある場合、それらのイベントは「廃止」とマークされ、新たに定義されたしきい値
ポリシーとしてカウンタの監視が開始されます。
ボリューム移動処理が実行されると、ONTAPから情報変更イベントが送信されます。[パ
フォーマンス エクスプローラ]ページと[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[イベ
ント]タイムラインに変更イベント アイコンが表示され、移動処理が完了した時刻が示され
ます。
注：オブジェクトを別のクラスタに移動した場合、ユーザ定義のしきい値ポリシーはオブ
ジェクトから削除されます。それらのしきい値ポリシーが必要な場合は、移動処理の完了
後にオブジェクトに割り当てる必要があります。ただし、動的なしきい値ポリシーとシス
テム定義のしきい値ポリシーは、新しいクラスタへの移動後にオブジェクトに自動的に適
用されます。

HAのテイクオーバー時とギブバック時のしきい値ポリシーの機能
ハイアベイラビリティ（HA）構成でテイクオーバー処理またはギブバック処理が発生した
場合、1つのノードから別のノードに移動されたオブジェクトのしきい値ポリシーは手動に
よる移動処理の場合と同じように保持されます。Unified Managerではクラスタの構成に変
更がないかどうかを15分間隔でチェックするため、スイッチオーバーによる新しいノードに
対する影響は、クラスタの構成のポーリングが次に行われるときまで特定されません。
注：15分間の構成の変更の収集期間内にテイクオーバーとギブバックの両方の処理が発生
した場合、ノード間の移動に関するパフォーマンス統計が表示されないことがあります。

アグリゲートの再配置時のしきい値ポリシーの機能
aggregate relocation startコマンドを使用して1つのノードから別のノードにアグリ
ゲートを移動した場合、単一および組み合わせの両方のしきい値ポリシーがすべてのオブ
ジェクトで保持され、しきい値ポリシーのノードの部分が新しいノードに適用されます。

MetroClusterのスイッチオーバー時のしきい値ポリシーの機能
MetroCluster構成で1つのクラスタから別のクラスタにオブジェクトが移動された場合、ユー
ザ定義のしきい値ポリシーの設定は保持されません。それらのしきい値ポリシーが必要な
場合は、パートナー クラスタに移動されたボリュームおよびLUNに適用できます。オブ
ジェクトが元のクラスタに戻ると、それらのユーザ定義のしきい値ポリシーが自動的に再適
用されます。
スイッチオーバーおよびスイッチバックの発生時のボリュームの動作（561ページ）

パフォーマンスしきい値ポリシーのページの説明
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページを使用して、パフォーマンスしきい値ポリシーを作
成、編集、クローニング、削除、および表示できます。
以下のトピックは、該当するページで[ヘルプ]をクリックすると表示されます。
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[設定 / パフォーマンスしきい値]ページ
[設定 / パフォーマンスしきい値]ページを使用すると、現在定義されているパフォーマンス
しきい値ポリシーをすべて表示できます。このページには、しきい値ポリシーを作成、ク
ローニング、編集、および削除する機能も用意されています。
パフォーマンスしきい値ポリシーのリストは、ポリシー名のアルファベット順にソートされ
ます。列ヘッダーをクリックすると、その列でポリシーをソートできます。特定のポリシー
を検索する場合は、フィルタと検索を使用して、インベントリ リストに表示するしきい値
ポリシーを絞り込むことができます。

フィルタと検索バー
[フィルタ]ボタンを使用すると、特定の条件に一致するポリシーのみを表示して、しきい値
ポリシーを絞り込むことができます。
[検索]ボタンを使用すると、ポリシー名の全体または一部を入力して特定のポリシーを検索
し、インベントリ リストに表示するしきい値ポリシーを絞り込むことができます。

コマンド ボタン
作成

新しいパフォーマンスしきい値ポリシーを作成します。
クローン

選択したポリシーのコピーに基づいて、新しいパフォーマンスしきい値ポリシー
を作成します。

編集
選択したパフォーマンスしきい値ポリシーを変更します。ポリシーを使用してい
るすべてのストレージ オブジェクトが、修正したポリシーを使用するように更新
されます。

削除
選択したパフォーマンスしきい値ポリシーを削除します。ポリシーを使用してい
るすべてのストレージ オブジェクトからポリシーが削除されます。[関連オブ
ジェクト]列の項目をクリックすると、現在このポリシーを使用しているオブジェ
クトを確認できます。

しきい値ポリシーのリスト
ポリシー名

しきい値ポリシーの名前が表示されます。ポリシー名にカーソルを合わせると、
ポリシーの詳細を確認できます。

説明
しきい値ポリシーの簡単な説明が表示されます。

最初の条件
しきい値ポリシーの第1条件が表示されます。定義済みのパフォーマンス カウン
タおよび警告と重大のトリガー値が含まれます。条件名にカーソルを合わせる
と、条件の詳細を確認できます。

2 番目の条件
しきい値ポリシーの第2条件（定義されている場合）が表示されます。条件名に
カーソルを合わせると、条件の詳細を確認できます。第2条件が定義されていない
場合、この列は空になります。
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注：第2条件が定義されている場合は、両方の条件に違反している場合にのみイ
ベントが生成されます。

関連オブジェクト
しきい値ポリシーを適用可能なストレージ オブジェクトのタイプ、およびポリ
シーを使用しているオブジェクトの数が表示されます。少なくとも1つのオブ
ジェクトにポリシーを割り当てるまで、このフィールドは空になります。
列見出しをクリックすると、オブジェクト タイプ（ボリューム、LUN、アグリ
ゲートなど）でポリシーをソートできます。ポリシー名をクリックすると、現在
しきい値ポリシーを使用しているオブジェクトを含むインベントリ ページを表示
できます。

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）
ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
インベントリ ページの内容のフィルタリング（32ページ）

[パフォーマンスしきい値ポリシーの作成 / クローン]ページ
[しきい値ポリシーの作成]ページまたは[パフォーマンスしきい値ポリシーの作成 / クロー
ン]ページを使用すると、新しいパフォーマンスしきい値ポリシーを作成できます。
このページのフィールドに情報を入力して[保存]をクリックすると、パフォーマンスしきい
値ポリシーを追加できます。
オブジェクト タイプ

しきい値ポリシーを作成するストレージ オブジェクトのタイプを選択します。
ポリシー名

しきい値ポリシーの名前を入力します。この名前は、Unified Managerの他のペー
ジに表示されます。ポリシーの簡単な説明を入力してください。

説明
（オプション）しきい値ポリシーの詳細な説明を入力します。

しきい値
しきい値のプライマリ カウンタおよびセカンダリ カウンタ（オプション）の条件
を定義します。セカンダリ カウンタを使用する場合、しきい値を超えたとみなさ
れるには、両方のカウンタが制限値を超える必要があります。
カウンタを選択

パフォーマンスしきい値を設定するカウンタを選択します。
警告

警告とみなすカウンタの制限値を入力します。
重大

重大とみなすカウンタの制限値を入力します。
しきい値の有効な値は、数値については0.001～10,000,000、割合については0.001
～100、使用済みパフォーマンス容量の割合については0.001～200です。

期間
カウンタ値が警告または重大の制限値を超えていることが必要な期間（分）を選
択します。Unified Managerは新しいパフォーマンス カウンタの値を5分ごとに収
集するため、メニューには5の倍数がオプションとして表示されます。
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関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）
ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（154ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（156ページ）

[パフォーマンスしきい値ポリシーの編集]ページ
[しきい値ポリシーの編集]ページでは、既存のパフォーマンスしきい値ポリシーを変更でき
ます。
このページのフィールドを変更して[保存]をクリックすると、パフォーマンスしきい値ポリ
シーを変更できます。そのしきい値ポリシーを現在使用しているすべてのクラスタ オブ
ジェクトが自動的に更新され、新しいポリシー定義が使用されるようになります。
オブジェクト タイプ

オブジェクト タイプは変更できません。
ポリシー名

しきい値ポリシーの名前を変更します。
説明

しきい値ポリシーの詳細な説明を変更します。
しきい値

プライマリおよびセカンダリ（オプション）のしきい値のカウンタ条件を変更し
ます。
カウンタを選択

パフォーマンスしきい値を設定するカウンタを変更します。
警告

警告とみなすカウンタの制限値を入力します。
重大

重大とみなすカウンタの制限値を入力します。
期間

カウンタ値が制限値を超えてから警告または重大とみなすまでの経過時間（分）
を変更します。

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの編集（161ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（154ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（156ページ）

[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ページ
[しきい値ポリシーの割り当て]ページでは、1つ以上のストレージ オブジェクトにパフォー
マンスしきい値ポリシーを割り当てることができます。
ポリシーのリストには、選択したストレージ オブジェクト タイプに適したポリシーのみが
表示されます。
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オブジェクトに適用するポリシーを選択し、[ポリシーの適用]をクリックします。
次のケースでは、ポリシーを適用する際にエラー メッセージが返されることがあります。

• [Performance Capacity Used]カウンタを使用するポリシーを、ONTAP 9.0以降のソフトウェ
アがインストールされていないノードまたはアグリゲートに適用する場合。
9.0より前のバージョンのONTAPソフトウェアでは、パフォーマンス容量カウンタがサ
ポートされません。

• FlexGroupボリュームに適用する組み合わせポリシーで、2つ目のカウンタにノード オブ
ジェクトまたはアグリゲート オブジェクトが含まれている場合。
FlexGroupボリュームは複数のノードやアグリゲートに分散している可能性があるため、
この処理は許可されません。

関連概念

パフォーマンスしきい値ポリシーを超えた場合の動作（154ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（154ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（156ページ）

[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ページ
[しきい値ポリシーの解除]ページを使用すると、1つ以上のストレージ オブジェクトからパ
フォーマンスしきい値ポリシーを削除（クリア）できます。
ポリシーのリストには、選択したオブジェクトで使用されているポリシーのみが表示されま
す。
ストレージ オブジェクトから削除するポリシーを選択し、[ポリシーの解除]をクリックしま
す。

関連タスク

ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
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パフォーマンス イベントの分析
パフォーマンス イベントを分析して、イベントが検出されたタイミング、アクティブなイ
ベント（新規または確認済みのイベント）か廃止イベントか、関連するワークロードとクラ
スタ コンポーネント、およびイベントを解決するためのオプションを特定できます。

関連概念

クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

パフォーマンス イベントに関する情報の表示
[イベント]インベントリ ページを使用して、Unified Managerで監視されているクラスタ上の
すべての新規および廃止のパフォーマンス イベントのリストを表示できます。この情報を
表示することにより、最も重大なイベントを特定し、詳細情報を確認してイベントの原因を
特定できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

タスク概要

イベントのリストは検出時刻でソートされ、最新のイベントが最初に表示されます。列ヘッ
ダーをクリックすると、その列でイベントをソートできます。たとえば、[ステータス]列で
ソートして重大度別にイベントを表示できます。特定のイベントまたは特定のタイプのイ
ベントを探している場合、フィルタと検索を使用して、リストに表示するイベントを絞り込
むことができます。
このページにはすべてのソースのイベントが表示されます。

• ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシー

• システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシー

• 動的なパフォーマンスしきい値

[イベント タイプ]列には、イベントのソースが表示されます。イベントを選択すると、イベ
ントに関する詳細を[イベントの詳細]ページで確認できます。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[イベント]をクリックします。

2. 分析するイベントを特定し、イベント名をクリックします。
イベントの詳細ページが表示されます。
注：[パフォーマンス エクスプローラ]ページおよびアラートEメールのイベント名のリ
ンクをクリックして、イベントの詳細ページを表示することもできます。

関連概念

パフォーマンス イベントの分析（168ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの
分析

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントは、特定のストレージ オブ
ジェクト（アグリゲートやボリュームなど）のパフォーマンス カウンタが、ポリシーに定
義されたしきい値を超えた場合に発生します。これは、クラスタ オブジェクトでパフォー
マンスの問題が発生していることを示しています。
[イベントの詳細]ページを使用してパフォーマンス イベントを分析し、必要に応じてイベン
トに対処してパフォーマンスを正常な状態に戻します。

関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値の管理（152ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック（222ページ）

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
イベントおよび重大度タイプのリスト（73ページ）

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値イベントへの対処
Unified Managerを使用して、パフォーマンス カウンタがユーザ定義の警告または重大のしき
い値を超えたことに起因するパフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified
Managerを使用してクラスタ コンポーネントの健全性を確認し、コンポーネントで検出され
た最近の健全性イベントがパフォーマンス イベントに関与しているかどうかを判断できま
す。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。
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手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
たとえば、「レイテンシの値 456 ms/op がしきい値 400ms/op を超えたため、警告イベント
がトリガーされました」というメッセージは、オブジェクトに対してレイテンシの警告
イベントが発生したことを示しています。

3. ポリシー名にカーソルを合わせて、イベントをトリガーしたしきい値ポリシーの詳細を
表示します。
詳細には、ポリシー名、使用されるパフォーマンス カウンタ、超過した場合に重大また
は警告イベントが生成されるカウンタ値、および対象となる期間が含まれます。

4. このイベントの一因となった可能性のある他のイベントが同時に発生したかどうかを調
査できるように、[イベント トリガー日時]の値をメモします。

5. 次のどちらかのオプションを使用してイベントをさらに詳しく調査し、パフォーマンス
の問題を解決するための操作を実行する必要があるかどうかを判断します。

方法 調査方法

ソース オブジェクト名を
クリックして[エクスプ
ローラ]ページを表示する

このページでは、オブジェクトの詳細を表示して他の同様のスト
レージ オブジェクトと比較し、他のストレージ オブジェクトに同
じタイミングでパフォーマンスの問題が発生していないかを確認
できます。たとえば、同じアグリゲート上の他のボリュームにもパ
フォーマンスの問題が発生していないかを確認できます。

クラスタ名をクリックして
[クラスタ サマリ]ページを
表示する

このページでは、オブジェクトが格納されているクラスタの詳細を
表示して、他のパフォーマンスの問題が同じタイミングで発生して
いないかを確認できます。

システム定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベント
の分析

システム定義のパフォーマンスしきい値で生成されたイベントは、特定のストレージ オブ
ジェクトの1つまたは複数のパフォーマンス カウンタがシステム定義ポリシーのしきい値
を超えたことを示しています。この場合、ストレージ オブジェクト（アグリゲートやノー
ドなど）でパフォーマンスの問題が発生しています。
[イベントの詳細]ページを使用してパフォーマンス イベントを分析し、必要に応じてイベン
トに対処してパフォーマンスを正常な状態に戻します。
注：システム定義のしきい値ポリシーは、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP Edge、ONTAP
Selectの各システムでは無効です。

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック（222ページ）

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
イベントおよび重大度タイプのリスト（73ページ）
システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（70ページ）
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システム定義のパフォーマンスしきい値のイベントへの対処
Unified Managerを使用して、パフォーマンス カウンタがシステム定義の警告または重大のし
きい値を超えたことに起因するパフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified
Managerを使用してクラスタ コンポーネントの健全性を確認し、コンポーネントで検出され
た最近のイベントがパフォーマンス イベントに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
たとえば、「ノード利用率の値 90% がしきい値 85% を超えたため、警告イベントがトリ
ガーされました」というメッセージは、クラスタ オブジェクトに対するノード利用率警
告イベントが発生したことを示しています。

3. このイベントの一因となった可能性のある他のイベントが同時に発生したかどうかを調
査できるように、[イベント トリガー日時]の値をメモします。

4. [システム診断]で、システム定義のポリシーがクラスタ オブジェクトに対して実行して
いる分析タイプの簡単な説明を確認します。
一部のイベントについては、診断の横に、その診断で問題が見つかったかどうかを示す
緑または赤のアイコンが表示されます。それ以外のタイプのシステム定義のイベントに
ついては、カウンタ グラフにオブジェクトのパフォーマンスが表示されます。

5. [推奨される操作]で、[この作業に関するヘルプ]リンクをクリックして、パフォーマンス
イベントを解決するために推奨される操作を確認します。

QoSポリシー グループ パフォーマンス イベントへの対処
ワークロードのスループット（IOPS、IOPS/TB、またはMBps）がONTAPで定義されている
QoSポリシーの設定を超え、ワークロードのレイテンシに影響を及ぼしている場合、Unified
ManagerでQoSポリシー警告イベントが生成されます。これらのシステム定義のイベントに
より、多くのワークロードにレイテンシの影響が及ぶ前に潜在的な問題に対処することがで
きます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

タスク概要

Unified Managerでは、定義されているQoSポリシーの設定を超えるワークロードが過去1時間
の各パフォーマンス収集期間で見つかった場合に、QoSポリシーの違反とみなして警告イベ
ントを生成します。ワークロードのスループットが各収集期間に短時間だけQoSのしきい
値を超えることがありますが、Unified Managerのグラフには収集期間全体の「平均」のス
ループットしか表示されません。そのため、QoSのイベントを受け取った場合でも、グラフ
ではワークロードのスループットがポリシーのしきい値を超えていないように見えること
があります。
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System ManagerまたはONTAPコマンドを使用してポリシー グループを管理できます。これ
には次のタスクが含まれます。
• ワークロードに対する新しいポリシー グループの作成
• ポリシー グループ内のワークロードの追加または削除
• ポリシー グループ間でのワークロードの移動
• ポリシー グループのスループット制限の変更
• 別のアグリゲートやノードへのワークロードの移動

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
たとえば、「vol1_NFS1の IOPS の値が 1,352 IOPSのため、警告イベントがトリガーされま
した。ワークロードに潜在的なパフォーマンスの問題があります。」というメッセージ
は、ボリュームvol1_NFS1でQoS最大IOPSイベントが発生したことを示しています。

3. [イベント情報]セクションで、イベントが発生した時刻とイベントがアクティブだった時
間を確認します。
QoSポリシーのスループットを共有しているボリュームやLUNの場合は、IOPSまたは
MBpsが高い上位3つのワークロードの名前も確認できます。

4. [システム診断]セクションで、合計平均IOPSまたはMBps（イベントに応じて異なる）を
示すグラフ、およびレイテンシを示すグラフの2つを確認します。このように表示するこ
とで、ワークロードがQoSの上限に達したときのレイテンシへの影響が大きいクラスタ
コンポーネントを特定することができます。
共有QoSポリシーのイベントについては、上位3つのワークロードがスループット グラフ
に表示されます。QoSポリシーを共有しているワークロードが4つ以上ある場合、残りの
ワークロードは「その他のワークロード」カテゴリにまとめて表示されます。また、レ
イテンシ グラフには、QoSポリシーを共有するすべてのワークロードの平均レイテンシ
が表示されます。
アダプティブQoSポリシーのイベントの場合、IOPSおよびMBpsのグラフに表示される
IOPSやMBpsの値は、割り当てられているIOPS/TBのしきい値ポリシーの値をボリューム
のサイズに基づいてONTAPで変換した値であることに注意してください。

5. [推奨される操作]セクションで、推奨される対処方法を確認し、ワークロードのレイテン
シの増大を防ぐための処理を判断します。
[ヘルプ]ボタンをクリックすると、パフォーマンス イベントを解決するための推奨され
る対処方法に関する詳細を必要に応じて確認できます。

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なるQoSポリシーの表示方法
（534ページ）
ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要（173ペー
ジ）
ストレージQoSがワークロード スループットを制御する仕組み（530ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）

関連資料

システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（70ページ）
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ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要
アダプティブQoSポリシー グループでは、ボリューム サイズに基づいてスループットの上
限と下限が自動的に調整され、TBまたはGBあたりのIOPSが一定に維持されます。ONTAP
9.5以降では、QoSポリシーにブロック サイズを指定することでMBpsのしきい値も同時に適
用できます。
アダプティブQoSポリシーにIOPSのしきい値を割り当てた場合、各ワークロードで発生する
処理数にのみ制限だけが適用されます。ワークロードを生成するクライアントに設定され
ているブロック サイズによっては、一部のIOPSにはるかに多くのデータが含まれ、処理を
実行するノードの負荷がはるかに大きくなることがあります。
ワークロードのMBpsは次の式を使用して算出されます。

MBps = (IOPS * ブロック サイズ) / 1000

平均IOPSが3,000のワークロードについて、クライアントのブロック サイズが32KBに設定さ
れている場合、このワークロードの実効MBpsは96です。平均IOPSが3,000の同じワークロー
ドについて、クライアントのブロック サイズが48KBに設定されている場合は、このワーク
ロードの実効MBpsは144になります。この場合、ブロック サイズが大きい方がノードでの処
理データが50%多くなることがわかります。
次に、アダプティブQoSポリシーにブロック サイズが定義されている場合について、クライ
アントで設定されているブロック サイズに基づいてどのようにイベントがトリガーされる
かを見てみましょう。
ポリシーを作成し、ピーク サイズを2,500 IOPS/TB、ブロック サイズを32KBに設定します。
この場合、使用容量が1TBのボリュームに対するMBpsのしきい値は80MBps（(2500 IOPS *
32KB) / 1000）に設定されます。Unified Managerでは、スループットの値が定義されたしき
い値を10%下回ると警告イベントが生成されます。イベントが生成される状況は次のとお
りです。

使用容量 イベントが生成されるスループットのしきい値
IOPS MBps

1 TB 2,250 IOPS 72MB/s

2 TB 4,500 IOPS 144MB/s

5 TB 11,250 IOPS 360MB/s

ボリュームの使用可能なスペースが2TB、IOPSが4,000、クライアントで設定されているQoS
ブロック サイズが32KBである場合、スループットは128MBps（(4,000 IOPS * 32 KB) / 1000）
になります。この場合、4,000 IOPSと128MBpsのどちらについても、ボリュームで2TBのス
ペースを使用する場合のしきい値を超えていないため、イベントは生成されません。
ボリュームの使用可能なスペースが2TB、IOPSが4,000、クライアントで設定されているQoS
ブロック サイズが64KBである場合、スループットは256MBps（(4,000 IOPS * 64 KB) / 1000）
になります。この場合、4,000 IOPSについてはイベントは生成されませんが、MBpsの値につ
いては256MBpsでしきい値の144MBpsを超えているためイベントが生成されます。
このため、ブロック サイズを含むアダプティブQoSポリシーに対するMBpsの違反に基づい
てイベントがトリガーされた場合、[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションに
はMBpsのグラフが表示されます。アダプティブQoSポリシーに対するIOPSの違反に基づい
てイベントがトリガーされた場合は、[システム診断]セクションにはIOPSのグラフが表示さ
れます。IOPSとMBpsの両方に違反がある場合は、2つのイベントが表示されます。
QoS設定の調整の詳細については、『ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド 』を参照し
てください。
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ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なるQoSポリシーの表示方法
（534ページ）

関連タスク

QoSポリシー グループ パフォーマンス イベントへの対処（171ページ）

ノード リソース過剰使用パフォーマンス イベントへの対処
1つのノードが運用効率の上限を超えて稼働していて、ワークロードのレイテンシに影響を
及ぼしている可能性がある場合、Unified Managerでノード リソース過剰使用警告イベントが
生成されます。これらのシステム定義のイベントにより、多くのワークロードにレイテンシ
の影響が及ぶ前に潜在的な問題に対処することができます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

タスク概要

Unified Managerでは、パフォーマンス容量の使用率が30分以上にわたって100%を超えている
ノードが見つかると、ノード リソース過剰使用ポリシーの違反とみなして警告イベントを
生成します。
このタイプのパフォーマンスの問題には、System ManagerまたはONTAPコマンドを使用して
次のように対処できます。
• QoSポリシーを作成してシステム リソースの使用率が高いボリュームやLUNに適用す

る。
• ワークロードが適用されているポリシー グループのQoSの最大スループット制限を小さ

くする。
• ワークロードを別のアグリゲートやノードに移動する。
• ノードにディスクを追加するか、ノードのCPUやRAMをアップグレードして、ノードの

容量を増やす。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示して、イベントの情報を確認します。

2. [説明]で、イベントの原因となったしきい値の違反に関する説明を確認します。
たとえば、「simplicity-02 の使用済みパフォーマンス容量が 139% のため、警告イベント
がトリガーされました。データ処理装置にパフォーマンスの問題がある可能性がありま
す。」というメッセージは、ノードsimplicity-02のパフォーマンス容量の使用率が高く、
ノードのパフォーマンスに影響を及ぼしていることを示しています。

3. [システム診断]セクションで、ノードの使用済みパフォーマンス容量を示すグラフ、上位
のワークロードの平均ストレージIOPSを示すグラフ、および上位のワークロードのレイ
テンシを示すグラフの3つを確認します。このように表示することで、ノードのレイテン
シの原因となっているワークロードを特定することができます。
IOPSグラフにカーソルを合わせると、QoSポリシーが適用されているワークロードと適
用されていないワークロードを確認できます。
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4. [推奨される操作]セクションで、推奨される対処方法を確認し、ワークロードのレイテン
シの増大を防ぐための処理を判断します。
[ヘルプ]ボタンをクリックすると、パフォーマンス イベントを解決するための推奨され
る対処方法に関する詳細を必要に応じて確認できます。

動的なパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの分析
動的なしきい値によるイベントは、ワークロードの実際の応答時間（レイテンシ）と想定範
囲との差が大きい場合に生成されます。[イベントの詳細]ページを使用してパフォーマンス
イベントを分析し、必要に応じてイベントに対処してパフォーマンスを正常な状態に戻しま
す。
注：動的なパフォーマンスしきい値は、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP Edge、ONTAP Select
の各システムでは無効です。

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
イベントおよび重大度タイプのリスト（73ページ）

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定
Unified Managerでは、競合状態のストレージ コンポーネントが原因の応答時間（レイテン
シ）の偏差が最も高いボリューム ワークロードを特定できます。このようなワークロード
を特定すると、そのワークロードにアクセスしているクライアント アプリケーションのパ
フォーマンスが通常よりも遅い理由を把握できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要がありま
す。

タスク概要

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントのアクティビティまたは使用量の偏差が大き
い順、またはイベントの影響が最も大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワーク
ロードのリストが表示されます。値は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析
した際に特定したピーク値に基づいています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Victim
ワークロード]を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義
ワークロード、およびVictimワークロードの名前が表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
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関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定
Unified Managerでは、競合しているクラスタ コンポーネントを集中的に使用しているワーク
ロードを特定できます。このようなワークロードを特定すると、クラスタ上の特定のボ
リュームの応答時間（レイテンシ）が長くなっている理由を把握できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要がありま
す。

タスク概要

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントの使用量が多い順、またはイベントの影響が
最も大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。
値は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づ
いています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Bully ワー
クロード]を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義
Bullyワークロードが表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
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動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定
Unified Managerでは、競合しているストレージ コンポーネントを集中的に使用しているワー
クロードを特定できます。このようなワークロードを特定すると、利用率が低いクラスタに
これらのワークロードを移動する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要がありま
す。

タスク概要

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントの使用量が多い順、またはイベントの影響が
最も大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。
値は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づ
いています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Shark
ワークロード]を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義
ワークロード、およびSharkワークロードの名前が表示されます。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析
Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のパフォーマンス イベントを分析できます。
イベントに関連するワークロードを特定し、推奨される解決方法を確認できます。
MetroClusterのパフォーマンス イベントは、クラスタ間のインタースイッチ リンク（ISL）
を過剰に使用しているBullyワークロード、またはリンクの不具合が原因である可能性があ
ります。Unified ManagerはMetroCluster構成内の各クラスタを個別に監視し、パートナー ク
ラスタのパフォーマンス イベントは考慮しません。
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MetroCluster構成内の両方のクラスタのパフォーマンス イベントは、Unified Managerの[ダッ
シュボード/概要]ページにも表示されます。Unified Managerの[健全性]ページを表示して、各
クラスタの健全性や関係を確認することもできます。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック（222ページ）
MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（178ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析
Unified Managerを使用して、パフォーマンス イベントが検出されたMetroCluster構成のクラ
スタについて分析することができます。クラスタの名前、イベントの検出時刻、および関連
するBullyとVictimのワークロードを特定できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成についての新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが検
出されている必要があります。

• MetroCluster構成の両方のクラスタをUnified Managerの同じインスタンスで監視している
必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. イベントの説明を参照して、関連するワークロードの名前と数を確認します。

例

この例では、[MetroCluster リソース]アイコンが赤色で表示されており、MetroClusterのリ
ソースが競合状態にあることがわかります。アイコンにカーソルを合わせると、アイコ
ンの説明が表示されます。ページの上部に表示されたイベントIDに含まれているクラス
タ名から、イベントが検出されたクラスタの名前を特定できます。
 

 

3. クラスタの名前とイベントの検出時刻を書き留めます。この情報は、パートナー クラス
タのパフォーマンス イベントを分析するときに使用します。

4. グラフで、Victimワークロードの応答時間がパフォーマンスしきい値を超えていることを
確認します。
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例

この例では、マウスオーバーで表示される情報にVictimワークロードが表示されていま
す。レイテンシグラフを確認すると、関連するVictimワークロードの全体的なレイテンシ
のパターンは一貫していることがわかります。Victimワークロードの異常なレイテンシ
によってイベントがトリガーされた場合でも、レイテンシのパターンが一貫していれば、
ワークロードのパフォーマンスは想定範囲内に収まっており、I/Oの一時的な上昇によっ
てレイテンシが増加したことでイベントがトリガーされた可能性が考えられます。
 

 

これらのボリュームのワークロードにアクセスするアプリケーションでクライアントに
最近インストールしたものがある場合は、そのアプリケーションから大量のI/Oが送信さ
れたことが原因でレイテンシが増加した可能性があります。ワークロードのレイテンシ
が想定範囲内に戻ってイベントの状態が廃止に変わり、その状態が30分以上続くようで
あれば、このイベントは無視しても問題がないと考えられます。イベントが新規の状態
のまま継続する場合は、イベントの原因となった問題が他にないかどうかをさらに詳し
く調べます。

5. [ワークロード スループット]グラフで、[Bully ワークロード]を選択してBullyワークロー
ドを表示します。
Bullyワークロードがある場合は、ローカル クラスタの1つ以上のワークロードが
MetroClusterのリソースを過剰に消費しているためにイベントが発生した可能性が考え
られます。Bullyワークロードでは書き込みスループット（MBps）が突出します。
このグラフには、ワークロードの書き込みスループット（MBps）のおおまかなパターン
が表示されます。書き込みMBpsのパターンから異常なスループットを特定できた場合、
そのワークロードがMetroClusterのリソースを過剰に使用している可能性があります。
イベントに関連するBullyワークロードがない場合は、クラスタ間のリンクの健全性の問
題やパートナー クラスタのパフォーマンスの問題がイベントの原因として考えられま
す。Unified Managerを使用してMetroCluster構成の両方のクラスタの健全性を確認できま
す。また、パートナー クラスタのパフォーマンス イベントの確認と分析もUnified
Managerで実行できます。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析（177ページ）
MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック（222ページ）
MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（180ペー
ジ）
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関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析
Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス
イベントを分析できます。この分析によって、リモート クラスタのイベントがそのパート
ナー クラスタのイベントの原因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成内のローカル クラスタのパフォーマンス イベントを分析し、イベント
検出時刻を確認しておく必要があります。

• パフォーマンス イベントに関連したローカル クラスタとそのパートナー クラスタの健
全性を確認し、パートナー クラスタの名前を確認しておく必要があります。

手順

1. パートナー クラスタを監視しているUnified Managerインスタンスにログインします。

2. 左側のナビゲーション ペインで、[イベント]をクリックしてイベント リストを表示しま
す。

3. [期間]セレクタから[過去 1 時間]を選択し、[期間を適用]をクリックします。

4. [フィルタ]セレクタで、左側のドロップダウン メニューから[クラスタ]を選択し、テキス
ト フィールドにパートナー クラスタの名前を入力して、[フィルタを適用]をクリックし
ます。
選択したクラスタのイベントが過去1時間ない場合は、パートナーでイベントが検出され
たときにこのクラスタではパフォーマンスの問題は発生していません。

5. 選択したクラスタで過去1時間にイベントが検出された場合は、イベントの検出時刻を
ローカル クラスタのイベントの検出時刻と比較します。
これらのイベントにデータ処理コンポーネントの競合を引き起こしているBullyワーク
ロードが関係している場合は、これらのBullyワークロードが原因でローカル クラスタの
イベントが発生した可能性があります。イベントをクリックし、[イベントの詳細]ページ
で分析して推奨される解決方法を確認できます。
これらのイベントにBullyワークロードが関係していない場合、ローカル クラスタのパ
フォーマンス イベントの原因はBullyワークロードではありません。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（178ページ）
MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック（222ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
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QoSポリシー グループの調整が原因の動的なパフォーマンス イベントへの対処
Unified Managerを使用して、ワークロードのスループット（MBps）を調整しているサービ
ス品質（QoS）ポリシー グループが原因のパフォーマンス イベントを調査できます。この
調整によって、ポリシー グループ内のボリューム ワークロードの応答時間（レイテンシ）
が増大することがあります。イベント情報を使用して、ポリシー グループに新しい制限値
を設定して調整を停止する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [説明]で、調整の影響を受けたワークロードの名前を確認します。
注：調整の結果、あるワークロードは自身のVictimになるため、VictimとBullyに同じ
ワークロードが表示されることがあります。

3. テキスト エディタなどのアプリケーションを使用して、ボリュームの名前を記録します。
あとでボリューム名で検索できます。

4. [ワークロード レイテンシ]および[ワークロード アクティビティ]のグラフで、[Bully ワー
クロード]を選択します。

5. グラフにカーソルを合わせると、ポリシー グループに影響を与えている上位のユーザ定
義ワークロードが表示されます。
偏差が最も大きく、調整の原因となったワークロードがリストの最上位に表示されます。
アクティビティは、ポリシー グループ制限に対して各ワークロードが使用している割合
です。

6. 上位のワークロードの[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに移動します。

7. [データ内訳の基準]を選択します。

8. [レイテンシ]の横のチェック ボックスをオンにして、レイテンシの内訳グラフをすべて
選択します。

9. [IOPS]で、[読み取り / 書き込み / その他]を選択します。

10. [送信]をクリックします。
内訳グラフは[レイテンシ]グラフと[IOPS]グラフの下に表示されます。

11. [ポリシー グループの影響]グラフを[レイテンシ]グラフと比較して、イベント発生時に調
整の何パーセントがレイテンシに影響したかを確認します。
ポリシー グループの最大スループットが1秒あたり1,000op/secの場合、ポリシー グルー
プ内のワークロードの合計がこの値を超えることはできません。イベントの発生時、ポ
リシー グループ内のワークロードの合計スループットが1,200op/secを超えたため、ポリ
シー グループのアクティビティが1,000op/secに調整されました。[ポリシー グループの
影響]グラフからは合計レイテンシの10%が調整に起因していることがわかり、調整が原
因でイベントが発生したことを確認できます。

12. クラスタ コンポーネント別の合計レイテンシを示す[クラスタ コンポーネント]グラフを
確認します。
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レイテンシが最も高いのはポリシー グループで、調整が原因でイベントが発生したこと
を確認できます。

13. [読み取り / 書き込みレイテンシ]グラフと[読み取り / 書き込み / その他]グラフを比較し
ます。
どちらのグラフでも、レイテンシが高い読み取り要求が多数ある一方で、書き込み要求
の数は少なくレイテンシも低くなっています。これらの値からは、レイテンシを増加さ
せた大量のスループットまたは処理の有無を判断できます。これらの値は、スループッ
トまたは処理数にポリシー グループの制限を設定するかどうかを決定する際に使用でき
ます。

14. ONTAP System Managerを使用して、ポリシー グループの現在の制限値を1,300op/secに増
やします。

15. 1日後、手順3で記録したワークロードの名前をUnified Managerで検索します。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されます。

16. [データ内訳の基準] > [IOPS]を選択します。

17. [送信]をクリックします。
[読み取り / 書き込み / その他]グラフが表示されます。

18. ページの下部で、ポリシー グループ制限の変更イベント アイコン（ ）にカーソルを
合わせます。

19. [読み取り / 書き込み / その他]グラフと[レイテンシ]グラフを比較します。
読み取り要求と書き込み要求の数は変わっていませんが、調整は停止し、レイテンシも
低下しています。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトの検索（31ページ）
パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）

ディスク障害が原因の動的なパフォーマンス イベントへの対処
Unified Managerを使用して、アグリゲートを過剰に消費しているワークロードが原因のパ
フォーマンス イベントを調査できます。また、Unified Managerを使用してアグリゲートの健
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全性を確認し、アグリゲートで検出された最近の健全性イベントがパフォーマンス イベン
トに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [説明]に表示されているイベントに関連するワークロードおよび競合状態のクラスタ コ
ンポーネントの説明を確認します。
競合状態のクラスタ コンポーネントによってレイテンシが影響を受けたVictimボリュー
ムが複数あります。障害ディスクをスペア ディスクと交換するためにRAIDの再構築を
実行中のアグリゲートが、競合状態のクラスタ コンポーネントです。[競合しているコン
ポーネント]の下にアグリゲート アイコンが赤で強調表示され、かっこ内にアグリゲート
の名前が表示されます。

3. [ワークロード利用率]グラフで、[Bully ワークロード]を選択します。

4. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のBullyワーク
ロードが表示されます。
イベントの検出以降、最大利用率が最も高い上位のワークロードがグラフの最上位に表
示されます。上位のワークロードの1つはシステム定義のワークロード「Disk Health」で
す。これはRAIDの再構築を示しています。再構築は、スペア ディスクを使用してアグリ
ゲートを再構築する内部プロセスです。Disk Healthワークロードとこのアグリゲートの
他のワークロードが組み合わされて、アグリゲートでの競合および関連するイベントを
引き起こした可能性があります。

5. Disk Healthワークロードのアクティビティがイベントの原因であることを確認したら、
再構築が完了し、Unified Managerがイベントを分析してアグリゲートが引き続き競合状
態にあるかを検出するまで約30分待ちます。

6. Unified Managerで、手順2で記録したイベントIDを検索します。
ディスク障害のイベントが[イベントの詳細]ページに表示されます。RAIDの再構築が完
了したら、[状態]が廃止になったことを確認します。これは、イベントが解決されたこと
を示します。

7. [ワークロード利用率]グラフで、[Bully ワークロード]を選択して、アグリゲートのワー
クロードを最大利用率順に表示します。

8. 上位のワークロードの[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに移動します。

9. [1 日]をクリックして、選択したボリュームの過去24時間（1日）のデータを表示します。

[レイテンシ]グラフの赤のドット（ ）は、ディスク障害イベントが発生したタイミン
グを示しています。

10. [データ内訳の基準]を選択します。

11. [コンポーネント]で、[ディスク利用率]を選択します。

12. [送信]をクリックします。
[ディスク利用率]グラフには、選択したワークロードからターゲット アグリゲートの
ディスクへのすべての読み取り要求と書き込み要求のグラフが表示されます。
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13. [ディスク利用率]グラフのデータを[レイテンシ]グラフのイベント発生時点のデータと
比較します。
[ディスク利用率]グラフでは、イベント発生時にRAIDの再構築プロセスが原因の多数の
読み取り/書き込みアクティビティが表示されており、これが選択したボリュームのレイ
テンシ増加につながりました。イベント発生の数時間後には、読み取り / 書き込みとレイ
テンシの両方が減少し、アグリゲートの競合状態は解消しました。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（51ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）

HAテイクオーバーが原因の動的なパフォーマンス イベントへの対処
Unified Managerを使用して、高可用性（HA）ペアを構成するクラスタ ノードでの大量のデー
タ処理が原因のパフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified Managerを使用して
ノードの健全性を確認し、ノードで検出された最近の健全性イベントがパフォーマンス イ
ベントに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. [説明]に表示されているイベントに関連するワークロードおよび競合状態のクラスタ コ
ンポーネントの説明を確認します。
競合状態のクラスタ コンポーネントによってレイテンシが影響を受けたVictimボリュー
ムが1つあります。パートナー ノードからすべてのワークロードをテイクオーバーして
データを処理中のノードが、競合状態のクラスタ コンポーネントです。[競合しているコ
ンポーネント]の下に[データ処理]アイコンが赤で強調表示され、イベント発生時にデー
タを処理していたノードの名前がかっこ内に表示されます。

3. [説明]で、Victimボリュームの名前をクリックします。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されます。ページの下部の[イベント]

タイムラインで、変更イベントのアイコン（ ）はUnified ManagerがHAテイクオーバー
の開始を検出した時間を示しています。
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4. HAテイクオーバーの変更イベントのアイコンにカーソルを合わせます。
Haテイクオーバーの詳細が[イベント]リスト テーブルに表示されます。[レイテンシ]グ
ラフに表示されたイベントから、HAテイクオーバーと同じタイミングで発生した高レイ
テンシが原因で、選択したボリュームでパフォーマンスしきい値が超えたことがわかり
ます。

5. [データ内訳の基準]を選択します。

6. [レイテンシ]で、[クラスタ コンポーネント]を選択します。

7. [送信]をクリックします。
[クラスタ コンポーネント]グラフが表示されます。このグラフには合計レイテンシのク
ラスタ コンポーネント別の内訳が表示されます。

8. ページの下部で、HAテイクオーバーの開始の変更イベント アイコンにマウス カーソル
を合わせます。

9. [クラスタ コンポーネント]グラフで、データ処理のレイテンシを[レイテンシ]グラフの合
計レイテンシと比較します。
HAテイクオーバーの実行時に、データ処理ノードでワークロード需要が増加したために
データ処理のレイテンシが急増しています。CPU利用率の増加によってレイテンシが増
加し、イベントがトリガーされました。

10. 障害が発生したノードを修復したあと、ONTAP System Managerを使用してHAギブバック
を実行します。ワークロードはパートナー ノードから修復されたノードに移動します。

11. HAギブバックが完了したら、Unified Managerで、手順2で記録したイベントIDを検索し
ます。
HAテイクオーバーによってトリガーされたイベントが[イベントの詳細]ページに表示さ
れます。イベントの状態は廃止に変わっており、イベントが解決されたことがわかりま
す。

12. [説明]で、Victimボリュームの名前をクリックします。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されます。ページ下部の[イベント]タ
イムラインで、変更イベントのアイコンが表示された場所がUnified ManagerがHAギブ
バックの完了を検出した時間です。

13. [データ内訳の基準]を選択します。

14. [レイテンシ]で、[クラスタ コンポーネント]を選択します。
[クラスタ コンポーネント]グラフが表示されます。

15. ページの下部で、HAギブバックの変更イベントのアイコンにカーソルを合わせます。
変更イベントが[イベント]リスト テーブルで強調表示され、HAギブバックが正常に完了
したことを示します。

16. [クラスタ コンポーネント]グラフで、データ処理のレイテンシを[レイテンシ]グラフの合
計レイテンシと比較します。
データ処理コンポーネントでのレイテンシが低下し、その結果合計レイテンシも低下し
ています。選択したボリュームが現在データ処理に使用しているノードでイベントが解
決されました。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
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Unified Managerで検出される構成の変更（51ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）
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パフォーマンス イベントの解決
推奨される対処方法を使用して、パフォーマンス イベントを解決することができます。最
初の3つの推奨策は常に表示され、表示されたイベントに固有の推奨策が4つ目以降に表示さ
れます。
[この作業に関するヘルプ]リンクには、推奨される対処方法に関する追加情報（特定の対処
方法の実行手順など）が表示されます。一部の対処方法では、Unified Manager、ONTAP
System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAP CLIコマンド、またはこれらの
ツールの組み合わせを使用する場合があります。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

レイテンシが想定範囲内であることの確認
クラスタ コンポーネントが競合状態の場合は、そのコンポーネントを使用するボリューム
ワークロードの応答時間（レイテンシ）が増加した可能性があります。競合状態のコンポー
ネントの各Victimワークロードのレイテンシを参照して、実際のレイテンシが想定範囲内に
収まっていることを確認できます。ボリューム名をクリックして、ボリュームの履歴データ
を表示することもできます。
パフォーマンス イベントが廃止状態の場合は、イベントに関連する各Victimのレイテンシが
想定範囲内に戻った可能性があります。

関連概念

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（571ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

構成の変更がワークロードのパフォーマンスに与える影響の確
認

ディスク障害、HAフェイルオーバー、ボリューム移動などを原因とするクラスタの構成変
更が、ボリュームのパフォーマンスに悪影響を及ぼし、レイテンシを増大させる可能性があ
ります。
Unified Managerの[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、最新の構成変更がいつ
行われたかを確認し、処理やレイテンシ（応答時間）を比較して、選択したボリュームの
ワークロードでのアクティビティに変化が生じたかどうかを確認できます。
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Unified Managerのパフォーマンス ページで検出できる変更イベントの数は限られています。
健全性のページには、構成変更を原因とするその他のイベントに関するアラートが表示され
ます。Unified Managerでボリュームを検索すると、イベント履歴を確認できます。

関連概念

Unified Managerで検出される構成の変更（51ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

クライアント側からワークロード パフォーマンスを改善するた
めのオプション

パフォーマンス イベントに関係するボリュームにI/Oを送信しているクライアント ワーク
ロード（アプリケーションやデータベースなど）を確認して、クライアント側の変更によっ
てイベントを修正できるかどうかを判断できます。
クラスタ上のボリュームに接続されたクライアントのI/O要求が増加すると、その要求に対
応するためにクラスタの負荷が増大します。クラスタの特定のボリュームに大量のI/O要求
を送信しているクライアントがわかれば、そのボリュームにアクセスするクライアントの数
を調整するか、またはボリュームに送信されるI/Oの量を減らすことで、クラスタのパフォー
マンスを改善できます。また、このボリュームが属しているQoSポリシー グループに上限を
適用したり、上限を引き上げたりすることもできます。
クライアントとそのアプリケーションを調査して、クライアントが通常よりも多くのI/Oを
送信していることがクラスタ コンポーネントでの競合の原因となっていないかを確認でき
ます。[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションには、競合状態にあるコンポー
ネントを使用する上位のボリューム ワークロードが表示されます。特定のボリュームにア
クセスしているクライアントがわかった場合は、そのクライアントに移動して、クライアン
トのハードウェアまたはアプリケーションが正常に動作しているか、あるいは通常より負荷
が増えていないかを確認できます。
MetroCluster構成では、ローカル クラスタ上のボリュームへの書き込み要求が、リモート ク
ラスタ上のボリュームにミラーされます。ローカル クラスタ上のソース ボリュームとリ
モート クラスタ上のデスティネーション ボリュームの同期を維持することで、MetroCluster
構成での両クラスタの要求が増加する可能性もあります。このようなミラー ボリュームへ
の書き込み要求を減らすことで、クラスタが実行する同期処理が減り、他のワークロードの
パフォーマンスに与える影響を軽減できます。

関連概念

ストレージQoSがワークロード スループットを制御する仕組み（530ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）
MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
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クライアントまたはネットワークに問題がないかどうかの確認
クラスタ上のボリュームに接続されたクライアントのI/O要求が増加すると、その要求に対
応するためにクラスタの負荷が増大します。クラスタの需要が増加することで、コンポーネ
ントが競合状態になり、そのコンポーネントを使用するワークロードのレイテンシが増加し
て、Unified Managerでイベントがトリガーされる可能性があります。
[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションには、競合状態にあるコンポーネント
を使用する上位のボリューム ワークロードが表示されます。特定のボリュームにアクセス
しているクライアントがわかった場合は、そのクライアントに移動して、クライアントの
ハードウェアまたはアプリケーションが正常に動作しているか、あるいは通常より負荷が増
えていないかを確認できます。クライアント管理者またはアプリケーション ベンダーにサ
ポートを依頼しなければならない場合があります。
ネットワーク インフラを確認することで、クラスタと接続されているクライアントとの間
のI/O要求の実行速度が想定よりも遅くなる原因となるハードウェアの問題、ボトルネック、
またはワークロードの競合が発生しているかどうかを判断できます。ネットワーク管理者
にサポートを依頼しなければならない場合があります。

QoSポリシー グループ内の他のボリュームでアクティビティ レ
ベルが異常に高くなっていないかどうかの確認

アクティビティの変化が最も大きいQoSポリシー グループ内のワークロードを確認すると、
複数のワークロードがイベントの原因となったかどうかを判断できます。また、他のワーク
ロードがスループット制限を超えているかどうか、またはアクティビティの想定範囲内に
戻ったかどうかを確認することもできます。
[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションで、ワークロードをアクティビティの
ピーク偏差でソートして、アクティビティの変化が最も大きいワークロードをテーブルの先
頭に表示することができます。これらのワークロードは、アクティビティが設定された制限
を超えた「Bully」ワークロードであり、イベントの原因となった可能性があります。
グラフ内の各ボリューム ワークロードの[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに移動
すると、そのワークロードのIOPSアクティビティを確認できます。処理のアクティビティが
非常に高い期間のあるワークロードは、イベントの原因となった可能性があります。ワーク
ロードのポリシー グループの設定を変更したり、ワークロードを別のポリシー グループに
移動したりできます。
ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIコマンドを使用して、ポリシー グループを次のよ
うに管理できます。
• ポリシー グループを作成します。
• ポリシー グループ内のワークロードを追加または削除します。
• ポリシー グループ間でワークロードを移動します。
• ポリシー グループのスループット制限を変更します。

関連概念

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）
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論理インターフェイス（LIF）の移動
論理インターフェイス（LIF）を負荷の低いポートに移動すると、負荷分散を改善できるほ
か、メンテナンス処理やパフォーマンスの調整、間接アクセスの軽減に役立ちます。
間接アクセスは、システムの効率を低下させる可能性があります。間接アクセスは、ボ
リューム ワークロードでネットワーク処理とデータ処理に別々のノードが使用されている
場合に発生します。間接アクセスを軽減するにはLIFを再配置します。つまり、ネットワー
ク処理とデータ処理に同じノードが使用されるようにLIFを移動します。負荷の高いLIFが
自動的に別のポートに移動されるようにONTAPで負荷分散を設定することも、LIFを手動で
移動することもできます。

メリット • 負荷分散が改善されます。

• 間接アクセスが軽減されます。

考慮事項 注意：CIFS共有に接続されているLIFを移動すると、
CIFS共有にアクセスするクライアントが切断されま
す。CIFS共有に対する読み取り要求や書き込み要求は
すべて中断されます。

負荷分散の設定にはONTAPコマンドを使用します。詳細については、ONTAPのネットワー
クに関するドキュメントを参照してください。
LIFを手動で移動する場合は、ONTAP System ManagerとONTAP CLIコマンドを使用します。

手動でのLIFの移動
SVMには、データ ボリュームと、クライアントへのデータの提供に使用する論理インター
フェイス（LIF）が1つ以上含まれています。同じSVM内の物理ポート間でデータLIFを移動
することができます。この処理は、負荷分散の改善が必要な場合や、メンテナンス処理やパ
フォーマンス調整時などに実行します。

タスク概要

LIFには次のタイプが存在します。

• データLIF：SVMと関連付けて、クライアントとの通信に使用します。

• クラスタ管理LIF：ノード、SVM、およびクラスタ自体の管理に使用します。

• クラスタLIF：クラスタ内のトラフィックに使用します。

• クラスタ間LIF：クラスタ間の通信に使用します。

• クラスタ内LIF：HAペア間の通信に使用します。

• SVM管理LIF：SVMに関連付けられたデータLIF。SVMの管理に使用します。
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このワークフローでは、データLIFの移動方法について説明します。これは、NAS（NFSお
よびCIFS）LIFには該当しますが、SAN（FCおよびiSCSI）LIFには該当しません。
注意：CIFS共有に接続されているLIFを移動すると、CIFS共有にアクセスするクライアン
トが切断されます。CIFS共有に対する読み取り要求や書き込み要求はすべて中断されま
す。

注：CIFS共有に接続されたLIFの移動に関する詳細など、他のタイプのLIFの移動方法につ
いては、ONTAPのネットワークに関するドキュメントを参照してください。

データLIFに関して、次の基本的な操作を実行できます。

• すべてのデータLIFを表示する

• 最もビジーなLIFを特定する

• ビジーなLIFの移動先に最適なノードを特定する

• LIFのホーム ポートまたはホーム ノードを変更して、クラスタでのLIFの優先配置先を変
更する
より長期的な変更が必要な場合は、LIFを移行するのではなく、移動する必要がありま
す。元のホーム ポートに戻すには、LIFをリバートする必要があります。

• ホーム ポートやノードに問題がある場合や、定期的なメンテナンス中に使用する一時的
な変更のためにデータLIFを別のポートに移行する

• データLIFをホーム ポートにリバートする

LIFとは
LIF（論理インターフェイス）は、ロールまたはサービス ポリシー、ホーム ポート、ホーム
ノード、フェイルオーバー先のポートのリスト、ファイアウォール ポリシーなどの特性が
関連付けられているIPアドレスまたはWWPNです。LIFは、クラスタでネットワーク経由の
通信の送受信に使用されるポートに設定できます。
LIFをホストできるポートは次のとおりです。

• インターフェイス グループに属していない物理ポート

• インターフェイス グループ

• VLAN

• VLANをホストする物理ポートまたはインターフェイス グループ
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• 仮想IP（VIP）ポート
ONTAP 9.5以降では、VIP LIFがサポートされており、VIPポートでホストされます。

LIFでFCなどのSANプロトコルを設定するときは、WWPNに関連付けられます。
ONTAP 9 SANアドミニストレーション ガイド
次の図に、ONTAPシステムのポート階層を示します。
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LIF LIF
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ポート ポート
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CLIを使用したSVM内のすべてのLIFの表示
SVM内のすべてのLIFに関する情報を表示できます。ビジー状態で移動する必要のあるLIF
を特定する場合などに、すべてのLIFを表示することができます。

タスク概要

LIFの動作ステータスは、特定のポートで設定されていてデータを提供できるかどうかで決
まります。SVMが停止すると、関連付けられているデータLIFとSVM管理LIFはデータを提
供できなくなります。これらのLIFの動作ステータスはdownに変わります。

手順

1. SVM内のすべてのLIFに関する情報を表示するには、次のコマンドを入力します。
network interface show -vserver vserver_name

このコマンドは、次の情報を表示します。
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• LIFに関連付けられているノードまたはSVM

• LIFの名前

• 管理ステータスと動作ステータス

• IPアドレス

• ネットマスク

• LIFが設定されているノードとポート
ホーム サーバはノードまたはSVMのどちらかになります。

該当するデータがないフィールド（アクティブでないポートの二重モードや速度など）
については、undefと表示されます。
注：利用可能なすべての情報を取得するには、-instanceパラメータを指定します。

例

次に、SVM内のすべてのLIFに関する一般的な情報を表示する例を示します。

vs1::> network interface show -vserver vs1
            Logical    Status     Network            Current       Current Is
Vserver     Interface  Admin/Oper Address/Mask       Node          Port    Home
----------- ---------- ---------- ------------------ ------------- ------- ----
vs1
            lif1         up/up    192.0.2.253/24     node-01       e0b     
false
            d2           up/up    192.0.2.252/21     node-01       e0d     true
            data3        up/up    192.0.2.251/20     node-02       e0c     true

CLIを使用した接続数が最大のLIFの特定
データLIFは、負荷やスループットが高い場合、移行が必要になることがあります。LIFを移
行するかどうかを判断するために、ノード上のLIFへの負荷、ポートの接続数、スループッ
ト、およびCPUサイクルを表示できます。

手順

1. クラスタ管理者としてCLIにアクセスします。

2. 次のコマンドを入力して権限レベルをadvancedに設定します。
set -privilege advanced

アドバンスト モードでのCLIの使用については、『システム アドミニストレーション リ
ファレンス』を参照してください。

3. ノード上のアクティブな接続の数を確認するには、次のコマンドを入力します。
network connections active show-clients

ノード別の最大クライアント数を確認します。

例

cluster1::> network connections active show-clients
Node    Client IP Address     Count                
------  -----------------     ------               
node1   192.0.2.253               12               
        192.0.2.252                9               
        192.0.2.251               12
               
node2   192.0.2.250               12               
        192.0.2.252                9               
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        192.0.2.253                9 
              
node3   customer.example.com       2               
        customer.example.net       2               
        customer.example.org       2               

4. ノードおよびSVM上のLIF別にアクティブな接続の数を確認するには、次のコマンドを入
力します。
network connections active show-lifs

LIFあたりの最大クライアント数を確認します。

例

cluster1::> network connections active show-lifs
Node      Vserver Name  Interface Name  Count   
--------  ------------  --------------- ------  
node1                                           
          vs1           clus1              30  

node2
          vs2           clus1              30            
 
node3                                           
          vs3           lif1                2  
          vs4           clus1              30  

5. 同じホーム ポートおよびホーム ノードを共有しているLIFを確認して、接続数が最も多
いLIFを特定します。

6. 最適なデータ ポートを選択するには、次のコマンドを入力します。
statistics show -object port

statisticsコマンドを実行すると、イーサネット ポートのスループットおよび帯域幅の情報
が表示されます。行ごとに異なる情報についてのカウンタが表示されます。[値]には、カ
ウンタが前回クリアされてからの（ONTAPが前回起動されてからの）当該オブジェクト
タイプの値が示されます。

例

cluster1::> statistics show -object port
Object: port
Instance: e0a
Start-time: 10/11/2013 13:51:41
End-time: 10/11/2013 13:51:41
Node: node1

    Counter                                           Value
    -------------------------------------------------------
    recv-data                                            0B
    recv-packets                                         0
    recv-mcasts                                          0
    recv-errors                                          0
    recv-dropped                                         0
    sent-data                                            0B
    sent-packets                                         0
    sent-mcasts                                          0
    sent-errors                                          0
    collisions                                           0
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CLIを使用したビジーなLIFの最適ノードの特定
クラスタ内のすべてのポートに関する情報を表示できます。ネットワーク ポートのロール

（クラスタ、データ、またはノード管理）、リンクのステータス、最大転送単位（MTU）、速
度の設定と動作ステータス、ポートのインターフェイス グループなどの情報を適宜確認で
きます。

手順

1. ポートの情報を表示するには、次のコマンドを入力します。
network port show

例

次に、データ ロールが設定されていて、クラスタ内で動作しているネットワーク ポート
に関する情報を表示する例を示します。

cluster1::> network port show  -role data -link up
                                   Auto-Negot Duplex      Speed (Mbps) 
Node Port Role         Link  MTU   Admin/Oper Admin/Oper  Admin/Oper
---- ---- -----        ----  ----  ---------- ----------  ---------- 
node1
     e0M  data         up    1500  true/true  full/full   auto/100
     e0b  data         up    1500  true/true  full/full   auto/1000
     
node2
     e0b  data         up    1500  true/true  full/full   auto/1000
     

2. ソースのホーム ポートおよびホーム ノードと同じネットワークに存在するデスティ
ネーション ポートがあるかどうか確認します。
たとえば、デスティネーションのホーム ポートとホーム ノードは、該当する場合は同じ
VLAN上に存在する必要があります。

3. 最もビジーでないポートを特定するには、接続数が最も少ないデータ ポートを選択しま
す。

ONTAP System Managerを使用したビジーなLIFの最適ノードの特定
クラスタ内のすべてのポートに関する情報を表示できます。ネットワーク ポートのロール

（クラスタ、データ、またはノード管理）、リンクのステータス、最大転送単位（MTU）、速
度の設定と動作ステータス、ポートのインターフェイス グループなどの情報を適宜確認で
きます。

手順

1. ONTAP System Managerを開きます。

2. [ホーム]タブで、該当するストレージ システムをダブルクリックします。

3. ナビゲーション ペインで、[ノード]階層を展開します。

4. ノード上のアクティブな接続数を確認するには、ナビゲーション ペインでノードのアイ
コンを選択します。

5. ノード名のリンクをクリックし、[設定] > [ポート/アダプタ]をクリックします。

6. ノード別の最大クライアント数を確認します。
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ONTAP System Managerを使用したLIFのホーム ポートおよびノードの変更
LIFのホーム ポートとホーム ノードを変更することで、LIFの優先配置先を変更できます。
この変更は、定期的なメンテナンスの際に一時的にLIFの場所を変更する場合に一般に使用
されるLIFの移行よりも永続性の高い設定です。

タスク概要

次の図は、LIFの元のホーム ポートおよびノードと、変更後のホーム ポートおよびノードを
示しています。LIF1の元のホーム ポートはe1aからe3aに変更され、LIF2はe4aからe2aに変更
されています。
 

 

手順

1. ONTAP System Managerを開きます。

2. [ホーム]タブで、該当するストレージ システムをダブルクリックします。

3. ナビゲーション ペインで、[SVM]階層を展開します。

4. ナビゲーション ペインで、SVMを選択し、[設定] > [ネットワーク インターフェイス]を
クリックします。

5. LIFを選択し、[編集]をクリックします。

6. [インターフェイスの編集]ダイアログ ボックスで、ホーム ポートと、ターゲット ポート
のネットワーク アドレスを入力します。
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注：ONTAP 8.2.1では[ホーム ポート]フィールドが無効になります。

7. [保存して閉じる]をクリックします。

ONTAP System Managerを使用したLIFのホーム ポートへのリバート
別のポートにフェイルオーバーまたは移行されたLIFを、手動または自動で、現在のポート
からホーム ポートにリバートできます。これは、ONTAP System Managerを使用して行うこ
とができます。

タスク概要

管理者は、LIFを作成する際に、LIFの優先配置先として使用するホーム ポートとホーム ノー
ドを指定します。ホーム ノードを使用できない場合やホーム ポートで物理リンクの障害が
発生した場合は、LIFが自動的に新しい場所に移行されます。新しい場所は、たとえば
ONTAP System Managerで、LIFの現在のポートとして報告されます。自動リバート オプショ
ンを有効にしないかぎり、LIFは手動でリバートされるまでこの新しい場所のままとなりま
す。

手順

1. ONTAP System Managerを開きます。

2. [ホーム]タブで、該当するストレージ システムをダブルクリックします。

3. ナビゲーション ペインで、[Storage Virtual Machine]階層を展開します。

4. ナビゲーション ペインで、SVMを選択し、[設定] > [ネットワーク インターフェイス]を
クリックします。

5. [現在のポート]列で、家の形のアイコンに赤の×印が付いているデータLIFを探します（次
の図を参照）。
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6. LIFを選択して[ホームに送信]をクリックします。
このオプションは、選択したインターフェイスがホーム以外のポートでホストされてい
て、かつホーム ポートが使用可能である場合にのみ使用できます。

負荷の低い時間帯でのStorage Efficiency処理の実行
Storage Efficiency処理に適用されるポリシーやスケジュールを変更して、影響を受けるボ
リューム ワークロードの負荷が低いときにStorage Efficiency処理を実行するように設定でき
ます。
Storage Efficiency処理では、大量のクラスタCPUリソースが使用されて、処理を実行するボ
リュームの負荷が高くなることがあります。Storage Efficiency処理の実行中に、影響を受け
るボリュームでアクティビティ レベルが上がると、レイテンシが高くなってイベントがト
リガーされる可能性があります。
[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションには、Bullyワークロードを特定できる
ように、QoSポリシー グループのワークロードがアクティビティのピーク偏差の順に表示さ
れます。テーブルの上部に「storage efficiency」と表示された場合は、この処理が当該ワーク
ロードの負荷を高めています。このワークロードの負荷が低いときに実行されるように効
率化ポリシーまたはスケジュールを変更すれば、Storage Efficiency処理を原因とするクラス
タの競合を回避できます。
効率化ポリシーの管理には、ONTAP System Managerを使用できます。効率化ポリシーとス
ケジュールの管理には、ONTAPコマンドを使用できます。

関連概念

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

Storage Efficiencyとは
Storage Efficiencyを使用すると、低コストで最大限のデータを格納し、スペースを節約しつ
つ、急増するデータに対応することができます。ネットアップのストレージ効率化戦略は、
コア オペレーティング システムであるONTAPとWrite Anywhere File Layout（WAFL）ファイ
ルシステムが提供するストレージ仮想化とユニファイド ストレージに基づいています。
Storage Efficiencyでは、シンプロビジョニング、Snapshotコピー、重複排除、データ圧縮、
FlexClone、SnapVaultとVolume SnapMirrorを使用したシンレプリケーション、RAID-DP、Flash
Cache、Flash Poolアグリゲート、FabricPool対応アグリゲートなどのテクノロジを使用しま
す。これらのテクノロジは、ストレージ利用率の向上とストレージ コストの削減に役立ち
ます。
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ユニファイド ストレージ アーキテクチャでは、Storage Area Network（SAN;ストレージ エリ
ア ネットワーク）、Network-Attached Storage（NAS;ネットワーク接続型ストレージ）、およ
び単一プラットフォーム上のセカンダリ ストレージを効率的に統合できます。
Serial Advanced Technology Attachment（SATA）ドライブなどの高密度ディスクドライブを、
Flash Poolアグリゲート内で、またはFlash CacheやRAID-DPテクノロジを使用して構成する
と、パフォーマンスと耐障害性を低下させることなく効率性を向上させることができます。
FabricPool対応アグリゲートには、パフォーマンス階層としてのオールSSDアグリゲートや
クラウド階層として指定するオブジェクト ストアが含まれます。FabricPoolを設定すると、
アクセス頻度に基づいてデータを格納するストレージ階層（ローカルの高パフォーマンス階
層またはクラウド階層）を管理する際に役立ちます。
シンプロビジョニング、Snapshotコピー、重複排除、データ圧縮、SnapVaultとVolume
SnapMirrorを使用したシンレプリケーション、FlexCloneなどのテクノロジは、さらに削減効
果を高めます。これらのテクノロジを個別に、または組み合わせて使用することにより、ス
トレージ効率を最大限に高めることができます。

ディスクの追加とデータの再配置
アグリゲートにディスクを追加すると、ストレージ容量を増やし、そのアグリゲートのパ
フォーマンスを高めることができます。ディスクを追加したあと、追加したディスクにデー
タを再配置するまでは読み取りパフォーマンスは向上しません。
この手順は、Unified Managerで動的しきい値またはシステム定義のパフォーマンスしきい値
に基づいてトリガーされたアグリゲート関連イベントを受信したときに使用できます。

• 動的しきい値のイベントを受信した場合、[イベントの詳細]ページで、競合状態にあるア
グリゲートを表すクラスタ コンポーネントのアイコンが赤でハイライト表示されます。
そのアイコンの下に、ディスクを追加できるアグリゲートの名前がかっこ内に表示され
ます。

• システム定義のしきい値のイベントを受信した場合、[イベントの詳細]ページで、問題が
あるアグリゲートの名前がイベントの説明のテキストに表示されます。
そのアグリゲートにディスクを追加してデータを再配置できます。

アグリゲートに追加できるのは、クラスタにすでに存在しているディスクだけです。クラス
タに使用可能なディスクが残っていない場合は、必要に応じて管理者に問い合わせるか追加
のディスクを購入してください。アグリゲートへのディスクの追加は、ONTAP System
ManagerまたはONTAPのコマンドを使用して実行できます。
注：データの再配置を行うのは、HDDアグリゲートまたはFlash Poolアグリゲートを使用
している場合だけです。SSDアグリゲートまたはFabricPoolアグリゲートにはデータを再
配置しないでください。

ノードでFlash Cacheを有効にしてワークロード パフォーマン
スを改善する仕組み

クラスタ内の各ノードでFlash Cache™インテリジェント データ キャッシングを有効にする
ことで、ワークロード パフォーマンスを改善できます。
Flash Cacheモジュール（PCIeベースのメモリ モジュールであるPerformance Acceleration
Module）は、インテリジェントな外部読み取りキャッシュとして機能して、ランダム リー
ド中心のワークロードのパフォーマンスを最適化します。このハードウェアは、ONTAPの
WAFL外部キャッシュ ソフトウェア コンポーネントと連携して機能します。
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Unified Managerの[イベントの詳細]ページでは、競合状態にあるアグリゲートを表すクラス
タ コンポーネント アイコンが赤で強調表示されます。このアイコンの下には、アグリゲー
トを特定するアグリゲート名がかっこ内に表示されます。このアグリゲートが配置されて
いるノードでFlash Cacheを有効にすることができます。
ONTAP System ManagerまたはONTAPコマンドを使用して、Flash Cacheがインストールされ
て有効になっているかを確認でき、有効になっていない場合は有効にすることができます。
次のコマンドは、Flash Cacheが特定のノードで有効になっているかどうかを明らかにしま
す。
cluster::> run local options flexscale.enable

Flash Cacheとその使用要件については、次のテクニカル レポートを参照してください。
テクニカル レポート3832：『Flash Cache Best Practices Guide』

ストレージ アグリゲートでFlash Poolを有効にしてワークロー
ド パフォーマンスを改善する仕組み

アグリゲートでFlash Pool機能を有効にすることで、ワークロード パフォーマンスを改善で
きます。Flash Poolは、HDDとSSDの両方が組み込まれているアグリゲートです。プライマ
リ ストレージにはHDDを使用し、SSDを使用して読み取りと書き込みの高性能なキャッ
シュを実現することで、アグリゲートのパフォーマンスを向上させることができます。
Unified Managerの[イベントの詳細]ページには、競合状態にあるアグリゲートの名前が表示
されます。ONTAP System ManagerまたはONTAPコマンドを使用して、アグリゲートでFlash
Poolが有効になっているかどうかを確認できます。SSDを搭載している場合は、コマンドラ
イン インターフェイスを使用して有効にすることができます。SSDを搭載している場合は、
アグリゲートで次のコマンドを実行してFlash Poolが有効になっているかどうかを確認でき
ます。
cluster::> storage aggregate show -aggregate aggr_name -field hybrid-
enabled

このコマンドのaggr_nameはアグリゲートの名前です（競合状態にあるアグリゲートなど）。

Flash Poolとその使用要件の詳細については、『clustered Data ONTAP物理ストレージ管理ガイ
ド』を参照してください。

MetroCluster構成の健全性チェック
Unified Managerでは、MetroCluster構成のクラスタの健全性を確認できます。健全性のステー
タスとイベントから、ワークロードのパフォーマンスに影響するハードウェアやソフトウェ
アの問題がないかを判断できます。
Unified ManagerでEメール アラートの送信を設定した場合は、Eメールを調べて、ローカル
クラスタやリモート クラスタで発生した健全性の問題がパフォーマンス イベントの原因と
なっていないかを確認できます。Unified ManagerのGUIで、[イベント]を選択して現在のイ
ベントのリストを表示し、フィルタを使用してMetroCluster構成のイベントのみを表示する
ことができます。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）
MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析（177ページ）
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関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック（222ページ）

MetroCluster構成の検証
MetroCluster構成でミラーされたワークロードにパフォーマンスの問題が発生しないように
するには、MetroCluster構成が正しくセットアップされていることを確認します。構成の変
更またはソフトウェア / ハードウェア コンポーネントのアップグレードによって、ワーク
ロードのパフォーマンスを改善することもできます。

『MetroClusterインストレーションおよび構成ガイド』には、MetroCluster構成（Fibre Channel
（FC）スイッチ、ケーブル、スイッチ間リンク（ISL）を含む）でクラスタをセットアップ
する手順が説明されています。このガイドは、ローカル クラスタとリモート クラスタがミ
ラー ボリューム データと通信できるようにMetroClusterソフトウェアを設定する際にも役
立ちます。
使用するMetroCluster構成を『MetroClusterインストレーションおよび構成ガイド』に記載さ
れている要件と比較して、ワークロードのパフォーマンスを改善するためにMetroCluster構
成のコンポーネントの変更またはアップグレードが必要かどうかを判断できます。この比
較によって、次の点を確認できます。

• コントローラがワークロードに適しているか。

• スループットの処理能力を高めるために、ISLバンドルをより大きな帯域幅にアップグ
レードする必要があるか。

• 帯域幅を増やすためにスイッチ上でバッファ間クレジット（BBC）を調整できるか。

• ワークロードにSSDストレージへの大量の書き込みスループットがある場合、そのス
ループットに対応するためにFC-to-SASブリッジをアップグレードする必要があるか。

MetroClusterコンポーネントの交換またはアップグレードについては、『MetroCluster Service
Guide』を参照してください。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）
MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析（177ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（178ページ）

別のアグリゲートへのワークロードの移動
ワークロードが現在配置されているアグリゲートよりも負荷の低いアグリゲートをUnified
Managerで特定し、選択したボリュームまたはLUNをそのアグリゲートに移動できます。負
荷の高いワークロードを負荷の低いアグリゲートまたはフラッシュ ストレージが有効なア
グリゲートに移動すると、ワークロードの効率が向上します。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 現在パフォーマンスに問題があるアグリゲートの名前を記録しておく必要があります。

• アグリゲートがイベントを受け取った日付と時刻を記録しておく必要があります。
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• イベントID（「p-sdt-clus1-ag-2542」など）を記録しておく必要があります。

• Unified Managerで1カ月分以上のパフォーマンス データの収集と分析が行われている必
要があります。

タスク概要

負荷の高いワークロードを利用率の低いアグリゲートに移動するには、以下に示す手順で次
のリソースを特定します。

• 同じクラスタ上の利用率の低いアグリゲート

• 現在のアグリゲートで最も負荷の高いボリューム

手順

1. クラスタ内で最も利用率の低いアグリゲートを特定します。

a. [イベントの詳細]ページで、このアグリゲートが配置されているクラスタの名前をク
リックします。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページに、クラスタの詳細が表示されます。

b. [サマリ]ページの[管理対象オブジェクト]ペインで、[アグリゲート]をクリックしま
す。
このクラスタ上のアグリゲートのリストが表示されます。

c. [利用率]列をクリックして、アグリゲートを利用率の低い順に並べ替えます。
[空き容量]の値が最大のアグリゲートを特定することもできます。これにより、ワー
クロードの移動先にするアグリゲートの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするアグリゲートの名前を書き留めます。

2. イベントを受け取ったアグリゲートで負荷の高いボリュームを特定します。

a. パフォーマンスに問題があるアグリゲートをクリックします。
[パフォーマンス / アグリゲート エクスプローラ]ページにアグリゲートの詳細が表示
されます。

b. [期間]セレクタから[過去 30 日間]を選択し、[期間を適用]をクリックします。
これにより、デフォルトの72時間より長い期間のパフォーマンス履歴を表示できま
す。過去72時間だけでなく常に大量のリソースを使用しているボリュームを移動す
る必要があります。

c. [表示して比較]コントロールで、[このアグリゲートのボリューム]を選択します。
このアグリゲート上のFlexVolおよびFlexGroupコンスティチュエント ボリュームのリ
ストが表示されます。

d. ボリュームをMBpsの高い順に並べ替えたあとにIOPSの高い順に並べ替えることで、
最も負荷の高いボリュームがわかります。

e. 別のアグリゲートに移動するボリュームの名前を書き留めます。

3. 事前に特定した利用率の低いアグリゲートに負荷の高いボリュームを移動します。
移動処理は、ONTAP System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAPコマン
ド、またはこれらのツールの組み合わせを使用して実行できます。
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次のタスク

数日後に、移動先のノードまたはアグリゲートから同じタイプのイベントを受け取っていな
いかどうかを確認します。

別のノードへのワークロードの移動
ワークロードが現在実行されているノードよりも負荷の低い別のノード上のアグリゲート
をUnified Managerで特定し、選択したボリュームをそのアグリゲートに移動できます。負荷
の低いノード上のアグリゲートに負荷の高いワークロードを移動すれば、両ノードでのワー
クロードの効率が向上します。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 現在パフォーマンスに問題があるノードの名前を記録しておく必要があります。

• ノードがパフォーマンス イベントを受け取った日付と時刻を記録しておく必要がありま
す。

• イベントID（「p-sdt-clus1-nod-6982」など）を記録しておく必要があります。

• Unified Managerで1カ月分以上のパフォーマンス データの収集と分析が行われている必
要があります。

タスク概要

負荷の高いワークロードを利用率の低いノードに移動するには、以下に示す手順で次のリ
ソースを特定します。

• 同じクラスタで最も空きパフォーマンス容量が大きいノード

• 別のノードで最も空きパフォーマンス容量が大きいアグリゲート

• 現在のノードで最も負荷の高いボリューム

手順

1. クラスタで最も空きパフォーマンス容量が大きいノードを特定します。

a. [イベントの詳細]ページで、特定したノードが存在するクラスタの名前をクリックし
ます。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページに、クラスタの詳細が表示されます。

b. [サマリ]タブの[管理対象オブジェクト]ペインで、[ノード]をクリックします。
このクラスタ上のノードのリストが表示されます。

c. [使用済みパフォーマンス容量]列をクリックして、ノードを使用率の低い順に並べ替
えます。
これにより、ワークロードの移動先にするノードの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするノードの名前を書き留めます。

2. 別のノード上の最も利用率の低いアグリゲートを特定します。

a. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックし、[表
示]メニューから[パフォーマンス] > [すべてのアグリゲート]を選択します。
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューが表示されます。
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b. [フィルタ]をクリックし、左側のドロップダウン メニューから[ノード]を選択し、テ
キスト フィールドにノードの名前を入力して[フィルタを適用]をクリックします。
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューが再び開き、指定したノードで使用
可能なアグリゲートのリストが表示されます。

c. [使用済みパフォーマンス容量]列をクリックして、アグリゲートを使用率の低い順に
並べ替えます。
これにより、ワークロードの移動先にするアグリゲートの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするアグリゲートの名前を書き留めます。

3. イベントを受け取ったノードで負荷の高いワークロードを特定します。

a. イベントの[イベントの詳細]ページに戻ります。

b. 影響を受けるボリューム]フィールドで、ボリューム数のリンクをクリックします。
[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューが開き、このノード上のボリュームが
フィルタリングされて一覧表示されます。

c. [合計容量]列をクリックして、ボリュームを割り当て済みスペースが大きい順に並べ
替えます。
これにより、移動するボリュームの候補が一覧表示されます。

d. 移動するボリュームの名前と、そのボリュームが現在配置されているアグリゲートの
名前を書き留めます。

4. 事前に特定した別のノードで最も空きパフォーマンス容量が大きいアグリゲートにボ
リュームを移動します。
移動処理は、ONTAP System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAPコマン
ド、またはこれらのツールの組み合わせを使用して実行できます。

次のタスク

数日後に、このノードまたはアグリゲートから同じタイプのイベントを受け取っていないか
どうかを確認します。

別のノード上のアグリゲートへのワークロードの移動
ワークロードが現在実行されているノードよりも負荷の低い別のノード上のアグリゲート
をUnified Managerで特定し、選択したボリュームをそのアグリゲートに移動できます。負荷
の低いノード上のアグリゲートに負荷の高いワークロードを移動すれば、両ノードでのワー
クロードの効率が向上します。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 現在パフォーマンスに問題があるノードの名前を記録しておく必要があります。

• ノードがパフォーマンス イベントを受け取った日付と時刻を記録しておく必要がありま
す。

• イベントID（「p-sdt-clus1-nod-6982」など）を記録しておく必要があります。

• Unified Managerで1カ月分以上のパフォーマンス データの収集と分析が行われている必
要があります。
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タスク概要

負荷の高いワークロードを利用率の低いノードに移動するには、以下に示す手順で次のリ
ソースを特定します。

• 同じクラスタ上の利用率の低いノード

• この別のノードで最も利用率の低いアグリゲート

• 現在のノードで最も負荷の高いボリューム

手順

1. クラスタ内で最も利用率の低いノードを特定します。

a. [イベントの詳細]ページで、このノードが配置されているクラスタの名前をクリック
します。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページに、クラスタの詳細が表示されます。

b. [サマリ]ページの[管理対象オブジェクト]ペインで、[ノード]をクリックします。
このクラスタ上のノードのリストが表示されます。

c. [利用率]列をクリックして、ノードを利用率の低い順に並べ替えます。
[空き容量]の値が最大のノードを特定することもできます。これにより、ワークロー
ドの移動先にするノードの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするノードの名前を書き留めます。

2. 別のノード上の最も利用率の低いアグリゲートを特定します。

a. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックし、[表
示]メニューから[パフォーマンス] > [すべてのアグリゲート]を選択します。
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューが表示されます。

b. [フィルタ]をクリックし、左側のドロップダウン メニューから[ノード]を選択し、テ
キスト フィールドにノードの名前を入力して[フィルタを適用]をクリックします。
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューが再び開き、指定したノードで使用
可能なアグリゲートのリストが表示されます。

c. [利用率]列をクリックして、アグリゲートを利用率の低い順に並べ替えます。
[空き容量]の値が最大のアグリゲートを特定することもできます。これにより、ワー
クロードの移動先にするアグリゲートの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするアグリゲートの名前を書き留めます。

3. イベントを受け取ったノードで負荷の高いワークロードを特定します。

a. イベントの[イベントの詳細]ページに戻ります。

b. 影響を受けるボリューム]フィールドで、ボリューム数のリンクをクリックします。
[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューが開き、このノード上のボリュームが
フィルタリングされて一覧表示されます。

c. [合計容量]列をクリックして、ボリュームを割り当て済みスペースが大きい順に並べ
替えます。
これにより、移動するボリュームの候補が一覧表示されます。

d. 移動するボリュームの名前と、そのボリュームが現在配置されているアグリゲートの
名前を書き留めます。

パフォーマンス イベントの解決 | 205



4. 事前に特定した別のノードで最も利用率の低いアグリゲートにボリュームを移動しま
す。
移動処理は、ONTAP System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAPコマン
ド、またはこれらのツールの組み合わせを使用して実行できます。

次のタスク

数日後に、移動先のノードまたはアグリゲートから同じタイプのイベントを受け取っていな
いかどうかを確認します。

別のHAペアのノードへのワークロードの移動
現在ワークロードが実行されている高可用性（HA）ペアよりも空きパフォーマンス容量が
大きい別のHAペアのノード上のアグリゲートをUnified Managerで特定し、 その別のHAペア
上のアグリゲートに選択したボリュームを移動できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• クラスタが2つ以上のHAペアで構成されている必要があります。
クラスタにHAペアが1つしかない場合は、この改善策を実施できません。

• 現在パフォーマンスに問題があるHAペアの2つのノードの名前を記録しておく必要があ
ります。

• ノードがパフォーマンス イベントを受け取った日付と時刻を記録しておく必要がありま
す。

• イベントID（「p-sdt-clus1-nod-6982」など）を記録しておく必要があります。

• Unified Managerで1カ月分以上のパフォーマンス データの収集と分析が行われている必
要があります。

タスク概要

空きパフォーマンス容量が大きいノード上のアグリゲートに負荷の高いワークロードを移
動すれば、両ノードでのワークロードの効率が向上します。負荷の高いワークロードを別の
HAペアの空きパフォーマンス容量の大きいノードに移動するには、以下に示す手順で次の
リソースを特定します。

• 同じクラスタ上の別のHAペアで最も空きパフォーマンス容量が大きいノード

• 別のノードで最も空きパフォーマンス容量が大きいアグリゲート

• 現在のノードで最も負荷の高いボリューム

手順

1. 同じクラスタ上の別のHAペアを構成するノードを特定します。

a. [イベントの詳細]ページで、特定したノードが存在するクラスタの名前をクリックし
ます。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページに、クラスタの詳細が表示されます。

b. [サマリ]ページの[管理対象オブジェクト]ペインで、[ノード]をクリックします。
[パフォーマンス / すべてのノード]ビューに、このクラスタのノードのリストが表示
されます。
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c. 現在パフォーマンスに問題があるHAペアとは別のHAペアのノードの名前を書き留
めます。

2. 別のHAペアで最も空きパフォーマンス容量が大きいノードを特定します。

a. [パフォーマンス / すべてのノード]ビューで、[使用済みパフォーマンス容量]列をク
リックして、ノードを使用率の低い順に並べ替えます。
これにより、ワークロードの移動先にするノードの候補が一覧表示されます。

b. ワークロードの移動先にする別のHAペアのノードの名前を書き留めます。

3. この新たなノードで最も空きパフォーマンス容量が大きいアグリゲートを特定します。

a. [パフォーマンス / すべてのノード]ビューで、ノードをクリックします。
[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページにノードの詳細が表示されます。

b. [表示して比較]メニューで、[このノードのアグリゲート]を選択します。
このノード上のアグリゲートがグリッドに表示されます。

c. [使用済みパフォーマンス容量]列をクリックして、アグリゲートを使用率の低い順に
並べ替えます。
これにより、ワークロードの移動先にするアグリゲートの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするアグリゲートの名前を書き留めます。

4. イベントを受け取ったノードで負荷の高いワークロードを特定します。

a. イベントの[イベントの詳細]ページに戻ります。

b. [影響を受けるボリューム]フィールドで、最初のノードのボリューム数のリンクをク
リックします。
[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューが開き、このノード上のボリュームが
フィルタリングされて一覧表示されます。

c. [合計容量]列をクリックして、ボリュームを割り当て済みスペースが大きい順に並べ
替えます。
これにより、移動するボリュームの候補が一覧表示されます。

d. 移動するボリュームの名前と、そのボリュームが現在配置されているアグリゲートの
名前を書き留めます。

e. このイベントに関係した2つ目のノードに対して手順4cと4dを実行して、そのノード
から移動するボリュームの候補を特定します。

5. 事前に特定した別のノードで最も空きパフォーマンス容量が大きいアグリゲートにボ
リュームを移動します。
移動処理は、ONTAP System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAPコマン
ド、またはこれらのツールの組み合わせを使用して実行できます。

次のタスク

数日後に、このノードまたはアグリゲートから同じタイプのイベントを受け取っていないか
どうかを確認します。

別のHAペアのもう一方のノードへのワークロードの移動
現在ワークロードが実行されているHAペアよりも負荷の低い別のHAペアのノード上のア
グリゲートをUnified Managerで特定し、 その別のHAペア上のアグリゲートに選択したボ
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リュームを移動できます。負荷の低いノード上のアグリゲートに負荷の高いワークロード
を移動すれば、両ノードでのワークロードの効率が向上します。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• クラスタが2つ以上のHAペアで構成されている必要があります。クラスタにHAペアが1
つしかない場合は、この改善策を利用できません。

• 現在パフォーマンスに問題があるHAペアの2つのノードの名前を記録しておく必要があ
ります。

• ノードがパフォーマンス イベントを受け取った日付と時刻を記録しておく必要がありま
す。

• イベントID（「p-sdt-clus1-nod-6982」など）を記録しておく必要があります。

• Unified Managerで1カ月分以上のパフォーマンス データの収集と分析が行われている必
要があります。

タスク概要

以下に示す手順で次のリソースを特定すると、負荷の高いワークロードを別のHAペアの利
用率の低いノードに移動する際に役立ちます。

• 同じクラスタで別のHAペアを構成する利用率の低いノード

• この別のノードで最も利用率が低いアグリゲート

• 現在のノードで最も負荷の高いボリューム

手順

1. 同じクラスタ上の別のHAペアを構成するノードを特定します。

a. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックし、[表示]メ
ニューから[パフォーマンス] > [すべてのクラスタ]を選択します。
[パフォーマンス / すべてのクラスタ]ビューが表示されます。

b. 現在のクラスタの[ノード数]フィールドで数をクリックします。
[パフォーマンス / すべてのノード]ビューが表示されます。

c. 現在パフォーマンスに問題があるHAペアとは別のHAペアのノードの名前を書き留
めます。

2. この別のHAペアで最も利用率が低いノードを特定します。

a. [利用率]列をクリックして、ノードを利用率の低い順に並べ替えます。
[空き容量]の値が最大のノードを特定することもできます。これにより、ワークロー
ドの移動先にするノードの候補が一覧表示されます。

b. ワークロードの移動先にするノードの名前を書き留めます。

3. 別のノード上の最も利用率の低いアグリゲートを特定します。

a. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックし、[表
示]メニューから[パフォーマンス] > [すべてのアグリゲート]を選択します。
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューが表示されます。
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b. [フィルタ]をクリックし、左側のドロップダウン メニューから[ノード]を選択し、テ
キスト フィールドにノードの名前を入力して[フィルタを適用]をクリックします。
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューが再び開き、指定したノードで使用
可能なアグリゲートのリストが表示されます。

c. [利用率]列をクリックして、アグリゲートを利用率の低い順に並べ替えます。
[空き容量]の値が最大のアグリゲートを特定することもできます。これにより、ワー
クロードの移動先にするアグリゲートの候補が一覧表示されます。

d. ワークロードの移動先にするアグリゲートの名前を書き留めます。

4. イベントを受け取ったノードで負荷の高いワークロードを特定します。

a. イベントの[イベントの詳細]ページに戻ります。

b. [影響を受けるボリューム]フィールドで、最初のノードのボリューム数のリンクをク
リックします。
[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューが開き、このノード上のボリュームが
フィルタリングされて一覧表示されます。

c. [合計容量]列をクリックして、ボリュームを割り当て済みスペースが大きい順に並べ
替えます。
これにより、移動するボリュームの候補が一覧表示されます。

d. 移動するボリュームの名前と、そのボリュームが現在配置されているアグリゲートの
名前を書き留めます。

e. このイベントに関係した2つ目のノードに対して手順4cと4dを実行して、そのノード
から移動するボリュームの候補を特定します。

5. 事前に特定した別のノードで最も利用率の低いアグリゲートにボリュームを移動しま
す。
移動処理は、ONTAP System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAPコマン
ド、またはこれらのツールの組み合わせを使用して実行できます。

次のタスク

数日後に、移動先のノードまたはアグリゲートから同じタイプのイベントを受け取っていな
いかどうかを確認します。

QoSポリシーの設定を使用したノードでの作業の優先順位付け
QoSポリシー グループに上限を設定して、ポリシー グループに含まれるワークロードの1秒
あたりのI/O処理数（IOPS）やスループット（MBps）の上限を制御できます。ワークロード
が属するポリシー グループに上限が設定されていない場合（デフォルトのポリシー グルー
プなど）、あるいは設定された上限がニーズに合わない場合は、設定された上限を引き上げ
るか、適切な上限が設定された新規または既存のポリシー グループにワークロードを移動
できます。
ノードのパフォーマンス イベントの原因がノード リソースを過剰に消費しているワーク
ロードにある場合、[イベントの詳細]ページのイベントの説明に関連するボリュームのリス
トへのリンクが表示されます。[パフォーマンス / ボリューム]ページでは、影響を受けたボ
リュームをIOPSとMBpsでソートすることで、イベントの原因となった可能性がある使用率
が最も高いワークロードを確認できます。
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ノード リソースを過剰に消費しているボリュームは、より制限の厳しいポリシー グループ
に割り当てます。これにより、ポリシー グループによる調整でワークロードのアクティビ
ティが制限されて、そのノードでのリソースの使用が削減されます。
ONTAP System ManagerまたはONTAPコマンドを使用してポリシー グループを管理できま
す。これには次のタスクが含まれます。
• ポリシー グループの作成
• ポリシー グループ内のワークロードの追加または削除
• ポリシー グループ間でのワークロードの移動
• ポリシー グループのスループット制限の変更

非アクティブなボリュームとLUNの削除
アグリゲートの空きスペースが問題であることがわかった場合は、使用されていないボ
リュームとLUNを検索してアグリゲートから削除できます。これによってディスク スペー
ス不足の問題を解消できます。
アグリゲートでのパフォーマンス イベントの原因がディスク スペースの不足である場合
は、使用されなくなったボリュームやLUNをいくつかの方法で特定できます。
使用されていないボリュームを特定する方法は次のとおりです。

• [イベントの詳細]ページの[影響を受けるオブジェクト数]フィールドに、関連するボ
リュームのリストを表示するリンクが示されます。
リンクをクリックすると、[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューにボリュームが
表示されます。このページで関連するボリュームをIOPSでソートすると、アクティブで
ないボリュームがわかります。

使用されていないLUNを特定する方法は次のとおりです。

1. [イベントの詳細]ページで、イベントが発生したアグリゲートの名前を確認して書き留め
ます。

2. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [LUN]をクリックし、[表示]メニューか
ら[パフォーマンス] > [すべての LUN]を選択します。

3. [フィルタ]をクリックし、左側のドロップダウン メニューから[アグリゲート]を選択し、
テキスト フィールドにアグリゲートの名前を入力して[フィルタを適用]をクリックしま
す。

4. 表示された関連するLUNのリストをIOPSでソートして、アクティブでないLUNを確認し
ます。

使用されていないボリュームとLUNを特定したら、ONTAP System ManagerまたはONTAPコ
マンドを使用して、それらのオブジェクトを削除できます。

ディスクの追加およびアグリゲート レイアウトの再構築
アグリゲートにディスクを追加すると、ストレージ容量を増やし、そのアグリゲートのパ
フォーマンスを高めることができます。ディスクの追加後は、アグリゲートを再構築したあ
とのパフォーマンスの改善だけを確認できます。
[イベントの詳細]ページでシステム定義のしきい値イベントを受信すると、そのイベントに
ついて説明するテキストに、問題が発生しているアグリゲートの名前が表示されます。この
アグリゲートに対して、ディスクを追加してデータを再構築できます。
アグリゲートに追加できるのは、クラスタにすでに存在しているディスクだけです。クラス
タに使用可能なディスクが残っていない場合は、必要に応じて管理者に問い合わせるか追加
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のディスクを購入してください。アグリゲートへのディスクの追加は、ONTAP System
ManagerまたはONTAPのコマンドを使用して実行できます。
テクニカル レポート3838：『Storage Subsystem Configuration Guide』
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クォータの管理
ユーザ クォータとグループ クォータを使用して、ユーザまたはユーザ グループが使用でき
るディスク スペースの量やファイルの数を制限できます。ディスクやファイルの使用量、
ディスクに設定されている各種の制限など、ユーザ クォータとユーザ グループ クォータの
情報を確認することができます。

クォータ制限とは
ユーザ クォータ制限とは、ユーザのスペース使用量がそのユーザのクォータで設定されて
いる制限値に近づいているかどうか、または到達したかどうかを評価するためにUnified
Managerサーバで使用される値です。ソフト リミットを超えた場合や、ハード リミットに達
した場合は、Unified Managerサーバでユーザ クォータ イベントが生成されます。
デフォルトでは、Unified Managerサーバは、クォータのソフト リミットを超えたユーザまた
はクォータのハード リミットに達したユーザ、およびユーザ クォータ イベントが設定され
ているユーザに通知Eメールを送信します。管理者ロールのユーザは、指定した受信者に
ユーザ クォータ イベントまたはユーザ グループ クォータ イベントを通知するアラートを
設定できます。
ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用してクォータ制限を指定できます。

ユーザ クォータとユーザ グループ クォータの表示
[健全性 / すべての SVM]ビューには、SVMで設定されたユーザ クォータとユーザ グループ
クォータに関する情報が表示されます。ユーザまたはユーザ グループの名前、ディスクと
ファイルに設定された制限、ディスクとファイルの使用済みスペース、および通知用のEメー
ル アドレスを表示できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューでSVMを選択し、[ユーザ クォータとグループ クォータ]
タブをクリックします。

関連概念

クォータ プロセスの概要（215ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

Eメール アドレスを生成するルールの作成
クラスタ、Storage Virtual Machine（SVM）、ボリューム、qtree、ユーザ、またはユーザ グ
ループに関連付けられたユーザ クォータに基づいて、Eメール アドレスを指定するルールを
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作成できます。クォータに違反が発生すると、指定したEメール アドレスに通知が送信され
ます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• [ユーザ クォータおよびグループ クォータの E メール アドレスを生成するルール]ペー
ジのガイドラインを確認しておく必要があります。

タスク概要

クォータのEメール アドレスのルールを定義して、実行順にそれらを入力する必要がありま
す。たとえば、qtree1でのクォータ違反に関する通知をEメール アドレス「qtree1@xyz.com」
で受信し、それ以外のqtreeについてはEメール アドレス「admin@xyz.com」を使用する場合
は、次の順序でルールを指定する必要があります。

if ( $QTREE == 'qtree1' ) then qtree1@xyz.com

if ( $QTREE == * ) then admin@xyz.com

指定したどのルールの条件も満たされなかった場合は、デフォルトのルールが使用されま
す。
if ( $USER_OR_GROUP == * ) then $USER_OR_GROUP@$DOMAIN

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[クォータ E メール]を
クリックします。

2. [セットアップ]オプション ページで、[アドレス ルール]をクリックし、条件に基づいて
ルールを入力します。

3. [検証]をクリックしてルールの構文を検証します。
ルールの構文が正しくない場合は、エラー メッセージが表示されます。構文を修正して、
[検証]をもう一度クリックする必要があります。

4. [保存して閉じる]をクリックします。

5. 作成したEメール アドレスが[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページの[ユーザ
クォータとグループ クォータ]タブに表示されていることを確認します。

関連タスク

ユーザ クォータおよびグループ クォータのEメール アドレスの編集（214ページ）
ユーザ クォータとユーザ グループ クォータのEメール通知形式の作成（214ページ）

関連資料

[ユーザ クォータおよびグループ クォータの E メール アドレスを生成するルール]ページ
（217ページ）
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ユーザ クォータとユーザ グループ クォータのEメール通知形式
の作成

クォータ関連の問題が発生したとき（ソフト リミットを超えたとき、またはハード リミッ
トに達したとき）にユーザまたはユーザ グループに送信するEメール通知の形式を作成でき
ます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[クォータ E メール]を
クリックします。

2. [セットアップ]オプション ページで、[通知の形式]をクリックし、[送信元]、[件名]、[E
メールの詳細]の各フィールドの詳細を入力または変更します。

3. [プレビュー]をクリックしてEメール通知をプレビューします。

4. [閉じる]をクリックしてプレビュー ウィンドウを閉じます。

5. 必要に応じてEメール通知の内容を変更します。

6. [保存して閉じる]をクリックします。

関連タスク

Eメール アドレスを生成するルールの作成（212ページ）

ユーザ クォータおよびグループ クォータのEメール アドレスの
編集

クラスタ、Storage Virtual Machine（SVM）、ボリューム、qtree、ユーザ、またはユーザ グ
ループに関連付けられたユーザ クォータに基づいて、Eメール アドレスを変更することがで
きます。Eメール アドレスの変更は、[ユーザ クォータおよびグループ クォータの E メール
アドレスを生成するルール]ダイアログ ボックスで指定したルールに従って生成されたE
メール アドレスを上書きする場合に行います。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• ルールの作成に関するガイドライン（217ページ）を確認しておく必要があります。

タスク概要

Eメール アドレスを編集すると、ユーザ クォータおよびグループ クォータのEメール アド
レスを生成するルールがクォータに適用されなくなります。指定したルールに従って生成
されたEメール アドレスに通知を送信するには、Eメール アドレスを削除して変更内容を保
存する必要があります。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、SVMを選択し、[ユーザ クォータとグループ クォー
タ]タブをクリックします。

3. タブの下にある[E メール アドレスの編集]をクリックします。

4. [E メール アドレスの編集]ダイアログ ボックスで、該当する操作を実行します。
状況 操作

指定したルールに従って生
成されたEメール アドレス
に通知を送信する

a. [E メール アドレス]フィールドでEメール アドレスを削除しま
す。

b. [保存]をクリックします。

c. F5キーを押してブラウザをリフレッシュし、[E メール アドレ
スの編集]ダイアログ ボックスをリロードします。

指定したルールに従って生成されたEメール アドレスが[E メール
アドレス]フィールドに表示されます。

指定したEメール アドレス
に通知を送信する a. [E メール アドレス]フィールドでEメール アドレスを変更しま

す。

b. [保存]をクリックします。

ユーザ クォータおよびグループ クォータのEメール アドレスを生
成するルールがクォータに適用されなくなります。

関連タスク

Eメール アドレスを生成するルールの作成（212ページ）

クォータに関する詳細情報
クォータに関する概念を理解しておくと、ユーザ クォータとユーザ グループ クォータを効
率的に管理できるようになります。

クォータ プロセスの概要
クォータには、ソフト クォータとハード クォータがあります。ソフト クォータでは、指定
された制限を超過するとONTAPによって通知が送信されますが、ハード クォータでは、指
定された制限を超過すると書き込み処理が失敗します。
ONTAPでユーザまたはユーザ グループからFlexVolへの書き込み要求が受信されると、その
ボリュームでこのユーザまたはユーザ グループに対してクォータがアクティブ化されてい
るかどうかがチェックされ、次の点が確認されます。

• ハード リミットに到達するか
到達する場合は、ハード リミットに到達したときに書き込み処理が失敗し、ハード
クォータ通知が送信されます。

• ソフト リミットを超えるか
超える場合は、ソフト リミットを超えても書き込み処理が成功し、ソフト クォータ通知
が送信されます。

• 書き込み処理でソフト リミットを超えないか
超えない場合は、書き込み処理が成功し、通知は送信されません。
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関連概念

クォータについて（216ページ）
クォータの使用目的（216ページ）

クォータについて
クォータを使用すると、ユーザ、グループ、またはqtreeによって使用されるディスク スペー
スやファイル数を制限したり、追跡したりできます。クォータは、/etc/quotasファイルを
使用して指定します。クォータは、特定のボリュームまたはqtreeに適用されます。

クォータの使用目的
クォータは、FlexVol内のリソース使用量を制限したり、リソース使用量が特定のレベルに達
したときに通知したり、リソース使用量を追跡したりするために使用できます。
次のような場合にクォータを指定します。

• ユーザやグループが使用できる、またはqtreeに格納できる、ディスク スペースの容量や
ファイル数を制限する場合

• 制限を適用せずに、ユーザ、グループ、またはqtreeによって使用されるディスク スペー
スの容量やファイル数を追跡する場合

• ユーザが使用するディスク容量やファイル数が多いときにユーザに警告する場合

クォータのダイアログ ボックスの説明
[健全性 / すべての SVM]ビューの[ユーザ クォータとグループ クォータ]タブで該当するオ
プションを使用して、クォータに関する問題が発生したときに送信するEメール通知の形式
を設定したり、ユーザ クォータに基づいてEメール アドレスを指定するルールを設定したり
できます。

[E メール通知の形式]ページ
[E メール通知の形式]ページには、クォータに関する問題が発生（ソフト リミットを超過す
るかハード リミットに到達）したときにユーザまたはユーザ グループに送信されるEメール
のルールが表示されます。
Eメール通知は、ユーザ クォータまたはユーザ グループ クォータについて、「ユーザ / グルー
プ クォータのディスク スペースがソフト リミットを超過」、「ユーザ クォータまたはグルー
プ クォータのファイル数がソフト リミットを超過」、「ユーザ / グループ クォータのディス
ク スペースがハード リミットに到達」、「ユーザ クォータまたはグループ クォータのファイ
ル数がハード リミットに到達」の各イベントが生成されたときにのみ送信されます。
送信元

Eメールの送信元のEメール アドレスが表示されます。このアドレスは変更も可
能です。デフォルトでは、[セットアップ/通知]ページで指定されたEメール アド
レスになります。

件名
通知メールの件名が表示されます。

E メールの詳細
通知メールのテキストが表示されます。テキストは必要に応じて変更が可能で
す。たとえば、クォータ属性に関する情報を使用してキーワードの数を減らすこ
とができます。ただし、キーワードは変更しないでください。
有効なキーワードは次のとおりです。
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• $EVENT_NAME
Eメール通知の原因となったイベントの名前を示します。

• $QUOTA_TARGET
クォータが適用されるqtreeまたはボリュームを示します。

• $QUOTA_USED_PERCENT
ディスクのハード リミット、ディスクのソフト リミット、ファイルのハード
リミット、またはファイルのソフト リミットについて、ユーザまたはユーザ グ
ループが使用している割合を示します。

• $QUOTA_LIMIT
ユーザまたはユーザ グループがリミットに達して次のいずれかのイベントが
生成されたディスクのハード リミットまたはファイルのハード リミットを示
します。

◦ ユーザ / グループ クォータのディスク スペースがハード リミットに到達

◦ ユーザ / グループ クォータのディスク スペースがソフト リミットに到達

◦ ユーザ クォータまたはグループ クォータのファイル数がハード リミット
に到達

◦ ユーザ クォータまたはグループ クォータのファイル数がソフト リミット
に到達過

• $QUOTA_USED
ユーザまたはユーザ グループが使用しているディスク スペースと作成した
ファイルの数を示します。

• $QUOTA_USER
ユーザまたはユーザ グループの名前を示します。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して、Eメール通知の形式に対する変更内容をプレビュー、保存、
キャンセルできます。
プレビュー

通知メールのプレビューが表示されます。
工場出荷時のデフォルトに戻す

通知の形式を工場出荷時のデフォルトに戻すことができます。
保存

通知の形式に対する変更内容を保存します。

関連タスク

Eメール アドレスを生成するルールの作成（212ページ）

関連資料

[ユーザ クォータおよびグループ クォータの E メール アドレスを生成するルール]ページ
（217ページ）

[ユーザ クォータおよびグループ クォータの E メール アドレスを生成するルー
ル]ページ

[ユーザ クォータおよびグループ クォータの E メール アドレスを生成するルール]ページで
は、クラスタ、SVM、ボリューム、qtree、ユーザ、またはユーザ グループに関連付けられ
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たユーザ クォータに基づいてEメール アドレスを指定するルールを作成できます。クォー
タに違反が発生すると、指定したEメール アドレスに通知が送信されます。

[ルール]領域
クォータのEメール アドレスに関するルールを定義する必要があります。ルールを説明す
るコメントを追加することもできます。

ルールを定義する方法
ルールは実行する順序で入力する必要があります。最初のルールの条件が満たされると、そ
のルールに基づいてEメール アドレスが生成されます。この条件が満たされなかった場合
は、その次のルールへと順番に条件が評価されます。各ルールは個別の行にリストされま
す。デフォルトのルールはリストの一番下に表示されます。ルールの優先順位は変更可能
です。ただし、デフォルトのルールの順序は変更できません。
たとえば、qtree1でのクォータ違反に関する通知をEメール アドレス「qtree1@xyz.com」で受
信し、それ以外のqtreeについてはEメール アドレス「admin@xyz.com」を使用する場合は、
次の順序でルールを指定する必要があります。

if ( $QTREE == 'qtree1' ) then qtree1@xyz.com

if ( $QTREE == * ) then admin@xyz.com

指定したどのルールの条件も満たされなかった場合は、デフォルトのルールが使用されま
す。
if ( $USER_OR_GROUP == * ) then $USER_OR_GROUP@$DOMAIN

複数のユーザが同じクォータを使用する場合は、ユーザの名前がカンマで区切られた値で表
示され、そのクォータにはルールが適用されません。

コメントを追加する方法
ルールを説明するコメントを追加することができます。各コメントの先頭に#を付加して、
1行に1つずつコメントがリストされるようにします。

ルールの構文
ルールの構文には次のいずれかを使用する必要があります。

• if ( valid variable operator *) then email ID@domain name

ifはキーワードであり、小文字で記述します。「operator」には==を指定します。「email
ID」には、任意の文字、有効な変数（$USER_OR_GROUP、$USER、または$GROUP）、
または任意の文字と有効な変数の組み合わせを指定できます。「domain name」には、任
意の文字、有効な変数（$DOMAIN）、または任意の文字と有効な変数の組み合わせを指
定できます。有効な変数は大文字か小文字のいずれかで指定できますが、両方を組み合
わせることはできません。たとえば、$domainと$DOMAINは有効ですが、$Domainは無
効です。

• if ( valid variable operator 'string ') then email ID@domain name

ifはキーワードであり、小文字で記述します。「operator」には、containsまたは==を指
定できます。「email ID」には、任意の文字、有効な変数（$USER_OR_GROUP、$USER、
または$GROUP）、または任意の文字と有効な変数の組み合わせを指定できます。「domain
name」には、任意の文字、有効な変数（$DOMAIN）、または任意の文字と有効な変数の
組み合わせを指定できます。有効な変数は大文字か小文字のいずれかで指定できます
が、両方を組み合わせることはできません。たとえば、$domainと$DOMAINは有効です
が、$Domainは無効です。
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コマンド ボタン
コマンド ボタンでは、作成したルールの保存、検証、キャンセルを実行できます。
検証

作成したルールの構文を検証します。検証でエラーが見つかった場合は、エラー
のあるルールがエラー メッセージとともに表示されます。

工場出荷時のデフォルトに戻す
アドレスのルールを工場出荷時のデフォルト値に戻すことができます。

保存
ルールの構文を検証し、エラーがなければルールを保存します。検証でエラーが
見つかった場合は、エラーのあるルールがエラー メッセージとともに表示されま
す。

関連タスク

Eメール アドレスを生成するルールの作成（212ページ）

関連資料

[E メール通知の形式]ページ（216ページ）
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クラスタおよびクラスタ オブジェクトの健全性の管
理と監視

Unified Managerでは、定期的なAPIクエリとデータ収集エンジンを使用してクラスタから
データが収集されます。Unified Managerデータベースにクラスタを追加することで、そのク
ラスタの可用性と容量のリスクを監視して管理できるようになります。

クラスタの監視の概要
Unified Managerデータベースにクラスタを追加して、可用性、容量、その他の詳細（CPU使
用率、インターフェイスの統計、空きディスク スペース、qtree使用率、シャーシの環境な
ど）についてクラスタを監視できます。
ステータスが異常な場合や事前定義されたしきい値を超えた場合は、イベントが生成されま
す。イベントによってアラートがトリガーされたときに指定した受信者に通知を送信する
ようにUnified Managerを設定することもできます。

ノード ルート ボリュームの概要
Unified Managerを使用して、ノードのルート ボリュームを監視できます。ノードの停止を防
ぐための十分な容量をノードのルート ボリュームに確保しておくことを推奨します。
ノードのルート ボリュームの使用容量がノードのルート ボリュームの合計容量の80%を超
えると、「ノードのルート ボリュームのスペースがほぼフル」イベントが生成されます。通
知を受け取るようにこのイベントのアラートを設定することができます。ONTAP System
ManagerまたはONTAP CLIを使用して、ノードの停止を防ぐための適切な処置を行うことが
できます。

ノードのルート アグリゲートのイベントとしきい値の概要
Unified Managerを使用して、ノードのルート アグリゲートを監視できます。ルート アグリ
ゲート内のルート ボリュームをシックプロビジョニングしてノードの停止を防ぐことを推
奨します。
デフォルトでは、ルート アグリゲートについては容量とパフォーマンスのイベントは生成
されません。また、Unified Managerで使用されるしきい値はノードのルート アグリゲートに
は適用されません。これらのイベントが生成されるように設定を変更できるのは、テクニカ
ル サポート担当者だけです。テクニカル サポート担当者が設定を変更すると、容量のしき
い値がノードのルート アグリゲートにも適用されるようになります。
ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、ノードの停止を防ぐための適切な処
置を行うことができます。

クォーラムとイプシロンについて
クォーラムとイプシロンは、クラスタの健全性と機能を判断するための重要な基準で、通信
および接続に関する潜在的な問題へのクラスタの対応を決定します。
クォーラムは、クラスタが完全に機能するための前提条件です。クラスタがクォーラムを構
成している場合は、過半数のノードが正常で、相互に通信可能です。クォーラムが失われる
と、クラスタは通常のクラスタ処理を実行できなくなります。すべてのノードが1つのまと
まりとしてデータの単一のビューを共有するため、任意の時点において1つのノードの集ま
りだけがクォーラムを構成することができます。つまり、通信が確立されていない2つの
ノードが異なる方法でデータを変更できる場合には、データを1つのデータ ビューに表示で
きなくなります。
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クラスタ内の各ノードはノード マスターを選出する投票プロトコルに属しており、マス
ター以外の各ノードはセカンダリとなります。マスター ノードは、クラスタ内に情報を同
期する役割を担います。形成されたクォーラムは継続的な投票によって維持されます。マ
スター ノードがオフラインになった場合、クラスタでクォーラムが維持されていれば、オ
ンラインのノードの投票によって新しいマスターが選出されます。
ノード数が偶数のクラスタの場合は同票となる可能性があるため、イプシロンと呼ばれる追
加の投票荷重が設定されたノードが1つあります。大規模なクラスタの同じ数のノード間で
接続障害が発生した場合、すべてのノードが正常であることを条件に、イプシロンが設定さ
れたノードのグループがクォーラムを維持します。たとえば、次の図では、4ノード クラス
タの2つのノードで障害が発生しています。ただし、残りのノードの1つにイプシロンが設定
されているため、正常なノードが過半数に満たなくてもクォーラムが維持されます。
 

 

クラスタが作成されると、自動的に最初のノードにイプシロンが割り当てられます。イプシ
ロンを保持しているノードで障害が発生したり、ハイアベイラビリティ パートナーをテイ
クオーバーしたり、ハイアベイラビリティ パートナーにテイクオーバーされた場合、イプ
シロンは別のHAペアの正常なノードに自動的に割り当てられます。
ノードをオフラインにすると、クラスタがクォーラムを維持できるかどうかに影響すること
があります。そのため、クラスタのクォーラムが失われたり、あと1つのノード障害によっ
てクォーラムが失われるような処理を実行しようとすると、警告メッセージが表示されま
す。クォーラムに関する警告メッセージを無効にするには、advanced権限レベルでcluster

quorum-service options modifyコマンドを使用します。

一般的に、クラスタのノード間に信頼性のある接続が確立されている場合には、小規模のク
ラスタよりも大規模のクラスタの方が安定します。ノードの半数にイプシロンを加えた過
半数のクォーラムの要件は、2ノードのクラスタよりも24ノードのクラスタの方が簡単に維
持できます。
2ノードのクラスタでは、クォーラムの維持に独特な課題が存在します。2ノード クラスタ
ではクラスタHAが使用され、どちらのノードにもイプシロンは設定されません。代わりに、
両方のノードが継続的にポーリングされ、1つのノードに障害が発生した場合には、もう一
方のノードが、論理インターフェイスと管理機能へのアクセスに加えてデータへの完全な読
み取り / 書き込みアクセスを提供します。

クラスタ リストおよび詳細の表示
[健全性 / すべてのクラスタ]ビューを使用すると、クラスタのインベントリを表示できます。
[容量 / すべてのクラスタ]ビューでは、すべてのクラスタのストレージ容量と使用状況につ
いてまとめた情報を確認できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[健全性/クラスタの詳細]ページを使用して、個々のクラスタの健全性、容量、構成、LIF、
ノード、ディスクなどの詳細を表示することもできます。
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[健全性 / すべてのクラスタ]ビュー、[容量 / すべてのクラスタ]ビュー、および[健全性/クラ
スタの詳細]ページに表示される詳細は、ストレージを計画する際に役立ちます。たとえば、
新しいアグリゲートをプロビジョニングする前に、[健全性 / すべてのクラスタ]ビューで特
定のクラスタを選択して容量の詳細を取得し、必要なスペースがクラスタにあるかどうかを
判断することができます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[健全性 / すべてのクラスタ]ビューを選択して健全性の情報を表示す
るか、または[容量 / すべてのクラスタ]ビューを選択してすべてのクラスタのストレージ
容量と使用状況に関する情報を表示します。

3. クラスタの名前をクリックして、[健全性/クラスタの詳細]ページにクラスタのすべての
詳細を表示します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
アラートの追加（120ページ）
クラスタの編集（606ページ）

関連資料

[容量 / すべてのクラスタ]ビュー（233ページ）
[健全性 / すべてのクラスタ]ビュー（231ページ）
[健全性/クラスタの詳細]ページ（235ページ）

MetroCluster構成のクラスタの健全性チェック
Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のクラスタとそのコンポーネントの運用の健全
性を確認できます。Unified Managerによって検出されたパフォーマンス イベントにクラス
タが関連している場合は、健全性ステータスを確認することで、ハードウェアまたはソフト
ウェアの問題がイベントの一因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成のパフォーマンス イベントを分析し、関連したクラスタの名前を取得し
ておく必要があります。

• MetroCluster構成の両方のクラスタをUnified Managerの同じインスタンスで監視している
必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[イベント]をクリックしてイベント リストを表示しま
す。

2. フィルタ パネルで、[ソース タイプ]カテゴリにあるMetroClusterのすべてのフィルタを選
択します。

3. MetroClusterイベントの横にあるクラスタの名前をクリックします。
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イベントの詳細情報を含む[健全性 / すべてのクラスタ]ビューが表示されます。
注：MetroClusterイベントが表示されない場合は、検索バーを使用して、パフォーマン
ス イベントに関連したクラスタの名前を検索できます。

4. [MetroCluster 接続]タブを選択し、選択したクラスタとそのパートナー クラスタの間の
接続の健全性を表示します。

例

 

 

この例では、ローカル クラスタとそのパートナー クラスタの名前とコンポーネントが表
示されています。黄色または赤のアイコンは、強調表示されているコンポーネントの健
全性イベントを示しています。[接続]アイコンは、クラスタ間のリンクを表します。アイ
コンにマウス カーソルを合わせると、イベント情報を表示できます。アイコンをクリッ
クすると、イベントを表示できます。どちらかのクラスタで発生した健全性の問題がパ
フォーマンス イベントの一因である可能性があります。
Unified Managerは、クラスタ間のリンクのNVRAMコンポーネントを監視します。ローカ
ル クラスタまたはパートナー クラスタの[FC スイッチ]アイコンまたは[接続]アイコン
が赤の場合は、リンクの健全性の問題がパフォーマンス イベントの原因である可能性が
あります。

5. [MetroCluster レプリケーション]タブを選択します。

例

 

 

この例では、ローカル クラスタまたはパートナー クラスタの[NVRAM]アイコンが黄色
または赤の場合、NVRAMに関する健全性の問題がパフォーマンス イベントの原因であ
る可能性があります。ページ上に赤または黄色のアイコンがない場合は、パートナー ク
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ラスタにおけるパフォーマンスの問題がパフォーマンス イベントの原因である可能性が
あります。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

MetroCluster構成のクラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（178ページ）
MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマンス イベントの分析（180ペー
ジ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

ノード リストおよび詳細の表示
[健全性 / すべてのノード]ビューを使用すると、クラスタ内のノードのリストを表示できま
す。[健全性/クラスタの詳細]ページを使用すると、監視対象のクラスタに含まれるノードに
関する詳細情報を表示できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

ノードの状態、ノードを含むクラスタ、アグリゲートの容量の詳細（使用容量と合計容量）、
物理容量の詳細（使用可能な容量、スペア容量、合計容量）などの詳細情報を参照できま
す。HAペア、ディスク シェルフ、およびポートに関する情報を取得することもできます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ノード]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのノード]ビューで、詳細を表示するノードをクリックします。
選択したノードの詳細情報が[健全性/クラスタの詳細]ページに表示されます。左側のペ
インには、HAペアのリストが表示されます。デフォルトでは、[HA の詳細]が開き、選
択したHAペアに関連するHA状態の詳細とイベントが表示されます。

3. ノードに関するその他の詳細を表示するには、次のうち該当する操作を実行します。

表示する内容 操作

ディスク シェルフの詳細 [ディスク シェルフ]をクリックします。

ポート関連の情報 [ポート]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
クラスタ リストおよび詳細の表示（221ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
アラートの追加（120ページ）
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クラスタの編集（606ページ）

関連資料

[健全性 / すべてのノード]ビュー（247ページ）

SVMリストおよび詳細の表示
[健全性 / すべての SVM]ビューでは、Storage Virtual Machine（SVM）のインベントリを監視
できます。[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページを使用すると、監視対象のSVMに関
する詳細情報を表示できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

SVMの容量、効率、構成など、SVMの詳細を表示できます。また、そのSVMに関連するデ
バイスやアラートに関する情報も参照できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. 次のいずれかの方法を選択してSVMの詳細を表示します。

• すべてのクラスタのすべてのSVMの健全性に関する情報を表示するには、[表示]メ
ニューで[健全性 / すべての SVM]ビューを選択します。

• すべての詳細を表示するには、SVM名をクリックします。
最小限の詳細のダイアログ ボックスにある[詳細を表示]をクリックして、すべての詳
細を表示することもできます。

3. オプション：最小限の詳細のダイアログ ボックスにある[表示：関連]をクリックして、
SVMに関連するオブジェクトを表示します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
アラートの追加（120ページ）
Infinite Volumeを備えたSVMの詳細の表示（656ページ）

関連資料

[健全性 / すべての SVM]ビュー（263ページ）
[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページ（265ページ）
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アグリゲート リストおよび詳細の表示
[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューでは、アグリゲートのインベントリを監視できます。
[容量 / すべてのアグリゲート]ビューでは、すべてのクラスタのアグリゲートの容量と使用
状況に関する情報を表示できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

アグリゲートの容量と構成、ディスク情報などの詳細を[健全性/アグリゲートの詳細]ページ
に表示できます。必要に応じて、しきい値を設定する前にこれらの詳細を使用できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. 次のいずれかの方法を選択してアグリゲートの詳細を表示します。

• すべてのクラスタのすべてのアグリゲートの健全性に関する情報を表示するには、[表
示]メニューで[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューを選択します。

• すべてのクラスタのすべてのアグリゲートの容量と使用状況に関する情報を表示す
るには、[表示]メニューで[容量 / すべてのアグリゲート]ビューを選択します。

• すべての詳細を表示するには、アグリゲート名をクリックします。
最小限の詳細のダイアログ ボックスにある[詳細を表示]をクリックして、すべての詳
細を表示することもできます。

3. オプション：最小限の詳細のダイアログ ボックスにある[表示：関連]をクリックして、
アグリゲートに関連するオブジェクトを表示します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
アラートの追加（120ページ）
個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）

関連資料

[容量 / すべてのアグリゲート]ビュー（252ページ）
[健全性 / すべてのアグリゲート]ビュー（249ページ）
[健全性/アグリゲートの詳細]ページ（254ページ）

ストレージ プールの詳細の表示
ストレージ プールの詳細を表示して、ストレージ プールの健全性、合計キャッシュと使用
可能なキャッシュ、使用済みの割り当てと使用可能な割り当てを監視できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. アグリゲート名をクリックします。
選択したアグリゲートの詳細が表示されます。

3. [ディスク情報]タブをクリックします。
詳細なディスク情報が表示されます。
注：[キャッシュ]テーブルは、選択したアグリゲートがストレージ プールを使用してい
る場合にのみ表示されます。

4. [キャッシュ]テーブルで、必要なストレージ プールの名前にカーソルを合わせます。
ストレージ プールの詳細が表示されます。

ボリューム リストおよび詳細の表示
[健全性 / すべてのボリューム]ビューでは、ボリュームのインベントリを監視できます。[容
量 / すべてのボリューム]ビューでは、クラスタ内のボリュームの容量と使用状況に関する情
報を表示できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[健全性 / ボリュームの詳細]ページを使用して、監視対象のボリュームに関する詳細情報（ボ
リュームの容量、効率、構成、保護など）を表示することもできます。また、特定のボリュー
ムに関連するデバイスやアラートに関する情報も参照できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. 次のいずれかの方法を選択してボリュームの詳細を表示します。

• クラスタ内のボリュームの健全性に関する詳細情報を表示するには、[表示]メニュー
で[健全性 / すべてのボリューム]ビューを選択します。

• クラスタ内のボリュームの容量と使用状況に関する詳細情報を表示するには、[表示]
メニューで[容量 / すべてのボリューム]ビューを選択します。

• すべての詳細を表示するには、ボリューム名をクリックします。
最小限の詳細のダイアログ ボックスにある[詳細を表示]をクリックして、すべての詳
細を表示することもできます。

3. オプション：最小限の詳細のダイアログ ボックスにある[表示：関連]をクリックして、
ボリュームに関連するオブジェクトを表示します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
アラートの追加（120ページ）
個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）
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関連資料

[容量 / すべてのボリューム]ビュー（288ページ）
[健全性 / すべてのボリューム]ビュー（282ページ）
[健全性 / ボリュームの詳細]ページ（290ページ）

CIFS共有の表示
[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページを使用すると、選択したStorage Virtual Machine

（SVM）でホストされるCIFS共有に関する詳細情報を表示できます。共有名、ジャンクショ
ン パス、コンテナ オブジェクト、セキュリティ設定、共有に対して定義されているエクス
ポート ポリシーなどの詳細を参照できます。

開始する前に

• クラスタでCIFSライセンスが有効になっている必要があります。

• CIFS共有を提供するLIFが設定されている必要があります。

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

注：[CIFS 共有]タブにはフォルダ内の共有は表示されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. CIFS共有の詳細を表示するSVMを選択します。

3. [健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページで、[CIFS 共有]タブをクリックします。

関連タスク

CIFS共有へのアクセスのトラブルシューティング（654ページ）

FabricPoolの容量情報の表示
クラスタ、アグリゲート、ボリュームのFabricPoolの容量の情報を、それらのオブジェクト
の[容量]インベントリ ページと[パフォーマンス]インベントリ ページ、および詳細ページに
表示できます。

タスク概要

これらのページには、ローカルの高パフォーマンス階層とクラウド階層の使用可能容量、両
方の階層で使用されている容量、クラウド階層に接続されているアグリゲート、特定の情報
をクラウド階層に移動することでFabricPool機能を実装しているボリュームなどの情報が表
示されます。

手順

1. 次のいずれかを実行します。
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容量の情報を表示するオブ
ジェクト

操作

クラスタ a. [容量 / すべてのクラスタ]ビューで、クラスタをクリックしま
す。

b. [健全性/クラスタの詳細]ページで、[設定]タブをクリックしま
す。
このクラスタが接続されているクラウド階層の名前が表示さ
れます。

アグリゲート a. [容量 / すべてのアグリゲート]ビューで、[タイプ]フィールドが
「SSD（FabricPool）」のアグリゲートをクリックします。

b. [健全性/アグリゲートの詳細]ページで、[容量]タブをクリック
します。
合計容量に加え、クラウド階層の使用済みスペースと空きス
ペースが表示されます。

c. [ディスク情報]タブをクリックします。
クラウド階層の名前と使用可能スペースが表示されます。

d. [設定]タブをクリックします。
クラウド階層の名前とオブジェクト ストアに関するその他の
詳細情報が表示されます。

ボリューム a. [容量 / すべてのボリューム]ビューで、「階層化ポリシー」フィー
ルドにポリシー名が表示されているボリュームをクリックし
ます。

b. [健全性 / ボリュームの詳細]ページで、[設定]タブをクリックし
ます。
ボリュームに割り当てられているFabricPool階層化ポリシーの
名前が表示されます。

次のタスク

FabricPoolアグリゲートの詳細については、『ONTAP 9 ディスクとアグリゲート パワー ガイ
ド』を参照してください。
ONTAP 9 ディスクとアグリゲート パワー ガイド

Snapshotコピー リストの表示
選択したボリュームのSnapshotコピーのリストを表示できます。Snapshotコピーのリストを
使用すると、1つ以上のSnapshotコピーが削除された場合に再利用可能なディスク スペース
の量を計算できます。また、必要に応じてSnapshotコピーを削除できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Snapshotコピーを含むボリュームがオンラインになっている必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。
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2. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、表示するSnapshotコピーが含まれているボ
リュームを選択します。

3. [健全性 / ボリュームの詳細]ページで、[容量]タブをクリックします。

4. [容量]タブの[詳細]ペインにある[その他の詳細]セクションで、[Snapshot コピー]の横の
リンクをクリックします。
Snapshotコピーの数はリンクになっており、クリックするとSnapshotコピーのリストが表
示されます。

関連資料

[健全性 / すべてのボリューム]ビュー（282ページ）
[健全性 / ボリュームの詳細]ページ（290ページ）

Snapshotコピーの削除
スペースを節約したりディスク スペースを解放したりする場合、またはSnapshotコピーが不
要になった場合、Snapshotコピーを削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
ボリュームはオンラインである必要があります。
使用中またはロック状態のSnapshotコピーを削除する場合は、Snapshotコピーを使用してい
るアプリケーションからそのコピーを解放しておく必要があります。

タスク概要

• FlexCloneボリュームが親ボリューム内のベースのSnapshotコピーを使用している場合、
そのSnapshotコピーは削除できません。
ベースのSnapshotコピーは、FlexCloneボリュームを作成するために使用されたSnapshotコ
ピーで、親ボリュームではステータスは「Busy」、アプリケーション依存関係は

「Busy,Vclone」と表示されます。

• SnapMirror関係で使用されているロックされたSnapshotコピーは削除できません。
このSnapshotコピーはロックされており、次回の更新に必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、表示するSnapshotコピーが含まれているボ
リュームを選択します。
Snapshotコピーのリストが表示されます。

3. [健全性 / ボリュームの詳細]ページで、[容量]タブをクリックします。

4. [容量]タブの[詳細]ペインにある[その他の詳細]セクションで、[Snapshot コピー]の横の
リンクをクリックします。
Snapshotコピーの数はリンクになっており、クリックするとSnapshotコピーのリストが表
示されます。

5. [Snapshot コピー]ビューで、削除するSnapshotコピーを選択し、[選択項目を削除]をクリッ
クします。
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Snapshotコピーの再利用可能なスペースの計算
1つ以上のSnapshotコピーを削除した場合に再利用可能となるディスク スペースの量を計算
できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。
ボリュームはオンラインである必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、表示するSnapshotコピーが含まれているボ
リュームを選択します。
Snapshotコピーのリストが表示されます。

3. [健全性 / ボリュームの詳細]ページで、[容量]タブをクリックします。

4. [容量]タブの[詳細]ペインにある[その他の詳細]セクションで、[Snapshot コピー]の横の
リンクをクリックします。
Snapshotコピーの数はリンクになっており、クリックするとSnapshotコピーのリストが表
示されます。

5. [Snapshot コピー]ビューで、再利用可能なスペースを計算するSnapshotコピーを選択しま
す。

6. [計算]をクリックします。
ボリューム上の再利用可能なスペース（割合、KB、MB、GBなど）が表示されます。

7. 再利用可能なスペースを再計算する場合は、必要なSnapshotコピーを選択し、[再計算]を
クリックします。

クラスタ オブジェクトのウィンドウとダイアログ ボックスの説
明

それぞれのストレージ オブジェクトのページで、すべてのクラスタおよびクラスタ オブ
ジェクトを表示できます。対応するストレージ オブジェクトの詳細ページで詳細を確認す
ることもできます。

[健全性 / すべてのクラスタ]ビュー
[健全性 / すべてのクラスタ]ビューでは、監視しているクラスタに関する健全性の情報を表
示できます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
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上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[アノテーションの適用]ボタンを使用して、事前定義されたアノテーションにクラスタを関
連付けることができます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、クラスタの健全性のフィールド

（232ページ）を参照してください。

関連タスク

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
クラスタの再検出（607ページ）
クラスタの追加（604ページ）
クラスタの削除（606ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

関連資料

[ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページ（43ページ）

クラスタの健全性のフィールド
[健全性 / すべてのクラスタ]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィール
ドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

クラスタの現在のステータスを示すアイコン。重大（ ）、エラー（ ）、警

告（ ）、標準（ ）のいずれかです。
クラスタ

クラスタの名前。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの健全性の詳細
ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
通信ステータス

クラスタに到達できるかどうか。
クラスタに到達できる場合、ステータスは「問題なし」と表示されます。クラス
タに到達できない場合やログイン クレデンシャルが無効な場合は、「到達不能」と
表示されます。

システム ヘルス
クラスタのおおまかなステータスを示す情報。この値は、クラスタの各種サブシ
ステムのステータスに基づいて計算されます。
表示される値は、「OK」、「OK（抑制）」、「デグレード」、「コンポーネントに到達
不能」のいずれかになります。これらの値は、ONTAPソフトウェアのヘルスモニ
タによって決定されます。
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前回の更新時間
クラスタの監視サンプルが前回収集されたタイムスタンプ。

FIPS 有効
クラスタでFIPSモードが有効になっているかどうか。

OS バージョン
クラスタで実行されているONTAPのバージョン。
クラスタ内の各ノードで異なるバージョンのONTAPが実行されている場合は、最
も古いONTAPのバージョンが表示されます。

ノード数
クラスタに属するノードの数。

ホスト名または IP アドレス
クラスタへの接続に使用されるクラスタ管理LIFのFQDN、短縮名、またはIPアド
レス。

シリアル番号
クラスタのシリアル番号。

連絡先
クラスタの連絡先情報。

場所
クラスタの場所。

[容量 / すべてのクラスタ]ビュー
[容量 / すべてのクラスタ]ビューでは、すべてのクラスタのストレージ容量と使用状況につ
いてまとめた情報を確認できます。この情報は、容量のリスクの可能性を把握して、ワーク
ロードをリバランシングするための適切な処置を行う場合に役立ちます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、クラスタ容量のフィールド（233
ページ）を参照してください。

関連タスク

クラスタ リストおよび詳細の表示（221ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

クラスタ容量のフィールド
[容量 / すべてのクラスタ]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィールド
はカスタム ビューとレポートで使用できます。
クラスタ

クラスタ名。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの容量の詳細ページが
表示されます。
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クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
HA ペア

2つのノードを構成して得られるHAペア値。
合計物理容量

アレイ内のすべてのディスクの物理容量の合計が表示されます。
未設定の物理容量

コンテナ タイプが「アグリゲート」、「破損」、「スペア」、「共有」以外のディスク
の未設定の容量。この容量は、ONTAPでのディスクの物理容量よりも常に多くな
ります。たとえば、2TBのディスクがあるとします。このディスクの物理容量は
ONTAPでは1.6TBですが、Unified Managerでの未設定の物理容量は1.8TBになりま
す。

アグリゲート - 合計容量
ユーザが使用可能なアグリゲートの合計サイズ。これには、Snapshotコピー リ
ザーブが含まれます。

アグリゲート - 使用容量
アグリゲートですでに使用されている容量。これには、ボリューム、LUN、その
他のStorage Efficiencyテクノロジのオーバーヘッドによって消費される容量が含
まれます。

アグリゲート - 未使用容量
アグリゲートに追加データを格納するために使用できる容量。これには、Snapshot
コピー リザーブが含まれます。

割り当て済み LUN 容量
マッピングされているLUNの容量。

未割り当ての LUN 容量
ホストにマッピングされていないすべてのLUNの容量。

ボリューム - 合計容量
ボリュームの合計容量（使用容量と未使用容量を足したもの）。

ボリューム - 使用容量
ボリュームの使用容量。

ボリューム - 未使用容量
ボリュームの未使用容量。

ボリューム - 保護容量
SnapMirrorとSnapVaultが有効になっているボリュームの容量。

クラスタ - ライセンス設定済みのクラウドの合計容量
クラウド階層でライセンスが付与されている合計容量。このフィールドは、
FabricPoolライセンスが必要なストレージ プロバイダ（Amazon S3、Microsoft Azure
クラウド、IBM Cloud Object Storage、Google Cloud Storage、Alibaba Cloud Object
Storageなど）について表示されます。

クラスタ - ライセンス設定済みのクラウドの使用容量
FabricPoolライセンスが必要なストレージ プロバイダについて、クラウド階層で
データに使用されているスペース。

クラスタ - StorageGRID の使用容量
FabricPoolライセンスが不要なストレージ プロバイダ（StorageGRIDなど）につい
て、クラウド階層でデータに使用されているスペース。
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モデル / ファミリー
クラスタのモデルまたはファミリーの名前。

OS バージョン
システムにインストールされているONTAPのバージョン。

[健全性/クラスタの詳細]ページ
[健全性/クラスタの詳細]ページには、選択したクラスタについて、健全性、容量、設定の詳
細などの情報が表示されます。クラスタの論理インターフェイス（LIF）、ノード、ディス
ク、関連するデバイス、および関連するアラートに関する情報も確認できます。
クラスタ名の横にあるステータス（「問題なし」など）は通信ステータスで、Unified Manager
がクラスタと通信できるかどうかを示します。クラスタのフェイルオーバー ステータスや
全体的なステータスではありません。

• コマンド ボタン（235ページ）

• [健全性]タブ（236ページ）

• [容量]タブ（236ページ）

• [設定]タブ（238ページ）

• [MetroCluster 接続]タブ（241ページ）

• [MetroCluster レプリケーション]タブ（241ページ）

• [LIF]タブ（241ページ）

• [ノード]タブ（242ページ）

• [ディスク]タブ（244ページ）

• [関連するアノテーション]ペイン（246ページ）

• [関連デバイス]ペイン（246ページ）

• [関連するグループ]ペイン（246ページ）

• [関連するアラート]ペイン（246ページ）

コマンド ボタン
選択したクラスタについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
パフォーマンス ビューに切り替え

[パフォーマンス/クラスタの詳細]ページに移動できます。

選択したクラスタを[お気に入り]ダッシュボードに追加できます。
操作

• アラートの追加：[アラートの追加]ダイアログ ボックスが開き、選択したクラ
スタにアラートを追加できます。

• 再検出：クラスタの手動更新が開始され、クラスタへの最新の変更をUnified
Managerで検出できるようになります。
Unified ManagerをOnCommand Workflow Automationと組み合わせて使用してい
る場合、再検出処理にはWFAのキャッシュ データがあればそれも必要です。
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再検出処理が開始されると、関連付けられているジョブの詳細へのリンクが表
示され、ジョブ ステータスを追跡できるようになります。

• アノテーションの適用：選択したクラスタをアノテートできます。

クラスタを表示
[健全性 / すべてのクラスタ]ビューに移動できます。

[健全性]タブ
ノード、SVM、アグリゲートなどのさまざまなクラスタ オブジェクトのデータ可用性とデー
タ容量の問題に関する詳細な情報が表示されます。可用性の問題は、クラスタ オブジェク
トのデータ処理機能に関連した問題です。容量の問題は、クラスタ オブジェクトのデータ
格納機能に関連した問題です。
オブジェクトのグラフをクリックすると、フィルタリングされたオブジェクトのリストを表
示できます。たとえば、警告が表示されたSVMの容量のグラフをクリックすると、フィルタ
リングされたSVMのリストを表示できます。このリストには、重大度レベルが「警告」の容
量の問題があるボリュームまたはqtreeを含むSVMが表示されます。また、警告が表示された
SVMの可用性のグラフをクリックすると、重大度レベルが「警告」の可用性の問題がある
SVMのリストが表示されます。
可用性の問題

可用性の問題があるオブジェクトとないオブジェクトの両方を含むオブジェクト
の合計数が図で表示されます。このグラフでは、問題が重大度レベル別に色分け
されます。グラフの下には、クラスタ内のデータの可用性に影響を及ぼす可能性
がある問題とすでに影響を及ぼしている問題に関する詳細が表示されます。たと
えば、停止しているディスク シェルフやオフラインになっているアグリゲートの
情報が表示されます。
注：SFOの棒グラフに表示されるデータは、ノードのHAの状態に基づきます。
それ以外の棒グラフに表示されるデータは、生成されたイベントに基づいて計
算されます。

容量の問題
容量の問題があるオブジェクトとないオブジェクトの両方を含むオブジェクトの
合計数が図で表示されます。このグラフでは、問題が重大度レベル別に色分けさ
れます。グラフの下には、クラスタ内のデータの容量に影響を及ぼす可能性があ
る問題とすでに影響を及ぼしている問題に関する詳細が表示されます。たとえ
ば、設定されたしきい値を超える可能性があるアグリゲートの情報が表示されま
す。

[容量]タブ
選択したクラスタの容量に関する詳細情報が表示されます。
容量

割り当てられているすべてのアグリゲートの使用済み容量と使用可能容量を示す
データ容量のグラフが表示されます。

• 合計容量
クラスタの合計容量が表示されます。これには、パリティ用に割り当てられた
容量は含まれません。

• 使用済み
データに使用されている容量が表示されます。これには、パリティ、ライトサ
イジング、リザベーション用に割り当てられた容量は含まれません。

• 利用可能
データに使用できる容量が表示されます。
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• スペア
すべてのスペア ディスクのストレージに使用できる格納可能容量が表示され
ます。

• プロビジョニング
基盤となるすべてのボリューム用にプロビジョニングされている容量が表示
されます。

クラウド階層
クラスタのFabricPool対応アグリゲート用の、クラウド階層の容量に関する詳細が
表示されます。FabricPoolライセンスの有無は問われません。

• 使用済み
設定されたクラウド階層でデータに使用されているスペースが表示されます。

• [データ]グラフ
Amazon S3、Microsoft Azureクラウド、IBM Cloud Object Storage、Google Cloud
Storage、またはAlibaba Cloud Object Storageの場合、このクラスタのライセンス
で許可されている合計データ容量、およびアグリゲートで使用されている容量
が表示されます。
StorageGRIDの場合、アグリゲートで使用されている合計容量だけが表示され
ます。

詳細
使用済み容量と使用可能容量に関する詳細な情報が表示されます。

• 合計容量
クラスタの合計容量が表示されます。これには、パリティ用に割り当てられた
容量は含まれません。

• 使用済み
データに使用されている容量が表示されます。これには、パリティ、ライトサ
イジング、リザベーション用に割り当てられた容量は含まれません。

• 利用可能
データに使用できる容量が表示されます。

• プロビジョニング
基盤となるすべてのボリューム用にプロビジョニングされている容量が表示
されます。

• スペア
すべてのスペア ディスクのストレージに使用できる格納可能容量が表示され
ます。

• クラウド階層
設定されたクラウド階層でデータに使用されているスペースが表示されます。
Amazon S3、Microsoft Azureクラウド、IBM Cloud Object Storage、Google Cloud
Storage、またはAlibaba Cloud Object Storageの場合、このクラスタのライセンス
で許可されている合計データ容量も表示されます。

ディスク タイプ別の容量内訳
[ディスク タイプ別の容量内訳]領域には、クラスタ内の各種のディスクのディス
ク容量に関する詳細情報が表示されます。ディスク タイプをクリックすると、そ
のディスク タイプに関する詳細を[ディスク]タブで確認できます。

• 使用可能な総容量
データ ディスクの使用可能容量とスペア容量が表示されます。
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• HDD

クラスタ内のすべてのHDDデータ ディスクの使用済み容量と使用可能容量が
図で表示されます。HDDのデータ ディスクのスペア容量は点線で表されま
す。

• フラッシュ

◦ SSD データ
クラスタ内のSSDデータ ディスクの使用済み容量と使用可能容量が図で表
示されます。

◦ SSD キャッシュ
クラスタ内のSSDキャッシュ ディスクの格納可能容量が図で表示されま
す。

◦ SSD スペア
クラスタ内のSSD、データ、およびキャッシュ ディスクのスペア容量が図
で表示されます。

• 未割り当てのディスク
クラスタ内の未割り当てのディスク数が表示されます。

[容量に問題があるアグリゲート]リスト
容量のリスクの問題があるアグリゲートの使用済み容量と使用可能容量に関する
詳細が表形式で表示されます。

• ステータス
アグリゲートに容量に関するなんらかの重大度の問題があることを示します。
ステータスにカーソルを合わせると、アグリゲートに対して生成されたイベン
トに関する詳細を確認できます。
アグリゲートのステータスが単一のイベントに基づく場合は、イベントの名
前、イベントがトリガーされた日時、イベントが割り当てられている管理者の
名前、イベントの原因などの情報が表示されます。[詳細を表示]ボタンをク
リックすると、イベントに関する詳細を確認できます。
アグリゲートのステータスが同じ重大度の複数のイベントに基づく場合は、上
位の3つのイベントについて、イベントの名前、イベントがトリガーされた日
時、イベントが割り当てられている管理者の名前などの情報が表示されます。
イベント名をクリックすると、それらの各イベントの詳細を確認できます。ま
た、[すべてのイベントを表示]リンクをクリックすると、生成されたイベント
のリストを参照できます。
注：アグリゲートには、重大度が同じまたは異なる容量関連のイベントが複
数ある場合もあります。ただし、表示されるのは最も高い重大度だけです。
たとえば、重大度が「エラー」と「重大」の2つのイベントがアグリゲート
にある場合、表示される重大度は「重大」だけです。

• アグリゲート
アグリゲートの名前が表示されます。

• 使用済みデータ容量
アグリゲートの容量の使用率（%）に関する情報が図で表示されます。

• フルまでの日数
アグリゲートの容量がフルに達するまでの推定日数が表示されます。

[設定]タブ
選択したクラスタについて、IPアドレス、シリアル番号、連絡先、場所などの詳細が表示さ
れます。
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クラスタの概要

• 管理 LIF

Unified Managerからクラスタへの接続に使用されるクラスタ管理LIFが表示さ
れます。LIFの動作ステータスも表示されます。

• ホスト名または IP アドレス
Unified Managerからクラスタへの接続に使用されるクラスタ管理LIFのFQDN、
短縮名、またはIPアドレスが表示されます。

• FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）が表示されます。

• OS バージョン
クラスタで実行されているONTAPのバージョンが表示されます。クラスタ内
の各ノードで異なるバージョンのONTAPが実行されている場合は、最も古い
ONTAPのバージョンが表示されます。

• シリアル番号
クラスタのシリアル番号が表示されます。

• 連絡先
クラスタで問題が発生した場合に連絡する管理者に関する詳細が表示されま
す。

• 場所
クラスタの場所が表示されます。

リモート クラスタの概要
MetroCluster構成のリモート クラスタに関する詳細が表示されます。この情報は、
MetroCluster構成に対してのみ表示されます。

• クラスタ
リモート クラスタの名前が表示されます。クラスタ名をクリックすると、クラ
スタの詳細ページに移動できます。

• ホスト名または IP アドレス
リモート クラスタのFQDN、短縮名、またはIPアドレスが表示されます。

• シリアル番号
リモート クラスタのシリアル番号が表示されます。

• 場所
リモート クラスタの場所が表示されます。

MetroCluster の概要
MetroCluster構成のローカル クラスタに関する詳細が表示されます。この情報は、
MetroCluster構成に対してのみ表示されます。

• タイプ
MetroClusterのタイプ（2ノードまたは4ノード）が表示されます。

• 構成
MetroClusterの構成として、次のいずれかの値が表示されます。

◦ SAS ケーブルを使用したストレッチ構成

◦ FC-SAS ブリッジを使用したストレッチ構成
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◦ FC スイッチを使用したファブリック構成

注：4ノードのMetroClusterでは、FCスイッチを使用するファブリック構成の
みがサポートされます。

• 自動計画外スイッチオーバー（AUSO）
ローカル クラスタで自動計画外スイッチオーバーが有効になっているかどう
かが表示されます。Unified Managerのデフォルトの設定では、2ノードの
MetroCluster構成の場合、すべてのクラスタでAUSOが有効になります。AUSO
の設定はコマンドライン インターフェイスを使用して変更できます。

ノード

• 可用性

クラスタ内のノードについて、稼働している数（ ）と停止している数
（ ）が表示されます。

• OS バージョン
ノードで実行されているONTAPのバージョンと、そのバージョンのONTAPを
実行しているノードの数が表示されます。たとえば、「9.0 (2), 8.3 (1)」は、2つ
のノードでONTAP 9.0が実行され、1つのノードでONTAP 8.3が実行されている
ことを示します。

Storage Virtual Machine

• 可用性

クラスタ内のSVMについて、稼働している数（ ）と停止している数（ ）
が表示されます。

LIF

• 可用性

クラスタ内のデータLIF以外のLIFについて、稼働している数（ ）と停止し
ている数（ ）が表示されます。

• クラスタ管理 LIF

クラスタ管理LIFの数が表示されます。

• ノード管理 LIF

ノード管理LIFの数が表示されます。

• クラスタ LIF

クラスタLIFの数が表示されます。

• クラスタ間LIF

クラスタ間LIFの数が表示されます。

プロトコル

• データ プロトコル
クラスタでライセンスが有効になっているデータ プロトコルのリストが表示
されます。データ プロトコルには、iSCSI、CIFS、NFS、NVMe、FC / FCoEが
あります。

クラウド階層
このクラスタが接続されているクラウド階層のリストが表示されます。それぞれ
のクラウド階層のタイプ（Amazon S3、Microsoft Azureクラウド、IBM Cloud Object
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Storage、Google Cloud Storage、Alibaba Cloud Object Storage、またはStorageGRID）
と状態（「使用可能」または「利用不可」）も表示されます。

[MetroCluster 接続]タブ
MetroCluster構成のクラスタ コンポーネントの問題と接続ステータスが表示されます。ディ
ザスタ リカバリ パートナーに問題があるクラスタは赤い線で囲んで示されます。
注：[MetroCluster 接続]タブは、MetroCluster構成のクラスタに対してのみ表示されます。

リモート クラスタの名前をクリックすると、リモート クラスタの詳細ページに移動できま
す。コンポーネント数のリンクをクリックして、コンポーネントの詳細を確認することもで
きます。たとえば、クラスタ内のノード数のリンクをクリックすると、クラスタの詳細ペー
ジにノード タブが表示されます。リモート クラスタのディスク数のリンクをクリックする
と、リモート クラスタの詳細ページにディスク タブが表示されます。
注：8ノードのMetroCluster構成に対してディスク シェルフ コンポーネント数のリンクをク
リックした場合、デフォルトのHAペアのローカル シェルフのみが表示されます。他のHA
ペアのローカル シェルフを表示する方法はありません。

問題が発生したコンポーネントにカーソルを合わせると、クラスタの詳細と接続ステータス
に加え、その問題に対して生成されたイベントに関する詳細を確認できます。
コンポーネント間の接続に関する問題のステータスが単一のイベントに基づく場合は、イベ
ントの名前、イベントがトリガーされた日時、イベントが割り当てられている管理者の名
前、イベントの原因などの情報が表示されます。[詳細を表示]ボタンをクリックすると、イ
ベントに関する詳細が表示されます。
コンポーネント間の接続に関する問題のステータスが同じ重大度の複数のイベントに基づ
く場合は、上位の3つのイベントについて、イベントの名前、イベントがトリガーされた日
時、イベントが割り当てられている管理者の名前などの情報が表示されます。イベント名を
クリックすると、それらの各イベントの詳細を確認できます。また、[すべてのイベントを
表示]リンクをクリックすると、生成されたイベントのリストを参照できます。

[MetroCluster レプリケーション]タブ
レプリケートされているデータのステータスが表示されます。[MetroCluster レプリケー
ション]タブを使用して、すでにピア関係が設定されたクラスタとの間でデータを同期的に
ミラーリングすることでデータを確実に保護することができます。ディザスタ リカバリ
パートナーに問題があるクラスタは赤い線で囲んで示されます。
注：[MetroCluster レプリケーション]タブは、MetroCluster構成のクラスタに対してのみ表
示されます。

MetroCluster環境では、このタブを使用して、ローカル クラスタとリモート クラスタの間の
論理接続やピア関係を検証できます。クラスタ コンポーネントとその論理接続を客観的に
捉えることができるため、 メタデータやデータのミラーリングで発生する可能性がある問
題を特定するのに役立ちます。
[MetroCluster レプリケーション]タブでは、選択したクラスタをローカル クラスタ、その
MetroClusterパートナーをリモート クラスタとして、詳しい図が表示されます。

[LIF]タブ
選択したクラスタに作成されているデータLIF以外のすべてのLIFに関する詳細が表示され
ます。
LIF

選択したクラスタに作成されているLIFの名前が表示されます。
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動作ステータス

LIFの動作ステータスが表示されます。稼働（ ）、停止（ ）、不明（ ）の
いずれかです。LIFの動作ステータスは、物理ポートのステータスで決まります。

管理ステータス

LIFの管理ステータスが表示されます。稼働（ ）、停止（ ）、不明（ ）の
いずれかです。設定を変更する際やメンテナンスを実施する際には、LIFの管理ス
テータスを変更することができます。管理ステータスは、動作ステータスとは異
なる場合があります。ただし、LIFの管理ステータスが「停止」の場合、動作ス
テータスはデフォルトで「停止」になります。

IPアドレス
LIFのIPアドレスが表示されます。

ロール
LIFのロールが表示されます。「クラスタ管理 LIF」、「ノード管理 LIF」、「クラスタ
LIF」、「クラスタ間 LIF」のいずれかです。

ホーム ポート
LIFが最初に関連付けられていた物理ポートが表示されます。

現在のポート
LIFが現在関連付けられている物理ポートが表示されます。LIFの移行後は、現在
のポートがホーム ポートと同じでなくなることがあります。

フェイルオーバー ポリシー
LIFに設定されているフェイルオーバー ポリシーが表示されます。

ルーティング グループ
ルーティング グループの名前が表示されます。ルーティング グループの名前を
クリックすると、ルートやデスティネーション ゲートウェイに関する詳細を確認
できます。
ルーティング グループはONTAP 8.3以降ではサポートされないため、それらのク
ラスタの列は空白になります。

フェイルオーバー グループ
フェイルオーバー グループの名前が表示されます。

[ノード]タブ
選択したクラスタ内のノードに関する情報が表示されます。HAペア、ディスク シェルフ、
およびポートについて、次の情報を確認できます。
HA の詳細

HAペアのノードのHAの状態と健全性ステータスが図で表示されます。ノードの
健全性ステータスは次の色で示されます。
緑

ノードは稼働しています。
黄

ノードがパートナー ノードをテイクオーバーしているか、環境に何らかの問
題があります。

赤
ノードは停止しています。
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HAペアの可用性に関する情報を確認して、リスクを回避するための必要な措置を
講じることができます。たとえば、テイクオーバー処理が実行された可能性があ
る場合、「ストレージ フェイルオーバー実行可能」というメッセージが表示されま
す。
ファン、電源装置、NVRAMバッテリ、フラッシュ カード、サービス プロセッサ、
ディスク シェルフの接続など、HAペアとその環境に関連するイベントのリストを
表示することができます。イベントがトリガーされた時刻も確認できます。
モデル番号やシリアル番号など、ノード関連のその他の情報を確認することがで
きます。
シングルノード クラスタがある場合は、ノードに関する詳細も確認できます。

ディスク シェルフ
HAペアのディスク シェルフに関する情報が表示されます。
ディスク シェルフや環境コンポーネントに対して生成されたイベントも表示さ
れ、それらのイベントがトリガーされた時刻も確認できます。
シェルフ ID

ディスクが配置されているシェルフのIDが表示されます。
コンポーネント ステータス

電源装置、ファン、温度センサー、電流センサー、ディスク接続、電圧セン
サーなど、ディスク シェルフの環境に関する詳細が表示されます。環境の詳
細は、次の色のアイコンで示されます。
緑

環境コンポーネントは適切に動作しています。
グレー

環境コンポーネントについてのデータがありません。
赤

一部の環境コンポーネントは停止しています。
状態

ディスク シェルフの状態が表示されます。「オフライン」、「オンライン」、「ス
テータスなし」、「初期化が必要」、「見つからない」、「不明」のいずれかです。

モデル
ディスク シェルフのモデル番号が表示されます。

ローカル ディスク シェルフ
ディスク シェルフがローカル クラスタとリモート クラスタのどちらに配置
されているかを示します。この列は、MetroCluster構成のクラスタに対しての
み表示されます。

一意の ID

ディスク シェルフの一意の識別子が表示されます。
ファームウェア バージョン

ディスク シェルフのファームウェア バージョンが表示されます。
ポート

関連付けられたFC、FCoE、およびイーサネット ポートに関する情報が表示され
ます。ポートのアイコンをクリックすると、ポートとそれに関連付けられたLIFに
関する詳細を確認できます。
ポートに対して生成されたイベントを確認することもできます。
ポートに関する次の詳細を確認できます。
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• ポートID

ポートの名前が表示されます。たとえば、e0M、e0a、e0bなどです。

• ロール
ポートのロールが表示されます。「クラスタ」、「データ」、「クラスタ間」、「ノー
ド管理」、「未定義」のいずれかです。

• タイプ
ポートに使用されている物理レイヤ プロトコルが表示されます。「イーサネッ
ト」、「Fibre Channel」、「FCoE」のいずれかです。

• WWPN

ポートのWorld Wide Port Name（WWPN）が表示されます。

• ファームウェア リビジョン
FC / FCoEポートのファームウェアの ビジョンが表示されます。

• ステータス
ポートの現在の状態が表示されます。「稼働」、「停止」、「リンク未接続」、「不

明」（ ）のいずれかです。

[イベント]リストでポート関連のイベントを確認できます。関連付けられている
LIFの詳細について、LIFの名前、動作ステータス、IPアドレスまたはWWPN、プ
ロトコル、LIFに関連付けられているSVMの名前、現在のポート、フェイルオー
バー ポリシー、フェイルオーバー グループなどの情報も確認できます。

[ディスク]タブ
選択したクラスタ内のディスクに関する詳細が表示されます。使用しているディスク、スペ
ア ディスク、破損ディスク、未割り当てディスクの数など、ディスク関連の情報を確認で
きます。また、ディスク名、ディスク タイプ、ディスクの所有者ノードなどの詳細も確認
できます。
ディスク プール サマリ

実質的タイプ（FCAL、SAS、SATA、MSATA、SSD、アレイLUN、VMDISK）別
のディスク数、およびディスクの状態が表示されます。アグリゲート、共有ディ
スク、スペア ディスク、破損ディスク、未割り当てディスク、サポート対象外ディ
スクの数など、その他の詳細を確認することもできます。実質的ディスク タイプ
の個数のリンクをクリックすると、選択した状態および実質的タイプのディスク
が表示されます。たとえば、状態が「破損」で実質的タイプが「SAS」のディス
ク数のリンクをクリックすると、状態が「破損」で実質的タイプが「SAS」のす
べてのディスクが表示されます。

ディスク
ディスクの名前が表示されます。

RAID グループ
RAIDグループの名前が表示されます。

所有者ノード
ディスクが属するノードの名前が表示されます。未割り当てのディスクの場合、
この列に値は表示されません。

状態
ディスクの状態が表示されます。「アグリゲート」、「共有」、「スペア」、「破損」、

「未割り当て」、「サポート対象外」、「不明」のいずれかです。デフォルトでは、こ
の列の状態は、「破損」、「未割り当て」、「サポート対象外」、「スペア」、「アグリ
ゲート」、「共有」の順にソートされて表示されます。
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ローカル ディスク
ディスクがローカル クラスタに配置されている場合は「はい」、リモート クラス
タに配置されている場合は「いいえ」と表示されます。この列は、MetroCluster構
成のクラスタに対してのみ表示されます。

位置
コンテナ タイプに基づいてディスクの位置が表示されます。「コピー」、「データ」、

「パリティ」などになります。デフォルトでは、この列は表示されません。
影響を受けるアグリゲート

障害が発生したディスクの影響を受けるアグリゲートの数が表示されます。個数
のリンクにカーソルを合わせると影響を受けるアグリゲートが表示され、アグリ
ゲート名をクリックするとそのアグリゲートの詳細を確認できます。アグリゲー
ト数をクリックして、影響を受けるアグリゲートのリストを[健全性 / すべてのア
グリゲート]ビューで確認することもできます。
次に該当する場合、この列に値は表示されません。

• Unified Managerに追加されたクラスタに破損ディスクが含まれている場合

• 障害が発生したディスクがない場合

ストレージ プール
SSDが属するストレージ プールの名前が表示されます。ストレージ プールの名
前にカーソルを合わせると、ストレージ プールの詳細を確認できます。

格納可能な容量
使用可能なディスク容量が表示されます。

物理容量
ライトサイジングやRAID構成でフォーマットする前のrawディスクの容量が表示
されます。デフォルトでは、この列は表示されません。

タイプ
ディスクのタイプ（ATA、SATA、FCAL、VMDISKなど）が表示されます。

実質的タイプ
ONTAPによって割り当てられたディスク タイプが表示されます。
ONTAPの特定のディスク タイプは、その作成とアグリゲートへの追加、およびス
ペア管理において同じタイプとみなされます。ONTAPは、各ディスク タイプに実
質的ディスク タイプを割り当てます。

使用済みスペア ブロック（%）
SSDディスクの使用済みのスペア ブロックの割合が表示されます。この列は、
SSDディスク以外のディスクについては空白になります。

使用済み寿命（%）
SSDの実際の使用状況とメーカーの想定寿命に基づいて、SSDの推定される使用済
み寿命の割合が表示されます。この値が99を超えた場合、想定される耐久度に達
したと考えられますが、必ずしもSSDで障害が発生しているとはかぎりません。
値が不明なディスクについては省略されます。

ファームウェア
ディスクのファームウェア バージョンが表示されます。

rpm

ディスクの回転速度（rpm）が表示されます。デフォルトでは、この列は表示され
ません。
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モデル
ディスクのモデル番号が表示されます。デフォルトでは、この列は表示されませ
ん。

ベンダー
ディスク ベンダーの名前が表示されます。デフォルトでは、この列は表示されま
せん。

シェルフ ID

ディスクが配置されているシェルフのIDが表示されます。
ベイ

ディスクが配置されているベイのIDが表示されます。

[関連するアノテーション]ペイン
選択したクラスタに関連付けられているアノテーションの詳細を確認できます。これには、
クラスタに適用されるアノテーションの名前と値などの情報が含まれます。[関連するアノ
テーション]ペインから、アノテーションを手動で削除することもできます。

[関連デバイス]ペイン
選択したクラスタに関連付けられているデバイスの詳細を確認できます。
これには、クラスタに接続されたデバイスのタイプ、サイズ、数、健全性ステータスなどの
プロパティが含まれます。個数のリンクをクリックすると、特定のデバイスについて詳しく
分析できます。
[MetroCluster パートナー]ペインを使用して、リモートのMetroClusterパートナーとそれに関
連付けられているクラスタ コンポーネント（ノード、アグリゲート、SVMなど）の数と詳
細も確認できます。[MetroCluster パートナー]ペインは、MetroCluster構成のクラスタに対し
てのみ表示されます。
[関連デバイス]ペインでは、クラスタに関連するノード、SVM、およびアグリゲートを確認
し、それらに移動することができます。
MetroCluster パートナー

MetroClusterパートナーの健全性ステータスが表示されます。個数のリンクを使
用して詳細に移動し、クラスタ コンポーネントの健全性や容量に関する情報を確
認できます。

ノード
選択したクラスタに属するノードの数、容量、および健全性ステータスが表示さ
れます。容量は、総容量のうちの使用可能な合計容量を示します。

Storage Virtual Machine

選択したクラスタに属するSVMの数が表示されます。
アグリゲート

選択したクラスタに属するアグリゲートの数、容量、および健全性ステータスが
表示されます。

[関連するグループ]ペイン
選択したクラスタを含むグループのリストを確認できます。

[関連するアラート]ペイン
[関連するアラート]ペインでは、選択したクラスタに対するアラートのリストを確認できま
す。[アラートの追加]リンクをクリックしてアラートを追加したり、アラート名をクリック
して既存のアラートを編集したりすることもできます。
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関連タスク

クラスタ リストおよび詳細の表示（221ページ）
アラートの追加（120ページ）
クラスタの編集（606ページ）

関連資料

[ストレージ プール]ダイアログ ボックス（282ページ）

[健全性 / すべてのノード]ビュー
[健全性 / すべてのノード]ビューでは、Unified Managerで管理されているすべてのクラスタ
内のノードに関する詳細情報を表示できます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、ノードの健全性のフィールド（247
ページ）を参照してください。

関連タスク

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

ノードの健全性のフィールド
[健全性 / すべてのノード]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィールド
はカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

ノードの現在のステータスを示すアイコン。重大（ ）、エラー（ ）、警告

（ ）、標準（ ）のいずれかです。
ノード

ノードの名前。ノード名をクリックすると、そのクラスタのノードの詳細ページ
が表示されます。

状態
ノードの状態。「稼働」または「停止」のいずれかになります。

HA 状態
HAペアの状態。「エラー」、「警告」、「標準」、「該当なし」のいずれかになります。
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ダウンタイム
ノードがオフラインになってからの経過時間かオフラインになった時点のタイム
スタンプ。ノードがオフラインになってから1週間を過ぎると、タイムスタンプが
表示されます。

オールフラッシュで最適化
ノードがソリッド ステート ドライブ（SSD）のみをサポートするように最適化さ
れているかどうか。

モデル / ファミリー
ノードのモデル。

OS バージョン
ノードで実行されているONTAPソフトウェアのバージョン。

シリアル番号
ノードのシリアル番号。

ファームウェア バージョン
ノードのファームウェアのバージョン番号。

アグリゲート - 使用容量
ノードのアグリゲートでデータに使用されているスペースの量。

アグリゲート - 合計容量
ノードのアグリゲートでデータに使用できる合計スペース。

使用可能なスペア容量
アグリゲートの容量を拡張するために使用できるノードの使用可能なスペースの
量。

使用可能な物理容量
ノードの使用可能なスペースの量。

合計物理容量
サイジングの適正化やRAID構成を適用する前のノード内のすべての未フォー
マット ディスクの容量。

SVM 数
クラスタに含まれているSVMの数。

FC ポート数
ノードに含まれているFCポートの数。

FCoE ポート数
ノードに含まれているFCoEポートの数。

イーサネット ポート数
ノードに含まれているイーサネット ポートの数。

フラッシュ カード サイズ
ノードに取り付けられているフラッシュ カードのサイズ。

フラッシュ カード数
ノードに取り付けられているフラッシュ カードの数。

ディスク シェルフ数
ノードに含まれているディスク シェルフの数。

ディスク数
ノード内のディスクの数。
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クラスタ
ノードが属するクラスタの名前。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの
健全性の詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
連絡先

ノードの連絡先情報。
場所

ノードの場所。

[健全性 / すべてのアグリゲート]ビュー
[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューには、監視しているアグリゲートに関する情報が表
示され、しきい値の設定を表示および変更することができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[しきい値を編集]ボタンを使用して、1つ以上のアグリゲートの容量しきい値の設定をカスタ
マイズできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、アグリゲートの健全性のフィールド

（249ページ）を参照してください。

関連概念

Storage Efficiencyとは（198ページ）

関連タスク

個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

アグリゲートの健全性のフィールド
[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アグリゲートの現在のステータス。重大（ ）、エラー（ ）、警告（ ）、

標準（ ）のいずれかです。
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アグリゲート
アグリゲートの名前。

状態
アグリゲートの現在の状態：
• オフライン

読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。
• オンライン

このアグリゲートでホストされているボリュームへの読み取り / 書き込みアク
セスが許可されています。

• 制限
パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データ アクセスは許可
されません。

• 作成中
アグリゲートを作成中です。

• 削除中
アグリゲートを削除中です。

• 失敗
アグリゲートをオンラインにできません。

• フリーズ
アグリゲートが（一時的に）要求に応答していません。

• 不整合
アグリゲートが破損しています。テクニカル サポートに問い合わせてくださ
い。

• Iron 使用不可
アグリゲートで診断ツールを実行できません。

• マウント中
アグリゲートをマウント中です。

• 一部
アグリゲート用のディスクが少なくとも1つ見つかりましたが、複数のディス
クが不足しています。

• 休止
アグリゲートが休止されています。

• 休止中
アグリゲートを休止中です。

• リバート済み
アグリゲートのリバート処理が完了しました。

• アンマウント
アグリゲートがオフラインです。

• アンマウント中
アグリゲートをオフラインにしています。

• 不明
アグリゲートが検出されましたが、Unified Managerサーバでまだアグリゲート
の情報を取得していません。

ノード
アグリゲートが含まれるノードの名前。

ミラー ステータス
アグリゲートのミラー ステータス：
• ミラーリング

アグリゲートのプレックス データがミラーされています。
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• ミラー デグレード
アグリゲートのプレックス データをミラーできません。

• ミラー再同期中
アグリゲートのプレックス データのミラーを実行中です。

• 失敗
アグリゲートのプレックス データのミラーに失敗しました。

• 無効な構成
アグリゲートの作成前の初期状態です。

• 未初期化
アグリゲートを作成中です。

• ミラーなし
アグリゲートがミラーされていません。

• CP 数を確認中
アグリゲートが取り込まれ、プレックスのCP数が対応しているかをUnified
Managerで検証しています。

• 不明
アグリゲートのラベルに問題があります。アグリゲートは識別されますが、
ONTAPシステムで正確に取り込めません。

• CP 数の確認が必要
アグリゲートが取り込まれましたが、両方のプレックスのCP数が対応している
かがまだ検証されていません。

アグリゲートの状態がmirror_resynchronizingの場合は、再同期の完了率も表示され
ます。

移行
アグリゲートの移行が完了しているかどうか。

タイプ
アグリゲートのタイプ：
• HDD

• ハイブリッド
HDDとSSDの組み合わせですが、Flash Poolは有効になっていません。

• ハイブリッド（Flash Pool）
HDDとSSDの組み合わせで、Flash Poolが有効になっています。

• SSD

• SSD（FabricPool）
SSDとクラウド階層の組み合わせです。

• VMDisk（SDS）
仮想マシン内の仮想ディスクです。

• VMDisk（FabricPool）
仮想ディスクとクラウド階層の組み合わせです。

• LUN（FlexArray）
SnapLockタイプ

アグリゲートのSnapLockタイプ。「コンプライアンス」、「エンタープライズ」、
「SnapLock なし」のいずれかです。

使用済みデータ（%）
アグリゲートでデータに使用されているスペースの割合。

使用済みデータ容量
アグリゲートでデータに使用されているスペースの量。
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使用可能なデータ（%）
アグリゲートでデータに使用できるスペースの割合。

使用可能なデータ容量
アグリゲートでデータに使用できるスペースの量。

合計データ容量
アグリゲートの合計データ サイズ。

コミット容量
アグリゲートでボリュームに対してコミットされているすべてのスペースの合
計。
アグリゲートに配置されているボリュームで自動拡張が有効になっている場合、
コミット容量は元のボリューム サイズではなく自動拡張で設定された最大ボ
リューム サイズに基づきます。FabricPoolアグリゲートの場合は、ローカル容量

（高パフォーマンス階層の容量）のみの値になります。クラウド階層で使用可能な
スペースの量は、この値には反映されません。

スペース削減率
データの格納に使用されている合計論理スペースと、ONTAPのStorage Efficiencyテ
クノロジを使用しなかった場合にデータの格納に必要になる合計物理スペースに
基づいて、ストレージ容量削減比率が表示されます。
このフィールドが適用されるのは監視対象のストレージ システムでONTAPバー
ジョン9.0以降を実行している場合だけで、ルート以外のアグリゲートについての
み値が表示されます。

クラウド階層の使用済みスペース
クラウド階層で使用されているスペースの量（FabricPoolアグリゲートの場合）。

RAID タイプ
RAID構成タイプ：
• RAID 0：すべてのRAIDグループのタイプがRAID 0です。
• RAID 4：すべてのRAIDグループのタイプがRAID 4です。
• RAID-DP：すべてのRAIDグループのタイプがRAID-DPです。
• RAID-TEC：すべてのRAIDグループのタイプがRAID-TECです。
• Mixed RAID：アグリゲートに異なるRAIDタイプ（RAID 0、RAID 4、RAID-

DP、RAID-TEC）のRAIDグループが含まれています。
クラスタ

アグリゲートが配置されているクラスタの名前。クラスタ名をクリックすると、
そのクラスタの健全性の詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。

[容量 / すべてのアグリゲート]ビュー
[容量 / すべてのアグリゲート]ビューでは、すべてのクラスタのアグリゲートの容量と使用
状況に関する情報を表示できます。この情報から容量リスクの可能性を把握できます。ま
た、アグリゲートの設定済み容量、使用済み容量、未使用の容量を表示することもできま
す。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
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て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、アグリゲート容量のフィールド

（253ページ）を参照してください。

関連タスク

アグリゲート リストおよび詳細の表示（226ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）

アグリゲート容量のフィールド
[アグリゲートの容量と使用状況]レポートには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
アグリゲート

アグリゲート名。
日次増加率（%）

アグリゲートでの24時間ごとの増加率。
フルまでの日数

アグリゲートの容量がフルに達するまでの推定日数。
オーバーコミット容量（%）

アグリゲート オーバーコミットの割合。
使用可能なデータ（%）

使用可能なデータ容量の割合。
使用可能なデータ容量

使用可能なデータ容量。
使用済みデータ（%）

使用済みデータ容量の割合。
使用済みデータ容量

使用済みデータ容量。
合計データ容量

合計データ容量（使用済み容量+使用可能容量）。
使用可能な Snapshot リザーブ（%）

Snapshotコピーに使用できるスペースの量の割合。
Snapshot リザーブの使用可能容量

Snapshotコピーに使用できるスペースの量。
Snapshot リザーブの使用率（%）

SnapshotコピーがSnapshotリザーブで使用しているスペースの量の割合。
Snapshot リザーブの使用容量

SnapshotコピーがSnapshotリザーブで使用しているスペースの量。
Snapshot リザーブの合計容量

アグリゲートのSnapshotリザーブの合計容量。
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クラウド階層の使用済みスペース
クラウド階層で現在使用されているデータ容量。

クラウド階層
ONTAPでの作成時に指定されたクラウド階層のオブジェクト ストアの名前。

状態
アグリゲートの現在の状態。

タイプ
アグリゲートのタイプ：
• HDD

• ハイブリッド
HDDとSSDの組み合わせですが、Flash Poolは有効になっていません。

• ハイブリッド（Flash Pool）
HDDとSSDの組み合わせで、Flash Poolが有効になっています。

• SSD

• SSD（FabricPool）
SSDとクラウド階層の組み合わせです。

• VMDisk（SDS）
仮想マシン内の仮想ディスクです。

• VMDisk（FabricPool）
仮想ディスクとクラウド階層の組み合わせです。

• LUN（FlexArray）
RAID タイプ

RAID構成タイプ。
SnapLockタイプ

アグリゲートのSnapLockタイプ。「コンプライアンス」、「エンタープライズ」、
「SnapLock なし」のいずれかです。

HA ペア
2つのノードを構成して得られるHAペア値。

ノード
アグリゲートが含まれるノードの名前。

クラスタ
クラスタ名。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの容量の詳細ページが
表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。

[健全性/アグリゲートの詳細]ページ
[健全性/アグリゲートの詳細]ページでは、選択したアグリゲートについて、容量、ディスク
情報、設定の詳細、生成されたイベントなどの情報を確認できます。また、そのアグリゲー
トに関連するオブジェクトやアラートに関する情報も参照できます。

• コマンド ボタン（255ページ）

• [容量]タブ（255ページ）

• [ディスク情報]タブ（258ページ）

• [設定]タブ（260ページ）
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• [履歴]領域（261ページ）

• [イベント]リスト（262ページ）

• [関連デバイス]ペイン（262ページ）

• [関連するアラート]ペイン（263ページ）

注：FabricPool対応アグリゲートを監視する場合、このページのコミット済み容量および
オーバーコミット容量の値はローカルのパフォーマンス階層の容量のみに基づきます。
クラウド階層で使用可能なスペースの量は、オーバーコミット容量の値に反映されませ
ん。同様に、アグリゲートのしきい値もローカルのパフォーマンス階層のみに対する値と
なります。

コマンド ボタン
選択したアグリゲートについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
パフォーマンス ビューに切り替え

[パフォーマンス/アグリゲートの詳細]ページに移動できます。

選択したアグリゲートを[お気に入り]ダッシュボードに追加できます。
操作

• アラートの追加
選択したアグリゲートにアラートを追加できます。

• しきい値の編集
選択したアグリゲートのしきい値の設定を変更できます。

アグリゲートを表示
[健全性 / すべてのアグリゲート]ビューに移動できます。

[容量]タブ
[容量]タブには、選択したアグリゲートについて、容量、しきい値、日次増加率などの詳細
が表示されます。
デフォルトでは、ルート アグリゲートについては容量のイベントは生成されません。また、
Unified Managerで使用されるしきい値のノードのルート アグリゲートには適用されません。
これらのイベントが生成されるように設定を変更できるのは、テクニカル サポート担当者
だけです。テクニカル サポート担当者が設定を変更すると、しきい値がノードのルート ア
グリゲートにも適用されるようになります。
容量

データ容量のグラフとSnapshotコピーのグラフに、アグリゲートの容量の詳細が表
示されます。

• 使用済み
アグリゲートでデータに使用されているスペースが表示されます。

• オーバーコミット
アグリゲートのスペースがオーバーコミットされていることを示します。

• 警告
アグリゲートのスペースがほぼフルであることを示します。このしきい値を
超えると、「スペースがほぼフル」イベントが生成されます。
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• エラー
アグリゲートのスペースがフルであることを示します。このしきい値を超え
ると、「スペースがフル」イベントが生成されます。

• [データ]グラフ
アグリゲートの合計データ容量と使用済みデータ容量が表示されます。アグ
リゲートがオーバーコミットされている場合は、フラグとオーバーコミット容
量が表示されます。

• [Snapshot コピー]グラフ
このグラフは、Snapshot使用容量またはSnapshotリザーブが0でない場合にのみ
表示されます。

どちらのグラフにも、Snapshot使用容量がSnapshotリザーブを超えている場合には
超過分の使用容量が表示されます。

クラウド階層
FabricPool対応アグリゲートについて、クラウド階層の容量に関する詳細が表示さ
れます。FabricPoolライセンスの有無は問われません。

• 使用済み
クラウド階層でデータに使用されているスペースが表示されます。

• 使用不可
Amazon S3、Microsoft AzureクラウドFabricPool、またはIBM Cloud Object Storage
のクラウド階層の使用できないスペースが表示されます。このスペースは、別
のFabricPool対応アグリゲートと共有されている可能性があります。

• [データ]グラフ
Amazon S3、Microsoft Azureクラウド、IBM Cloud Object Storage、Google Cloud
Storage、またはAlibaba Cloud Object Storageの場合、このクラスタのライセンス
で許可されている合計データ容量、このアグリゲートで使用されている容量、
同じクラウド階層を使用する他のアグリゲートで使用されているために使用
できない容量が表示されます。
StorageGRIDの場合、このアグリゲートで使用されている合計容量だけが表示
されます。

詳細
容量に関する詳細情報が表示されます。

• 合計容量
アグリゲートの合計容量が表示されます。

• データ容量
アグリゲートで使用されているスペース（使用済み容量）とアグリゲートの使
用可能なスペース（空き容量）が表示されます。

• Snapshot リザーブ
アグリゲートのSnapshotの使用容量と空き容量が表示されます。

• オーバーコミット容量
アグリゲート オーバーコミットに関する情報が表示されます。アグリゲート
オーバーコミットを使用すると、すべてのストレージが使用中でないかぎり、
アグリゲートの実際の使用可能容量よりも多くのストレージを割り当てるこ
とができます。シンプロビジョニングを使用している場合、アグリゲート内の
ボリュームの合計サイズがアグリゲートの総容量を超えるような割り当てが
可能です。
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注：アグリゲートをオーバーコミットした場合は、アグリゲートの空きスペー
スを注意深く監視し、必要に応じてストレージを追加して、スペース不足に
よる書き込みエラーを回避する必要があります。

• クラウド階層
Amazon S3、Microsoft Azureクラウド、IBM Cloud Object Storage、Google Cloud
Storage、またはAlibaba Cloud Object Storageの場合、クラウド階層の容量につい
て、ライセンスで許可された合計容量、このアグリゲートで使用されている容
量、他のアグリゲートで使用されている容量、および空き容量が表示されま
す。StorageGRIDの場合、このアグリゲートで使用されている合計容量だけが
表示されます。

• 合計キャッシュ スペース
Flash Poolアグリゲートに追加されているソリッド ステート ドライブ（SSD）
の合計スペースが表示されます。アグリゲートでFlash Poolを有効にしていて
も、SSDが追加されていなければ、キャッシュ スペースは0KBと表示されま
す。
注：このフィールドは、アグリゲートでFlash Poolが無効になっている場合は
表示されません。

• アグリゲートのしきい値
アグリゲートの容量に関する次のしきい値が表示されます。
◦ ほぼフルのしきい値

アグリゲートがほぼフルであるとみなす割合を示します。
◦ フルのしきい値

アグリゲートがフルであるとみなす割合を示します。
◦ ほぼオーバーコミットのしきい値

アグリゲートが間もなくオーバーコミットされるとみなす割合を示しま
す。

◦ オーバーコミットのしきい値
アグリゲートがオーバーコミットされたとみなす割合を示します。

• その他の詳細：日次増加率
最後の2つのサンプル間の変更率が24時間続いた場合にアグリゲートで使用さ
れるディスク容量が表示されます。
たとえば、アグリゲートのディスク スペースの使用量が午後2時に10GBで、午
後6時に12GBであるとすると、このアグリゲートの1日あたりの増加率は2GBで
す。

• ボリューム移動
現在実行中のボリューム移動処理の数が表示されます。

◦ 移動されたボリューム
アグリゲートから移動中のボリュームの数と容量が表示されます。
リンクをクリックすると、ボリューム名、ボリュームの移動先のアグリゲー
ト、ボリューム移動処理のステータス、推定終了時刻などの詳細を確認で
きます。

◦ 追加されたボリューム
アグリゲートに移動中のボリュームの数と残りの移動容量が表示されま
す。
リンクをクリックすると、ボリューム名、ボリュームの移動元のアグリゲー
ト、ボリューム移動処理のステータス、推定終了時刻などの詳細を確認で
きます。
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◦ ボリューム移動後の推定使用容量
ボリューム移動処理完了後のアグリゲートの推定使用済みスペース（割合
とKB、MB、GBなど）が表示されます。

容量の概要 - ボリューム
アグリゲートに含まれるボリュームの容量に関する情報がグラフで表示されま
す。ボリュームで使用されているスペース（使用済み容量）とボリュームの使用
可能なスペース（空き容量）が表示されます。シンプロビジョニング ボリューム
について「シンプロビジョニング ボリュームにスペース リスクあり」イベントが
生成された場合は、ボリュームで使用されているスペース（使用済み容量）と、
ボリュームの使用可能なスペースのうちアグリゲートの容量の問題が原因で使用
できないスペース（使用不可の容量）が表示されます。
表示するグラフはドロップダウン リストから選択できます。グラフに表示される
データをソートして、使用済みサイズ、プロビジョニングされたサイズ、使用可
能な容量、1日あたりの最大および最小増加率などの詳細を表示できます。アグリ
ゲート内のボリュームを含むStorage Virtual Machine（SVM）でデータをフィルタ
リングできます。シンプロビジョニング ボリュームの詳細を表示することもでき
ます。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点の詳細を確認
できます。デフォルトでは、アグリゲート内の上位30個のボリュームがフィルタ
リングされて表示されます。

[ディスク情報]タブ
選択したアグリゲート内のディスクについて、RAIDタイプとサイズ、アグリゲートで使用
されているディスクのタイプなど、詳細な情報が表示されます。このタブには、RAIDグルー
プと使用されているディスクのタイプ（SAS、ATA、FCAL、SSD、VMDISKなど）を示す図
も表示されます。パリティ ディスクやデータ ディスクにカーソルを合わせると、各ディス
クのベイ、シェルフ、回転速度などの詳細を確認できます。
データ

専用データ ディスク、共有データ ディスク、またはその両方の詳細が図で表示さ
れます。データ ディスクに共有ディスクが含まれているときは、共有ディスクの
詳細が表示されます。専用ディスクと共有ディスクの両方が含まれているとき
は、両方のディスクの詳細が表示されます。
RAID の詳細

専用ディスクの場合のみ、RAIDの詳細が表示されます。

• タイプ
RAIDタイプ（RAID 0、RAID 4、RAID-DP、またはRAID-TEC）が表示さ
れます。

• グループ サイズ
RAIDグループに含めることができるディスクの最大数が表示されます。

• グループ
アグリゲート内のRAIDグループの数が表示されます。

使用ディスク

• 実質的タイプ
アグリゲート内のデータ ディスクのタイプ（ATA、SATA、FCAL、SSD、
VMDISKなど）が表示されます。

• データ ディスク
アグリゲートに割り当てられているデータ ディスクの数と容量が表示さ
れます。データ ディスクの詳細は、アグリゲートに共有ディスクしか含ま
れていない場合は表示されません。
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• パリティ ディスク
アグリゲートに割り当てられているパリティ ディスクの数と容量が表示
されます。パリティ ディスクの詳細は、アグリゲートに共有ディスクしか
含まれていない場合は表示されません。

• 共有ディスク
アグリゲートに割り当てられている共有ディスクの数と容量が表示され
ます。共有ディスクの詳細は、アグリゲートに共有ディスクが含まれてい
る場合にのみ表示されます。

スペア ディスク
選択したアグリゲートのノードで使用できるスペア データ ディスクの実質
的タイプ、数、および容量が表示されます。
注：Unified Managerでは、アグリゲートがパートナー ノードにフェイルオー
バーされた場合、アグリゲートと互換性があるすべてのスペア ディスクが
表示されないことがあります。

SSD キャッシュ
専用キャッシュSSDディスクと共有キャッシュSSDディスクに関する詳細が表示
されます。
専用キャッシュSSDディスクについては、次の情報が表示されます。
RAID の詳細

• タイプ
RAIDタイプ（RAID 0、RAID 4、RAID-DP、またはRAID-TEC）が表示さ
れます。

• グループ サイズ
RAIDグループに含めることができるディスクの最大数が表示されます。

• グループ
アグリゲート内のRAIDグループの数が表示されます。

使用ディスク

• 実質的タイプ
アグリゲート内でキャッシュに使用されているディスク タイプとして

「SSD」が表示されます。

• データ ディスク
キャッシュ用にアグリゲートに割り当てられているデータ ディスクの数
と容量が表示されます。

• パリティ ディスク
キャッシュ用にアグリゲートに割り当てられているパリティ ディスクの
数と容量が表示されます。

スペア ディスク
選択したアグリゲートのノードでキャッシュに使用可能なスペア ディスクの
実質的タイプ、数、および容量が表示されます。
注：Unified Managerでは、アグリゲートがパートナー ノードにフェイルオー
バーされた場合、アグリゲートと互換性があるすべてのスペア ディスクが
表示されないことがあります。

共有キャッシュについては、次の情報が表示されます。
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ストレージ プール
ストレージ プールの名前が表示されます。ストレージ プールの名前にカー
ソルを合わせると、次の情報を確認できます。

• ステータス
ストレージ プールのステータス（正常かどうか）が表示されます。

• 割り当て合計
ストレージ プール内の割り当て単位の総数とサイズが表示されます。

• 割り当て単位のサイズ
アグリゲートに割り当て可能なストレージ プール内の最小スペースが表
示されます。

• ディスク
ストレージ プールの作成に使用されているディスクの数が表示されます。
ストレージ プールの列に表示されるディスク数と[ディスク情報]タブに
表示されるストレージ プールのディスク数が一致しない場合は、破損して
いるディスクがあり、ストレージ プールが正常な状態でないことを示して
います。

• 使用済みの割り当て
アグリゲートで使用されている割り当て単位の数とサイズが表示されま
す。アグリゲート名をクリックすると、アグリゲートの詳細を確認できま
す。

• 使用可能な割り当て
ノードで使用可能な割り当て単位の数とサイズが表示されます。ノード
名をクリックすると、アグリゲートの詳細を確認できます。

割り当て済みキャッシュ
アグリゲートで使用されている割り当て単位のサイズが表示されます。

割り当て単位
アグリゲートで使用されている割り当て単位の数が表示されます。

ディスク
ストレージ プールに含まれているディスクの数が表示されます。

詳細

• ストレージ プール
ストレージ プールの数が表示されます。

• 合計サイズ
ストレージ プールの合計サイズが表示されます。

クラウド階層
FabricPool対応アグリゲートを使用している場合、クラウド階層の名前が表示され
ます。また、Amazon S3、Microsoft Azureクラウド、IBM Cloud Object Storage、
Google Cloud Storage、またはAlibaba Cloud Object Storageのオブジェクトにライセ
ンスで許可されている容量が表示されます。

[設定]タブ
[設定]タブには、選択したアグリゲートについて、クラスタ ノード、ブロック タイプ、RAID
タイプ、RAIDサイズ、RAIDグループ数などの詳細が表示されます。
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概要

• ノード
選択したアグリゲートが含まれるノードの名前が表示されます。

• ブロック タイプ
アグリゲートのブロック形式（32ビットまたは64ビット）が表示されます。

• RAID タイプ
RAIDタイプ（RAID 0、RAID 4、RAID-DP、RAID-TEC、またはMixed RAID）
が表示されます。

• RAID サイズ
RAIDグループのサイズが表示されます。

• RAID グループ
アグリゲート内のRAIDグループの数が表示されます。

• SnapLockタイプ
アグリゲートのSnapLockタイプが表示されます。

クラウド階層
FabricPool対応アグリゲートの場合、オブジェクト ストアの詳細が表示されます。
一部のフィールドはストレージ プロバイダに応じて異なります。

• 名前
ONTAPでの作成時に指定されたオブジェクト ストアの名前が表示されます。

• オブジェクト ストレージ プロバイダ
ストレージ プロバイダの名前（StorageGRID、Amazon S3、IBM Cloud Object
Storage、Microsoft Azureクラウド、Google Cloud Storage、Alibaba Cloud Object
Storageなど）が表示されます。

• オブジェクト ストア名（FQDN） / サーバ名
オブジェクト ストアのFQDNが表示されます。

• アクセス キー / アカウント
オブジェクト ストアのアクセス キーまたはアカウントが表示されます。

• バケット名 / コンテナ名
オブジェクト ストアのバケット名またはコンテナ名が表示されます。

• SSL

オブジェクト ストアに対してSSL暗号化が有効になっているかどうかが表示
されます。

[履歴]領域
[履歴]領域には、選択したアグリゲートの容量に関する情報がグラフで表示されます。また、
[エクスポート]ボタンをクリックすると、表示しているグラフのCSV形式のレポートを作成
できます。
[履歴]ペインの上部にあるドロップダウン リストからグラフの種類を選択することができ
ます。1週間、1カ月、または1年のいずれかの期間を選択して、その期間の詳細を表示する
ことも可能です。履歴グラフは傾向を確認するのに役立ちます。たとえば、アグリゲートの
使用量が継続的に「ほぼフル」のしきい値を超えていれば、それに応じた措置を講じること
ができます。
履歴グラフには次の情報が表示されます。
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アグリゲート - 使用容量 (%)

折れ線グラフの形式で、アグリゲートの使用率（%）とアグリゲートの容量使用
履歴が縦軸（y軸）に表示されます。横軸（x軸）は期間です。期間は、1週間、1
カ月、または1年のいずれかを選択できます。グラフの特定のポイントにカーソル
を合わせると、その時点の詳細を確認できます。対応する凡例をクリックして、
グラフの線の表示と非表示を切り替えることが可能です。たとえば、凡例で[使用
済みパフォーマンス容量]をクリックすると、使用済み容量を示す線が非表示にな
ります。

アグリゲート - 使用容量と総容量
折れ線グラフの形式で、アグリゲートの容量使用履歴と使用済み容量および合計
容量（バイト、KB、MBなど）が縦軸（y軸）に表示されます。横軸（x軸）は期
間です。期間は、1週間、1カ月、または1年のいずれかを選択できます。グラフの
特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。対応
する凡例をクリックして、グラフの線の表示と非表示を切り替えることが可能で
す。たとえば、凡例で[トレンド - 使用容量]をクリックすると、使用済み容量の推
移を示す線が非表示になります。

アグリゲート - 使用容量（%）とコミット容量（%）
折れ線グラフの形式で、アグリゲートの容量使用履歴とコミット済みスペースの
割合（%）が縦軸（y軸）に表示されます。横軸（x軸）は期間です。期間は、1週
間、1カ月、または1年のいずれかを選択できます。グラフの特定のポイントにカー
ソルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。対応する凡例をクリックし
て、グラフの線の表示と非表示を切り替えることが可能です。たとえば、凡例で
[コミット済みスペース]をクリックすると、コミット済みスペースを示す線が非表
示になります。

[イベント]リスト
[イベント]リストには、新規のイベントと応答済みのイベントに関する詳細が表示されます。
重大度

イベントの重大度が表示されます。
イベント

イベントの名前が表示されます。
トリガー日時

イベントが生成されてからの経過時間が表示されます。1週間を過ぎたイベント
には、生成時のタイムスタンプが表示されます。

[関連デバイス]ペイン
[関連デバイス]ペインでは、アグリゲートに関連するクラスタ ノード、ボリューム、および
ディスクを確認できます。
ノード

アグリゲートが含まれるノードの容量と健全性ステータスが表示されます。容量
は、総容量のうちの使用可能な合計容量を示します。

ノード内のアグリゲート
選択したアグリゲートが含まれるクラスタ ノード内のアグリゲートの総数と合計
容量が表示されます。最も高い重大度レベルに基づいて、アグリゲートの健全性
ステータスも表示されます。たとえば、クラスタ ノードに10個のアグリゲートが
あり、5つのステータスが「警告」で残りの5つが「重大」の場合、ステータスは

「重大」と表示されます。
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ボリューム
アグリゲート内のFlexVolおよびFlexGroupボリュームの数と容量が表示されます。
FlexGroupコンスティチュエントは含まれません。最も高い重大度レベルに基づ
いて、ボリュームの健全性ステータスも表示されます。

リソース プール
アグリゲートに関連付けられているリソース プールが表示されます。

ディスク
選択したアグリゲート内のディスクの数が表示されます。

[関連するアラート]ペイン
[関連するアラート]ペインでは、選択したアグリゲートに対して作成されたアラートのリス
トを確認できます。[アラートの追加]リンクをクリックしてアラートを追加したり、アラー
ト名をクリックして既存のアラートを編集したりすることもできます。

関連タスク

アラートの追加（120ページ）
個々のアグリゲートの健全性しきい値の設定の編集（137ページ）

関連資料

[ストレージ プール]ダイアログ ボックス（282ページ）

[健全性 / すべての SVM]ビュー
[健全性 / すべての SVM]ビューでは、監視しているStorage Virtual Machine（SVM）に関する
詳細な情報を確認できます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[アノテーションの適用]ボタンを使用して、事前定義されたアノテーションにSVMを関連付
けることができます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、SVMの健全性のフィールド（264
ページ）を参照してください。

関連タスク

Infinite Volumeを備えたSVMの詳細の表示（656ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
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SVMの健全性のフィールド
[健全性 / すべての SVM]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィールド
はカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

SVMの現在のステータス。重大（ ）、エラー（ ）、警告（ ）、標準

（ ）のいずれかです。
SVM

SVMの名前。
状態

SVMの現在の管理状態。「実行中」、「停止」、「起動中」、「停止中」のいずれかにな
ります。

使用できるボリューム タイプ
SVMで作成できるボリュームのタイプ。「InfiniteVol」、「FlexVol」、「FlexVol/
FlexGroup」のいずれかになります。
注：FlexGroupタイプはONTAP 9.1以降を使用している場合に使用できます。

使用できるプロトコル
SVMで設定できるプロトコルのタイプ。使用可能なプロトコルは、FC / FCoE、
iSCSI、HTTP、NDMP、NVMe、NFS、CIFSです。

使用可能なデータ容量
SVM内のすべてのボリュームの使用可能なデータ容量。

合計データ容量
SVM内のすべてのボリュームの合計データ容量。

ルート ボリューム
SVMのルート ボリュームの名前。

NIS の状態
Network Information Service（NIS;ネットワーク情報サービス）の状態。「有効」、「無
効」、「未設定」のいずれかになります。

NIS ドメイン
NISドメイン名。この列は、NISサーバが無効になっているか設定されていない場
合は空欄になります。

DNS の状態
Domain Name System（DNS;ドメイン ネーム システム）の状態。「有効」、「無効」、

「未設定」のいずれかになります。
DNS ドメイン

DNSドメイン名。
ネーム サービス スイッチ

ホストから収集された情報のタイプ。有効な値は、「ファイル」、「LDAP」、または
「NIS」です。

LDAP 有効
LDAPプロトコルが有効になっているかどうか。
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許容される最大ボリューム数
SVMで設定できる、許容される最大ボリューム数。

ボリューム数
SVMに含まれているボリュームの数。

クラスタ
SVMが属するクラスタの名前。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。

[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページ
[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページでは、選択したSVMについて、健全性、容量、
設定、データ ポリシー、論理インターフェイス（LIF）、LUN、qtree、ユーザやユーザ グルー
プのクォータなどの情報を確認できます。また、そのSVMに関連するオブジェクトやアラー
トに関する情報も参照できます。
注：監視できるのはデータSVMだけです。

• コマンド ボタン（265ページ）

• [健全性]タブ（266ページ）

• [容量]タブ（267ページ）

• [設定]タブ（269ページ）

• [LIF]タブ（270ページ）

• [qtree]タブ（271ページ）

• [ユーザ クォータとグループ クォータ]タブ（273ページ）

• [NFS エクスポート]タブ（275ページ）

• [CIFS 共有]タブ（277ページ）

• [SAN]タブ（279ページ）

• [データ ポリシー]タブ（279ページ）

• [関連するアノテーション]ペイン（281ページ）

• [関連デバイス]ペイン（281ページ）

• [関連するグループ]ペイン（281ページ）

• [関連するアラート]ペイン（281ページ）

コマンド ボタン
選択したSVMについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
パフォーマンス ビューに切り替え

[パフォーマンス/SVMの詳細]ページに移動できます。
操作

• アラートの追加
選択したSVMにアラートを追加できます。

• しきい値の編集
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SVMのしきい値を編集できます。
注：このボタンは、[qtree]タブでのみ、つまりInfinite Volumeを備えたSVMの
場合のみ有効になります。

• アノテーションの適用
選択したSVMをアノテートできます。

Storage Virtual Machine を表示
[健全性 / すべての SVM]ビューに移動できます。

[健全性]タブ
[健全性]タブには、ボリューム、アグリゲート、NAS LIF、SAN LIF、LUN、プロトコル、
サービス、NFSエクスポート、CIFS共有などのさまざまなオブジェクトのデータ可用性、
データ容量、および保護の問題に関する詳細な情報が表示されます。
オブジェクトのグラフをクリックすると、フィルタリングされたオブジェクトのリストを表
示できます。たとえば、警告が表示されたボリュームの容量のグラフをクリックすると、重
大度が「警告」の容量の問題があるボリュームのリストが表示されます。
可用性の問題

可用性の問題があるオブジェクトとないオブジェクトの両方を含むオブジェクト
の合計数がグラフで表示されます。このグラフでは、問題が重大度レベル別に色
分けされます。グラフの下には、SVM内のデータの可用性に影響を及ぼす可能性
がある問題とすでに影響を及ぼしている問題に関する詳細が表示されます。たと
えば、停止しているNAS LIFおよびSAN LIFやオフラインになっているボリューム
の情報が表示されます。
現在実行中の関連するプロトコルやサービスに関する情報のほか、NFSエクス
ポートやCIFS共有の数とステータスも確認できます。
選択したSVMがInfinite Volumeを備えたSVMの場合は、Infinite Volumeに関する可
用性の詳細を確認できます。

容量の問題
容量の問題があるオブジェクトとないオブジェクトの両方を含むオブジェクトの
合計数がグラフで表示されます。このグラフでは、問題が重大度レベル別に色分
けされます。グラフの下には、SVM内のデータの容量に影響を及ぼす可能性があ
る問題とすでに影響を及ぼしている問題に関する詳細が表示されます。たとえ
ば、設定されたしきい値を超える可能性があるアグリゲートの情報が表示されま
す。
選択したSVMがInfinite Volumeを備えたSVMの場合は、Infinite Volumeに関する容
量の詳細を確認できます。

保護の問題
SVMの保護関連の健全性に関する概要情報として、保護の問題がある関係とない
関係の両方を含む関係の合計数がグラフで表示されます。保護されていないボ
リュームがある場合は、リンクをクリックすると[健全性 / すべてのボリューム]
ビューに移動し、SVMの保護されていないボリュームのフィルタリングされたリ
ストを確認できます。このグラフでは、問題が重大度レベル別に色分けされます。
グラフをクリックすると、[関係 / すべての関係]ビューに移動し、保護関係の詳細
のフィルタリングされたリストを参照できます。グラフの下には、SVM内のデー
タの保護に影響を及ぼす可能性がある問題とすでに影響を及ぼしている問題に関
する詳細が表示されます。たとえば、Snapshotコピー リザーブがほぼフルのボ
リュームに関する情報や、SnapMirror関係の遅延の問題に関する情報が表示されま
す。
選択したSVMがリポジトリSVMの場合は、[保護]領域は表示されません。
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[容量]タブ
[容量]タブには、選択したSVMのデータ容量に関する詳細が表示されます。
FlexVolまたはFlexGroupボリュームを備えたSVMについては、次の情報が表示されます。
容量

[容量]領域には、すべてのボリュームから割り当てられた容量について、使用済み
容量と使用可能容量に関する詳細が表示されます。

• 合計容量
SVMの合計容量（MB、GBなど）が表示されます。

• 使用済み
SVMに属するボリュームでデータに使用されているスペースが表示されます。

• 保証あり - 利用可能
SVM内のボリュームで使用可能な保証済みのデータ用スペースが表示されま
す。

• 保証なし
SVM内のシンプロビジョニング ボリュームに割り当てられているスペースの
うち、データに使用可能な残りのスペースが表示されます。

容量に問題があるボリューム
[容量に問題があるボリューム]リストには、容量の問題があるボリュームに関する
詳細が表形式で表示されます。

• ステータス
ボリュームに、容量に関するなんらかの重大度の問題があることを示します。
ステータスにカーソルを合わせると、ボリュームに対して生成された容量関連
のイベントに関する詳細を確認できます。
ボリュームのステータスが単一のイベントに基づく場合は、イベントの名前、
イベントがトリガーされた日時、イベントが割り当てられている管理者の名
前、イベントの原因などの情報が表示されます。[詳細を表示]ボタンを使用し
て、イベントに関する詳細を確認できます。
ボリュームのステータスが同じ重大度の複数のイベントに基づく場合は、上位
の3つのイベントについて、イベントの名前、イベントがトリガーされた日時、
イベントが割り当てられている管理者の名前などの情報が表示されます。イ
ベント名をクリックすると、それらの各イベントの詳細を確認できます。ま
た、[すべてのイベントを表示]リンクをクリックすると、生成されたイベント
のリストを参照できます。
注：ボリュームには、重大度が同じまたは異なる容量関連のイベントが複数
ある場合もあります。ただし、表示されるのは最も高い重大度だけです。た
とえば、重大度が「エラー」と「警告」の2つのイベントがボリュームにあ
る場合、表示される重大度は「エラー」だけです。

• ボリューム
ボリュームの名前が表示されます。

• 使用済みデータ容量
ボリュームの容量の使用率（%）に関する情報がグラフで表示されます。

• フルまでの日数
ボリュームの容量がフルに達するまでの推定日数が表示されます。

• シンプロビジョニング
選択したボリュームにスペース ギャランティが設定されているかどうかが表
示されます。「はい」または「いいえ」のいずれかです。
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• アグリゲート
FlexVolの場合は、ボリュームを含むアグリゲートの名前が表示されます。
FlexGroupボリュームの場合は、FlexGroupで使用されているアグリゲートの数
が表示されます。

Infinite volumeを備えたSVMについては、次の情報が表示されます。
容量

容量に関する次の情報が表示されます。

• データ容量の使用済み容量と空き容量の割合

• Snapshot容量の使用済み容量と空き容量の割合

• Snapshot オーバーフロー
Snapshotコピーで使用されているデータ スペースが表示されます。

• 使用済み
Infinite Volumeを備えたSVMでデータに使用されているスペースが表示されま
す。

• 警告
Infinite Volumeを備えたSVMのスペースがほぼフルであることを示します。こ
のしきい値を超えると、「スペースがほぼフル」イベントが生成されます。

• エラー
Infinite Volumeを備えたSVMのスペースがフルであることを示します。このし
きい値を超えると、「スペースがフル」イベントが生成されます。

その他の詳細

• 合計容量
Infinite Volumeを備えたSVMの合計容量が表示されます。

• データ容量
Infinite Volumeを備えたSVMの使用済みデータ容量、使用可能データ容量、お
よびSnapshotオーバーフロー容量の詳細が表示されます。

• Snapshot リザーブ
Snapshotリザーブの使用済み容量と空き容量の詳細が表示されます。

• システム容量
Infinite Volumeを備えたSVMの使用済みシステム容量と使用可能システム容量
が表示されます。

• しきい値
Infinite Volumeを備えたSVMの「ほぼフル」と「フル」のしきい値が表示され
ます。

ストレージ クラスの容量の詳細
ストレージ クラスの容量の使用状況に関する情報が表示されます。この情報は、
Infinite Volumeを備えたSVMに対してストレージ クラスが設定されている場合に
のみ表示されます。

Storage Virtual Machine - ストレージ クラスしきい値
ストレージ クラスの次のしきい値（%）が表示されます。

• ほぼフルのしきい値
Infinite Volumeを備えたSVMのストレージ クラスがほぼフルであるとみなす割
合を示します。
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• フルのしきい値
Infinite Volumeを備えたSVMのストレージ クラスがフルであるとみなす割合を
示します。

• Snapshot の使用制限
ストレージ クラス内でSnapshotコピー用にリザーブされるスペースの上限（%）
を示します。

[設定]タブ
[設定]タブには、選択したSVMの設定に関する詳細について、SVMのクラスタ、ルート ボ
リューム、含まれるボリュームのタイプ（Infinite VolumeまたはFlexVol）、作成されたポリ
シーなどの情報が表示されます。
概要

• クラスタ
SVMが属するクラスタの名前が表示されます。

• 使用できるボリューム タイプ
SVMで作成できるボリュームのタイプが表示されます。「InfiniteVol」、

「FlexVol」、「FlexVol/FlexGroup」のいずれかになります。

• ルート ボリューム
SVMのルート ボリュームの名前が表示されます。

• 使用できるプロトコル
SVMで設定できるプロトコルのタイプが表示されます。プロトコルの状態が
稼働（ ）、停止（ ）、または未設定（ ）のいずれであるかも示されま
す。

データ LIF

• NAS

SVMに関連付けられているNAS LIFの数が表示されます。LIFの状態が稼働
（ ）または停止（ ）のいずれであるかも示されます。

• SAN

SVMに関連付けられているSAN LIFの数が表示されます。LIFの状態が稼働
（ ）または停止（ ）のいずれであるかも示されます。

• FC-NVMe

SVMに関連付けられているFC-NVMe LIFの数が表示されます。LIFの状態が稼
働（ ）または停止（ ）のいずれであるかも示されます。

• ジャンクション パス
Infinite Volumeがマウントされているパスが表示されます。ジャンクション パ
スは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

• ストレージ クラス
選択したInfinite Volumeを備えたSVMに関連付けられているストレージ クラス
が表示されます。ストレージ クラスは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合の
み表示されます。

管理 LIF

• 可用性
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SVMに関連付けられている管理LIFの数が表示されます。管理LIFの状態が稼
働（ ）または停止（ ）のいずれであるかも示されます。

ポリシー

• Snapshot

SVMで作成されたSnapshotポリシーの名前が表示されます。

• エクスポート ポリシー
エクスポート ポリシーが1つ作成されている場合はその名前が表示され、複数
作成されている場合はその数が表示されます。

• データ ポリシー
選択したInfinite Volumeを備えたSVMに対してデータ ポリシーが設定されてい
るかどうかが表示されます。

サービス

• タイプ
SVMで設定されているサービスのタイプが表示されます。「Domain Name
System (DNS)」または「Network Information Service (NIS)」のいずれかです。

• 状態

サービスの状態が表示されます。稼働（ ）、停止（ ）、未設定 （ ）の
いずれかです。

• ドメイン名
DNSサービスのDNSサーバまたはNISサービスのNISサーバの完全修飾ドメイ
ン名（FQDN）が表示されます。NISサーバが有効になっている場合は、アク
ティブなNISサーバのFQDNが表示されます。NISサーバが無効になっている
場合は、すべてのFQDNのリストが表示されます。

• IPアドレス
DNSサーバまたはNISサーバのIPアドレスが表示されます。NISサーバが有効
になっている場合は、アクティブなNISサーバのIPアドレスが表示されます。
NISサーバが無効になっている場合は、すべてのIPアドレスのリストが表示さ
れます。

[LIF]タブ
[LIF]タブには、選択したSVMに作成されているデータLIFに関する詳細が表示されます。
LIF

選択したSVMに作成されているLIFの名前が表示されます。
動作ステータス

LIFの動作ステータスが表示されます。稼働（ ）、停止（ ）、不明（ ）の
いずれかです。LIFの動作ステータスは、物理ポートのステータスで決まります。

管理ステータス

LIFの管理ステータスが表示されます。稼働（ ）、停止（ ）、不明（ ）の
いずれかです。LIFの管理ステータスは、設定への変更やメンテナンスを実施する
ために、ストレージ管理者が変更します。管理ステータスは、動作ステータスと
は異なる場合があります。ただし、LIFの管理ステータスが「停止」の場合、動作
ステータスはデフォルトで「停止」になります。
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IP アドレス / WWPN

イーサネットLIFのIPアドレスとFC LIFのWorld Wide Port Name（WWPN）が表示
されます。

プロトコル
LIFに対して指定されているデータ プロトコル（CIFS、NFS、iSCSI、FC / FCoE、
FC-NVMe、FlexCacheなど）のリストが表示されます。Infinite VolumeにはSANプ
ロトコルは適用されません。

ロール
LIFのロールが表示されます。「データ」または「管理」のいずれかです。

ホーム ポート
LIFが最初に関連付けられていた物理ポートが表示されます。

現在のポート
LIFが現在関連付けられている物理ポートが表示されます。LIFが移行された場
合、現在のポートがホーム ポートと同じでなくなることがあります。

ポートセット
LIFがマッピングされているポートセットが表示されます。

フェイルオーバー ポリシー
LIFに設定されているフェイルオーバー ポリシーが表示されます。NFS LIF、CIFS
LIF、およびFlexCache LIFの場合、デフォルトのフェイルオーバー ポリシーは「次
に使用可能」です。FC LIFおよびiSCSI LIFには、フェイルオーバー ポリシーは適
用できません。

ルーティング グループ
ルーティング グループの名前が表示されます。ルーティング グループの名前を
クリックすると、ルートやデスティネーション ゲートウェイに関する詳細を確認
できます。
ルーティング グループはONTAP 8.3以降ではサポートされないため、それらのク
ラスタの列は空白になります。

フェイルオーバー グループ
フェイルオーバー グループの名前が表示されます。

[qtree]タブ
[qtree]タブには、qtreeとそのクォータに関する詳細が表示されます。[しきい値の編集]ボタ
ンをクリックすると、1つ以上のqtreeの容量についての健全性しきい値の設定を編集するこ
とができます。
[エクスポート]ボタンを使用して、監視しているすべてのqtreeの詳細を含むカンマ区切り値

（.csv）ファイルを作成できます。CSVファイルにエクスポートしてqtreeのレポートを作成
する際は、現在のSVM、現在のクラスタのすべてのSVM、データセンター内のすべてのク
ラスタのすべてのSVMのいずれを対象にするかを選択できます。エクスポートしたCSV
ファイルには、qtreeに関する追加のフィールドもいくつか表示されます。
注：[qtree]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合は表示されません。

ステータス

qtreeの現在のステータスが表示されます。重大（ ）、エラー（ ）、警告

（ ）、標準（ ）のいずれかです。
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ステータス アイコンにカーソルを合わせると、qtreeに対して生成されたイベント
に関する詳細を確認できます。
qtreeのステータスが単一のイベントに基づく場合は、イベントの名前、イベント
がトリガーされた日時、イベントが割り当てられている管理者の名前、イベント
の原因などの情報が表示されます。[詳細を表示]を使用して、イベントに関する詳
細を確認できます。
qtreeのステータスが同じ重大度の複数のイベントに基づく場合は、上位の3つのイ
ベントについて、イベントの名前、イベントがトリガーされた日時、イベントが
割り当てられている管理者の名前などの情報が表示されます。イベント名をク
リックすると、それらの各イベントの詳細を確認できます。また、[すべてのイベ
ントを表示]を使用して、生成されたイベントのリストを参照できます。
注：qtreeには、重大度が同じまたは異なる容量関連のイベントが複数ある場合も
あります。ただし、表示されるのは最も高い重大度だけです。たとえば、重大
度が「エラー」と「警告」の2つのイベントがqtreeにある場合、表示される重大
度は「エラー」だけです。

qtree

qtreeの名前が表示されます。
クラスタ

qtreeを含むクラスタの名前が表示されます。エクスポートしたCSVファイルにの
み表示されます。

Storage Virtual Machine

qtreeを含むStorage Virtual Machine（SVM）の名前が表示されます。エクスポート
したCSVファイルにのみ表示されます。

ボリューム
qtreeが含まれているボリュームの名前が表示されます。
ボリューム名にカーソルを合わせると、ボリュームに関する詳細を確認できます。

クォータ セット
qtreeでクォータが有効になっているかどうかを示します。

クォータ タイプ
ユーザ、ユーザ グループ、またはqtreeのいずれのクォータであるかを示します。
エクスポートしたCSVファイルにのみ表示されます。

ユーザまたはグループ
ユーザまたはユーザ グループの名前が表示されます。ユーザおよびユーザ グ
ループごとに複数の行が表示されます。クォータのタイプがqtreeの場合やクォー
タが設定されていない場合は空になります。エクスポートしたCSVファイルにの
み表示されます。

使用済みディスク（%）
ディスク スペースの使用率が表示されます。ディスクのハード リミットが設定
されている場合は、そのハード リミットに基づく値です。ディスクのハード リ
ミットなしでクォータが設定されている場合は、ボリュームのデータ スペースに
基づきます。クォータが設定されていない場合やqtreeが属するボリュームで
クォータがオフになっている場合は、グリッド ページには「該当なし」と表示さ
れ、CSVエクスポート データではフィールドが空白になります。

ディスク ハード リミット
qtreeに対するディスク スペースの最大割り当て容量が表示されます。この上限に
達すると、Unified Managerで重大なイベントが生成され、ディスクへの書き込み
がそれ以上許可されなくなります。ディスクのハード リミットなしでクォータが
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設定されている場合、クォータが設定されていない場合、またはqtreeが属するボ
リュームでクォータがオフになっている場合は、「無制限」と表示されます。

ディスク ソフト リミット
qtreeに対するディスク スペースの割り当て容量について、警告イベントを生成す
る容量が表示されます。ディスクのソフト リミットなしでクォータが設定されて
いる場合、クォータが設定されていない場合、またはqtreeが属するボリュームで
クォータがオフになっている場合は、「無制限」と表示されます。デフォルトで
は、この列は表示されません。

ディスクしきい値
ディスク スペースについて設定されているしきい値が表示されます。ディスクの
しきい値の制限なしでクォータが設定されている場合、クォータが設定されてい
ない場合、またはqtreeが属するボリュームでクォータがオフになっている場合は、

「無制限」と表示されます。デフォルトでは、この列は表示されません。
使用済みファイル（%）

qtreeで使用されているファイルの割合が表示されます。ファイルのハード リミッ
トが設定されている場合は、そのハード リミットに基づく値です。ファイルの
ハード リミットなしでクォータが設定されている場合は、値は表示されません。
クォータが設定されていない場合やqtreeが属するボリュームでクォータがオフに
なっている場合は、グリッド ページには「該当なし」と表示され、CSVエクスポー
ト データではフィールドが空白になります。

ファイル ハード リミット
qtreeに許可されるファイル数のハード リミットが表示されます。ファイルのハー
ド リミットなしでクォータが設定されている場合、クォータが設定されていない
場合、またはqtreeが属するボリュームでクォータがオフになっている場合は、「無
制限」と表示されます。

ファイル ソフト リミット
qtreeに許可されるファイル数のソフト リミットが表示されます。ファイルのソフ
ト リミットなしでクォータが設定されている場合、クォータが設定されていない
場合、またはqtreeが属するボリュームでクォータがオフになっている場合は、「無
制限」と表示されます。デフォルトでは、この列は表示されません。

[ユーザ クォータとグループ クォータ]タブ
選択したSVMに対するユーザおよびユーザ グループのクォータに関する詳細が表示されま
す。クォータのステータス、ユーザまたはユーザ グループの名前、ディスクおよびファイ
ルのソフト リミットとハード リミット、使用されているディスク スペースとファイル数、
ディスクのしきい値などの情報を確認できます。また、ユーザやユーザ グループに関連付
けられているEメール アドレスを変更することもできます。
[E メール アドレスの編集]コマンド ボタン

[E メール アドレスの編集]ダイアログ ボックスが開き、選択したユーザまたは
ユーザ グループの現在のEメール アドレスが表示されます。Eメール アドレスを
変更することができます。[E メール アドレスの編集]フィールドを空白にした場
合、選択したユーザまたはユーザ グループのEメール アドレスがデフォルトの
ルールを使用して生成されます。
クォータが同じユーザが複数存在する場合は、ユーザの名前がカンマで区切って
表示されます。また、デフォルトのルールを使用してEメール アドレスが生成さ
れることはないため、通知を送信するにはEメール アドレスを指定する必要があ
ります。
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[E メール ルールの設定]コマンド ボタン
SVMで設定されているユーザまたはユーザ グループ クォータについて、Eメール
アドレスを生成するルールを作成または変更できます。クォータに違反が発生す
ると、指定したEメール アドレスに通知が送信されます。

ステータス

クォータの現在のステータスが表示されます。重大（ ）、警告（ ）、標準

（ ）のいずれかです。
ステータス アイコンにカーソルを合わせると、クォータに対して生成されたイベ
ントに関する詳細を確認できます。
クォータのステータスが単一のイベントに基づく場合は、イベントの名前、イベ
ントがトリガーされた日時、イベントが割り当てられている管理者の名前、イベ
ントの原因などの情報が表示されます。[詳細を表示]を使用して、イベントに関す
る詳細を確認できます。
クォータのステータスが同じ重大度の複数のイベントに基づく場合は、上位の3つ
のイベントについて、イベントの名前、イベントがトリガーされた日時、イベン
トが割り当てられている管理者の名前などの情報が表示されます。イベント名を
クリックすると、それらの各イベントの詳細を確認できます。また、[すべてのイ
ベントを表示]を使用して、生成されたイベントのリストを参照できます。
注：クォータには、重大度が同じまたは異なる容量関連のイベントが複数ある場
合もあります。ただし、表示されるのは最も高い重大度だけです。たとえば、
重大度が「エラー」と「警告」の2つのイベントがクォータにある場合、表示さ
れる重大度は「エラー」です。

ユーザまたはグループ
ユーザまたはユーザ グループの名前が表示されます。クォータが同じユーザが複
数存在する場合は、ユーザの名前がカンマで区切って表示されます。
SecDのエラーによってONTAPから有効なユーザ名が提供されない場合は、「不明」
と表示されます。

タイプ
ユーザまたはユーザ グループのどちらのクォータであるかを示します。

ボリュームまたは qtree

ユーザまたはユーザ グループのクォータが指定されているボリュームまたはqtree
の名前が表示されます。
ボリュームまたはqtreeの名前にカーソルを合わせると、それらに関する詳細を確
認できます。

使用済みディスク（%）
ディスク スペースの使用率が表示されます。ディスクのハード リミットなしで
クォータが設定されている場合は、「該当なし」と表示されます。

ディスク ハード リミット
クォータに対するディスク スペースの最大割り当て容量が表示されます。この上
限に達すると、Unified Managerで重大なイベントが生成され、ディスクへの書き
込みがそれ以上許可されなくなります。ディスクのハード リミットなしでクォー
タが設定されている場合は、「無制限」と表示されます。

ディスク ソフト リミット
クォータに対するディスク スペースの割り当て容量について、警告イベントを生
成する容量が表示されます。ディスクのソフト リミットなしでクォータが設定さ
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れている場合は、「無制限」と表示されます。デフォルトでは、この列は表示され
ません。

ディスクしきい値
ディスク スペースについて設定されているしきい値が表示されます。ディスクの
しきい値の制限なしでクォータが設定されている場合は、「無制限」と表示されま
す。デフォルトでは、この列は表示されません。

使用済みファイル（%）
qtreeで使用されているファイルの割合が表示されます。ファイルのハード リミッ
トなしでクォータが設定されている場合は、「該当なし」と表示されます。

ファイル ハード リミット
クォータに許可されるファイル数のハード リミットが表示されます。ファイルの
ハード リミットなしでクォータが設定されている場合は、「無制限」と表示されま
す。

ファイル ソフト リミット
クォータに許可されるファイル数のソフト リミットが表示されます。ファイルの
ソフト リミットなしでクォータが設定されている場合は、「無制限」と表示されま
す。デフォルトでは、この列は表示されません。

E メール アドレス
クォータに違反が発生した場合に通知が送信されるユーザまたはユーザ グループ
のEメール アドレスが表示されます。

[NFS エクスポート]タブ
[NFS エクスポート]タブには、NFSエクスポートについて、ステータス、ボリューム（Infinite
Volume、FlexGroupボリューム、またはFlexVol）に関連付けられたパス、NFSエクスポート
に対するクライアントのアクセス レベル、エクスポートされているボリュームに対して定
義されているエクスポート ポリシーなどの情報が表示されます。NFSエクスポートは、ボ
リュームがマウントされていない場合、またはボリュームのエクスポート ポリシーに関連
付けられているプロトコルにNFSエクスポートが含まれていない場合は表示されません。
[エクスポート]ボタンを使用して、監視しているすべてのNFSエクスポートの詳細を含むカ
ンマ区切り値（.csv）ファイルを作成できます。CSVファイルにエクスポートしてNFSエク
スポートのレポートを作成する際は、現在のSVM、現在のクラスタのすべてのSVM、また
はデータセンター内のすべてのクラスタのすべてのSVMのいずれを対象にするかを選択で
きます。エクスポートしたCSVファイルには、エクスポート ポリシーに関する追加のフィー
ルドもいくつか表示されます。
ステータス

NFSエクスポートの現在のステータスが表示されます。エラー（ ）または標

準（ ）のいずれかです。
ジャンクション パス

ボリュームがマウントされているパスが表示されます。qtreeに明示的なNFSエク
スポート ポリシーが適用されている場合、qtreeにアクセスできるボリュームのパ
スが表示されます。

ジャンクション パスがアクティブ
マウントされたボリュームにアクセスするパスがアクティブであるか非アクティ
ブであるかが表示されます。
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ボリュームまたは qtree

NFSエクスポート ポリシーが適用されているボリュームまたはqtreeの名前が表示
されます。Infinite Volumeについては、Infinite Volumeを備えたSVMの名前が表示さ
れます。NFSエクスポート ポリシーがボリューム内のqtreeに適用されている場合
は、ボリュームとqtreeの両方の名前が表示されます。
リンクをクリックすると、オブジェクトに関する詳細を対応する詳細ページで確
認できます。オブジェクトがqtreeの場合、qtreeとボリュームの両方のリンクが表
示されます。

クラスタ
クラスタの名前が表示されます。エクスポートしたCSVファイルにのみ表示され
ます。

Storage Virtual Machine

NFSエクスポート ポリシーが適用されるSVMの名前が表示されます。エクスポー
トしたCSVファイルにのみ表示されます。

ボリュームの状態
エクスポートされるボリュームの状態が表示されます。「オフライン」、「オンライ
ン」、「制限」、「混在」のいずれかです。

• オフライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。

• オンライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されています。

• 制限
パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データ アクセスは許可
されません。

• 混在
FlexGroupボリュームに状態の異なるコンスティチュエントが混在しています。

セキュリティ形式
エクスポートされているボリュームのアクセス権限が表示されます。セキュリ
ティ形式は、UNIX、Unified、NTFS、Mixedのいずれかです。

• UNIX（NFSクライアント）
ボリューム内のファイルおよびディレクトリにUNIX権限が設定されていま
す。

• Unified

ボリューム内のファイルおよびディレクトリにunifiedセキュリティ形式が設定
されています。

• NTFS（CIFSクライアント）
ボリューム内のファイルおよびディレクトリにWindows NTFS権限が設定され
ています。

• Mixed

ボリューム内のファイルおよびディレクトリにUNIX権限またはWindows
NTFS権限のどちらかを設定できます。

UNIX 権限
エクスポートされているボリュームに設定されたUNIX権限ビット（8進数の文字
列）が表示されます。UNIX形式の権限ビットと同様の形式です。
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エクスポート ポリシー
エクスポートされているボリュームのアクセス権限を定義するルールが表示され
ます。リンクをクリックすると、エクスポート ポリシーに関連付けられている
ルールについて、認証プロトコルやアクセス権限などの詳細を確認できます。
[NFS エクスポート]ページのレポートを生成すると、エクスポート ポリシーに属
するすべてのルールがCSVファイルにエクスポートされます。たとえば、エクス
ポート ポリシーにルールが2つある場合、[NFS エクスポート]グリッド ページには
1行しか表示されませんが、エクスポートしたデータには2つのルールにそれぞれ
対応する行が1行ずつ含まれます。

ルール インデックス
エクスポート ポリシーに関連付けられているルール（認証プロトコルやアクセス
権限など）が表示されます。エクスポートしたCSVファイルにのみ表示されます。

アクセス プロトコル
エクスポート ポリシー ルールに対して有効になっているプロトコルが表示され
ます。エクスポートしたCSVファイルにのみ表示されます。

クライアント一致
ボリューム上のデータにアクセスする権限を持つクライアントが表示されます。
エクスポートしたCSVファイルにのみ表示されます。

読み取り専用アクセス
ボリューム上のデータの読み取りに使用される認証プロトコルが表示されます。
エクスポートしたCSVファイルにのみ表示されます。

読み取り-書き込みアクセス
ボリューム上のデータの読み取りまたは書き込みに使用される認証プロトコルが
表示されます。エクスポートしたCSVファイルにのみ表示されます。

[CIFS 共有]タブ
選択したSVMにあるCIFS共有に関する情報が表示されます。CIFS共有のステータス、共有
名、SVMに関連付けられているパス、共有のジャンクション パスのステータス、コンテナ
オブジェクト、コンテナ ボリュームのステータス、共有のセキュリティのデータ、共有に
対して定義されているエクスポート ポリシーなどの情報を参照できます。CIFS共有に相当
するNFSパスが存在するかどうかも確認できます。
注：[CIFS 共有]タブにはフォルダ内の共有は表示されません。

[ユーザ マッピングを表示]コマンド ボタン
[ユーザ マッピング]ダイアログ ボックスが開きます。
SVMのユーザ マッピングの詳細を確認することができます。

[ACL を表示]コマンド ボタン
共有の[アクセス制御]ダイアログ ボックスが開きます。
選択した共有のユーザおよび権限の詳細を確認することができます。

ステータス

共有の現在のステータスが表示されます。標準（ ）またはエラー（ ）の
いずれかです。

共有名
CIFS共有の名前が表示されます。

パス
共有が作成されているジャンクション パスが表示されます。
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ジャンクション パスがアクティブ
共有にアクセスするパスがアクティブであるか非アクティブであるかが表示され
ます。

コンテナ オブジェクト
共有が属するコンテナ オブジェクトの名前が表示されます。コンテナ オブジェ
クトは、ボリュームまたはqtreeのいずれかです。
リンクをクリックすると、コンテナ オブジェクトに関する詳細を対応する[詳細]
ページで確認できます。コンテナ オブジェクトがqtreeの場合、qtreeとボリューム
の両方のリンクが表示されます。

ボリュームの状態
エクスポートされるボリュームの状態が表示されます。「オフライン」、「オンライ
ン」、「制限」、「混在」のいずれかです。

• オフライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。

• オンライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されています。

• 制限
パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データ アクセスは許可
されません。

• 混在
FlexGroupボリュームに状態の異なるコンスティチュエントが混在しています。

セキュリティ
エクスポートされているボリュームのアクセス権限が表示されます。セキュリ
ティ形式は、UNIX、Unified、NTFS、Mixedのいずれかです。

• UNIX（NFSクライアント）
ボリューム内のファイルおよびディレクトリにUNIX権限が設定されていま
す。

• Unified

ボリューム内のファイルおよびディレクトリにunifiedセキュリティ形式が設定
されています。

• NTFS（CIFSクライアント）
ボリューム内のファイルおよびディレクトリにWindows NTFS権限が設定され
ています。

• Mixed

ボリューム内のファイルおよびディレクトリにUNIX権限またはWindows
NTFS権限のどちらかを設定できます。

エクスポート ポリシー
共有に適用されているエクスポート ポリシーの名前が表示されます。SVMにエ
クスポート ポリシーが指定されていない場合は、「無効」と表示されます。
リンクをクリックすると、エクスポート ポリシーに関連付けられているルールに
ついて、アクセス プロトコルや権限などの詳細を確認できます。このリンクは、
選択したSVMでエクスポート ポリシーが無効になっている場合は無効になりま
す。

NFS の同等機能
共有にNFSと同等の機能があるかどうかを示します。
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[SAN]タブ
選択したSVMのLUN、イニシエータ グループ、およびイニシエータに関する詳細が表示さ
れます。デフォルトでは[LUN]ビューが表示されます。[イニシエータ グループ]タブでイニ
シエータ グループに関する詳細、[イニシエータ]タブでイニシエータに関する詳細を確認で
きます。
[LUN]タブ

選択したSVMに属するLUNに関する詳細が表示されます。LUNの名前、LUNの状
態（オンラインまたはオフライン）、LUNが含まれているファイルシステム（ボ
リュームまたはqtree）の名前、ホスト オペレーティング システムのタイプ、LUN
の合計データ容量とシリアル番号などの情報を参照できます。LUNでシンプロビ
ジョニングが有効になっているかどうかや、LUNがイニシエータ グループにマッ
ピングされているかどうかも確認できます。
選択したLUNにマッピングされているイニシエータ グループとイニシエータも
確認できます。

[イニシエータ グループ]タブ
イニシエータ グループに関する詳細が表示されます。イニシエータ グループの
名前、アクセス状態、グループのすべてのイニシエータで使用されているホスト
オペレーティング システムのタイプ、サポートされるプロトコルなどの情報を参
照できます。アクセス状態の列のリンクをクリックすると、イニシエータ グルー
プの現在のアクセス状態を確認できます。
標準

イニシエータ グループは複数のアクセス パスに接続されています。
シングル パス

イニシエータ グループは単一のアクセス パスに接続されています。
パスなし

イニシエータ グループにアクセス パスが接続されていません。
イニシエータ グループがすべてのLIFにマッピングされているか、ポートセットを
介して特定のLIFにマッピングされているかを確認することができます。[マッピ
ングされた LIF]列の個数のリンクをクリックすると、すべてのLIFまたはポート
セットの特定のLIFのどちらかが表示されます。ターゲット ポータルを介して
マッピングされているLIFは表示されません。イニシエータ グループにマッピン
グされているイニシエータとLUNの合計数が表示されます。
選択したイニシエータ グループにマッピングされているLUNとイニシエータも
確認できます。

[イニシエータ]タブ
選択したSVMのイニシエータの名前とタイプ、およびそのイニシエータにマッピ
ングされているイニシエータ グループの合計数が表示されます。
選択したイニシエータにマッピングされているLUNとイニシエータ グループも
確認できます。

[データ ポリシー]タブ
[データ ポリシー]タブでは、データ ポリシーのルールを作成、変更、アクティブ化、削除で
きます。データ ポリシーをUnified Managerデータベースにインポートしたり、コンピュータ
にエクスポートしたりすることもできます。
注：[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。
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[ルール]リスト
ルールのリストが表示されます。ルールを展開すると、対応する一致条件と、そ
のルールに基づいてコンテンツが配置されるストレージ クラスを確認できます。
デフォルトのルールはリストの一番下に表示されます。デフォルトのルールの順
序を変更することはできません。

• 一致条件
ルールの条件が表示されます。たとえば、「ファイル パスが次の値から始ま
る： /eng/nightly」などです。

注：ファイル パスは必ずジャンクション パスから指定する必要があります。

• コンテンツ配置
ルールの対応するストレージ クラスが表示されます。

ルール フィルタ
リスト内の特定のストレージ クラスに関連付けられているルールをフィルタリン
グできます。

[操作]ボタン

• 作成
[ルールの作成]ダイアログ ボックスが開き、データ ポリシーの新しいルールを
作成できます。

• 編集
[ルールの編集]ダイアログ ボックスが開き、ルールのディレクトリ パス、ファ
イル タイプ、所有者などのプロパティを変更できます。

• 削除
選択したルールを削除します。

• 上へ
選択したルールをリスト内で上に移動します。ただし、デフォルトのルールは
上に移動できません。

• 下へ
選択したルールをリスト内で下に移動します。ただし、デフォルトのルールは
下に移動できません。

• アクティブ化
Infinite Volumeを備えたSVMでルールおよびデータ ポリシーに対して行われた
変更をアクティブ化します。

• リセット
データ ポリシー設定に対する変更をすべてリセットします。

• インポート
データ ポリシー設定をファイルからインポートします。

• エクスポート
データ ポリシー設定をファイルにエクスポートします。

[関連デバイス]領域
[関連デバイス]領域では、qtreeに関連付けられているLUN、CIFS共有、およびユーザやユー
ザ グループのクォータを確認し、それらの情報に移動できます。
LUN

選択したqtreeに関連付けられているLUNの合計数が表示されます。
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NFSエクスポート
選択したqtreeに関連付けられているNFSエクスポート ポリシーの合計数が表示さ
れます。

CIFS 共有
選択したqtreeに関連付けられているCIFS共有の合計数が表示されます。

ユーザ クォータとグループ クォータ
選択したqtreeに関連付けられているユーザおよびユーザ グループのクォータの合
計数が表示されます。最も高い重大度レベルに基づいて、ユーザおよびユーザ グ
ループのクォータの健全性ステータスも表示されます。

[関連するアノテーション]ペイン
[関連するアノテーション]ペインでは、選択したSVMに関連付けられているアノテーション
の詳細を確認できます。これには、SVMに適用されるアノテーションの名前と値などの情報
が含まれます。[関連するアノテーション]ペインから、アノテーションを手動で削除するこ
ともできます。

[関連デバイス]ペイン
[関連デバイス]ペインでは、SVMに関連するクラスタ、アグリゲート、およびボリュームを
確認できます。
クラスタ

SVMが属するクラスタの健全性ステータスが表示されます。
アグリゲート

選択したSVMに属するアグリゲートの数が表示されます。最も高い重大度レベル
に基づいて、アグリゲートの健全性ステータスも表示されます。たとえば、SVM
に10個のアグリゲートがある場合、そのうちの5つのステータスが「警告」で、残
りの5つが「重大」であれば、ステータスは「重大」と表示されます。

割り当て済みアグリゲート
SVMに割り当てられているアグリゲートの数が表示されます。最も高い重大度レ
ベルに基づいて、アグリゲートの健全性ステータスも表示されます。

ボリューム
選択したSVMに属するボリュームの数と容量が表示されます。最も高い重大度レ
ベルに基づいて、ボリュームの健全性ステータスも表示されます。SVMに
FlexGroupボリュームがある場合は、FlexGroupの数も含まれます。FlexGroupコン
スティチュエントは含まれません。

[関連するグループ]ペイン
[関連するグループ]ペインでは、選択したSVMに関連付けられているグループのリストを確
認できます。

[関連するアラート]ペイン
[関連するアラート]ペインでは、選択したSVMに対して作成されたアラートのリストを確認
できます。[アラートの追加]リンクをクリックしてアラートを追加したり、アラート名をク
リックして既存のアラートを編集したりすることもできます。

関連タスク

Infinite Volumeを備えたSVMの詳細の表示（656ページ）
Infinite Volumeのコンスティチュエントの表示（656ページ）
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Infinite Volumeのしきい値設定の編集（657ページ）
ルールの作成（660ページ）
ルールの表示（663ページ）
データ ポリシーに対する変更のプレビュー（666ページ）
アラートの追加（120ページ）

関連資料

[エクスポート ポリシー ルール]ダイアログ ボックス（308ページ）

[ストレージ プール]ダイアログ ボックス
[ストレージ プール]ダイアログ ボックスを使用すると、SSD（ストレージ プール）の専用
キャッシュの詳細を確認できます。ストレージ プールを監視して、ストレージ プールの健
全性、合計キャッシュと使用可能なキャッシュ、ストレージ プール内の使用済みの割り当
てと使用可能な割り当てなどの詳細を確認できます。
ストレージ プールに関する次の詳細を確認できます。
ステータス

ストレージ プールのステータス（正常かどうか）が表示されます。
割り当て合計

ストレージ プール内の割り当て単位の総数とサイズが表示されます。
割り当て単位のサイズ

アグリゲートに割り当て可能なストレージ プール内の最小スペースが表示されま
す。

ディスク
ストレージ プールの作成に使用されているディスクの数が表示されます。スト
レージ プールの列に表示されるディスク数と[ディスク情報]タブに表示されるス
トレージ プールのディスク数が一致しない場合は、破損しているディスクがあり、
ストレージ プールが正常な状態でないことを示しています。

キャッシュ割り当て

• 使用済みの割り当て
アグリゲートで使用されている割り当て単位の数とサイズが表示されます。
アグリゲート名をクリックすると、アグリゲートの詳細を確認できます。

• 使用可能な割り当て
ノードで使用可能な割り当て単位の数とサイズが表示されます。ノード名を
クリックすると、アグリゲートの詳細を確認できます。

[健全性 / すべてのボリューム]ビュー
[健全性 / すべてのボリューム]ビューには、監視しているストレージ システム内のボリュー
ムに関する情報が表示され、ボリュームのしきい値の設定を変更することができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
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て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、ボリュームの健全性のフィールド

（283ページ）を参照してください。

コマンド ボタン
しきい値を編集

[しきい値の編集]ダイアログ ボックスが表示され、1つ以上のボリュームの健全性
しきい値の設定を編集できます。

保護
次のサブメニューが表示されます。
• SnapMirror

選択したボリュームのSnapMirror関係を作成できます。
• SnapVault

選択したボリュームのSnapVault関係を作成できます。
リストア

[リストア]ダイアログ ボックスが表示され、一度に1つのボリュームからディレク
トリまたはファイルをリストアすることができます。
このボタンは、ボリュームが複数選択されている場合、FlexGroupボリュームが選
択されている場合、SnapMirror同期の対象に設定されたボリュームが選択されてい
る場合は無効になります。

アノテーションの適用
選択したボリュームをアノテートできます。

関連タスク

個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

ボリュームの健全性のフィールド
[健全性 / すべてのボリューム]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィー
ルドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

ボリュームの現在のステータス。重大（ ）、エラー（ ）、警告（ ）、標

準（ ）のいずれかです。
ボリューム

ボリュームの名前。
SVM

ボリュームが含まれているSVM。
状態

ボリュームの現在の状態：
• オフライン

ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。
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• オンライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されています。

• 制限
パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データ アクセスは許可
されません。

• 混在
FlexGroupボリュームに状態の異なるコンスティチュエントが混在しています。

保護ロール
ボリュームの保護ロール：
• 保護なし

SnapMirror関係またはSnapVault関係のソースもデスティネーションも設定され
ていない読み取り / 書き込みボリューム

• 保護
SnapMirror関係またはSnapVault関係のソースが設定されている読み取り / 書き
込みボリューム

• デスティネーション
SnapMirror関係またはSnapVault関係のデスティネーションが設定されている
データ保護（DP）ボリュームまたは読み取り / 書き込みボリューム

• 該当なし
負荷共有ボリューム、データ コンスティチュエント、一時ボリュームなど、保
護ロールが適用されないボリューム

ロールをクリックすると、[健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブが表示
されます。

形式
ボリュームの形式（FlexVolまたはFlexGroup）。

ジャンクション パス
ボリュームがマウントされているパス。

使用可能なデータ（%）
ボリュームでデータに現在使用できる物理スペースの割合。

使用可能なデータ容量
ボリュームでデータに現在使用できる物理スペースの量。

使用済みデータ（%）
ボリュームでデータに使用されている物理スペースの使用可能な合計データ容量
に対する割合。

使用済みデータ容量
ボリュームでデータに使用されている物理スペースの量。

合計データ容量
ボリュームでデータに使用できる物理スペースの合計。

論理スペースのレポート
ボリュームで論理スペースのレポートが設定されているかどうか。「有効」、「無
効」、「該当なし」のいずれかになります。
論理スペースとは、ボリュームに格納されているデータの実際のサイズのことで
あり、ONTAPのStorage Efficiencyテクノロジによる削減を適用する前のサイズで
す。

使用済み論理スペース（%）
ボリュームでデータに使用されている論理スペースの使用可能な合計データ容量
に対する割合。

284 |



移動ステータス
ボリューム移動処理の現在のステータス。「実行中」、「一時停止」、「失敗」、「完
了」のいずれかになります。

タイプ
ボリュームのタイプ。「読み取り / 書き込み」、「データ保護」、「負荷共有」、「デー
タ キャッシュ」のいずれかになります。

シンプロビジョニング
選択したボリュームにスペース ギャランティが設定されているかどうか。「はい」
または「いいえ」のいずれかです。

重複排除
ボリュームで重複排除が有効になっているかどうか。「有効」または「無効」のい
ずれかになります。

圧縮
ボリュームで圧縮が有効になっているかどうか。「有効」または「無効」のいずれ
かになります。

移行
ボリュームの移行が完了しているかどうか。

SnapLockタイプ
ボリュームが含まれているアグリゲートのSnapLockタイプ。「コンプライアン
ス」、「エンタープライズ」、「SnapLock なし」のいずれかです。

ローカル Snapshot ポリシー
ボリュームのローカルSnapshotコピー ポリシーのリスト。デフォルトのポリシー
名は「デフォルト」です。

階層化ポリシー
ボリュームに対して設定されている階層化ポリシー。このポリシーは、ボリュー
ムがFabricPoolアグリゲートに導入されている場合にのみ適用されます。
• なし：このボリュームのデータは常に高パフォーマンス階層に残されます。
• Snapshot のみ：Snapshotデータのみがクラウド階層に自動的に移動されます。

それ以外のデータはすべて高パフォーマンス階層に残されます。
• バックアップ：データ保護ボリュームで、転送されたユーザ データは最初はす

べてクラウド階層に配置されますが、その後、クライアントによる読み取りが
多いホット データは高パフォーマンス階層に移動されます。

• 自動：このボリュームのデータは、ONTAPで「ホット」または「コールド」の
どちらと判断されたかに応じて、高パフォーマンス階層とクラウド階層の間で
自動的に移動されます。

• すべて：このボリュームのデータは常にクラウド階層に残されます。
キャッシング ポリシー

選択したボリュームに関連付けられているキャッシング ポリシー。このポリシー
により、Flash Poolのキャッシュがボリュームに対してどのように実行されるかが
決まります。

キャッシュ ポリシー 説明

自動 すべてのメタデータ ブロックとランダム リードの
ユーザ データ ブロックの読み取りキャッシュ、およ
びすべてのランダム オーバーライトのユーザ データ
ブロックの書き込みキャッシュを行います。
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キャッシュ ポリシー 説明

なし ユーザ データ ブロックまたはメタデータ ブロック
をキャッシュしません。

すべて 読み取りおよび書き込みが発生したすべてのユーザ
データ ブロックを読み取りキャッシュします。この
ポリシーは書き込みキャッシュを行いません。

すべて - ランダム ライ
ト

このポリシーは「すべて」ポリシーと「読み取りなし
- ランダム ライト」ポリシーを組み合わせたもので、
次の処理を行います。
• 読み取りおよび書き込みが発生したすべてのユー

ザ データ ブロックを読み取りキャッシュします。
• ランダムに上書きされたすべてのユーザ データ

ブロックを書き込みキャッシュします。

すべての読み取り すべてのメタデータとランダム リード / シーケン
シャル リード ユーザ データ ブロックを読み取り
キャッシュします。

すべての読み取り - ラ
ンダム ライト

このポリシーは「すべての読み取り」ポリシーと「読
み取りなし - ランダム ライト」ポリシーを組み合わせ
たもので、次の処理を行います。
• すべてのメタデータとランダム リード / シーケン

シャル リード ユーザ データ ブロックを読み取り
キャッシュします。

• ランダムに上書きされたすべてのユーザ データ
ブロックを書き込みキャッシュします。

すべての読み取り、ラン
ダム ライト

すべてのメタデータとランダム リード / シーケン
シャル リード / ランダム ライト ユーザ データ ブ
ロックを読み取りキャッシュします。

すべて読み取り、ランダ
ム ライト - ランダム ラ
イト

このポリシーは「すべての読み取り、ランダム ライ
ト」ポリシーと「読み取りなし - ランダム ライト」ポ
リシーを組み合わせたもので、次の処理を行います。
• すべてのメタデータとランダム リード / シーケン

シャル リード / ランダム ライト ユーザ データ ブ
ロックを読み取りキャッシュします。

• ランダムに上書きされたすべてのユーザ データ
ブロックを書き込みキャッシュします。

メタ メタデータ ブロックのみを読み取りキャッシュしま
す。

メタ - ランダム ライト このポリシーは「メタ」ポリシーと「読み取りなし -
ランダム ライト」ポリシーを組み合わせたもので、
次の処理を行います。
読み取りキャッシュのみ

読み取りなし - ランダ
ム ライト

ランダムに上書きされたすべてのユーザ データ ブ
ロックを書き込みキャッシュします。このポリシー
は読み取りキャッシュを行いません。
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キャッシュ ポリシー 説明

ランダム リード すべてのメタデータ ブロックとランダム リードの
ユーザ データ ブロックを読み取りキャッシュしま
す。

ランダム リード / ライ
ト

すべてのメタデータ ブロック、ランダム リードの
ユーザ データ ブロック、およびランダム ライトの
ユーザ データ ブロックを読み取りキャッシュしま
す。

ランダム リード / ライ
ト - ランダム ライト

このポリシーは「ランダム リード / ライト」ポリシー
と「読み取りなし - ランダム ライト」ポリシーを組み
合わせたもので、次の処理を行います。
• すべてのメタデータ ブロック、ランダム リードの

ユーザ データ ブロック、およびランダム オー
バーライトのユーザ データ ブロックを読み取り
キャッシュします。

• ランダムに上書きされたすべてのユーザ データ
ブロックを書き込みキャッシュします。

キャッシュの保持優先度
ボリュームのキャッシュの保持優先度。キャッシュの保持優先度により、ボ
リュームのブロックが「コールド」になってからFlash Poolにキャッシュ状態で保
持される時間が決まります。
• 低

ボリュームのコールド ブロックを最短時間キャッシュします。
• 標準

ボリュームのコールド ブロックをデフォルトの時間キャッシュします。
• 高

ボリュームのコールド ブロックを最長時間キャッシュします。
アグリゲート

ボリュームが配置されているアグリゲートの名前、またはFlexGroupボリュームが
配置されているアグリゲートの数。
アグリゲート名をクリックすると、そのアグリゲートの詳細が[アグリゲートの詳
細]ページに表示されます。FlexGroupボリュームの場合は、アグリゲート数をク
リックすると、FlexGroupで使用されているアグリゲートが[アグリゲート]ページ
に表示されます。

ノード
ボリュームが属しているノードの名前、またはFlexGroupボリュームが配置されて
いるノードの数。ノード名をクリックすると、そのクラスタ ノードの詳細を確認
できます。
ノード名をクリックすると、そのノードの詳細が[ノードの詳細]ページに表示され
ます。FlexGroupボリュームの場合は、ノード数をクリックすると、FlexGroupで使
用されているノードが[ノード]ページに表示されます。

クラスタ
デスティネーション ボリュームが含まれているクラスタ。クラスタ名をクリック
すると、そのクラスタの詳細を確認できます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
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ストレージ クラス
ストレージ クラスの名前。この列は、Infinite Volumeについてのみ表示されます。

コンスティチュエント ロール
コンスティチュエントのロール名。「ネームスペース」、「データ」、「ネームスペー
ス ミラー」のいずれかになります。この列は、Infinite Volumeについてのみ表示さ
れます。

[容量 / すべてのボリューム]ビュー
[容量 / すべてのボリューム]ビューでは、クラスタ内のボリュームの容量と使用状況に関す
る情報を表示できます。この情報を使用すると、容量のリスクの可能性を把握したり、ボ
リュームの設定済みの容量、使用容量、未使用容量を参照したりできます。また、この情報
は、スペース削減機能（重複排除やシンプロビジョニングなど）の有効化に関する決定を行
う際に役立ちます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、ボリューム容量のフィールド（288
ページ）を参照してください。

関連タスク

ボリューム リストおよび詳細の表示（227ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）

ボリューム容量のフィールド
[容量 / すべてのボリューム]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィール
ドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ボリューム

ボリューム名。
日次増加率（%）

ボリュームでの24時間ごとの増加率。
フルまでの日数

ボリュームの容量がフルに達するまでの推定日数。
使用可能なデータ（%）

ボリューム内の使用可能なデータ容量の割合。
使用可能なデータ容量

ボリューム内の使用可能なデータ容量。
使用済みデータ（%）

ボリューム内の使用済みデータの割合。
使用済みデータ容量

ボリューム内の使用済みデータ容量。
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合計データ容量
ボリューム内の合計データ容量（使用容量と使用可能容量を足したもの）。

Snapshot オーバーフロー（%）
Snapshotコピーで使用されているデータ スペースの割合。

使用可能な Snapshot リザーブ（%）
ボリュームでSnapshotコピーに使用可能なスペースの量の割合。

Snapshot リザーブの使用可能容量
ボリュームでSnapshotコピーに使用可能なスペースの量。

Snapshot リザーブの使用率（%）
ボリュームでSnapshotコピーに使用されているスペースの量の割合。

Snapshot リザーブの使用容量
ボリュームでSnapshotコピーに使用されているスペースの量。

Snapshot リザーブの合計容量
ボリューム内のSnapshotコピーの合計容量が表示されます。

クォータ コミット容量
ボリューム内のクォータ用にリザーブされているスペース。

クォータ オーバーコミット容量
「ボリューム クォータがオーバーコミット」イベントが生成される基準となる
クォータ用のスペースの使用量。

inode の総数
ボリューム内のinodeの数。

inode の利用率（%）
ボリュームで使用されているinodeスペースの割合。

シンプロビジョニング
選択したボリュームにスペース ギャランティが設定されているかどうか。「はい」
または「いいえ」のいずれかです。

スペース ギャランティ
ボリュームに関連付けられているストレージ保証オプション。

自動拡張
スペースが不足したときにボリュームのサイズが自動で拡張されるかどうか。

Snapshot の自動削除
Snapshotコピーの自動削除が有効か無効か。

重複排除
ボリュームで重複排除が有効か無効か。

重複排除によるスペース削減
重複排除を使用して削減されたボリュームのスペース。

圧縮
ボリュームで圧縮が有効か無効か。

圧縮によるスペース削減
圧縮を使用して削減されたボリュームのスペース。

状態
エクスポートされるボリュームの状態。
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保護ロール
ボリュームに設定されている保護の役割。

SnapLockタイプ
ボリュームがSnapLockボリュームかSnapLockなしのボリュームか。

SnapLock 有効期限
SnapLockの有効期限。

階層化ポリシー
ボリュームに設定されている階層化ポリシー。FabricPool対応アグリゲートに導
入した場合のみ有効です。

キャッシング ポリシー
選択したボリュームに関連付けられているキャッシング ポリシー。
このポリシーは、Flash Poolのキャッシングがボリュームに対して実行される方法
に関する情報を提供します。キャッシング ポリシーの詳細については、[健全性 /
すべてのボリューム]ビューを参照してください。

キャッシュの保持優先度
キャッシュされたプールの保持に使用される優先度。

SVM

ボリュームが含まれているStorage Virtual Machine（SVM）の名前。
クラスタ

ボリュームが配置されているクラスタの名前。クラスタ名をクリックすると、そ
のクラスタの健全性の詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。

[健全性 / ボリュームの詳細]ページ
[健全性 / ボリュームの詳細]ページでは、選択したボリュームについて、容量、ストレージ
効率、設定、保護、アノテーション、生成されたイベントなどの情報を確認できます。ま
た、そのボリュームに関連するオブジェクトやアラートに関する情報も参照できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• コマンド ボタン（291ページ）

• [容量]タブ（292ページ）

• [効率性]タブ（295ページ）

• [設定]タブ（296ページ）

• [保護]タブ（297ページ）

• [履歴]領域（302ページ）

• [イベント]リスト（303ページ）

• [関連するアノテーション]ペイン（303ページ）

• [関連デバイス]ペイン（303ページ）

• [関連するグループ]ペイン（290ページ）

• [関連するアラート]ペイン（304ページ）
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コマンド ボタン
選択したボリュームについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
パフォーマンス ビューに切り替え

[パフォーマンス/ボリュームの詳細]ページに移動できます。

選択したボリュームを[お気に入り]ダッシュボードに追加できます。
操作

• アラートの追加
選択したボリュームにアラートを追加できます。

• しきい値の編集
選択したボリュームのしきい値の設定を変更できます。

• アノテーションの適用
選択したボリュームをアノテートできます。

• 保護
選択したボリュームのSnapMirror関係またはSnapVault関係を作成できます。

• 関係
保護関係について次の処理を実行できます。

◦ 編集
[関係の編集]ダイアログ ボックスが開きます。このダイアログ ボックス
で、既存の保護関係のSnapMirrorポリシー、スケジュール、および最大転送
速度を変更できます。

◦ 中止
選択した関係の実行中の転送を中止します。必要に応じて、ベースライン
転送以外の転送の再開チェックポイントを削除することもできます。ベー
スライン転送のチェックポイントは削除できません。

◦ 休止
選択した関係のスケジュールによる更新を一時的に無効にします。すでに
実行中の転送は、関係を休止する前に完了しておく必要があります。

◦ 解除
ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの間の関係を解除し、
デスティネーションを読み書き可能ボリュームに変更します。

◦ 削除
選択したソースとデスティネーションの間の関係を完全に削除します。ボ
リュームが破棄されるわけではなく、ボリューム上のSnapshotコピーは削除
されません。この処理を元に戻すことはできません。

◦ 再開
休止中の関係のスケジュールによる転送を有効にします。スケジュールさ
れた次回の転送時、再開チェックポイントがある場合はそこから再開され
ます。

◦ 再同期
以前に解除した関係を再同期できます。

◦ 初期化 / 更新
新しい保護関係の場合は最初のベースライン転送を実行し、すでに初期化
された関係の場合は手動更新を実行できます。
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◦ 逆再同期
以前に解除した保護関係を再確立できます。この処理では、ソースとデス
ティネーションの機能が入れ替わり、ソースが元のデスティネーションの
コピーになります。ソースのコンテンツはデスティネーションのコンテン
ツで上書きされ、共通のSnapshotコピーのデータよりも新しいデータはすべ
て削除されます。

• リストア
ボリュームのデータを別のボリュームにリストアできます。

注：[リストア]ボタンと[関係]の処理のボタンは、FlexGroupボリュームまたは同
期保護関係にあるボリュームに対しては使用できません。

ボリュームを表示
[健全性 / すべてのボリューム]ビューに移動できます。

[容量]タブ
[容量]タブには、選択したボリュームについて、物理容量、論理容量、しきい値の設定、
クォータの容量、ボリューム移動処理に関する情報などの詳細が表示されます。
容量（物理）

ボリュームの物理容量の詳細：

• Snapshot オーバーフロー
Snapshotコピーで使用されているデータ スペースが表示されます。

• 使用済み
ボリュームでデータに使用されているスペースが表示されます。

• 警告
ボリュームのスペースがほぼフルであることを示します。このしきい値を超
えると、「スペースがほぼフル」イベントが生成されます。

• エラー
ボリュームのスペースがフルであることを示します。このしきい値を超える
と、「スペースがフル」イベントが生成されます。

• 使用不可
「シンプロビジョニング ボリュームにスペース リスクあり」イベントが生成さ
れ、シンプロビジョニング ボリュームのスペースがアグリゲートの容量の問題
が原因で確保できないことを示します。使用不可の容量は、シンプロビジョニ
ング ボリュームの場合のみ表示されます。

• [データ]グラフ
ボリュームの合計データ容量と使用済みデータ容量が表示されます。
自動拡張が有効になっている場合は、アグリゲートの使用可能なスペースも表
示されます。このグラフには、ボリュームのデータに使用できる実質的なスト
レージ スペースとして、次のいずれかが表示されます。

◦ 次の場合は実際のデータ容量：

⁃ 自動拡張が無効になっている。

⁃ ボリュームで自動拡張が有効になっており、最大サイズに達している。

⁃ シックプロビジョニング ボリュームで自動拡張が有効になっており、そ
れ以上拡張できない。
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◦ 最大ボリューム サイズを考慮したボリュームのデータ容量（シンプロビ
ジョニング ボリュームおよびシックプロビジョニング ボリュームでボ
リュームの最大サイズに対応するスペースがアグリゲートにある場合）

◦ 次回の自動拡張のサイズを考慮したボリュームのデータ容量（シックプロ
ビジョニング ボリュームで自動拡張の割合のしきい値に対応できる場合）

• [Snapshot コピー]グラフ
このグラフは、Snapshot使用容量またはSnapshotリザーブが0でない場合にのみ
表示されます。

どちらのグラフにも、Snapshot使用容量がSnapshotリザーブを超えている場合には
超過分の使用容量が表示されます。

論理容量
ボリュームの論理スペースが表示されます。論理スペースはディスクに格納され
ているデータの実際のサイズで、ONTAPのStorage Efficiencyテクノロジによる削減
を適用する前のサイズです。

• 論理スペースのレポート
ボリュームで論理スペースのレポートが設定されているかどうかが表示され
ます。「有効」、「無効」、「該当なし」のいずれかになります。古いバージョン
のONTAPのボリュームや論理スペースのレポートがサポートされていないボ
リュームについては、「該当なし」と表示されます。

• 使用済み
ボリュームでデータに使用されている論理スペースの量と合計データ容量に
対する使用済みの論理スペースの割合が表示されます。

• 論理スペースの適用
シンプロビジョニング ボリュームに対して論理スペースの適用が設定されて
いるかどうかが表示されます。[有効]に設定されている場合、ボリュームの使
用済み論理サイズが現在設定されている物理ボリューム サイズを超えること
はできません。

自動拡張
スペースが不足したときにボリュームが自動で拡張されるかどうか。

スペース ギャランティ
FlexVolがアグリゲートから空きブロックを削除するタイミングを制御する設定が
表示されます。削除されたブロックは、ボリューム内のファイルへの書き込み用
に確保されます。スペース ギャランティの設定は次のいずれかです。

• なし
ボリュームにスペース ギャランティが設定されていません。

• ファイル
データが書き込まれていないファイル（LUNなど）のフルサイズが確保されま
す。

• ボリューム
ボリュームのフルサイズが確保されます。

• 一部
FlexCacheボリュームのサイズに基づいてスペースが確保されます。FlexCache
ボリュームのサイズが100MB以上の場合は、最小スペース ギャランティはデ
フォルトで100MBに設定されます。FlexCacheボリュームのサイズが100MB未
満の場合は、最小スペース ギャランティはFlexCacheボリュームのサイズに設
定されます。FlexCacheボリュームのサイズがあとで拡張されても、最小スペー
ス ギャランティはそのままです。
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注：ボリュームのタイプが「データ キャッシュ」の場合、スペース ギャランティ
は「一部」です。

詳細（物理）
ボリュームの物理仕様が表示されます。

合計容量
ボリュームの合計物理容量が表示されます。

データ容量
ボリュームで使用されている物理スペース（使用済み容量）とボリュームで使用
可能な残りの物理スペース（空き容量）が表示されます。それぞれについて、物
理容量全体に対する割合の値も表示されます。
シンプロビジョニング ボリュームについて「シンプロビジョニング ボリュームに
スペース リスクあり」イベントが生成された場合は、ボリュームで使用されてい
るスペース（使用済み容量）と、ボリュームの使用可能なスペースのうちアグリ
ゲートの容量の問題が原因で使用できないスペース（使用不可の容量）が表示さ
れます。

Snapshot リザーブ
ボリュームでSnapshotコピーに使用されているスペース（使用済み容量）と
Snapshotコピーに使用可能なスペース（空き容量）が表示されます。それぞれにつ
いて、Snapshotリザーブ全体に対する割合の値も表示されます。
シンプロビジョニング ボリュームについて「シンプロビジョニング ボリュームに
スペース リスクあり」イベントが生成された場合は、ボリュームでSnapshotコピー
に使用されているスペース（使用済み容量）と、ボリュームでSnapshotコピーに使
用可能なスペースのうちアグリゲートの容量の問題が原因で使用できないスペー
ス（使用不可の容量）が表示されます。

ボリュームしきい値
ボリュームの容量に関する次のしきい値が表示されます。

• ほぼフルのしきい値
ボリュームがほぼフルであるとみなす割合を示します。

• フルのしきい値
ボリュームがフルであるとみなす割合を示します。

その他の詳細

• 自動拡張時の最大サイズ
ボリュームを自動で拡張できる最大サイズが表示されます。デフォルト値は、
作成時のボリューム サイズの120%です。このフィールドは、ボリュームで自
動拡張が有効になっている場合にのみ表示されます。

• qtree クォータ コミット容量
クォータでリザーブされているスペースが表示されます。

• qtree クォータ オーバーコミット容量
「ボリュームの qtree クォータがオーバーコミット」イベントが生成される基準
となるスペースの使用量が表示されます。

• フラクショナル リザーブ
オーバーライト リザーブのサイズを制御します。フラクショナル リザーブの
デフォルト設定は100であり、必要なリザーブ スペースが実際に100%リザーブ
され、オブジェクトの上書きが完全に保証されます。フラクショナル リザーブ
が100%未満の場合、そのボリューム内のすべてのスペース リザーブ ファイル
用にリザーブされるスペースがその割合まで縮小されます。

294 |



• Snapshot の日次増加率
選択したボリューム内のSnapshotコピーの24時間ごとの変化（割合またはKB、
MB、GBなど）が表示されます。

• Snapshot のフルまでの日数
ボリューム内のSnapshotコピー用にリザーブされたスペースが、指定のしきい
値に達するまでの推定日数が表示されます。
[Snapshot のフルまでの日数]フィールドには、ボリューム内のSnapshotコピーの
増加率がゼロまたは負の場合やデータが不十分で増加率を計算できない場合
は「該当なし」と表示されます。

• Snapshot の自動削除
アグリゲートのスペース不足が原因でボリュームへの書き込みが失敗する場
合にSnapshotコピーを自動で削除するかどうかを示します。

• Snapshot コピー
ボリューム内のSnapshotコピーに関する情報が表示されます。
ボリューム内のSnapshotコピーの数がリンクとして表示されます。リンクをク
リックすると、[ボリューム上の Snapshot コピー]ダイアログ ボックスが開き、
Snapshotコピーの詳細が表示されます。
Snapshotコピー数の更新は約1時間ごとですが、Snapshotコピーのリストはアイ
コンをクリックした時点で更新されます。そのため、トポロジに表示される
Snapshotコピー数とアイコンをクリックしたときにリストに表示される
Snapshotコピーの数は一致しないことがあります。

ボリューム移動
ボリュームで実行された現在または前回のボリューム移動処理のステータスが表
示されます。ボリューム移動処理の現在実行中のフェーズ、ソース アグリゲート、
デスティネーション アグリゲート、開始時刻、終了時刻、推定終了時刻などの詳
細も表示されます。
選択したボリュームで実行されたボリューム移動処理の数も表示されます。[ボ
リューム移動履歴]リンクをクリックすると、ボリューム移動処理の詳細を確認で
きます。

[効率性]タブ
[効率性]タブには、重複排除、圧縮、FlexCloneボリュームなどのストレージ効率化機能を使
用して削減されたボリュームのスペースに関する情報が表示されます。
重複排除

• 有効化
ボリュームで重複排除が有効になっているかどうかを示します。

• スペース削減率
重複排除を使用して削減されたボリュームのスペース（割合またはKB、MB、
GBなど）が表示されます。

• 前回の実行
重複排除処理が最後に実行されてからの経過時間が表示されます。重複排除
処理が正常に完了したかどうかも示されます。
1週間を過ぎた処理には、実行時のタイムスタンプが表示されます。

• モード
ボリュームで手動、スケジュール、またはポリシーベースのいずれの重複排除
処理が有効になっているかを示します。モードがスケジュールに設定されて
いる場合は処理のスケジュールが表示され、モードがポリシーに設定されてい
る場合はポリシーの名前が表示されます。
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• ステータス
重複排除処理の現在のステータスが表示されます。「アイドル」、「初期化中」、

「アクティブ」、「取り消し中」、「保留中」、「ダウングレード中」、「無効」のい
ずれかです。

• タイプ
ボリュームで実行されている重複排除処理のタイプを示します。SnapVault関
係が確立されたボリュームには「SnapVault」と表示されます。それ以外のボ
リュームには「標準」と表示されます。

圧縮

• 有効化
ボリュームで圧縮が有効になっているかどうかを示します。

• スペース削減率
圧縮によって削減されたボリュームのスペース（割合またはKB、MB、GBな
ど）が表示されます。

[設定]タブ
[設定]タブには、選択したボリュームについて、エクスポート ポリシー、RAIDタイプ、容
量やストレージ効率化の関連機能に関する詳細が表示されます。
概要

• フルネーム
ボリュームの完全な名前が表示されます。

• アグリゲート
ボリュームが配置されているアグリゲートの名前、またはFlexGroupボリューム
が配置されているアグリゲートの数が表示されます。

• 階層化ポリシー
ボリュームがFabricPool対応アグリゲートに導入されている場合に、ボリューム
に対して設定されている階層化ポリシーが表示されます。「なし」、「Snapshot
のみ」、「バックアップ」、「自動」、「すべて」のいずれかになります。

• Storage Virtual Machine

ボリュームが含まれているStorage Virtual Machine（SVM）の名前が表示されま
す。

• ジャンクション パス
パスのステータス（アクティブまたは非アクティブ）が表示されます。ボ
リュームのマウント先のSVMのパスも表示されます。[履歴]リンクをクリック
すると、変更された最新の5件のジャンクション パスを確認できます。

• エクスポート ポリシー
ボリューム用に作成されたエクスポート ポリシーの名前が表示されます。リ
ンクをクリックすると、そのエクスポート ルールについて、SVMに属するボ
リュームで有効になっている認証プロトコルやアクセス権限などの詳細を確
認できます。

• 形式
ボリュームの形式が表示されます。「FlexVol」または「FlexGroup」のいずれか
です。

• タイプ
選択したボリュームのタイプが表示されます。「読み取り / 書き込み」、「負荷共
有」、「データ保護」、「データ キャッシュ」、「一時」のいずれかです。
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• RAID タイプ
選択したボリュームのRAIDタイプが表示されます。「RAID0」、「RAID4」、

「RAID-DP」、「RAID-TEC」のいずれかです。
注：FlexGroupボリュームの場合、コンスティチュエント ボリュームを異なる
タイプのアグリゲートに配置できるため、RAIDタイプが複数表示されるこ
とがあります。

• SnapLockタイプ
ボリュームが含まれているアグリゲートのSnapLockタイプが表示されます。

• SnapLock 有効期限
SnapLockボリュームの有効期限が表示されます。

容量

• シンプロビジョニング
ボリュームにシンプロビジョニングが設定されているかどうかが表示されま
す。

• 自動拡張
アグリゲート内でフレキシブル ボリュームが自動的に拡張されるかどうかが
表示されます。

• Snapshot の自動削除
アグリゲートのスペース不足が原因でボリュームへの書き込みが失敗する場
合にSnapshotコピーを自動で削除するかどうかを示します。

• クォータ
ボリュームに対してクォータが有効になっているかどうかを示します。

効率性

• 重複排除
選択したボリュームで重複排除処理が有効か無効かを示します。

• 圧縮
選択したボリュームで圧縮が有効か無効かを示します。

保護

• Snapshot コピー
Snapshotコピーの自動作成が有効か無効かを示します。

[保護]タブ
[保護]タブには、選択したボリュームの保護に関する詳細について、遅延の情報、関係のタ
イプ、関係のトポロジなどの情報が表示されます。
サマリ

選択したボリュームのSnapMirror関係およびSnapVault関係のプロパティが表示さ
れます。他の関係タイプについては、[関係タイプ]プロパティのみが表示されま
す。プライマリ ボリュームを選択した場合は、管理対象とローカルのSnapshotコ
ピー ポリシーのみが表示されます。SnapMirror関係およびSnapVault関係について
表示されるプロパティは次のとおりです。

• ソース ボリューム
選択したボリュームがデスティネーションの場合、選択したボリュームのソー
スの名前が表示されます。
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• 遅延ステータス
保護関係の更新または転送の遅延ステータスが表示されます。「エラー」、「警
告」、「重大」のいずれかです。
同期関係については、遅延ステータスは適用されません。

• 遅延時間
ミラーのデータがソースより遅延している時間が表示されます。

• 前回の更新成功日時
保護の更新に最後に成功した日時が表示されます。
同期関係については、前回の更新成功日時は適用されません。

• ストレージ サービス メンバー
ボリュームがストレージ サービスに属しており管理されているかどうか（「は
い」または「いいえ」）が表示されます。

• バージョンに依存しないレプリケーション
「はい」、「はい（バックアップ オプションあり）」、「なし」のいずれかが表示さ
れます。「はい」の場合は、ソース ボリュームとデスティネーション ボリュー
ムで異なるバージョンのONTAPソフトウェアを実行している場合でも
SnapMirrorレプリケーションが可能です。「はい（バックアップ オプションあ
り）」の場合は、SnapMirror保護の実装で複数のバージョンのバックアップ コ
ピーをデスティネーションに保持できます。「なし」の場合は、バージョンに
依存しないレプリケーションが有効になっていません。

• 関係機能
保護関係に使用できるONTAPの機能を示します。

• 保護サービス
関係が保護パートナー アプリケーションで管理されている場合、保護サービス
の名前が表示されます。

• 関係タイプ
関係タイプ（非同期ミラー、非同期バックアップ、非同期ミラー バックアッ
プ、StrictSync、およびSync）が表示されます。

• 関係の状態
SnapMirror関係またはSnapVault関係の状態が表示されます。「未初期化」、

「SnapMirror 済み」、「切断」のいずれかです。ソース ボリュームを選択した場
合は、関係の状態は適用されず表示されません。

• 転送ステータス
保護関係の転送ステータスが表示されます。転送ステータスは、次のいずれか
です。
◦ 中止中

SnapMirror転送が有効になっていますが、転送を中止する処理（チェックポ
イントの削除など）を実行中です。

◦ 確認中
デスティネーション ボリュームの診断チェックを実行中で、実行中の転送
はありません。

◦ 最終処理中
SnapMirror転送が有効になっています。現在SnapVault増分転送の転送後の
フェーズです。

◦ アイドル
転送が有効になっていますが、実行中の転送はありません。

◦ 同期
同期関係にある2つのボリュームのデータが同期されています。
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◦ 非同期
デスティネーション ボリュームのデータがソース ボリュームと同期され
ていません。

◦ 準備中
SnapMirror転送が有効になっています。現在SnapVault増分転送の転送前の
フェーズです。

◦ キュー登録済み
SnapMirror転送が有効になっています。実行中の転送はありません。

◦ 休止
SnapMirror転送が無効になっています。実行中の転送はありません。

◦ 休止中
SnapMirror転送を実行中です。増分転送が無効になっています。

◦ 転送中
SnapMirror転送が有効になっており、転送を実行中です。

◦ 移行中
ソース ボリュームからデスティネーション ボリュームへの非同期のデー
タ転送が完了し、同期処理への移行が開始されています。

◦ 待機中
SnapMirror転送は開始されていますが、一部の関連タスクのキュー登録を
待っています。

• 最大転送速度
関係の最大転送速度が表示されます。最大転送速度は、1秒あたりのキロバイ
ト数（Kbps）、1秒あたりのメガバイト数（Mbps）、1秒あたりのギガバイト数

（Gbps）、1秒あたりのテラバイト数（Tbps）のいずれかで示されます。関係間
のベースライン転送に制限がない場合は「無制限」と表示されます。

• SnapMirror ポリシー
ボリュームの保護ポリシーが表示されます。「DPDefault」はデフォルトの非同
期ミラー保護ポリシー、「XDPDefault」はデフォルトの非同期バックアップ ポ
リシー、「DPSyncDefault」はデフォルトの非同期ミラー バックアップ ポリシー
を示します。「StrictSync」はデフォルトの厳密な同期保護ポリシー、「Sync」は
デフォルトの同期ポリシーです。ポリシーの名前をクリックすると、そのポリ
シーに関連付けられた詳細について次の情報を確認できます。
◦ 転送の優先順位
◦ アクセス時間を無視するかどうかの設定
◦ 最大試行回数
◦ コメント
◦ SnapMirrorラベル
◦ 保持設定
◦ 実際の Snapshot コピー
◦ Snapshot コピーを保持
◦ 保持の警告のしきい値
◦ 保持期間が設定されていないSnapshotコピー
ソースがデータ保護（DP）ボリュームであるSnapVaultカスケード関係では、

「sm_created」ルールのみが適用されます。

• スケジュールの更新
関係に割り当てられているSnapMirrorスケジュールが表示されます。情報アイ
コンにカーソルを合わせるとスケジュールの詳細が表示されます。

• ローカル Snapshot ポリシー
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ボリュームのSnapshotコピー ポリシーが表示されます。「デフォルト」、「な
し」、またはカスタム ポリシーの名前のいずれかです。

ビュー
選択したボリュームの保護トポロジが表示されます。トポロジには、選択したボ
リュームに関連付けられているすべてのボリュームが図で示されます。選択した
ボリュームはダークグレーの線で囲んで示され、トポロジ内のボリュームをつな
ぐ線は保護関係のタイプを示しています。トポロジ内の関係の方向は左から右
で、各関係の左側がソースで右側がデスティネーションです。
太線の二重線は非同期ミラー関係、太線の一重線は非同期バックアップ関係、細
線の二重線は非同期ミラー バックアップ関係、太線と細線の二重線は同期関係で
す。下の表に、同期関係がStrictSyncであるかSyncであるかが示されます。
ボリュームを右クリックすると、表示されたメニューからボリュームを保護した
りデータをリストアしたりできます。関係を右クリックすると、関係を編集、中
止、休止、解除、削除、再開するメニューが表示されます。
このメニューは、以下に該当する場合は表示されません。

• RBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームがFlexGroupボリュームの場合

• ボリュームが同期保護関係にある場合

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネー
ション クラスタが検出されていない場合など

トポロジ内の別のボリュームをクリックすると、そのボリュームの情報が表示さ

れます。ボリュームの左上に表示される疑問符（ ）は、そのボリュームが見つ
からないか、まだ検出されていないことを示しています。容量情報が見つからな
いことを示している場合もあります。疑問符にカーソルを合わせると、推奨され
る対応策などの追加情報が表示されます。
トポロジがいくつかある一般的なトポロジ テンプレートのいずれかに一致してい
る場合、ボリュームの容量、遅延、Snapshotコピー、および前回成功したデータ転
送に関する情報が表示されます。いずれのテンプレートにも一致していない場合
は、ボリュームの遅延と前回成功したデータ転送に関する情報がトポロジの下の
関係テーブルに表示されます。その場合、選択したボリュームの行が強調表示さ
れ、トポロジ ビューには、選択したボリュームとそのソース ボリュームの間の関
係が太線と青色の点で示されます。
トポロジ ビューには次の情報が表示されます。

• 容量
ボリュームで使用されている合計容量が表示されます。トポロジ内のボ
リュームにカーソルを合わせると、そのボリュームに設定されている警告と重
大のしきい値が[現在のしきい値設定]ダイアログ ボックスに表示されます。
[現在のしきい値設定]ダイアログ ボックスで[しきい値の編集]リンクをクリッ
クして、しきい値設定を編集することもできます。[容量]チェック ボックスを
オフにすると、トポロジ内のすべてのボリュームについてのすべての容量情報
が非表示になります。

• 遅延
受信保護関係の遅延時間と遅延ステータスが表示されます。[遅延]チェック
ボックスをオフにすると、トポロジ内のすべてのボリュームについてのすべて
の遅延情報が非表示になります。[遅延]チェック ボックスがグレー表示の場
合は、選択したボリュームとすべての関連ボリュームについての遅延情報がト
ポロジの下の関係テーブルに表示されます。
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• Snapshot

ボリュームで使用できるSnapshotコピーの数が表示されます。[Snapshot]
チェック ボックスをオフにすると、トポロジ内のすべてのボリュームについて
Snapshotコピー情報がすべて非表示になります。Snapshotコピーのアイコン

（ ）をクリックすると、ボリュームのSnapshotコピーのリストが表示さ
れます。アイコンの横に表示されるSnapshotコピー数の更新は約1時間ごとで
すが、Snapshotコピーのリストはアイコンをクリックした時点で更新されます。
そのため、トポロジに表示されるSnapshotコピー数とアイコンをクリックした
ときにリストに表示されるSnapshotコピーの数は一致しないことがあります。

• 前回成功した転送
前回成功したデータ転送の量、所要時間、日時が表示されます。[前回成功した
転送]チェック ボックスがグレー表示の場合は、選択したボリュームとすべて
の関連ボリュームについて、前回成功した転送の情報がトポロジの下の関係
テーブルに表示されます。

履歴
選択したボリュームについてのSnapMirrorおよびSnapVaultの受信保護関係の履歴
がグラフで表示されます。この履歴グラフには、 受信関係の遅延時間、受信関係
の転送時間、および受信関係の転送サイズの3種類があります。履歴情報はデス
ティネーション ボリュームを選択した場合にのみ表示されます。プライマリ ボ
リュームを選択した場合、空のグラフと「データが見つかりません」というメッセー
ジが表示されます。
[履歴]ペインの上部にあるドロップダウン リストからグラフの種類を選択するこ
とができます。1週間、1カ月、または1年のいずれかの期間を選択して、その期間
の詳細を表示することも可能です。履歴グラフは傾向を確認するのに役立ちま
す。たとえば、毎日または毎週同じ時間に大量のデータが転送されていたり、遅
延警告や遅延エラーのしきい値を継続的に超過していれば、それに応じた措置を
講じることができます。また、[エクスポート]ボタンをクリックすると、表示して
いるグラフのCSV形式のレポートを作成できます。
保護の履歴グラフには次の情報が表示されます。
関係 - 遅延時間

縦軸（y軸）には時間（秒数、分数、または時間数）が、横軸（x軸）には選
択した期間（日数、月数、または年数）が表示されます。y軸の最大値はx軸
の期間における最大遅延時間を示しています。オレンジ色の線は遅延エラー
のしきい値、黄色の線は遅延警告のしきい値を示しています。これらの線に
カーソルを合わせると、しきい値の設定が表示されます。青色の線は遅延時
間を示しています。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせると、その
時点の詳細を確認できます。

関係 - 転送時間
縦軸（y軸）には時間（秒数、分数、または時間数）が、横軸（x軸）には選
択した期間（日数、月数、または年数）が表示されます。y軸の最大値はx軸
の期間における最大転送時間を示しています。グラフの特定のポイントに
カーソルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。
注：このグラフは、同期保護関係にあるボリュームについては表示されませ
ん。

関係 - 転送サイズ
縦軸（y軸）には転送サイズ（バイト、KB、MB）が、横軸（x軸）には選択
した期間（日数、月数、または年数）が表示されます。y軸の最大値はx軸の
期間における最大転送サイズを示しています。グラフの特定のポイントに
カーソルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。
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注：このグラフは、同期保護関係にあるボリュームについては表示されませ
ん。

[履歴]領域
[履歴]領域には、選択したボリュームの容量とスペース リザベーションに関する情報がグラ
フで表示されます。また、[エクスポート]ボタンをクリックすると、表示しているグラフの
CSV形式のレポートを作成できます。
一定の期間にわたってデータやボリュームの状態に変化がない場合、空のグラフと「データ
が見つかりません」というメッセージが表示されます。
[履歴]ペインの上部にあるドロップダウン リストからグラフの種類を選択することができ
ます。1週間、1カ月、または1年のいずれかの期間を選択して、その期間の詳細を表示する
ことも可能です。履歴グラフは傾向を確認するのに役立ちます。たとえば、ボリュームの使
用量が継続的に「ほぼフル」のしきい値を超えていれば、それに応じた措置を講じることが
できます。
履歴グラフには次の情報が表示されます。
ボリューム - 使用容量

折れ線グラフの形式で、ボリュームの使用容量（バイト、KB、MBなど）とボ
リュームの容量の使用履歴に基づく使用状況が縦軸（y軸）に表示されます。横軸

（x軸）は期間です。期間は、1週間、1カ月、または1年のいずれかを選択できま
す。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点の詳細を確認で
きます。対応する凡例をクリックして、グラフの線の表示と非表示を切り替える
ことが可能です。たとえば、凡例で[ボリューム - 使用容量]をクリックすると、ボ
リュームの使用済み容量を示す線が非表示になります。

ボリューム - 使用容量と総容量
折れ線グラフの形式で、ボリュームの容量の使用履歴に基づく使用状況と使用済
み容量、合計容量、および重複排除や圧縮によるスペース削減量（バイト、KB、
MBなど）が縦軸（y軸）に表示されます。横軸（x軸）は期間です。期間は、1週
間、1カ月、または1年のいずれかを選択できます。グラフの特定のポイントにカー
ソルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。対応する凡例をクリックし
て、グラフの線の表示と非表示を切り替えることが可能です。たとえば、凡例で
[トレンド - 使用容量]をクリックすると、使用済み容量の推移を示す線が非表示に
なります。

ボリューム - 使用容量（%）
折れ線グラフの形式で、ボリュームの使用率（%）とボリュームの容量の使用履
歴に基づく使用状況が縦軸（y軸）に表示されます。横軸（x軸）は期間です。期
間は、1週間、1カ月、または1年のいずれかを選択できます。グラフの特定のポイ
ントにカーソルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。対応する凡例を
クリックして、グラフの線の表示と非表示を切り替えることが可能です。たとえ
ば、凡例で[ボリューム - 使用容量]をクリックすると、ボリュームの使用済み容量
を示す線が非表示になります。

Snapshot - 使用容量（%）
面積グラフの形式で、SnapshotリザーブとSnapshotの警告しきい値、およびSnapshot
コピーに使用されている容量の割合（%）が縦軸（y軸）に表示されます。Snapshot
オーバーフローは別の色で示されます。横軸（x軸）は期間です。期間は、1週間、
1カ月、または1年のいずれかを選択できます。グラフの特定のポイントにカーソ
ルを合わせると、その時点の詳細を確認できます。対応する凡例をクリックして、
グラフの線の表示と非表示を切り替えることが可能です。たとえば、凡例で
[Snapshot リザーブ]をクリックすると、Snapshotリザーブを示す線が非表示になり
ます。
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[イベント]リスト
[イベント]リストには、新規のイベントと応答済みのイベントに関する詳細が表示されます。
重大度

イベントの重大度が表示されます。
イベント

イベントの名前が表示されます。
トリガー日時

イベントが生成されてからの経過時間が表示されます。1週間を過ぎたイベント
には、生成時のタイムスタンプが表示されます。

[関連するアノテーション]ペイン
[関連するアノテーション]ペインでは、選択したボリュームに関連付けられているアノテー
ションの詳細を確認できます。これには、ボリュームに適用されているアノテーションの名
前と値などの情報が含まれます。[関連するアノテーション]ペインから、アノテーションを
手動で削除することもできます。

[関連デバイス]ペイン
[関連デバイス]ペインでは、ボリュームに関連するSVM、アグリゲート、qtree、LUN、およ
びSnapshotコピーを確認し、それらの情報に移動できます。
Storage Virtual Machine

選択したボリュームが含まれるSVMの容量と健全性ステータスが表示されます。
アグリゲート

選択したボリュームが含まれるアグリゲートの容量と健全性ステータスが表示さ
れます。FlexGroupボリュームの場合は、FlexGroupを構成するアグリゲートの数が
表示されます。

アグリゲート内のボリューム
選択したボリュームの親アグリゲートに属するすべてのボリュームの数と容量が
表示されます。最も高い重大度レベルに基づいて、ボリュームの健全性ステータ
スも表示されます。たとえば、アグリゲートに10個のボリュームがあり、5つのス
テータスが「警告」で残りの5つが「重大」の場合、ステータスは「重大」と表示
されます。このコンポーネントは、FlexGroupボリュームに対しては表示されませ
ん。

qtree

選択したボリュームに含まれるqtreeの数と、クォータが適用されたqtreeの容量が
表示されます。クォータが適用されたqtreeの容量はボリュームのデータ容量に対
する割合で示されます。最も高い重大度レベルに基づいて、qtreeの健全性ステー
タスも表示されます。たとえば、ボリュームに10個のqtreeがあり、5つのステータ
スが「警告」で残りの5つが「重大」の場合、ステータスは「重大」と表示されま
す。

NFS エクスポート
ボリュームに関連付けられているNFSエクスポートの数とステータスが表示され
ます。

CIFS 共有
CIFS共有の数とステータスが表示されます。

LUN

選択したボリューム内のすべてのLUNの総数と合計サイズが表示されます。最も
高い重大度レベルに基づいて、LUNの健全性ステータスも表示されます。
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ユーザ クォータとグループ クォータ
ボリュームとそのqtreeに関連付けられているユーザおよびユーザ グループ
クォータの数とステータスが表示されます。

FlexClone ボリューム
選択したボリュームのすべてのクローン ボリュームの数と容量が表示されます。
選択したボリュームにクローン ボリュームが含まれている場合にのみ表示されま
す。

親ボリューム
選択したFlexCloneボリュームの親ボリュームの名前と容量が表示されます。選択
したボリュームがFlexCloneボリュームの場合にのみ表示されます。

[関連するグループ]ペイン
[関連するグループ]ペインでは、選択したボリュームに関連付けられているグループのリス
トを確認できます。

[関連するアラート]ペイン
[関連するアラート]ペインでは、選択したボリュームに対して作成されたアラートのリスト
を確認できます。[アラートの追加]リンクをクリックしてアラートを追加したり、アラート
名をクリックして既存のアラートを編集したりすることもできます。

関連タスク

アラートの追加（120ページ）
個々のボリュームの健全性しきい値の設定の編集（138ページ）

[容量 / すべての qtree]ビュー
[容量 / すべての qtree]ビューでは、すべてのクラスタのqtreeの容量と使用状況に関する情報
を表示できます。この情報を使用して、想定される容量のリスクを把握したり、設定済みお
よび使用済みのディスクの割合やファイル数を確認したりできます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[しきい値を編集]ボタンを使用して、1つ以上のqtreeの容量しきい値の設定をカスタマイズで
きます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、qtree容量のフィールド（305ペー
ジ）を参照してください。

関連タスク

個々のqtreeの健全性しきい値の設定の編集（139ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
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レポートのスケジュール設定（588ページ）

qtree容量のフィールド
[容量 / すべての qtree]ビューには次のフィールドが表示されます。これらのフィールドはカ
スタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

qtreeの現在のステータスが表示されます。重大（ ）、エラー（ ）、警告

（ ）、標準（ ）のいずれかです。
qtree

qtreeの名前が表示されます。
ボリューム

qtreeが含まれているボリュームの名前が表示されます。
ボリューム名をクリックすると、ボリュームに関する詳細を確認できます。

クォータ タイプ
qtreeにクォータが設定されている場合に、クォータの対象（ユーザ、ユーザ グルー
プ、またはツリー）が表示されます。

ユーザまたはグループ
ユーザまたはユーザ グループの名前が表示されます。ユーザおよびユーザ グ
ループごとに複数の行が表示されます。クォータのタイプがqtreeの場合やクォー
タが設定されていない場合は空になります。

使用済みディスク（%）
ディスク スペースの使用率が表示されます。ディスクのハード リミットが設定
されている場合は、そのハード リミットに基づく値です。ディスクのハード リ
ミットなしでクォータが設定されている場合は、ボリュームのデータ スペースに
基づきます。クォータが設定されていない場合やqtreeが属するボリュームで
クォータがオフになっている場合は、グリッド ページには「該当なし」と表示さ
れ、CSVエクスポート データではフィールドが空白になります。

ディスク ハード リミット
qtreeに対するディスク スペースの最大割り当て容量が表示されます。この上限に
達すると、Unified Managerで重大なイベントが生成され、ディスクへの書き込み
がそれ以上許可されなくなります。ディスクのハード リミットなしでクォータが
設定されている場合、クォータが設定されていない場合、またはqtreeが属するボ
リュームでクォータがオフになっている場合は、「無制限」と表示されます。

ディスク ソフト リミット
qtreeに対するディスク スペースの割り当て容量について、警告イベントを生成す
る容量が表示されます。ディスクのソフト リミットなしでクォータが設定されて
いる場合、クォータが設定されていない場合、またはqtreeが属するボリュームで
クォータがオフになっている場合は、「無制限」と表示されます。

使用済みファイル（%）
qtreeで使用されているファイルの割合が表示されます。ファイルのハード リミッ
トが設定されている場合は、そのハード リミットに基づく値です。ファイルの
ハード リミットなしでクォータが設定されている場合は、値は表示されません。
クォータが設定されていない場合やqtreeが属するボリュームでクォータがオフに
なっている場合は、グリッド ページには「該当なし」と表示され、CSVエクスポー
ト データではフィールドが空白になります。

クラスタおよびクラスタ オブジェクトの健全性の管理と監視 | 305



ファイル ハード リミット
qtreeに許可されるファイル数のハード リミットが表示されます。ファイルのハー
ド リミットなしでクォータが設定されている場合、クォータが設定されていない
場合、またはqtreeが属するボリュームでクォータがオフになっている場合は、「無
制限」と表示されます。

ファイル ソフト リミット
qtreeに許可されるファイル数のソフト リミットが表示されます。ファイルのソフ
ト リミットなしでクォータが設定されている場合、クォータが設定されていない
場合、またはqtreeが属するボリュームでクォータがオフになっている場合は、「無
制限」と表示されます。

SVM

qtreeを含むStorage Virtual Machine（SVM）の名前が表示されます。
クラスタ

qtreeを含むクラスタの名前が表示されます。
クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）が表示されます。

[健全性 / すべての NFS エクスポート]ビュー
[健全性 / すべての NFS エクスポート]ビューには、NFSエクスポートについて、ステータス、
ボリューム（FlexGroupボリュームまたはFlexVol）に関連付けられたパス、NFSエクスポー
トに対するクライアントのアクセス レベル、エクスポートされているボリュームに対して
定義されているエクスポート ポリシーなどの情報が表示されます。
デフォルトでは、このページ上のオブジェクトはステータスに基づいてソートされます。エ
ラーのあるオブジェクトが最初に、ステータスが「正常」のオブジェクトがその次に表示さ
れます。これにより、対処が必要な問題を簡単に特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、NFSエクスポートの健全性のフィー
ルド（306ページ）を参照してください。

関連タスク

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

NFSエクスポートの健全性のフィールド
[健全性 / すべての NFS エクスポート]ビューには次のフィールドが表示されます。これら
のフィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

NFSエクスポートの現在のステータスが表示されます。エラー（ ）または標

準（ ）のいずれかです。
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ジャンクション パス
ボリュームがマウントされているパスが表示されます。qtreeに明示的なNFSエク
スポート ポリシーが適用されている場合、qtreeにアクセスできるボリュームのパ
スが表示されます。

ジャンクション パスがアクティブ
マウントされたボリュームにアクセスするパスがアクティブであるか非アクティ
ブであるかが表示されます。

qtree

NFSエクスポート ポリシーが適用されているqtreeの名前が表示されます。
ボリューム

NFSエクスポート ポリシーが適用されているボリュームの名前が表示されます。
ボリュームの状態

エクスポートされるボリュームの状態が表示されます。「オフライン」、「オンライ
ン」、「制限」、「混在」のいずれかです。

• オフライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。

• オンライン
ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されています。

• 制限
パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データ アクセスは許可
されません。

• 混在
FlexGroupボリュームに状態の異なるコンスティチュエントが混在しています。

セキュリティ形式
エクスポートされているボリュームのアクセス権限が表示されます。セキュリ
ティ形式は、UNIX、Unified、NTFS、Mixedのいずれかです。

• UNIX（NFSクライアント）
ボリューム内のファイルおよびディレクトリにUNIX権限が設定されていま
す。

• Unified

ボリューム内のファイルおよびディレクトリにunifiedセキュリティ形式が設定
されています。

• NTFS（CIFSクライアント）
ボリューム内のファイルおよびディレクトリにWindows NTFS権限が設定され
ています。

• Mixed

ボリューム内のファイルおよびディレクトリにUNIX権限またはWindows
NTFS権限のどちらかを設定できます。

UNIX 権限
エクスポートされているボリュームに設定されたUNIX権限ビット（8進数の文字
列）が表示されます。UNIX形式の権限ビットと同様の形式です。

エクスポート ポリシー
エクスポートされているボリュームのアクセス権限を定義するルールが表示され
ます。
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[NFS エクスポート]ページのレポートを生成すると、エクスポート ポリシーに属
するすべてのルールがCSVファイルまたはPDFファイルにエクスポートされます。

ルール インデックス
エクスポート ポリシーに関連付けられているルール（認証プロトコルやアクセス
権限など）が表示されます。

アクセス プロトコル
エクスポート ポリシー ルールに対して有効になっているプロトコルが表示され
ます。

クライアント一致
ボリューム上のデータにアクセスする権限を持つクライアントが表示されます。

読み取り専用アクセス
ボリューム上のデータの読み取りに使用される認証プロトコルが表示されます。

読み取り-書き込みアクセス
ボリューム上のデータの読み取りまたは書き込みに使用される認証プロトコルが
表示されます。

SVM

NFSエクスポート ポリシーが適用されるSVMの名前が表示されます。
クラスタ

クラスタの名前が表示されます。
クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）が表示されます。

[エクスポート ポリシー ルール]ダイアログ ボックス
[エクスポート ポリシー ルール]ダイアログ ボックスには、Storage Virtual Machine（SVM）
に属するボリュームで有効になっているエクスポート ポリシー、認証プロトコル、および
アクセスに関する詳細が表示されます。フィルタを使用して、エクスポート ポリシー ルー
ルのリストに表示される情報をカスタマイズできます。デフォルトでは、インデックスの列
に基づいて情報がソートされます。
インデックス

エクスポート ポリシー ルールに割り当てられているインデックスが表示されま
す。これは一意の番号です。

アクセス プロトコル
エクスポート ポリシー ルールに対して有効になっているプロトコルが表示され
ます。

クライアント一致
SVMに属するボリュームのデータにアクセスする権限があるクライアントが表示
されます。

読み取り専用アクセス
SVMに属するボリュームのデータの読み取りに使用される認証プロトコルが表示
されます。

読み取り-書き込みアクセス
SVMに属するボリュームのデータの読み取りと書き込みに使用される認証プロト
コルが表示されます。

関連資料

[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページ（265ページ）
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[ボリューム上の Snapshot コピー]ダイアログ ボックス
[ボリューム上の Snapshot コピー]ダイアログ ボックスを使用すると、Snapshotコピーのリス
トを表示できます。ディスク スペースを節約したり解放したりする場合、またはSnapshotコ
ピーが不要になった場合、Snapshotコピーを削除できます。1つ以上のSnapshotコピーが削除
された場合に再利用可能なディスク スペースの量を計算することもできます。

リスト ビュー
ボリューム上のSnapshotコピーに関する情報が表形式のリスト ビューに表示されます。列
のフィルタを使用して、表示するデータをカスタマイズできます。
Snapshot コピー

Snapshotコピーの名前が表示されます。
使用済みスペース（%）

ボリューム内のSnapshotコピーによって使用される合計スペース（割合）が表示さ
れます。

合計サイズ
Snapshotコピーの合計サイズが表示されます。

作成時刻
Snapshotコピーの作成時のタイムスタンプが表示されます。

依存関係
Snapshotコピーに依存しているアプリケーションが表示されます。有効な値は、

「SnapMirror」、「SnapVault」、「SnapLock」、「ダンプ」、「LUN」、「Vclone」、および
「ビジー」です。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
計算

1つ以上のSnapshotコピーを削除することで再利用可能なスペースを計算できま
す。

選択項目を削除
1つ以上のSnapshotコピーを削除します。

閉じる
[ボリューム上の Snapshot コピー]ダイアログ ボックスを閉じます。

再計算
選択したSnapshotコピーを削除することで再利用可能なスペースを計算できます。
Snapshotコピーの選択に対する変更を行うと、[再計算]ボタンが有効になります。

関連タスク

Snapshotコピーの削除（230ページ）
Snapshotコピーの再利用可能なスペースの計算（231ページ）
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MetroCluster構成の管理と監視
Unified Manager Web UIでは、MetroCluster構成を監視して、MetroCluster構成に接続の問題が
生じていないかを確認できます。接続の問題を早期に検出することで、MetroCluster構成を
効果的に管理できます。

ファブリックMetroCluster構成のコンポーネント
MetroCluster構成を計画するときは、ハードウェア コンポーネントとその相互接続について
理解しておく必要があります。

ディザスタ リカバリ（DR）グループ
ファブリックMetroCluster構成は、MetroCluster構成内のノードの数に応じて、1つまたは2つ
のDRグループで構成されます。各DRグループは、4つのノードで構成されます。

• 8ノードのMetroCluster構成は、2つのDRグループで構成されます。

• 4ノードのMetroCluster構成は、1つのDRグループで構成されます。

次の図は、8ノードのMetroCluster構成におけるノードの編成を示しています。
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次の図は、4ノードのMetroCluster構成におけるノードの構成を示しています。
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中核をなすハードウェア
MetroCluster構成には、中核をなす次のハードウェアが含まれます。

• ストレージ コントローラ
ストレージ コントローラはストレージには直接接続されず、2つの冗長FCスイッチ ファ
ブリックに接続されます。

• FC-to-SASブリッジ
FC-to-SASブリッジは、SASストレージ スタックをFCスイッチに接続し、2つのプロトコ
ル間のブリッジの役割を果たします。

• FCスイッチ
FCスイッチは、2つのサイト間の長距離基幹ISLの役割を果たします。FCスイッチが提供
する2つのストレージ ファブリックによって、リモート ストレージ プールへのデータ ミ
ラーリングが可能になります。

• クラスタ ピアリング ネットワーク
クラスタ ピアリング ネットワークは、Storage Virtual Machine（SVM）の設定を含むクラ
スタ構成をミラーするための接続を提供します。一方のクラスタのすべてのSVMの設定
が、パートナー クラスタにミラーされます。

8ノードのファブリックMetroCluster構成
8ノードの構成は、地理的に離れたサイトにある2つのクラスタで構成されています。
cluster_Aは1つ目のMetroClusterサイトに配置されています。cluster_Bは2つ目のMetroCluster
サイトに配置されています。各サイトには、SASストレージ スタックが1つあります。複数
のストレージ スタックもサポートされますが、図では各サイトに1つの構成を示していま
す。HAペアは、クラスタ インターコネクト スイッチのないスイッチレス クラスタとして構
成されています。スイッチを使用する構成もサポートされますが、ここでは使用していませ
ん。
8ノードの構成には次の接続が含まれます。

• 各コントローラのHBAアダプタおよびFC-VIアダプタから各FCスイッチへのFC接続

• 各FC-to-SASブリッジからFCスイッチへのFC接続
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• 各SASシェルフ間および各スタックの上下からFC-to-SASブリッジへのSAS接続

• ローカルHAペアの各コントローラ間のHAインターコネクト
コントローラが単一シャーシのHAペアをサポートしている場合、HAインターコネクト
はバックプレーンを使用して内部で接続されます。つまり、外部のインターコネクトは
不要です。

• コントローラからクラスタ ピアリングに使用されるお客様ネットワークへのイーサネッ
ト接続
SVMの設定はクラスタ ピアリング ネットワーク経由でレプリケートされます。

• ローカル クラスタの各コントローラ間のクラスタ インターコネクト

4ノードのファブリックMetroCluster構成
次の図は、4ノードのファブリックMetroCluster構成を単純化したものです。一部の接続に関
しては、コンポーネント間の複数の冗長接続を1本の線で表しています。データおよび管理
ネットワークの接続は含まれていません。
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次の図は、単一のMetroClusterクラスタ（両方のクラスタの構成が同じ）内の接続をより詳
細に示したものです。
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2ノードのファブリックMetroCluster構成
次の図は、2ノードのファブリックMetroCluster構成を単純化したものです。一部の接続に関
しては、コンポーネント間の複数の冗長接続を1本の線で表しています。データおよび管理
ネットワークの接続は含まれていません。
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2ノードの構成は、地理的に離れたサイトにある2つのクラスタで構成されています。
cluster_Aは1つ目のMetroClusterサイトに配置されています。cluster_Bは2つ目のMetroCluster
サイトに配置されています。各サイトには、SASストレージ スタックが1つあります。複数
のストレージ スタックもサポートされますが、図では各サイトに1つの構成を示していま
す。
注：2ノードの構成では、ノードがHAペアとして構成されません。

次の図は、単一のMetroClusterクラスタ（両方のクラスタの構成が同じ）内の接続をより詳
細に示したものです。
 

FC_switch_A_1
FC

FC_switch_A_2
FC

長距離ISL

長距離ISL

SAS接続シェルフ

FC_bridge_A_1

FC_bridge_A_2

controller_A_1

クラスタ ピアリング
 ネットワーク

パートナー 
サイトへ

イーサネット（controller_A_1）

Fibre Channel（controller_A_1）

Fibre Channel（ブリッジからスイッチ）

SAS接続シェルフ SAS接続シェルフ SAS接続シェルフ

SAS接続シェルフ SAS接続シェルフ SAS接続シェルフSAS接続シェルフ

 

2ノードの構成には次の接続が含まれます。

• 各コントローラ モジュールのFC-VIアダプタ間のFC接続

• 各コントローラ モジュールのHBAから各SASシェルフ スタックのFC-to-SASブリッジへ
のFC接続
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• 各SASシェルフ間および各スタックの上下からFC-to-SASブリッジへのSAS接続

• コントローラからクラスタ ピアリングに使用されるお客様ネットワークへのイーサネッ
ト接続
SVMの設定はクラスタ ピアリング ネットワーク経由でレプリケートされます。

2ノードSAS接続ストレッチMetroCluster構成のコンポーネント
2ノードのSAS接続MetroCluster構成には、ストレージ コントローラをSASケーブルでスト
レージに直接接続した2つのシングルノード クラスタをはじめとするさまざまなコンポー
ネントが必要です。
MetroCluster構成には、中核をなす次のハードウェアが含まれます。

• ストレージ コントローラ
ストレージ コントローラは、SASケーブルを使用してストレージに直接接続します。
各ストレージ コントローラは、パートナー サイトにあるストレージ コントローラのDR
パートナーとして構成されます。

◦ 短い距離にはSAS銅線ケーブルを使用できます。

◦ 長い距離にはSAS光ケーブルを使用できます。

注：Eシリーズ アレイLUNを使用するシステムでは、ストレージ コントローラをEシ
リーズ ストレージ アレイに直接接続できます。その他のアレイLUNは、FCスイッチを
介して接続する必要があります。

NetApp Interoperability Matrix Tool
IMTでは、[Storage Solution]フィールドを使用してMetroClusterソリューションを選択でき
ます。[Component Explorer]でコンポーネントとONTAPのバージョンを選択し、検索を
絞り込みます。[Show Results]をクリックし、サポートされる構成のうち、条件に該当す
る構成のリストを表示します。

• クラスタ ピアリング ネットワーク
クラスタ ピアリング ネットワークを経由して、Storage Virtual Machine（SVM）の設定が
ミラーされます。一方のクラスタのすべてのSVMの設定が、パートナー クラスタにミ
ラーされます。

2ノード ブリッジ接続ストレッチMetroCluster構成のコンポーネント
MetroCluster構成を計画するときは、構成のコンポーネントとそれらの連携について理解し
ておく必要があります。
MetroCluster構成には、中核をなす次のハードウェアが含まれます。

• ストレージ コントローラ
ストレージ コントローラはストレージには直接接続されず、FC-to-SASブリッジに接続さ
れます。ストレージ コントローラは、それぞれのFC-VIアダプタどうしをFCケーブルで
接続することで相互に接続されます。
各ストレージ コントローラは、パートナー サイトにあるストレージ コントローラのDR
パートナーとして構成されます。

• FC-to-SASブリッジ
FC-to-SASブリッジは、コントローラ上のFCイニシエータ ポートにSASストレージ ス
タックを接続して、2つのプロトコル間のブリッジの役割を果たします。

• クラスタ ピアリング ネットワーク
クラスタ ピアリング ネットワークを経由して、Storage Virtual Machine（SVM）の設定が
ミラーされます。一方のクラスタのすべてのSVMの設定が、パートナー クラスタにミ
ラーされます。
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次の図は、MetroCluster構成を単純化したものです。一部の接続に関しては、コンポーネン
ト間の複数の冗長接続を1本の線で表しています。データおよび管理ネットワークの接続は
含まれていません。
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SASスタック

FC_bridge_A_2

FC_bridge_A_1

controller_B_1controller_A_1

SASスタック

 

• 2つのシングルノード クラスタで構成されます。

• 各サイトに1つまたは複数のSASストレージ スタックがあります。
注：MetroCluster構成のSASシェルフは、ACPケーブル配線ではサポートされていませ
ん。

複数のストレージ スタックもサポートされますが、図では各サイトに1つの構成を示して
います。

クラスタの接続ステータスの定義
MetroCluster構成のクラスタ間の接続のステータスは、「最適」、「影響あり」「停止」のいず
れかになります。接続ステータスを理解しておくと、MetroCluster構成を効果的に管理でき
るようになります。

接続ス
テータ
ス

説明 アイコンの表示

最適 MetroCluster構成のクラスタ間の接続は正常な状態です。  

 

影響あ
り

1つ以上のエラーによってフェイルオーバー可用性のステー
タスが損なわれていますが、MetroCluster構成の両方のクラス
タは稼働しています。たとえば、ISLリンクが停止している、
クラスタ間IPリンクが停止している、パートナー クラスタに
アクセスできないなどの場合です。
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接続ス
テータ
ス

説明 アイコンの表示

停止 一方または両方のクラスタが停止しているか、クラスタが
フェイルオーバー モードになっているため、MetroCluster構
成のクラスタ間の接続が停止しています。たとえば、災害に
よってパートナー クラスタが停止している、テスト目的で計
画的スイッチオーバーを実行中などの状況が考えられます。

スイッチオー
バーでエラー：
 

 

スイッチオー
バー成功：
 

 

データ ミラーリングのステータスの定義
MetroCluster構成では、データのミラーリングが可能で、サイト全体が利用できない状態に
なった場合にフェイルオーバーを開始する機能も利用できます。MetroCluster構成のクラス
タ間のデータ ミラーリングのステータスは、「標準」または「ミラーリング利用不可」のい
ずれかになります。これらのステータスを理解しておくと、MetroCluster構成を効率的に管
理できます。

データ ミ
ラーリング
のステータ
ス

説明 アイコンの表示

標準 MetroCluster構成のクラスタ間のデータ ミラーリン
グが正常な状態です。
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データ ミ
ラーリング
のステータ
ス

説明 アイコンの表示

ミラーリン
グ利用不可

スイッチオーバーが原因で、MetroCluster構成のクラ
スタ間のデータ ミラーリングが利用できない状態
になっています。たとえば、災害によってパート
ナー クラスタが停止している、テスト目的で計画的
スイッチオーバーを実行中などの状況が考えられま
す。

スイッチオーバーで
エラー：
 

 

スイッチオーバー成
功：
 

 

MetroCluster構成の監視
MetroCluster構成の接続の問題を監視することができます。クラスタ内のコンポーネントお
よび接続のステータス、MetroCluster構成のクラスタ間の接続ステータスなどの詳細情報を
確認できます。

開始する前に

• MetroCluster構成のローカル クラスタとリモート クラスタの両方を、Active IQ Unified
Managerに追加する必要があります。

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[健全性/クラスタの詳細]ページに表示される情報を基に、接続の問題を修正できます。たと
えば、クラスタ内のノードとスイッチの間の接続がダウンしている場合は、次のアイコンが
表示されます。

アイコンにカーソルを合わせると、生成されたイベントに関する詳細情報が表示されます。
Unified Managerでは、システム ヘルス アラートを使用して、MetroCluster構成のコンポーネ
ントおよび接続のステータスを監視します。
[MetroCluster 接続]タブは、MetroCluster構成のクラスタに対してのみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。
監視対象であるすべてのクラスタのリストが表示されます。

318 |



2. [健全性 / すべてのクラスタ]ビューで、MetroCluster構成の詳細を表示するクラスタの名前
をクリックします。

3. [健全性/クラスタの詳細]ページで、[MetroCluster 接続]タブをクリックします。
対応するクラスタ オブジェクト領域にMetroCluster構成のトポロジが表示されます。

次のタスク

MetroCluster構成で接続の問題が見つかった場合は、System Managerにログインするか
ONTAP CLIにアクセスして問題を解決する必要があります。

関連資料

[健全性 / すべてのクラスタ]ビュー（231ページ）
[健全性/クラスタの詳細]ページ（235ページ）
クラスタの接続ステータスの定義（316ページ）

MetroClusterレプリケーションの監視
データのミラーリング中に論理接続の全体的な健全性を監視し、診断することができます。
クラスタ コンポーネント（アグリゲート、ノード、Storage Virtual Machineなど）のミラーリ
ングを中断する問題やリスクを特定できます。

開始する前に

MetroCluster構成のローカル クラスタとリモート クラスタの両方を、Unified Managerに追加
する必要があります。

タスク概要

[健全性/クラスタの詳細]ページに表示される情報を基に、レプリケーションの問題を修正で
きます。
アイコンにカーソルを合わせると、生成されたイベントに関する詳細情報が表示されます。
Unified Managerでは、システム ヘルス アラートを使用して、MetroCluster構成のコンポーネ
ントおよび接続のステータスを監視します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。
監視対象のクラスタのリストが表示されます。

2. [健全性 / すべてのクラスタ]ビューで、MetroClusterレプリケーションの詳細を表示するク
ラスタの名前をクリックし、[MetroCluster レプリケーション]タブをクリックします。
対応するクラスタ オブジェクト領域のローカル サイトに、レプリケートされる
MetroCluster構成のトポロジが、データのミラー先であるリモート サイトの情報とともに
表示されます。

次のタスク

MetroCluster構成でミラーリングの問題が見つかった場合は、System Managerにログインする
かONTAP CLIにアクセスして問題を解決する必要があります。

関連資料

データ ミラーリングのステータスの定義（317ページ）
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[健全性 / すべてのクラスタ]ビュー（231ページ）
[健全性/クラスタの詳細]ページ（235ページ）
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スクリプトの管理
Unified Managerで複数のストレージ オブジェクトを自動的に変更または更新するスクリプ
トを作成することができます。スクリプトはアラートに関連付けられます。イベントでア
ラートがトリガーされるとスクリプトが実行されます。カスタム スクリプトをアップロー
ドし、アラートが生成されたときの動作をテストできます。

スクリプトとアラートが連携する仕組み
Unified Managerでイベントに対するアラートが発生したときにスクリプトが実行されるよ
うに、スクリプトにアラートを関連付けることができます。スクリプトを使用して、スト
レージ オブジェクトの問題を解決したり、イベントの生成元のストレージ オブジェクトを
特定したりできます。
Unified Managerでイベントに対するアラートが生成されると、指定した受信者にEメールで
アラートが送信されます。アラートがスクリプトに関連付けられている場合は、そのスクリ
プトが実行されます。スクリプトに渡された引数の詳細はアラートのEメールで確認できま
す。
スクリプトの実行には次の引数が使用されます。
• -eventID

• -eventName

• -eventSeverity

• -eventSourceID

• -eventSourceName

• -eventSourceType

• -eventState

• -eventArgs

これらの引数をスクリプトで使用して、関連するイベントの情報を収集したり、ストレージ
オブジェクトを変更したりできます。

スクリプトから引数を取得する例

print "$ARGV[0] : $ARGV[1]\n"
print "$ARGV[7] : $ARGV[8]\n"

アラートが生成されると、このスクリプトが実行されて次のような出力が表示されま
す。

-eventID : 290 
-eventSourceID : 4138

関連タスク

アラートの追加（120ページ）

関連資料

[管理/スクリプト]ページ（324ページ）
サポートされるUnified ManagerのCLIコマンド（325ページ）
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スクリプトの追加
Unified Managerでスクリプトを追加し、アラートに関連付けることができます。アラートが
生成されるとこれらのスクリプトが自動的に実行されるため、イベントが生成されたスト
レージ オブジェクトに関する情報を取得できます。

開始する前に

• Unified Managerサーバに追加するスクリプトを作成して保存しておく必要があります。

• サポートされるスクリプトのファイル形式は、Perl、Shell、PowerShell、および.batファ
イルです。

◦ Perlスクリプトを使用するには、PerlがUnified Managerサーバにインストールされてい
る必要があります。Unified ManagerのあとにPerlをインストールした場合は、Unified
Managerサーバを再起動する必要があります。

◦ PowerShellスクリプトを使用するには、スクリプトを実行するための適切なPowerShell
実行ポリシーがサーバで設定されている必要があります。

重要：スクリプトでログ ファイルを作成してアラート スクリプトの進捗を追跡する場
合は、ログ ファイルがUnified Managerのインストール フォルダ内に作成されないよう
にする必要があります。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

カスタム スクリプトをアップロードし、アラートに関するイベントの詳細を収集できます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[スクリプト]をクリックします。

2. [管理/スクリプト]ページで、[追加]をクリックします。

3. [スクリプトの追加]ダイアログ ボックスで、[参照]をクリックしてスクリプト ファイル
を選択します。

4. 選択したスクリプトの説明を入力します。

5. [追加]をクリックします。

関連タスク

スクリプトの実行テスト（323ページ）

関連資料

サポートされるUnified ManagerのCLIコマンド（325ページ）
[管理/スクリプト]ページ（324ページ）
[スクリプトの追加]ダイアログ ボックス（324ページ）
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スクリプトの削除
不要または無効になったスクリプトは、Unified Managerから削除できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• スクリプトがアラートに関連付けられていないことを確認する必要があります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[スクリプト]をクリックします。

2. [管理/スクリプト]ページで、削除するスクリプトを選択し、[削除]をクリックします。

3. [警告]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックして削除を確定します。

関連資料

[管理/スクリプト]ページ（324ページ）

スクリプトの実行テスト
ストレージ オブジェクトに対してアラートが生成されたときにスクリプトが正しく実行さ
れるかどうかを確認することができます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• サポートされるファイル形式のスクリプトをUnified Managerにアップロードしておく必
要があります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[スクリプト]をクリックします。

2. [管理/スクリプト]ページで、テスト スクリプトを追加します。

3. [設定/アラート生成]ページで、次のいずれかを実行します。

目的 操作

アラートを追加する a. [設定/アラート生成]ページで、[追加]をクリックします。

b. [操作]セクションで、テスト スクリプトにアラートを関連付け
ます。

アラートを編集する a. [設定/アラート生成]ページで、アラートを選択し、[編集]をク
リックします。

b. [操作]セクションで、テスト スクリプトにアラートを関連付け
ます。

4. [保存]をクリックします。
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5. [設定/アラート生成]ページで、追加または変更したアラートを選択し、[テスト]をクリッ
クします。

「-test」引数を指定してスクリプトが実行され、アラートの作成時に指定したEメール ア
ドレスに通知アラートが送信されます。

関連タスク

スクリプトの追加（322ページ）
アラートの編集（127ページ）

スクリプトのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
[管理/スクリプト]ページで、Unified Managerにスクリプトを追加できます。

[管理/スクリプト]ページ
[管理/スクリプト]ページでは、Unified Managerにカスタム スクリプトを追加できます。追加
したスクリプトをアラートに関連付けると、ストレージ オブジェクトが自動的に再設定さ
れます。
[管理/スクリプト]ページでは、Unified Managerに対してスクリプトを追加または削除できま
す。

コマンド ボタン
追加

[スクリプトの追加]ダイアログ ボックスが開き、スクリプトを追加できます。
削除

選択したスクリプトを削除します。

リスト ビュー
リスト ビューには、Unified Managerに追加したスクリプトが表形式で表示されます。
名前

スクリプトの名前が表示されます。
説明

スクリプトの説明が表示されます。

関連概念

スクリプトとアラートが連携する仕組み（321ページ）

関連タスク

スクリプトの追加（322ページ）
スクリプトの削除（323ページ）

[スクリプトの追加]ダイアログ ボックス
[スクリプトの追加]ダイアログ ボックスで、Unified Managerにスクリプトを追加できます。
スクリプトを使用して、ストレージ オブジェクトに対して生成されたイベントを自動的に
解決するようにアラートを設定することができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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スクリプト ファイルを選択
アラートに使用するスクリプトを選択できます。

説明
スクリプトの説明を指定できます。

関連タスク

スクリプトの追加（322ページ）

サポートされるUnified ManagerのCLIコマンド
ストレージ管理者は、CLIコマンドを使用して、クラスタ、アグリゲート、ボリューム、
qtree、LUNなどのストレージ オブジェクトに対するクエリを実行することができます。CLI
コマンドを使用して、Unified Managerの内部データベースとONTAPデータベースを照会でき
ます。CLIコマンドは、処理の開始時や終了時に実行されるスクリプト、アラートがトリガー
されたときに実行されるスクリプトでも使用できます。
いずれのコマンドを実行する際も、最初にum cli loginコマンドで認証用の有効なユーザ
名とパスワードを指定する必要があります。

CLIコマンド 説明 出力
um run cmd [ -t <timeout> ]

<cluster> <command>

1つまたは複数のホストでコマ
ンドを実行する最も簡単な方法
です。主にアラートのスクリプ
ティングでONTAPの処理を取
得または実行するために使用し
ます。オプションのtimeout引数
で、コマンドがクライアントで
完了するのを待機する最大時間

（秒）を設定できます。デフォル
トは0（無期限に待機）です。

ONTAPから受け
取った情報がそ
のまま表示され
ます。

um run query <sql command> SQLクエリを実行します。実行
できるクエリはデータベースか
らの読み取りだけです。更新、
挿入、削除の各操作はサポート
されません。

結果は表形式で
表示されます。
返される結果が
空になる場合、構
文エラーがある
場合、または要求
が無効な場合は、
該当するエラー
メッセージが表
示されます。
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CLIコマンド 説明 出力
um datasource add -u

<username> -P <password> [ -t

<protocol> ] [ -p <port> ]

<hostname-or-ip>

管理対象ストレージ システム
のリストにデータソースを追加
します。データソースは、スト
レージ システムへの接続方法
を定義したものです。データ
ソースを追加する際は、-u（ユー
ザ名）オプションと-P（パスワー
ド）オプションを必ず指定する
必要があります。オプション
の-t（プロトコル）では、クラス
タとの通信に使用するプロトコ
ル（httpまたはhttps）を指定しま
す。プロトコルが指定されてい
ない場合は、両方のプロトコル
が試行されます。オプション
の-p（ポート）では、クラスタ
との通信に使用するポートを指
定します。ポートが指定されて
いない場合は、該当するプロト
コルのデフォルト値が試行され
ます。このコマンドは、スト
レージ管理者のみが実行できま
す。

ユーザに証明書
の承認を求め、対
応するメッセー
ジを表示します。

um datasource list

[ <datasource-id>]

管理対象ストレージ システム
のデータソースを表示します。

次の値が表形式
で表示されます。
IDアドレス ポー
ト、 プロトコル
取得ステータス、
分析ステータス、
通信ステータス、
取得メッセージ、
分析メッセージ

um datasource modify [ -h

<hostname-or-ip> ] [ -u

<username> ] [ -P

<password> ] [ -t

<protocol> ] [ -p <port> ]

<datasource-id>

1つまたは複数のデータソース
オプションを変更します。スト
レージ管理者のみが実行できま
す。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um datasource remove

<datasource-id>

Unified Managerからデータソー
スを削除します。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um option list

[ <option> .. ]

オプションのリストを表示しま
す。

次の値が表形式
で表示されます。
名前、ファイル
名、シリアル番
号、データソース
ID、前回の更新時
間、リソース キー
名前、値、デフォ
ルト値、再起動が
必要
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CLIコマンド 説明 出力
um option set <option-

name>=<option-value>

[ <option-name>=<option-

value> ... ]

1つまたは複数のオプションを
設定します。このコマンドは、
ストレージ管理者のみが実行で
きます。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um version Unified Managerソフトウェアの
バージョンを表示します。

バージョン
("9.6")

um lun list [-q] [ -

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたLUNのリストを表
示します。-qはヘッダーを非表
示にするオプションで、すべて
のコマンドで使用できます。
ObjectTypeには、lun、qtree、
cluster、volume、quota、svmのい
ずれかを指定できます。
例：
um lun list -cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのLUNのリストが表示さ
れます。

次の値が表形式
で表示されます。
ID、LUNパス

um svm list [-q] [ -

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたSVMのリストを表
示します。ObjectTypeには、lun、
qtree、cluster、volume、quota、
svmのいずれかを指定できます。
例：
um svm list -cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのSVMのリストが表示さ
れます。

次の値が表形式
で表示されます。
名前、クラスタID
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CLIコマンド 説明 出力
um qtree list [-q] [ -

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたqtreeのリストを表
示します。-qはヘッダーを非表
示にするオプションで、すべて
のコマンドで使用できます。
ObjectTypeには、lun、qtree、
cluster、volume、quota、svmのい
ずれかを指定できます。
例：
um qtree list -cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのqtreeのリストが表示さ
れます。

次の値が表形式
で表示されます。
qtree ID、qtree

名

um disk list [-q] [-

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたディスクのリスト
を表示します。ObjectTypeには、
disk、aggr、node、clusterのいず
れかを指定できます。
例：
um disk list -cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのディスクのリストが表
示されます。

次の値が表形式
で表示されます。
ボリュームID、ボ
リューム名
オブジェクト タ
イプ、オブジェクト
ID

um cluster list [-q] [-

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたクラスタのリスト
を表示します。ObjectTypeには、
disk、aggr、node、cluster、lun、
qtree、volume、quota、svmのい
ずれかを指定できます。
例：
um cluster list -aggr 1

この例では、objectTypeが「-
aggr」で、objectIdが「1」です。
このコマンドを実行すると、ID
が1のアグリゲートが属してい
るクラスタが表示されます。

次の値が表形式
で表示されます。
名前、ファイル
名、シリアル番
号、データソース
ID、前回の更新時
間、リソース キー
名前、 ファイル名、
シリアル番号、
データソースID、
前回の更新時間、
リソースキー
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CLIコマンド 説明 出力
um cluster node list [-q] [-

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたクラスタ ノード
のリストを表示します。
ObjectTypeには、disk、aggr、
node、clusterのいずれかを指定で
きます。
例：
um cluster node list -

cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのノードのリストが表示
されます。

次の値が表形式
で表示されます。
ボリュームID、ボ
リューム名
名前、クラスタID

um volume list [-q] [-

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたボリュームのリス
トを表示します。ObjectTypeに
は、lun、qtree、cluster、volume、
quota、svm、aggregateのいずれ
かを指定できます。
例：
um volume list -cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのボリュームのリストが
表示されます。

次の値が表形式
で表示されます。
ボリュームID、ボ
リューム名
ボリュームID、ボ
リューム名

um quota user list [-q] [-

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたクォータ ユーザ
のリストを表示します。
ObjectTypeには、qtree、cluster、
volume、quota、svmのいずれか
を指定できます。
例：
um quota user list -

cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのクォータ ユーザのリ
ストが表示されます。

次の値が表形式
で表示されます。
ボリュームID、ボ
リューム名
ID、名前、SID、E

メール
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CLIコマンド 説明 出力
um aggr list [-q] [-

ObjectType <object-id>]

指定したオブジェクトでフィル
タリングしたアグリゲートのリ
ストを表示します。ObjectType
には、disk、aggr、node、cluster、
volumeのいずれかを指定できま
す。
例：
um aggr list -cluster 1

この例では、objectTypeが「-
cluster」で、objectIdが「1」で
す。このコマンドを実行する
と、IDが1のクラスタに含まれる
すべてのアグリゲートのリスト
が表示されます。

次の値が表形式
で表示されます。
ボリュームID、ボ
リューム名
アグリゲートID、
アグリゲート名

um event ack <event-ids> 1つまたは複数のイベントに応
答します。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um event resolve <event-ids> 1つまたは複数のイベントを解
決します。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um event assign -u <username>

<event-id>

イベントをユーザに割り当てま
す。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um event list [ -s <source> ]

[ -S <event-state-filter-

list>.. ] [ <event-id> .. ]

システムまたはユーザによって
生成されたイベントのリストを
表示します。ソース、状態、お
よびIDに基づいてイベントを
フィルタリングできます。

次の値が表形式
で表示されます。
ボリュームID、ボ
リューム名
ソース、ソースタイ
プ、名前、重要度、
状態、ユーザ、タイ
ムスタンプ

um cli login -u <username> [-

p <password>

CLIにログインします。セッ
ションの有効期限はログインし
てから3時間で、3時間を過ぎる
と再ログインが必要になりま
す。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um cli logout CLIからログアウトします。 対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um backup restore -f

<backup_file_path_and_name>

.7zファイルを使用してデータ
ベース バックアップをリスト
アします。

対応するメッ
セージが表示さ
れます。

um help 第1レベルのすべてのサブコマ
ンドを表示します。

第1レベルのすべ
てのサブコマン
ドを表示します。
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関連概念

スクリプトとアラートが連携する仕組み（321ページ）

関連タスク

スクリプトの追加（322ページ）
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ストレージ オブジェクトのアノテーションの管理
Unified Managerでアノテーションを作成してストレージ オブジェクトをアノテートできま
す。アノテーションを使用すると、重要なリソースを特定しやすくなり、適切な操作を実行
できます。たとえば、重要なリソースをグループに追加してグループ アクションを割り当
てたり、アノテートされたリソースのレポートを作成したりできます。

アノテーションとは
アノテーションとは、あるテキスト文字列（名前）と別のテキスト文字列（値）の組み合わ
せです。アノテーションの名前と値の各ペアは、アノテーション ルールを使用して動的に
ストレージ オブジェクトに関連付けることができます。事前定義されたアノテーションに
ストレージ オブジェクトを関連付けると、そのアノテーションに関連するイベントをフィ
ルタリングして表示できます。アノテーションは、クラスタ、ボリューム、およびStorage
Virtual Machine（SVM）に適用できます。
アノテーションの名前には、それぞれ複数の値を割り当てることが可能です。それらの名前
と値の各ペアをルールに基づいてストレージ オブジェクトに関連付けることができます。
たとえば、「Boston」および「Canada」という値を持つ「data-center」という名前のアノテー
ションを作成するとします。このアノテーション「data-center」と値「Boston」のペアをボ
リュームv1に適用します。「data-center」でアノテートされたボリュームv1でイベントが発生
してアラートが生成されると、生成されるEメールにはボリュームの場所「Boston」が記載
されるため、問題に優先順位を付けて解決することが可能となります。

関連タスク

アノテーション リストおよび詳細の表示（335ページ）
アノテーションの削除（341ページ）

関連資料

[アノテーションの追加]ダイアログ ボックス（346ページ）
[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックス（347ページ）

Unified Managerでのアノテーション ルールの仕組み
アノテーション ルールとは、ストレージ オブジェクト（ボリューム、クラスタ、または
Storage Virtual Machine（SVM））をアノテートする基準を定義したものです。アノテーショ
ン ルールは、条件グループまたは条件のいずれかを使用して定義できます。

• アノテーションには必ずアノテーション ルールを関連付ける必要があります。

• アノテーション ルールにはオブジェクト タイプを関連付ける必要があります。関連付
けることができるオブジェクト タイプは1つだけです。

• Unified Managerでストレージ オブジェクトに対してアノテーションが追加または削除さ
れるのは、各監視サイクルの完了後、およびルールの作成、編集、削除、順序変更時で
す。

• アノテーション ルールには1つ以上の条件グループを、各条件グループには1つ以上の条
件を含めることができます。
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• ストレージ オブジェクトには複数のアノテーションを適用できます。特定のアノテー
ションに対するアノテーション ルールの条件で別のアノテーションを使用して、すでに
アノテートされているオブジェクトに別のアノテーションを追加することもできます。

条件
複数の条件グループを作成し、各条件グループに1つ以上の条件を含めることができます。
アノテーションのアノテーション ルールに定義されたすべての条件グループを適用して、
ストレージ オブジェクトをアノテートすることができます。
条件グループに含まれる条件は論理ANDを使用して実行され、条件グループのすべての条件
を満たす必要があります。条件はアノテーション ルールを作成または変更すると作成さ
れ、条件グループのすべての条件を満たすストレージ オブジェクトのみが適用、選択、お
よびアノテートの対象となります。アノテートするストレージ オブジェクトの範囲を限定
するには、条件グループで複数の条件を使用します。
次のオペランドと演算子を使用して必要な値を指定することで、ストレージ オブジェクト
の条件を作成できます。

ストレージ オブジェクトのタイプ 適用可能なオペランド

ボリューム • オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• 所有SVM名

• アノテーション

SVM
• オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• アノテーション

クラスタ • オブジェクト名

• アノテーション

ストレージ オブジェクトのオペランドとしてアノテーションを選択した場合は、「次に当て
はまる」演算子を使用できます。それ以外のオペランドには、演算子として「次に当てはま
る」または「次を含む」を選択できます。「次に当てはまる」演算子を選択した場合は、選
択したオペランドの値が指定した値と完全に一致する場合に条件を満たします。「次を含
む」演算子を選択した場合は、次のいずれかに該当する場合に条件を満たします。

• 選択したオペランドの値が指定した値と完全に一致する。

• 選択したオペランドの値に指定した値が含まれる。

条件を使用したアノテーション ルールの例
ボリュームに対して条件グループが1つ設定されたアノテーション ルールで、次の2つ
の条件が定義されているとします。

• 名前に次の文字を含む「vol」

• SVM名が次に当てはまる「data_svm」
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このアノテーション ルールでは、名前に「vol」を含み、「data_svm」という名前のSVM
でホストされているすべてのボリュームが、選択したアノテーションとアノテーショ
ン タイプでアノテートされます。

条件グループ
条件グループは論理ORを使用して実行され、ストレージ オブジェクトに適用されます。ス
トレージ オブジェクトがアノテートされるためには、いずれかの条件グループの要件を満
たす必要があります。いずれかの条件グループの条件を満たすすべてのストレージ オブ
ジェクトがアノテートされます。条件グループを使用して、アノテートするストレージ オ
ブジェクトの範囲を広げることができます。

条件グループを使用したアノテーション ルールの例
ボリュームに対して条件グループが2つ設定されたアノテーション ルールで、各グ
ループにそれぞれ次の2つの条件が定義されているとします。

• 条件グループ1

◦ 名前に次の文字を含む「vol」

◦ SVM名が次に当てはまる「data_svm」

この条件グループでは、名前に「vol」を含み、「data_svm」という名前のSVMでホ
ストされているすべてのボリュームがアノテートされます。

• 条件グループ2

◦ 名前に次の文字を含む「vol」

◦ アノテーション：データ優先度が次に当てはまる「重大」

この条件グループでは、名前に「vol」を含み、データ優先度アノテーションの値
「重大」でアノテートされているすべてのボリュームがアノテートされます。

これらの2つの条件グループを含むアノテーション ルールをストレージ オブジェクト
に適用した場合、次のストレージ オブジェクトがアノテートされます。

• 名前に「vol」を含み、「data_svm」という名前のSVMでホストされているすべての
ボリューム

• 名前に「vol」を含み、データ優先度アノテーションの値「重大」でアノテートさ
れているすべてのボリューム

事前定義されたアノテーションの値の説明
データ優先度は事前定義されたアノテーションで、「ミッション クリティカル」、「高」、お
よび「低」という値が設定されています。これらの値を使用して、格納されているデータの
優先度に基づいて、ストレージ オブジェクトをアノテートすることができます。事前定義
されたアノテーションの値を編集または削除することはできません。
データ優先度:ミッション クリティカル

このアノテーションは、ミッション クリティカルなデータが格納されたストレー
ジ オブジェクトに適用されます。たとえば、本番用アプリケーションを含むオブ
ジェクトなどが考えられます。
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データ優先度:高
このアノテーションは、優先度の高いデータが格納されたストレージ オブジェク
トに適用されます。たとえば、ビジネス アプリケーションをホストしているオブ
ジェクトなどが考えられます。

データ優先度:低
このアノテーションは、優先度の低いデータが格納されたストレージ オブジェク
トに適用されます。たとえば、バックアップやミラーのデスティネーションなど、
セカンダリ ストレージにあるオブジェクトなどが考えられます。

アノテーション リストおよび詳細の表示
クラスタ、ボリューム、およびStorage Virtual Machine（SVM）に動的に関連付けられるアノ
テーションのリストを確認することができます。説明、作成者、作成日、値、ルール、オブ
ジェクトなど、アノテーションに関連する詳細も確認できます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション]タブで、関連する詳細を確認するアノテーションの名前をクリックしま
す。

関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）

アノテーションの動的な追加
Unified Managerでカスタム アノテーションを作成すると、クラスタ、Storage Virtual Machine

（SVM）、およびボリュームがルールに基づいてアノテーションに動的に関連付けられます。
ルールにより、ストレージ オブジェクトにアノテーションが自動的に割り当てられます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション]ページで、[アノテーションの追加]をクリックします。

3. [アノテーションの追加]ダイアログ ボックスで、アノテーションの名前と説明を入力し
ます。
アノテーションの作成時にアノテーションに値を追加することもできます。

4. オプション：[アノテーションの値]セクションで、[追加]をクリックしてアノテーション
に値を追加します。

5. [保存して閉じる]をクリックします。
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関連タスク

アノテーションへの値の追加（336ページ）

関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）
[アノテーションの追加]ダイアログ ボックス（346ページ）

個々のストレージ オブジェクトへの手動でのアノテーションの
追加

アノテーション ルールを使用せずに、選択したボリューム、クラスタ、SVMを手動でアノ
テートできます。単一のストレージ オブジェクトまたは複数のストレージ オブジェクトを
アノテートし、必要なアノテーションの名前と値のペアを指定できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. アノテートするストレージ オブジェクトに移動します。

アノテートするオブジェク
ト

操作

クラスタ a. [ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。

b. 1つ以上のクラスタを選択します。

ボリューム a. [ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

b. 1つ以上のボリュームを選択します。

SVM
a. [ストレージ] > [SVM]をクリックします。

b. 1つ以上のSVMを選択します。

2. [アノテーションの適用]をクリックし、名前と値のペアを選択します。

3. [適用]をクリックします。

アノテーションへの値の追加
アノテーションに値を追加し、その後、アノテーションの名前と値の特定のペアにストレー
ジ オブジェクトを関連付けることができます。アノテーションに値を追加することで、よ
り効率的にストレージ オブジェクトを管理できるようになります。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

事前定義されたアノテーションに値を追加することはできません。
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手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション]ページで、値を追加するアノテーションを選択し、[値]セクションの[追
加]をクリックします。

3. [アノテーション値の追加]ダイアログ ボックスで、アノテーションの値を指定します。
指定する値は、選択したアノテーションで一意である必要があります。

4. [追加]をクリックします。

関連タスク

アノテーションの動的な追加（335ページ）

関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）

アノテーション ルールの作成
Unified Managerがボリューム、クラスタ、Storage Virtual Machine（SVM）などのストレージ
オブジェクトを動的にアノテートするために使用するアノテーション ルールを作成できま
す。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

監視中のストレージ オブジェクトは、アノテーション ルールの作成後すぐにアノテートさ
れます。新しいオブジェクトは、監視サイクルの完了後にアノテートされます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション ルール]タブで、[追加]をクリックします。

3. [アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックスで、アノテーション ルールの名前を
指定します。

4. [ターゲット オブジェクト タイプ]フィールドで、アノテートするストレージ オブジェク
トのタイプを選択します。

5. [アノテーションの適用]フィールドで、使用するアノテーションとその値を選択します。

6. [条件]セクションで、該当する操作を実行して条件、条件グループ、またはその両方を作
成します。
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作成 操作

条件 a. オペランドのリストからオペランドを選択します。

b. 演算子として[次を含む]または[次に当てはまる]を選択します。

c. 値を入力するか、使用可能な値のリストから選択します。

条件グループ a. [条件グループの追加]をクリックします。

b. オペランドのリストからオペランドを選択します。

c. 演算子として[次を含む]または[次に当てはまる]を選択します。

d. 値を入力するか、使用可能な値のリストから選択します。

e. [条件の追加]をクリックして必要に応じて追加の条件を作成
し、それぞれの条件について手順a～dを繰り返します。

7. [追加]をクリックします。

アノテーション ルールの作成例
アノテーション ルールを作成し、条件の設定と条件グループの追加を行うには、[アノ
テーション ルールの追加]ダイアログ ボックスで次の手順を実行します。

1. アノテーション ルールの名前を指定します。

2. ターゲット オブジェクト タイプとしてStorage Virtual Machine（SVM）を選択しま
す。

3. アノテーションのリストからアノテーションを選択し、値を指定します。

4. [条件]セクションで、オペランドとして[オブジェクト名]を選択します。

5. 演算子として[次を含む]を選択します。

6. 値を「svm_data」と入力します。

7. [条件グループの追加]をクリックします。

8. オペランドとして[オブジェクト名]を選択します。

9. 演算子として[次を含む]を選択します。

10. 値を「vol」と入力します。

11. [条件の追加]をクリックします。

12. 手順8～10を繰り返して条件を追加します。手順8でオペランドとして[データ優先
度]を選択し、手順9で演算子として[次に当てはまる]を選択し、手順10で値として
[ミッションクリティカル]を選択します。

13. [追加]をクリックします。

関連概念

Unified Managerでのアノテーション ルールの仕組み（332ページ）

関連タスク

アノテーション ルールの編集（340ページ）
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アノテーション ルールの順序変更（340ページ）
アノテーション ルールの削除（342ページ）

関連資料

[アノテーション ルールの順序の変更]ダイアログ ボックス（349ページ）

アノテーション ルールの条件の設定
1つ以上の条件を設定して、Unified Managerがストレージ オブジェクトに対して適用するア
ノテーション ルールを作成できます。アノテーション ルールに一致するストレージ オブ
ジェクトに、ルールで指定した値がアノテートされます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション ルール]タブで、[追加]をクリックします。

3. [アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックスで、ルールの名前を入力します。

4. [ターゲット オブジェクト タイプ]リストからいずれかのオブジェクト タイプを選択し、
リストからアノテーションの名前と値を選択します。

5. ダイアログ ボックスの[条件]セクションで、リストからオペランドと演算子を選択して
条件の値を入力するか、[条件の追加]をクリックして新しい条件を作成します。

6. [保存して追加]をクリックします。

アノテーション ルールの条件の設定例
オブジェクト タイプがSVMで、名前に「svm_data」を含むオブジェクトに対する条件
を設定します。
この条件を設定するには、[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックスで次の
手順を実行します。

1. アノテーション ルールの名前を入力します。

2. ターゲット オブジェクト タイプとしてSVMを選択します。

3. アノテーションのリストからアノテーションと値を選択します。

4. [条件]フィールドで、オペランドとして[オブジェクト名]を選択します。

5. 演算子として[次を含む]を選択します。

6. 値を「svm_data」と入力します。

7. [追加]をクリックします。
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アノテーション ルールの編集
アノテーション ルールを編集して条件グループおよび条件グループに含まれる条件を変更
することで、ストレージ オブジェクトに対してアノテーションを追加または削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

関連するアノテーション ルールを編集すると、ストレージ オブジェクトへのアノテーショ
ンの関連付けが解除されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション ルール]タブで、編集するアノテーション ルールを選択し、[操作] > [編
集]をクリックします。

3. [アノテーション ルールの編集]ダイアログ ボックスで、ルールの名前、アノテーション
の名前と値、条件グループ、および条件を必要に応じて変更します。
アノテーション ルールのターゲット オブジェクト タイプは変更できません。

4. [保存]をクリックします。

関連概念

Unified Managerでのアノテーション ルールの仕組み（332ページ）

関連タスク

アノテーション ルールの作成（337ページ）
アノテーション ルールの削除（342ページ）

アノテーション ルールの順序変更
Unified Managerで、アノテーション ルールをストレージ オブジェクトに適用する順序を変
更することができます。アノテーション ルールは、ランクに基づいてストレージ オブジェ
クトに順番に適用されます。アノテーション ルールには、設定した時点では最も低いラン
クが割り当てられます。ただし、要件に応じてアノテーション ルールのランクを変更する
ことができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

単一の行または複数の行を選択し、ドラッグ アンド ドロップ操作を繰り返し行って、アノ
テーション ルールのランクを変更することができます。ただし、変更後の優先順序は変更
を保存するまで[アノテーション ルール]タブに表示されません。
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手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション ルール]タブで、[順序変更]をクリックします。

3. [アノテーション ルールの順序の変更]ダイアログ ボックスで、単一の行または複数の行
をドラッグ アンド ドロップしてアノテーション ルールの順序を変更します。

4. [保存]をクリックします。
変更後の順序は表示するには、変更内容を保存する必要があります。

アノテーションの削除
不要になったカスタム アノテーションとその値を削除できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• アノテーションの値が他のアノテーションやグループ ルールで使用されていないことを
確認する必要があります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション]タブで、削除するアノテーションを選択します。
選択したアノテーションの詳細が表示されます。

3. [操作] > [削除]をクリックして、選択したアノテーションとその値を削除します。

4. 警告のダイアログ ボックスで、[はい]をクリックして削除を実行します。

タスクの結果

選択したアノテーションとその値が削除されます。

関連タスク

アノテーションからの値の削除（341ページ）

関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）

アノテーションからの値の削除
カスタム アノテーションに関連付けられている値がそのアノテーションに当てはまらなく
なった場合は、値を削除することができます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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• アノテーションの値がアノテーション ルールやグループ ルールに関連付けられていな
いことを確認する必要があります。

タスク概要

事前定義されたアノテーションから値を削除することはできません。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション]タブのアノテーションのリストから、値を削除するアノテーションを選
択します。

3. [アノテーション]タブの[値]領域で、削除する値を選択し、[削除]をクリックします。

4. [警告]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックします。
値が削除され、選択したアノテーションの値のリストに表示されなくなります。

関連タスク

アノテーションの削除（341ページ）

関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）

アノテーション ルールの削除
不要になったアノテーション ルールは、Active IQ Unified Managerから削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

アノテーション ルールを削除すると、アノテーションの関連付けが解除されてストレージ
オブジェクトから削除されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[アノテーション]をクリックしま
す。

2. [アノテーション ルール]タブで、削除するアノテーション ルールを選択し、[削除]をク
リックします。

3. [警告]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックして削除を確定します。

関連概念

Unified Managerでのアノテーション ルールの仕組み（332ページ）

関連タスク

アノテーション ルールの作成（337ページ）
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アノテーション ルールの編集（340ページ）

アノテーションのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
[管理/アノテーション]ページで、すべてのアノテーションを表示および管理できます。[ア
ノテーション ルール]タブでストレージ オブジェクトのアノテーション ルールを設定する
こともできます。

[管理/アノテーション]ページ
[管理/アノテーション]ページでは、Unified Managerでストレージ オブジェクトをアノテート
するために使用するアノテーションを作成できるほか、既存のアノテーションを編集または
削除できます。アノテーション / 値ペアを使用してストレージ オブジェクトを手動でアノ
テートするか、またはアノテーション ルールを設定することができます。ストレージ オブ
ジェクトは、適用したアノテーションに基づいて動的にアノテートされます。
オペレータとしてログインした場合は、ページへの読み取りアクセスのみが許可されます。
ストレージ管理者またはUnified Manager管理者としてログインした場合は、各タブで追加、
編集、削除の各ボタンを使用できます。

• [アノテーション]タブ（343ページ）

• [アノテーション ルール]タブ（345ページ）

[アノテーション]タブ
[アノテーション]タブでは、Unified Managerでのアノテーションの表示、作成、編集、削除
を行うことができます。
[アノテーション]リスト

事前定義されたアノテーションおよびカスタム アノテーションの名前が表示され
ます。各アノテーションに関連付けられているアノテーション値の数も表示され
ます。アノテーション名をクリックすると、アノテーションの詳細が表示されま
す。

[サマリ]領域
選択したアノテーションについて次の詳細が表示されます。
説明

アノテーションの説明が表示されます。
作成者

アノテーションを作成したユーザの名前が表示されます。
作成日

アノテーションが作成された日付が表示されます。

アノテーション = 値ペア
選択したアノテーションに設定されているアノテーション / 値ペアおよび関連するスト
レージ オブジェクトのリストが表示されます。
値

アノテーション / 値ペアの名前が表示されます。
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該当するクラスタ
特定のアノテーション / 値ペアでアノテートされているクラスタの数が表示され
ます。数をクリックすると、クラスタ ページが開いて、特定の値に関連するクラ
スタのみを含むリストが表示されます。

該当する Storage Virtual Machine（SVM）
特定のアノテーション / 値ペアでアノテートされているStorage Virtual Machine

（SVM）の数が表示されます。数をクリックすると、Storage Virtual Machine（SVM）
ページが開いて、特定の値に関連するStorage Virtual Machine（SVM）のみを含む
リストが表示されます。

該当するボリューム
特定のアノテーション / 値ペアでアノテートされているボリュームの数が表示さ
れます。数をクリックすると、ボリューム ページが開いて、特定の値に関連する
ボリュームのみを含むリストが表示されます。

ルールによるオブジェクトの関連付け
選択したアノテーションのアノテーション ルールおよび関連するストレージ オブジェクト
のリストが表示されます。
順位

ストレージ オブジェクトに適用されるアノテーション ルールの順序が表示され
ます。

ルール
アノテーション ルールの名前が表示されます。

ターゲット オブジェクト タイプ
アノテーション ルールが適用されるストレージ オブジェクトのタイプが表示さ
れます。

関連付けられているアノテーション値
ストレージ オブジェクトに適用されるアノテーション / 値ペアが表示されます。

該当するオブジェクト
アノテーション ルールに基づいてアノテートされているストレージ オブジェク
トの数が表示されます。

手動でのオブジェクトの関連付け
手動で設定してストレージ オブジェクトに関連付けたアノテーションのリストが表示され
ます。
アノテーション = 値ペア

手動で設定したアノテーションの名前と値が表示されます。
該当するクラスタ

手動で設定した特定のアノテーション値でアノテートされているクラスタの数が
表示されます。数をクリックすると、クラスタ ページが開いて、特定の値に関連
するクラスタのみを含むリストが表示されます。

該当する Storage Virtual Machine（SVM）
手動で設定した特定のアノテーション値でアノテートされているStorage Virtual
Machine（SVM）の数が表示されます。数をクリックすると、Storage Virtual Machine

（SVM）ページが開いて、特定の値に関連するStorage Virtual Machine（SVM）のみ
を含むリストが表示されます。

344 |



該当するボリューム
手動で設定した特定のアノテーション値でアノテートされているボリュームの数
が表示されます。数をクリックすると、ボリューム ページが開いて、特定の値に
関連するボリュームのみを含むリストが表示されます。

コマンド ボタン
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。事前定義されたアノテーションに対
して、値を追加または削除することはできません。
アノテーションの追加

[アノテーションの追加]ダイアログ ボックスが開き、新しいカスタム アノテー
ションを作成して値を割り当てることができます。

操作
選択したアノテーションの説明を編集または削除できます。

編集
[アノテーションの編集]ダイアログ ボックスが開き、アノテーションの名前と説
明を変更できます。

削除
アノテーション値を削除できます。削除できる値は、どのアノテーション ルール
やグループ ルールにも関連付けられていないものに限られます。

[アノテーション ルール]タブ
[アノテーション ルール]タブには、ストレージ オブジェクトをアノテートするために作成し
たアノテーション ルールが表示されます。アノテーション ルールの追加、編集、削除、順
序変更などのタスクを実行できます。アノテーション ルールを満たしているストレージ オ
ブジェクトの数を表示することもできます。

コマンド ボタン
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
追加

[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックスが開き、ストレージ オブジェ
クトのアノテーション ルールを作成できます。

編集
[アノテーション ルールの編集]ダイアログ ボックスが開き、以前に設定したアノ
テーション ルールを再設定できます。

削除
選択したアノテーション ルールを削除します。

順序変更
[アノテーション ルールの順序の変更]ダイアログ ボックスが開き、アノテーショ
ン ルールの順序を変更できます。

リスト ビュー
リスト ビューには、Unified Managerサーバで作成したアノテーション ルールが表形式で表
示されます。列のフィルタを使用して、表示するデータをカスタマイズできます。[アノ
テーション ルール]タブのリスト ビューおよび[アノテーション]タブの[関連付けられてい
るルール]セクションにあるリスト ビューには、次の列が表示されます。

• 順位

ストレージ オブジェクトのアノテーションの管理 | 345



• 名前

• ターゲット オブジェクト タイプ

• 関連付けられているアノテーション値

• 該当するオブジェクト

[アノテーション ルール]タブには、ストレージ オブジェクトに適用されているアノテーショ
ンの名前を表示する[関連付けられているアノテーション]列が追加されます。

関連タスク

アノテーションの動的な追加（335ページ）
アノテーションの削除（341ページ）
アノテーションへの値の追加（336ページ）
アノテーションからの値の削除（341ページ）

関連資料

事前定義されたアノテーションの値の説明（334ページ）

[アノテーションの追加]ダイアログ ボックス
[アノテーションの追加]ダイアログ ボックスでは、アノテーション ルールを使用してクラス
タ、ボリューム、Storage Virtual Machine（SVM）に関連付けることのできるカスタムのアノ
テーションを作成できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
アノテーション名

アノテーションの名前を指定します。アノテーションの一意の名前を入力する必
要があります。

説明
アノテーションのわかりやすい説明を指定します。

アノテーションの値
追加

選択したアノテーションに新しい値を追加します。
削除

アノテーションの選択した値を削除します。

コマンド ボタン
保存して閉じる

新しいアノテーションを保存して、[アノテーションの追加]ダイアログ ボックス
を閉じます。

キャンセル
変更内容を保存せずに[アノテーションの追加]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

アノテーションの動的な追加（335ページ）
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関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）

[アノテーションの編集]ダイアログ ボックス
[アノテーションの編集]ダイアログ ボックスでは、既存のアノテーションの説明を変更でき
ます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
アノテーション名

アノテーションの名前が表示されます。このフィールドは編集できません。
説明

アノテーションの内容がわかる説明を指定します。アノテーションの現在の説明
を変更する場合は、このフィールドを編集できます。

コマンド ボタン
保存して閉じる

アノテーションの説明の変更内容を保存してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容を保存せずに[アノテーションの編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連資料

[管理/アノテーション]ページ（343ページ）

[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックス
[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックスを使用すると、Unified Managerでアノ
テーション ルールを作成して、ストレージ オブジェクトに動的にアノテーションを適用で
きます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
名前

アノテーション ルールの名前を指定します。
ターゲット オブジェクト タイプ

アノテーションを適用するストレージ オブジェクトのタイプ（Storage Virtual
Machine（SVM）、ボリューム、クラスタ）を指定します。

アノテーションの適用
アノテーションおよびすべての条件を満たしている場合にストレージ オブジェク
トにアノテーションを適用するために使用できる値を指定します。

条件
アノテーションを適用できるストレージ オブジェクトを特定する条件を指定しま
す。

コマンド ボタン
保存して追加

作成したアノテーション ルールを追加して、ダイアログ ボックスを閉じずに別の
アノテーション ルールを追加できるようにします。
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追加
アノテーション ルールを追加して[アノテーション ルールの追加]ダイアログ
ボックスを閉じます。

キャンセル
変更内容をキャンセルして[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックスを
閉じます。

条件の追加
アノテーション ルールを定義する条件を追加します。

条件グループの追加
アノテーション ルールの条件を定義する条件グループを追加します。

関連概念

Unified Managerでのアノテーション ルールの仕組み（332ページ）

関連資料

[アノテーション ルールの編集]ダイアログ ボックス（348ページ）

[アノテーション ルールの編集]ダイアログ ボックス
ストレージ オブジェクトに対するアノテーションを追加または削除するために作成したア
ノテーション ルールを編集できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
名前

アノテーション ルールの名前が表示されます。
ターゲット オブジェクト タイプ

アノテーションを適用するストレージ オブジェクトのタイプが表示されます。オ
ブジェクト タイプは変更できません。

アノテーションの適用
すべての条件を満たしたときにストレージ オブジェクトに適用できるアノテー
ションとその値が表示されます。

条件
アノテーション ルールの条件のリストが表示されます。ストレージ オブジェク
トに対するアノテーションを追加または削除する条件を編集することができま
す。

コマンド ボタン
保存

変更内容を保存して[アノテーション ルールの編集]ダイアログ ボックスを閉じま
す。

キャンセル
変更内容を保存せずに[アノテーション ルールの編集]ダイアログ ボックスを閉じ
ます。

関連概念

Unified Managerでのアノテーション ルールの仕組み（332ページ）
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関連資料

[アノテーション ルールの追加]ダイアログ ボックス（347ページ）

[アノテーション ルールの順序の変更]ダイアログ ボックス
[アノテーション ルールの順序の変更]ダイアログ ボックスでは、ストレージ オブジェクト
にアノテーション ルールを適用する順序を指定できます。

コマンド ボタン
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
保存

アノテーション ルールに加えた変更を保存して[アノテーション ルールの順序の
変更]ダイアログ ボックスを閉じます。

キャンセル
変更を保存せずに[アノテーション ルールの順序の変更]ダイアログ ボックスを閉
じます。

リスト ビュー
順位

アノテーション ルールがストレージ オブジェクトに適用される順序が表示され
ます。

名前
アノテーション ルールの名前が表示されます。

ターゲット オブジェクト タイプ
アノテーション ルールが適用されるストレージ オブジェクトのタイプが表示さ
れます。

関連付けられているアノテーション
ストレージ オブジェクトに適用されるアノテーションの名前が表示されます。

関連付けられているアノテーション値
ストレージ オブジェクトのアノテーション値が表示されます。

[クラスタへのアノテーションの適用]ダイアログ ボックス
[クラスタへのアノテーションの適用]ダイアログ ボックスでは、ストレージ オブジェクトを
手動でアノテートできます。単一のクラスタまたは複数のクラスタを選択し、既存のアノ
テーションのリストにある特定の値ペアでアノテートすることができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
アノテーション = 値ペア

選択したクラスタに必要なアノテーションを選択できます。
適用

選択したアノテーションをクラスタに適用します。
キャンセル

変更内容を保存せずに[クラスタへのアノテーションの適用]ダイアログ ボックス
を閉じます。
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[SVM へのアノテーションの適用]ダイアログ ボックス
[SVM へのアノテーションの適用]ダイアログ ボックスでは、ストレージ オブジェクトを手
動でアノテートできます。単一のSVMまたは複数のSVMを選択し、既存のアノテーション
のリストにある特定の値ペアでアノテートすることができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
アノテーション = 値ペア

選択したSVMに必要なアノテーションを選択できます。
適用

選択したアノテーションをSVMに適用します。
キャンセル

変更内容を保存せずに[SVM へのアノテーションの適用]ダイアログ ボックスを
閉じます。

[ボリュームへのアノテーションの適用]ダイアログ ボックス
[ボリュームへのアノテーションの適用]ダイアログ ボックスでは、ストレージ オブジェクト
を手動でアノテートできます。単一のボリュームまたは複数のボリュームを選択し、既存の
アノテーションのリストにある特定の値ペアでアノテートすることができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
アノテーション = 値ペア

選択したボリュームに必要なアノテーションを選択できます。
適用

選択したアノテーションをボリュームに適用します。
キャンセル

変更内容を保存せずに[ボリュームへのアノテーションの適用]ダイアログ ボック
スを閉じます。
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グループの管理と監視
Unified Managerでグループを作成してストレージ オブジェクトを管理できます。

グループの概要
Unified Managerでグループを作成してストレージ オブジェクトを管理できます。グループ
の概念とグループ ルールを使用してストレージ オブジェクトをグループに追加する方法を
理解しておくと、環境内のストレージ オブジェクトを管理するのに役立ちます。

グループとは
グループとは、種類の異なるストレージ オブジェクト（クラスタ、SVM、またはボリュー
ム）の動的な集まりです。Unified Managerでグループを作成することで、一連のストレージ
オブジェクトを簡単に管理できます。グループのメンバーは、その時点でUnified Managerが
監視しているストレージ オブジェクトに応じて動的に変わります。

• グループごとに一意の名前を付けます。

• グループごとに少なくとも1つのグループ ルールを設定する必要があります。

• 1つのグループを複数のグループ ルールに関連付けることができます。

• 1つのグループに複数の種類のストレージ オブジェクト（クラスタ、SVM、またはボ
リューム）を含めることができます。

• ストレージ オブジェクトは、グループ ルールが作成されたタイミング、またはUnified
Managerによる監視サイクルが完了したタイミングに応じて、動的にグループに追加され
ます。

• グループ内のすべてのストレージ オブジェクトに同じ処理（ボリュームのしきい値の設
定など）を同時に適用することができます。

関連資料

[グループの追加]ダイアログ ボックス（364ページ）
[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックス（366ページ）
[グループ操作の追加]ダイアログ ボックス（367ページ）

グループでのグループ ルールの仕組み
グループ ルールとは、ストレージ オブジェクト（ボリューム、クラスタ、またはSVM）を
特定のグループに追加する基準を定義したものです。グループのグループ ルールは、条件
グループまたは条件を使用して定義します。

• グループには必ずグループ ルールを関連付ける必要があります。

• グループ ルールにはオブジェクト タイプを関連付ける必要があります。関連付けるこ
とができるオブジェクト タイプは1つだけです。

• グループに対してストレージ オブジェクトが追加または削除されるのは、各監視サイク
ルの完了後、およびルールの作成、編集、削除時です。

• グループ ルールには1つ以上の条件グループを、各条件グループには1つ以上の条件を含
めることができます。
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• ストレージ オブジェクトは、作成されたグループ ルールに基づいて複数のグループに属
することができます。

条件
複数の条件グループを作成し、各条件グループに1つ以上の条件を含めることができます。
グループのグループ ルールに定義されたすべての条件グループを適用して、グループに含
めるストレージ オブジェクトを指定することができます。
条件グループに含まれる条件は論理ANDを使用して実行され、条件グループのすべての条件
を満たす必要があります。条件はグループ ルールを作成または変更すると作成され、条件
グループのすべての条件を満たすストレージ オブジェクトのみが適用、選択、およびグルー
プの対象となります。グループに含めるストレージ オブジェクトの範囲を限定するには、
条件グループで複数の条件を使用します。
次のオペランドと演算子を使用して必要な値を指定することで、ストレージ オブジェクト
の条件を作成できます。

ストレージ オブジェクトのタイプ 適用可能なオペランド

ボリューム • オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• 所有SVM名

• アノテーション

SVM
• オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• アノテーション

クラスタ • オブジェクト名

• アノテーション

ストレージ オブジェクトのオペランドとしてアノテーションを選択した場合は、「次に当て
はまる」演算子を使用できます。それ以外のオペランドには、演算子として「次に当てはま
る」または「次を含む」を選択できます。

• オペランド
Unified Managerでは、選択したオブジェクト タイプによってリストに表示されるオペラ
ンドが変わります。リストには、オブジェクト名、所有クラスタ名、所有SVM名、およ
びUnified Managerで定義したアノテーションが含まれます。

• 演算子
演算子のリストは、条件に対して選択したオペランドによって変わります。Unified
Managerでサポートされる演算子は、「次に当てはまる」と「次を含む」です。

「次に当てはまる」演算子を選択した場合は、選択したオペランドの値が指定した値と完
全に一致する場合に条件を満たします。

「次を含む」演算子を選択した場合は、次のいずれかに該当する場合に条件を満たしま
す。

◦ 選択したオペランドの値が指定した値と完全に一致する。

◦ 選択したオペランドの値に指定した値が含まれる。
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• 値
値のフィールドは、選択したオペランドによって変わります。

条件を使用したグループ ルールの例
ボリュームに対する条件グループで、次の2つの条件が定義されているとします。

• 名前に次の文字を含む「vol」

• SVM名が次に当てはまる「data_svm」

この条件グループでは、名前に「vol」を含み、「data_svm」という名前のSVMでホス
トされているすべてのボリュームが選択されます。

条件グループ
条件グループは論理ORを使用して実行され、ストレージ オブジェクトに適用されます。ス
トレージ オブジェクトがグループに追加されるためには、いずれかの条件グループを満た
す必要があります。いずれかの条件グループを満たすすべてのストレージ オブジェクトが
グループにまとめられます。条件グループを使用して、グループに含めるストレージ オブ
ジェクトの範囲を広げることができます。

条件グループを使用したグループ ルールの例
ボリュームに対する2つの条件グループで、各グループにそれぞれ次の2つの条件が定
義されているとします。

• 条件グループ1

◦ 名前に次の文字を含む「vol」

◦ SVM名が次に当てはまる「data_svm」

条件グループ1では、名前に「vol」を含み、「data_svm」という名前のSVMでホス
トされているすべてのボリュームが選択されます。

• 条件グループ2

◦ 名前に次の文字を含む「vol」

◦ アノテーション：データ優先度が次に当てはまる「重大」

条件グループ2では、名前に「vol」を含み、データ優先度アノテーションの値「重
大」でアノテートされているすべてのボリュームが選択されます。

これらの2つの条件グループを含むグループ ルールをストレージ オブジェクトに適用
した場合、選択したグループに次のストレージ オブジェクトが追加されます。

• 名前に「vol」を含み、「data_svm」という名前のSVMでホストされているすべての
ボリューム

• 名前に「vol」を含み、データ優先度アノテーションの値「重大」でアノテートさ
れているすべてのボリューム
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ストレージ オブジェクトでのグループ アクションの仕組み
グループ アクションは、グループ内のすべてのストレージ オブジェクトに対して実行され
る処理です。たとえば、ボリュームしきい値のグループ アクションを設定して、グループ
内のすべてのボリュームのしきい値を同時に変更できます。
グループごとに一意のグループ アクション タイプがサポートされます。ボリューム健全性
しきい値タイプのグループ アクションは1つのグループに1つしか設定できません。ただ
し、他のタイプであれば、同じグループに別のグループ アクションを設定できます。グルー
プ アクションがストレージ オブジェクトに適用される順序はアクションのランクで決まり
ます。ストレージ オブジェクトに適用されるグループ アクションの情報は、ストレージ オ
ブジェクトの詳細ページで確認できます。

一意なグループ アクションの例
ボリュームAがグループG1とG2に属しており、各グループに次のボリューム健全性し
きい値グループ アクションが設定されているとします。

• Change_capacity_threshold：ボリュームの容量を設定するランク1のグループ
アクション

• Change_snapshot_copies：ボリュームのSnapshotコピーを設定するランク2のグ
ループ アクション

この場合、Change_capacity_thresholdグループ アクションが
Change_snapshot_copiesグループ アクションよりも常に優先され、ボリュームAに
適用されます。Unified Managerによる監視サイクルが1回完了するたびに、ボリューム
Aの健全性しきい値関連イベントがChange_capacity_thresholdグループ アクショ
ンに基づいて再評価されます。G1またはG2のどちらのグループにも、ボリュームしき
い値タイプの別のグループ アクションを設定することはできません。

ストレージ オブジェクトのグループの管理
ストレージ オブジェクトのグループを作成することで、環境内のストレージ オブジェクト
を管理できます。対象となるストレージ オブジェクトは、グループに関連付けられている
グループ ルールを満たしている必要があります。

グループの追加
クラスタ、ボリューム、およびStorage Virtual Machine（SVM）を管理しやすいように、グ
ループを作成して1つにまとめることができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

グループ ルールを定義して、グループのメンバーを追加または削除したり、グループに対
するグループ アクションを変更したりできます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。
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2. [グループ]タブで、[追加]をクリックします。

3. [グループの追加]ダイアログ ボックスで、グループの名前と説明を入力します。
グループ名は一意である必要があります。

4. [追加]をクリックします。

関連タスク

グループ ルールの追加（356ページ）
グループ アクションの追加（359ページ）

グループの削除
不要になったグループは、Unified Managerから削除できます。

開始する前に

• 削除するグループのグループ ルールに関連付けられたストレージ オブジェクト（クラス
タ、SVM、またはボリューム）がないことを確認する必要があります。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ]タブで、削除するグループを選択し、[削除]をクリックします。

3. [警告]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックして削除を確定します。
グループを削除しても、グループに関連付けられているグループ操作は削除されません
が、 マッピングは解除されます。

グループの編集
Unified Managerで作成したグループの名前と説明を編集できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

グループを編集して名前を更新するときは、一意の名前を指定する必要があります。既存の
グループの名前は使用できません。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ]タブで、編集するグループを選択し、[編集]をクリックします。

3. [グループの編集]ダイアログ ボックスで、グループの名前、説明、またはその両方を変
更します。

4. [保存]をクリックします。
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グループ ルールの追加
グループのグループ ルールを作成して、ボリューム、クラスタ、Storage Virtual Machine

（SVM）などのストレージ オブジェクトを動的にグループに追加することができます。グ
ループ ルールを作成するには、1つ以上の条件を含む条件グループを少なくとも1つ設定す
る必要があります。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

監視中のストレージ オブジェクトは、グループ ルールを作成後すぐにグループに追加され
ます。新しいオブジェクトは、監視サイクルの完了後にグループに追加されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ ルール]タブで、[追加]をクリックします。

3. [グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスで、グループ ルールの名前を指定します。

4. [ターゲット オブジェクト タイプ]フィールドで、グループに追加するストレージ オブ
ジェクトのタイプを選択します。

5. [グループ]フィールドで、グループ ルールを作成する対象のグループを選択します。

6. [条件]セクションで、次の手順に従って条件、条件グループ、またはその両方を作成しま
す。

作成 操作

条件 a. オペランドのリストからオペランドを選択します。

b. 演算子として[次を含む]または[次に当てはまる]を選択します。

c. 値を入力するか、使用可能な値のリストから選択します。

条件グループ a. [条件グループの追加]をクリックします。

b. オペランドのリストからオペランドを選択します。

c. 演算子として[次を含む]または[次に当てはまる]を選択します。

d. 値を入力するか、使用可能な値のリストから選択します。

e. [条件の追加]をクリックして必要に応じて追加の条件を作成
し、それぞれの条件について手順a～dを繰り返します。

7. [追加]をクリックします。

グループ ルールの作成例
グループ ルールを作成し、条件の設定と条件グループの追加を行うには、[グループ
ルールの追加]ダイアログ ボックスで次の手順を実行します。

1. グループ ルールの名前を指定します。

2. オブジェクト タイプとしてStorage Virtual Machine（SVM）を選択します。
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3. グループのリストからグループを選択します。

4. [条件]セクションで、オペランドとして[オブジェクト名]を選択します。

5. 演算子として[次を含む]を選択します。

6. 値を「svm_data」と入力します。

7. [条件グループの追加]をクリックします。

8. オペランドとして[オブジェクト名]を選択します。

9. 演算子として[次を含む]を選択します。

10. 値を「vol」と入力します。

11. [条件の追加]をクリックします。

12. 手順8～10を繰り返して条件を追加します。手順8でオペランドとして[データ優先
度]を選択し、手順9で演算子として[次に当てはまる]を選択し、手順10で値として
[重大]を選択します。

13. [追加]をクリックしてグループ ルールの条件を作成します。

関連概念

グループでのグループ ルールの仕組み（351ページ）

関連タスク

グループ ルールの編集（357ページ）
グループ ルールの削除（358ページ）

グループ ルールの編集
グループ ルールを編集して条件グループおよび条件グループに含まれる条件を変更するこ
とで、特定のグループに対してストレージ オブジェクトを追加または削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ ルール]タブで、編集するグループ ルールを選択し、[編集]をクリックします。

3. [グループ ルールの編集]ダイアログ ボックスで、グループ ルールの名前、関連付けられ
ているグループの名前、条件グループ、および条件を必要に応じて変更します。
注：グループ ルールのターゲット オブジェクト タイプは変更できません。

4. [保存]をクリックします。

関連概念

グループでのグループ ルールの仕組み（351ページ）
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関連タスク

グループ ルールの追加（356ページ）
グループ ルールの削除（358ページ）

グループ ルールの削除
不要になったグループ ルールは、Active IQ Unified Managerから削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

グループ ルールを削除すると、関連付けられているストレージ オブジェクトがグループか
ら削除されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ ルール]タブで、削除するグループ ルールを選択し、[削除]をクリックします。

3. [警告]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックして削除を確定します。

関連概念

グループでのグループ ルールの仕組み（351ページ）

関連タスク

グループ ルールの追加（356ページ）
グループ ルールの編集（357ページ）

グループ ルールの条件の設定
ストレージ オブジェクトに適用されるグループ ルールを作成するための1つ以上の条件を
Unified Managerで設定できます。グループ ルールを満たすストレージ オブジェクトが1つ
のグループにまとめられます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [追加]をクリックします。

3. [グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスで、オペランドのリストからオペランドを
1つ選択します。

4. 条件の演算子を選択します。

5. 必要な値を入力するか、使用可能な値のリストから値を選択します。

6. [追加]をクリックします。
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グループ ルールの条件の設定例
オブジェクト タイプがSVMで、名前に「svm_data」を含むオブジェクトに対する条件
を設定します。
この条件を設定するには、[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスで次の手順を
実行します。

1. グループ ルールの名前を入力します。

2. オブジェクト タイプとしてSVMを選択します。

3. グループのリストからグループを選択します。

4. [条件]フィールドで、オペランドとして[オブジェクト名]を選択します。

5. 演算子として[次を含む]を選択します。

6. 値を「svm_data」と入力します。

7. [追加]をクリックします。

グループ アクションの追加
グループ内のストレージ オブジェクトに適用するグループ アクションを設定できます。グ
ループのアクションを設定すると、それらのアクションを各オブジェクトに個別に追加する
必要がないため時間を節約できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ操作]タブで、[追加]をクリックします。

3. [グループ操作の追加]ダイアログ ボックスで、アクションの名前と説明を入力します。

4. [グループ]メニューから、アクションを設定するグループを選択します。

5. [操作タイプ]メニューから、アクション タイプを選択します。
ダイアログ ボックスが展開され、選択したアクション タイプの必須パラメータを設定で
きます。

6. 必須パラメータに適切な値を入力して、グループ アクションを設定します。

7. [追加]をクリックします。

関連タスク

グループ アクションの編集（360ページ）
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グループ アクションの編集
グループ アクションの名前、説明、関連付けられているグループの名前、アクション タイ
プのパラメータなど、Unified Managerで設定したグループ アクションのパラメータを編集す
ることができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ操作]タブで、編集するグループ アクションを選択し、[編集]をクリックしま
す。

3. [グループ操作の編集]ダイアログ ボックスで、グループ アクションの名前、説明、関連
付けられているグループの名前、およびアクション タイプのパラメータを必要に応じて
変更します。

4. [保存]をクリックします。

関連タスク

グループ アクションの削除（361ページ）

グループに対するボリューム健全性しきい値の設定
ボリュームの容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、増加率、およびinodeについて、グルー
プレベルで健全性しきい値を設定することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

ボリューム健全性しきい値タイプのグループ アクションは、グループのボリュームにのみ
適用されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ操作]タブで、[追加]をクリックします。

3. グループ アクションの名前と説明を入力します。

4. [グループ]ドロップダウン ボックスから、グループ アクションを設定するグループを選
択します。

5. [操作タイプ]でボリューム健全性しきい値を選択します。

6. しきい値を設定するカテゴリを選択します。

7. 健全性しきい値の必要な値を入力します。

8. [追加]をクリックします。

360 |



グループ アクションの削除
不要になったグループ アクションは、Unified Managerから削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

ボリューム健全性しきい値のグループ アクションを削除すると、そのグループのストレー
ジ オブジェクトにグローバルしきい値が適用されます。ストレージ オブジェクトに対して
設定されたオブジェクトレベルの健全性しきい値には影響はありません。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ操作]タブで、削除するグループ アクションを選択し、[削除]をクリックしま
す。

3. [警告]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックして削除を確定します。

グループ アクションの順序変更
グループ アクションをグループ内のストレージ オブジェクトに適用する順序を変更するこ
とができます。グループ アクションは、ランクに基づいてストレージ オブジェクトに順番
に適用されます。グループ アクションには、設定した時点では最も低いランクが割り当て
られます。要件に応じてグループ アクションのランクを変更することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

単一の行または複数の行を選択し、ドラッグ アンド ドロップ操作を繰り返し行って、グルー
プ アクションのランクを変更することができます。ただし、変更後の優先順序は変更を保
存するまでグループ アクションのグリッドに反映されません。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [グループ]をクリックします。

2. [グループ操作]タブで、[順序変更]をクリックします。

3. [グループ操作の順序変更]ダイアログ ボックスで、行をドラッグ アンド ドロップしてグ
ループ アクションの順序を必要に応じて変更します。

4. [保存]をクリックします。

グループのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
[管理/グループ]ページを使用して、すべてのグループを表示および管理できます。また、[グ
ループ ルール]タブと[グループ操作]タブで、ストレージ オブジェクトに対するグループ
ルールやグループ アクションを設定できます。
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[管理/グループ]ページ
[管理/グループ]ページでは、Unified Manager内でグループを作成して、ストレージ オブジェ
クトを管理しやすくすることができます。グループとはストレージ オブジェクト（クラス
タ、ボリューム、SVM）の動的な集まりです。この集まりは、グループに対して作成するグ
ループ ルールで定義されます。
[管理/グループ]ページには複数のタブがあり、グループ、グループ ルール、グループ アク
ションの追加、削除、編集を行うことができます。オペレータとしてログインした場合は、
ページへの読み取りアクセスのみが許可されます。ストレージ管理者またはUnified
Manager管理者としてログインした場合は、各タブで追加、編集、削除の各ボタンを使用で
きます。

• [グループ]タブ（362ページ）

• [グループ ルール]タブ（363ページ）

• [グループ操作]タブ（363ページ）

[グループ]タブ
[グループ]タブには、作成したグループの名前と説明が表示されます。グループの追加、編
集、削除などのタスクを実行できます。このタブには、グループに関連付けられているグ
ループ ルールとグループ アクションの数、およびグループ内のクラスタ、SVM、ボリュー
ムの数も表示されます。

コマンド ボタン
追加

[グループの追加]ダイアログ ボックスが開き、グループを追加するとともにその
名前と説明を指定できます。
対象とするストレージ オブジェクトを選択するためのグループ ルールをあとで
グループに適用することもできます。

編集
[グループの編集]ダイアログ ボックスが開き、選択したグループの名前と説明を
編集できます。

削除
選択したグループを削除します。

リスト ビュー
リスト ビューには、Unified Managerで作成したグループが表形式で表示されます。列のフィ
ルタを使用して、表示するデータをカスタマイズできます。デフォルトでは、リストがグ
ループ名でソートされます。
名前

グループの名前が表示されます。
説明

グループの説明が表示されます。
関連付けられているルール

グループに追加されているルールの数が表示されます。
関連付けられている操作

グループに追加されているグループ アクションの数が表示されます。
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該当するクラスタ
グループに含まれているクラスタの数が表示されます。

該当する SVM

グループに含まれているSVMの数が表示されます。
該当するボリューム

グループに含まれているボリュームの数が表示されます。

[グループ ルール]タブ
[グループ ルール]タブには、グループの対象とするストレージ オブジェクトを選択するため
に作成したグループ ルールが表示されます。グループ ルールの追加、編集、削除などのタ
スクを実行できます。このタブには、グループ ルールの作成対象であるグループの名前と、
ルールが適用されるストレージ オブジェクトも表示されます。グループ ルールを満たして
いるストレージ オブジェクトの数も確認できます。

コマンド ボタン
追加

[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスが開き、ストレージ オブジェクトに
対するグループ ルールを作成できます。

編集
[グループ ルールの編集]ダイアログ ボックスが開き、以前に設定したグループ
ルールを再設定できます。

削除
選択したグループ ルールを削除します。

リスト ビュー
リスト ビューには、特定のストレージ オブジェクト（クラスタ、ボリューム、またはSVM）
に対して作成したグループ ルール、および定義したグループ ルールを満たしているスト
レージ オブジェクトの数が、表形式で表示されます。
名前

ルールの名前が表示されます。
関連付けられているグループ

グループ ルールが定義されているグループの名前が表示されます。
ターゲット オブジェクト タイプ

グループ ルールが適用されるストレージ オブジェクトのタイプが表示されます。
該当するオブジェクト

グループ ルールに基づいてグループに取り込まれるストレージ オブジェクトの
数が表示されます。

[グループ操作]タブ
[グループ操作]タブには、グループに対して定義したグループ アクションの名前とタイプが
表示されます。グループ アクションの追加、編集、削除、順序変更などのタスクを実行で
きます。このタブには、グループ アクションが適用されるグループの名前も表示されます。
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コマンド ボタン
追加

[グループ操作の追加]ダイアログ ボックスが開き、ストレージ オブジェクトのグ
ループに対するグループ アクションを作成できます。たとえば、グループ内のス
トレージ オブジェクトのしきい値レベルを設定できます。

編集
[グループ操作の編集]ダイアログ ボックスが開き、以前に設定したグループ アク
ションを再設定できます。

削除
選択したグループ アクションを削除します。

順序変更
[グループ操作の順序変更]ダイアログ ボックスが開き、グループ アクションの順
序を変更できます。

リスト ビュー
リスト ビューには、Unified Managerサーバでグループに対して作成したグループ アクショ
ンが表形式で表示されます。列のフィルタを使用して、表示するデータをカスタマイズでき
ます。
順位

グループ内のストレージ オブジェクトに適用されるグループ アクションの順序
が表示されます。

名前
グループ アクションの名前が表示されます。

関連付けられているグループ
グループ アクションが定義されているグループの名前が表示されます。

操作タイプ
グループ内のストレージ オブジェクトで実行できるグループ アクションのタイ
プが表示されます。
グループに対して同じアクション タイプのグループ アクションを複数作成する
ことはできません。たとえば、あるグループに対してボリュームしきい値を設定
するグループ アクションを作成した場合、 同じグループに対してボリュームしき
い値を変更する別のグループ アクションを作成することはできません。

説明
グループ アクションの説明が表示されます。

関連概念

グループでのグループ ルールの仕組み（351ページ）

[グループの追加]ダイアログ ボックス
[グループの追加]ダイアログ ボックスでは、グループ ルールに基づいてクラスタ、ボリュー
ム、およびSVMを含めるグループを作成できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
名前

グループの名前を指定します。グループの一意の名前を入力する必要がありま
す。
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説明
グループの内容がわかる説明を指定します。

コマンド ボタン
コマンド ボタンを使用して、新しいグループを追加するか作成をキャンセルできます。
追加

新しいグループを作成します。
キャンセル

変更内容を保存せずに[グループの追加]ダイアログ ボックスを閉じます。

[グループの編集]ダイアログ ボックス
[グループの編集]ダイアログ ボックスでは、グループの名前と説明を変更できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
グループ名

グループの名前が表示されます。グループ名を変更する際、既存のグループ名は
使用できません。

説明
グループの内容がわかる説明を指定します。グループの現在の説明を変更する場
合は、このフィールドを編集できます。

コマンド ボタン
コマンド ボタンを使用して、グループに対する変更内容を保存またはキャンセルできます。
保存

変更内容を保存してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容を保存せずに[グループの編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

[グループの詳細]ページ
[グループの詳細]ページでは、選択したグループの詳細を確認することができます。選択し
たグループに関連付けられているグループ ルールやグループ アクションなどの情報も確認
できます。

• コマンド ボタン（365ページ）

• [サマリ]領域（366ページ）

コマンド ボタン
グループの表示

[グループ]ページに移動できます。
操作

ロールに応じてグループを編集または削除できます。管理者またはストレージ管
理者のロールが必要です。

グループ ルールの管理
[グループ ルール]ページに移動して、このグループのルールを確認できます。

グループ操作の管理
[グループ操作]ページに移動して、このグループのアクションを確認できます。
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[サマリ]領域
グループに関する次の詳細を確認できます。
説明

グループの説明が表示されます。
作成者

グループを作成したユーザの名前が表示されます。
作成日

グループが作成された日付が表示されます。
関連付けられているルール

グループに対して作成されているすべてのグループ ルールが表形式で表示されま
す。それぞれのグループ ルールについて、ルールの名前、関連付けられているオ
ブジェクト タイプ、関連付けられているオブジェクト タイプのストレージ オブ
ジェクトの数などの詳細を確認できます。

関連付けられている操作
グループに対して設定されているすべてのグループ アクションが表形式で表示さ
れます。それぞれのグループ アクションについて、ランク、名前、アクション タ
イプ、説明などの詳細を確認できます。

[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックス
[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスでは、Unified Managerでストレージ オブジェ
クトを動的にグループ化する際に使用するグループ ルールを作成できます。このグループ
に対して、あとでグループ アクションを設定して適用することができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
名前

グループ ルールの名前を指定します。
ターゲット オブジェクト タイプ

グループに含めるストレージ オブジェクトのタイプを指定します。
グループ

グループ ルールを作成するグループの名前を指定します。
条件

グループに含めるストレージ オブジェクトを決定する条件を指定します。
条件グループ

グループに含めるストレージ オブジェクトを定義した1つ以上の条件を含む条件
グループを指定します。

コマンド ボタン
保存して追加

グループ ルールを追加します。ダイアログ ボックスは閉じず、引き続き別のグ
ループ ルールを追加できます。

追加
グループ ルールを追加して[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスを閉じ
ます。

キャンセル
変更内容をキャンセルして[グループ ルールの追加]ダイアログ ボックスを閉じま
す。
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条件の追加
グループ ルールを定義する条件を追加します。

条件グループの追加
グループ ルールの条件を定義する条件グループを追加します。

関連概念

グループでのグループ ルールの仕組み（351ページ）

[グループ ルールの編集]ダイアログ ボックス
作成したグループ ルールを編集して、グループに含まれるストレージ オブジェクトの数を
増やすことができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
ルール名

ルールの名前が表示されます。
ターゲット オブジェクト タイプ

選択したグループに追加されるストレージ オブジェクトが表示されます。オブ
ジェクト タイプは変更できません。

関連付けられているグループ
関連付けられているグループが表示されます。グループ ルールに対して別のグ
ループを選択することができます。

条件
選択したグループの条件のリストが表示されます。条件を編集することができま
す。選択したグループで、変更内容に応じてストレージ オブジェクトが削除また
は追加されます。

コマンド ボタン
保存

変更内容を保存してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容を保存せずに[グループ ルールの編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連概念

グループでのグループ ルールの仕組み（351ページ）

[グループ操作の追加]ダイアログ ボックス
[グループ操作の追加]ダイアログ ボックスを使用すると、選択したグループのストレージ オ
ブジェクトに適用できるグループ アクションを設定できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
名前

アクションの名前を指定します。
説明

アクションの説明を指定します。
グループ

アクションを設定するグループを指定します。
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操作タイプ
設定するアクションのタイプを指定します。選択したアクション タイプに基づい
て[グループ操作の追加]ダイアログ ボックスが展開され、必要な値を指定してグ
ループ アクションを設定できます。
Unified Managerで現在サポートされているのは、ボリュームしきい値のアクショ
ン タイプのみです。

コマンド ボタン
追加

新しいアクションを追加してダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容を保存せずに[グループ操作の追加]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

グループに対するボリューム健全性しきい値の設定（360ページ）

関連資料

グループ操作ボリュームしきい値セクション（368ページ）

グループ操作ボリュームしきい値セクション
グループ操作ボリュームしきい値セクションでは、ボリュームについてのグループレベルの
健全性しきい値を設定できます。これらのしきい値はグループ内のすべてのボリュームに
適用されます。グループレベルでボリュームの健全性しきい値が設定されている場合、グ
ローバルな健全性しきい値の値は適用されません。
グループ操作の設定では、次の項目についてボリューム健全性しきい値を設定できます。
• 容量
• 増加率
• qtreeクォータ
• Snapshotコピー
• inode

これらのうちボリューム健全性しきい値が設定されていないカテゴリについて、グローバル
なデフォルト値が使用されます。次の項目について健全性しきい値を設定できます。
• 容量
• 増加率
• qtreeクォータ
• Snapshotコピー
• inode

[容量]セクション
ボリュームの容量について、次の健全性しきい値条件を設定できます。
スペースがほぼフル

ボリュームがほぼフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：80%

管理サーバでイベントが生成されるように、このしきい値の値は「ボリューム
がフル」のしきい値の値よりも小さくする必要があります。

• 生成されるイベント：ボリュームがほぼフル
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• イベントの重大度：警告

スペースがフル
ボリュームがフルであるとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：ボリュームがフル

• イベントの重大度：エラー

オーバーコミット
ボリュームがオーバーコミットされているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：100%

• 生成されるイベント：ボリュームがオーバーコミット

• イベントの重大度：エラー

[増加]セクション
ボリュームの増加率について、次の健全性しきい値条件を設定できます。
増加率

ボリュームの増加率が正常であるとみなす割合を示します。このしきい値を超え
ると、「ボリュームの増加率 - 異常」イベントが生成されます。

• デフォルト値：1%

• 生成されるイベント：ボリュームの増加率 - 異常

• イベントの重大度：警告

増加率係数
ボリュームの増加率の標準偏差に適用される係数を示します。増加率が係数適用
後の標準偏差を超えると、「ボリュームの増加率 - 異常」イベントが生成されま
す。
アグリゲートが増加率の変化による影響を受けやすい場合は、増加率係数の値を
小さくします。増加率係数の範囲は1～5です。

• デフォルト値：2

[qtree クォータ]セクション
ボリュームのクォータについて、次の健全性しきい値条件を設定できます。
ほぼオーバーコミット

ボリュームのqtreeクォータがほぼオーバーコミットされているとみなす割合を示
します。

• デフォルト値：95%

• 生成されるイベント：ボリュームの qtree クォータがほぼオーバーコミット

• イベントの重大度：警告

オーバーコミット
ボリュームのqtreeクォータがオーバーコミットされているとみなす割合を示しま
す。

• デフォルト値：100%
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• 生成されるイベント：ボリュームの qtree クォータがオーバーコミット

• イベントの重大度：エラー

[Snapshot コピー]セクション
ボリューム内のSnapshotコピーについて、次の健全性しきい値条件を設定できます。
Snapshot リザーブがフル

Snapshotコピー用にリザーブされたスペースがフルであるとみなす割合を示しま
す。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：ボリュームの Snapshot リザーブがフル

• イベントの重大度：エラー

フルまでの日数
Snapshotコピー用にリザーブされたスペースがフルに達するまでの残り日数を示
します。

• デフォルト値：7

• 生成されるイベント：ボリュームの Snapshot リザーブのフルまでの日数

• イベントの重大度：エラー

数
ボリュームのSnapshotコピーが多すぎるとみなす数を示します。

• デフォルト値：250

• 生成されるイベント：Snapshot コピー数の上限を超過

• イベントの重大度：エラー

[inode]セクション
inodeについて、次の健全性しきい値条件を設定できます。
ほぼフル

ボリュームのinodeがほぼ使用されているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：80%

• 生成されるイベント：inode がほぼフル

• イベントの重大度：警告

フル
ボリュームのinodeがすべて使用されているとみなす割合を示します。

• デフォルト値：90%

• 生成されるイベント：inode がフル

• イベントの重大度：エラー
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[グループ操作の編集]ダイアログ ボックス
[グループ操作の編集]ダイアログ ボックスでは、グループに対して作成したグループ アク
ションを編集できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
操作名

グループ アクションの名前が表示されます。
説明

グループ アクションの説明が表示されます。
グループ

選択したグループの名前が表示されます。
操作タイプ

グループ アクションのタイプが表示されます。アクション タイプは変更できま
せん。ただし、グループ アクションの設定に使用したパラメータは変更できます。

コマンド ボタン
保存

グループ アクションに対する変更内容を保存します。
キャンセル

変更内容を保存せずに[グループ操作の編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

[グループ操作の順序変更]ダイアログ ボックス
[グループ操作の順序変更]ダイアログ ボックスでは、1つ以上のグループ アクションのラン
クを変更できます。グループ アクションのランクは、グリッドでのグループ アクションの
位置で決まります。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
順位

グループ内のストレージ オブジェクトに適用されるグループ アクションの順序
を指定します。

名前
グループ アクションの名前を指定します。

操作タイプ
グループ内のストレージ オブジェクトで実行できるアクションのタイプを指定し
ます。

関連付けられているグループ
グループ アクションが定義されているグループの名前を指定します。

関連タスク

グループ アクションの順序変更（361ページ）
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保護関係の管理と監視
Active IQ Unified Managerでは、保護関係の作成、管理対象クラスタでのSnapMirror関係と
SnapVault関係の監視とトラブルシューティング、および上書きされたデータや失われたデー
タのリストアを実行できます。
SnapMirror処理には、2つのレプリケーション タイプがあります。

• 非同期
プライマリ ボリュームからセカンダリ ボリュームへのレプリケーションがスケジュー
ルに従って実行されます。

• 同期
プライマリ ボリュームとセカンダリ ボリュームで同時にレプリケーションが実行され
ます。

保護ジョブは、10件までであれば、パフォーマンスに影響を及ぼすことなく同時に実行でき
ます。11～30件のジョブを同時に実行すると、パフォーマンスが低下することがあります。
30件を超えるジョブを同時に実行することは推奨されません。

リソース プールとは
リソース プールは、Unified Managerを使用してストレージ管理者が作成するアグリゲートの
グループであり、バックアップ管理用のパートナー アプリケーションにプロビジョニング
を提供します。
リソースは、パフォーマンス、コスト、物理的な場所、可用性などの属性に基づいてプール
にまとめることができます。関連するリソースをプールにグループ化すると、監視とプロビ
ジョニングでそのプールを1つのユニットとして扱うことができます。これにより、リソー
スの管理が簡易化され、柔軟かつ効率的にストレージを使用できるようになります。
Unified Managerでのセカンダリ ストレージのプロビジョニングの際は、リソース プールか
ら保護に最適なアグリゲートが次の基準で選択されます。

• データ アグリゲート（ルート アグリゲートでない）でオンラインのアグリゲート。

• ONTAPのバージョンがソース クラスタのメジャー バージョンと同じかそれ以降のバー
ジョンであるデスティネーション クラスタ ノードにあるアグリゲート。

• リソース プールに含まれるすべてのアグリゲートのうちで使用可能なスペースが最も大
きいアグリゲート。

• デスティネーション ボリュームのプロビジョニング後のスペースが、定義されているほ
ぼフルとほぼオーバーコミットのしきい値（グローバルかローカルのいずれか該当する
方のしきい値）を超えないアグリゲート。

• デスティネーション ノードのFlexVolの数がプラットフォームの制限に収まるアグリ
ゲート。

SnapMirror保護の種類
導入するデータ ストレージのトポロジに応じて、複数の種類のSnapMirror保護関係をUnified
Managerで設定できます。すべての種類のSnapMirror保護では、フェイルオーバーによる
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ディザスタ リカバリ保護が提供されますが、パフォーマンス、バージョン依存性の解消、
および複数のバックアップ コピーによる保護については、提供される機能が異なります。

従来型のSnapMirror非同期保護関係
従来型のSnapMirror非同期保護では、ソース ボリュームとデスティネーション ボリューム間
のブロック レプリケーションによるミラー保護が提供されます。
従来型のSnapMirror関係では、ブロック レプリケーションに基づいてミラー処理が行われる
ため、他のSnapMirror関係よりも高速なミラー処理が可能です。ただし、従来型のSnapMirror
保護では、デスティネーション ボリュームで実行されているONTAPソフトウェアのマイ
ナー バージョンがソース ボリュームと同じかそれよりも新しい必要があります（バージョ
ン8.xから8.x、9.xから9.xなど）。

バージョンに依存しないレプリケーションを使用したSnapMirror非同期保護
バージョンに依存しないレプリケーションを使用したSnapMirror非同期保護では、ソース ボ
リュームとデスティネーション ボリューム間に論理レプリケーションによるミラー保護が
提供されます。ボリュームでONTAP 8.3以降の異なるバージョンのソフトウェアを実行し
ている場合でも同様です（バージョン8.3から8.3、8.3から9.1、9.0から8.3など）。
バージョンに依存しないレプリケーションを使用したSnapMirror関係では、ミラー処理が従
来型のSnapMirror関係ほど高速ではありません。
実行速度が遅いため、バージョンに依存しないレプリケーションを使用したSnapMirror保護
の実装は次の状況には適していません。

• 1,000万を超える保護対象のファイルがソース オブジェクトに含まれている。

• 保護対象データの目標復旧時点が2時間以下である （つまり、ソースのデータからの遅れ
が2時間未満のリカバリ可能なミラー データが常にデスティネーションに含まれている
必要がある）。

これらのいずれかの状況では、デフォルトのSnapMirror保護をより高速なブロック レプリ
ケーション ベースで実行する必要があります。

バージョンに依存しないレプリケーションとバックアップ オプションを使用した
SnapMirror非同期保護
バージョンに依存しないレプリケーションとバックアップ オプションを使用した
SnapMirror非同期保護では、ソース ボリュームとデスティネーション ボリューム間のミラー
保護およびミラー データの複数のコピーをデスティネーションに格納する機能が提供され
ます。
ストレージ管理者は、ソースからデスティネーションにミラーリングされるSnapshotコピー
を指定できます。また、それらのコピーをデスティネーションに（ソースのコピーが削除さ
れた場合でも）保持する期間を指定することもできます。
バージョンに依存しないレプリケーションとバックアップ オプションを使用した
SnapMirror関係では、ミラー処理が従来型のSnapMirror関係ほど高速ではありません。

SnapMirrorユニファイド レプリケーション（ミラー バックアップ）
SnapMirrorユニファイド レプリケーションを使用すると、同じデスティネーション ボリュー
ムでディザスタ リカバリとアーカイブを設定できます。SnapMirrorと同様に、一元化された
データ保護機能の初回起動時に、ベースライン転送が実行されます。デフォルトの一元化さ
れたデータ保護ポリシーである「MirrorAndVault」に基づくベースライン転送では、ソース
ボリュームのSnapshotコピーが作成され、そのコピーおよびコピーが参照するデータ ブロッ
クがデスティネーション ボリュームに転送されます。SnapVaultと同様に、一元化された
データ保護にはベースラインの古いSnapshotコピーが含まれません。
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厳密な同期を使用したSnapMirror同期保護
「厳密な」同期を使用したSnapMirror同期保護では、プライマリ ボリュームとセカンダリ ボ
リュームが常に相互の完全なコピーになります。セカンダリ ボリュームへのデータの書き
込みでレプリケーション エラーが発生すると、プライマリ ボリュームに対するクライアン
トI/Oが中断されます。

通常の同期を使用したSnapMirror同期保護
「通常の」同期を使用したSnapMirror同期保護では、プライマリ ボリュームとセカンダリ ボ
リュームが常に相互の完全なコピーである必要はないため、プライマリ ボリュームの可用
性が確保されます。セカンダリ ボリュームへのデータの書き込みでレプリケーション エ
ラーが発生すると、プライマリ ボリュームとセカンダリ ボリュームが同期されていない状
態のまま、プライマリ ボリュームに対するクライアントI/Oが継続されます。
注：[健全性 / すべてのボリューム]ビューまたは[健全性 / ボリュームの詳細]ページで同期
保護関係を監視しているときは、[リストア]ボタンと[関係]の処理のボタンは使用できま
せん。

ボリュームの保護関係の表示
[関係 / すべての関係]ビューおよび[保護/ボリューム関係]ページでは、既存のボリュームの
SnapMirror関係とSnapVault関係のステータスを表示できます。転送と遅延のステータス、
ソースとデスティネーションの詳細、スケジュールとポリシーの情報など、保護関係の詳細
も確認できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

このページから、関係に関するコマンドを開始することもできます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [すべての関係]を選択します。
[関係 / すべての関係]ビューが表示されます。

3. 次のいずれかの方法を選択してボリュームの保護の詳細を表示します。

• すべてのボリューム関係に関する現在の情報を表示するには、デフォルトの[すべての
関係]ページを参照します。

• ボリューム転送に関する一定期間のトレンドの詳細な情報を表示するには、[表示]メ
ニューで[関係 / 過去 1カ月の転送ステータス]ビューを選択します。

• ボリューム転送に関する日単位の詳細な情報を表示するには、[表示]メニューで[関
係 / 過去 1カ月の転送速度]ビューを選択します。

注：ボリューム転送のビューには、非同期関係にあるボリュームの情報のみが表示さ
れます。同期関係にあるボリュームは表示されません。
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関連タスク

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）
ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[関係 / すべての関係]ビュー（442ページ）
[関係 / 過去 1カ月の転送ステータス]ビュー（446ページ）
[関係 / 過去 1カ月の転送速度]ビュー（447ページ）

[健全性 / すべてのボリューム]ビューでのSnapVault保護関係の
作成

[健全性 / すべてのボリューム]ビューを使用すると、同じStorage Virtual Machine（SVM）上
にある1個以上のボリュームのSnapVault関係を作成して、データを保護するためのデータ
バックアップを有効にすることができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[保護]メニューは、以下に該当する場合は表示されません。

• この処理がRBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、保護するボリュームを選択し、[保護]をクリッ
クします。
または、同じStorage Virtual Machine（SVM）で複数の保護関係を作成するには、[健全
性 / すべてのボリューム]ビューで1個以上のボリュームを選択し、ツールバーの[保護]を
クリックします。

3. メニューから[SnapVault]を選択します。
[保護設定]ダイアログ ボックスが起動します。

4. [SnapVault]をクリックして[SnapVault]タブを表示し、セカンダリ ボリュームの情報を設
定します。

5. [詳細]をクリックして重複排除、圧縮、自動拡張、およびスペース ギャランティを必要
に応じて設定し、[適用]をクリックします。

6. [SnapVault]タブの[デスティネーション情報]領域と[関係設定]領域の設定を完了します。

7. [適用]をクリックします。
[健全性 / すべてのボリューム]ビューに戻ります。
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8. [健全性 / すべてのボリューム]ビューの上部にある保護設定ジョブのリンクをクリック
します。
保護関係を1つだけ作成する場合は、[保護/ジョブの詳細]ページが表示されます。しか
し、複数の保護関係を作成する場合は、保護操作に関連付けられているすべてのジョブ
のフィルタされたリストが表示されます。

9. 次のいずれかを実行します。

• ジョブが1つだけの場合は、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられてい
るタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

• ジョブが複数ある場合は、次の手順を実行します。

a. ジョブのリスト内のジョブをクリックします。

b. [更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられているタスクのリストと詳
細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

c. [戻る]ボタンを使用してフィルタされたリストに戻り、別のジョブを表示します。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）
[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックス（423ページ）

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでのSnapVault保護関係の作
成

ボリュームでデータ バックアップを有効にしてデータを保護するために、[健全性 / ボ
リュームの詳細]ページを使用してSnapVault関係を作成することができます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• このタスクを実行するには、Workflow Automationをセットアップしておく必要がありま
す。

タスク概要

[保護]メニューは、以下に該当する場合は表示されません。

• この処理がRBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、トポロジ ビューに表示された保護す
るボリュームを右クリックします。

2. メニューから[保護] > [SnapVault]を選択します。
[保護設定]ダイアログ ボックスが起動します。
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3. [SnapVault]をクリックして[SnapVault]タブを表示し、セカンダリ リソースの情報を設定
します。

4. [詳細]をクリックして重複排除、圧縮、自動拡張、およびスペース ギャランティを必要
に応じて設定し、[適用]をクリックします。

5. [保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域と[関係設定]領域の設定
を完了します。

6. [適用]をクリックします。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻ります。

7. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部にある保護設定ジョブのリンクをクリックし
ます。
[保護/ジョブの詳細]ページが表示されます。

8. [更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられているタスクのリストと詳細を更
新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。
ジョブのタスクが完了すると、新しい関係が[健全性 / ボリュームの詳細]ページのトポロ
ジ ビューに表示されます。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）
[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックス（423ページ）

[健全性 / すべてのボリューム]ビューでのSnapMirror保護関係
の作成

[健全性 / すべてのボリューム]ビューを使用すると、同じSVM上にある複数のボリュームを
選択して、複数のSnapMirror保護関係を一度に作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

[保護]メニューは、以下に該当する場合は表示されません。

• この処理がRBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

手順

1. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、保護するボリュームを選択します。
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または、同じSVMで複数の保護関係を作成するには、[健全性 / すべてのボリューム]
ビューで1個以上のボリュームを選択し、ツールバーの[保護] > [SnapMirror]をクリック
します。
[保護設定]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [SnapMirror]をクリックして[SnapMirror]タブを表示し、デスティネーションの情報を設
定します。

3. [詳細]をクリックしてスペース ギャランティを必要に応じて設定し、[適用]をクリックし
ます。

4. [SnapMirror]タブの[デスティネーション情報]領域と[関係設定]領域の設定を完了しま
す。

5. [適用]をクリックします。
[健全性 / すべてのボリューム]ビューに戻ります。

6. [健全性 / すべてのボリューム]ビューの上部にある保護設定ジョブのリンクをクリック
します。
保護関係を1つだけ作成する場合は、[保護/ジョブの詳細]ページが表示されます。しか
し、複数の保護関係を作成する場合は、保護操作に関連付けられているすべてのジョブ
のリストが表示されます。

7. 次のいずれかを実行します。

• ジョブが1つだけの場合は、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられてい
るタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

• ジョブが複数ある場合は、次の手順を実行します。

a. ジョブのリスト内のジョブをクリックします。

b. [更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられているタスクのリストと詳
細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

c. [戻る]ボタンを使用してフィルタされたリストに戻り、別のジョブを表示します。

タスクの結果

設定で指定したデスティネーションSVMと詳細設定で有効にしたオプションに応じて、次の
いずれかのSnapMirror関係が作成されます。

• ソース ボリュームと同じかそれよりも新しいバージョンのONTAPで実行されているデ
スティネーションSVMを指定した場合、デフォルトではブロック レプリケーション ベー
スのSnapMirror関係が作成されます。

• ソース ボリュームと同じかそれよりも新しいバージョン（8.3以降）のONTAPで実行され
ているデスティネーションSVMを指定し、詳細設定でバージョンに依存しないレプリ
ケーションを有効にした場合、バージョンに依存しないレプリケーションに対応した
SnapMirror関係が作成されます。バージョンに依存しないレプリケーション

• ONTAP 8.3の以前のバージョン、またはソース ボリュームよりも新しいバージョンで実
行されているデスティネーションSVMを指定した場合、以前のバージョンでバージョン
に依存しないレプリケーションがサポートされていれば、バージョンに依存しないレプ
リケーションに対応したSnapMirror関係が自動で作成されます。バージョンに依存しな
いレプリケーション

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）
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関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）
[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックス（424ページ）

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでのSnapMirror保護関係の
作成

データ レプリケーションを有効にしてデータを保護するために、[健全性 / ボリュームの詳
細]ページを使用してSnapMirror関係を作成することができます。SnapMirrorレプリケーショ
ンを使用すると、ソースでデータ損失が発生した場合にデスティネーション ボリュームか
らデータをリストアできます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

[保護]メニューは、以下に該当する場合は表示されません。

• この処理がRBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームがFlexGroupボリュームの場合

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

保護ジョブは、10件までであれば、パフォーマンスに影響を及ぼすことなく同時に実行でき
ます。11～30件のジョブを同時に実行すると、パフォーマンスが低下することがあります。
30件を超えるジョブを同時に実行することは推奨されません。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、トポロジ ビューに表示された保護す
るボリュームの名前を右クリックします。

2. メニューから[保護] > [SnapMirror]を選択します。
[保護設定]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [SnapMirror]をクリックして[SnapMirror]タブを表示し、デスティネーションの情報を設
定します。

4. [詳細]をクリックしてスペース ギャランティを必要に応じて設定し、[適用]をクリックし
ます。

5. [保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域と[関係設定]領域の設定
を完了します。

6. [適用]をクリックします。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻ります。

7. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部にある保護設定ジョブのリンクをクリックし
ます。
ジョブのタスクと詳細が[保護/ジョブの詳細]ページに表示されます。
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8. [保護/ジョブの詳細]ページで、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられてい
るタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

9. ジョブのタスクが完了したら、ブラウザの[戻る]をクリックして[健全性 / ボリュームの詳
細]ページに戻ります。
新しい関係が[健全性 / ボリュームの詳細]ページのトポロジ ビューに表示されます。

タスクの結果

設定で指定したデスティネーションSVMと詳細設定で有効にしたオプションに応じて、次の
いずれかのSnapMirror関係が作成されます。

• ソース ボリュームと同じかそれよりも新しいバージョンのONTAPで実行されているデ
スティネーションSVMを指定した場合、デフォルトではブロック レプリケーション ベー
スのSnapMirror関係が作成されます。

• ソース ボリュームと同じかそれよりも新しいバージョン（バージョン8.3以上）のONTAP
で実行されているデスティネーションSVMを指定し、詳細設定でバージョンに依存しな
いレプリケーションを有効にした場合、バージョンに依存しないレプリケーションに対
応したSnapMirror関係が作成されます。

• ONTAP 8.3の以前のバージョン、またはソース ボリュームよりも新しいバージョンで実
行されているデスティネーションSVMを指定した場合、以前のバージョンでバージョン
に依存しないレプリケーションがサポートされていれば、バージョンに依存しないレプ
リケーションに対応したSnapMirror関係が自動で作成されます。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）
[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックス（424ページ）

バージョンに依存しないレプリケーションを使用した
SnapMirror関係の作成

バージョンに依存しないレプリケーションを使用してSnapMirror関係を作成できます。バー
ジョンに依存しないレプリケーションを使用すると、ソース ボリュームとデスティネー
ション ボリュームが別のバージョンのONTAPで実行されている場合でも、SnapMirror保護を
実装できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

• ソースとデスティネーションのSVMでそれぞれ、SnapMirrorライセンスが有効になって
いる必要があります。

• ソースとデスティネーションのSVMがそれぞれ、バージョンに依存しないレプリケー
ションをサポートするバージョンのONTAPソフトウェアで実行されている必要がありま
す。
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タスク概要

バージョンに依存しないレプリケーションを使用するSnapMirrorでは、すべてのストレージ
が1つのバージョンのONTAPで実行されていない異機種混在ストレージ環境でもSnapMirror
保護を実装できます。ただし、バージョンに依存しないレプリケーションを使用する
SnapMirrorで実行されるミラー処理は、従来型のブロック レプリケーションによる
SnapMirrorで実行されるミラー処理ほど高速ではありません。

手順

1. 保護するボリュームの[保護設定]ダイアログ ボックスを表示します。

• [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブを表示している場合は、保護するボ
リュームの名前を含むトポロジ ビュー内を右クリックして、メニューから[保護] >
[SnapMirror]を選択します。

• [健全性 / すべてのボリューム]ビューを表示している場合は、保護するボリュームを
探して右クリックし、メニューから[保護] > [SnapMirror]を選択します。

[保護設定]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [SnapMirror]をクリックして[SnapMirror]タブを表示します。

3. [保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域と[関係設定]領域の設定
を完了します。
保護するソース ボリュームよりも前のバージョンのONTAPで実行されるデスティネー
ションSVMを指定する場合、および以前のバージョンでバージョンに依存しないレプリ
ケーションがサポートされる場合は、バージョンに依存しないレプリケーションを使用
するSnapMirrorがこのタスクによって自動的に設定されます。

4. ソース ボリュームと同じバージョンのONTAPで実行されるデスティネーションSVMを
指定し、さらにバージョンに依存しないレプリケーションを使用するSnapMirrorを設定す
る場合は、[詳細]をクリックしてバージョンに依存しないレプリケーションを有効にして
から、[適用]をクリックします。

5. [適用]をクリックします。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻ります。

6. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部にある保護設定ジョブのリンクをクリックし
ます。
ジョブのタスクと詳細が[保護/ジョブの詳細]ページに表示されます。

7. [保護/ジョブの詳細]ページで、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられてい
るタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

8. ジョブのタスクが完了したら、ブラウザの[戻る]をクリックして[健全性 / ボリュームの詳
細]ページに戻ります。
新しい関係が[健全性 / ボリュームの詳細]ページのトポロジ ビューに表示されます。

関連タスク

Workflow AutomationとUnified Managerの間の接続の設定（448ページ）
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バージョンに依存しないレプリケーションとバックアップ オプ
ションを使用したSnapMirror関係の作成

バージョンに依存しないレプリケーションおよびバックアップ オプション機能を使用して
SnapMirror関係を作成できます。バックアップ オプション機能を使用すると、SnapMirror保
護を実装できます。また、デスティネーションの場所でバックアップ コピーの複数のバー
ジョンを保持することもできます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

• ソースとデスティネーションのSVMでそれぞれ、SnapMirrorライセンスが有効になって
いる必要があります。

• ソースとデスティネーションのSVMでそれぞれ、SnapVaultライセンスが有効になってい
る必要があります。

• ソースとデスティネーションのSVMがそれぞれ、バージョンに依存しないレプリケー
ションをサポートするバージョンのONTAPソフトウェア（8.3以降）で実行されている必
要があります。

タスク概要

バックアップ オプション機能を使用してSnapMirrorを設定すると、SnapMirrorディザスタ リ
カバリ機能（ボリュームのフェイルオーバーなど）によってデータを保護できます。同時
に、SnapVault機能（複数のバックアップ コピーによる保護など）を提供することもできま
す。

手順

1. 保護するボリュームの[保護設定]ダイアログ ボックスを表示します。

• [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブを表示している場合は、保護するボ
リュームの名前を含むトポロジ ビュー内を右クリックして、メニューから[保護] >
[SnapMirror]を選択します。

• [健全性 / すべてのボリューム]ビューを表示している場合は、保護するボリュームを
探して右クリックし、メニューから[保護] > [SnapMirror]を選択します。

[保護設定]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [SnapMirror]をクリックして[SnapMirror]タブを表示します。

3. [保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域と[関係設定]領域の設定
を完了します。

4. [詳細]をクリックして[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックスを表示しま
す。

5. [バージョンに依存しないレプリケーション]チェック ボックスがまだオンになっていな
い場合は、ここでオンにします。

6. [バックアップ オプションあり]チェック ボックスをオンにしてバックアップ オプショ
ン機能を有効にし、[適用]をクリックします。
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7. [適用]をクリックします。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻ります。

8. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部にある保護設定ジョブのリンクをクリックし
ます。
ジョブのタスクと詳細が[保護/ジョブの詳細]ページに表示されます。

9. [保護/ジョブの詳細]ページで、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられてい
るタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

10. ジョブのタスクが完了したら、ブラウザの[戻る]をクリックして[健全性 / ボリュームの詳
細]ページに戻ります。
新しい関係が[健全性 / ボリュームの詳細]ページのトポロジ ビューに表示されます。

デスティネーションの効率化の設定
[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックスを使用して、保護デスティネーション
に対する効率化設定（重複排除、圧縮、自動拡張、スペース ギャランティなど）を行うこ
とができます。デスティネーションまたはセカンダリ ボリュームでスペースの利用率を最
大限に高める場合にこれらの設定を使用します。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

デフォルトでは、効率化設定はソース ボリュームの設定に対応します。ただし、SnapVault
関係の圧縮設定は例外で、この設定はデフォルトで無効になっています。

手順

1. 設定する関係のタイプに応じて、[保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapMirror]タブま
たは[SnapVault]タブをクリックします。

2. [デスティネーション情報]領域で、[詳細]をクリックします。
[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックスが開きます。

3. 必要に応じて、重複排除、圧縮、自動拡張、およびスペース ギャランティの効率化設定
を有効または無効にします。

4. [適用]をクリックして選択項目を保存し、[保護設定]ダイアログ ボックスに戻ります。

SnapMirrorスケジュールとSnapVaultスケジュールの作成
SnapMirrorおよびSnapVaultの基本または詳細スケジュールを作成して、ソース ボリュームま
たはプライマリ ボリュームで自動データ保護転送を有効にすることができます。ボリュー
ムでのデータ変更の頻度に応じて、転送の実行頻度を調整することができます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• [保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域の設定が完了している
必要があります。
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• このタスクを実行するには、Workflow Automationをセットアップしておく必要がありま
す。

手順

1. [保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapMirror]タブまたは[SnapVault]タブで、[関係設定]
領域にある[スケジュールの作成]リンクをクリックします。
[スケジュールの作成]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [スケジュール名]フィールドに、スケジュールに付ける名前を入力します。

3. 次のいずれかを選択します。

• 基本
間隔で指定する基本的なスケジュールを作成する場合に選択します。

• 詳細
cron形式のスケジュールを作成する場合に選択します。

4. [作成]をクリックします。
新しいスケジュールが[SnapMirror スケジュール]または[SnapVault スケジュール]のド
ロップダウン リストに表示されます。

関連資料

[スケジュールの作成]ダイアログ ボックス（432ページ）

カスケードまたはファンアウト関係の作成による既存の保護関
係からの保護の拡張

既存の関係のソース ボリュームからのファンアウトまたはデスティネーション ボリューム
からのカスケードを作成することで、既存の関係から保護を拡張できます。この処理は、1
つのサイトから多数のサイトにデータをコピーする必要がある場合や、バックアップをさら
に作成して追加の保護を提供する必要がある場合に実行します。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [保護] > [ボリューム関係]をクリックします。

2. [保護/ボリューム関係]ページから、保護の拡張元のSnapMirror関係を選択します。

3. アクション バーの[保護の拡張]をクリックします。

4. ソースからのファンアウト関係とデスティネーションからのカスケード関係のどちらを
作成するかに応じて、メニューの[ソースから]または[デスティネーションから]を選択し
ます。

5. 作成する保護関係のタイプに応じて、[SnapMirror を使用]または[SnapVault を使用]を選
択します。
[保護設定]ダイアログ ボックスが表示されます。
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6. [保護設定]ダイアログ ボックスに示されているとおりに情報を入力します。

関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）

[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の編集
既存の保護関係を編集して、最大転送速度、保護ポリシー、保護スケジュールを変更するこ
とができます。関係の編集は、転送に使用する帯域幅を制限したり、データが頻繁に変わる
ためにスケジュールされた転送の実行頻度を増やす場合などに行います。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

保護関係のデスティネーションであるボリュームを選択する必要があります。ソース ボ
リューム、負荷共有ボリューム、またはSnapMirror関係やSnapVault関係のデスティネーショ
ンでないボリュームが選択されている場合、関係を編集することはできません。

手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、関係の設定を編集する同じSVM内のボリュームをボ
リューム リストから1つ以上選択し、ツールバーの[編集]を選択します。
[関係の編集]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [関係の編集]ダイアログ ボックスで、最大転送速度、保護ポリシー、または保護スケ
ジュールを必要に応じて編集します。

3. [適用]をクリックします。
選択した関係に変更内容が適用されます。

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の編集
既存の保護関係を編集して、現在の最大転送速度、保護ポリシー、保護スケジュールを変更
することができます。関係の編集は、転送に使用する帯域幅を制限したり、データが頻繁に
変わるためにスケジュールされた転送の実行頻度を増やす場合などに行います。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのインストールとセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

保護関係のデスティネーションであるボリュームを選択する必要があります。ソース ボ
リューム、負荷共有ボリューム、またはSnapMirror関係やSnapVault関係のデスティネーショ
ンでないボリュームが選択されている場合、関係を編集することはできません。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、トポロジから編集する保護関係を探
して右クリックします。
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2. メニューから[編集]を選択します。
現在詳細を表示している関係を編集する場合は、[操作]メニューから[関係] > [編集]を選
択します。
[関係の編集]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [関係の編集]ダイアログ ボックスで、最大転送速度、保護ポリシー、または保護スケ
ジュールを必要に応じて編集します。

4. [適用]をクリックします。
選択した関係に変更内容が適用されます。

転送効率を最大化するためのSnapMirrorポリシーの作成
SnapMirrorポリシーを作成して、保護関係におけるSnapMirror転送の優先度を指定すること
ができます。SnapMirrorポリシーで優先度を割り当てて、優先度が低い転送を通常の優先度
の転送よりもあとに実行するようにスケジュールすることで、ソースからデスティネーショ
ンへの転送効率を最大化できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

• このタスクでは、[保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域の設定
が完了していることを前提にしています。

手順

1. [保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapMirror]タブで、[関係設定]領域にある[ポリシー
の作成]リンクをクリックします。
[SnapMirror ポリシーの作成]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [ポリシー名]フィールドに、ポリシーに付ける名前を入力します。

3. [転送の優先順位]フィールドで、ポリシーに割り当てる転送の優先度を選択します。

4. [コメント]フィールドに、ポリシーのコメントを必要に応じて入力します。

5. [作成]をクリックします。
新しいポリシーが[SnapMirror ポリシー]ドロップダウン リストに表示されます。

関連資料

[SnapMirror ポリシーの作成]ダイアログ ボックス（433ページ）

転送効率を最大化するためのSnapVaultポリシーの作成
新しいSnapVaultポリシーを作成して、SnapVault転送の優先度を設定することができます。
ポリシーを使用することで、保護関係におけるプライマリからセカンダリへの転送効率を最
大化できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

• [保護設定]ダイアログ ボックスの[デスティネーション情報]領域の設定が完了している
必要があります。

手順

1. [保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapVault]タブで、[関係設定]領域にある[ポリシーの
作成]リンクをクリックします。
[SnapVault]タブが表示されます。

2. [ポリシー名]フィールドに、ポリシーに付ける名前を入力します。

3. [転送の優先順位]フィールドで、ポリシーに割り当てる転送の優先度を選択します。

4. オプション：[コメント]フィールドに、ポリシーのコメントを入力します。

5. [レプリケーション ラベル]領域で、レプリケーション ラベルを必要に応じて追加または
編集します。

6. [作成]をクリックします。
新しいポリシーが[ポリシーの作成]ドロップダウン リストに表示されます。

関連資料

[SnapVault ポリシーの作成]ダイアログ ボックス（434ページ）

[保護/ボリューム関係]ページからのアクティブなデータ保護転
送の中止

実行中のSnapMirrorレプリケーションを中止する場合、アクティブなデータ保護転送を中止
することができます。ベースライン転送後の以降の転送については、再開チェックポイント
を消去することも可能です。転送を中止する状況としては、ボリューム移動などの別の処理
と競合する場合などがあります。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

中止処理は、以下に該当する場合は表示されません。

• この処理がRBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

ベースライン転送の再開チェックポイントは消去できません。

手順

1. 1つまたは複数の保護関係の転送を中止するには、[保護/ボリューム関係]ページで1つ以
上のボリュームを選択し、ツールバーの[中止]をクリックします。
[転送の中止]ダイアログ ボックスが表示されます。
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2. ベースライン転送以外で転送の再開チェックポイントを消去する場合は、[チェックポイ
ントのクリア]を選択します。

3. [続行]をクリックします。
[転送の中止]ダイアログ ボックスが閉じ、[保護/ボリューム関係]ページの上部に中止
ジョブのステータスとジョブの詳細へのリンクが表示されます。

4. オプション：追加の情報を確認するには、[詳細を表示]リンクをクリックして[保護/ジョ
ブの詳細]ページに移動します。ジョブの進捗状況もこのページで確認できます。

[健全性 / ボリュームの詳細]ページからのアクティブなデータ保
護転送の中止

実行中のSnapMirrorレプリケーションを中止する場合、アクティブなデータ保護転送を中止
することができます。ベースライン転送以外では、転送の再開チェックポイントを消去する
ことも可能です。転送を中止する状況としては、ボリューム移動などの別の処理と競合する
場合などがあります。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

中止処理は、以下に該当する場合は表示されません。

• この処理がRBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

ベースライン転送の再開チェックポイントは消去できません。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、データ転送を中止する関係をトポロ
ジ ビューで右クリックし、[中止]を選択します。
[転送の中止]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. ベースライン転送以外で転送の再開チェックポイントを消去する場合は、[チェックポイ
ントのクリア]を選択します。

3. [続行]をクリックします。
[転送の中止]ダイアログ ボックスが閉じ、[健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部に中
止処理のステータスとジョブの詳細へのリンクが表示されます。

4. オプション：追加の情報を確認するには、[詳細を表示]リンクをクリックして[保護/ジョ
ブの詳細]ページに移動します。ジョブの進捗状況もこのページで確認できます。

5. ジョブの各タスクをクリックして詳細を確認します。

6. ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻ります。
すべてのタスクが正常に完了すれば中止処理は終了です。
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[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の休止
[保護/ボリューム関係]ページでは、保護関係を休止してデータ転送を一時的に停止できま
す。関係の休止は、データベースを含むSnapMirrorデスティネーション ボリュームの
Snapshotコピーを作成する場合に、Snapshotコピーの処理中にデータベース コンテンツの安
定を確保する目的で行うことがあります。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

次の場合は休止操作が表示されません。

• RBACの設定で休止操作が許可されていない場合：Operatorの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

• Workflow AutomationとUnified Managerを連携させていない場合

手順

1. 1つ以上の保護関係で転送を休止する場合は、[保護/ボリューム関係]ページで1つ以上の
ボリュームを選択し、ツールバーで[休止]をクリックします。
[休止]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [続行]をクリックします。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部に、休止ジョブのステータスがジョブの詳細へ
のリンクとともに表示されます。

3. [詳細を表示]リンクをクリックして[保護/ジョブの詳細]ページを開き、追加の詳細情報と
ジョブの進捗状況を確認します。

4. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[保護/ボリューム関係]ページに戻りま
す。
すべてのジョブ タスクが正常に完了すれば休止ジョブは終了です。

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の休止
保護関係を休止してデータ転送を一時的に停止できます。関係の休止は、データベースを含
むSnapMirrorデスティネーション ボリュームのSnapshotコピーを作成する場合に、Snapshot
コピーの実行中にデータベース コンテンツの安定を確保する目的で行うことがあります。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。
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タスク概要

次の場合は休止操作が表示されません。

• RBACの設定で許可されていない場合：オペレータの権限しかない場合など

• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク
ラスタが検出されていない場合など

• Workflow AutomationとUnified Managerを連携させていない場合

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブに表示される保護関係のトポロジ
ビューで、休止する関係を右クリックします。

2. メニューから[休止]を選択します。

3. [はい]をクリックして処理を続行します。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部に、休止ジョブのステータスがジョブの詳細へ
のリンクとともに表示されます。

4. [詳細を表示]リンクをクリックして[保護/ジョブの詳細]ページを開き、追加の詳細情報と
ジョブの進捗状況を確認します。

5. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[健全性 / ボリュームの詳細]ページに
戻ります。
すべてのジョブ タスクが正常に完了すれば休止ジョブは終了です。

[保護/ボリューム関係]ページでのSnapMirror関係の解除
保護関係を解除して、SnapMirror関係にあるソース ボリュームとデスティネーション ボ
リュームの間のデータ転送を停止することができます。関係の解除は、データを移行する場
合のほか、ディザスタ リカバリやアプリケーションのテストなどの目的で行うことがあり
ます。デスティネーション ボリュームは読み書き可能ボリュームに変わります。SnapVault
関係を解除することはできません。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、保護関係のデータ転送を停止するボリュームを1つ以上
選択し、ツールバーで[解除]をクリックします。
[関係の解除]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [続行]をクリックして関係を解除します。

3. [保護/ボリューム関係]ページの[関係の状態]列で、関係が解除されたことを確認します。
[関係の状態]列は、デフォルトでは表示されないため、場合によっては列の表示と非表示

を切り替えるリスト でこの列を選択する必要があります。
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[健全性 / ボリュームの詳細]ページでのSnapMirror関係の解除
[健全性 / ボリュームの詳細]ページで保護関係を解除することで、SnapMirror関係にあるソー
ス ボリュームとデスティネーション ボリュームの間のデータ転送を停止することができま
す。関係の解除は、データを移行する場合のほか、ディザスタ リカバリやアプリケーショ
ンのテストなどの目的で行うことがあります。デスティネーション ボリュームは読み書き
可能ボリュームに変わります。SnapVault関係を解除することはできません。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、解除するSnapMirror関係をトポロジか
ら選択します。

2. デスティネーションを右クリックし、メニューから[解除]を選択します。
[関係の解除]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [続行]をクリックして関係を解除します。

4. トポロジで、関係が解除されていることを確認します。

[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の削除
[保護/ボリューム関係]ページでは、保護関係を削除して、選択したソースとデスティネー
ションの間に存在する関係を完全に削除できます。この作業は、たとえば別のデスティネー
ションを使用して関係を作成する場合に行います。この処理ではすべてのメタデータが削
除され、元に戻すことはできません。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、保護関係を削除するボリュームを1つ以上選択し、ツー
ルバーで[削除]をクリックします。
[関係の削除]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [続行]をクリックして関係を削除します。
関係が[保護/ボリューム関係]ページから削除されます。

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の削除
保護関係を削除すると、選択したソースとデスティネーションの間の既存の関係を完全に削
除することができます。これは、たとえば別のデスティネーションを使用して関係を作成す
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る場合などに行います。この処理ではすべてのメタデータが削除され、元に戻すことはでき
ません。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、削除するSnapMirror関係をトポロジか
ら選択します。

2. デスティネーションの名前を右クリックし、メニューから[削除]を選択します。
[関係の削除]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [続行]をクリックして関係を削除します。
関係が[健全性 / ボリュームの詳細]ページから削除されます。

休止中の関係のスケジュールされた転送を[保護/ボリューム関
係]ページで再開

関係を休止してスケジュールされた転送を停止したあとに、[再開]を使用してスケジュール
された転送を再び有効にして、ソース ボリュームまたはプライマリ ボリューム上のデータ
を保護することができます。転送は、次回のスケジュールされた転送の実行時に再開されま
す（チェックポイントが存在する場合はチェックポイントから）。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

タスク概要

転送を再開する休止中の関係を10個まで選択できます。

手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、関係が休止されているボリュームを1つ以上選択し、
ツールバーで[再開]をクリックします。

2. [再開]ダイアログ ボックスで[続行]をクリックします。
[保護/ボリューム関係]ページに戻ります。

3. 関連するジョブ タスクを表示してその進捗状況を追跡する場合は、[保護/ボリューム関
係]ページの上部に表示されるジョブのリンクをクリックします。

4. 次のいずれかを実行します。

• ジョブが1つしか表示されない場合は、[保護/ジョブの詳細]ページで[更新]をクリック
して保護設定ジョブに関連付けられているタスクのリストと詳細を更新し、ジョブが
いつ完了するかを確認します。

• 複数のジョブが表示される場合は、次の手順を実行します。
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a. [保護/ジョブ]ページで、詳細を表示するジョブをクリックします。

b. [保護/ジョブの詳細]ページで、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けら
れているタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。

ジョブが完了すると、次回のスケジュールされた転送の実行時にデータ転送が再開され
ます。

休止中の関係のスケジュールされた転送を[健全性 / ボリューム
の詳細]ページで再開

関係を休止してスケジュールされた転送を停止したあとに、[健全性 / ボリュームの詳細]
ページの[再開]を使用してスケジュールされた転送を再び有効にして、ソース ボリュームま
たはプライマリ ボリューム上のデータを保護することができます。転送は、次回のスケ
ジュールされた転送の実行時に再開されます（チェックポイントが存在する場合はチェック
ポイントから）。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブに表示されるトポロジ ビューで、再開す
る休止中の関係を右クリックします。
あるいは、[操作] > [関係]メニューの[再開]をクリックします。

2. [再開]ダイアログ ボックスで[続行]をクリックします。
[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻ります。

3. 関連するジョブ タスクを表示してその進捗状況を追跡する場合は、[健全性 / ボリューム
の詳細]ページの上部に表示されるジョブのリンクをクリックします。

4. [保護/ジョブの詳細]ページで、[更新]をクリックして保護設定ジョブに関連付けられてい
るタスクのリストと詳細を更新し、ジョブがいつ完了するかを確認します。
ジョブが完了すると、次回のスケジュールされた転送の実行時にデータ転送が再開され
ます。

[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の初期化または更新
[保護/ボリューム関係]ページでは、新しい保護関係で最初のベースライン転送を実行できま
す。また、すでに初期化された関係でスケジュールされていない増分更新を手動で実行して
データをただちに転送する場合は、関係を更新できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• OnCommand Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。
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手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、ボリュームを右クリックして関係を更新または初期化
するボリュームを1つ以上選択し、ツールバーで[初期化 / 更新]をクリックします。
[初期化 / 更新]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [転送オプション]タブで、転送の優先順位と最大転送速度を選択します。

3. [ソース Snapshot コピー]をクリックし、[Snapshot コピー]列で[デフォルト]をクリックし
ます。
[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

4. デフォルトのSnapshotコピーを転送する代わりに既存のSnapshotコピーを指定する場合
は、[既存の Snapshot コピー]をクリックし、リストからSnapshotコピーを選択します。

5. [送信]をクリックします。
[初期化 / 更新]ダイアログ ボックスに戻ります。

6. 初期化または更新するソースを複数選択した場合は、既存のSnapshotコピーを指定する次
のソースの[デフォルト]をクリックします。

7. [送信]をクリックして初期化ジョブまたは更新ジョブを開始します。
初期化ジョブまたは更新ジョブが開始されると、[保護/ボリューム関係]ページに戻り、
ページの上部にジョブのリンクが表示されます。

8. オプション：[健全性 / すべてのボリューム]ビューで[ジョブを表示]をクリックして、各
初期化ジョブまたは更新ジョブのステータスを追跡します。
フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

9. オプション：各ジョブをクリックしてその詳細を参照します。

10. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[保護/ボリューム関係]ページに戻りま
す。
すべてのタスクが正常に終了すれば初期化処理または更新処理は終了です。

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の初期化または
更新

新しい保護関係の場合は最初のベースライン転送を実行できます。また、すでに初期化され
た関係でスケジュールされていない増分更新を手動で実行してデータをただちに転送する
場合は、関係を更新できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• OnCommand Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、初期化または更新する保護関係をト
ポロジで見つけて右クリックします。

2. メニューから[初期化 / 更新]を選択します。
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現在詳細を表示している関係を初期化または更新する場合は、[操作]メニューから[関係]
> [初期化 / 更新]を選択します。
[初期化 / 更新]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [転送オプション]タブで、転送の優先順位と最大転送速度を選択します。

4. [ソース Snapshot コピー]をクリックし、[Snapshot コピー]列で[デフォルト]をクリックし
ます。
[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

5. デフォルトのSnapshotコピーを転送する代わりに既存のSnapshotコピーを指定する場合
は、[既存の Snapshot コピー]をクリックし、リストからSnapshotコピーを選択します。

6. [送信]をクリックします。
[初期化 / 更新]ダイアログ ボックスに戻ります。

7. 初期化または更新するソースを複数選択した場合は、既存のSnapshotコピーを指定する次
の読み書き可能なソースの[デフォルト]をクリックします。
データ保護ボリュームには別のSnapshotコピーを選択できません。

8. [送信]をクリックして初期化ジョブまたは更新ジョブを開始します。
初期化ジョブまたは更新ジョブが開始されると、[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻
り、ページの上部にジョブのリンクが表示されます。

9. オプション：[健全性 / ボリュームの詳細]ページで[ジョブを表示]をクリックして、各初
期化ジョブまたは更新ジョブのステータスを追跡します。
フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

10. オプション：各ジョブをクリックしてその詳細を参照します。

11. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[健全性 / ボリュームの詳細]ページに
戻ります。
すべてのタスクが正常に完了すれば初期化ジョブまたは更新ジョブは終了です。

[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の再同期
[保護/ボリューム関係]ページでは、ソース ボリュームを機能しない状態にしたイベントから
リカバリする場合、または現在のソースを別のボリュームに変更する場合に、関係を再同期
できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、関係が休止されているボリュームを1つ以上選択し、
ツールバーで[再同期]をクリックします。
[再同期]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [再同期オプション]タブで、転送の優先順位と最大転送速度を選択します。
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3. [ソース Snapshot コピー]をクリックし、[Snapshot コピー]列で[デフォルト]をクリックし
ます。
[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

4. デフォルトのSnapshotコピーを転送する代わりに既存のSnapshotコピーを指定する場合
は、[既存の Snapshot コピー]をクリックし、リストからSnapshotコピーを選択します。

5. [送信]をクリックします。
[再同期]ダイアログ ボックスに戻ります。

6. 再同期するソースを複数選択した場合は、既存のSnapshotコピーを指定する次のソースの
[デフォルト]をクリックします。

7. [送信]をクリックして再同期ジョブを開始します。
再同期ジョブが開始されると、[保護/ボリューム関係]ページに戻り、ページの上部にジョ
ブのリンクが表示されます。

8. オプション：[保護/ボリューム関係]ページで[ジョブを表示]をクリックし、各再同期ジョ
ブのステータスを追跡します。
フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

9. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[保護/ボリューム関係]ページに戻りま
す。
すべてのタスクが正常に終了すれば再同期処理は終了です。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の再同期
SnapMirror関係やSnapVault関係を解除してデスティネーションが読み書き可能になったあ
とに、ソースのデータとデスティネーションのデータが一致するようにデータを再同期する
ことができます。再同期は、必要な共通のSnapshotコピーがソース ボリュームで削除された
ためにSnapMirrorやSnapVaultの更新が失敗する場合にも実行することがあります。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• OnCommand Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、トポロジから再同期する保護関係を
探して右クリックします。

2. メニューから[再同期]を選択します。
現在詳細を表示している関係を再同期する場合は、[操作]メニューから[関係] > [再同期]
を選択します。
[再同期]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [再同期オプション]タブで、転送の優先度と最大転送速度を選択します。

4. [ソース Snapshot コピー]をクリックし、[Snapshot コピー]列で[デフォルト]をクリックし
ます。
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[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

5. デフォルトのSnapshotコピーを転送する代わりに既存のSnapshotコピーを指定する場合
は、[既存の Snapshot コピー]をクリックし、リストからSnapshotコピーを選択します。

6. [送信]をクリックします。
[再同期]ダイアログ ボックスに戻ります。

7. 再同期するソースを複数選択した場合は、既存のSnapshotコピーを指定する次のソースの
[デフォルト]をクリックします。

8. [送信]をクリックして再同期ジョブを開始します。
再同期ジョブが開始されると、[健全性 / ボリュームの詳細]ページに戻り、ページの上部
にジョブのリンクが表示されます。

9. オプション：[健全性 / ボリュームの詳細]ページで[ジョブを表示]をクリックし、各再同
期ジョブのステータスを追跡します。
フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

10. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[健全性 / ボリュームの詳細]ページに
戻ります。
すべてのタスクが正常に完了すれば再同期ジョブは終了です。

[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の反転
災害によって保護関係のソース ボリュームが機能しなくなった場合は、ソースの修理や交
換を行う間、デスティネーション ボリュームを読み書き可能ボリュームに変換してデータ
の提供を継続することができます。ソースがデータを受信できる状態に戻ったら、逆再同期
処理を使用して逆方向の関係を確立し、ソースのデータを読み書き可能なデスティネーショ
ンのデータと同期できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

• SnapVault関係については実行できません。

• 保護関係がすでに存在している必要があります。

• 保護関係が解除されている必要があります。

• ソースとデスティネーションの両方がオンラインになっている必要があります。

• ソースが別のデータ保護ボリュームのデスティネーションになっている場合は実行でき
ません。

タスク概要

• このタスクを実行すると、共通のSnapshotコピーのデータよりも新しいソースのデータは
削除されます。

• 逆再同期した関係に対して作成されるポリシーとスケジュールは、元の保護関係と同じ
になります。
ポリシーとスケジュールが存在しない場合は作成されます。
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手順

1. [保護/ボリューム関係]ページで、関係を逆再同期するボリュームを1つ以上選択し、ツー
ルバーで[逆再同期]をクリックします。
[逆再同期]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [逆再同期]ダイアログ ボックスに逆再同期処理を実行する関係が表示されていることを
確認し、[送信]をクリックします。
逆再同期処理が開始されると、[保護/ボリューム関係]ページに戻り、ページの上部にジョ
ブのリンクが表示されます。

3. オプション：[保護/ボリューム関係]ページで[ジョブを表示]をクリックし、各逆再同期
ジョブのステータスを追跡します。
この処理に関連するジョブがフィルタリングされて表示されます。

4. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[保護/ボリューム関係]ページに戻りま
す。
すべてのタスクが正常に完了すれば逆再同期処理は終了です。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[逆再同期]ダイアログ ボックス（441ページ）

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の反転
災害によって保護関係のソース ボリュームが機能しなくなった場合は、ソースの修理や交
換を行う間、デスティネーション ボリュームを読み書き可能に変換してデータの提供を継
続することができます。ソースがデータを受信できる状態に戻ったら、逆再同期処理を使用
して逆方向の関係を確立し、ソースのデータを読み書き可能なデスティネーションのデータ
と同期できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Workflow Automationのセットアップが完了している必要があります。

• SnapVault関係については実行できません。

• 保護関係がすでに存在している必要があります。

• 保護関係が解除されている必要があります。

• ソースとデスティネーションの両方がオンラインになっている必要があります。

• ソースが別のデータ保護ボリュームのデスティネーションになっている場合は実行でき
ません。

タスク概要

• このタスクを実行すると、共通のSnapshotコピーのデータよりも新しいソースのデータは
削除されます。
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• 逆再同期した関係に対して作成されるポリシーとスケジュールは、元の保護関係と同じ
になります。
ポリシーとスケジュールが存在しない場合は作成されます。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、トポロジからソースとデスティネー
ションを反転するSnapMirror関係を探して右クリックします。

2. メニューから[逆再同期]を選択します。
[逆再同期]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [逆再同期]ダイアログ ボックスに逆再同期処理を実行する関係が表示されていることを
確認し、[送信]をクリックします。
[逆再同期]ダイアログ ボックスが閉じ、[健全性 / ボリュームの詳細]ページの上部にジョ
ブのリンクが表示されます。

4. オプション：[健全性 / ボリュームの詳細]ページで[ジョブを表示]をクリックし、各逆再
同期ジョブのステータスを追跡します。
フィルタリングされたジョブのリストが表示されます。

5. オプション：ブラウザの[戻る]矢印をクリックして[健全性 / ボリュームの詳細]ページに
戻ります。
すべてのタスクが正常に完了すれば逆再同期処理は終了です。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[逆再同期]ダイアログ ボックス（441ページ）

[健全性 / すべてのボリューム]ビューを使用したデータのリスト
ア

[健全性 / すべてのボリューム]ビューのリストア機能を使用して、上書きまたは削除した
ファイルやディレクトリ、あるいはボリューム全体をSnapshotコピーからリストアすること
ができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

NTFSファイル ストリームはリストアできません。
リストア オプションは、以下に該当する場合は使用できません。
• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク

ラスタが検出されていない場合など。
• ボリュームがFlexGroupボリュームの場合。
• ボリュームがSnapMirror同期レプリケーションの対象に設定されている場合。

保護関係の管理と監視 | 399



手順

1. [健全性 / すべてのボリューム]ビューで、データをリストアするボリュームを選択しま
す。

2. ツールバーの[リストア]をクリックします。
[リストア]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. デフォルトの設定と異なる場合は、データをリストアするボリュームとSnapshotコピーを
選択します。

4. リストアする項目を選択します。
ボリューム全体をリストアすることも、リストアするフォルダやファイルを指定するこ
ともできます。

5. 選択した項目をリストアする場所として、[元の場所]または[別の場所]のどちらかを選択
します。

6. [リストア]をクリックします。
リストア プロセスが開始されます。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[リストア]ダイアログ ボックス（425ページ）

[健全性 / ボリュームの詳細]ページを使用したデータのリストア
[健全性 / ボリュームの詳細]ページのリストア機能を使用して、上書きまたは削除したファ
イルやディレクトリ、あるいはボリューム全体をSnapshotコピーからリストアすることがで
きます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

NTFSファイル ストリームはリストアできません。
リストア オプションは、以下に該当する場合は使用できません。
• ボリュームIDが不明な場合：クラスタ間関係が確立されているがデスティネーション ク

ラスタが検出されていない場合など。
• ボリュームがFlexGroupボリュームの場合。
• ボリュームがSnapMirror同期レプリケーションの対象に設定されている場合。

手順

1. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[保護]タブで、リストアするボリュームの名前をト
ポロジ ビューで右クリックします。

2. メニューから[リストア]を選択します。
現在詳細を表示しているボリュームを保護する場合は、[操作]メニューから[リストア]を
選択します。

400 |



[リストア]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. デフォルトの設定と異なる場合は、データをリストアするボリュームとSnapshotコピーを
選択します。

4. リストアする項目を選択します。
ボリューム全体をリストアすることも、リストアするフォルダやファイルを指定するこ
ともできます。

5. 選択した項目をリストアする場所として、[元の場所]または[別の既存の場所]のどちらか
を選択します。

6. 別の既存の場所を選択した場合は、次のいずれかを実行します。

• データのリストア先のパスを[リストア パス]テキスト フィールドに入力し、[ディレ
クトリの選択]をクリックします。

• [参照]をクリックして[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックスを開き、次の手順を
実行します。

a. リストア先のクラスタ、SVM、ボリュームを選択します。

b. [名前]テーブルで、ディレクトリ名を選択します。

c. [ディレクトリの選択]をクリックします。

7. [リストア]をクリックします。
リストア プロセスが開始されます。
注：Cloud Volumes ONTAPのHAクラスタ間のリストア処理がNDMPのエラーで失敗す
る場合は、ソース システムのクラスタ管理LIFと通信できるように、デスティネーショ
ン クラスタで明示的なAWSのルートを追加しなければならないことがあります。こ
の設定手順はOnCommand Cloud Managerで行います。

関連概念

OnCommand Workflow Automationを使用した保護ワークフローの実行（448ページ）

関連資料

[リストア]ダイアログ ボックス（425ページ）

リソース プールの作成
[リソース プールの作成]ダイアログ ボックスを使用すると、プロビジョニングのためにアグ
リゲートをグループ化できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

リソース プールには異なるクラスタのアグリゲートを含めることができますが、同じアグ
リゲートが異なるリソース プールに属することはできません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [リソース プール]をクリックします。
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2. [保護/リソース プール]ページで、[作成]をクリックします。

3. [リソース プールの作成]ダイアログ ボックスの手順に従って、名前と説明を指定し、作
成するリソース プールにアグリゲートをメンバーとして追加します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[リソース プールの作成]ダイアログ ボックス（413ページ）

リソース プールの編集
既存のリソース プールを編集して、リソース プールの名前や説明を変更することができま
す。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[編集]ボタンは、1つのリソース プールが選択されているときにだけ有効になります。リ
ソース プールが複数選択されているときは、[編集]ボタンは無効な状態になっています。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [リソース プール]をクリックします。

2. リストから1つのリソース プールを選択します。

3. [編集]をクリックします。
[リソース プールの編集]ウィンドウが表示されます。

4. リソース プールの名前と説明を必要に応じて編集します。

5. [保存]をクリックします。
リソース プールのリストに新しい名前と説明が表示されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

リソース プール インベントリの表示
[保護/リソース プール]ページを使用すると、リソース プールのインベントリを表示したり、
各リソース プールの残りの容量を監視したりできます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [リソース プール]をクリックします。
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リソース プールのインベントリが表示されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[保護/リソース プール]ページ（410ページ）

リソース プールのメンバーの追加
リソース プールは、複数のメンバー アグリゲートで構成されます。既存のリソース プール
にアグリゲートを追加して、セカンダリ ボリュームのプロビジョニングに使用できるス
ペースを増やすことができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

リソース プールに一度に追加できるアグリゲートの数は200個までです。[アグリゲート]ダ
イアログ ボックスに表示されるアグリゲートは他のリソース プールには属しません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [リソース プール]をクリックします。

2. [リソース プール]リストからリソース プールを選択します。
リソース プールのリストの下の領域に、リソース プールのメンバーが表示されます。

3. リソース プールのメンバーの領域で、[追加]をクリックします。
[アグリゲート]ダイアログ ボックスが表示されます。

4. 1つ以上のアグリゲートを選択します。

5. [追加]をクリックします。
ダイアログ ボックスが閉じ、選択したリソース プールのメンバーのリストにアグリゲー
トが表示されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

リソース プールからのアグリゲートの削除
アグリゲートを他の目的に使用したい場合などに、既存のリソース プールからアグリゲー
トを削除することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

リソース プールのメンバーは、リソース プールが選択されている場合にのみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [リソース プール]をクリックします。

2. メンバー アグリゲートを削除するリソース プールを選択します。
[メンバー]ペインにメンバー アグリゲートのリストが表示されます。

3. 1つ以上のアグリゲートを選択します。
[削除]ボタンが有効になります。

4. [削除]をクリックします。
警告のダイアログ ボックスが表示されます。

5. [はい]をクリックして処理を続行します。
選択したアグリゲートが[メンバー]ペインから削除されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

リソース プールの削除
不要になったリソース プールを削除できます。たとえば、1つのリソース プールから他の複
数のリソース プールにメンバー アグリゲートを再配分したあと、元のリソース プールを廃
止状態にすることができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[削除]ボタンは、リソース プールを少なくとも1つ選択するまでは無効な状態になります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [リソース プール]をクリックします。

2. 削除するリソース プールを選択します。

3. [削除]をクリックします。
リソース プールがリソース プールのリストから削除され、そのアグリゲートがメンバー
のリストから削除されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[保護/リソース プール]ページ（410ページ）
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SVMの関連付けの概要
Storage Virtual Machine（SVM）の関連付けは、ソースSVMからデスティネーションSVMへ
のマッピングであり、リソースの選択やセカンダリ ボリュームのプロビジョニングのため
にパートナー アプリケーションで使用されます。
デスティネーションSVMがセカンダリ デスティネーションと3次デスティネーションのど
ちらであるかに関係なく、関連付けは常にソースSVMとデスティネーションSVMの間で作
成されます。セカンダリ デスティネーションSVMをソースとして使用して、3次デスティ
ネーションSVMとの関連付けを作成することはできません。
SVMを関連付ける方法は次の3とおりです。

• 任意のSVMを関連付ける
任意のプライマリ ソースSVMと1つ以上のデスティネーションSVMの間で関連付けを作
成できます。つまり、現時点で保護を必要とする既存のすべてのSVMおよび今後作成さ
れる任意のSVMが指定したデスティネーションSVMに関連付けられます。たとえば、異
なる場所にある複数のソースのアプリケーションを1箇所にある1つ以上のデスティネー
ションSVMにバックアップできます。

• 特定のSVMを関連付ける
特定のソースSVMと1つ以上の特定のデスティネーションSVMの間で関連付けを作成で
きます。たとえば、データを互いに分離する必要のある多数のクライアントにストレー
ジ サービスを提供する場合は、このオプションを選択して、特定のソースSVMを、対象
のクライアントにのみ割り当てられる特定のデスティネーションSVMに関連付けること
ができます。

• 外部のSVMに関連付ける
ソースSVMとデスティネーションSVMの外部のフレキシブル ボリュームの間で関連付
けを作成できます。

ストレージ サービスをサポートするためのSVMとリソース プー
ルの要件

ストレージ サービスに固有のSVMの関連付けおよびリソース プールに関するいくつかの要
件に準拠すると（Unified ManagerでSVMを関連付けてリソース プールを作成し、パートナー
アプリケーションが提供するストレージ サービスの保護トポロジをサポートする場合な
ど）、パートナー アプリケーションの適合性が向上します。
一部のアプリケーションは、Unified Managerサーバと連携し、ソース ボリュームとセカンダ
リ ストレージまたは3番目のストレージにある保護ボリュームとの間でSnapMirrorまたは
SnapVaultバックアップによる保護を自動的に設定して実行するサービスを提供します。こ
のような保護ストレージ サービスをサポートするには、Unified Managerを使用して、必要な
SVMの関連付けとリソース プールを設定する必要があります。
ストレージ サービスのシングルホップまたはカスケード構成の保護（SnapMirrorソースまた
はSnapVaultプライマリ ボリュームからデスティネーションSnapMirrorまたはセカンダリ ス
トレージ / 3番目のストレージにあるSnapVaultバックアップ ボリュームへのレプリケーショ
ンを含む）をサポートするには、以下の要件を確認してください。

• SnapMirrorソースまたはSnapVaultプライマリ ボリュームを含むSVMと、セカンダリ ボ
リュームまたは3番目のボリュームが配置されているSVMの間でSVMの関連付けが設定
されている必要があります。

◦ たとえば、ソース ボリュームVol_AがUnified Manager_1、SnapMirrorセカンダリ デス
ティネーション ボリュームVol_BがSVM_2、3番目のSnapVaultバックアップ ボリュー
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ムVol_CがSVM_3にそれぞれ配置されている保護トポロジをサポートするには、Data
Center Manager Web UIを使用して、SVM_1とSVM_2の間にSnapMirrorの関連付けを設
定し、SVM_1とSVM_3の間にSnapVaultバックアップの関連付けを設定する必要があ
ります。
この例では、SVM_2とSVM_3の間のSnapMirrorの関連付けまたはSnapVaultバックアッ
プの関連付けは不要なため、使用されません。

◦ ソース ボリュームVol_AとSnapMirrorデスティネーション ボリュームVol_Bの両方が
SVM_1に配置されている保護トポロジをサポートするには、SVM_1とSVM_1の間に
SnapMirrorの関連付けを設定する必要があります。

• リソース プールには、関連付けられているSVMで使用可能なクラスタのアグリゲート リ
ソースが含まれている必要があります。
Unified Manager Web UIでリソース プールを設定し、パートナー アプリケーションを使用
してストレージ サービスの2番目と3番目のターゲット ノードを割り当てます。

関連タスク

リソース プールの作成（401ページ）
SVMの関連付けの作成（406ページ）

SVMの関連付けの作成
[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザードでは、パートナーの保護アプリケー
ションによってソースStorage Virtual Machine（SVM）とデスティネーションSVMを関連付け
て、SnapMirror関係とSnapVault関係で使用することができます。パートナー アプリケーショ
ンでは、デスティネーション ボリュームの最初のプロビジョニングの際にこれらの関連付
けを使用して、選択するリソースを特定します。

開始する前に

• 関連付けるSVMがすでに存在している必要があります。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

あらゆるソースSVMと関係タイプについて、各デスティネーション クラスタでデスティ
ネーションSVMを1つだけ選択できます。
削除や作成の機能を使用した関連付けの変更は、以降のプロビジョニング処理にのみ反映さ
れます。既存のデスティネーション ボリュームは移動されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[保護] > [SVM の関連付け]をクリックします。

2. [保護 / SVM の関連付け]ページで、[作成]をクリックします。
[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザードが起動します。

3. 次のいずれかのソースを選択します。

• すべて
すべてのプライマリSVMソースと1つ以上のデスティネーションSVMの間で関連付け
を作成する場合に、このオプションを選択します。つまり、現時点で保護を必要とす
る既存のすべてのSVMおよび今後作成されるすべてのSVMが指定したデスティネー
ションSVMに関連付けられます。たとえば、異なる場所にある複数のソースのアプリ
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ケーションを1箇所にある1つ以上のデスティネーションSVMにバックアップできま
す。

• シングル
1つ以上のデスティネーションSVMに関連付ける特定のソースSVMを選択する場合
に、このオプションを選択します。たとえば、データを互いに分離する必要のある多
数のクライアントにストレージ サービスを提供する場合は、このオプションを選択し
て、特定のSVMソースを、対象のクライアントにのみ割り当てられる特定のSVMデス
ティネーションに関連付けます。

• なし（外部）
ソースSVMとデスティネーションSVMの外部のフレキシブル ボリュームの間で関連
付けを作成する場合に、このオプションを選択します。

4. 作成する保護関係タイプとして、次のうちの1つまたは両方を選択します。

• SnapMirror

• SnapVault

5. [次]をクリックします。

6. 1つ以上のSVMの保護デスティネーションを選択します。

7. [終了]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

SVMの関連付けの表示
[保護 / SVM の関連付け]ページを使用すると、既存のSVMの関連付けとそのプロパティを表
示したり、追加のSVMの関連付けが必要かどうかを判断したりできます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [SVM の関連付け]をクリックします。
SVMの関連付けとそのプロパティのリストが表示されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

SVMの関連付けの削除
パートナー アプリケーションに対するSVMの関連付けを削除して、ソースとデスティネー
ションのSVM間のセカンダリ プロビジョニング関係を削除することができます。この処理
は、たとえば、デスティネーションSVMがフルになり、SVMの保護の関連付けを新たに作
成する場合などに行います。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

[削除]ボタンは、SVMの関係を少なくとも1つ選択するまでは無効な状態になります。関連
付けの削除と追加による変更は、以降のプロビジョニング処理にのみ反映されます。既存の
デスティネーション ボリュームが移動されることはありません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [SVM の関連付け]をクリックします。

2. SVMの関連付けを1つ以上選択します。
[削除]ボタンが有効になります。

3. [削除]をクリックします。
警告のダイアログ ボックスが表示されます。

4. [はい]をクリックして処理を続行します。
選択したSVMの関連付けがリストから削除されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

ジョブとは
ジョブは、Unified Managerを使用して監視できる一連のタスクです。ジョブとその関連タス
クを表示すると、それらが正常に完了したかどうかを判断できます。
ジョブは、SnapMirror関係とSnapVault関係の作成時、関係の操作（解除、編集、休止、削
除、再開、再同期、逆再同期）の実行時、データのリストア タスクの実行時、クラスタへ
のログイン時などに開始されます。
ジョブを開始すると、[保護/ジョブ]ページと[保護/ジョブの詳細]ページを使用して、ジョブ
およびその関連タスクの進捗状況を監視できます。

ジョブの監視
[保護/ジョブ]ページでは、ジョブ ステータスを監視できるほか、ジョブのプロパティ（スト
レージ サービス タイプ、状態、送信時刻、完了時刻など）を表示してジョブが正常に完了
したかどうかを確認できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [ジョブ]をクリックします。
[保護/ジョブ]ページが表示されます。

2. [状態]列を参照して、現在実行中のジョブのステータスを確認します。

3. 特定のジョブに関する詳細を表示する場合は、そのジョブ名をクリックします。
[保護/ジョブの詳細]ページが表示されます。
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関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

ジョブの詳細の表示
ジョブの開始後に、[保護/ジョブの詳細]ページからジョブの進捗状況を追跡し、関連タスク
にエラーの可能性がないかどうかを監視できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [ジョブ]をクリックします。

2. [保護/ジョブ]ページで、[名前]列のジョブ名をクリックして、そのジョブに関連するタス
クのリストを表示します。

3. タスクをクリックして、タスク リストの右側の[タスクの詳細]ペインと[タスク メッセー
ジ]ペインに詳細情報を表示します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

ジョブの中止
[保護/ジョブ]ページでは、時間がかかりすぎているジョブ、多数のエラーが発生している
ジョブ、あるいは不要となったジョブを中止できます。対象となるジョブは、ジョブの中止
が可能なステータスとタイプのジョブに限られます。実行中のジョブはすべて中止できま
す。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [ジョブ]をクリックします。

2. ジョブのリストからジョブを1つ選択し、[中止]をクリックします。

3. 確認プロンプトが表示されたら、[はい]をクリックして選択したジョブを中止します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
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失敗した保護ジョブの再試行
失敗した保護ジョブの修正措置を行ったあとに、[再試行]を使用してジョブを再実行できま
す。ジョブを再試行すると、元のジョブIDを使用して新しいジョブが作成されます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

失敗したジョブは一度に1つずつ再試行できます。複数のジョブを選択すると[再試行]ボタ
ンは無効になります。再試行できるのは、タイプが保護設定および保護関係の操作のジョブ
だけです。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [保護] > [ジョブ]をクリックします。

2. ジョブのリストから、タイプが保護設定または保護関係の操作の失敗したジョブを1つだ
け選択します。
[再試行]ボタンが有効になります。

3. [再試行]をクリックします。
ジョブが再実行されます。

関連資料

[保護/ジョブの詳細]ページ（421ページ）

保護関係のウィンドウとダイアログ ボックスの説明
リソース プール、SVMの関連付け、保護ジョブなど、保護に関連する詳細を表示および管
理できます。該当する[設定/健全性しきい値]ページで、アグリゲート、ボリューム、および
関係についてのグローバルな健全性しきい値を設定できます。

[保護/リソース プール]ページ
[保護/リソース プール]ページには、既存のリソース プールとそのメンバーが表示されます。
このページでは、プロビジョニングの目的でリソース プールの作成、監視、管理を行うこ
とができます。

• コマンド ボタン（410ページ）

• [リソース プール]リスト（411ページ）

• [メンバー]リストのコマンド ボタン（411ページ）

• [メンバー]リスト（411ページ）

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
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作成
[リソース プールの作成]ダイアログ ボックスが表示され、リソース プールを作成
できます。

編集
作成するリソース プールの名前と説明を編集できます。

削除
1つ以上のリソース プールを削除できます。

[リソース プール]リスト
[リソース プール]リストには、既存のリソース プールのプロパティが表形式で表示されま
す。
リソース プール

リソース プールの名前が表示されます。
説明

リソース プールの説明が表示されます。
SnapLock タイプ

リソース プール内のアグリゲートで使用されているSnapLockタイプが表示され
ます。有効な値は、コンプライアンス、エンタープライズ、およびSnapLock なし
です。リソース プールには、同じSnapLockタイプのアグリゲートのみを含めるこ
とができます。

合計容量
リソース プールの合計容量（MB、GBなど）が表示されます。

使用容量
リソース プールで使用されているスペース（MB、GBなど）が表示されます。

使用可能容量
リソース プールで使用可能なスペース（MB、GBなど）が表示されます。

使用済み（%）
リソース プールで使用されているスペースの割合が表示されます。

[メンバー]リストのコマンド ボタン
[メンバー]リストの各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
追加

リソース プールにメンバーを追加できます。
削除

リソース プールから1つ以上のメンバーを削除できます。

[メンバー]リスト
[メンバー]リストには、選択したリソース プールのメンバーとそのプロパティが表形式で表
示されます。
ステータス

メンバー アグリゲートの現在のステータスが表示されます。重大（ ）、エラー

（ ）、警告（ ）、標準（ ）のいずれかです。
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アグリゲート名
メンバー アグリゲートの名前が表示されます。

状態
アグリゲートの現在の状態が表示されます。次のいずれかになります。

• オフライン
読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。

• オンライン
このアグリゲートでホストされているボリュームへの読み取りおよび書き込
みアクセスが許可されます。

• 制限
一部の処理（パリティの再構築など）は許可されますが、データ アクセスは許
可されません。

• 作成中
アグリゲートを作成中です。

• 削除中
アグリゲートを削除中です。

• 失敗
アグリゲートをオンラインにできません。

• フリーズ
アグリゲートが（一時的に）要求に応答していません。

• 不整合
アグリゲートが破損とマークされています。テクニカル サポートに連絡する
必要があります。

• Iron 使用不可
アグリゲートで診断ツールを実行できません。

• マウント中
アグリゲートがマウント中です。

• 一部
アグリゲート用のディスクが少なくとも1つ見つかりましたが、複数のディス
クが不足しています。

• 休止中
アグリゲートを休止中です。

• 休止
アグリゲートが休止されています。

• リバート済み
アグリゲートのリバートが完了しています。

• アンマウント
アグリゲートがアンマウントされました。

• アンマウント中
アグリゲートをオフラインにしています。

• 不明
アグリゲートが検出されましたが、Unified Managerサーバでアグリゲートの情
報がまだ取得されていません。
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デフォルトでは、この列は表示されません。
クラスタ

アグリゲートが属するクラスタの名前が表示されます。
ノード

アグリゲートが配置されているノードの名前が表示されます。
合計容量

アグリゲートの合計容量（MB、GBなど）が表示されます。
使用容量

アグリゲートで使用されているスペース（MB、GBなど）が表示されます。
使用可能容量

アグリゲートで使用可能なスペース（MB、GBなど）が表示されます。
使用済み（%）

アグリゲートで使用されているスペースの割合が表示されます。
ディスク タイプ

RAID構成タイプが表示されます。次のいずれかになります。

• RAID 0：すべてのRAIDグループのタイプがRAID 0です。

• RAID 4：すべてのRAIDグループのタイプがRAID 4です。

• RAID-DP：すべてのRAIDグループのタイプがRAID-DPです。

• RAID-TEC：すべてのRAIDグループのタイプがRAID-TECです。

• mixed RAID：アグリゲートにRAIDタイプ（RAID 0、RAID 4、RAID-DP、RAID-
TEC）の異なる複数のRAIDグループが含まれています。

デフォルトでは、この列は表示されません。

関連タスク

リソース プール インベントリの表示（402ページ）
リソース プールの削除（404ページ）
リソース プールの作成（401ページ）
リソース プールの編集（402ページ）
リソース プールのメンバーの追加（403ページ）
リソース プールからのアグリゲートの削除（403ページ）

[リソース プールの作成]ダイアログ ボックス
[リソース プールの作成]ダイアログ ボックスを使用すると、新しいリソース プールの名前
と説明を指定して、そのリソース プールに対してアグリゲートを追加および削除すること
ができます。
テキスト ボックスを使用して、リソース プールを作成するための次の情報を追加できます。

リソース プール名
リソース プール名を指定できます。

説明
リソース プールの説明を指定できます。
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メンバー
リソース プールのメンバーが表示されます。メンバーを追加および削除することもできま
す。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
追加

[アグリゲート]ダイアログ ボックスが開きます。ここでは、特定のクラスタのア
グリゲートをリソース プールに追加できます。さまざまなクラスタからアグリ
ゲートを追加できますが、同じアグリゲートを複数のリソース プールに追加する
ことはできません。

削除
選択したアグリゲートをリソース プールから削除できます。

作成
リソース プールを作成します。[リソース プール名]フィールドまたは[説明]
フィールドに情報が入力されるまで、このボタンは無効になります。

キャンセル
変更内容を破棄して[リソース プールの作成]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連概念

ストレージ サービスをサポートするためのSVMとリソース プールの要件（405ページ）

関連タスク

リソース プールの作成（401ページ）
リソース プールのメンバーの追加（403ページ）

[リソース プールの編集]ダイアログ ボックス
[リソース プールの編集]ダイアログ ボックスでは、既存のリソース プールの名前と説明を
変更できます。たとえば、元の名前や説明が正確でないか内容に誤りがある場合に、より正
確な内容に変更することができます。

テキスト ボックス
各テキスト ボックスを使用して、選択したリソース プールに関する次の情報を変更できま
す。
リソース プール名

新しい名前を入力できます。
説明

新しい説明を入力できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
保存

リソース プールの名前と説明の変更内容を保存します。
キャンセル

変更内容を破棄して[リソース プールの編集]ダイアログ ボックスを閉じます。
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関連タスク

リソース プールの編集（402ページ）

[アグリゲート]ダイアログ ボックス
[アグリゲート]ダイアログ ボックスでは、リソース プールに追加するアグリゲートを選択で
きます。

• コマンド ボタン（415ページ）

• [アグリゲート]リスト（415ページ）

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
追加

選択したアグリゲートをリソース プールに追加します。[追加]ボタンは、少なく
とも1つのアグリゲートが選択されていないと使用できません。

キャンセル
変更を破棄して[アグリゲート]ダイアログ ボックスを閉じます。

[アグリゲート]リスト
[アグリゲート]リストには、監視対象のアグリゲートの名前とプロパティが表形式で表示さ
れます。
ステータス

ボリュームの現在のステータスが表示されます。重大（ ）、エラー（ ）、

警告（ ）、標準（ ）のいずれかです。
ステータスにカーソルを合わせると、ボリュームに対して生成されたイベントに
関する詳細を確認できます。

アグリゲート名
アグリゲートの名前が表示されます。

状態
アグリゲートの現在の状態が表示されます。次のいずれかになります。

• オフライン
読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。

• 制限
一部の処理（パリティの再構築など）は許可されますが、データ アクセスは許
可されません。

• オンライン
このアグリゲートでホストされているボリュームへの読み取りおよび書き込
みアクセスが許可されます。

• 作成中
アグリゲートを作成中です。

• 削除中
アグリゲートを削除中です。

• 失敗
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アグリゲートをオンラインにできません。

• フリーズ
アグリゲートが（一時的に）要求に応答していません。

• 不整合
アグリゲートが破損とマークされています。テクニカル サポートに連絡する
必要があります。

• Iron 使用不可
アグリゲートで診断ツールを実行できません。

• マウント中
アグリゲートがマウント中です。

• 一部
アグリゲート用のディスクが少なくとも1つ見つかりましたが、複数のディス
クが不足しています。

• 休止中
アグリゲートを休止中です。

• 休止
アグリゲートが休止されています。

• リバート済み
アグリゲートのリバートが完了しています。

• アンマウント
アグリゲートがオフラインです。

• アンマウント中
アグリゲートをオフラインにしています。

• 不明
アグリゲートが検出されましたが、Unified Managerサーバでアグリゲートの情
報がまだ取得されていません。

クラスタ
アグリゲートが配置されているクラスタの名前が表示されます。

ノード
アグリゲートが含まれるストレージ コントローラの名前が表示されます。

合計容量
アグリゲートの合計データ サイズ（MB、GBなど）が表示されます。デフォルト
では、この列は表示されません。

コミット容量
アグリゲート内の全ボリュームに対してコミットされたスペースの合計（MB、GB
など）が表示されます。デフォルトでは、この列は表示されません。

使用容量
アグリゲートで使用されているスペース（MB、GBなど）が表示されます。

使用可能容量
アグリゲートでデータに使用できるスペース（MB、GBなど）が表示されます。
デフォルトでは、この列は表示されません。

使用可能（%）
アグリゲートでデータに使用できるスペースの割合が表示されます。デフォルト
では、この列は表示されません。
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使用済み（%）
アグリゲートでデータに使用されているスペースの割合が表示されます。

RAID タイプ
選択したボリュームのRAIDタイプが表示されます。RAIDタイプは、RAID 0、
RAID 4、RAID-DP、RAID-TEC、Mixed RAIDのいずれかです。

関連タスク

リソース プールのメンバーの追加（403ページ）

[保護 / SVM の関連付け]ページ
[保護 / SVM の関連付け]ページでは、ソースSVMとデスティネーションSVMの間に存在する
SVMの関連付けを表示できるほか、パートナー アプリケーションがSnapMirror関係と
SnapVault関係を作成するために使用する新しいSVMの関連付けを作成できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
作成

[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザードを開きます。
削除

選択したSVMの関連付けを削除できます。

SVMの関連付けのリスト
[Storage Virtual Machine Associations]リストには、ソースとデスティネーションの間に作成さ
れたSVMの関連付け、および各関連付けで作成できる保護関係のタイプが表形式で表示され
ます。
ソースStorage Virtual Machine

ソースSVMの名前が表示されます。
ソース クラスタ

ソース クラスタの名前が表示されます。
デスティネーションStorage Virtual Machine

デスティネーションSVMの名前が表示されます。
デスティネーション クラスタ

デスティネーション クラスタの名前が表示されます。
タイプ

保護関係のタイプが表示されます。関係タイプは、SnapMirrorまたはSnapVaultのい
ずれかです。

関連タスク

SVMの関連付けの表示（407ページ）
SVMの関連付けの作成（406ページ）
SVMの関連付けの削除（407ページ）
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[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザード
[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザードを使用すると、ソースとデスティネー
ションのStorage Virtual Machine（SVM）を関連付けて、SnapMirrorとSnapVaultの保護関係で
使用することができます。

ソース SVM の選択
[ソース Storage Virtual Machine の選択]パネルを使用すると、SVMの関連付けのソース（プラ
イマリ）SVMを選択できます。
すべて

任意のSVMソースと1つ以上のデスティネーション（セカンダリ）SVMの間で関
連付けを作成できます。つまり、現時点で保護を必要とする既存のすべてのSVM
および今後作成される任意のSVMが指定したデスティネーションSVMに関連付
けられます。たとえば、異なる場所にある複数のソースのアプリケーションを1箇
所にある1つ以上のデスティネーションSVMにバックアップできます。

シングル
特定のソースSVMを1つ以上のデスティネーションSVMに関連付けることができ
ます。たとえば、データを互いに分離する必要のある多数のクライアントにスト
レージ サービスを提供する場合は、このオプションを選択して、特定のSVMソー
スを、対象のクライアントにのみ割り当てられる特定のSVMデスティネーション
に関連付けます。

なし（外部）
ソースSVMとデスティネーションSVMの外部のフレキシブル ボリュームの間で
関連付けを作成できます。

• Storage Virtual Machine

使用可能なソースSVMの名前が表示されます。

• クラスタ
各SVMが配置されているクラスタが表示されます。

次の種類の関係を許可
関連付けの関係タイプを選択できます。

• SnapMirror

関連付けのタイプとしてSnapMirror関係を指定します。このオプションを選択
すると、選択したソースからデスティネーションへのデータ レプリケーション
が可能になります。

• SnapVault

関連付けのタイプとしてSnapVault関係を指定します。このオプションを選択
すると、選択したプライマリの場所からセカンダリの場所へのバックアップが
可能になります。

保護のデスティネーションを選択
[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザードの[保護のデスティネーションを選択]
パネルを使用すると、データをコピーまたはレプリケートする場所を選択できます。クラス
タごとに1つのデスティネーションSVMでのみ関連付けを作成できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
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次
ウィザードの次のページに進みます。

戻る
ウィザードの前のページに戻ります。

終了
選択項目を適用して関連付けを作成します。

キャンセル
選択内容を破棄して[Storage Virtual Machine の関連付けの作成]ウィザードを閉じ
ます。

[保護/ジョブ]ページ
[保護/ジョブ]ページでは、実行中のすべてのパートナー アプリケーション保護ジョブの現在
のステータスとその他の情報、および完了したジョブを表示できます。この情報から、まだ
実行中のジョブや、ジョブが成功したかどうかを確認できます。

• コマンド ボタン（419ページ）

• [ジョブ]リスト（419ページ）

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
中止

選択したジョブを中止します。このオプションは、選択したジョブが実行中の場
合にのみ選択できます。

再試行
保護設定タイプまたは保護関係の操作タイプの失敗したジョブを再試行します。
失敗したジョブは一度に1つずつ再試行できます。失敗したジョブを複数選択す
ると、[再試行]ボタンは無効になります。ストレージ サービス ジョブは、失敗し
ても再試行できません。

更新
ジョブとその関連情報のリストを更新します。

[ジョブ]リスト
[ジョブ]リストには、進行中のジョブのリストが表形式で表示されます。デフォルトでは、
過去1週間に生成されたジョブのみが表示されます。列のソートやフィルタリングを使用し
て、表示されるジョブをカスタマイズできます。
ステータス

ジョブの現在のステータスが表示されます。エラー（ ）または標準（ ）の
いずれかです。

ジョブ ID

ジョブのID番号が表示されます。デフォルトでは、この列は表示されません。
ジョブID番号は一意であり、ジョブの開始時にサーバによって割り当てられます。
列フィルタのテキスト ボックスにジョブID番号を入力することで、特定のジョブ
を検索できます。

名前
ジョブの名前が表示されます。
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タイプ
ジョブ タイプが表示されます。ジョブ タイプは次のとおりです。
クラスタの取得

Workflow Automationジョブがクラスタを再検出しています。
保護設定

保護ジョブが、Workflow Automationのワークフロー（cronスケジュールや
SnapMirrorポリシーの作成など）を開始しています。

保護関係の操作
保護ジョブがSnapMirror処理を実行しています。

保護ワークフロー チェーン
Workflow Automationジョブが、複数のワークフローを実行しています。

リストア
リストア ジョブを実行しています。

クリーンアップ
リストアが不要となったストレージ サービス メンバーのアーティファクト
をジョブがクリーンアップしています。

準拠
ジョブがストレージ サービス メンバーの設定をチェックして準拠している
ことを確認しています。

破棄
ジョブがストレージ サービスを削除しています。

インポート
ジョブが管理対象外のストレージ オブジェクトを既存のストレージ サービ
スにインポートしています。

変更
ジョブが既存のストレージ サービスの属性を変更しています。

サブスクライブ
ジョブがストレージ サービスにメンバーをサブスクライブしています。

アンサブスクライブ
ジョブがストレージ サービスからメンバーをサブスクライブ解除していま
す。

更新
保護更新ジョブを実行しています。

WFA 設定
Workflow Automationジョブが、クラスタのクレデンシャルをプッシュし、デー
タベース キャッシュを同期しています。

状態
ジョブの実行状態が表示されます。状態のオプションは次のとおりです。
中止

ジョブが中止されました。
中止中

ジョブの中止処理が進行中です。
完了

ジョブが完了しました。
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実行中
ジョブが実行中です。

送信時刻
ジョブが送信された時刻が表示されます。

期間
ジョブの完了までにかかった時間が表示されます。この列はデフォルトで表示さ
れます。

完了時刻
ジョブが終了した時刻が表示されます。デフォルトでは、この列は表示されませ
ん。

関連タスク

ジョブの監視（408ページ）
ジョブの詳細の表示（409ページ）
ジョブの中止（409ページ）

[保護/ジョブの詳細]ページ
[保護/ジョブの詳細]ページでは、特定の保護ジョブ タスクのステータスやその他の情報を確
認できます。実行中のタスク、キューに登録されたタスク、完了したタスクの情報が表示さ
れます。この情報は、保護ジョブの進捗の監視やジョブが失敗した場合のトラブルシュー
ティングに役立ちます。

ジョブの概要
ジョブの概要として次の情報が表示されます。

• ジョブ ID

• タイプ

• 状態

• 送信時刻

• 完了時刻

• 期間

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
更新

タスク リストと各タスクに関連付けられているプロパティを更新します。
ジョブを表示

[保護/ジョブ]ページに戻ります。

[ジョブ タスク]リスト
[ジョブ タスク]リストには、特定のジョブに関連付けられているすべてのタスクと各タスク
に関連するプロパティが表形式で表示されます。
開始時刻

タスクが開始された日時が表示されます。デフォルトでは、この列に基づいて新
しいタスクから古いタスクの順に情報が表示されます。
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タイプ
タスクのタイプが表示されます。

状態
特定のタスクの状態が表示されます。
完了

完了したタスクです。
キュー登録済み

実行待ちのタスクです。
実行中

実行中のタスクです。
待機中

ジョブが送信され、一部の関連タスクがキューへの登録と実行を待機してい
ます。

ステータス
タスクのステータスが表示されます。

エラー（ ）
失敗したタスクです。

正常（ ）
成功したタスクです。

スキップ（ ）
失敗したために後続のタスクがスキップされたタスクです。

期間
タスクが開始されてからの経過時間が表示されます。

完了時刻
タスクが完了した時刻が表示されます。デフォルトでは、この列は表示されませ
ん。

タスク ID

ジョブの個々のタスクを識別するGUIDが表示されます。この列はソートとフィ
ルタリングが可能です。デフォルトでは、この列は表示されません。

依存順序
グラフ内のタスクの順序を表す整数が表示されます。最初のタスクには0が割り
当てられます。デフォルトでは、この列は表示されません。

[タスクの詳細]ペイン
ジョブの各タスクについて、タスクの名前、タスクの説明、タスクが失敗した理
由などの追加情報が表示されます。

[タスク メッセージ]ペイン
選択したタスクに固有のメッセージが表示されます。エラーの理由や推奨される
解決方法などが含まれます。タスク メッセージは、すべてのタスクで表示される
とは限りません。

関連タスク

ジョブの詳細の表示（409ページ）
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[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックス
[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックスでは、セカンダリ ボリュームのバージョンに依
存しないレプリケーション、複数コピー バックアップ、およびスペース関連設定を有効に
することができます。[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックスは、現在の設定を変更し
て有効または無効にする場合に使用します。
スペース関連設定には、重複排除、データ圧縮、自動拡張、スペース ギャランティなど、
格納できるデータの量を最大限に増やすための設定が含まれます。
このダイアログ ボックスには次のフィールドがあります。
バージョンに依存しないレプリケーションを有効にする

SnapMirrorのバージョンに依存しないレプリケーションを有効にします。バー
ジョンに依存しないレプリケーションを有効にすると、デスティネーション ボ
リュームで実行しているONTAPのバージョンがソース ボリュームよりも古くて
も、ソースとデスティネーションの両方でONTAP 8.3を実行していれば、ソース
ボリュームでSnapMirror保護が可能になります。

• バックアップを有効にする
バージョンに依存しないレプリケーションが有効な場合に、SnapMirrorソース
のデータの複数のSnapshotコピーをSnapMirrorデスティネーションに転送して
保持することができます。

重複排除を有効にする
重複するデータ ブロックを排除してスペースを削減できるように、SnapVault関係
のセカンダリ ボリュームで重複排除を有効にします。重複排除は、スペース削減
率が10%以上で、データが頻繁には上書きされない場合に効果を期待できます。
重複排除は、仮想環境、ファイル共有、およびバックアップのデータによく使用
されます。この設定はデフォルトでは無効になっています。有効にすると、転送
が完了するたびにこの処理が開始されます。

• 圧縮を有効にする
透過的なデータ圧縮を有効にします。圧縮は、スペース削減率が10%以上で、
潜在的なオーバーヘッドを許容でき、ピーク時以外の時間帯に圧縮を完了でき
るだけの十分なシステム リソースがある場合に効果を期待できます。
SnapVault関係では、この設定はデフォルトで無効になっています。圧縮は、重
複排除を選択した場合にのみ使用できます。

• インラインで圧縮
ディスクに書き込む前にデータを圧縮することで、スペース削減効果を即座に
実現できます。インライン圧縮は、システムのピーク時の利用率が50%以下で、
ピーク時に書き込みやCPUが多少増えても許容できる場合に効果を期待でき
ます。この設定は、「圧縮を有効にする」を選択した場合にのみ使用できます。

自動拡張を有効にする
空きスペースの割合が指定したしきい値を下回ったときに、関連付けられている
アグリゲートに使用可能なスペースが残っていれば、デスティネーション ボ
リュームを自動的に拡張することができます。

最大サイズ
ボリュームを最大で何パーセントまで拡張できるようにするかを設定します。デ
フォルトでは、ソース ボリュームのサイズよりも20%まで大きくできます。現在
のボリューム サイズがこの値以上の場合、そのボリュームは自動的に拡張されま
せん。このフィールドは、自動拡張の設定を有効にした場合にのみ有効になりま
す。
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増分サイズ
ボリュームの自動拡張で何パーセントずつ拡張するかを指定します。ソース ボ
リュームの割合で示した最大サイズに達するまで、この割合で自動的に拡張され
ます。

スペース ギャランティ
データ転送が常に成功するようにセカンダリ ボリュームに十分なスペースを割り
当てます。スペース ギャランティの設定は次のいずれかです。
• ファイル
• ボリューム
• なし
たとえば、200GBのボリュームに合計50GBのファイルが格納されており、それら
のファイルに実際に格納されているデータは10GBだけであるとします。[ボ
リューム]を選択した場合、ソースの内容に関係なく、200GBのスペースがデスティ
ネーション ボリュームに割り当てられます。[ファイル]を選択した場合は、ソー
スのファイルに対応する十分なスペースを確保するために、デスティネーション
に50GBのスペースが割り当てられます。この状況で[なし]を選択した場合は、
ソースで実際にファイルのデータに使用されている10GBだけが割り当てられま
す。
スペース ギャランティは、デフォルトでは[ボリューム]に設定されています。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
適用

選択した効率化の設定を保存します。これらの設定は、[保護設定]ダイアログ
ボックスで[適用]をクリックすると適用されます。

キャンセル
選択内容を破棄して[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックスを閉じ
ます。

関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）

関連情報

ネットアップ テクニカル レポート3966：『ネットアップのデータ圧縮機能と重複排除機能
導入および実装ガイド：clustered Data ONTAP』

[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックス
[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックスを使用して、デスティネーション ボ
リュームのスペース ギャランティの設定を有効にすることができます。詳細設定は、ソー
スではスペース ギャランティが無効になっている状況において、デスティネーションでス
ペース ギャランティを有効にする場合に使用します。SnapMirror関係の重複排除、圧縮、お
よび自動拡張の設定はソース ボリュームから継承され、変更することはできません。

スペース ギャランティ
データ転送が常に成功するようにデスティネーション ボリュームに十分なスペースを割り
当てます。スペース ギャランティの設定は次のいずれかです。

• ファイル
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ファイルのスペース ギャランティはONTAP 8.3では使用できません。

• ボリューム

• なし

たとえば、200GBのボリュームに合計50GBのファイルが格納されており、それらのファイ
ルに実際に格納されているデータは10GBだけであるとします。[ボリューム]を選択した場
合、ソースの内容に関係なく、200GBのスペースがデスティネーション ボリュームに割り当
てられます。[ファイル]を選択した場合は、ソースのファイルに対応する十分なスペースを
確保するために、デスティネーションに50GBのスペースが割り当てられます。この状況で
[なし]を選択した場合は、ソースで実際にファイルのデータに使用されている10GBだけが割
り当てられます。
スペース ギャランティは、デフォルトでは[ボリューム]に設定されています。

関連資料

[保護設定]ダイアログ ボックス（427ページ）

[リストア]ダイアログ ボックス
[リストア]ダイアログ ボックスでは、特定のSnapshotコピーからボリュームにデータをリス
トアできます。

リストア元
[リストア元]領域では、データのリストア元を指定できます。
ボリューム

データのリストア元となるボリュームを指定します。デフォルトでは、リストア
操作を開始したボリュームが選択されます。リストア操作を開始したボリューム
と保護関係にあるすべてのボリュームを表示するドロップダウン リストから別の
ボリュームを選択することもできます。

Snapshot コピー
データのリストアに使用するSnapshotコピーを指定します。デフォルトでは最新
のSnapshotコピーが選択されます。ドロップダウン リストから別のSnapshotコ
ピーを選択することもできます。[Snapshot コピー]リストの内容は、選択したボ
リュームに応じて変わります。

最大 995 個のファイルとディレクトリを表示する
デフォルトでは、最大995個のオブジェクトがリストに表示されます。選択したボ
リューム内のすべてのオブジェクトを表示する場合は、このチェックボックスを
選択解除できます。アイテムの数が非常に多い場合は、この処理が完了するまで
に時間がかかることがあります。

リストアする項目を選択
[リストアする項目を選択]領域では、リストアの対象として、ボリューム全体または特定の
ファイルやフォルダを選択できます。最大10個のファイル、フォルダ、または両者の組み合
わせを選択できます。アイテムを最大数まで選択すると、アイテム選択チェック ボックス
が無効になります。
[パス]フィールド

リストアするデータのパスが表示されます。リストアするフォルダとファイルに
移動するか、またはパスを入力できます。パスを選択または入力するまで、この
フィールドには何も表示されません。パスを選択したあとで をクリックする
と、ディレクトリ構造の1つ上のレベルに移動します。
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[フォルダ / ファイル]リスト
入力したパスの内容が表示されます。デフォルトでは、最初にルート フォルダが
表示されます。フォルダ名をクリックすると、そのフォルダの内容が表示されま
す。

リストアするアイテムは次のように選択できます。

• [パス]フィールドに特定のファイル名を指定したパスを入力すると、指定したファイルが
[フォルダ / ファイル]に表示されます。

• 特定のファイルを指定せずにパスを入力すると、フォルダの内容が[フォルダ / ファイル]
リストに表示され、最大10個のファイル、フォルダ、または両者の組み合わせをリスト
ア対象として選択できます。
フォルダに995個を超えるアイテムが含まれている場合は、アイテムが多すぎて表示でき
ないことを通知するメッセージが表示され、そのまま処理を続行すると、指定したフォ
ルダ内のすべてのアイテムがリストアされます。選択したボリューム内のすべてのオブ
ジェクトを表示する場合は、「[最大 995 個のファイルとディレクトリを表示する]」チェッ
クボックスを選択解除できます。

注：NTFSファイル ストリームはリストアできません。

リストア先
[リストア先]領域では、データのリストア先を指定できます。
ボリューム Volume_Name内の元の場所

選択したデータを、データのバックアップが行われたソース上のディレクトリに
リストアします。

別の場所
選択したデータを新しい場所にリストアします。

• リストア パス
選択したデータをリストアする代替パスを指定します。既存のパスを指定す
る必要があります。[参照]ボタンを使用してデータのリストア先に移動する
か、またはパスを「cluster://svm/volume/path」の形式で入力できます。

• ディレクトリ階層を維持
このチェック ボックスをオンにすると、元のファイルまたはディレクトリの構
造が維持されます。たとえば、ソースが「/A/B/C/myFile.txt」、デスティネーショ
ンが「/X/Y/Z」である場合、Unified Managerはデスティネーションでディレク
トリ構造「/X/Y/Z/A/B/C/myFile.txt」を使用してデータをリストアします。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
キャンセル

選択内容を破棄して[リストア]ダイアログ ボックスを閉じます。
リストア

選択した内容でリストア プロセスを開始します。

関連タスク

[健全性 / すべてのボリューム]ビューを使用したデータのリストア（399ページ）
[健全性 / ボリュームの詳細]ページを使用したデータのリストア（400ページ）
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関連資料

[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックス（427ページ）

[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックス
[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックスは、元のソースとは別のクラスタおよびSVM上の
ディレクトリにデータをリストアする場合に使用します。デフォルトでは、元のソース ク
ラスタとボリュームが選択されます。
[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックスでは、データのリストア先となるクラスタ、
SVM、ボリューム、およびディレクトリ パスを選択できます。
クラスタ

リストア先として指定できるクラスタのリストが表示されます。デフォルトでは
元のソース ボリュームのクラスタが選択されます。

SVMドロップダウン リスト
選択したクラスタで使用可能なSVMのリストが表示されます。デフォルトでは元
のソース ボリュームのSVMが選択されます。

ボリューム
選択したSVM内の読み書き可能なボリュームがすべて表示されます。ボリューム
は、名前や使用可能なスペースでフィルタできます。最もスペースが大きいボ
リュームから順に一覧表示されます。デフォルトでは元のソース ボリュームが選
択されます。

[ファイル パス]テキスト ボックス
データのリストア先となるファイル パスを入力できます。すでに存在するパスを
入力する必要があります。

名前
選択したボリュームで使用可能なフォルダの名前が表示されます。[名前]リスト
でフォルダをクリックすると、サブフォルダが表示されます（存在する場合）。
フォルダ内のファイルは表示されません。フォルダを選択してから をクリッ
クすると、ディレクトリ構造の1つ上のレベルに移動します。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
ディレクトリの選択

選択内容を適用して[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックスを閉じます。ディ
レクトリを選択していない場合は、このボタンが無効になります。

キャンセル
選択内容を破棄して[ディレクトリの参照]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連資料

[リストア]ダイアログ ボックス（425ページ）

[保護設定]ダイアログ ボックス
[保護設定]ダイアログ ボックスを使用すると、クラスタ上の読み取り、書き込み、データ保
護のすべてのボリュームに対してSnapMirror関係とSnapVault関係を作成して、ソース ボ
リュームまたはプライマリ ボリューム上のデータをレプリケートできます。

• [Source]（428ページ）タブ

• [SnapMirror]（428ページ）タブ
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• [SnapVault]（430ページ）タブ

• コマンド ボタン（432ページ）

[ソース]タブ
[トポロジ]ビュー

作成する関係が視覚的に表示されます。デフォルトでは、トポロジ内のソースが
強調表示されます。

ソース情報
選択したソース ボリュームに関する詳細が表示されます。次の情報が含まれま
す。

• ソースクラスタ名

• ソース SVM 名

• ボリュームの累積合計サイズ
選択したすべてのソース ボリュームの合計サイズが表示されます。

• ボリュームの累積使用サイズ
選択したすべてのソース ボリュームの累積使用サイズが表示されます。

• ソース ボリューム
次の情報がテーブルに表示されます。

◦ ソース ボリューム
選択したソース ボリュームの名前が表示されます。

◦ タイプ
ボリューム タイプが表示されます。

◦ SnapLockタイプ
ボリュームのSnapLockタイプが表示されます。「コンプライアンス」、「エン
タープライズ」「SnapLock なし」のいずれかです。

◦ Snapshot コピー
ベースライン転送に使用されるSnapshotコピーが表示されます。ソース ボ
リュームが読み取り/ 書き込みボリュームの場合、[Snapshot コピー]列の[デ
フォルト]の値は、新しいSnapshotコピーがデフォルトで作成され、ベース
ライン転送に使用されることを示します。ソース ボリュームがデータ保護
ボリュームの場合、[Snapshot コピー]列の[デフォルト]の値は、新しい
Snapshotコピーが作成されず、既存のすべてのSnapshotコピーがデスティ
ネーションに転送されることを示します。[Snapshot コピー]の値をクリッ
クすると、ベースライン転送に使用する既存のSnapshotコピーを選択するた
めのSnapshotコピーのリストが表示されます。ソース タイプがデータ保護
の場合、別のデフォルトのSnapshotコピーを選択することはできません。

[SnapMirror]タブ
保護関係のデスティネーション クラスタ、Storage Virtual Machine（SVM）、アグリゲート、
およびSnapMirror関係を作成する際のデスティネーションの命名規則を指定できます。
SnapMirrorポリシーとスケジュールを指定することもできます。
[トポロジ]ビュー

作成する関係が視覚的に表示されます。デフォルトでは、トポロジ内のSnapMirror
のデスティネーション リソースが強調表示されます。
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デスティネーション情報
保護関係のデスティネーション リソースを選択できます。

• [詳細]リンク
SnapMirror関係の作成時に[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボック
スを表示します。

• クラスタ
保護デスティネーション ホストとして使用できるクラスタが表示されます。
このフィールドは必須です。

• Storage Virtual Machine（SVM）
選択したクラスタで使用できるSVMが表示されます。このリストにSVMを表
示するには、クラスタを選択する必要があります。このフィールドは必須で
す。

• アグリゲート
選択したSVMで使用できるアグリゲートが表示されます。このリストにアグ
リゲートを表示するには、クラスタを選択する必要があります。このフィール
ドは必須です。[アグリゲート]リストには次の情報が表示されます。

◦ 順位
複数のアグリゲートがデスティネーションの要件をすべて満たす場合、こ
の順位は、次の条件に従ってアグリゲートを表示する優先順位を示します。

1. ソース ボリュームのノードとは異なるノードに配置されているアグリ
ゲートが優先され、障害ドメインの分離が可能になります。

2. ボリューム数が少ないノード上のアグリゲートが優先され、クラスタ内
のノード全体での負荷分散が可能になります。

3. 他のアグリゲートよりも空きスペースの多いアグリゲートが優先され、
容量の分散が可能になります。

順位1は、この3つの条件に従っているアグリゲートが最も優先されること
を示します。

◦ アグリゲート名
アグリゲートの名前

◦ 使用可能容量

◦ データ用のアグリゲートで使用できるスペースの量

◦ リソース プール
アグリゲートが属するリソース プールの名前

• 命名規則
デスティネーション ボリュームに適用されるデフォルトの命名規則を指定し
ます。用意されている命名規則をそのまま使用することも、カスタムの命名規
則を作成することもできます。命名規則には、%C、%M、%V、%Nという属性
を指定できます。%Cはクラスタ名、%MはSVM名、%Vはソース ボリューム、
%Nはトポロジのデスティネーション ノード名です。
エントリが無効な場合は、[命名規則]フィールドが赤で強調表示されます。「名
前のプレビュー」リンクをクリックすると、入力した命名規則のプレビューが
表示されます。テキスト フィールドに命名規則を入力すると、プレビュー テ
キストが動的に更新されます。関係が作成されると、デスティネーション名に
001～999のサフィックスが追加され、プレビュー テキストのnnnがこのサ
フィックスに置き換わります。001が最初に割り当てられ、002が2番目に割り
当てられます（以降も同様）。
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関係設定
保護関係で使用する最大転送速度、SnapMirrorポリシー、およびスケジュールを指
定できます。

• 最大転送速度
ネットワークを介してクラスタ間でデータが転送されるときの最大速度を指
定します。最大転送速度を指定しない場合は、関係間でベースライン転送が制
限されません。ただし、ONTAP 8.2を実行し、かつプライマリ クラスタとセカ
ンダリ クラスタが同じである場合は、この設定が無視されます。

• SnapMirror ポリシー
関係のONTAP SnapMirrorスケジュールを示します。デフォルトはDPDefaultで
す。

• [ポリシーの作成]

[SnapMirror ポリシーの作成]ダイアログ ボックスが起動します。このダイアロ
グ ボックスで、新しいSnapMirrorポリシーを作成して使用できます。

• SnapMirror スケジュール
関係のONTAP SnapMirrorスケジュールを示します。スケジュールは、「なし」、

「5分」、「8時間」、「毎日」、「毎時」、「毎週」のいずれかに設定できます。デフォ
ルトは「なし」で、関係にスケジュールが関連付けられません。スケジュール
が設定されていない関係については、ストレージ サービスに属している場合を
除き、遅延ステータスの値は報告されません。

• スケジュールの作成
[スケジュールの作成]ダイアログ ボックスが起動します。このダイアログ
ボックスで、新しいSnapMirrorスケジュールを作成できます。

[SnapVault]タブ
保護関係のセカンダリ クラスタ、SVM、アグリゲート、およびSnapVault関係を作成する際
のセカンダリ ボリュームの命名規則を指定できます。SnapVaultポリシーとスケジュールを
指定することもできます。
[トポロジ]ビュー

作成する関係が視覚的に表示されます。デフォルトでは、トポロジ内のSnapVault
のセカンダリ リソースが強調表示されます。

セカンダリ情報
保護関係のセカンダリ リソースを選択できます。

• [詳細]リンク
[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックスを表示します。

• クラスタ
保護のセカンダリ ホストとして使用できるクラスタが表示されます。この
フィールドは必須です。

• Storage Virtual Machine（SVM）
選択したクラスタで使用できるSVMが表示されます。このリストにSVMを表
示するには、クラスタを選択する必要があります。このフィールドは必須で
す。

• アグリゲート
選択したSVMで使用できるアグリゲートが表示されます。このリストにアグ
リゲートを表示するには、クラスタを選択する必要があります。このフィール
ドは必須です。[アグリゲート]リストには次の情報が表示されます。
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◦ 順位
複数のアグリゲートがデスティネーションの要件をすべて満たす場合、こ
の順位は、次の条件に従ってアグリゲートを表示する優先順位を示します。

1. プライマリ ボリュームのノードとは異なるノードに配置されているア
グリゲートが優先され、障害ドメインの分離が可能になります。

2. ボリューム数が少ないノード上のアグリゲートが優先され、クラスタ内
のノード全体での負荷分散が可能になります。

3. 他のアグリゲートよりも空きスペースの多いアグリゲートが優先され、
容量の分散が可能になります。

順位1は、この3つの条件に従っているアグリゲートが最も優先されること
を示します。

◦ アグリゲート名
アグリゲートの名前

◦ 使用可能容量

◦ データ用のアグリゲートで使用できるスペースの量

◦ リソース プール
アグリゲートが属するリソース プールの名前

• 命名規則
セカンダリ ボリュームに適用されるデフォルトの命名規則を指定します。用
意されている命名規則をそのまま使用することも、カスタムの命名規則を作成
することもできます。命名規則には、%C、%M、%V、%Nという属性を指定で
きます。%Cはクラスタ名、%MはSVM名、%Vはソース ボリューム、%Nはト
ポロジのセカンダリ ノード名です。
エントリが無効な場合は、[命名規則]フィールドが赤で強調表示されます。「名
前のプレビュー」リンクをクリックすると、入力した命名規則のプレビューが
表示されます。テキスト フィールドに命名規則を入力すると、プレビュー テ
キストが動的に更新されます。無効な値を入力すると、プレビュー領域では無
効な情報に赤の疑問符が表示されます。関係が作成されると、セカンダリ名に
001～999のサフィックスが追加され、プレビュー テキストのnnnがこのサ
フィックスに置き換わります。001が最初に割り当てられ、002が2番目に割り
当てられます（以降も同様）。

関係設定
保護関係で使用される最大転送速度、SnapVaultポリシー、およびSnapVaultスケ
ジュールを指定できます。

• 最大転送速度
ネットワークを介してクラスタ間でデータが転送されるときの最大速度を指
定します。最大転送速度を指定しない場合は、関係間でベースライン転送が制
限されません。ただし、ONTAP 8.2を実行し、かつプライマリ クラスタとセカ
ンダリ クラスタが同じである場合は、この設定が無視されます。

• SnapVault ポリシー
関係に対するONTAPのSnapVaultポリシーを指定します。デフォルトは

「XDPDefault」です。

• [ポリシーの作成]

[SnapVault ポリシーの作成]ダイアログ ボックスを表示します。ここでは、新し
いSnapVaultポリシーを作成して使用できます。
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• SnapVault スケジュール
関係に対するONTAPのSnapVaultスケジュールを指定します。スケジュールは、

「なし」、「5分」、「8時間」、「毎日」、「毎時」、「毎週」のいずれかに設定できま
す。デフォルトは「なし」で、関係にスケジュールが関連付けられません。ス
ケジュールが設定されていない関係については、ストレージ サービスに属して
いる場合を除き、遅延ステータスの値は報告されません。

• スケジュールの作成
[スケジュールの作成]ダイアログ ボックスを表示します。ここでは、SnapVault
スケジュールを作成できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
キャンセル

選択項目を破棄して[保護設定]ダイアログ ボックスを閉じます。
適用

選択項目を適用して保護プロセスを開始します。

関連タスク

[健全性 / すべてのボリューム]ビューでのSnapVault保護関係の作成（375ページ）
[健全性 / ボリュームの詳細]ページでのSnapVault保護関係の作成（376ページ）
[健全性 / すべてのボリューム]ビューでのSnapMirror保護関係の作成（377ページ）
[健全性 / ボリュームの詳細]ページでのSnapMirror保護関係の作成（379ページ）
カスケードまたはファンアウト関係の作成による既存の保護関係からの保護の拡張（384
ページ）

関連資料

[詳細なセカンダリ設定]ダイアログ ボックス（423ページ）
[詳細なデスティネーション設定]ダイアログ ボックス（424ページ）

[スケジュールの作成]ダイアログ ボックス
[スケジュールの作成]ダイアログ ボックスを使用すると、SnapMirror関係とSnapVault関係の
転送の基本または詳細な保護スケジュールを作成できます。データ更新を頻繁に行うため
に、データ転送の頻度を増やすことを目的とした新しいスケジュールを作成できます。デー
タがあまり変更されない場合は、少ない頻度のスケジュールを作成することもできます。
SnapMirror同期関係にスケジュールを設定することはできません。
デスティネーション クラスタ

[保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapVault]タブまたは[SnapMirror]タブで選択し
たクラスタの名前。

スケジュール名
スケジュールに指定する名前。スケジュール名には、A～Z、a～z、0～9、および
特殊文字（! @ # $ % ^ & * ( ) _ -）を使用できます。< >をスケジュール名に含める
ことはできません。

[基本]または[詳細]

使用するスケジュール モード。
「基本」モードには次の要素が含まれます。

• 繰り返し
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スケジュールされた転送が発生する頻度。「毎時」、「毎日」、「毎週」のいずれ
かを選択できます。

• 日
「Weekly」の繰り返しを選択した場合に転送が発生する曜日。

• 時間
「毎日」または「毎週」を選択した場合に転送が発生する時刻。

「詳細」モードには次の要素が含まれます。

• 月
カンマで区切った数値のリスト。月を表します。有効な値は0～11です。0は1
月を表し、以降も同様です。この要素はオプションです。このフィールドを空
にすると、毎月転送が発生します。

• 日
カンマで区切った数値のリスト。日にちを表します。有効な値は1～31です。
この要素はオプションです。このフィールドを空にすると、指定した月に毎日
転送が発生します。

• 曜日
カンマで区切った数値のリスト。曜日を表します。有効な値は0～6です。0は
日曜を表し、以降も同様です。この要素はオプションです。このフィールドを
空にすると、指定した週に毎日転送が発生します。曜日を指定し、日にちを指
定していない場合は、毎日ではなく指定した曜日にのみ転送が発生します。

• 時間
カンマで区切った数値のリスト。1日のうちの時間数を表します。有効な値は
0～23です。0は午前0時を表します。この要素はオプションです。

• 分
カンマで区切った数値のリスト。1時間のうちの分数を表します。有効な値は
0～59です。この要素は必須です。

関連タスク

SnapMirrorスケジュールとSnapVaultスケジュールの作成（383ページ）

[SnapMirror ポリシーの作成]ダイアログ ボックス
[SnapMirror ポリシーの作成]ダイアログ ボックスを使用すると、SnapMirror転送の優先順位
を設定するポリシーを作成できます。ポリシーを使用することで、ソースからデスティネー
ションへの転送効率を最大化できます。
デスティネーション クラスタ

[保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapMirror]タブで選択したクラスタの名前。
デスティネーション SVM

[保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapMirror]タブで選択したSVMの名前。
ポリシー名

新しいポリシーに指定する名前。ポリシー名には、A～Z、a～z、0～9、ピリオド
（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を使用できます。

転送の優先順位
非同期操作の転送を実行する優先順位。[標準]または[低]を選択できます。転送
の優先順位として「標準」を指定したポリシーを使用する関係の転送は、「低」を
指定したポリシーを使用する関係の転送の前に実行されます。

保護関係の管理と監視 | 433



コメント
オプションのフィールド。ポリシーに関するコメントを追加できます。

転送再開
転送が中止処理または何らかの障害（ネットワークの停止など）によって中断さ
れたときに行う再開のアクションを示します。次のいずれかを選択できます。

• 常に再開する
転送を再開する前に新しいSnapshotコピーを作成し、既存のSnapshotコピーが存
在する場合は、チェックポイントから転送を再開して、そのあとに新しく作成
したSnapshotコピーに基づく差分転送を実行するように指定します。

• 再開しない
中断された転送を再開しないように指定します。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
キャンセル

選択内容を破棄して[保護設定]ダイアログ ボックスを閉じます。
適用

選択項目を適用して保護プロセスを開始します。

関連タスク

転送効率を最大化するためのSnapMirrorポリシーの作成（386ページ）

[SnapVault ポリシーの作成]ダイアログ ボックス
[SnapVault ポリシーの作成]ダイアログ ボックスを使用すると、SnapVault転送の優先順位を
設定するポリシーを作成できます。ポリシーを使用することで、プライマリからセカンダリ
ボリュームへの転送効率を最大化できます。
デスティネーション クラスタ

[保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapVault]タブで選択したクラスタの名前。
デスティネーション SVM

[保護設定]ダイアログ ボックスの[SnapVault]タブで選択したSVMの名前。
ポリシー名

新しいポリシーに指定する名前。ポリシー名には、A～Z、a～z、0～9、ピリオド
（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を使用できます。

転送の優先順位
転送を実行する優先度。[標準]または[低]を選択できます。転送の優先順位とし
て「標準」を指定したポリシーを使用する関係の転送は、「低」を指定したポリ
シーを使用する関係の転送の前に実行されます。デフォルト設定は標準です。

コメント
オプションのフィールド。SnapVaultポリシーに関する最大255文字のコメントを
追加できます。

アクセス時間を無視
アクセス時間だけが変更されたファイルを差分転送で無視するかどうかを指定し
ます。
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レプリケーション ラベル
ONTAPによって選択されたSnapshotコピーに関連付けられているルールをテーブ
ルに表示します。このSnapshotコピーのポリシーには特定のレプリケーション ラ
ベルが指定されています。次の情報とアクションを使用することもできます。

• コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次の操作を実行できます。

◦ 追加
Snapshotコピー ラベルと保持数を作成できます。

◦ 保持数の編集
既存のSnapshotコピー ラベルの保持数を変更できます。保持数は1～251の
数値にする必要があります。すべてのルールのすべての保持数の合計は
251個以下でなければなりません。

◦ 削除
既存のSnapshotコピー ラベルを削除できます。

• Snapshot コピー ラベル
Snapshotコピー ラベルが表示されます。同じローカルSnapshotコピー ポリシー
を使用する1個以上のボリュームを選択すると、ポリシー内の各ラベルのエン
トリが表示されます。2つ以上のローカルSnapshotコピー ポリシーを使用する
複数のボリュームを選択すると、すべてのポリシーのすべてのラベルがテーブ
ルに表示されます。

• スケジュール
各Snapshotコピー ラベルに関連付けられているスケジュールが表示されます。
ラベルに複数のスケジュールが関連付けられている場合は、そのラベルのスケ
ジュールがカンマで区切ったリストに表示されます。同じラベルを使用し、ス
ケジュールが異なる複数のボリュームを選択すると、スケジュールに「各種」
と表示されます。これは、選択したボリュームに複数のスケジュールが関連付
けられていることを示します。

• デスティネーションの保持数
SnapVaultセカンダリに保持されていて、指定したラベルを持つSnapshotコピー
の数が表示されます。複数のスケジュールを使用するラベルの保持数として、
各ラベルとスケジュールのペアの保持数の合計が表示されます。2つ以上の
ローカルSnapshotコピー ポリシーを使用する複数のボリュームを選択すると、
保持数は空になります。

関連タスク

転送効率を最大化するためのSnapVaultポリシーの作成（386ページ）

[関係の編集]ダイアログ ボックス
既存の保護関係を編集して、最大転送速度、保護ポリシー、保護スケジュールを変更するこ
とができます。

デスティネーション情報
デスティネーション クラスタ

選択したデスティネーション クラスタの名前です。
デスティネーション SVM

選択したSVMの名前です。
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関係設定
保護関係で使用する最大転送速度、SnapMirrorポリシー、およびスケジュールを指
定できます。

• 最大転送速度
ネットワークを介してクラスタ間でベースライン データを転送する最大速度
を示します。選択すると、指定した値までにネットワーク帯域幅が制限されま
す。数値を入力してから、KBps（1秒あたりのキロバイト数）、MBps（1秒あた
りのメガバイト数）、GBps（1秒あたりのギガバイト数）、TBps（1秒あたりの
テラバイト数）のいずれかの単位を選択できます。最大転送速度は1KBps～
4TBpsの範囲で指定する必要があります。最大転送速度を指定しない場合は、
関係間でベースライン転送が制限されません。この設定は、プライマリ クラス
タとセカンダリ クラスタが同じ場合は無効になります。

• SnapMirror ポリシー
関係のONTAP SnapMirrorポリシーを示します。デフォルトはDPDefaultです。

• ポリシーの作成
[SnapMirror ポリシーの作成]ダイアログ ボックスが起動します。このダイアロ
グ ボックスで、新しいSnapMirrorポリシーを作成して使用できます。

• SnapMirror スケジュール
関係のONTAP SnapMirrorスケジュールを示します。スケジュールは、「なし」、

「5分」、「8時間」、「毎日」、「毎時」、「毎週」のいずれかに設定できます。デフォ
ルトは「なし」で、関係にスケジュールが関連付けられません。スケジュール
が設定されていない関係については、ストレージ サービスに属している場合を
除き、遅延ステータスの値は報告されません。

• スケジュールの作成
[スケジュールの作成]ダイアログ ボックスが起動します。このダイアログ
ボックスで、新しいSnapMirrorスケジュールを作成できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
キャンセル

選択内容を破棄して[保護設定]ダイアログ ボックスを閉じます。
送信

選択内容を適用して[関係の編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の編集（385ページ）
[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の編集（385ページ）

[初期化 / 更新]ダイアログ ボックス
[初期化 / 更新]ダイアログ ボックスでは、新しい保護関係で最初のベースライン転送を実行
できます。また、すでに初期化された関係でスケジュールされていない増分更新を手動で実
行する場合は、関係を更新できます。

[転送オプション]タブ
[転送オプション]タブでは、初期化での転送の優先順位や、転送時に使用される帯域幅を変
更できます。
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転送の優先順位
転送を実行する優先度。[標準]または[低]を選択できます。関係のポリシーで転
送の優先順位「標準」が指定されている場合、その関係は転送の優先順位「低」
が指定された関係より先に実行されます。デフォルトでは「標準」が選択されま
す。

最大転送速度
ネットワークを介してクラスタ間でデータが転送されるときの最大速度を指定し
ます。最大転送速度を指定しない場合は、関係間でベースライン転送が制限され
ません。ただし、ONTAP 8.2を実行し、かつプライマリ クラスタとセカンダリ ク
ラスタが同じである場合は、この設定が無視されます。最大転送速度が異なる複
数の関係を選択する場合は、次に示す最大転送速度設定のいずれかを指定できま
す。

• 個々の関係のセットアップまたは編集で指定した値を使用する
これを選択すると、各関係の作成時または編集時に指定された最大転送速度
が、初期化処理と更新処理で使用されます。このフィールドは、転送速度が異
なる複数の関係を初期化または更新する場合にのみ選択できます。

• 無制限
関係間の転送に帯域幅の制限がないことを示します。このフィールドは、転送
速度が異なる複数の関係を初期化または更新する場合にのみ選択できます。

• 帯域幅を制限
選択すると、指定した値までにネットワーク帯域幅が制限されます。数値を入
力してから、KBps（1秒あたりのキロバイト数）、MBps（1秒あたりのメガバイ
ト数）、GBps（1秒あたりのギガバイト数）、TBps（1秒あたりのテラバイト数）
のいずれかの単位を選択できます。最大転送速度は1KBps～4TBpsの範囲で指
定する必要があります。

[ソース Snapshot コピー]タブ
[ソース Snapshot コピー]タブには、ベースライン転送に使用されるソースSnapshotコピーに
関する次の情報が表示されます。
ソース ボリューム

対応するソース ボリュームの名前が表示されます。
デスティネーション ボリューム

選択したデスティネーション ボリュームの名前が表示されます。
ソース タイプ

ボリューム タイプが表示されます。タイプは、[読み取り/書き込み]または[データ
保護]のいずれかです。

Snapshot コピー
データ転送に使用されるSnapshotコピーが表示されます。[Snapshotコピー]の値を
クリックすると[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが開き、確立
されている保護関係のタイプと実行中の処理に応じて転送用のSnapshotコピーを
選択できます。データ保護タイプのソースについては、別のSnapshotコピーを指定
できません。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
キャンセル

選択内容を破棄して[初期化 / 更新]ダイアログ ボックスを閉じます。
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送信
選択内容を保存して、初期化ジョブまたは更新ジョブを開始します。

関連タスク

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の初期化または更新（394ページ）
[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の初期化または更新（393ページ）

関連資料

[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックス（439ページ）

[再同期]ダイアログ ボックス
[再同期]ダイアログ ボックスでは、SnapMirror関係やSnapVault関係を解除してデスティネー
ションが読み書き可能ボリュームになったあとに、その関係のデータを再同期できます。再
同期は、必要な共通のSnapshotコピーがソース ボリュームで削除されたためにSnapMirrorや
SnapVaultの更新が失敗する場合にも実行することがあります。

[再同期オプション]タブ
[再同期オプション]タブでは、再同期する保護関係の転送の優先順位と最大転送速度を設定
できます。
転送の優先順位

転送を実行する優先度。[標準]または[低]を選択できます。関係のポリシーで転
送の優先順位「標準」が指定されている場合、その関係は転送の優先順位「低」
が指定された関係より先に実行されます。

最大転送速度
ネットワークを介してクラスタ間でデータが転送されるときの最大速度を指定し
ます。これを選択すると、ネットワーク帯域幅が指定した値に制限されます。数
値を入力してから、KBps（1秒あたりのキロバイト数）、MBps（1秒あたりのメガ
バイト数）、GBps（1秒あたりのギガバイト数）、TBps（1秒あたりのテラバイト
数）のいずれかの単位を選択できます。最大転送速度を指定しない場合は、関係
間でベースライン転送が制限されません。ただし、ONTAP 8.2を実行し、かつプラ
イマリ クラスタとセカンダリ クラスタが同じである場合は、この設定が無効にな
ります。

[ソース Snapshot コピー]タブ
[ソース Snapshot コピー]タブには、ベースライン転送に使用されるソースSnapshotコピーに
関する次の情報が表示されます。
ソース ボリューム

対応するソース ボリュームの名前が表示されます。
デスティネーション ボリューム

選択したデスティネーション ボリュームの名前が表示されます。
ソース タイプ

ボリューム タイプ（読み取り/書き込みまたはデータ保護）が表示されます。
Snapshot コピー

データ転送に使用されるSnapshotコピーが表示されます。[Snapshotコピー]の値を
クリックすると[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスが開き、確立
されている保護関係のタイプと実行中の処理に応じて転送用のSnapshotコピーを
選択できます。
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コマンド ボタン
送信

再同期プロセスを開始して[再同期]ダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

選択内容をキャンセルして[再同期]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の再同期（396ページ）
[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の再同期（395ページ）

関連資料

[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックス（439ページ）

[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックス
[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスを使用して、保護関係間でデータを転送
する特定のSnapshotコピーを選択するか、またはデフォルトの動作を選択します。選択する
オプションは、関係を初期化、更新、再同期するかどうか、および関係がSnapMirrorと
SnapVaultのどちらかによって異なります。

デフォルト
SnapVault関係およびSnapMirror関係の初期化、更新、転送の再同期に使用されるSnapshotコ
ピーを決定する際のデフォルトの動作を選択できます。
SnapVault転送を実行する場合、各処理のデフォルトの動作は次のとおりです。

処理 ソースが読み取り / 書き込
みの場合のデフォルトの
SnapVaultの動作

ソースがデータ保護（DP）
の場合のデフォルトの
SnapVaultの動作

初期化 新しいSnapshotコピーを作
成して転送します。

最後にエクスポートされた
Snapshotコピーを転送しま
す。

更新 ポリシーの指定に従って、ラ
ベルが設定されたSnapshot
コピーだけを転送します。

最後にエクスポートされた
Snapshotコピーを転送しま
す。

再同期 最も新しい共通のSnapshot
コピーのあとに作成され、ラ
ベルが設定されたすべての
Snapshotコピーを転送しま
す。

ラベルが設定された最新の
Snapshotコピーを転送しま
す。

SnapMirror転送を実行する場合、各処理のデフォルトの動作は次のとおりです。
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処理 デフォルトのSnapMirrorの
動作

関係がSnapMirror-
SnapMirrorカスケード構成
の2番目のホップである場合
のデフォルトのSnapMirror
の動作

初期化 新しいSnapshotコピーを作
成して、そのSnapshotコピー
およびその前に作成された
すべてのSnapshotコピーを
転送します。

ソースからSnapshotコピー
をすべて転送します。

更新 新しいSnapshotコピーを作
成して、そのSnapshotコピー
およびその前に作成された
すべてのSnapshotコピーを
転送します。

すべてのSnapshotコピーを
転送します。

再同期 新しいSnapshotコピーを作
成して、ソースからSnapshot
コピーをすべて転送します。

セカンダリ ボリュームから
3番目のボリュームにすべて
のSnapshotコピーを転送し、
最も新しい共通のSnapshot
コピーの作成後に追加され
たデータを削除します。

既存の Snapshot コピー
リストから既存のSnapshotコピーを選択できます（Snapshotコピーの選択が許可されている
場合）。
Snapshot コピー

転送用に選択可能な既存のSnapshotコピーが表示されます。
作成日

Snapshotコピーが作成された日時が表示されます。最新のSnapshotコピーがリス
トの先頭に表示されます。

SnapVault転送の実行時に、ソースからデスティネーションに転送する既存のSnapshotコピー
を選択する場合、各処理の動作は次のようになります。

処理 Snapshotコピーを指定する
場合のSnapVaultの動作

カスケード構成のSnapshot
コピーを指定する場合の
SnapVaultの動作

初期化 指定したSnapshotコピーを
転送します。

データ保護ボリュームに対
しては、ソースSnapshotコ
ピーの選択がサポートされ
ません。

更新 指定したSnapshotコピーを
転送します。

データ保護ボリュームに対
しては、ソースSnapshotコ
ピーの選択がサポートされ
ません。

再同期 選択したSnapshotコピーを
転送します。

データ保護ボリュームに対
しては、ソースSnapshotコ
ピーの選択がサポートされ
ません。
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SnapMirror転送の実行時に、ソースからデスティネーションに転送する既存のSnapshotコ
ピーを選択する場合、各処理の動作は次のようになります。

処理 Snapshotコピーを指定する
場合のSnapMirrorの動作

カスケード構成のSnapshot
コピーを指定する場合の
SnapMirrorの動作

初期化 ソース上のすべての
Snapshotコピー（指定した
Snapshotコピーまで）を転送
します。

データ保護ボリュームに対
しては、ソースSnapshotコ
ピーの選択がサポートされ
ません。

更新 ソース上のすべての
Snapshotコピー（指定した
Snapshotコピーまで）を転送
します。

データ保護ボリュームに対
しては、ソースSnapshotコ
ピーの選択がサポートされ
ません。

再同期 ソースからすべての
Snapshotコピー（選択した
Snapshotコピーまで）を転送
し、最も新しい共通の
Snapshotコピーの作成後に
追加されたデータを削除し
ます。

データ保護ボリュームに対
しては、ソースSnapshotコ
ピーの選択がサポートされ
ません。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
送信

選択項目を送信して[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスを閉じま
す。

キャンセル
選択内容を破棄して[ソース Snapshot コピーの選択]ダイアログ ボックスを閉じま
す。

関連タスク

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の再同期（396ページ）
[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の再同期（395ページ）

関連資料

[再同期]ダイアログ ボックス（438ページ）
[初期化 / 更新]ダイアログ ボックス（436ページ）

[逆再同期]ダイアログ ボックス
ソース ボリュームが機能しなくなったために保護関係を解除して、デスティネーションを
読み書き可能なボリュームにした場合は、逆再同期によって関係の方向を反転させて、デス
ティネーションを新たなソースに、ソースを新たなデスティネーションにすることができま
す。
災害によって保護関係のソース ボリュームが機能しなくなった場合は、ソースの修理や交
換、ソースの更新、および関係の再確立を行う間、デスティネーション ボリュームを読み
書き可能に変換してデータの提供を継続することができます。逆再同期処理を実行すると、
共通のSnapshotコピーのデータよりも新しいソース上のデータが削除されます。
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逆再同期前
逆再同期処理を実行する前の関係のソースとデスティネーションが表示されます。
ソース ボリューム

逆再同期処理を実行する前のソース ボリュームの名前と場所。
デスティネーション ボリューム

逆再同期処理を実行する前のデスティネーション ボリュームの名前と場所。

逆再同期後
逆再同期処理を実行したあとの関係のソースとデスティネーションが表示されます。
ソース ボリューム

逆再同期処理を実行したあとのソース ボリュームの名前と場所。
デスティネーション ボリューム

逆再同期処理を実行したあとのデスティネーション ボリュームの名前と場所。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次の操作を実行できます。
送信

逆再同期処理を開始します。
キャンセル

逆再同期処理を開始せずに[逆再同期]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

[健全性 / ボリュームの詳細]ページでの保護関係の反転（398ページ）
[保護/ボリューム関係]ページでの保護関係の反転（397ページ）

[関係 / すべての関係]ビュー
[関係 / すべての関係]ビューには、ストレージ システム上の保護関係に関する情報が表示さ
れます。同じフィールドが[保護/ボリューム関係]ページにも表示されます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
関係ステータス

保護関係の現在のステータスが表示されます。

ステータスは、エラー（ ）、警告（ ）、標準（ ）のいずれかです。
遅延ステータス

管理対象の関係の遅延ステータスと、スケジュールが関連付けられている管理対
象外の関係の遅延ステータスが表示されます。遅延ステータスは次のいずれかに
なります。

• エラー（ ）
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遅延時間が遅延エラーしきい値と同じか、それを上回っています。

• 警告（ ）
遅延時間が遅延警告しきい値と同じか、それを上回っています。

• 標準（ ）
遅延時間が正常範囲内です。

• 該当なし
同期関係については、スケジュールを設定できないため、遅延ステータスは適
用されません。

ソース ボリューム
保護されているソース ボリュームが表示されます。ソース ボリューム名をク
リックすると、ソース ボリュームの詳細が表示されます。
メッセージ「リソース キー未検出」が表示される場合は、クラスタに存在するボ
リュームがUnified Managerインベントリにまだ追加されていないか、または最後
のクラスタ更新のあとにボリュームが作成された可能性があります。ボリューム
の存在を確認するか、またはクラスタで再検出を実行してリソースのリストを更
新する必要があります。

デスティネーション ボリューム
デスティネーション ボリュームの名前が表示されます。デスティネーション ボ
リューム名をクリックすると、デスティネーション ボリュームの詳細が表示され
ます。

関係タイプ
ボリュームを複製するために使用される関係タイプが表示されます。次の関係タ
イプがあります。
• 非同期ミラー
• 非同期バックアップ
• 非同期ミラー バックアップ
• StrictSync

• Sync

転送ステータス
保護関係の転送ステータスが表示されます。転送ステータスは、次のいずれかで
す。
• 中止中

SnapMirror転送が有効になっていますが、転送を中止する処理（チェックポイ
ントの削除など）を実行中です。

• 確認中
デスティネーション ボリュームの診断チェックを実行中で、実行中の転送はあ
りません。

• 最終処理中
SnapMirror転送が有効になっています。現在SnapVault増分転送の転送後の
フェーズです。

• アイドル
転送が有効になっていますが、実行中の転送はありません。

• 同期
同期関係にある2つのボリュームのデータが同期されています。

• 非同期
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デスティネーション ボリュームのデータがソース ボリュームと同期されてい
ません。

• 準備中
SnapMirror転送が有効になっています。現在SnapVault増分転送の転送前の
フェーズです。

• キュー登録済み
SnapMirror転送が有効になっています。実行中の転送はありません。

• 休止
SnapMirror転送が無効になっています。実行中の転送はありません。

• 休止中
SnapMirror転送を実行中です。増分転送が無効になっています。

• 転送中
SnapMirror転送が有効になっており、転送を実行中です。

• 移行中
ソース ボリュームからデスティネーション ボリュームへの非同期のデータ転
送が完了し、同期処理への移行が開始されています。

• 待機中
SnapMirror転送は開始されていますが、一部の関連タスクのキュー登録を待っ
ています。

状態
ボリュームの現在の状態：
• オフライン

ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されていません。
• オンライン

ボリュームへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されています。
• 制限

パリティの再構築などの一部の処理は許可されますが、データ アクセスは許可
されません。

• Mixed
FlexGroupボリュームに状態の異なるコンスティチュエントが混在しています。

関係の健全性
クラスタの関係の健全性が表示されます。

遅延時間
ミラーのデータがソースより遅延している時間が表示されます。
遅延時間は、StrictSync関係については0またはそれに近い値になります。

前回の更新成功日時
SnapMirrorまたはSnapVaultの処理に最後に成功した時刻が表示されます。
同期関係については、前回の更新成功日時は適用されません。

前回の転送時間
前回のデータ転送が完了するまでの時間が表示されます。
StrictSync関係については、転送が同時に行われるため、転送時間は適用されませ
ん。

前回の転送サイズ
前回のデータ転送のサイズがバイト単位で表示されます。
StrictSync関係については、転送サイズは適用されません。

関係の状態
SnapMirror関係のミラー状態が表示されます。
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正常でない理由
関係が正常な状態でない理由が表示されます。

転送の優先順位
転送を実行する優先度が表示されます。転送の優先順位は[標準]または[低]です。
優先度が[標準]の転送は、優先度が[低]の転送よりも先に実行されます。
同期関係については、すべての転送が同じ優先度で扱われるため、転送の優先度
は適用されません。

ポリシー
ボリュームの保護ポリシーが表示されます。ポリシーの名前をクリックすると、
そのポリシーに関連付けられた詳細について次の情報を確認できます。

• 転送の優先順位
非同期操作の転送を実行する優先度を指定します。転送の優先順位は[標準]ま
たは[低]です。優先度が[標準]の転送は、優先度が[低]の転送よりも先に実行さ
れます。デフォルトは[標準]です。

• アクセス時間を無視
SnapVault関係にのみ適用されます。アクセス時間だけが変更されたファイル
を差分転送で無視するかどうかを指定します。値はTrueまたはFalseのいずれ
かです。デフォルトはFalseです。

• 関係が同期されていない場合
同期関係を同期できない場合にONTAPで実行する処理を指定します。
StrictSync関係の場合、セカンダリ ボリュームとの同期に失敗すると、プライ
マリ ボリュームへのアクセスが制限されます。Sync関係の場合、セカンダリと
の同期に失敗しても、プライマリへのアクセスは制限されません。

• 最大試行回数
SnapMirror関係の手動またはスケジュールされた各転送を試行する最大回数を
指定します。デフォルトは8です。

• コメント
選択したポリシーに関するコメントを示すテキスト フィールドが表示されま
す。

• SnapMirror ラベル
Snapshotコピー ポリシーに関連付けられている最初のスケジュールの
SnapMirrorラベルを指定します。SnapMirrorラベルは、Snapshotコピーを
SnapVaultデスティネーションにバックアップするときに、SnapVaultサブシステ
ムによって使用されます。

• 保持設定
バックアップを保持する期間を、バックアップの時刻または数で指定します。

• 実際の Snapshot コピー
このボリューム上の、指定したラベルと一致するSnapshotコピーの数を指定し
ます。

• Snapshot コピーを保持
ポリシーの上限に達した場合でも自動的に削除されないSnapVault Snapshotコ
ピーの数を指定します。値はTrueまたはFalseのいずれかです。デフォルトは
Falseです。

• 保持の警告のしきい値
Snapshotコピー数の制限を指定します。この数に達すると、保持数の上限に近
づいていることを通知する警告が送信されます。
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スケジュール
関係に割り当てられている保護スケジュールの名前が表示されます。
同期関係については、スケジュールは適用されません。

バージョンに依存しないレプリケーション
「はい」、「はい（バックアップ オプションあり）」、「なし」のいずれかが表示され
ます。

ソース SVM

ソースSVMの名前が表示されます。
メッセージ「リソース キー未検出」が表示される場合は、クラスタに存在するSVM
がUnified Managerインベントリにまだ追加されていないか、または最後のクラス
タ更新のあとにSVMが作成された可能性があります。SVMの存在を確認するか、
またはクラスタで再検出を実行してリソースのリストを更新する必要がありま
す。

ソース ノード
SnapMirror関係のソース ノードの名前が表示されます。

ソース クラスタ
SnapMirror関係のソース クラスタの名前が表示されます。

デスティネーション SVM

デスティネーションSVMの名前が表示されます。
デスティネーション ノード

SnapMirror関係のデスティネーション ノードの名前が表示されます。
デスティネーション クラスタ

SnapMirror関係のデスティネーション クラスタの名前が表示されます。

[関係 / 過去 1カ月の転送ステータス]ビュー
[関係 / 過去 1カ月の転送ステータス]ビューでは、非同期関係にあるボリュームについて、一
定期間のボリューム転送の傾向を分析できます。また、このページにはボリューム転送が成
功したか失敗したかが表示されます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
ソース ボリューム

ソース ボリューム名が表示されます。
デスティネーション ボリューム

デスティネーション ボリューム名が表示されます。
処理タイプ

ボリューム転送のタイプが表示されます。
処理結果

ボリューム転送が成功したかどうかが表示されます。
転送開始時間

ボリューム転送の開始時間が表示されます。
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転送終了時間
ボリューム転送の終了時間が表示されます。

転送時間
ボリューム転送が完了するまでの所要時間（時間）が表示されます。

転送サイズ
転送されたボリュームのサイズ（MB）が表示されます。

ソース SVM

Storage Virtual Machine（SVM）名が表示されます。
ソース クラスタ

ソース クラスタ名が表示されます。
デスティネーション SVM

デスティネーションSVM名が表示されます。
デスティネーション クラスタ

デスティネーション クラスタ名が表示されます。

[関係 / 過去 1カ月の転送速度]ビュー
[関係 / 過去 1カ月の転送速度]ビューでは、非同期関係にあるボリュームについて、転送され
るデータ ボリュームの量を1日単位で分析できます。また、このページには、毎日のボ
リューム転送に関する詳細および転送処理を完了するために必要な時間が表示されます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
合計転送サイズ

ボリューム転送の合計サイズ（GB）が表示されます。
日

ボリューム転送が開始された日にちが表示されます。
終了時間

ボリューム転送が終了した日時が表示されます。
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OnCommand Workflow Automationを使用した保護
ワークフローの実行

OnCommand Workflow AutomationをUnified Managerと統合して、ストレージ クラスのワーク
フローを実行したり、ストレージ クラスがないInfinite Volumeを備えたSVMを監視したりで
きます。

Workflow AutomationとUnified Managerの間の接続の設定
OnCommand Workflow Automation（WFA）とUnified Managerの間でセキュアな接続を確立す
ることができます。Workflow Automationに接続することで、SnapMirrorやSnapVaultの設定
ワークフロー、SnapMirror関係の管理用コマンドなどの保護機能を使用できるようになりま
す。

開始する前に

• バージョン4.2以降のWorkflow Automationがインストールされている必要があります。

• WFAサーバに「WFA pack for managing Clustered Data ONTAP」のバージョン9.6.0以上がイ
ンストールされている必要があります。これらは、NetApp Storage Automation Storeから
ダウンロードできます。
WFA pack for managing ONTAP

• WFAとUnified Managerの接続をサポートするためにUnified Managerで作成したデータ
ベース ユーザの名前を確認しておく必要があります。
このデータベース ユーザには統合スキーマ ユーザ ロールが割り当てられている必要が
あります。

• Workflow AutomationでAdministratorロールまたはArchitectのロールが割り当てられてい
る必要があります。

• ホスト アドレス、ポート番号443、およびWorkflow Automationセットアップのユーザ名と
パスワードが必要です。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[Workflow Automation]
をクリックします。

2. [セットアップ/Workflow Automation]ページの[データベース ユーザ]領域で、Unified
ManagerとWorkflow Automationの接続をサポートするために作成したデータベース ユー
ザの名前を選択し、パスワードを入力します。

3. [セットアップ/Workflow Automation]ページの[OnCommand Workflow Automation のク
レデンシャル]領域で、ホスト名またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）、およびWorkflow
Automationセットアップのユーザ名とパスワードを入力します。
Unified Managerサーバのポート（ポート443）を使用する必要があります。

4. [保存]をクリックします。

5. 自己署名証明書を使用する場合は、[はい]をクリックしてセキュリティ証明書を承認しま
す。
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[セットアップ/Workflow Automation]ページが表示されます。

6. [はい]をクリックしてWeb UIをリロードし、Workflow Automationの機能を追加します。

関連資料

[セットアップ/Workflow Automation]ページ（450ページ）

Unified ManagerからのOnCommand Workflow Automation
セットアップの削除

OnCommand Workflow Automationが不要となった場合は、Unified ManagerからWorkflow
Automationのセットアップを削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[Workflow Automation]
をクリックします。

2. [セットアップ/Workflow Automation]ページで、[セットアップの削除]をクリックします。

関連資料

[セットアップ/Workflow Automation]ページ（450ページ）

OnCommand Workflow Automationを再インストールまたは
アップグレードする場合に必要な処理

OnCommand Workflow Automationを再インストールまたはアップグレードする前に、
OnCommand Workflow AutomationとUnified Managerの間の接続を削除し、実行中のすべての
OnCommand Workflow Automationまたはスケジュールされたジョブが停止されていることを
確認しておく必要があります。
また、OnCommand Workflow AutomationからUnified Managerを手動で削除する必要がありま
す。
OnCommand Workflow Automationを再インストールまたはアップグレードしたら、Unified
Managerとの接続を再度セットアップする必要があります。
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OnCommand Workflow Automationセットアップのウィンドウ
とダイアログ ボックスの説明

Unified Managerの[セットアップ/Workflow Automation]ページで、OnCommand Workflow
Automationをセットアップできます。

[セットアップ/Workflow Automation]ページ
[セットアップ/Workflow Automation]ページを使用すると、OnCommand Workflow Automation
とUnified Managerを統合するための設定を行うことができます。設定を追加、変更、または
削除することもできます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

Unified Manager データベース ユーザ
この領域では、Unified ManagerとWorkflow Automationのペアリングに必要なデータベース
ユーザのクレデンシャルを入力できます。
名前

Unified Managerデータベース内のデータにアクセスするために使用するデータ
ベース ユーザのユーザ名を指定できます。デフォルトでは、データベース ユーザ
は選択されません。ドロップダウン リストからデータベース ユーザを選択でき
ます。

パスワード
指定したユーザ名に対応するパスワードを指定できます。

OnCommand Workflow Automation のクレデンシャル
この領域では、Unified Managerとのペアリングに必要なWorkflow Automationアカウントのク
レデンシャルを入力できます。
ホスト名または IP アドレス

Unified Managerとのペアリングに使用する、Workflow Automationホスト サーバの
名前またはIPアドレスを指定します。

ポート
Workflow Automationホスト サーバの必須のポート番号（443）が表示されます。

ユーザ名
Workflow Automationへのログインに使用するユーザ名を指定できます。

パスワード
指定したユーザ名に対応するパスワードを指定できます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して、セットアップ オプションを削除、保存、またはキャンセル
できます。
セットアップの削除

Workflow AutomationセットアップをUnified Managerから削除します。
保存

選択したオプションの設定を保存します。
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関連タスク

Workflow AutomationとUnified Managerの間の接続の設定（448ページ）
Unified ManagerからのOnCommand Workflow Automationセットアップの削除（449ページ）
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パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用
したパフォーマンスの管理

パフォーマンス容量は、あるリソースの有用なパフォーマンスを超過しない範囲で、そのリ
ソースから引き出すことのできるスループットの量を示します。既存のパフォーマンス カ
ウンタを使用した場合、レイテンシの問題が発生することなく、ノードまたはアグリゲート
を最大限利用可能なポイントがパフォーマンス容量です。
Unified Managerは、各クラスタ内のノードとアグリゲートからパフォーマンス容量の統計を
収集します。使用済みパフォーマンス容量は、使用中のパフォーマンス容量の割合です。空
きパフォーマンス容量は使用可能な残りのパフォーマンス容量の割合です。
空きパフォーマンス容量は使用可能な残りのリソースの割合を示すのに対し、使用可能な
IOPSは最大パフォーマンス容量に達するまでにリソースに追加できるIOPS（ワークロード）
の数を示します。この指標を使用すると、あらかじめ決めた数のIOPSのワークロードを安心
してリソースに追加できます。
パフォーマンス容量情報を監視する利点は次のとおりです。

• ワークフローのプロビジョニングとバランシングに役立つ。

• ノードの過負荷や、ノードのリソースが最適ポイントを超えるのを回避して、トラブル
シューティングの必要性を減らす。

• ストレージ機器の追加が必要なケースを正確に判断する。

使用済みパフォーマンス容量とは
使用済みパフォーマンス容量カウンタは、それ以上ワークロードが増えるとパフォーマンス
が低下する可能性があるポイントにノードまたはアグリゲートのパフォーマンスが達して
いないかどうかを特定するのに役立ちます。また、特定の期間のノードまたはアグリゲート
の使用率が高すぎないかどうかを調べることもできます。使用済みパフォーマンス容量は、
利用率と似ていますが、特定のワークロードに使用できる物理リソースのパフォーマンス容
量に関するより詳しい情報を提供します。
注：パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェ
アがインストールされている場合にのみ表示されます。

ノードまたはアグリゲートの利用率とレイテンシ（応答時間）が最適で、効率的に使用され
ているポイントが、使用済みパフォーマンス容量の最適ポイントとなります。アグリゲート
のレイテンシと利用率の関係を示す曲線の例を次の図に示します。
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この例では、運用ポイントから、アグリゲートの現在の利用率は50%で、レイテンシは1.0ミ
リ秒/処理です。アグリゲートからキャプチャされたUnified Managerの統計によると、このア
グリゲートでは追加のパフォーマンス容量を利用できます。この例では、最適ポイントは、
アグリゲートの利用率が80%で、レイテンシが2.0ミリ秒/処理のポイントです。したがって、
このアグリゲートにさらにボリュームやLUNを追加することで、システムをより効率的に使
用することができます。
パフォーマンス容量にはレイテンシへの影響が加味されるため、使用済みパフォーマンス容
量カウンタの値は「利用率」カウンタの値よりも通常は大きくなります。たとえば、ノード
またはアグリゲートの利用率が70%の場合、使用済みパフォーマンス容量の値はレイテンシ
の値に応じて80～100%になると想定されます。
ただし、[ダッシュボード/パフォーマンス]ページでは、利用率カウンタの値の方が大きくな
ることがあります。これは、このダッシュボードには、Unified Managerのユーザ インター
フェイスの他のページのような一定期間の平均値ではなく、各収集期間の最新のカウンタの
値が更新されて表示されるためです。使用済みパフォーマンス容量カウンタは一定期間の
パフォーマンスの平均を確認するのに適した指標であり、利用率カウンタは特定の時点での
リソースの使用状況を確認するのに適した指標です。

使用済みパフォーマンス容量の値の意味
使用済みパフォーマンス容量の値は、利用率が高い状態や低い状態のノードやアグリゲート
を特定するのに役立ちます。この情報に基づいて、ストレージ リソースをより効率的に活
用できるようにワークロードを再分配することができます。
次の図は、リソースのレイテンシと利用率の関係を示す曲線を示したものです。現在の運用
ポイントを色付きの3つの点で示してあります。
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• 使用済みパフォーマンス容量が100%の状態が最適ポイントです。
このポイントであれば、リソースが効率的に使用されています。

• 使用済みパフォーマンス容量が100%を超えている場合は、ノードまたはアグリゲートの
利用率が高く、ワークロードのパフォーマンスが最適な状態ではないことを示します。
新しいワークロードをリソースに追加することは推奨されず、既存のワークロードの再
分配が必要になる可能性があります。

• 使用済みパフォーマンス容量が100%未満の場合は、ノードまたはアグリゲートの利用率
が低く、リソースが効率的に活用されていないことを示します。
リソースにワークロードをさらに追加することができます。

注：利用率とは異なり、使用済みパフォーマンス容量は100%を超えることがあります。こ
の値に上限はありませんが、一般に、リソースの利用率が高いときで110～140%ほどにな
ります。この値が大きいほど、リソースの問題が深刻であることを示します。

使用可能なIOPSとは
使用可能なIOPSカウンタは、リソースの上限に達するまでにノードまたはアグリゲートに追
加できる残りのIOPSの数を示します。ノードで提供可能な合計IOPSは、CPUの数、CPUの
速度、RAMの容量など、ノードの物理仕様に基づきます。アグリゲートで提供可能な合計
IOPSは、ディスクがSATA、SAS、またはSSDのいずれであるかなど、ディスクの物理特性
に基づきます。
空きパフォーマンス容量カウンタは使用可能な残りのリソースの割合を示すのに対し、使用
可能なIOPSカウンタは最大パフォーマンス容量に達するまでにリソースに追加できるIOPS

（ワークロード）の正確な数を示します。
たとえば、FAS2520とFAS8060のストレージ システムを使用している場合、空きパフォーマ
ンス容量の値が30%であれば、空きパフォーマンス容量がいくらか残っていることがわかり
ます。ただし、この値からは、それらのノードに追加で導入できるワークロードの数はわか
りません。使用可能なIOPSカウンタの場合は、使用可能なIOPSがFAS8060には500あり、
FAS2520には100だけのように、正確な数が示されます。
注：使用可能なIOPSのデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェアが
インストールされている場合にのみ表示されます。

ノードのレイテンシとIOPSの関係を示す曲線の例を次の図に示します。
 

 

リソースで提供可能な最大IOPSは、使用済みパフォーマンス容量カウンタが100%（最適ポ
イント）の時点のIOPSの数です。運用ポイントから、このノードの現在のIOPSは100Kで、
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レイテンシは1.0ミリ秒/処理です。ノードからキャプチャされたUnified Managerの統計によ
ると、このノードの最大IOPSは160Kであり、あと60KのIOPSを利用できます。したがって、
このノードにさらにワークロードを追加することで、システムをより効率的に使用すること
ができます。
注：ユーザ アクティビティが少ないリソースについては、一般的なワークロードを想定
し、CPUコアあたりのIOPSを約4,500として使用可能なIOPSの値が計算されます。これは、
配分されるワークロードの特性を正確に見積もるためのデータがUnified Managerで得ら
れないためです。

ノードとアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量の値の表
示

クラスタ内のすべてのノードまたはアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量の値、また
は、1つのノードあるいはアグリゲートの詳細を表示できます。
使用済みパフォーマンス容量の値は、パフォーマンス ダッシュボード、[パフォーマンス イ
ンベントリ]ページ、[パフォーマンス上位]ページ、[しきい値ポリシーの作成]ページ、[パ
フォーマンス エクスプローラ]ページ、および詳細チャートに表示されます。たとえば、[パ
フォーマンス / アグリゲート インベントリ]ページの[使用済みパフォーマンス容量]列には、
すべてのアグリゲートの使用済みパフォーマンス容量の値が表示されます。
 

 

ノードにONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされていない場合は、「N/A」ステー
タスが表示されます。
使用済みパフォーマンス容量のカウンタを監視すると、次の項目を特定できます。

• クラスタ上に使用済みパフォーマンス容量の値が大きいノードまたはアグリゲートがな
いか

• クラスタ上にアクティブな使用済みパフォーマンス容量のイベントが発生しているノー
ドまたはアグリゲートがないか

• 使用済みパフォーマンス容量の値がクラスタ内で最も大きい、または小さいノードとア
グリゲート

• 使用済みパフォーマンス容量の値が大きいノードまたはアグリゲートにおける[レイテ
ンシ]カウンタと[利用率]カウンタの値
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• HAペアのどちらかのノードに障害が発生した場合のノードの使用済みパフォーマンス
容量への影響

• 使用済みパフォーマンス容量の値が大きいアグリゲート上の最も負荷の高いボリューム
とLUN

ノードとアグリゲートの使用可能なIOPSの値の表示
クラスタ内のすべてのノードまたはアグリゲートの使用可能なIOPSの値、または、1つのノー
ドあるいはアグリゲートの詳細を表示できます。
使用可能なIOPSの値は、[パフォーマンス エクスプローラ]ページのチャートに表示されま
す。たとえば、[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページでノードを表示している場
合に、「使用可能な IOPS」カウンタ チャートをリストから選択して、そのノード上の複数の
アグリゲートの使用可能なIOPSの値を比較できます。
 

 

[使用可能な IOPS]カウンタを監視すると、次の項目を特定できます。

• 使用可能なIOPSの値が最も大きいノードまたはアグリゲート。今後ワークロードを導入
可能な場所を判断します。

• 使用可能なIOPSの値が最も小さいノードまたはアグリゲート。今後発生する可能性のあ
るパフォーマンスの問題について監視が必要なリソースを特定します。

• 使用可能なIOPSの値が小さいアグリゲート上の最も負荷の高いボリュームとLUN。
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問題を特定するためのパフォーマンス容量カウンタ グラフの表
示

[パフォーマンス エクスプローラ]ページには、ノードとアグリゲートの使用済みパフォーマ
ンス容量グラフを表示できます。選択したノードとアグリゲートの特定の期間にわたる詳
細なパフォーマンス容量データを確認できます。

タスク概要

標準のカウンタ グラフには、選択したノードまたはアグリゲートの使用済みパフォーマン
ス容量の値が表示されます。内訳カウンタ グラフには、ルート オブジェクトのパフォーマ
ンス容量の値の合計が、ユーザ プロトコルとバックグラウンドのシステム プロセスに分け
て表示されます。また、空きパフォーマンス容量も表示されます。
注：システムとデータの管理に関連する一部のバックグラウンド アクティビティはユーザ
ワークロードとみなされ、ユーザ プロトコルに分類されるため、これらのプロセスの実
行時にはユーザ プロトコルの割合が一時的に高く見えることがあります。通常、これら
のプロセスはクラスタの使用量が少ない午前0時頃に実行されます。ユーザ プロトコル
のアクティビティが午前0時頃に急増している場合は、その時間にクラスタのバックアッ
プ ジョブまたはその他のバックグラウンド アクティビティの実行が設定されていないか
どうかを確認してください。

手順

1. ノードまたはアグリゲートの[ランディング] ページから[エクスプローラ]タブを選択し
ます。

2. [カウンタ グラフ]ペインで、[グラフを選択]をクリックし、[ 使用済みパフォーマンス容
量]グラフをクリックします。

3. グラフが表示されるまで下にスクロールします。
標準グラフには、最適な範囲内のオブジェクトは黄色、利用率が低いオブジェクトは緑、
利用率が高いオブジェクトは赤で表示されます。内訳グラフには、ルート オブジェクト
についてのみパフォーマンス容量の詳細が表示されます。
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4. いずれかのグラフをフルサイズで表示するには、[ズーム ビュー]をクリックします。
このように複数のカウンタ グラフを別々のウィンドウで開くことで、使用済みパフォー
マンス容量の値を同じタイムラインでIOPSやMBpsの値と比較することができます。

使用済みパフォーマンス容量のパフォーマンスしきい値条件
ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを作成して、ノードまたはアグリゲートの使
用済みパフォーマンス容量の値が定義されている使用済みパフォーマンス容量しきい値の
設定を超えたときにイベントがトリガーされるようにすることができます。
また、ノードには「使用済みパフォーマンス容量 - テイクオーバー」しきい値ポリシーを設
定することもできます。このしきい値ポリシーは、HAペアの両方のノードの使用済みパ
フォーマンス容量の値を合計して、一方のノードで障害が発生した場合にもう一方のノード
の容量が不足するかどうかを判断します。フェイルオーバー中のワークロードは2つのパー
トナー ノードのワークロードの組み合わせであるため、同じ「使用済みパフォーマンス容
量 - テイクオーバー」ポリシーを両方のノードに適用できます。
注：ノード間では、一般に使用済みパフォーマンス容量は同等になります。ただし、一方
のノードからそのフェイルオーバー パートナーへのノード間トラフィックが大量にある
場合、一方のパートナー ノードですべてのワークロードを実行している場合と、もう一
方のパートナー ノードですべてのワークロードを実行している場合の使用済みパフォー
マンス容量の合計は、どちらのノードで障害が発生したかによっては多少異なる可能性が
あります。

LUNとボリュームのしきい値を定義する場合は、使用済みパフォーマンス容量の条件を2つ
目のパフォーマンスしきい値の設定として使用して、組み合わせしきい値ポリシーを作成す
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ることもできます。使用済みパフォーマンス容量の条件は、ボリュームやLUNが格納されて
いるアグリゲートまたはノードに適用されます。たとえば、次の条件を使用して組み合わせ
しきい値ポリシーを作成できます。

ストレージ オ
ブジェクト

パフォーマンス
カウンタ

警告のしきい値 重大のしきい値 期間

ボリューム レイテンシ 15ms/op 25ms/op 20分
アグリゲート 使用済みパ

フォーマンス容
量

80% 95%

組み合わせしきい値ポリシーでは、期間全体を通じて両方の条件に違反した場合にのみイベ
ントが生成されます。

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）
ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）

関連資料

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンス カウンタ（154ページ）
組み合わせしきい値ポリシーで使用可能なオブジェクトとカウンタ（156ページ）

[使用済みパフォーマンス容量]カウンタを使用したパフォーマン
スの管理

通常、組織では、使用済みパフォーマンス容量の割合を100%未満に抑えて、リソースを効
率的に使用しつつ、同時にピーク時の需要に対応するパフォーマンス容量を確保する必要が
あります。しきい値ポリシーを使用して、使用済みパフォーマンス容量の値が高い場合にア
ラートを送信するタイミングを設定できます。
パフォーマンスの要件に基づいて具体的な目標を設定できます。たとえば、金融機関では、
取り引きをタイミングよく実行するために、より多くのパフォーマンス容量を確保すること
が考えられます。このような企業は、使用済みパフォーマンス容量のしきい値を70～80%の
範囲に設定する必要があります。小規模な製造業で、ITコストを低減するためにパフォーマ
ンスを犠牲にしてもよいと考えている場合、確保するパフォーマンス容量を少なくするとい
う選択もあります。このような企業では、使用済みパフォーマンス容量のしきい値を85～
95%の範囲に設定する必要があります。
使用済みパフォーマンス容量の値がユーザ定義のしきい値ポリシーで設定した割合を超え
ると、Unified ManagerはアラートEメールを送信し、[イベント インベントリ]ページにイベ
ントを追加します。これにより、パフォーマンスに影響が及ぶ前に潜在的な問題に対応でき
ます。これらのイベントを、ノードやアグリゲート内でワークロードを移動および変更する
タイミングを図るインジケータとして使用することもできます。
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[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページから
のクラスタ パフォーマンスの監視

[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、Unified Managerのインスタンスで監視
している選択したクラスタのパフォーマンス ステータスの概要が表示されます。このペー
ジを使用すると、特定のクラスタの全体的なパフォーマンスを評価し、クラスタ固有のイベ
ントをすばやく把握して特定し、解決策を適用することができます。

[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページの概要
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、選択したクラスタのパフォーマンスの
概要とクラスタ内の上位10個のオブジェクトのパフォーマンス ステータスが表示されま
す。パフォーマンスの問題は、ページ上部の[このクラスタのすべてのイベント]パネルに表
示されます。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、Unified Managerのインスタンスで管理
されている各クラスタの概要が表示されます。このページでは、イベントとパフォーマンス
に関する情報が提供され、クラスタの監視とトラブルシューティングを行うことができま
す。次の図は、opm-mobilityというクラスタの[パフォーマンス クラスタ ランディング]ペー
ジの例を示しています。
 

 

[クラスタ サマリ]ページのイベント件数は、[パフォーマンス イベント インベントリ]ページ
のイベント件数と一致しない場合があります。これは、組み合わせしきい値ポリシーに違反
した場合、[クラスタ サマリ]ページでは[レイテンシ]バーと[利用率]バーにそれぞれ1つのイ
ベントを表示できるのに対して、[パフォーマンス イベント インベントリ]ページでは1つの
イベントしか表示されないためです。
注：クラスタがUnified Managerの管理対象から除外されると、ページ上部のクラスタ名の
右側に表示されるステータスが「削除」になります。

460



[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページ
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには、選択したクラスタのパフォーマンス
ステータスの概要が表示されます。このページを使用して、選択したクラスタ上のストレー
ジ オブジェクトの各パフォーマンス カウンタの詳細にアクセスできます。

[お気に入り]ボタン（ ）をクリックすると、このオブジェクトをお気に入りのストレー

ジ オブジェクト リストに追加できます。ボタンが青色の場合（ ）は、オブジェクトは
すでにお気に入りに登録されています。
[パフォーマンス クラスタ ランディング]ページには4つのタブがあり、クラスタの詳細が4つ
の領域に分けて表示されます。
• [サマリ]ページ

◦ [クラスタ イベント]ペイン
◦ [管理対象オブジェクト]ペイン

• [パフォーマンス上位]ページ
• [エクスプローラ]ページ
• [情報]ページ

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）

関連資料

[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ（461ページ）
[パフォーマンス上位]ページ（463ページ）
[パフォーマンス / クラスタ情報]ページ（538ページ）

[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ
[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページには、クラスタのアクティブなイベント、IOPSパ
フォーマンス、MBpsパフォーマンスの概要が表示されます。また、クラスタ内のストレー
ジ オブジェクトの総数も表示されます。

[クラスタ パフォーマンス イベント]ペイン
[クラスタ パフォーマンス イベント]ペインには、クラスタのパフォーマンス統計とすべての
アクティブなイベントが表示されます。これは、クラスタやクラスタ関連のすべてのパ
フォーマンスとイベントを監視する場合に特に役立ちます。

[このクラスタのすべてのイベント]ペイン
[このクラスタのすべてのイベント]ペインには、過去72時間のクラスタに関連するアクティ
ブなパフォーマンス イベントがすべて表示されます。左端に表示される[アクティブなイベ
ントの総数]の値は、このクラスタのすべてのストレージ オブジェクトに対する新規イベン
トと確認済みイベントの総数を示します。[アクティブなイベントの総数]のリンクをクリッ
クすると、[イベント インベントリ]ページに移動し、それらのイベントがフィルタリングさ
れて表示されます。
クラスタの[アクティブなイベントの総数]の棒グラフには、アクティブな重大イベントと警
告イベントの総数が表示されます。
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• レイテンシ（ノード、アグリゲート、SVM、ボリューム、LUN、ネームスペースの合計）

• IOPS（クラスタ、ノード、アグリゲート、SVM、ボリューム、LUN、ネームスペースの
合計）

• MBps（クラスタ、ノード、アグリゲート、SVM、ボリューム、LUN、ネームスペース、
ポート、LIFの合計）

• 使用済みパフォーマンス容量（ノードとアグリゲートの合計）

• 利用率（ノード、アグリゲート、ポートの合計）

• その他（ボリュームのキャッシュ ミス率）

リストには、ユーザ定義のしきい値ポリシー、システム定義のしきい値ポリシー、および動
的なしきい値からトリガーされたアクティブなパフォーマンス イベントが含まれます。

グラフのデータ（カウンタの縦棒）は、重大イベントについては赤色（ ）、警告イベント

については黄色（ ）で表示されます。各カウンタの縦棒にカーソルを合わせると、イベ
ントの実際のタイプと数が表示されます。[更新]をクリックすると、カウンタ パネルのデー
タを更新できます。
[アクティブなイベントの総数]パフォーマンス グラフで重大イベントと警告イベントの表
示と非表示を切り替えるには、凡例の[重大]と[警告]のアイコンをクリックします。特定の
イベント タイプを非表示にした場合、凡例の該当するアイコンがグレーで表示されます。

カウンタ パネル
カウンタ パネルには、過去72時間のクラスタのアクティビティとパフォーマンス イベント
が表示されます。次のカウンタがあります。
[IOPS]カウンタ パネル

IOPSは、クラスタの動作速度（1秒あたりのI/O処理数）を示します。このカウン
タ パネルでは、過去72時間のクラスタのIOPSの概要を確認できます。グラフ上の
ラインにカーソルを合わせると、その時点のIOPSの値が表示されます。

[MBps]カウンタ パネル
MBpsは、クラスタとの間で転送されたデータの量（1秒あたりのメガバイト数）
を示します。このカウンタ パネルでは、過去72時間のクラスタのMBpsの概要を確
認できます。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時点のMBpsの値が
表示されます。

グラフ右上のグレーのバーに表示される数字は、過去72時間の平均値です。トレンド グラ
フの上下に表示される数字は、過去72時間の最大値と最小値です。グラフ下のグレーのバー
には、過去72時間のアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）と廃止イベン
トの件数が表示されます。
カウンタ パネルには、2種類のイベントが表示されます。
アクティブ

現在アクティブなパフォーマンス イベント（新規または確認済みのイベント）を
示します。自己修復または解決されていないイベントで、 ストレージ オブジェク
トのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスしきい値を超えたままになってい
るものです。

廃止
アクティブではなくなったイベントを示します。自己修復または解決されたイベ
ントで、 ストレージ オブジェクトのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスし
きい値を上回らなくなったものです。
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[アクティブ イベント]でイベントが1つのみの場合、イベント アイコンにカーソルを合わせ
てイベント番号のリンクをクリックすると、該当する[イベントの詳細]ページが表示されま
す。イベントが複数ある場合は、[すべてのイベントを表示]をクリックすると[イベント イ
ンベントリ]ページが開き、選択したオブジェクト カウンタ タイプに該当するすべてのイベ
ントが表示されます。

[管理対象オブジェクト]ペイン
[パフォーマンス サマリ]タブの[管理対象オブジェクト]ペインには、クラスタのストレージ
オブジェクトのタイプおよび数が表示されます。このペインを使用すると、各クラスタのオ
ブジェクトのステータスを追跡できます。
管理対象オブジェクトの数は、前回の収集期間以降のある時点におけるデータです。新しい
オブジェクトは15分間隔で検出されます。
オブジェクト タイプの数をクリックすると、そのオブジェクト タイプの[パフォーマンス イ
ンベントリ]ページが表示されます。オブジェクトのインベントリ ページには、このクラス
タ上のオブジェクトだけが表示されます。
管理対象オブジェクトは次のとおりです。
ノード

クラスタ内の物理システムです。
アグリゲート

保護およびプロビジョニングの際に1つのユニットとして管理可能な、複数の
Redundant Array of Independent Disks（RAID）グループの集まりです。

ポート
ネットワーク上の他のデバイスへの接続に使用される、ノード上の物理接続ポイ
ントです。

SVM

一意のネットワーク アドレスでネットワーク アクセスを提供する仮想マシンで
す。SVMは、固有のネームスペースからデータを提供でき、また、クラスタの他
のエンティティとは別に管理することができます。

ボリューム
サポートされているプロトコルを使用してアクセス可能なユーザ データを格納す
る論理エンティティです。数にはFlexVolとFlexGroupボリュームはどちらも含ま
れますが、FlexGroupコンスティチュエントとInfinite Volumeは含まれません。

LUN

Fibre Channel（FC）論理ユニットまたはiSCSI論理ユニットの識別子です。一般的
にストレージ ボリュームに対応する論理ユニットで、コンピュータ オペレーティ
ング システム内ではデバイスとして表されます。

LIF

ノードへのネットワーク アクセス ポイントを表す論理ネットワーク インター
フェイスです。数にはすべてのLIFタイプが含まれます。

[パフォーマンス上位]ページ
[パフォーマンス上位]ページには、選択したパフォーマンス カウンタに基づいて、パフォー
マンスが上位または下位のストレージ オブジェクトが表示されます。たとえば、SVMカテ
ゴリには、IOPSが最大、レイテンシが最大、またはMBpsが最小のSVMを表示できます。ま
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た、パフォーマンスが上位のオブジェクトでアクティブなパフォーマンス イベント（新規
または確認済みのイベント）が発生しているかどうかも表示されます。
[パフォーマンス上位]ページには、各オブジェクトが最大10個表示されます。ボリューム オ
ブジェクトには、FlexVolとFlexGroupボリュームはどちらも含まれますが、FlexGroupコンス
ティチュエントとInfinite Volumeは含まれません。
期間

上位のオブジェクトを表示する期間を選択できます。選択した期間はすべてのス
トレージ オブジェクトに適用されます。使用可能な期間は次のとおりです。
• 過去 1 時間
• 過去 24 時間
• 過去 72 時間（デフォルト）
• 過去 7 日間

指標
別のカウンタを選択するには、[指標]メニューをクリックします。選択できるカウ
ンタはオブジェクト タイプに固有です。たとえば、[ボリューム]オブジェクトで
使用可能なカウンタは、[レイテンシ]、[IOPS]、および[MBps]です。カウンタを
変更すると、パネルのデータがリロードされ、選択したカウンタに基づいて上位
のオブジェクトが表示されます。
使用可能なカウンタは次のとおりです。
• レイテンシ
• IOPS

• MBps

• 使用済みパフォーマンス容量（ノードとアグリゲートの場合）
• 利用率（ノードとアグリゲートの場合）

ソート
選択したオブジェクトおよびカウンタを昇順または降順でソートするには、[ソー
ト]メニューをクリックします。[高い順]と[低い順]の2つのオプションがありま
す。これらのオプションを使用すると、パフォーマンスが上位または下位のオブ
ジェクトを表示できます。

カウンタ バー
グラフのカウンタ バーには、各オブジェクトのパフォーマンス統計が棒グラフで
表示されます。棒グラフは色分けされ、 カウンタがパフォーマンスしきい値に違
反していない場合は青で表示されます。しきい値の違反がアクティブ（新規また
は確認済みのイベント）な場合、バーはそのイベントの色で表示されます。警告
イベントは黄色（ ）、重大イベントは赤（ ）で表示されます。さらに、イベ
ントの重大度アイコン（警告イベントと重大イベント）も表示されます。
 

 

各グラフのX軸には、選択したオブジェクト タイプの上位のオブジェクトが表示
されます。Y軸には、選択したカウンタに対応する単位が表示されます。棒グラフ
の各要素の下にあるオブジェクト名のリンクをクリックすると、選択したオブ
ジェクトの[パフォーマンス ランディング]ページに移動します。
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イベントの重大度インジケータ
上位のオブジェクトのグラフでは、オブジェクト名の左側にアクティブな重大

（ ）イベントまたは警告（ ）イベントのイベントの重大度アイコンが表示
されます。イベントの重大度アイコンをクリックすると、次のページが表示され
ます。
1つのイベント

そのイベントの[イベントの詳細]ページに移動します。
複数のイベント

[イベント インベントリ]ページに移動します。選択したオブジェクトのすべ
てのイベントが表示されます。

[エクスポート]ボタン
カウンタ バーに表示されたデータを含む.csvファイルを作成します。表示して
いる単一のクラスタについてのファイルのほか、データセンターのすべてのクラ
スタについてのファイルを作成することもできます。
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[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパ
フォーマンスの監視

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページには、そのオブジェクト タイプ カテゴ
リ内のすべてのオブジェクトのパフォーマンス情報、パフォーマンス イベント、および健
全性が表示されます。これにより、クラスタ内の各オブジェクト（すべてのノードまたはす
べてのボリュームなど）のパフォーマンス ステータスの概要をひと目で確認できます。
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページには、オブジェクト ステータスの概要
が表示されるため、すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンスを評価して、オブジェ
クトのパフォーマンス データを比較できます。[オブジェクト インベントリ]ページの内容
は、検索、ソート、フィルタリングによって絞り込むことができます。パフォーマンスの問
題があるオブジェクトをすばやく特定してトラブルシューティング プロセスを開始できる
ため、オブジェクトのパフォーマンスを監視および管理する場合に役立ちます。
 

 

パフォーマンス インベントリ ページのオブジェクトは、デフォルトでは、オブジェクトの
パフォーマンスの重大度に基づいてソートされます。新しい重大なパフォーマンス イベン
トが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イベントが報告されたオブ
ジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に特定できます。パフォー
マンス データはいずれも72時間の平均値です。
オブジェクト名の列で名前をクリックすると、[オブジェクト インベントリ パフォーマン
ス]ページからそのオブジェクトの詳細ページに簡単に移動できます。たとえば、[パフォー
マンス / すべてのノード]インベントリ ページで、[ノード]列のノード オブジェクトをク
リックします。オブジェクトの詳細ページには、アクティブなイベントを並べた比較など、
選択したオブジェクトの詳細情報が表示されます。

[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページを使用した
オブジェクトの監視

[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページを使用して、特定のパフォーマンス カ
ウンタの値またはパフォーマンス イベントに基づいて、オブジェクトのパフォーマンスを
監視できます。パフォーマンス イベントが報告されたオブジェクトを特定することで、ク
ラスタのパフォーマンスの問題の原因を調べることができます。
[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページには、すべてのクラスタ内のすべてのオ
ブジェクトの関連するカウンタ、関連するオブジェクト、およびパフォーマンスしきい値ポ
リシーが表示されます。また、このページではパフォーマンスしきい値ポリシーをオブジェ
クトに適用できます。任意の列に基づいてページをソートしたり、結果をフィルタしてオブ
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ジェクトの数を絞り込んだりすることができます。また、すべてのオブジェクト名または
データに対して検索を実行できます。
これらのページから[エクスポート]ボタンを使用してデータをカンマ区切り値（.csv）ファ
イルまたは（.pdf）ドキュメントとしてエクスポートして、レポートの作成に使用すること
ができます。また、ページをカスタマイズしてから、 [スケジュール済みレポート]ボタン
を使用して、レポートを定期的に作成してEメールで送信するようにスケジュール設定する
こともできます。

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み
[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページには、オブジェクト インベントリ デー
タの内容を絞り込むためのツールが用意されており、データをすばやく簡単に特定できま
す。
[パフォーマンス オブジェクト インベントリ]ページに含まれる情報は量が多く、多くの場
合、複数のページに及びます。この種の包括的なデータは、パフォーマンスの監視、追跡、
改善には非常に役立ちますが、特定のデータにたどり着くには探しているデータをすばやく
特定するためのツールが必要です。そのため、[パフォーマンス オブジェクト インベント
リ]ページには、検索、ソート、およびフィルタリングの機能が用意されています。検索と
フィルタリングを一緒に使用して、結果をさらに絞り込むこともできます。

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでの検索
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページで文字列を検索できます。ページの右
上にある[検索]フィールドを使用して、オブジェクト名またはポリシー名を基にデータをす
ばやく特定できます。オブジェクトとその関連データを特定したり、ポリシーを特定して関
連するポリシーのオブジェクト データを表示したりできます。

手順

1. 検索対象に応じて次のどちらかのオプションを実行します。

検索対象 入力する内容

特定のオブジェクト [検索]フィールドにオブジェクト名を入力して、[検索]をクリック
します。
該当するオブジェクトとその関連データが表示されます。

ユーザ定義のパフォーマン
スしきい値ポリシー

[検索]フィールドにポリシー名のすべてまたは一部を入力して、[検
索]をクリックします。
該当するポリシーに割り当てられているオブジェクトが表示され
ます。

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのソート
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでは、任意の列を基準に昇順または降順
ですべてのデータをソートできます。オブジェクト インベントリ データをすばやく特定で
きるため、パフォーマンスの調査時やトラブルシューティングの開始時に役立ちます。

タスク概要

ソート用に選択した列は列見出しが強調表示され、ソート方向を示す矢印アイコンが見出し
の右側に表示されます。上矢印は昇順、下矢印は降順を示します。デフォルトのソート順序
は[ステータス]（イベントの重大度）を基準とした降順で、最も重大なパフォーマンス イベ
ントが最初に表示されます。
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手順

1. 列名をクリックすると、昇順または降順で列のソート順序を切り替えることができます。
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページの内容は、選択した列を基準に昇順
または降順でソートされます。

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリン
グ

[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでデータをフィルタリングし、特定の条
件に基づいてデータをすばやく特定できます。フィルタリングを使用すると、[オブジェク
ト インベントリ パフォーマンス]ページの内容を絞り込んで、指定した結果だけを表示でき
ます。そのため、関心のあるパフォーマンス データだけを効率的に表示できます。

タスク概要

[フィルタ]パネルを使用して、グリッド ビューをカスタマイズできます。使用可能なフィル
タ オプションは、グリッドで表示しているオブジェクト タイプによって異なります。現在
フィルタが適用されている場合は、適用されているフィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側
に表示されます。
次の3種類のフィルタ パラメータがサポートされています。

パラメータ 検証

文字列（テキス
ト）

演算子は[が次を含む]と[が次の値で始まる]です。

数値 演算子は[が次の値より大きい]と[が次の値より小さい]です。

列挙（テキスト） 演算子は[が次の値と等しい]と[が次の値と等しくない]です。

それぞれのフィルタに、[列]、[演算子]、[値]の各フィールドが必要です。使用可能なフィル
タは、現在のページのフィルタ可能な列に基づいて決まります。適用できるフィルタは4つ
までです。フィルタ パラメータの組み合わせに基づいてフィルタされた結果が表示されま
す。フィルタされた結果は、現在表示しているページだけでなく、フィルタで検索するすべ
てのページに適用されます。
フィルタは[フィルタ]パネルで追加できます。

1. ページの上部にある[フィルタ]ボタンをクリックします。[フィルタ]パネルが表示され
ます。

2. 左側のドロップダウン リストをクリックしてオブジェクト（クラスタ、パフォーマンス
カウンタなど）を選択します。

3. 中央のドロップダウン リストをクリックし、使用する演算子を選択します。

4. 最後のリストで、値を選択または入力してそのオブジェクトのフィルタを完成させます。

5. 別のフィルタを追加するには、[+フィルタを追加]をクリックします。追加のフィルタ
フィールドが表示されます。上記と同じ手順で追加のフィルタを設定します。4つ目の
フィルタを追加した時点で[+フィルタを追加]ボタンは表示されなくなります。

6. [フィルタを適用]をクリックします。フィルタ オプションがグリッドに適用されて、
フィルタの数が[フィルタ]ボタンの右側に表示されます。

7. 個々のフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルで、削除するフィルタの右にあるごみ
箱のアイコンをクリックします。
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8. すべてのフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルの下部にある[リセット]をクリック
します。

フィルタリングの例
この図では、[フィルタ]パネルで3つのフィルタを設定しています。フィルタの最大数
に達していないため、[+フィルタを追加]ボタンが表示されています。

[フィルタを適用]をクリックすると、[フィルタ]パネルが閉じてフィルタが適用されま
す。

Unified Managerによるクラウドへのデータの階層化の推奨につ
いて

[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューに、ボリュームに格納されているアクセス頻
度の低いユーザ データ（コールド データ）のサイズに関する情報が表示されます。Unified
Managerが、特定のボリュームについて、アクセス頻度の低いデータをFabricPool対応アグリ
ゲートのクラウド階層（クラウド プロバイダまたはStorageGRID）に階層化することを推奨
することがあります。
重要：FabricPoolはONTAP 9.2で導入されたため、ONTAP 9.2より前のバージョンのソフト
ウェアを使用している場合、Unified Managerによるデータ階層化の推奨に従うには、
ONTAPソフトウェアのアップグレードが必要になります。また、auto階層化ポリシーは
ONTAP 9.4、all階層化ポリシーはONTAP 9.6で導入されたため、auto階層化ポリシーの
使用が推奨される場合は、ONTAP 9.4以降にアップグレードする必要があります。

[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューの次の3つのフィールドには、アクセス頻度の
低いデータをクラウド階層に移動することでストレージ システムのディスク使用率の改善
やパフォーマンス階層のスペースの削減が可能かどうかに関する情報が提供されます。
階層化ポリシー

階層化ポリシーによって、ボリュームのデータを高パフォーマンス階層に残すか、
あるいは一部のデータをパフォーマンス階層からクラウド階層に移動するかが決
まります。
このフィールドには、ボリュームに対して設定されている階層化ポリシーが、ボ
リュームが現在FabricPoolアグリゲートにない場合も含めて表示されます。階層
化ポリシーが適用されるのは、ボリュームがFabricPoolアグリゲートにある場合の
みです。

コールド データ
ボリュームに格納されているアクセス頻度の低いユーザ データ（コールド デー
タ）のサイズが表示されます。
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ボリュームが配置されたアグリゲートの「Inactive Data Reporting」パラメー
タが「有効」に設定されていること、およびアクセスがなかった最小日数のしきい
値を満たしていること（「Snashot のみ」または「自動」の階層化ポリシーを使用
するボリュームの場合）が前提となるため、このフィールドに値が表示されるの
はONTAP 9.4以降のソフトウェアを使用している場合のみです。それ以外の場合
は「N/A」と表示されます。

クラウドに関する推奨事項
ボリュームのデータ アクティビティに関して十分な情報が収集されると、Unified
Managerは、対処が不要か、またはアクセス頻度の低いデータをクラウド階層に移
動することでパフォーマンス階層のスペースを削減できるかを判断することがで
きます。

注：[コールド データ]フィールドは15分ごとに更新されますが、[クラウドに関する推奨事
項]フィールドは7日ごと（ボリューム上でコールド データ分析が実行されるとき）に更新
されます。そのため、コールド データの正確な量はフィールド間で異なる可能性があり
ます。[クラウドに関する推奨事項]フィールドには、分析が実行された日付が表示されま
す。

Inactive Data Reportingが有効になっている場合、[コールド データ]フィールドにアクセス頻
度の低いデータの正確な量が表示されます。Inactive Data Reporting機能を使用できない場
合、Unified Managerはパフォーマンス統計に基づいてアクセス頻度の低いデータがボリュー
ムにあるかどうかを判断します。この場合、アクセス頻度の低いデータの量は[コールド
データ]フィールドには表示されませんが、「階層」という単語にカーソルを合わせてクラウ
ドに関する推奨事項を表示すると表示されます。
クラウドに関する推奨事項には、次のいずれかが表示されます。
• 学習中：推奨事項を利用できるだけの十分なデータが収集されていません。
• 階層：分析の結果、アクセス頻度の低いコールド データがボリュームにあり、そのデー

タをクラウド階層に移動するようにボリュームを設定することが推奨されます。一部の
ケースでは、ボリュームをまずFabricPool対応アグリゲートに移動する必要があります。
ボリュームがすでにFabricPoolアグリゲートにあれば、階層化ポリシーの変更だけで済み
ます。

• 操作なし：アクセス頻度の低いデータがボリュームにほとんどない、FabricPoolアグリ
ゲートでボリュームがすでに「auto」階層化ポリシーに設定されている、またはボリュー
ムがデータ保護ボリュームです。この値は、ボリュームがオフラインの場合や
MetroCluster構成で使用されている場合にも表示されます。

ボリュームを移動したり、ボリュームの階層化ポリシーやアグリゲートのInactive Data
Reportingの設定を変更するには、ONTAP System Manager、ONTAP CLIコマンド、またはこ
の2つを組み合わせて使用します。
Unified Managerに管理者またはストレージ管理者のロールでログインしている場合、「階層」
という語にカーソルを合わせると、クラウドに関する推奨事項で[ボリュームの設定]リンク
が有効になります。このボタンをクリックすると、System Managerの[ボリューム]ページが
開き、推奨される変更を実施することができます。

関連概念

[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビュー（478ページ）

関連タスク

FabricPoolの容量情報の表示（228ページ）

関連資料

[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビュー（474ページ）
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パフォーマンス インベントリ ページの説明
パフォーマンス インベントリ ページでは、クラスタ、アグリゲート、ボリュームなど、使
用可能な各ストレージ オブジェクトに関するパフォーマンス情報の概要を確認できます。
パフォーマンス オブジェクト詳細ページへのリンクを使用して、特定のオブジェクトの詳
しい情報も確認できます。

[パフォーマンス / すべてのクラスタ]ビュー
[パフォーマンス / すべてのクラスタ]ビューには、Unified Managerのインスタンスによって
監視されている各クラスタのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が
表示されます。このページでは、クラスタのパフォーマンスを監視し、パフォーマンスの問
題やしきい値イベントをトラブルシューティングすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、クラスタ パフォーマンスのフィー
ルド（472ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
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クラスタ パフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべてのクラスタ]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
クラスタ

クラスタの名前。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタのパフォーマンス
詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
IOPS

クラスタでの1秒あたりの入出力処理数。
MBps

クラスタでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
空き容量

このクラスタの未使用のストレージ容量（GB単位）。
合計容量

このクラスタの合計ストレージ容量（GB単位）。
ノード数

クラスタ内のノードの数。ノード数をクリックすると、[パフォーマンス / ノード]
インベントリ ページが表示されます。

ホスト名または IP アドレス
クラスタ管理LIFのホスト名またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）。

シリアル番号
クラスタの固有のID番号。

OS バージョン
クラスタにインストールされているONTAPソフトウェアのバージョン。
注：クラスタ内の各ノードに異なるバージョンのONTAPソフトウェアがインス
トールされている場合は、最も低いバージョン番号が表示されます。各ノード
にインストールされているONTAPバージョンは、[パフォーマンス / ノード]イン
ベントリ ページで確認できます。

しきい値ポリシー
このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
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ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / すべてのノード]ビュー
[パフォーマンス / すべてのノード]ビューには、Unified Managerのインスタンスによって監
視されている各ノードのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が表示
されます。このページでは、ノードのパフォーマンスを簡単に監視し、パフォーマンスの問
題やしきい値イベントをトラブルシューティングすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、ノード パフォーマンスのフィール
ド（473ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

ノード パフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべてのノード]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
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ノード
ノードの名前。ノード名をクリックすると、そのノードのパフォーマンス詳細
ページが表示されます。

レイテンシ
ノードでのすべてのI/O要求の平均応答時間（1処理あたりのミリ秒）。

IOPS

ノードでの1秒あたりの入出力処理数。
MBps

ノードでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
Flash Cache 読み取り

ノードでの読み取り処理のうち、ディスクから返されるのではなくキャッシュで
対応された割合。
注：Flash Cacheのデータは、ノードにFlash Cacheモジュールがインストールされ
ている場合にノードについてのみ表示されます。

使用済みパフォーマンス容量
ノードによって消費されているパフォーマンス容量の割合。

利用率
ノード上のCPUまたはメモリの使用率が高すぎないかどうかを示します。

使用可能な IOPS

このノードで追加のワークロードに現在使用可能な（空き）1秒あたりの入出力処
理数。

空き容量
ノードの未使用のストレージ容量（GB単位）。

合計容量
ノードの合計ストレージ容量（GB単位）。

クラスタ
ノードが属するクラスタ。クラスタの名前をクリックすると、そのクラスタの詳
細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
しきい値ポリシー

このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビュー
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューには、Unified Managerのインスタンスに
よって監視されている各アグリゲートのパフォーマンス イベント、データ、および設定情
報の概要が表示されます。このページでは、アグリゲートのパフォーマンスを監視し、パ
フォーマンスの問題やしきい値イベントをトラブルシューティングすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
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ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしき
い値ポリシーの解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブ
ジェクトにパフォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
注：ルート アグリゲートはこのページに表示されません。

このページ上のすべてのフィールドの説明については、アグリゲート パフォーマンスの
フィールド（475ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

アグリゲート パフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべてのアグリゲート]ビューには次のフィールドが表示されます。これ
らのフィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
アグリゲート

アグリゲート名をクリックすると、そのアグリゲートのパフォーマンス詳細ペー
ジが表示されます。

タイプ
アグリゲートのタイプ。
• HDD

• ハイブリッド
HDDとSSDの組み合わせですが、Flash Poolは有効になっていません。

• ハイブリッド（Flash Pool）
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HDDとSSDの組み合わせで、Flash Poolが有効になっています。
• SSD

• SSD（FabricPool）
SSDとクラウド階層の組み合わせです。

• VMDisk（SDS）
仮想マシン内の仮想ディスクです。

• VMDisk（FabricPool）
仮想ディスクとクラウド階層の組み合わせです。

• LUN（FlexArray）
レイテンシ

アグリゲートでのすべてのI/O要求の平均応答時間（1処理あたりのミリ秒）。
IOPS

アグリゲートでの1秒あたりの入出力処理数。
MBps

アグリゲートでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
使用済みパフォーマンス容量

アグリゲートによって使用されているパフォーマンス容量の割合。
利用率

現在使用されているアグリゲートのディスクの割合。
使用可能な IOPS

このアグリゲートで追加のワークロードに現在使用可能な（空き）1秒あたりの入
出力処理数。

空き容量
このアグリゲートで使用されていないストレージ容量（GB単位）。

合計容量
このアグリゲートの合計ストレージ容量（GB単位）。

Inactive Data Reporting

このアグリゲートでInactive Data Reporting機能が有効になっているかどうか。有
効になっている場合、このアグリゲートのボリュームのコールド データの量が[パ
フォーマンス/ボリューム]インベントリ ページに表示されます。
Inactive Data ReportingをサポートしていないONTAPのバージョンでは、この
フィールドの値は「N/A」になります。

クラスタ
アグリゲートが属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの
詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
ノード

アグリゲートが属するノード。ノード名をクリックすると、そのノードの詳細
ページが表示されます。

しきい値ポリシー
このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
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ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / すべての SVM]ビュー
[パフォーマンス / すべての SVM]ビューには、Unified Managerのインスタンスによって監視
されている各Storage Virtual Machine（SVM）のパフォーマンス イベント、データ、および
設定情報の概要が表示されます。このページでは、SVMのパフォーマンスを簡単に監視し、
パフォーマンスの問題やしきい値イベントをトラブルシューティングすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
注：このページに表示されるSVMは、データSVMとクラスタSVMだけです。Unified
Managerでは、管理SVMとノードSVMが使用されず、表示もされません。

このページ上のすべてのフィールドの説明については、SVMパフォーマンスのフィールド
（477ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

SVMパフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべての SVM]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの
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場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
SVM

SVM名をクリックすると、そのSVMのパフォーマンス詳細ページが表示されま
す。

レイテンシ
すべてのI/O要求の平均応答時間（1処理あたりのミリ秒）。

IOPS

SVMでの1秒あたりの入出力処理数。
MBps

SVMでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
空き容量

SVMの未使用のストレージ容量（GB単位）。
合計容量

SVMの合計ストレージ容量（GB単位）。
クラスタ

SVMが属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの詳細ペー
ジが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
しきい値ポリシー

このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビュー
[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューには、Unified Managerのインスタンスによっ
て監視されている各FlexVolおよびFlexGroupボリュームのパフォーマンス イベント、カウン
タ データ、および設定情報の概要が表示されます。このページでは、ボリュームのパフォー
マンスを簡単に監視し、パフォーマンスの問題やしきい値イベントをトラブルシューティン
グすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
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注：データ保護（DP）ボリュームについては、ユーザが生成したトラフィックのカウンタ
値のみが表示されます。

[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
注：ルート ボリュームはこのページに表示されません。

このページ上のすべてのフィールドの説明については、ボリューム パフォーマンスの
フィールド（480ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）
Unified Managerによるクラウドへのデータの階層化の推奨について（469ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

[パフォーマンス / QoS ポリシー グループのボリューム]ビュー
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループのボリューム]ビューには、QoSポリシーが割り当
てられている各ボリュームのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が
表示されます。QoSポリシーには、従来のQoSポリシー、アダプティブQoSポリシー、およ
びNetApp Service Level Manager（SLM）によって割り当てられたQoSポリシーが含まれます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、ボリューム パフォーマンスの
フィールド（480ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）
Unified Managerによるクラウドへのデータの階層化の推奨について（469ページ）
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Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

ボリューム パフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューには次のフィールドが表示されます。これら
のフィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
ボリューム

ボリューム名。ボリューム名をクリックすると、そのボリュームのパフォーマン
ス詳細ページが表示されます。

形式
ボリュームの形式（FlexVolまたはFlexGroup）。

レイテンシ
FlexVolの場合は、すべてのI/O要求に対するボリュームの平均応答時間（1処理あ
たりのミリ秒）。FlexGroupボリュームの場合は、すべてのコンスティチュエント
ボリュームの平均レイテンシ。

IOPS

FlexVolの場合は、ボリュームでの1秒あたりの入出力処理数。FlexGroupボリュー
ムの場合は、すべてのコンスティチュエント ボリュームの合計IOPS。

MBps

FlexVolの場合は、ボリュームでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
FlexGroupボリュームの場合は、すべてのコンスティチュエント ボリュームの合計
MBps。

IOPS/TB

ワークロードで消費される合計スペース（TB）に基づく、1秒間に処理される入出
力処理数。このグラフは、一定のストレージ容量で提供可能なパフォーマンスを
表します。

空き容量
ボリュームの未使用のストレージ容量（GB）。

合計容量
ボリュームの合計ストレージ容量（GB）。
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QoSポリシー グループ
ボリュームに割り当てられているQoSポリシー グループの名前。ポリシー グルー
プ名をクリックすると、QoSの詳細ページでポリシー グループ設定の詳細を確認
できます。

階層化ポリシー
ボリュームに対して設定されている階層化ポリシー。このポリシーは、ボリュー
ムがFabricPoolアグリゲートに導入されている場合にのみ適用されます。使用可
能なポリシーは次のとおりです。
• なし：このボリュームのデータは常に高パフォーマンス階層に残されます。
• Snapshot のみ：Snapshotデータのみがクラウド階層に自動的に移動されます。

それ以外のデータはすべて高パフォーマンス階層に残されます。
• バックアップ：データ保護ボリュームで、転送されたユーザ データは最初はす

べてクラウド階層に配置されますが、その後、クライアントによる読み取りが
多いホット データは高パフォーマンス階層に戻されます。

• 自動：このボリュームのデータは、ONTAPで「ホット」または「コールド」の
どちらと判断されたかに応じて、高パフォーマンス階層とクラウド階層の間で
自動的に移動されます。

• すべて：このボリュームのデータは常にクラウド階層に残されます。
コールド データ

ボリュームに格納されているアクセス頻度の低いユーザ データ（コールド デー
タ）のサイズ。
次の場合は「N/A」と表示されます。
• ボリュームが配置されているアグリゲートで「Inactive Data Reporting」が無効

になっている場合。
• 「Inactive Data Reporting」は有効になっているが、データ収集の対象となる最小

日数に達していない場合。
• 「バックアップ」階層化ポリシーを使用している場合やONTAP 9.4より前のバー

ジョンを使用している場合（Inactive Data Reportingを使用できない場合）。
クラウドに関する推奨事項

Unified Managerは各ボリュームに対して容量分析を実行し、アクセス頻度の低い
コールド データをクラウド階層に移動することでストレージ システムのディス
ク使用率の改善やパフォーマンス階層のスペースの削減が可能かどうかを判断し
ます。推奨事項が「階層」の場合、「階層」にカーソルを合わせると推奨事項が表
示されます。推奨事項は次のいずれかになります。
• 学習中：推奨事項を利用できるだけの十分なデータが収集されていません。
• 階層：分析の結果、アクセス頻度の低いコールド データがボリュームにあり、

そのデータをクラウド階層に移動するようにボリュームを設定することが推
奨されます。

• 操作なし：ボリュームにアクセス頻度の低いデータがほとんどないか、ボ
リュームの階層化ポリシーがすでに「自動」または「すべて」に設定されてい
るか、FabricPoolをサポートしていないONTAPのバージョンを使用しています。

Unified Managerに管理者またはストレージ管理者のロールでログインしている場
合は、「階層」にカーソルを合わせると[ボリュームの設定]リンクが有効になり、
System Managerを起動して推奨される変更を適用することができます。

クラスタ
ボリュームが所属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの
詳細ページが表示されます。
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クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
ノード

FlexVolが配置されているノードの名前、またはFlexGroupボリュームが配置されて
いるノードの数。
FlexVolの場合は、名前をクリックすると、[ノードの詳細]ページにノードの詳細が
表示されます。FlexGroupボリュームの場合は、数をクリックすると、[ノード]イ
ンベントリ ページにFlexGroupで使用されているノードが表示されます。

SVM

ボリュームが所属するStorage Virtual Machine（SVM）。SVM名をクリックすると、
そのSVMの詳細ページが表示されます。

アグリゲート
FlexVolが配置されているアグリゲートの名前、またはFlexGroupボリュームが配置
されているアグリゲートの数。
FlexVolの場合は、名前をクリックすると、[アグリゲートの詳細]ページにアグリ
ゲートの詳細が表示されます。FlexGroupボリュームの場合は、数をクリックする
と、[アグリゲート]インベントリ ページにFlexGroupで使用されているアグリゲー
トが表示されます。

ディスク タイプ
ボリュームが配置されているディスクのタイプが表示されます。

しきい値ポリシー
このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

QoSポリシー グループ
ボリュームに割り当てられているQoSポリシー グループの名前。ポリシー グルー
プ名をクリックすると、QoSの詳細ページでポリシー グループ設定の詳細を確認
できます。

[パフォーマンス / すべての LUN]ビュー
[パフォーマンス / すべての LUN]ビューには、Unified Managerのインスタンスによって監視
されている各LUNのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が表示され
ます。このページでは、LUNのパフォーマンスを簡単に監視し、パフォーマンスの問題やし
きい値イベントをトラブルシューティングすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
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[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、LUNパフォーマンスのフィールド

（484ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

[パフォーマンス / QoS ポリシー グループの LUN]ビュー
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループの LUN]ビューには、QoSポリシーが割り当てられ
ている各ボリュームのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が表示さ
れます。QoSポリシーには、従来のQoSポリシー、アダプティブQoSポリシー、およびNetApp
Service Level Manager（SLM）によって割り当てられたQoSポリシーが含まれます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、LUNパフォーマンスのフィールド

（484ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
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レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

LUNパフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべての LUN]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
LUN

LUN名をクリックすると、そのLUNのパフォーマンス詳細ページが表示されます。
レイテンシ

すべてのI/O要求の平均応答時間（1処理あたりのミリ秒）。
IOPS

LUNでの1秒あたりの入出力処理数。
MBps

LUNでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
空き容量

LUNの未使用のストレージ容量（GB単位）。
合計容量

LUNの合計ストレージ容量（GB単位）。
クラスタ

LUNが属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの詳細ペー
ジが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
ノード

LUNが属するノード。ノード名をクリックすると、そのノードの詳細ページが表
示されます。

SVM

LUNが属するStorage Virtual Machine（SVM）。SVM名をクリックすると、そのSVM
の詳細ページが表示されます。

アグリゲート
LUNが属するアグリゲート。アグリゲート名をクリックすると、そのアグリゲー
トの詳細ページが表示されます。

ボリューム
LUNが属するボリューム。ボリューム名をクリックすると、そのボリュームの詳
細ページが表示されます。
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しきい値ポリシー
このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

QoSポリシー グループ
LUNに割り当てられているQoSポリシー グループの名前。ポリシー グループ名
をクリックすると、QoSの詳細ページでポリシー グループ設定の詳細を確認でき
ます。

[パフォーマンス / すべての NVMe ネームスペース]ビュー
[パフォーマンス / すべての NVMe ネームスペース]ビューには、Unified Managerのインスタ
ンスによって監視されている各NVMeネームスペースのパフォーマンス イベント、データ、
および設定情報の概要が表示されます。このページでは、ネームスペースのパフォーマンス
と健全性を簡単に監視し、問題やしきい値イベントをトラブルシューティングすることがで
きます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、NVMeネームスペース パフォーマン
スのフィールド（486ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
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NVMeネームスペース パフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべての NVMe ネームスペース]ビューには次のフィールドが表示され
ます。これらのフィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
サブシステム

ネームスペースのサブシステム。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
ネームスペース

ネームスペース名をクリックすると、そのネームスペースのパフォーマンス詳細
ページが表示されます。

状態
ネームスペースの現在の状態。
• オフライン - ネームスペースへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されてい

ません。
• オンライン - ネームスペースへの読み取り / 書き込みアクセスが許可されてい

ます。
• NVFail - NVRAMの障害が原因でネームスペースが自動的にオフラインになっ

ています。
• スペース エラー - ネームスペースのスペースが不足しています。

SVM

ネームスペースが属するStorage Virtual Machine（SVM）。SVM名をクリックする
と、そのSVMの詳細ページが表示されます。

クラスタ
ネームスペースが属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタ
の詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
ボリューム

ネームスペースが属するボリューム。ボリューム名をクリックすると、そのボ
リュームの詳細ページが表示されます。

合計容量
ネームスペースの合計ストレージ容量（GB単位）。

空き容量
ネームスペースの未使用のストレージ容量（GB単位）。

IOPS

ネームスペースでの1秒あたりの入出力処理数。
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レイテンシ
ネームスペースでのすべてのI/O要求の平均応答時間（1処理あたりのミリ秒）。

MBps

ネームスペースでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
しきい値ポリシー

このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / すべての LIF]ビュー
[パフォーマンス / すべての LIF]ビューには、Unified Managerのインスタンスによって監視さ
れている各LIFのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が表示されま
す。このページでは、LIFのパフォーマンスを簡単に監視し、パフォーマンスの問題やしき
い値イベントをトラブルシューティングすることができます。
ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
注：このページに表示されるLIFには、データLIF、クラスタLIF、ノード管理LIF、クラス
タ間LIFがあります。Unified ManagerではシステムLIFが使用されず、表示もされません。

このページ上のすべてのフィールドの説明については、LIFパフォーマンスのフィールド
（488ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

[パフォーマンス インベントリ]ページを使用したパフォーマンスの監視 | 487



LIFパフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべての LIF]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
LIF

LIF名をクリックすると、そのLIFのパフォーマンス詳細ページが表示されます。
タイプ

LIFのタイプ（ネットワーク（iSCSI、NFS、CIFS）、FCP、またはNVMf FC）。
レイテンシ

すべてのI/O要求の平均応答時間（1処理あたりのミリ秒）。NFS LIFとCIFS LIFには
[レイテンシ]が該当しないため、「N/A」と表示されます。

IOPS

1秒あたりの入出力処理数。NFS LIFとCIFS LIFには[IOPS]が該当しないため、
「N/A」と表示されます。

MBps

LIFでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
クラスタ

LIFが属するクラスタ。クラスタの名前をクリックすると、そのクラスタの詳細
ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
SVM

LIFが属するStorage Virtual Machine。SVM名をクリックすると、そのSVMの詳細
ページが表示されます。

ホーム位置
LIFのホームの場所。ノード名とポート名をコロン（:）で区切った形式で表示され
ます。場所が省略記号（...）とともに表示される場合は、場所の名前にカーソルを
合わせることで場所全体が表示されます。

現在位置
LIFの現在の場所。ノード名とポート名をコロン（:）で区切った形式で表示されま
す。場所が省略記号（...）とともに表示される場合は、場所の名前にカーソルを合
わせることで場所全体が表示されます。

ロール
LIFのロール：「データ」、「クラスタ」、「ノード管理」、「クラスタ間」のいずれか
です。
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しきい値ポリシー
このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / すべてのポート]ビュー
[パフォーマンス / すべてのポート]ビューには、Unified Managerのインスタンスによって監
視されている各ポートのパフォーマンス イベント、データ、および設定情報の概要が表示
されます。このページでは、ポートのパフォーマンスを簡単に監視し、パフォーマンスの問
題やしきい値イベントをトラブルシューティングすることができます。
注：パフォーマンス カウンタの値が表示されるのは物理ポートについてのみです。VLAN
またはインターフェイス グループについてのカウンタ値は表示されません。

ビュー ページ内のオブジェクトは、デフォルトでは、イベントの重大度に基づいてソート
されます。重大なイベントが報告されたオブジェクトが最初に表示され、そのあとに警告イ
ベントが報告されたオブジェクトが表示されます。これにより、対処が必要な問題を簡単に
特定できます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、特定のビューを選択して健全性、パフォーマ
ンス、容量などの情報を確認したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成お
よび適用して表示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ
上の列を追加 / 削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvまたは.pdfドキュメントに
エクスポートしたりすることができます。カスタマイズしたページをカスタム ビューとし
て保存し、データのレポートを定期的に生成してEメールで送信するようにスケジュール設
定できます。
[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと[パフォーマンスしきい値ポリシー
の解除]ボタンを使用して、オブジェクト インベントリ ページの任意のオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値を割り当てたり、割り当てを解除したりできます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、ポート パフォーマンスのフィール
ド（490ページ）を参照してください。

関連概念

[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

ストレージ オブジェクトへのパフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て（159ページ）
ストレージ オブジェクトからのパフォーマンスしきい値ポリシーの削除（161ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
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ポート パフォーマンスのフィールド
[パフォーマンス / すべてのポート]ビューには次のフィールドが表示されます。これらの
フィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
ステータス

アクティブなイベントがない正常な状態のオブジェクトには、緑色のチェック

マーク アイコン（ ）が表示されます。オブジェクトにアクティブなイベント

があるときは、重大イベントの場合は赤色のアイコン（ ）、エラー イベントの

場合はオレンジ色のアイコン（ ）、警告イベントの場合は黄色のアイコン

（ ）が表示されます。
ポート

ポート名をクリックすると、そのポートのパフォーマンス詳細ページが表示され
ます。

タイプ
ポートのタイプ（ネットワークまたはFibre Channel Protocol（FCP））。

MBps

ポートでのスループット（1秒あたりのMBで測定）。
利用率

ポートの使用可能な帯域幅のうち現在使用されている割合。
クラスタ

ポートが属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのクラスタの詳細
ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
ノード

ポートが属するノード。ノード名をクリックすると、そのノードの詳細ページが
表示されます。

速度
ポートの最大データ転送率。

ロール
ネットワーク ポートの役割（DataまたはCluster）。FCPポートにはロールを指定で
きないため、「N/A」と表示されます。

しきい値ポリシー
このストレージ オブジェクトに割り当てられているユーザ定義のパフォーマンス
しきい値ポリシー。ポリシー名に省略記号（...）が含まれている場合、ポリシー名
にカーソルを合わせると完全なポリシー名または割り当てられているポリシー名
のリストが表示されます。左端のチェック ボックスをクリックして1つ以上のオ
ブジェクトを選択すると、[パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て]ボタンと
[パフォーマンスしきい値ポリシーの解除]ボタンを使用できるようになります。

[パフォーマンス / QoS ポリシー グループ]ビュー
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループ]ビューには、Unified Managerによって監視されて
いるクラスタで使用可能なQoSポリシー グループが表示されます。これには、従来のQoSポ
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リシー、アダプティブQoSポリシー、およびNetApp Service Level Manager（NSLM）によっ
て割り当てられたQoSポリシーが含まれます。
ページ上部にあるコントロールを使用すると、QoSポリシーのタイプに基づいて特定の
ビューを選択したり、特定のオブジェクトを検索したり、フィルタを作成および適用して表
示されたデータのリストを絞り込んだりすることができます。また、ページ上の列を追加 /
削除 / 順序変更したり、ページ上のデータを.csvファイルまたは.pdfファイルにエクスポー
トしたりすることができます。
カスタマイズしたページをカスタム ビューとして保存し、データのレポートを定期的に生
成してEメールで送信するようにスケジュール設定できます。
このページ上のすべてのフィールドの説明については、QoSポリシー グループのフィールド

（491ページ）を参照してください。

関連概念

ストレージQoSがワークロード スループットを制御する仕組み（530ページ）
[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なるQoSポリシーの表示方法

（534ページ）
ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要（173ペー
ジ）
[パフォーマンス インベントリ]ページの内容の絞り込み（467ページ）

関連タスク

[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoSの下限と上限の設定の表示
（535ページ）

QoSポリシー グループ パフォーマンス イベントへの対処（171ページ）
[オブジェクト インベントリ パフォーマンス]ページでのデータのフィルタリング（468
ページ）
レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート

（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）

QoSポリシー グループのフィールド
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループ]ページには次のフィールドが表示されます。こ
れらのフィールドはカスタム ビューとレポートで使用できます。
QoSポリシー グループ

QoSポリシー グループの名前。
NSLMポリシーの場合、ここに表示される名前には、SVM名、およびパフォーマ
ンス サービス レベルがNSLMで定義された時点では名前に含まれていないその他
の情報が含まれます。たとえば「NSLM_vs6_Performance_2_0」という名前は、
SVM「vs6」に対して作成された、想定レイテンシ「2ミリ秒/処理」の、NSLMシ
ステム定義の「パフォーマンス」SSLポリシーであることを意味します。

クラスタ
QoSポリシー グループが属するクラスタ。クラスタ名をクリックすると、そのク
ラスタの詳細ページが表示されます。

クラスタ FQDN

クラスタの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
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SVM

QoSポリシー グループが属するStorage Virtual Machine（SVM）。SVM名をクリック
すると、そのSVMの詳細ページが表示されます。
注：管理SVMはクラスタを表すため、管理SVMでQoSポリシーが作成されてい
る場合、このフィールドは空白になります。

最小スループット
ポリシー グループによって提供が保証される最小スループット（IOPS）。
アダプティブ ポリシーとNSLMポリシーの場合、ボリュームまたはLUNに割り当
てられる最小想定IOPS/TBで、ストレージ オブジェクトの割り当てサイズに基づ
きます。

最大スループット
ポリシー グループが超えることのできないスループット（IOPSまたはMBps、あ
るいはその両方）。このフィールドが空白の場合、ONTAPには無制限の最大スルー
プット定義されています。
アダプティブ ポリシーとNSLMポリシーの場合、ボリュームまたはLUNに割り当
てられる最大（ピーク）IOPS/TBで、ストレージ オブジェクトの割り当てサイズ
または使用済みサイズに基づきます。

絶対最小 IOPS

アダプティブ ポリシーとNSLMポリシーの場合、想定IOPSがこの値より低い場合
に上書き値として使用される絶対最小IOPS値です。

ブロック サイズ
QoSアダプティブ ポリシーまたはNSLMポリシーに指定されたブロック サイズ。

最小割り当て
最大スループット（ピーク）IOPSを決定するために「割り当てスペース」と「使
用済みスペース」のどちらを使用するか。

想定レイテンシ
NSLMポリシーの場合、ストレージの入出力処理の想定平均レイテンシ。

共有
従来のQoSポリシーの場合、ポリシー グループに定義されたスループット値を複
数のオブジェクトで共有するかどうか。

関連オブジェクト
QoSポリシー グループに割り当てられているワークロードの数。

QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリックすると、そのポリシー グ
ループに関する詳細情報を表示できます。
割り当て容量

QoSポリシー グループ内のオブジェクトが現在使用しているスペースの量。
関連オブジェクト

QoSポリシー グループに割り当てられているワークロードの数。ボリュームと
LUNに分けて表示されます。
数字をクリックすると、選択したボリュームまたはLUNに関する詳細情報を表示
するページに移動できます。

イベント
QoSポリシー グループに割り当てられているオブジェクトでQoSポリシー違反が
発生した場合は、イベントの重大度（重大、エラー、警告）がアイコンで示され、
エラー メッセージが表示されます。
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メッセージをクリックすると[イベント]ページに移動し、イベントに関係のあるオ
ブジェクトだけが表示されます。
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[パフォーマンス エクスプローラ]ページを使用したパ
フォーマンスの監視

[パフォーマンス エクスプローラ]ページには、クラスタ内の各オブジェクトのパフォーマン
スの詳細情報が表示されます。すべてのクラスタ オブジェクトのパフォーマンスの詳細を
表示でき、さまざまな期間にわたる特定のオブジェクトのパフォーマンス データを選択し
て比較できます。
すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンスを評価したり、オブジェクトのパフォーマ
ンス データを並べて表示して比較したりできます。

ルート オブジェクトの概要
ルート オブジェクトは、他のオブジェクトを比較する際のベースラインです。他のオブ
ジェクトのデータを表示してルート オブジェクトと比較することで、パフォーマンス デー
タを分析してオブジェクトのパフォーマンスのトラブルシューティングや向上に利用でき
ます。
ルート オブジェクトは[比較]ペインの上部に表示されます。その他のオブジェクトはルー
ト オブジェクトの下に表示されます。[比較]ペインに追加できるオブジェクトの数に制限
はありませんが、ルート オブジェクトは1つだけです。ルート オブジェクトのデータは、[カ
ウンタ グラフ]ペインのグラフに自動的に表示されます。
ルート オブジェクトを変更することはできず、表示中のオブジェクト ページに常に表示さ
れます。たとえばボリューム1の[ボリューム パフォーマンス エクスプローラ]ページを開く
と、ボリューム1がルート オブジェクトになり、変更できません。別のルート オブジェクト
と比較する場合は、オブジェクトのリンクをクリックして、そのランディング ページを開
く必要があります。
注：イベントとしきい値はルート オブジェクトに対してのみ表示されます。

フィルタによるグリッドの関連オブジェクトのリストの絞り込
み

フィルタを使用してグリッドに表示されるオブジェクトのサブセットを絞り込むことがで
きます。たとえば、グリッドにボリュームが25個ある場合、フィルタを使用することで、そ
れらのボリュームの中からスループットが90MBps未満のボリュームのみを表示したり、レ
イテンシが1ミリ秒/処理を超えるボリュームだけを表示したりできます。

関連タスク

インベントリ ページの内容のフィルタリング（32ページ）
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関連オブジェクトの期間の指定
[パフォーマンス エクスプローラ]ページの[期間]セレクタを使用して、オブジェクト データ
を比較する期間を指定できます。期間を指定すると、[パフォーマンス エクスプローラ]ペー
ジの内容が絞り込まれ、指定した期間内のオブジェクト データだけが表示されます。

タスク概要

期間を絞り込むと、関心のあるパフォーマンス データだけを効率的に表示できます。事前
定義の期間を選択するか、またはカスタムの期間を指定できます。デフォルトの期間は過去
72時間です。

事前定義の期間の選択
事前定義の期間を選択すると、クラスタ オブジェクトのパフォーマンス データを表示する
際に、すばやく効率的にデータ出力をカスタマイズして絞り込むことができます。事前定義
された期間を選択する場合、最大で13カ月分のデータを利用できます。

手順

1. [パフォーマンス エクスプローラ]ページの右上にある[期間]をクリックします。

2. [期間の選択]パネルの右側で、事前定義の期間を選択します。

3. [期間を適用]をクリックします。

カスタムの期間の指定
[パフォーマンス エクスプローラ]ページを使用して、パフォーマンス データの期間を指定で
きます。カスタムの期間を指定すると、クラスタ オブジェクトのデータを絞り込む際に、
事前定義の期間を使用するよりも柔軟に設定できます。

タスク概要

期間は1時間から390日の間で選択できます。1カ月は30日としてカウントされるため、390日
は13カ月に相当します。日時の範囲を指定することで、特定のパフォーマンス イベントや
一連のイベントにフォーカスして詳細を確認することができます。また、日時の範囲を指定
すると、パフォーマンス イベントに関連するデータがより詳しく表示されるため、潜在的
なパフォーマンスの問題のトラブルシューティングにも役立ちます。[期間]画面を使用して
事前定義された範囲を選択するか、カスタムの範囲（最大390日）を独自に指定します。事
前定義された範囲は、[過去 1 時間]から[過去 13 カ月]まで用意されています。
[過去 13 カ月]オプションを選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定した場合、期間が
30日を超えるパフォーマンス データのグラフでは、5分ごとにポーリングされたデータでは
なく、1時間の平均値を使用してグラフが表示されることを示す警告ダイアログ ボックスが
表示されます。そのため、タイムラインには要約された情報が表示される可能性がありま
す。ダイアログ ボックスで[今後表示しない]をクリックすると、[過去 13 カ月]オプションを
選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定したときにメッセージが表示されなくなり
ます。期間が30日以内でも、現在の日付から1カ月以上あとの日時が期間に含まれている場
合には要約データが表示されます。
選択した期間（カスタムまたは事前定義）が30日以内の場合、5分ごとのデータ サンプルに
基づいてデータが表示されます。30日を超える場合は、1時間ごとのデータ サンプルに基づ
いてデータが表示されます。
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1. [期間]ドロップダウン ボックスをクリックすると、[期間]パネルが表示されます。

2. 事前定義された期間を選択するには、[期間]パネルの右側にあるいずれかの[過去...]ボタ
ンをクリックします。事前定義された期間を選択する場合、最大で13カ月分のデータを
利用できます。選択したボタンが強調表示され、対応する日付と時間がカレンダーと時
刻フィールドに表示されます。

3. カスタムの日付範囲を選択するには、左側の[開始]のカレンダーで開始日をクリックしま
す。[<]または[>]をクリックして、カレンダーの前後の月に移動できます。終了日を指定
するには、右側の[～]のカレンダーで日付をクリックします。終了日は、別の日付を指定
しないかぎり、デフォルトでは現在の日付になります。[期間]パネルの右側で[任意の期
間]ボタンが強調表示され、カスタムの日付範囲が選択されていることが示されます。

4. カスタムの期間を選択するには、[開始]のカレンダーの下にある[時間]コントロールをク
リックして開始時間を選択します。終了時間を指定するには、[～]のカレンダーの下にあ
る[時間]コントロールをクリックして終了時間を選択します。[期間]パネル右側の[任意
の期間]ボタンが強調表示され、カスタムの期間が選択されていることが示されます。

5. 事前定義された日付範囲を選択し、開始時間と終了時間を指定することもできます。前
述の説明に従って事前定義された日付範囲を選択したあと、上記と同じ方法で開始時間
と終了時間を選択します。選択した日付がカレンダーで強調表示され、指定した開始時
間と終了時間が[時間]フィールドに表示され、[任意の期間]ボタンが強調表示されます。

6. 日時の範囲を選択したら、[期間を適用]をクリックします。グラフと[イベント]タイムラ
インに、その期間のパフォーマンス統計が表示されます。

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義
[カウンタ グラフ]ペインでは、データおよびパフォーマンスを比較する関連オブジェクトの
リストを定義できます。たとえば、Storage Virtual Machine（SVM）でパフォーマンスの問題
が発生した場合は、SVM内のすべてのボリュームを比較して、問題の原因となったボリュー
ムを特定できます。

タスク概要

関連オブジェクト グリッド内の任意のオブジェクトを[比較]ペインと[カウンタ グラフ]ペ
インに追加できます。これにより、複数のオブジェクト同士、およびルート オブジェクト
との間でデータを表示して比較できます。関連オブジェクト グリッドではオブジェクトを
追加および削除できますが、[比較]ペイン内のルート オブジェクトは削除できません。
注：[比較]ペインにオブジェクトを追加しすぎると、パフォーマンスが低下する可能性が
あります。パフォーマンスを維持するには、データ比較用チャートを何個も選択しないで
ください。
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手順

1. オブジェクト グリッドで、追加するオブジェクトを選択して[追加]ボタンをクリックし
ます。
[追加]ボタンがグレーに変わり、オブジェクトが[比較]ペイン内の追加オブジェクト リス
トに追加されます。オブジェクトのデータは、[カウンタ グラフ]ペイン内のグラフに追
加されます。オブジェクトの目のアイコン（ ）の色は、グラフ内のオブジェクトの
データ ラインの色に対応しています。

2. オプション：選択したオブジェクトのデータを表示または非表示にします。

作業 処理

選択したオブジェクトを非
表示にする

[比較]ペインで、選択したオブジェクトの目のアイコン（ ）を
クリックします。
オブジェクトのデータが非表示になり、そのオブジェクトの目のア
イコンがグレーに変わります。

非表示のオブジェクトを表
示する

[比較]ペインで、選択したオブジェクトのグレーの目のアイコンを
クリックします。
目のアイコンが元の色に戻り、オブジェクトのデータが[カウンタ
グラフ]ペイン内のグラフに再び追加されます。

3. オプション：選択したオブジェクトを[比較]ペインから削除します。

作業 処理

選択したオブジェクトを1
つ削除する

[比較]ペインで選択したオブジェクトの名前にマウス ポインタを
合わせ、オブジェクトの削除ボタン（[X]）を表示してクリックし
ます。
オブジェクトが[比較]ペインから削除され、データがカウンタ
チャートから消去されます。

選択したオブジェクトをす
べて削除する

[比較]ペインの上部にあるすべてのオブジェクトの削除ボタン
（[X]）をクリックします。
選択したすべてのオブジェクトとそのデータが削除され、ルート
オブジェクトだけが残ります。

カウンタ グラフの概要
[カウンタ グラフ]ペイン内のグラフを使用して、ルート オブジェクト、および関連オブジェ
クト グリッドから追加したオブジェクトのパフォーマンス データを表示および比較できま
す。パフォーマンスの傾向を把握して、パフォーマンスの問題を特定および解決するのに便
利です。
デフォルトで表示されるカウンタ グラフは、[イベント]、[レイテンシ]、[IOPS]、[MBps]で
す。オプションで表示できるグラフには、[利用率]、[使用済みパフォーマンス容量]、[使用
可能な IOPS]、[IOPS/TB]、[キャッシュ ミス率]があります。さらに、[レイテンシ]、[IOPS]、
[MBps]、[使用済みパフォーマンス容量]の各グラフについては、合計の値や内訳の値を表示
するように選択することができます。
デフォルトでは、[パフォーマンス エクスプローラ]にはストレージ オブジェクトでサポート
されているかどうかに応じて特定のカウンタ グラフが表示されます。サポートされていな
いカウンタ グラフは空で、「適用対象外：<オブジェクト>」というメッセージが表示されます。

グラフには、ルート オブジェクトおよび[比較]ペインで選択したすべてのオブジェクトのパ
フォーマンスの傾向が表示されます。各グラフには次のようにデータが表示されます。
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X軸
指定した期間が表示されます。期間を指定しなかった場合のデフォルトの期間は
過去72時間です。

Y軸
選択したオブジェクトに固有のカウンタ単位が表示されます。

ラインの色は、[比較]ペインに表示されているオブジェクト名の色と同じです。ラインの特
定のポイントにカーソルを合わせると、そのポイントの時間と値の詳細を表示できます。
グラフ内の特定の期間について調査するには、次のいずれかを実行します。

• [<]ボタンを使用して[カウンタ グラフ]ペインを展開し、ページの幅を広げる。

• カーソルを使用して（虫眼鏡に変わる）グラフ内の一部の期間を選択し、拡大する。[グ
ラフのズームをリセット]をクリックするとデフォルトの期間に戻ります。

• [ズーム ビュー]ボタンを使用して1つのカウンタ グラフを拡大し、より詳細なデータとし
きい値のインジケータを表示する。

注：ラインが連続しておらず、切れ目が表示されることがあります。その期間はUnified
Managerがストレージ システムからパフォーマンス データを収集できなかったか、または
Unified Managerが停止していた可能性があります。

関連タスク

表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）
[カウンタ グラフ]ペインの拡大（501ページ）
カウンタ グラフに表示する期間の絞り込み（501ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューの表示（503ページ）

関連資料

パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ
標準のパフォーマンス グラフには、選択したストレージ オブジェクトのカウンタの値が表
示されます。内訳カウンタ グラフには、合計値が読み取り、書き込み、およびその他のカ
テゴリに分けて表示されます。さらに、一部の内訳カウンタ グラフには、その他の詳細情
報が表示されます（グラフがズーム ビューに表示される場合）。
次の表は、使用可能なパフォーマンス カウンタ グラフを示しています。

使用可能なグラフ グラフの説明

イベント ルート オブジェクトの統計グラフに関連し、重大、エラー、警
告、情報のイベントが表示されます。パフォーマンス イベント
に加えて健全性イベントも表示されるため、パフォーマンスに
影響する可能性がある原因を総合的に確認できます。

レイテンシ - 合計 アプリケーションの要求に応答するまでのミリ秒数。
平均レイテンシの値は、I/Oの重み付きの値です。
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使用可能なグラフ グラフの説明

レイテンシ - 内訳 [レイテンシ - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマン
ス データが読み取り、書き込み、その他のレイテンシに分けて
表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリ
ゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースである場合
にのみ表示されます。

レイテンシ - クラスタ
コンポーネント

[レイテンシ - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマン
ス データがクラスタ コンポーネントごとのレイテンシに分け
て表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にの
み表示されます。

IOPS - 合計 1秒あたりの入出力処理数。
特定のノードに対して表示される場合、「合計」を選択すると、
そのノードを経由する（ローカル ノードまたはリモート ノード
上の）データのIOPSが表示されます。「合計（ローカル）」を選
択すると、現在のノード上のデータのIOPSが表示されます。

IOPS - 内訳 [IOPS - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマンス
データが読み取りIOPS、書き込みIOPS、その他のIOPSに分けて
表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリ
ゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースである場合
にのみ表示されます。
ズーム ビューに表示される場合、ボリュームのグラフにはQoS
最小 / 最大スループット値が表示されます（ONTAPで設定され
ている場合）。
特定のノードに対して表示される場合、「内訳」を選択すると、
そのノードを経由する（ローカル ノードまたはリモート ノード
上の）データのIOPSの内訳が表示されます。「内訳（ローカル）」
を選択すると、現在のノード上のデータのIOPSの内訳が表示さ
れます。

IOPS - プロトコル [IOPS - 合計]と同じ情報が表示されますが、パフォーマンス
データがCIFS、NFS、FCP、NVMe、iSCSIのプロトコル トラ
フィックの個々のグラフに分けて表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVMの場合にのみ表示
されます。

IOPS/TB - 合計 ワークロードで消費される合計スペース（TB）に基づく、1秒間
に処理される入出力処理数。I/O密度とも呼ばれます。このカウ
ンタは、所定のストレージ容量で提供可能なパフォーマンスを
示します。
ズーム ビューに表示される場合、ボリュームのグラフにはQoS
想定 / ピーク スループット値が表示されます（ONTAPで設定さ
れている場合）。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にの
み表示されます。

MBps - 合計 オブジェクトとの間で転送される1秒あたりのデータ量（MB）
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使用可能なグラフ グラフの説明

MBps - 内訳 [MBps]グラフと同じ情報が表示されますが、MBpsデータがディ
スク読み取り、Flash Cache読み取り、書き込み、その他に分け
て表示されます。
ズーム ビューに表示される場合、ボリュームのグラフにはQoS
最大スループット値が表示されます（ONTAPで設定されている
場合）。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリ
ゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースである場合
にのみ表示されます。
注：Flash Cacheのデータは、ノードにFlash Cacheモジュールが
インストールされている場合にノードについてのみ表示され
ます。

使用済みパフォーマン
ス容量 - 合計

ノードまたはアグリゲートによるパフォーマンス容量の消費
率。

使用済みパフォーマン
ス容量 - 内訳

使用済みパフォーマンス容量。ユーザ プロトコルおよびシステ
ムのバックグラウンド プロセスに分けて表示されます。また、
空きパフォーマンス容量が表示されます。

使用可能な IOPS - 合計 このオブジェクトで現在使用可能な（空き）1秒あたりの入出力
処理数。この数値は、Unified Managerで計算された（オブジェク
トが実行可能な）合計IOPSから現在使用されているIOPSを引い
たものです。
このグラフは、選択したオブジェクトがノードまたはアグリ
ゲートの場合にのみ表示されます。

使用状況 - 合計 オブジェクトの使用可能なリソースの利用率。利用率は、ノー
ドの利用率（ノードの場合）、ディスクの利用率（アグリゲート
の場合）、および帯域幅の利用率（ポートの場合）を示します。
このグラフは、選択したオブジェクトがノード、アグリゲート、
またはポートの場合にのみ表示されます。

キャッシュ ミス率 - 合
計

クライアント アプリケーションからの読み取り要求に対して
キャッシュからではなくディスクからデータが返される割合。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にの
み表示されます。

関連タスク

表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

表示するパフォーマンス チャートの選択
[グラフを選択]ドロップダウン リストを使用して、[カウンタ グラフ]ペインに表示するパ
フォーマンス カウンタ チャートのタイプを選択できます。パフォーマンス要件に基づい
て、特定のデータやカウンタを表示できます。

手順

1. [カウンタ グラフ]ペインで、[グラフを選択]ドロップダウン リストをクリックします。

2. チャートを追加または削除します。
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目的 操作

チャートを個別に追加また
は削除する

表示または非表示にするチャートの横のチェック ボックスをオン
にします。

すべてのチャートを追加す
る

[すべて選択]をクリックします。

すべてのチャートを削除す
る

[すべて選択解除]をクリックします。

選択したチャートは[カウンタ グラフ]ペインに表示されます。チャートを追加すると、
追加したチャートが[グラフを選択]ドロップダウン リストと同じ順番で[カウンタ グラ
フ]ペインに挿入されます。チャートを選択するにはスクロールが必要な場合がありま
す。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（68ページ）

関連資料

パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）
システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーのタイプ（70ページ）

[カウンタ グラフ]ペインの拡大
[カウンタ グラフ]ペインを拡大して、チャートをより大きく読みやすくすることができま
す。

タスク概要

カウンタに使用する比較オブジェクトと期間の定義が完了したら、[カウンタ グラフ]ペイン
を拡大できます。ペインを拡大するには、[パフォーマンス エクスプローラ]ウィンドウの中
央にある[<]ボタンを使用します。

手順

1. [カウンタ グラフ]ペインを拡大または縮小します。

目的 操作

[カウンタ グラフ]ペインをページの幅に合わせて拡大す
る

[<]ボタンをクリックします。

[カウンタ グラフ]ペインをページの右半分に縮小する [>]ボタンをクリックします。

カウンタ グラフに表示する期間の絞り込み
[カウンタ グラフ]ペインや[カウンタ グラフ ズーム ビュー]ウィンドウでは、マウスを使用
して期間を短くすることで、特定の期間に絞って情報を表示できます。これにより、タイム
ラインの任意の部分について、パフォーマンス データ、イベント、およびしきい値をより
細かく確認することができます。

開始する前に

この機能がアクティブになっているときは、カーソルが虫眼鏡に変わります。
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注：この機能を使用すると、タイムラインの値の表示が変わり、細かい表示に対応した値
が表示されますが、[期間]セレクタの時刻と日付の範囲はグラフの元の値のまま変わりま
せん。

手順

1. 特定の期間を拡大して表示するには、虫眼鏡を使用してクリックしてドラッグし、詳細
を表示する部分を囲みます。
選択した期間のカウンタの値が、カウンタ グラフに拡大して表示されます。

2. [期間]で設定された元の期間に戻すには、[グラフのズームをリセット]ボタンをクリック
します。
カウンタ グラフの表示が元の状態に戻ります。

イベント タイムラインでのイベント詳細の表示
[パフォーマンス エクスプローラ]の[イベント タイムライン]ペインでは、すべてのイベント
と関連する詳細を表示できます。指定した期間内にルート オブジェクトで発生したすべて
の健全性イベントとしきい値イベントをすばやく効率的に表示できるため、パフォーマンス
の問題のトラブルシューティングに役立ちます。

タスク概要

[イベント タイムライン]ペインには、選択した期間内にルート オブジェクトで発生した重
大、エラー、警告、情報イベントが表示されます。イベントの重大度ごとに独自のタイムラ
インがあり、 単一または複数イベントがタイムライン上に点で表されます。イベントを示
す点にカーソルを合わせると、イベントの詳細を確認できます。複数イベントについてより
詳細に表示するには、期間を縮小します。複数イベントが複数の単一のイベントとして表示
されるため、各イベントを個々に表示して確認することができます。
[イベント タイムライン]の各パフォーマンス イベントの点は、[イベント タイムライン]の下
に表示されるカウンタ グラフのラインでイベントが急増している対応するポイントと縦の
位置を揃えて表示されます。イベントと全体的なパフォーマンスの間に直接的な相関関係
があることを確認できます。健全性イベントもタイムラインに表示されますが、これらのタ
イプのイベントはいずれかのパフォーマンス グラフのイベントが急増しているポイントと
揃うとはかぎりません。

手順

1. [イベント タイムライン]ペインで、タイムライン上のイベントの点にカーソルを合わせ
ると、対応するイベントの概要が表示されます。
イベント タイプ、イベントが発生した日時、状態、イベントの期間に関する情報がポッ
プアップ ダイアログに表示されます。

2. 1つまたは複数のイベントの詳細を表示します。

作業 オプション

単一イベントの詳細を表示する ポップアップ ダイアログの[イベントの詳細を表示]

複数イベントの詳細を表示する ポップアップ ダイアログの[イベントの詳細の表示]

注：複数イベントのダイアログで単一のイベントをク
リックすると、該当する[イベントの詳細]ページが表
示されます。
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関連概念

パフォーマンス イベントのソース（68ページ）

カウンタ グラフ ズーム ビュー
[カウンタ グラフ]のズーム ビューを使用すると、指定した期間のパフォーマンスの詳細を拡
大して表示できます。これによりパフォーマンスの詳細やイベントをより細かく確認でき
るため、パフォーマンスの問題のトラブルシューティングを行うときに便利です。
ズーム ビューで表示した場合、一部の内訳グラフでは、ズーム ビュー以外では表示されな
い追加の情報が表示されます。たとえば、IOPS、IOPS/TB、およびMBpsの内訳グラフのズー
ム ビュー ページには、ONTAPで設定されている場合、ボリュームおよびLUNのQoSポリシー
の値が表示されます。
注：[ポリシー]リストでは、システム定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの「利用率
の高いノード リソース」ポリシーと「QoS スループット制限を超過」ポリシーのみを選
択できます。システム定義の他のしきい値ポリシーは、現時点では利用できません。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

カウンタ グラフ ズーム ビューの表示
[カウンタ グラフ ズーム ビュー]には、選択したカウンタ グラフのより詳細な情報と関連す
るタイムラインが表示されます。カウンタ グラフのデータが拡大して表示され、パフォー
マンス イベントやその原因を詳しく調べることができます。

タスク概要

[カウンタ グラフ ズーム ビュー]は、いずれのカウンタ グラフについても表示できます。

手順

1. [ズーム ビュー]をクリックすると、選択したグラフが新しいブラウザ ウィンドウで開き
ます。

2. 内訳グラフを表示している場合に[ズーム ビュー]をクリックすると、内訳グラフがズー
ム ビューで表示されます。ズーム ビューで[合計]を選択すると、表示オプションが切り
替わります。

ズーム ビューでの期間の指定
[カウンタ グラフ ズーム ビュー]ウィンドウの[期間]コントロールを使用して、選択した
チャートの期間を指定できます。これにより、設定済みの期間またはカスタムの期間に基づ
いてデータをすばやく特定できます。

タスク概要

期間は1時間から390日の間で選択できます。1カ月は30日としてカウントされるため、390日
は13カ月に相当します。日時の範囲を指定することで、特定のパフォーマンス イベントや
一連のイベントにフォーカスして詳細を確認することができます。また、日時の範囲を指定
すると、パフォーマンス イベントに関連するデータがより詳しく表示されるため、潜在的
なパフォーマンスの問題のトラブルシューティングにも役立ちます。[期間]画面を使用して
事前定義された範囲を選択するか、カスタムの範囲（最大390日）を独自に指定します。事
前定義された範囲は、[過去 1 時間]から[過去 13 カ月]まで用意されています。
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[過去 13 カ月]オプションを選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定した場合、期間が
30日を超えるパフォーマンス データのグラフでは、5分ごとにポーリングされたデータでは
なく、1時間の平均値を使用してグラフが表示されることを示す警告ダイアログ ボックスが
表示されます。そのため、タイムラインには要約された情報が表示される可能性がありま
す。ダイアログ ボックスで[今後表示しない]をクリックすると、[過去 13 カ月]オプションを
選択するか30日を超えるカスタムの範囲を指定したときにメッセージが表示されなくなり
ます。期間が30日以内でも、現在の日付から1カ月以上あとの日時が期間に含まれている場
合には要約データが表示されます。
選択した期間（カスタムまたは事前定義）が30日以内の場合、5分ごとのデータ サンプルに
基づいてデータが表示されます。30日を超える場合は、1時間ごとのデータ サンプルに基づ
いてデータが表示されます。
 

 

1. [期間]ドロップダウン ボックスをクリックすると、[期間]パネルが表示されます。

2. 事前定義された期間を選択するには、[期間]パネルの右側にあるいずれかの[過去...]ボタ
ンをクリックします。事前定義された期間を選択する場合、最大で13カ月分のデータを
利用できます。選択したボタンが強調表示され、対応する日付と時間がカレンダーと時
刻フィールドに表示されます。

3. カスタムの日付範囲を選択するには、左側の[開始]のカレンダーで開始日をクリックしま
す。[<]または[>]をクリックして、カレンダーの前後の月に移動できます。終了日を指定
するには、右側の[～]のカレンダーで日付をクリックします。終了日は、別の日付を指定
しないかぎり、デフォルトでは現在の日付になります。[期間]パネルの右側で[任意の期
間]ボタンが強調表示され、カスタムの日付範囲が選択されていることが示されます。

4. カスタムの期間を選択するには、[開始]のカレンダーの下にある[時間]コントロールをク
リックして開始時間を選択します。終了時間を指定するには、[～]のカレンダーの下にあ
る[時間]コントロールをクリックして終了時間を選択します。[期間]パネル右側の[任意
の期間]ボタンが強調表示され、カスタムの期間が選択されていることが示されます。

5. 事前定義された日付範囲を選択し、開始時間と終了時間を指定することもできます。前
述の説明に従って事前定義された日付範囲を選択したあと、上記と同じ方法で開始時間
と終了時間を選択します。選択した日付がカレンダーで強調表示され、指定した開始時
間と終了時間が[時間]フィールドに表示され、[任意の期間]ボタンが強調表示されます。

6. 日時の範囲を選択したら、[期間を適用]をクリックします。グラフと[イベント]タイムラ
インに、その期間のパフォーマンス統計が表示されます。
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カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択
カウンタ グラフ ズーム ビューでしきい値を適用すると、該当するパフォーマンスしきい値
イベントに関する詳細が表示されます。しきい値を適用または削除してすぐに結果を表示
でき、トラブルシューティングが必要かどうかを判断する際に役立ちます。

タスク概要

カウンタ グラフ ズーム ビューでしきい値を選択すると、パフォーマンスしきい値イベント
に関する正確なデータを確認できます。カウンタ グラフ ズーム ビューの[ポリシー]領域に
表示される任意のしきい値を適用することができます。
カウンタ グラフ ズーム ビューでは、オブジェクトに一度に1つずつポリシーを適用できま
す。

手順

1. ポリシーに関連付けられている を選択または選択解除します。
選択したしきい値がカウンタ グラフ ズーム ビューに適用されます。重大のしきい値は
赤色の線、警告のしきい値は黄色の線で表示されます。

クラスタ コンポーネント別のボリューム レイテンシの表示
[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページで、ボリュームのレイテンシについて
の詳細情報を表示できます。[レイテンシ - 合計]カウンタ グラフには、ボリュームでの合計
レイテンシが表示されます。このグラフは、ボリュームでの読み取りと書き込みのレイテン
シの影響を特定する場合に便利です。

タスク概要

さらに、[レイテンシ - クラスタ コンポーネント]グラフには、クラスタ コンポーネントごと
のレイテンシの詳細な比較が表示されます。これは、ボリュームでの合計レイテンシに各ク
ラスタがどのように影響しているかを特定するのに役立ちます。以下のクラスタ コンポー
ネントが表示されます。
• ネットワーク
• QoSポリシー
• ネットワーク処理
• クラスタ インターコネクト
• データ処理
• アグリゲートの処理
• MetroClusterのリソース
• クラウド レイテンシ
• 同期SnapMirror

手順

1. 選択したボリュームの[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページで、レイテン
シ グラフのドロップダウン メニューから[クラスタ コンポーネント]を選択します。
[レイテンシ - クラスタ コンポーネント]グラフが表示されます。

2. グラフを拡大するには、[ズーム ビュー]を選択します。
クラスタ コンポーネント別のグラフが表示されます。各クラスタ コンポーネントに関
連付けられている を選択または選択解除して、比較対象を調整することができます。
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3. 特定の値を表示するには、グラフ内にカーソルを移動してポップアップ ウィンドウを表
示します。

関連概念

クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）

プロトコル別のSVMのIOPSトラフィックの表示
[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページで、SVMの詳細なIOPS情報を表示できます。
[IOPS - 合計]カウンタ グラフには、SVMでのIOPS使用量の合計が表示されます。[IOPS - 内
訳]カウンタ グラフは、SVM上の読み取り、書き込み、その他のIOPSの影響を特定する場合
に便利です。

タスク概要

さらに、[IOPS - プロトコル]グラフには、SVMで使用されているプロトコルごとのIOPSトラ
フィックの詳細な比較が表示されます。使用できるプロトコルは次のとおりです。
• CIFS

• NFS

• FCP

• iSCSI

• NVMe

手順

1. 選択したSVMの[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページで、IOPSグラフのドロッ
プダウン メニューから[プロトコル]を選択します。
[IOPS - プロトコル]グラフが表示されます。

2. 拡大版のグラフを表示するには、[ズーム ビュー]を選択します。
プロトコル別の詳細なIOPSグラフが表示されます。プロトコルに関連付けられている

を選択または選択解除して、比較対象を調整することができます。

3. 特定の値を表示するには、いずれかのグラフのグラフ領域内にカーソルを移動してポッ
プアップ ウィンドウを表示します。

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）
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ボリュームおよびLUNのレイテンシ グラフでのパフォーマンス
保証の確認

「パフォーマンス保証」プログラムに登録しているボリュームやLUNについて、レイテンシ
が保証されたレベルを超えていないことを確認することができます。

タスク概要

レイテンシのパフォーマンス保証は、1処理あたりの時間（ミリ秒）で定義され、レイテン
シがその値を超えないように保証するものです。値は、デフォルトの5分間のパフォーマン
ス収集期間ではなく、1時間あたりの平均値です。

手順

1. [パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューまたは[パフォーマンス / すべての LUN]
ビューで、目的のボリュームまたはLUNを選択します。

2. 選択したボリュームまたはLUNの[パフォーマンス エクスプローラ]ページで、[統計の表
示：]セレクタから[1 時間平均]を選択します。
レイテンシ グラフの表示が5分間隔の収集データから1時間あたりの平均値に変わり、グ
ラフの振れ幅が少なくなります。

3. 同じアグリゲートにパフォーマンス保証の対象となるボリュームがほかにもある場合
は、それらのボリュームを追加して同じグラフでレイテンシの値を確認できます。

ローカル ノード上にのみ存在するワークロードに基づくノード
IOPSの表示

ノードのIOPSカウンタ グラフでは、リモート ノード上のボリュームに対する読み取り / 書
き込み処理を実行するために、処理がネットワークLIFを使用してローカル ノードのみを経
由する箇所を特定できます。IOPSの「合計（ローカル）」グラフと「IOPS - 内訳（ローカル）」
グラフには、現在のノード上のみのローカル ボリュームに含まれるデータのIOPSが表示さ
れます。

タスク概要

これらのカウンタ グラフの「ローカル」バージョンは、ローカル ボリューム上のデータの
統計のみを表示するパフォーマンス容量と利用率のノード グラフに似ています。
これらのカウンタ グラフの「ローカル」バージョンと通常の「合計」バージョンのカウン
タ グラフを比較することで、ローカル ノードを経由してリモート ノード上のボリュームに
アクセスしているトラフィックが大量にあるかどうかを確認できます。ローカル ノードを
経由してリモート ノード上のボリュームにアクセスしている処理が多すぎるとパフォーマ
ンスの問題を引き起こすことがあり、ノードにおける高利用率として報告される可能性があ
ります。このような場合は、ボリュームをローカル ノードに移動したり、ホストからその
ボリュームにアクセスしているトラフィックを接続可能なリモート ノードにLIFを作成し
たりすることができます。

手順

1. 選択したノードの[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページで、IOPSグラフのド
ロップダウン メニューから[合計]を選択します。
[IOPS - 合計]グラフが表示されます。
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2. [ズーム ビュー]をクリックして、新しいブラウザ タブに拡大したグラフを表示します。

3. [パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページに戻り、IOPSグラフのドロップダウン
メニューから[合計（ローカル）]を選択します。
[IOPS - 合計（ローカル）]グラフが表示されます。

4. [ズーム ビュー]をクリックして、新しいブラウザ タブに拡大したグラフを表示します。

5. グラフを並べて表示し、IOPS値が大きく異なっている領域を特定します。

6. これらの領域にカーソルを合わせて、特定の時点におけるローカルと合計のIOPSを比較
します。

[オブジェクト ランディング]ページの構成要素
[オブジェクト ランディング]ページには、重大、警告、および情報のすべてのイベントにつ
いての詳細が表示されます。すべてのクラスタ オブジェクトのパフォーマンスの詳細が表
示され、個々のオブジェクトを選択してさまざまな期間のデータを比較することができま
す。
[オブジェクト ランディング]ページでは、すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンス
を確認したり、オブジェクトのパフォーマンス データを並べて表示して比較したりできま
す。これはパフォーマンスの評価やイベントのトラブルシューティングを行うときに便利
です。
注：カウンタの概要パネルおよび[カウンタ グラフ]には、5分間のサンプリング間隔に基
づくデータが表示されます。ページの左側にあるオブジェクトのインベントリ グリッド
には、1時間のサンプリング間隔に基づくデータが表示されます。

次の図は、[エクスプローラ]の情報が表示された[オブジェクト ランディング]ページの例を
示しています。
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[オブジェクト ランディング]ページでは、表示するストレージ オブジェクトに応じて、オブ
ジェクトに関するパフォーマンス データが次のタブに表示されます。

• サマリ
各オブジェクトの過去72時間のイベントやパフォーマンスを示すカウンタ チャートが3
つか4つ表示されます。チャートには、その期間の高い値と低い値の傾向を示す線も表示
されます。

• エクスプローラ
現在のオブジェクトに関連するストレージ オブジェクトがグリッド形式で表示され、現
在のオブジェクトと関連オブジェクトのパフォーマンスの値を比較することができま
す。このタブには最大11個のカウンタ チャートと期間セレクタが表示され、さまざまな
比較が可能です。

• 情報
ストレージ オブジェクトに関するパフォーマンス以外の構成の属性が表示されます。イ
ンストールされているONTAPソフトウェアのバージョン、HAパートナーの名前、ポート
やLIFの数などが含まれます。

• パフォーマンス上位
クラスタの場合：選択したパフォーマンス カウンタに基づいて、パフォーマンスが上位
または下位のストレージ オブジェクトが表示されます。

• フェイルオーバー プラン
ノードの場合：ノードのHAパートナーで障害が発生した場合のノードのパフォーマンス
に対する影響の推定値が表示されます。

• 詳細
ボリュームの場合：選択したボリュームのワークロードに対するすべてのI/Oアクティビ
ティと処理について、詳細なパフォーマンス統計が表示されます。このタブは、FlexVol、
FlexGroupボリューム、およびFlexGroupのコンスティチュエントに対して表示されます。

関連概念

パフォーマンス イベントのソース（68ページ）
[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
オブジェクト設定情報の表示（538ページ）

関連タスク

イベント タイムラインでのイベント詳細の表示（502ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
[パフォーマンス クラスタ サマリ]ページ（461ページ）
[パフォーマンス上位]ページ（463ページ）
[ノード フェイルオーバー プラン]ページの概要と使用方法（549ページ）
[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ（577ページ）

[サマリ]ページ
[サマリ]ページには、過去72時間を対象に、オブジェクト別のイベントとパフォーマンスの
詳細を含むカウンタ グラフが表示されます。このデータは自動では更新されず、最後に
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ページがロードされた時点のデータです。[サマリ]ページ内のグラフを基に、さらに詳しい
調査が必要かどうかを判断します。
サマリ グラフには、過去72時間の概要が表示され、さらに調査が必要な潜在的な問題の特
定に役立ちます。

グラフとカウンタの統計
[サマリ]ページのカウンタ値はグラフに表示されます。
グラフ上のラインにカーソルを合わせると、特定の時点のカウンタ値を表示できます。サマ
リ グラフには、以下のカウンタについて、過去72時間のアクティブな重大イベントと警告
イベントの合計数も表示されます。
レイテンシ

すべてのI/O要求の平均応答時間。処理あたりのミリ秒で表されます。
すべてのオブジェクト タイプについて表示されます。

IOPS

平均処理速度。1秒あたりの入出力処理数で表されます。
すべてのオブジェクト タイプについて表示されます。

MBps

平均スループット。1秒あたりのメガバイト数で表されます。
すべてのオブジェクト タイプについて表示されます。

使用済みパフォーマンス容量
ノードまたはアグリゲートによるパフォーマンス容量の平均消費率。
ノードとアグリゲートについてのみ表示されます。このグラフは、ONTAP 9.0以降
のソフトウェアを使用している場合にのみ表示されます。

利用率
ノードとアグリゲートのオブジェクト利用率、またはポートの帯域幅利用率。
ノード、アグリゲート、およびポートについてのみ表示されます。

アクティブなイベントのイベント件数にカーソルを合わせると、各イベントのタイプと数が
表示されます。重大イベントは赤（ ）、警告イベントは黄色（ ）で表示されます。
グラフ右上のグレーのバーに表示される数字は、過去72時間の平均値です。トレンド グラ
フの上下に表示される数字は、過去72時間の最大値と最小値です。グラフ下のグレーのバー
には、過去72時間のアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）と廃止イベン
トの件数が表示されます。
 

 

[レイテンシ]カウンタ グラフ
[レイテンシ]カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトのレイテンシの概
要を確認できます。レイテンシは、すべてのI/O要求の平均応答時間（処理あたり
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のミリ秒）を表し、クラスタ ストレージ コンポーネントのデータ パケットまたは
ブロックの処理時間、待機時間、またはその両方が考慮されます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間の平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のレイテ
ンシの最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、そ
の時点のレイテンシの値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[IOPS]カウンタ グラフ
[IOPS]カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトのIOPSの概要を確認で
きます。IOPSは、ストレージ システムの処理速度（1秒あたりのI/O処理数）を示
します。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間の平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のIOPS
の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時
点のIOPSの値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[MBps]カウンタ グラフ
[MBps]カウンタのグラフには、オブジェクトのMBpsパフォーマンスが表示されま
す。これは、オブジェクトとの間で転送されたデータの量（1秒あたりのメガバイ
ト数）を示します。[MBps]カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトの
MBpsの概要を確認できます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間のMBpsの平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のMBps
の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時
点のMBpsの値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[使用済みパフォーマンス容量]カウンタのグラフ
[使用済みパフォーマンス容量]カウンタのグラフには、オブジェクトが消費してい
るパフォーマンス容量の割合が表示されます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間のパフォーマンス容量使用率の
平均値です。
中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間のパフォー
マンス容量使用率の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合
わせると、その時点のパフォーマンス容量使用率の値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

[利用率]カウンタ グラフ
[利用率]カウンタのグラフには、オブジェクトの利用率が表示されます。[利用率]
カウンタのグラフでは、過去72時間のオブジェクトまたは帯域幅の利用率の概要
を確認できます。
上部（カウンタ値）：ヘッダーの数字は過去72時間の利用率の平均値です。
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中央（パフォーマンス グラフ）：グラフの上下の数字は、下が過去72時間の利用率
の最小値で上が最大値です。グラフ上のラインにカーソルを合わせると、その時
点の利用率の値が表示されます。
下部（イベント）：カーソルを合わせるとイベントの詳細が表示されます。グラフ
の下の[アクティブ イベント]リンクをクリックすると、[イベント インベントリ]
ページに移動してイベントの詳細を確認できます。

イベント
該当する場合、イベント履歴テーブルに、そのオブジェクトで発生した最近のイベントが表
示されます。イベント名をクリックすると、[イベントの詳細]ページにイベントの詳細が表
示されます。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素
[パフォーマンス エクスプローラ]ページを使用すると、クラスタに含まれるすべてのボ
リュームなど、クラスタ内の同様のオブジェクトのパフォーマンスを比較することができま
す。これは、パフォーマンス イベントのトラブルシューティングやオブジェクトのパ
フォーマンスの微調整を行う際に便利です。各オブジェクトを他のオブジェクトとの比較
でベースラインとなるルート オブジェクトと比較することもできます。

[お気に入り]ボタン（ ）をクリックすると、このオブジェクトをお気に入りのストレー

ジ オブジェクト リストに追加できます。ボタンが青色の場合（ ）は、オブジェクトは
すでにお気に入りに登録されています。
[健全性ビューに切り替え]ボタンをクリックすると、このオブジェクトの[健全性の詳細]
ページを表示できます。このオブジェクトのストレージ設定に関して、問題のトラブル
シューティングに役立つ重要な情報が得られる場合があります。
The [パフォーマンス エクスプローラ]ページには、クラスタ オブジェクトとそのパフォーマ
ンス データのリストが表示されます。このページでは、同じタイプのすべてのクラスタ オ
ブジェクト（ボリュームとそのオブジェクト固有のパフォーマンス統計など）が表形式で表
示されます。このビューで、クラスタ オブジェクトのパフォーマンスの概要を効率的に確
認することができます。
注：表のセルに「N/A」と表示される場合は、そのオブジェクトに対するI/Oがまだないた
め、その時点ではそのカウンタの値を利用できないことを意味します。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素は次のとおりです。
期間

オブジェクト データの期間を選択できます。
事前定義の範囲を選択できるほか、カスタムの期間を独自に指定することもでき
ます。

表示して比較
グリッドに表示する関連オブジェクトのタイプを選択できます。
使用可能なオプションは、ルート オブジェクトのタイプと利用可能なデータに
よって異なります。[表示して比較]ドロップダウン リストをクリックしてオブ
ジェクトのタイプを選択できます。選択したオブジェクトのタイプがリストに表
示されます。

フィルタ
受け取るデータの量を設定に基づいて絞り込むことができます。
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IOPSが4を超えるオブジェクトに限定するなど、オブジェクト データに適用する
フィルタを作成することができます。フィルタは最大で4つまで同時に追加でき
ます。

比較
ルート オブジェクトと比較する対象として選択したオブジェクトのリストが表示
されます。
[比較]ペインに表示されたオブジェクトのデータが[カウンタ グラフ]に表示され
ます。

統計の表示
ボリュームとLUNについて、統計情報を各収集サイクル（デフォルトは5分）後に
表示するか、または1時間ごとの平均値として表示するかを選択できます。この機
能を使用してレイテンシ グラフを表示することで、ネットアップの「パフォーマ
ンス保証」プログラムの状況を確認することができます。

カウンタ チャート
オブジェクトのパフォーマンスのカテゴリ別にグラフ形式のデータが表示されま
す。
通常、デフォルトではチャートが3つか4つのみ表示されます。[グラフを選択]構成
要素で、追加のチャートを表示したり、特定のチャートを非表示にしたりできま
す。[イベント タイムライン]の表示と非表示を切り替えることもできます。

イベント タイムライン
[期間] 構成要素で選択したタイムラインについて、発生したパフォーマンス イベ
ントが表示されます。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

事前定義の期間の選択（495ページ）
カスタムの期間の指定（495ページ）
インベントリ ページの内容のフィルタリング（32ページ）
イベント タイムラインでのイベント詳細の表示（502ページ）
比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの説明
[パフォーマンス エクスプローラ]ページでは、使用可能なストレージ オブジェクト（クラス
タ、アグリゲート、ボリュームなど）ごとに詳細なパフォーマンス情報を表示できます。各
ページでは、すべてのオブジェクトの全体的なパフォーマンスを評価したり、オブジェクト
のパフォーマンス データを並べて比較したりできます。
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[パフォーマンス / クラスタ エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / クラスタ エクスプローラ]ページには、Unified Managerで管理されている
すべてのクラスタのパフォーマンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / クラスタ エクスプローラ]ページでは、一定期間内のクラスタのパフォー
マンスを追跡し、そのクラスタ内のオブジェクトを比較して、クラスタのパフォーマンスの
トラブルシューティングと微調整に役立てることができます。
[表示して比較]機能を使用して、このクラスタのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

• 同じクラスタ上のノード

• 同じクラスタ上のStorage Virtual Machine（SVM）

• 同じクラスタ上のアグリゲート

[パフォーマンス / クラスタ エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• クラスタのパフォーマンス データの追跡

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのノードのパ
フォーマンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページでは、一定期間内のノードのパフォーマン
スを追跡し、比較して、ノードのパフォーマンスのトラブルシューティングや微調整に役立
てることができます。
[表示して比較]機能を使用して、このノードのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

• 同じクラスタ上の他のノード

• ノード上のアグリゲート

• ノード上のポート

[パフォーマンス / ノード エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示
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• ノードのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
[ノード フェイルオーバー プラン]ページの概要と使用方法（549ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / アグリゲート エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / アグリゲート エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのアグリ
ゲートのパフォーマンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / アグリゲート エクスプローラ]ページでは、一定期間内のアグリゲートの
パフォーマンスを追跡し、比較して、アグリゲートのパフォーマンスのトラブルシューティ
ングや微調整に役立てることができます。
注：ルート アグリゲートはこのページに表示されません。

[表示して比較]機能を使用して、このアグリゲートのパフォーマンスを次の対象と比較でき
ます。

• 同じノード上の他のアグリゲート

• 同じクラスタ上の他のアグリゲート

• アグリゲートが配置されているノード

• このアグリゲートを使用しているクラスタ上のすべてのノード

• このアグリゲートに配置されているボリューム

[パフォーマンス / アグリゲート エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• アグリゲートのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）
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関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのStorage Virtual
Machine（SVM）のパフォーマンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページでは、一定期間内のSVMのパフォーマンスを
追跡し、比較して、SVMのパフォーマンスのトラブルシューティングや微調整に役立てるこ
とができます。
[表示して比較]機能を使用して、このSVMのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

• 同じクラスタ上の他のSVM

• このSVM上のボリューム

• このSVMのLIF

[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• SVMのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）
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[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページまたは[パフォーマンス /
FlexGroup エクスプローラ]ページ

このページには、クラスタ内のボリュームの詳細なパフォーマンス情報が表示されます。こ
のページのタイトルは、FlexVolとFlexGroupボリュームのどちらを表示しているかによって
異なります。
[ボリューム エクスプローラ]または[FlexGroup エクスプローラ]ページでは、一定期間内のボ
リュームのパフォーマンスを追跡し、比較して、ボリュームのパフォーマンスのトラブル
シューティングや微調整に役立てることができます。
注：ルート ボリュームはこのページに表示されません。

[表示して比較]機能を使用して次の操作を実行できます。

• FlexVolの場合は、このボリュームのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

◦ 同じアグリゲート上の他のボリューム

◦ 同じQoSポリシー グループ内の他のボリューム

◦ ボリュームが配置されているアグリゲート

◦ ボリュームが配置されているSVM

◦ ボリューム上のLUN

• FlexGroupボリュームの場合は、このFlexGroupのパフォーマンスを次の対象と比較できま
す。

◦ FlexGroupが配置されているアグリゲート

◦ FlexGroupが配置されているSVM

◦ FlexGroupのコンスティチュエント ボリューム

グラフに表示される統計は収集期間後に更新されます。この間隔はデフォルトでは5分で
す。[統計の表示]セレクタに、過去1時間の統計の平均を表示するオプションがあります。こ
の機能を使用して、ネットアップ「パフォーマンス保証」プログラムの状況を確認するため
にレイテンシ グラフを表示することができます。
[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]または[パフォーマンス / FlexGroup エクスプ
ローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• ボリュームのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

• System Managerを起動してボリュームの設定を変更
[ボリュームの設定]ボタンは、ONTAP 9.5以降を使用していて、管理者またはストレージ
管理者のロールでUnified Managerにログインした場合に有効になります。

注：データ保護（DP）ボリュームについては、ユーザが生成したトラフィックのカウンタ
値のみが表示されます。

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
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カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / コンスティチュエント エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / コンスティチュエント エクスプローラ]ページには、選択したFlexGroupコ
ンスティチュエントの詳細なパフォーマンス情報が表示されます。
[パフォーマンス / コンスティチュエント エクスプローラ]ページでは、一定期間内のコンス
ティチュエントのパフォーマンスを追跡し、比較して、FlexGroupボリュームとそのコンス
ティチュエント ボリュームのパフォーマンスのトラブルシューティングや微調整に役立て
ることができます。
[表示して比較]機能を使用して、このコンスティチュエント ボリュームのパフォーマンスを
次の対象と比較できます。

• このコンスティチュエント ボリュームが配置されているアグリゲート

• このコンスティチュエント ボリュームが配置されているSVM

• このコンスティチュエント ボリュームが属するFlexGroupボリューム

• 同じアグリゲート上の他のボリューム

[パフォーマンス / コンスティチュエント エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行でき
ます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• コンスティチュエントのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

注：データ保護（DP）ボリュームについては、ユーザが生成したトラフィックのカウンタ
値のみが表示されます。

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）
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関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / LUN エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / LUN エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのLUNのパフォー
マンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / LUN エクスプローラ]ページでは、一定期間内のLUNのパフォーマンスを
追跡し、比較して、LUNのパフォーマンスのトラブルシューティングや微調整に役立てるこ
とができます。
[表示して比較]機能を使用して、このLUNのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

• 同じボリューム上の他のLUN

• 同じQoSポリシー グループ内の他のLUN

• LUNが配置されているボリューム

グラフに表示される統計は収集期間後に更新されます。この間隔はデフォルトでは5分で
す。[統計の表示]セレクタに、過去1時間の統計の平均を表示するオプションがあります。こ
の機能を使用して、「パフォーマンス保証」プログラムの状況を確認するためにレイテンシ
グラフを表示することができます。
[パフォーマンス / LUN エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• LUNのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / ネームスペース エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / ネームスペース エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのネー
ムスペースのパフォーマンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / ネームスペース エクスプローラ]ページでは、一定期間内のネームスペー
スのパフォーマンスを追跡し、比較して、ネームスペースのパフォーマンスのトラブル
シューティングや微調整に役立てることができます。
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[表示して比較]機能を使用して、このネームスペースのパフォーマンスを次の対象と比較で
きます。

• ネームスペースが配置されているボリューム

• 同じボリューム上の他のネームスペース

• 同じSVM上の他のネームスペース

[パフォーマンス / ネームスペース エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• ネームスペースのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

• System Managerを起動してネームスペースの設定を変更
[ネームスペースの設定]ボタンは、ONTAP 9.5以降を使用していて、管理者またはスト
レージ管理者のロールでUnified Managerにログインした場合に有効になります。

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / LIF エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / LIF エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのLIFのパフォーマ
ンスの概要が表示されます。
[パフォーマンス / LIF エクスプローラ]ページでは、一定期間内のLIFのパフォーマンスを追
跡し、比較して、LIFのパフォーマンスのトラブルシューティングや微調整に役立てること
ができます。
[表示して比較]機能を使用して、このLIFのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

• 同じポート上の他のLIF

• 同じSVM上の他のLIF

• LIFが配置されているポート

• LIFが配置されているSVM

[パフォーマンス / LIF エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• LIFのパフォーマンス データの追跡と比較
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• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）

関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

[パフォーマンス / ポート エクスプローラ]ページ
[パフォーマンス / ポート エクスプローラ]ページには、クラスタ内のすべてのポートのパ
フォーマンスの概要が表示されます。
注：パフォーマンス カウンタの値が表示されるのは物理ポートについてのみです。VLAN
またはインターフェイス グループについてのカウンタ値は表示されません。

[パフォーマンス / ポート エクスプローラ]ページでは、一定期間内のポートのパフォーマン
スを追跡し、比較して、ポートのパフォーマンスのトラブルシューティングや微調整に役立
てることができます。
[表示して比較]機能を使用して、このポートのパフォーマンスを次の対象と比較できます。

• 同じノード上の他のポート

• ポートが配置されているノード

• ポート上のLIF

注：「このポートのLIF」オプションを使用してフィルタリングしている場合は、クラスタ
LIFとデータLIFのみが表示されます。クラスタ間LIFは表示されません。

[パフォーマンス / ポート エクスプローラ]ページでは、次の操作を実行できます。

• しきい値に関連する問題とその詳細の表示

• ポートのパフォーマンス データの追跡と比較

• しきい値に関連する問題の調査とトラブルシューティング

• パフォーマンスの問題の調査とトラブルシューティング

関連概念

[パフォーマンス エクスプローラ]ページの構成要素（512ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビュー（503ページ）

関連タスク

比較グラフ用の関連オブジェクトのリストの定義（496ページ）
表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）
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関連資料

[サマリ]ページ（509ページ）
パフォーマンス カウンタ グラフのタイプ（498ページ）

カウンタ グラフの説明
[パフォーマンス エクスプローラ]のカウンタ グラフを使用して、選択したストレージ オブ
ジェクトのパフォーマンス データを表示および比較することができます。これらのグラフ
は、パフォーマンスの傾向を把握して、パフォーマンスの問題を特定および解決するのに便
利です。

[レイテンシ]パフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]のレイテンシ カウンタ グラフには、選択したストレージ
オブジェクトがアプリケーションの要求に応答するまでのミリ秒数が表示されます。
グラフ領域にカーソルを合わせると開くポップアップ ウィンドウには、特定の時間のカウ
ンタ値が表示されます。
グラフ ページの下部には、選択した期間のレイテンシの最小値、最大値、平均値、および
95パーセンタイル値の情報が表示されます。
レイテンシ グラフには、次の3つのタイプがあります。

[レイテンシ - 合計]カウンタ グラフ
アプリケーションの要求に応答するまでのミリ秒数が表示されます。平均レイテンシの値
は、I/Oの重み付きの値です。

[レイテンシ - 内訳]カウンタ グラフ
同じレイテンシ データが、読み取り、書き込み、その他のレイテンシに分けて表示されま
す。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリゲート、ボリューム、または
LUNである場合に表示されます。

[レイテンシ - クラスタ コンポーネント]カウンタ グラフ
レイテンシ データがクラスタ コンポーネント別に表示されます。これにより、レイテンシ
の原因となっているクラスタ コンポーネントを特定できます。グラフにカーソルを合わせ
ると、正確なレイテンシへの影響をコンポーネントごとに確認できます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリゲート、ボリューム、または
LUNである場合に表示されます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
重大イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上のタイムラインに
示されます。

• しきい値
横の点線は、Unified Managerで設定された利用率の警告のしきい値を示します。
赤の実線は、Unified Managerで設定された利用率の重大のしきい値を示します。
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• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除すると、グラフでそのカウンタの情報の
表示と非表示が切り替わり、オブジェクトのレイテンシを比較するときに便利です。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）
クラスタ コンポーネント別のボリューム レイテンシの表示（505ページ）

IOPSパフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]のIOPSカウンタ グラフには、選択したストレージ オブ
ジェクトでの1秒あたりの入出力処理数が表示されます。
グラフ領域にカーソルを合わせると表示されるポップアップ ウィンドウには、特定の時間
におけるカウンタ値が示されます。
ズーム ビューで表示した場合、ボリュームおよびLUNのIOPSグラフには、Quality of Service

（QoS;サービス品質）の最大スループットと最小スループットのしきい値の設定も表示され
ます（ONTAPで設定されている場合）。IOPS/TBグラフには、QoSのピーク スループットと
想定スループットのしきい値の設定が表示されます（設定されている場合）。
共有QoSポリシーのIOPSを共有しているボリュームまたはLUNを表示した場合、このポリ
シーを共有している他のすべてのワークロードで使用されているIOPSを示す「ワークロード
の IOPS - 合計」の線が表示されます。
グラフ ページの下部には、選択した期間のこのオブジェクトのIOPSの最小値、最大値、平
均値、および95パーセンタイル値の情報が表示されます。
IOPSグラフには、次の4つのタイプがあります。

[IOPS - 合計]カウンタ グラフ
1秒あたりの入出力処理数が表示されます。
特定のノードに対して表示される場合、「合計」を選択すると、そのノードを経由する（ロー
カル ノードまたはリモート ノード上の）データのIOPSが表示されます。「合計（ローカル）」
を選択すると、現在のノード上のデータのIOPSが表示されます。

[IOPS - 内訳]カウンタ グラフ
同じIOPSデータが、読み取り、書き込み、その他のIOPSに分けて表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリゲート、ボリューム、または
LUNである場合に表示されます。
特定のノードに対して表示される場合、「内訳」を選択すると、そのノードを経由する（ロー
カル ノードまたはリモート ノード上の）データのIOPSの内訳が表示されます。「内訳（ロー
カル）」を選択すると、現在のノード上のデータのIOPSの内訳が表示されます。

[IOPS - プロトコル]カウンタ グラフ
同じIOPSのデータが表示されますが、SVMについては、パフォーマンス データがCIFS、
NFS、FCP、NVMe、iSCSIのプロトコル トラフィックの個々のコンポーネントに分けて表示
されます。
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[IOPS/TB - 合計]カウンタ グラフ
ボリュームによって消費される合計論理スペース（TB）に基づく、1秒あたりの入出力処理
数が表示されます。I/O密度とも呼ばれます。このカウンタは、所定のストレージ容量で提
供可能なパフォーマンスを示します。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にのみ表示できます。このグラフ
にパフォーマンス データが表示されるのは、ボリュームで使用されている論理容量が1TB以
上のときだけです。選択した期間に使用容量が1TBを下回る期間がある場合、その間のデー
タはグラフに表示されません。
注：一部の状況において、IOPS/TBグラフではデータが急激に増えているのに、IOPSグラ
フではそれを確認できないことがあります。これは既知の制限事項の1つであり、一部の
パフォーマンス データの収集頻度が他のパフォーマンス データよりも低いことによるも
のです。このグラフは、収集サイクルが同期されると通常は5～10分で正常な動作に戻り
ます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
重大イベント、エラー イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上
のタイムラインに示されます。

• しきい値
横の点線は、Unified Managerで設定された利用率の警告のしきい値を示します。
赤の実線は、Unified Managerで設定された利用率の重大のしきい値を示します。

• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除すると、グラフでそのカウンタの情報の
表示と非表示が切り替わり、オブジェクトのIOPSを比較するときに便利です。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）
[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoSの下限と上限の設定の表示

（535ページ）
プロトコル別のSVMのIOPSトラフィックの表示（506ページ）
ローカル ノード上にのみ存在するワークロードに基づくノードIOPSの表示（507ページ）

[MBps]パフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]のMBpsカウンタ グラフには、選択したオブジェクトとの
間で転送される1秒あたりのデータ量（MB単位）が表示されます。
グラフ領域にカーソルを合わせると開くポップアップ ウィンドウには、特定の時間のカウ
ンタ値が表示されます。
ズーム ビューで表示した場合、ボリュームおよびLUNのグラフには、Quality of Service（QoS;
サービス品質）の最大MBpsスループットのしきい値の設定も表示されます（ONTAPで設定
されている場合）。
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共有QoSポリシーのMBpsを共有しているボリュームまたはLUNを表示した場合、このポリ
シーを共有している他のすべてのワークロードで使用されているMBpsを示す「ワークロー
ドの MBps - 合計」の線が表示されます。
グラフ ページの下部には、選択した期間のMBpsの最小値、最大値、平均値、および95パー
センタイル値の情報が表示されます。
MBpsグラフには、次の2つのタイプがあります。

[MBps - 合計]カウンタ グラフ
選択したオブジェクトとの間で転送される1秒あたりのデータ量（MB単位）が表示されま
す。

[MBps - 内訳]カウンタ グラフ
同じMBpsデータが、ディスク読み取り、Flash Cache読み取り、書き込み、その他の処理に
分けて表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがSVM、ノード、アグリゲート、ボリューム、または
LUNである場合に表示されます。
注：Flash Cacheのデータは、ノードにFlash Cacheモジュールがインストールされている場
合にノードについてのみ表示されます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
重大イベント、エラー イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上
のタイムラインに示されます。

• しきい値
横の点線は、Unified Managerで設定された利用率の警告のしきい値を示します。
赤の実線は、Unified Managerで設定された利用率の重大のしきい値を示します。

• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除すると、グラフでそのカウンタの情報の
表示と非表示が切り替わり、オブジェクトのMBpsを比較するときに便利です。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）
[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoSの下限と上限の設定の表示

（535ページ）

[利用率]パフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]の[利用率]カウンタ グラフには、選択したリソースの平均
使用率が表示されます。
グラフ領域にカーソルを合わせると開くポップアップ ウィンドウには、特定の時間のカウ
ンタ値が表示されます。
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グラフ ページの下部には、選択した期間の利用率の最小値、最大値、平均値、および95パー
センタイル値の情報が表示されます。

[使用状況 - 合計]カウンタ グラフ
選択したリソースの平均使用率が表示されます。ノードの場合はノード リソース（CPUおよ
びRAM）の利用率、アグリゲートの場合はアグリゲート内のディスクの利用率、ポートの
場合はポートの帯域幅の利用率を示します。
このグラフは、選択したオブジェクトがノード、アグリゲート、またはポートの場合に表示
されます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
重大イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上のタイムラインに
示されます。

• しきい値
横の点線は、Unified Managerで設定された利用率の警告のしきい値を示します。
赤の実線は、Unified Managerで設定された利用率の重大のしきい値を示します。

• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除すると、グラフでそのカウンタの情報の
表示と非表示が切り替わり、オブジェクトの利用率を比較するときに便利です。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）

[使用済みパフォーマンス容量]パフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]の[使用済みパフォーマンス容量]カウンタ グラフには、
ノードまたはアグリゲートによって消費されているパフォーマンス容量の割合が表示され
ます。
注：パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェ
アがインストールされている場合にのみ表示されます。

これらのグラフは、選択したオブジェクトがノードまたはアグリゲートの場合にのみ表示さ
れます。
グラフ領域にカーソルを合わせると開くポップアップ ウィンドウには、特定の時間のカウ
ンタ値が表示されます。
グラフ ページの下部には、選択した期間の使用済みパフォーマンス容量の最小値、最大値、
平均値、および95パーセンタイル値の情報が表示されます。
使用済みパフォーマンス容量グラフには、次の2つのタイプがあります。
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[使用済みパフォーマンス容量 - 合計]カウンタ グラフ
ノードまたはアグリゲートによって消費されているパフォーマンス容量の割合が表示され
ます。

• 緑色のゾーン
容量値がUnified Managerで設定された警告しきい値を下回っています。

• 黄色のゾーン
容量値がUnified Managerで設定された警告しきい値に近づいています。

• 赤色のゾーン
容量値がUnified Managerで設定された警告しきい値を超え、最大しきい値に近づいてい
ます。

[使用済みパフォーマンス容量 - 内訳]カウンタ グラフ
同じ割合のパフォーマンス容量が、ユーザ プロトコル、システムのバックグラウンド プロ
セス、空きパフォーマンス容量に分けて表示されます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
重大イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上のタイムラインに
示されます。

• しきい値
横方向の点線は、Unified Managerで設定された容量の警告しきい値を示します。
赤の実線は、Unified Managerで設定された容量の重大しきい値を示します。
100%の位置の黒の実線は、使用済みパフォーマンス容量の推奨される最大値を示しま
す。

• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除して、比較対象を調整することができま
す。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）
パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用したパフォーマンスの管理（452ペー
ジ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）

[使用可能な IOPS]パフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]の[使用可能な IOPS]カウンタ グラフには、選択したスト
レージ オブジェクトで現在使用可能な（空いている）1秒あたりの入出力処理数が表示され
ます。
グラフ領域にカーソルを合わせると開くポップアップ ウィンドウには、特定の時間のカウ
ンタ値が表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがノードまたはアグリゲートの場合にのみ表示されま
す。
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グラフ ページの下部には、選択した期間の使用済みパフォーマンス容量の最小値、最大値、
平均値、および95パーセンタイル値の情報が表示されます。

[使用可能な IOPS - 合計]カウンタ グラフ
選択したストレージ オブジェクトで現在使用可能な（空いている）1秒あたりの入出力処理
数が表示されます。この数値は、Unified Managerで計算された（オブジェクトが実行可能
な）合計IOPSから現在使用されているIOPSを引いたものです。
注：使用可能なIOPSのデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェアが
インストールされている場合にのみ表示されます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
重大イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上のタイムラインに
示されます。

• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除すると、グラフでそのカウンタの情報の
表示と非表示が切り替わり、オブジェクトを比較するときに便利です。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）
パフォーマンス容量と使用可能なIOPSの情報を使用したパフォーマンスの管理（452ペー
ジ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）

[キャッシュ ミス率]パフォーマンス カウンタ グラフ
[パフォーマンス エクスプローラ]の[キャッシュ ミス率]カウンタ グラフには、クライアント
アプリケーションからの読み取り要求に対して、キャッシュからではなくディスクからデー
タが返された割合が表示されます。
グラフ領域にカーソルを合わせると開くポップアップ ウィンドウには、特定の時間のカウ
ンタ値が表示されます。
グラフ ページの下部には、選択した期間のキャッシュ ミス率の最小値、最大値、平均値、
および95パーセンタイル値の情報が表示されます。

[キャッシュ ミス率 - 合計]カウンタ グラフ
クライアント アプリケーションからの読み取り要求に対してキャッシュからではなくディ
スクからデータが返された割合が表示されます。
このグラフは、選択したオブジェクトがボリュームの場合にのみ表示されます。

[ズーム ビュー]ボタン
カウンタ グラフのデータが拡大表示されます。

• イベント
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重大イベント、警告イベント、情報イベントの発生状況が、グラフ上のタイムラインに
示されます。

• カウンタ
左側のペインのカウンタは、どのカウンタ値が表示されているかを示します。カウンタ
に関連付けられている を選択または選択解除すると、グラフでそのカウンタの情報の
表示と非表示が切り替わり、オブジェクトを比較するときに便利です。

関連概念

カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューでのパフォーマンスしきい値の選択（505ページ）
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QoSポリシー グループ情報を使用したパフォーマン
スの管理

Unified Managerでは、監視しているすべてのクラスタで使用可能なQoSポリシー グループを
表示できます。ポリシーは、ONTAPソフトウェアを使用して定義されている場合もあれば、
NetApp OnCommand API Servicesで定義されている場合もあります。Unified Managerには、
QoSポリシー グループが割り当てられているボリュームとLUNも表示されます。
Unified ManagerとOnCommand API Services（SLM）を、接続または統合する必要はありませ
ん。SLMで定義されたQoSポリシーはクラスタに伝達され、Unified Managerは、ONTAPで直
接定義されたQoSポリシーと同様に、接続されたクラスタからそのQoSポリシー設定を取得
します。
QoS設定の調整の詳細については、NetApp OnCommand API Servicesのドキュメントおよび

『ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド』を参照してください。
ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド

ストレージQoSがワークロード スループットを制御する仕組み
QoSポリシー グループを作成して、ポリシー グループに含まれるワークロードの1秒あたり
のI/O処理数（IOPS）やスループット（MBps）の上限を制御できます。ワークロードが属す
るポリシー グループに上限が設定されていない場合（デフォルトのポリシー グループな
ど）、あるいは設定された上限がニーズに合わない場合は、上限を引き上げるか、適切な上
限が設定された新規または既存のポリシー グループにワークロードを移動できます。

「従来の」QoSポリシー グループは、単一のボリュームやLUNなど、個々のワークロードに
割り当てることができます。この場合、そのワークロードがスループットを上限まで使用で
きます。また、QoSポリシー グループを複数のワークロードに割り当てることもできます。
この場合は、スループットの上限がそれらのワークロードで「共有」されます。たとえば、
3つのワークロードに9,000 IOPSのQoS制限を割り当てた場合、IOPSの合計が9,000 IOPSを超
えないように制限されます。

「アダプティブ」QoSポリシー グループも、個々のワークロードと複数のワークロードのど
ちらにも割り当てることができます。ただし、複数のワークロードに割り当てられている場
合も、スループットの値を他のワークロードと共有するのではなく、各ワークロードでス
ループットが上限まで使用されます。さらに、アダプティブQoSポリシーは、スループット
の設定をワークロードごとにボリューム サイズに基づいて自動的に調整し、ボリューム サ
イズが変わっても容量に対するIOPSの比率を維持します。たとえば、アダプティブQoSポリ
シーでピークが5,000 IOPS/TBに設定されている場合、10TBのボリュームのスループットの
上限は50,000 IOPSになります。ボリュームのサイズが20TBに変更されると、アダプティブ
QoSによって上限が100,000 IOPSに調整されます。
ONTAP 9.5以降では、アダプティブQoSポリシーを定義する際にブロック サイズを指定でき
ます。これにより、ワークロードが非常に大きなブロック サイズを使用していて、その結
果スループットの大半を使用しているケースでは、ポリシーのしきい値がIOPS/TBからMBps
に変換されます。
グループでQoSポリシーを共有している場合、ポリシー グループ内のすべてのワークロード
のIOPSまたはMBpsが設定された上限を超えると、ワークロードが調整されてそのアクティ
ビティが制限されます。その結果、ポリシー グループ内の全ワークロードのパフォーマン
スが低下することがあります。ポリシー グループの調整によって動的なパフォーマンス イ
ベントが生成されると、イベントの説明に関係するポリシー グループの名前が表示されま
す。
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[パフォーマンス / すべてのボリューム]ビューでは、影響を受けたボリュームをIOPSとMBps
でソートすることで、イベントの原因となった可能性がある使用率が最も高いワークロード
を確認できます。[パフォーマンス / ボリューム エクスプローラ]ページで、他のボリューム
またはボリューム上のLUNを選択して、影響を受けたワークロードについてIOPSまたは
MBpsのスループットの使用状況を比較することができます。
ノード リソースを過剰に消費しているワークロードは、より制限の厳しいポリシー グルー
プに割り当てます。これにより、ポリシー グループによる調整でワークロードのアクティ
ビティが制限されて、そのノードでのリソースの使用が削減されます。一方、ワークロード
で使用できるノードのリソースを増やす場合は、ポリシー グループの値を大きくすること
ができます。
System Manager、ONTAPコマンド、またはNSLMを使用してポリシー グループを管理できま
す。これには次のタスクが含まれます。
• ポリシー グループの作成
• ポリシー グループ内のワークロードの追加または削除
• ポリシー グループ間でのワークロードの移動
• ポリシー グループのスループット制限の変更
• 別のアグリゲートやノードへのワークロードの移動

関連概念

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ペー
ジ）
ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要（173ペー
ジ）
QoSポリシー グループ内の他のボリュームでアクティビティ レベルが異常に高くなって
いないかどうかの確認（189ページ）
MetroCluster構成のパフォーマンス監視（561ページ）

すべてのクラスタで使用可能なすべてのQoSポリシー グループ
の表示

Unified Managerによって監視されているクラスタで使用可能なすべてのQoSポリシー グ
ループのリストを表示できます。これには、従来のQoSポリシー、アダプティブQoSポリ
シー、およびNetApp Service Level Manager（NSLM）によって管理されるQoSポリシーが含
まれます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[QoS]をクリックします。
[パフォーマンス / 従来の QoS ポリシー グループ]ビューはデフォルトで表示されます。

2. 使用可能な従来の各QoSポリシー グループの詳細な設定を表示します。

3. QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリックして、そのポリシー グ
ループに関する詳細情報を表示します。

4. [表示]メニューで、その他のいずれかのオプションを選択して、アダプティブQoSポリ
シー グループまたはNSLMツールで作成されたQoSポリシー グループをすべて表示しま
す。
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同じQoSポリシー グループ内のボリュームまたはLUNの表示
同じQoSポリシー グループに割り当てられているボリュームおよびLUNのリストを表示で
きます。

タスク概要

複数のボリュームで「共有」されている従来のQoSポリシー グループでは、この方法を使用
することでポリシー グループに定義されたスループットを特定のボリュームが過剰に使用
しているかどうかを確認できます。また、他のボリュームに悪影響を及ぼすことなくポリ
シー グループにボリュームを追加できるかどうかを判断することもできます。
アダプティブQoSポリシーとNSLMポリシーでは、ポリシー グループを使用しているすべて
のボリュームまたはLUNを表示して、QoSポリシーの設定を変更した場合に影響を受けるオ
ブジェクトを確認できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[QoS]をクリックします。
[パフォーマンス / 従来の QoS ポリシー グループ]ビューはデフォルトで表示されます。

2. 従来のポリシー グループを対象とする場合は、このページを表示したままにします。そ
れ以外の場合は、その他のいずれかの[表示]オプションを選択して、アダプティブQoSポ
リシー グループまたはNSLMツールで作成されたQoSポリシー グループをすべて表示し
ます。

3. 目的のQoSポリシーで、QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリッ
クして詳細情報を表示します。

4. [ボリューム]リンクまたは[LUN]リンクをクリックして、このQoSポリシーを使用してい
るオブジェクトを表示します。
ボリュームまたはLUNの[パフォーマンス]インベントリ ページに、QoSポリシーを使用し
ているオブジェクトのリストが表示されます。
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特定のボリュームまたはLUNに適用されたQoSポリシー グルー
プ設定の表示

ボリュームおよびLUNに適用されたQoSポリシー グループを表示できます。また、[パ
フォーマンス / QoS ポリシー グループ]ビューにアクセスして、各QoSポリシーの詳細な設定
を表示できます。

タスク概要

ボリュームに適用されたQoSポリシーを表示する手順を次に示します。LUNについても同
様です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。
[健全性 / すべてのボリューム]ビューはデフォルトで表示されます。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [QoS ポリシー グループのボリューム]を選択しま
す。
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループのボリューム]ビューが表示されます。

3. 確認するボリュームを探し、[QoS ポリシー グループ]列が表示されるまで右にスクロー
ルします。

4. QoSポリシー グループ名をクリックします。
従来のQoSポリシー、アダプティブQoSポリシー、またはNSLMツールで作成されたQoS
ポリシーに対応する[QoS]ページが表示されます。

5. QoSポリシー グループの詳細な設定を表示します。

6. QoSポリシー グループ名の横にある展開ボタン（ ）をクリックして、そのポリシー グ
ループに関する詳細情報を表示します。

パフォーマンス グラフを使用した同じQoSポリシー グループ内
のボリュームまたはLUNの比較

同じQoSポリシー グループ内のボリュームとLUNを表示し、1つの[IOPS]、[MBps]、または
[IOPS/TB]グラフ上でパフォーマンスを比較して問題を特定できます。

タスク概要

同じQoSポリシー グループ内のボリュームのパフォーマンスを比較する手順を次に示しま
す。LUNについても同様です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。
[健全性 / すべてのボリューム]ビューはデフォルトで表示されます。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [QoS ポリシー グループのボリューム]を選択しま
す。
[パフォーマンス / QoS ポリシー グループのボリューム]ビューが表示されます。
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3. 確認するボリュームの名前をクリックします。
ボリュームの[パフォーマンス エクスプローラ]ページが表示されます。

4. [表示して比較]メニューで、[同じ QoS ポリシー グループのボリューム]を選択します。
同じQoSポリシーを共有する他のボリュームが下のテーブルに表示されます。

5. [追加]ボタンをクリックしてこれらのボリュームをグラフに追加します。これで、選択し
たすべてのボリュームについて、IOPS、MBps、IOPS/TB、およびその他のパフォーマン
ス カウンタをグラフ内で比較できます。
パフォーマンスを表示する期間はデフォルトの72時間以外に変更できます。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なる
QoSポリシーの表示方法

[パフォーマンス エクスプローラ]のIOPS、IOPS/TB、およびMBpsの各グラフでは、ボリュー
ムやLUNに適用されているONTAPで定義されたQuality of Service（QoS;サービス品質）ポリ
シーの設定を確認することができます。グラフに表示される情報は、ワークロードに適用さ
れているQoSポリシーのタイプによって異なります。
スループットの「上限」は、ワークロードに許容される最大スループットを定義する設定
で、競合するワークロードのシステム リソースへの影響を抑制するために使用されます。
スループットの「下限」は、ワークロードに必要な最小スループットを定義する設定で、競
合するワークロードによる要求に関係なく、重要なワークロードに最小限のスループットを
確保するために使用されます。
IOPSおよびMBpsの共有と非共有のQoSポリシーでは、「最小」と「最大」という用語が下限
と上限の意味で使用されます。ONTAP 9.3で導入されたIOPS/TBのアダプティブQoSポリ
シーでは、「予想」と「ピーク」という用語が下限と上限の意味で使用されます。
ONTAPではそれらの2つのタイプのQoSポリシーを作成できますが、パフォーマンス グラフ
には、ワークロードへの適用方法に応じて3通りの方法でQoSポリシーが表示されます。

ポリシーのタイプ 機能 Unified Managerのインター
フェイスでの表示

単一のワークロードに割り
当てられた共有のQoSポリ
シー、単一のワークロードま
たは複数のワークロードに
割り当てられた非共有の
QoSポリシー

指定されたスループットの
設定を各ワークロードで消
費可能

「(QoS)」と表示

複数のワークロードに割り
当てられた共有のQoSポリ
シー

指定されたスループットの
設定をすべてのワークロー
ドで共有

「（QoS 共有）」と表示

単一のワークロードまたは
複数のワークロードに割り
当てられたアダプティブ
QoSポリシー

指定されたスループットの
設定を各ワークロードで消
費可能

「（QoS アダプティブ）」と表
示

次の図は、カウンタ グラフでの3通りの表示方法の例を示したものです。
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IOPSで定義された標準のQoSポリシーをワークロードのIOPS/TBグラフに表示するときは、
IOPSの値がIOPS/TBの値にONTAPで換算され、そのポリシーがUnified ManagerのIOPS/TBグ
ラフに「QoS（IOPS）」というテキスト付きで表示されます。
IOPS/TBで定義されたアダプティブQoSポリシーをワークロードのIOPSグラフに表示すると
きは、ピークIOPSの割り当て設定の設定方法に応じて、IOPS/TBの値がIOPSの値にONTAP
で換算され、そのポリシーがUnified ManagerのIOPSグラフに「QoS アダプティブ（IOPS/使
用済み TB）」または「QoS アダプティブ（IOPS/割り当て済み TB）」というテキスト付きで
表示されます。割り当て設定が「割り当て済みスペース」の場合は、ボリュームのサイズに
基づいてピークIOPSが計算されます。割り当て設定が「使用済みスペース」の場合は、
Storage Efficiency機能の効果を考慮し、ボリュームに格納されているデータの量に基づいて
ピークIOPSが計算されます。
注：[IOPS/TB]グラフにパフォーマンス データが表示されるのは、ボリュームで使用され
ている論理容量が1TB以上のときだけです。選択した期間に使用容量が1TBを下回る期間
がある場合、その間のデータはグラフに表示されません。

関連タスク

[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoSの下限と上限の設定の表示
（535ページ）

[パフォーマンス エクスプローラ]におけるワークロードのQoS
の下限と上限の設定の表示

[パフォーマンス エクスプローラ]のグラフでは、ボリュームやLUNに対してONTAPで定義
されているQuality of Service（QoS;サービス品質）ポリシーの設定を確認することができま
す。最大スループット設定は、競合するワークロードによるシステム リソースへの影響を
抑制するために使用されます。最小スループット設定は、競合するワークロードによる要求
に関係なく、重要なワークロードに最小限のスループットを確保するために使用されます。

タスク概要

QoSスループットの「下限」と「上限」のIOPSおよびMBpsの設定は、ONTAPで設定されて
いる場合にのみカウンタ グラフに表示されます。最小スループット設定は、ONTAP 9.2以降
のソフトウェアを実行しているシステムでのみ使用できます。対象はAFFシステムのみで、
現時点ではIOPSについてのみ設定できます。
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アダプティブQoSポリシーはONTAP 9.3以降で使用できる機能で、IOPSの代わりにIOPS/TB
が使用されます。アダプティブ ポリシーは、QoSポリシーの値をワークロードごとにボ
リューム サイズに基づいて自動的に調整し、ボリューム サイズが変わっても容量に対する
IOPSの比率を維持します。アダプティブQoSポリシー グループはボリュームにのみ適用で
きます。アダプティブQoSポリシーでは、最小と最大の代わりに、「想定」と「ピーク」と
いうQoSの用語が使用されます。
Unified Managerでは、定義されているQoS最大ポリシーの設定を超えるワークロードが過去
1時間の各パフォーマンス収集期間で見つかった場合に、QoSポリシーの違反とみなして警
告イベントを生成します。ワークロードのスループットが各収集期間に短時間だけQoSの
しきい値を超えることがありますが、Unified Managerのグラフには収集期間全体の「平均」
のスループットが表示されます。そのため、QoSのイベントが表示された場合でも、グラフ
ではワークロードのスループットがポリシーのしきい値を超えていないように見えること
があります。

手順

1. QoSの上限と下限の設定を確認するには、選択したボリュームまたはLUNの[パフォーマ
ンス エクスプローラ]ページで次のいずれかを実行します。

状況 操作

IOPSの上限（QoS最大）を
表示する

IOPSの[合計]グラフまたは[内訳]グラフで、[ズーム ビュー]をク
リックします。

MBpsの上限（QoS最大）を
表示する

MBpsの[合計]グラフまたは[内訳]グラフで、[ズーム ビュー]をク
リックします。

IOPSの下限（QoS最小）を
表示する

IOPSの[合計]グラフまたは[内訳]グラフで、[ズーム ビュー]をク
リックします。

IOPS/TBの上限（QoSピー
ク）を表示する

ボリュームの場合は、[IOPS/TB]グラフで[ズーム ビュー]をクリッ
クします。

IOPS/TBの下限（QoS想定）
を表示する

ボリュームの場合は、[IOPS/TB]グラフで[ズーム ビュー]をクリッ
クします。

ONTAPで設定されている最大スループットと最小スループットの値が横方向の点線で示
されます。QoS値に対する変更がいつ実装されたかも確認できます。

2. IOPSおよびMBpsの具体的な値をQoS設定と比較して確認するには、グラフ領域にカーソ
ルを合わせてポップアップ ウィンドウを参照します。

次のタスク

特定のボリュームまたはLUNのIOPSやMBpsが非常に高く、システム リソースを圧迫してい
る場合は、System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、それらのワークロードが他のワー
クロードのパフォーマンスに影響しないようにQoS設定を調整することができます。
QoS設定の調整の詳細については、『ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド 』を参照し
てください。
ONTAP 9 パフォーマンス管理パワー ガイド

関連概念

ストレージQoSがワークロード スループットを制御する仕組み（530ページ）
[パフォーマンス エクスプローラ]ページでのタイプの異なるQoSポリシーの表示方法（534
ページ）
ブロック サイズの定義を含むアダプティブQoSポリシーによるイベントの概要（173ペー
ジ）

536 |

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-perf-mon/home.html


関連タスク

QoSポリシー グループ パフォーマンス イベントへの対処（171ページ）
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オブジェクト設定情報の表示
各オブジェクトのランディング ページにあるオブジェクトの[情報]ページには、各ストレー
ジ オブジェクトのパフォーマンス構成以外の属性の値が表示されます。一部の属性は物理
構成ですが、それ以外の属性がオブジェクトのパフォーマンスに影響を与える可能性があり
ます。
たとえば、アグリゲートやノードに使用可能なスペースの量を把握しておくと便利です。ま
た、特定のポートの速度設定を把握しておくと、パフォーマンスの問題を診断する際に役立
ちます。

[パフォーマンス / クラスタ情報]ページ
[パフォーマンス / クラスタ情報]ページでは、クラスタの物理的な属性と論理的な属性のリ
ストを表示できます。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

クラスタの属性
管理 LIF

クラスタ管理LIFの名前、およびそのLIFが現在使用可能かどうか（[稼働]または
[停止]）。

IP アドレス
クラスタ管理LIFのIPv4またはIPv6アドレス。

FQDN

クラスタ管理LIFの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
OS バージョン

クラスタにインストールされているONTAPソフトウェアのバージョン。
注：クラスタ内の各ノードに異なるバージョンのONTAPソフトウェアがインス
トールされている場合は、最も低いバージョン番号が表示されます。各ノード
にインストールされているONTAPソフトウェアのバージョンは、[パフォーマン
ス / ノード情報]ページで確認できます。

シリアル番号
クラスタの固有のID番号。

モデル / ファミリー
クラスタ内のすべてのノードのプラットフォーム モデル番号とモデル ファミ
リー。

容量（空き / 合計）
クラスタで使用可能なストレージ容量の合計（GB単位）、および現在使用可能な
ストレージの容量。

使用できるプロトコル
このクラスタで処理できるすべてのプロトコルのリスト。使用可能なプロトコル
は、FC / FCoE、iSCSI、HTTP、NVMe、NDMP、NFS、CIFSです。

ノード
このクラスタ内のノードの数。数をクリックすると、[パフォーマンス / ノード イ
ンベントリ]ページにノードが表示されます。
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Storage Virtual Machine

このクラスタ内のSVMの数。数をクリックすると、[パフォーマンス / SVM インベ
ントリ]ページにSVMが表示されます。

LIF

このクラスタ内のLIFの数。数をクリックすると、[パフォーマンス / LIF インベン
トリ]ページにLIFが表示されます。

連絡先 / 場所
このクラスタに関する連絡先であるストレージ管理者の名前（該当する場合）、お
よびクラスタの場所。

[パフォーマンス / ノード情報]ページ
[パフォーマンス / ノード情報]ページでは、ノードの物理的な属性と論理的な属性のリスト
を表示できます。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

ノードの属性
IP アドレス

ノード管理LIFのIPv4またはIPv6アドレス。
FQDN

ノード管理LIFの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
OS バージョン

ノードにインストールされているONTAPソフトウェアのバージョン。
モデル / ファミリー

ノードのプラットフォーム モデル番号。
容量（空き / 合計）

ノードで使用可能なストレージ容量の合計（GB単位）、および現在使用可能なス
トレージの容量。

クラスタ
このノードが属するクラスタの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス /
クラスタ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が表示されます。

HA パートナー
HAパートナー ノードの名前（該当する場合）。名前をクリックすると、[パフォー
マンス / ノード エクスプローラ]ページにパートナー ノードの詳細が表示されま
す。

アグリゲート
このノード上のアグリゲートの数。数をクリックすると、[パフォーマンス/アグリ
ゲート インベントリ]ページにアグリゲートが表示されます。
注：インベントリ ページにはルート アグリゲートが含まれないため、ここに表
示される数と[パフォーマンス/アグリゲート インベントリ]ページの数が一致し
ない場合があります。

ポート
このノード上のポートの数。数をクリックすると、[パフォーマンス/ポート イン
ベントリ]ページにポートが表示されます。
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注：インベントリ ページにはノード管理ポートが含まれないため、ここに表示
される数と[パフォーマンス/ポート インベントリ]ページの数が一致しない場合
があります。

連絡先 / 場所
このノードに関する連絡先である管理者の名前（該当する場合）、およびノードの
場所。

コア数 / 速度
コントローラ上のCPUコアの数、およびCPUコアの速度（該当する場合）。

RAM

コントローラ上の使用可能メモリの総量（該当する場合）。

フラッシュ デバイス
注：Flash Cacheのデータは、ノードにFlash Cacheモジュールがインストールされている場
合にノードについてのみ表示されます。

スロット番号
Flash Cacheモジュールが取り付けられているスロットの番号。

ステータス
モジュールの動作ステータス。有効な値は次のとおりです。
• Online

• Offline_failed

• Offline_threshold

モデル / ファミリー
モジュールのモデル番号。

ファームウェア リビジョン
モジュールにインストールされているファームウェアのバージョン。

容量
取り付けられているFlash Cacheモジュールのサイズ。

[パフォーマンス / アグリゲート情報]ページ
[パフォーマンス / アグリゲート情報]ページでは、アグリゲートの物理的な属性と論理的な
属性のリストを表示できます。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立
ちます。

アグリゲートの属性
アグリゲート タイプ

アグリゲートのタイプ。
• HDD

• ハイブリッド
HDDとSSDの組み合わせですが、Flash Poolは有効になっていません。

• ハイブリッド（Flash Pool）
HDDとSSDの組み合わせで、Flash Poolが有効になっています。

• SSD

• SSD（FabricPool）
SSDとクラウド階層の組み合わせです。
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• VMDisk（SDS）
仮想マシン内の仮想ディスクです。

• VMDisk（FabricPool）
仮想ディスクとクラウド階層の組み合わせです。

• LUN（FlexArray）
クラスタ

アグリゲートが属するクラスタの名前。名前をクリックすると、[パフォーマン
ス / クラスタ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が表示されます。

ノード
アグリゲートのディスクが属するノードの名前。名前をクリックすると、[パ
フォーマンス / ノード エクスプローラ]ページにノードの詳細が表示されます。

Flash Pool

Flash Poolアグリゲートかどうか（「はい」または「いいえ」）。
Flash Poolアグリゲートは、SSDとHDDの両方で構成されるハイブリッド アグリ
ゲートです。

FabricPool

FabricPoolアグリゲートかどうか（「はい」または「いいえ」）。
FabricPoolアグリゲートは、SSDとクラウド階層の両方で構成されるアグリゲート
です。

アクセス頻度の低いデータのレポート
このアグリゲートでアクセス頻度の低いデータのレポート機能が有効になってい
るかどうか。有効になっている場合、このアグリゲートのボリュームのコールド
データの量が[パフォーマンス/ボリューム]インベントリ ページに表示されます。
アクセス頻度の低いデータのレポートをサポートしていないONTAPのバージョン
では、このフィールドの値は「N/A」になります。

[パフォーマンス / SVM 情報]ページ
[パフォーマンス / SVM 情報]ページでは、SVMに設定されている属性のリストを表示できま
す。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

SVMの属性
IPアドレス

このSVMに接続されているすべてのインターフェイスのIPv4アドレスまたはIPv6
アドレス。

IPspace

このSVMが配置されているIPspace。
ドメイン名

このSVMに接続されているインターフェイスの完全修飾ドメイン名（FQDN）。
サービス タイプ

SVMのタイプ。
有効な値は、「管理」（クラスタ全体の管理SVM）、「システム」（IPspace内のクラス
タレベルの通信）、「データ」（データを提供するSVM）、および「ノード」（ノード
管理SVM）です。
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容量（空き / 合計）
SVMで使用可能なストレージ容量の合計（GB単位）、および現在使用可能なスト
レージの容量。

クラスタ
SVMが属するクラスタの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / クラス
タ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が表示されます。

ボリューム
SVM内のボリュームの数。数をクリックすると、[パフォーマンス / ボリューム イ
ンベントリ]ページにボリュームが表示されます。

LIF

SVMが使用できるLIFの数。数をクリックすると、[パフォーマンス / LIF インベン
トリ]ページにLIFが表示されます。

データ LIF

SVMが使用できるデータLIFの数とタイプ。
使用できるボリューム タイプ

SVMで作成できるボリュームのタイプ。
SVMには、1つ以上のFlexVolまたはFlexGroupボリュームを含めることができます。
FlexGroupタイプはONTAP 9.1以降を使用している場合に使用できます。
注：Unified Managerのパフォーマンス ページでは、Infinite Volumeがサポートさ
れません。

使用できるプロトコル
このSVMで処理できるすべてのプロトコルのリスト。使用可能なプロトコルは、
FC / FCoE、iSCSI、HTTP、NDMP、NVMe、NFS、CIFSです。

ポートセット
このSVMに割り当てられているポート セット（FCPまたはiSCSIプロトコル用に定
義されている場合）。

[パフォーマンス / ボリューム情報]または[パフォーマンス /
FlexGroup 情報]ページ

このページでは、ボリュームの物理的な属性と論理的な属性のリストを表示できます。この
情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。このページのタイトルは、
FlexVolとFlexGroupボリュームのどちらを表示しているかによって異なります。

ボリュームの属性
タイプ

ボリュームのタイプ（「読み取り / 書き込み（RW）」または「データ保護（DP）」）。
形式

ボリュームの形式（FlexVolまたはFlexGroup）。
注：Unified Managerのパフォーマンス ページでは、Infinite Volumeがサポートさ
れません。

クラスタ
このFlexVolまたはFlexGroupボリュームが属するクラスタの名前。名前をクリッ
クすると、[パフォーマンス / クラスタ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が
表示されます。
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アグリゲート
このFlexVolが配置されているアグリゲートの名前、またはこのFlexGroupボリュー
ムが配置されているアグリゲートの数。
FlexVolの場合は、名前をクリックすると、[パフォーマンス / アグリゲート エクス
プローラ]ページにアグリゲートの詳細が表示されます。FlexGroupボリュームの
場合は、数をクリックすると、[パフォーマンス / アグリゲート インベントリ]ペー
ジにこのFlexGroupボリュームで使用されているアグリゲートが表示されます。

Storage Virtual Machine

このFlexVolまたはFlexGroupボリュームが属するSVMの名前。名前をクリックす
ると、[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページにSVMの詳細が表示されま
す。

階層化ポリシー
ボリュームに対して設定されている階層化ポリシー。このポリシーは、ボリュー
ムがFabricPoolアグリゲートに導入されている場合にのみ適用されます。使用可
能なポリシーは次のとおりです。
• なし：このボリュームのデータは常に高パフォーマンス階層に残されます。
• Snapshot のみ：Snapshotデータのみがクラウド階層に自動的に移動されます。

それ以外のデータはすべて高パフォーマンス階層に残されます。
• バックアップ：データ保護ボリュームで、転送されたユーザ データは最初はす

べてクラウド階層に配置されますが、その後、クライアントによる読み取りが
多いホット データは高パフォーマンス階層に移動されます。

• 自動：このボリュームのデータは、ONTAPで「ホット」または「コールド」の
どちらと判断されたかに応じて、高パフォーマンス階層とクラウド階層の間で
自動的に移動されます。

• すべて：このボリュームのデータは常にクラウド階層に残されます。
RAID タイプ

このボリュームが配置されているアグリゲートのパフォーマンス階層で使用され
ている冗長性のタイプ。有効なタイプは次のとおりです。
• RAID 0

• RAID 4

• RAID-DP

• RAID-TEC

注：FlexGroupボリュームの場合は、コンスティチュエント ボリュームがRAID
タイプの異なる複数のアグリゲートに配置されている可能性があるため、「該当
なし」という値が表示されます。

容量（空き / 合計）
ボリュームで使用可能なストレージ容量の合計（GB単位）、および現在使用可能
なストレージの容量。
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[パフォーマンス / コンスティチュエント ボリューム情報]ページ
[パフォーマンス / コンスティチュエント ボリューム情報]ページを使用して、FlexGroupコン
スティチュエント ボリュームの物理属性と論理属性のリストを表示します。この情報は、
パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

コンスティチュエント ボリュームの属性
タイプ

コンスティチュエントのタイプ。読み取り / 書き込み（RW）とデータ保護（DP）
のいずれかです。

形式
ボリュームの形式。これは、FlexGroupボリュームのコンスティチュエント ボ
リュームです。

クラスタ
このFlexGroupコンスティチュエント ボリュームが属するクラスタの名前。名前
をクリックすると、[パフォーマンス / クラスタ エクスプローラ]ページにクラスタ
の詳細が表示されます。

アグリゲート
このFlexGroupコンスティチュエント ボリュームが配置されているアグリゲート
の名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / アグリゲート エクスプロー
ラ]ページにアグリゲートの詳細を表示できます。

FlexGroup

このコンスティチュエントが属するFlexGroupボリュームの名前。名前をクリッ
クすると、[パフォーマンス / FlexGroup エクスプローラ]ページにFlexGroupボ
リュームの詳細を表示できます。

Storage Virtual Machine

このFlexGroupコンスティチュエント ボリュームが属するSVMの名前。名前をク
リックすると、[パフォーマンス / SVM エクスプローラ]ページにSVMの詳細が表
示されます。

階層化ポリシー
ボリュームに対して設定されている階層化ポリシー。このポリシーは、ボリュー
ムがFabricPoolアグリゲートに導入されている場合にのみ適用されます。使用可
能なポリシーは次のとおりです。
• なし：このボリュームのデータは常に高パフォーマンス階層に残されます。
• Snapshot のみ：Snapshotデータのみがクラウド階層に自動的に移動されます。

それ以外のデータはすべて高パフォーマンス階層に残されます。
• バックアップ：データ保護ボリュームで、転送されたユーザ データは最初はす

べてクラウド階層に配置されますが、その後、クライアントによる読み取りが
多いホット データは高パフォーマンス階層に移動されます。

• 自動：このボリュームのデータは、ONTAPで「ホット」または「コールド」の
どちらと判断されたかに応じて、高パフォーマンス階層とクラウド階層の間で
自動的に移動されます。

• すべて：このボリュームのデータは常にクラウド階層に残されます。
RAID タイプ

このコンスティチュエントが配置されているアグリゲートで使用されている冗長
性タイプ。有効なタイプは次のとおりです。
• RAID 0
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• RAID 4

• RAID-DP

• RAID-TEC

容量（空き / 合計）
コンスティチュエントで使用可能な合計ストレージ容量（GB）と現在使用可能な
ストレージ容量。

[パフォーマンス / LUN 情報]ページ
[パフォーマンス / LUN 情報]ページでは、LUNの物理的な属性と論理的な属性のリストを表
示できます。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

LUNの属性
WWN

LUNのWWN（World Wide Name）。
パス

LUNの完全パス（たとえば/vol/vol1/lun1）。
アライメント

LUNのアライメント状態が表示されます。有効な値は次のとおりです。
• マッピングなし
• アライメント
• ミスアライメント
• ミスアライメントの可能性あり
• 不確定

容量（空き / 合計）
LUNで利用可能なストレージの総容量（ギガバイト）、および現在利用可能なスト
レージの容量。

ボリューム
LUNが属するボリュームの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / ボ
リューム エクスプローラ]ページにボリュームの詳細が表示されます。

Storage Virtual Machine

LUNが属するSVMの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / SVM エクス
プローラ]ページにSVMの詳細が表示されます。

ノード
LUNが配置されているノードの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス /
ノード エクスプローラ]ページにノードの詳細が表示されます。

クラスタ
LUNが属するクラスタの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / クラス
タ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が表示されます。

状態
LUNの状態。有効な状態は、online、offline、nvfail、space-error、foreign-lun-errorで
す。

マッピング
LUNがイニシエータ グループにマッピングされている（true）かいないか（false）
を示します。
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[パフォーマンス / NVMe ネームスペース情報]ページ
[パフォーマンス / NVMe ネームスペース情報]ページでは、ネームスペースの物理的な属性
と論理的な属性のリストを表示できます。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決す
るのに役立ちます。

[パフォーマンス / NVMeネームスペース]の属性
クラスタ

ネームスペースが属するクラスタの名前。名前をクリックすると、[パフォーマン
ス / クラスタ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が表示されます。

容量（空き / 合計）
ネームスペースの合計ストレージ容量と現在使用可能なストレージ容量。

ノード
ネームスペースが配置されているノードの名前。名前をクリックすると、[パ
フォーマンス / ノード エクスプローラ]ページにノードの詳細が表示されます。

パス
NVMeネームスペースの完全パス（たとえば/vol/vol1/namespace1）。

状態
ネームスペースの状態。有効な状態は、オンライン、オフライン、NVFail、スペー
ス エラーです。

サブシステム
ネームスペースのサブシステム。

Storage Virtual Machine

ネームスペースが属するSVMの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス /
SVM エクスプローラ]ページにSVMの詳細が表示されます。

ボリューム
ネームスペースが属するボリュームの名前。名前をクリックすると、[パフォーマ
ンス / ボリューム エクスプローラ]ページにボリュームの詳細が表示されます。

[パフォーマンス / LIF 情報]ページ
[パフォーマンス / LIF 情報]ページでは、LIFに設定されている属性のリストを表示できます。
この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

LIFの属性
IP アドレス

LIFに割り当てられているIPv4またはIPv6アドレス。LIFには複数のIPアドレスが
割り当てられている可能性があります。

ロール
ロールは、LIFを経由するトラフィックの種類を決定します。
LIFには次のいずれかのロールを指定できます。
• データ
• クラスタ
• ノード管理
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• クラスタ間
フェイルオーバー グループ

LIFに割り当てられているフェイルオーバー グループの名前。
このフィールドはネットワークLIFにのみ適用され、SAN（FC / ISCSI）やNVMeの
LIFには適用されません。

フェイルオーバー ポリシー
LIFに割り当てられているフェイルオーバー ポリシーの名前。
このフィールドはネットワークLIFにのみ適用され、SAN（FC / ISCSI）やNVMeの
LIFには適用されません。

ホーム ポート
このインターフェイスのホーム ポートとして定義されているノードとポートの名
前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / ポート エクスプローラ]ページに
ポートの詳細が表示されます。

現在のポート
インターフェイスが現在ホストされているノードとポートの名前。名前をクリッ
クすると、[パフォーマンス / ポート エクスプローラ]ページにポートの詳細が表示
されます。

[パフォーマンス / ポート情報]ページ
[パフォーマンス / ポート情報]ページでは、ポートの物理的な属性と論理的な属性のリスト
を表示できます。この情報は、パフォーマンス関連の疑問を解決するのに役立ちます。

ポートの属性
WWN

ポートのWWN（World Wide Name）。
ノード

物理ポートが配置されているノードの名前。名前をクリックすると、[パフォーマ
ンス / ノード エクスプローラ]ページにノードの詳細が表示されます。

クラスタ
ポートが属するクラスタの名前。名前をクリックすると、[パフォーマンス / クラ
スタ エクスプローラ]ページにクラスタの詳細が表示されます。

動作速度
ポートの実行速度として設定されている実際の速度。
自動検知されるFCPポートは、「自動」と表示されます。

ロール
ネットワーク ポートの役割（データまたはクラスタ）。
FCPポートにはロールを指定できないため、このフィールドは表示されません。

タイプ
ポート タイプ（ネットワークまたはFCP（ファイバチャネル プロトコル））。

状態
ポートのリンク ステータス。
• ネットワーク ポートの場合は、アクティブなポートが「稼働」、アクティブで

ないポートが「停止」と表示されます。

オブジェクト設定情報の表示 | 547



• FCPポートの場合は、アクティブなポートが「オンライン」、アクティブでない
ポートが「リンク未接続」と表示されます。
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[ノード フェイルオーバー プラン]ページの概要と使
用方法

[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページでは、あるノードのハイアベイラ
ビリティ（HA）パートナー ノードで障害が発生した場合の、そのノードのパフォーマンス
への影響を見積もります。Unified Managerは、HAペアの各ノードのパフォーマンス履歴に
基づいて見積もりを行います。
フェイルオーバーのパフォーマンスへの影響を見積もることで、次のシナリオに備えて計画
することができます。

• フェイルオーバーによって、テイクオーバー ノードの推定パフォーマンスが常に許容で
きないレベルまで低下する場合は、フェイルオーバーによるパフォーマンスへの影響を
軽減する対応策を実施することを検討できます。

• ハードウェアのメンテナンス タスクを実行するために手動フェイルオーバーを開始する
前に、フェイルオーバーがテイクオーバー ノードのパフォーマンスに及ぼす影響を見積
もって、タスクを実行する最適なタイミングを判断できます。

関連概念

[ノード フェイルオーバー プラン]ページを使用した対処策の決定（549ページ）
[ノード フェイルオーバー プラン]ページでのしきい値ポリシーの使用（551ページ）

関連タスク

[使用済みパフォーマンス容量（内訳）]グラフを使用したフェイルオーバーの計画（552
ページ）

関連資料

[ノード フェイルオーバー プラン]ページの構成要素（550ページ）

[ノード フェイルオーバー プラン]ページを使用した対処策の決
定

[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページに表示される情報に基づいて、
フェイルオーバーによってHAペアのパフォーマンスが許容可能なレベルを下回らないよう
に対処することができます。
たとえば、フェイルオーバーによって予測されるパフォーマンスへの影響を軽減するため
に、一部のボリュームまたはLUNをHAペアのノードからクラスタの他のノードに移動でき
ます。これにより、プライマリ ノードはフェイルオーバー後も許容されるパフォーマンス
を引き続き提供できます。

関連タスク

別のHAペアのもう一方のノードへのワークロードの移動（207ページ）
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[ノード フェイルオーバー プラン]ページの構成要素
[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページの構成要素は、グリッドと[比較]
ペインに表示されます。これらのセクションで、ノードのフェイルオーバーによるテイク
オーバー ノードのパフォーマンスに対する影響を評価することができます。

パフォーマンス統計グリッド
[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページのグリッドには、レイテンシ、
IOPS、利用率、および使用済みパフォーマンス容量の統計が表示されます。
注：このページに表示されるレイテンシとIOPSの値が[パフォーマンス / ノード パフォー
マンス エクスプローラ]ページと一致しない場合があります。これは、ノードのフェイル
オーバー予測では異なるパフォーマンス カウンタを使用してこれらの値が算出されるた
めです。

グリッドでは、各ノードに次のいずれかのロールが割り当てられます。

• プライマリ
HAパートナーで障害が発生した場合にパートナーをテイクオーバーするノードです。
ルート オブジェクトは常にプライマリ ノードになります。

• パートナー
フェイルオーバー シナリオで障害が発生したノードです。

• 推定テイクオーバー
プライマリ ノードと同じです。このノードに対して表示されるパフォーマンス統計は、
障害が発生したパートナーをテイクオーバーしたあとのテイクオーバー ノードのパ
フォーマンスを示します。

注：テイクオーバー ノードのワークロードはフェイルオーバー後の両方のノードのワーク
ロードの合計に相当しますが、推定テイクオーバー ノードの統計はプライマリ ノードと
パートナー ノードの統計の合計にはなりません。たとえば、プライマリ ノードのレイテ
ンシが2ミリ秒/処理でパートナー ノードのレイテンシが3ミリ秒/処理の場合に、推定テイ
クオーバー ノードのレイテンシが4ミリ秒/処理になることがあります。この値はUnified
Managerで計算されます。

パートナー ノードをルート オブジェクトにする場合は、そのノードの名前をクリックしま
す。[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]ページが表示されたら、[フェ
イルオーバー プラン]タブをクリックして、このノードのフェイルオーバー シナリオにおけ
るパフォーマンスの変化を確認できます。たとえば、Node1がプライマリ ノードでNode2が
パートナー ノードの場合、Node2をクリックしてプライマリ ノードに切り替えることができ
ます。これにより、どちらのノードで障害が発生したかに応じて、予想されるパフォーマン
スの変化を確認することが可能です。

[比較]ペイン
[比較]ペインにデフォルトで表示される構成要素を次に示します。
イベント グラフ

[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]ページと同じ形式で表
示されます。プライマリ ノードのみが対象になります。

カウンタ グラフ
グリッドに表示されるパフォーマンス カウンタの過去の統計が表示されます。各
チャートの推定テイクオーバー ノードのグラフには、フェイルオーバーが特定の
時点で発生した場合の予想されるパフォーマンスが表示されます。
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たとえば、利用率のチャートに、推定テイクオーバー ノードの2月8日の午前11時
の利用率が73%と 表示されているとします。これは、その時刻にフェイルオー
バーが発生した場合にテイクオーバー ノードの利用率が73%になることを示して
います。
過去の統計は、テイクオーバー ノードに過大な負荷をかけずにフェイルオーバー
を開始する最適な時刻を特定するのに役立ちます。テイクオーバー ノードの予測
パフォーマンスを確認して、許容される時間にフェイルオーバーをスケジュール
することができます。

[比較]ペインには、デフォルトではルート オブジェクトとパートナー ノードの両方の統計が
表示されます。このページには、[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]
ページとは異なり、統計を比較するオブジェクトを追加するための[追加]ボタンはありませ
ん。
[比較]ペインは、[パフォーマンス/ノード パフォーマンス エクスプローラ]ページと同じ方法
でカスタマイズすることが可能です。チャートをカスタマイズする例を次に示します。

• ノード名をクリックすると、カウンタ チャートでそのノードの表示と非表示が切り替わ
ります。

• [ズーム ビュー]をクリックすると、特定のカウンタの詳細なチャートが新しいウィンド
ウに表示されます。

関連概念

ルート オブジェクトの概要（494ページ）
カウンタ グラフの概要（497ページ）

関連タスク

ズーム ビューでの期間の指定（503ページ）
イベント タイムラインでのイベント詳細の表示（502ページ）

[ノード フェイルオーバー プラン]ページでのしきい値ポリシー
の使用

ノードしきい値ポリシーを作成すると、フェイルオーバーによってテイクオーバー ノード
のパフォーマンスが許容できないレベルまで低下する可能性がある場合に、[パフォーマン
ス / ノード フェイルオーバー プラン]ページに通知が表示されます。

「利用率の高いノード HA ペア」という名前のシステム定義のパフォーマンスしきい値ポリ
シーは、6回の収集期間（30分間）に連続してしきい値を超えた場合に警告イベントを生成
します。HAペアのノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が200%を超えると、しきい
値を超えたと認識されます。
このシステム定義のしきい値ポリシーで生成されたイベントは、フェイルオーバーによって
テイクオーバー ノードのレイテンシが許容できないレベルまで上昇することを警告しま
す。特定のノードについてこのポリシーで生成されたイベントが表示された場合は、その
ノードの[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー プラン]ページに移動して、フェイル
オーバーによるレイテンシの予測値を確認できます。
このシステム定義のしきい値ポリシーの使用に加え、「使用済みパフォーマンス容量 - テイ
クオーバー」カウンタを使用してしきい値ポリシーを作成し、選択したノードに適用できま
す。200%を下回るしきい値を指定すると、システム定義のポリシーのしきい値を超える前
にイベントを受け取ることができます。システム定義のポリシーのイベントが生成される
前に通知を受け取るには、しきい値を超える最低期間を30分未満に指定することもできま
す。
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たとえば、HAペアのノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が10分以上にわたって
175%を超えた場合に警告イベントが生成されるようにしきい値ポリシーを定義できます。
HAペアのノード1とノード2にこのポリシーを適用できます。ノードまたはノードについて
警告イベント通知を受信したら、そのノードの[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー
プラン]ページを確認して、テイクオーバー ノードへのパフォーマンスへの影響を評価でき
ます。実際にフェイルオーバーが発生した場合は、テイクオーバー ノードの過負荷を回避
するための対処を実行できます。ノードの使用済みパフォーマンス容量の合計が200%を下
回っている間に対処を行うと、この期間にフェイルオーバーが発生してもテイクオーバー
ノードのレイテンシが許容できないレベルに到達することはありません。

関連概念

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの仕組み（152ページ）
パフォーマンスしきい値ポリシーを超えた場合の動作（154ページ）

関連タスク

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの作成（157ページ）

[使用済みパフォーマンス容量（内訳）]グラフを使用したフェイル
オーバーの計画

[使用済みパフォーマンス容量（内訳）]グラフには、プライマリ ノードとパートナー ノード
の使用済みパフォーマンス容量が表示されます。また、推定テイクオーバー ノードの空き
パフォーマンス容量も表示されます。この情報から、パートナー ノードで障害が発生した
場合にパフォーマンスの問題が生じる可能性があるかどうかを判断できます。

タスク概要

内訳グラフでは、ノードの使用済みパフォーマンス容量の合計に加えて、各ノードの値が
ユーザ プロトコルとバックグラウンド プロセスに分けて表示されます。

• ユーザ プロトコルは、ユーザ アプリケーションとクラスタとの間のI/O処理です。

• バックグラウンド プロセスは、ストレージ効率化、データ レプリケーション、およびシ
ステム健全性に関連する内部システム プロセスです。

これらの詳細情報を確認することにより、パフォーマンスの問題の原因がユーザ アプリ
ケーションのアクティビティとバックグラウンドのシステム プロセス（重複排除、RAIDの
再構築、ディスク スクラビング、SnapMirrorコピーなど）のどちらにあるかを判断できま
す。

手順

1. 推定テイクオーバー ノードとなるノードの[パフォーマンス / ノード フェイルオーバー
プラン]ページに移動します。

2. [期間]セレクタで、カウンタ グリッドとカウンタ グラフに過去の統計を表示する期間を
選択します。
カウンタ グラフにプライマリ ノード、パートナー ノード、推定テイクオーバー ノード
の統計が表示されます。

3. [グラフを選択]リストで、[ 使用済みパフォーマンス容量]を選択します。

4. [ 使用済みパフォーマンス容量]グラフで、[内訳]を選択し、[ズーム ビュー]をクリックし
ます。
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[ 使用済みパフォーマンス容量]の詳細グラフが表示されます。
 

 

5. 詳細グラフにカーソルを合わせて、ポップアップ ウィンドウに表示される使用済みパ
フォーマンス容量の情報を確認します。
[ 空きパフォーマンス容量]の割合は、推定テイクオーバー ノードで使用可能なパフォー
マンス容量です。これは、フェイルオーバー後にテイクオーバー ノードに残っているパ
フォーマンス容量を示します。0%の場合は、フェイルオーバーによってテイクオーバー
ノードのレイテンシが許容できないレベルまで増加します。

6. その場合、空きパフォーマンス容量の割合の低下を回避するための対処を検討します。
ノードのメンテナンスのためにフェイルオーバーを予定している場合は、空きパフォー
マンス容量の割合が0でない時間帯にパートナー ノードを停止するようにします。

関連概念

使用済みパフォーマンス容量とは（452ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

表示するパフォーマンス チャートの選択（500ページ）
カウンタ グラフ ズーム ビューの表示（503ページ）
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データの収集とワークロード パフォーマンスの監視
Unified Managerでは、ワークロード アクティビティを5分間隔で収集および分析してパ
フォーマンス イベントを特定するほか、構成の変更を15分間隔で検出します。5分ごとのパ
フォーマンスとイベントの履歴データが最大30日分保持され、そのデータを使用して監視対
象のすべてのワークロードの想定範囲が予測されます。
注：この章では、動的なしきい値の仕組みと、それらを使用してワークロードのパフォー
マンスを監視する方法について説明します。この章の内容は、ユーザ定義またはシステム
定義のパフォーマンスしきい値の違反による統計やイベントには該当しません。

Unified Managerでは、少なくとも3日分のワークロード アクティビティを収集して分析して
から、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページおよび[イベントの詳細]ページに表示する
I/O応答時間と処理の想定範囲を決定します。このアクティビティを収集して表示される想
定範囲には、ワークロード アクティビティにおける変化がすべて反映されるわけではあり
ません。3日間のアクティビティを収集したあと、Unified Managerでは想定範囲を24時間ご
とに午前12時に調整し、ワークロード アクティビティの変化が反映された、より正確なパ
フォーマンスしきい値を設定します。
Unified Managerでボリュームの監視を開始してから最初の4日間に、前回のデータ収集から
の経過時間が24時間を超える期間がある場合、そのボリュームの想定範囲は[パフォーマン
ス / ボリュームの詳細]ページのチャートに表示されません。前回の収集よりも前に検出さ
れたイベントは引き続き表示されます。
注：システム時間が夏時間（DST）に切り替わると、監視しているワークロードのパフォー
マンスの統計で使用する想定範囲が変わります。Unified Managerは、想定範囲の修正を即
座に開始しますが、完了までに15日間ほどかかります。その間もUnified Managerの使用は
継続できますが、Unified Managerは想定範囲を使用してイベントを検出するため、一部の
イベントは正確でなくなる可能性があります。時間の変更前に検出されたイベントは影
響を受けません。クラスタまたはUnified Managerサーバの時間を以前の時間に手動で変
更した場合も、イベントの分析結果に影響が出ます。

関連概念

クラスタ検出プロセスの仕組み（603ページ）
パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）

関連資料

ワークロードのパフォーマンスの測定値（555ページ）

Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ
Unified Managerでは、ユーザ定義とシステム定義の2種類のワークロードのパフォーマンス
を監視できます。
ユーザ定義のワークロード

アプリケーションからクラスタへのI/Oスループット。読み取り要求と書き込み
要求に関連するプロセスで、 FlexVolまたはFlexGroupボリュームはユーザ定義の
ワークロードです。
注：Unified Managerは、クラスタ内のワークロードだけを監視します。アプリ
ケーションやクライアント、アプリケーションとクラスタ間のパスは監視しま
せん。
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次の条件が1つ以上該当するワークロードは、Unified Managerで監視できません。

• 読み取り専用モードのデータ保護（DP）コピーである （DPボリュームについ
てはユーザ生成のトラフィックが監視されます）。

• Infinite Volumeである。

• オフライン データのクローンである。

• MetroCluster構成でミラーリングされたボリュームである。

システム定義のワークロード
次のストレージ効率化、データ レプリケーション、およびシステム健全性に関係
する内部プロセスです。

• ストレージ効率化（重複排除など）

• ディスク健全性（RAIDの再構築、ディスク スクラビングなど）

• データ レプリケーション（SnapMirrorコピーなど）

• 管理アクティビティ

• ファイルシステム健全性（各種WAFLアクティビティなど）

• ファイルシステム スキャナ（WAFLスキャンなど）

• コピー オフロード（VMwareホストからオフロードされたストレージ効率化処
理など）

• システム健全性（ボリューム移動、データ圧縮など）

• 監視対象外のボリューム

システム定義のワークロードのパフォーマンス データは、これらのワークロードで使用さ
れるクラスタ コンポーネントが競合状態の場合にのみ表示されます。たとえば、システム
定義のワークロードの名前を検索して、そのパフォーマンス データを表示することはでき
ません。同じ種類のシステム定義ワークロードが複数表示される場合は、ワークロード名に
アルファベットが付け加えられます。この文字は、サポート担当者が参照するためのもので
す。

関連概念

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
[イベントの詳細]ページ（110ページ）

ワークロードのパフォーマンスの測定値
Unified Managerでは、過去の統計値と想定される統計値から決定されるワークロードの値の
想定範囲に基づいて、クラスタのワークロードのパフォーマンスを測定します。ワークロー
ドの実際の統計値を想定範囲と比較することで、ワークロードのパフォーマンスが高すぎた
り低すぎたりしないかが判別されます。ワークロードのパフォーマンスが想定される範囲
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外になった場合、パフォーマンス イベント レポートがトリガーされてユーザに通知されま
す。
次の図では、期間内に実際に測定されたパフォーマンス統計の実測値を赤色で示してありま
す。この実測値はパフォーマンスしきい値を超えており、想定範囲の上限よりも上に表示さ
れています。ピークは期間内における実測値の最大値です。偏差は想定値と実測値の差を
測定したもので、ピーク偏差は想定値と実測値の差の最大値を示します。
 

 

次の表に、ワークロードのパフォーマンスの測定値を示します。

測定値 説明

アクティビティ ポリシー グループのワークロードで使用されているQoS制限の
割合です。
注：ボリュームの追加や削除、QoS制限の変更など、ポリシー
グループに対する変更がUnified Managerで検出されると、実測
値や想定値が設定された上限の100%を超えることがあります。
設定された上限の100%を超える場合、値は「>100%」と表示さ
れます。設定された上限の1%に満たない場合は「<1%」と表示
されます。

実測値 特定の時点に測定された特定のワークロードのパフォーマンス
の値です。

偏差 想定値と実測値の差です。想定範囲の上限値から想定値を引い
た値を実測値から想定値を引いた値で割った比率で示されます。
注：負の偏差値はワークロードのパフォーマンスが想定より小
さく、正の偏差値はワークロードのパフォーマンスが想定より
大きいことを、それぞれ示します。 （百分単位や千分単位な
ど）想定値と実測値がどちらも小さい場合、偏差にはN/Aと表
示されます。

想定 特定のワークロードについての過去のパフォーマンス データの
分析に基づく想定値です。Unified Managerでは、これらの統計値
を分析して値の想定範囲を決定します。

想定範囲 想定される値の範囲とは、特定の時間において見込まれる上限と
下限のパフォーマンス値の予測、または予想です。ワークロード
のレイテンシについては、パフォーマンスしきい値を上回る値で
す。実測値がパフォーマンスしきい値を超えると、Unified
Managerによってパフォーマンス イベントのアラートがトリガー
されます。
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測定値 説明

ピーク 一定の期間に測定された最大値です。
ピーク偏差 一定の期間に測定された偏差の最大値です。
キュー深度 インターコネクト コンポーネントで待機している保留中のI/O要

求の数です。
利用率 ネットワーク処理、データ処理、およびアグリゲート コンポーネ

ントのワークロード処理を完了するためにビジー状態になる一
定期間における時間の割合です。たとえば、ネットワーク処理や
データ処理のコンポーネントでI/O要求を処理するのにかかる時
間の割合や、アグリゲートで読み取りや書き込みの要求に対応す
るのにかかる時間の割合などがあります。

書き込みスループッ
ト

MetroCluster構成におけるローカル クラスタのワークロードから
パートナー クラスタへの書き込みスループットです。1秒あたり
のメガバイト数（Mbps）で示されます。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

パフォーマンスの想定範囲とは
想定される値の範囲とは、特定の時間において見込まれる上限と下限のパフォーマンス値の
予測、または予想です。ワークロードのレイテンシについては、パフォーマンスしきい値を
上回る値です。実測値がパフォーマンスしきい値を超えると、Unified Managerによってパ
フォーマンス イベントのアラートがトリガーされます。
たとえば、午前9時から午後5時までの通常の業務時間のうち、ほとんどの従業員が午前9時
から午前10時30分までの間にEメールをチェックするとします。この場合、この時間帯にE
メール サーバの負荷が増加し、バックエンド ストレージのワークロード アクティビティが
増えることになります。そのため、従業員のEメール クライアントからの応答時間が長くな
る可能性があります。
昼休みの午後12時から午後1時までの間と終業時間の午後5時以降は、ほとんどの従業員がコ
ンピュータを使用しません。この時間帯は、一般にEメール サーバの負荷が減り、バックエ
ンド ストレージの負荷も低下します。一方、ストレージのバックアップやウィルス スキャ
ンなどのワークロード処理を午後5時以降に実行するようにスケジュールしている場合は、
バックエンド ストレージのアクティビティが増加します。
ワークロード アクティビティの増加と減少を数日間にわたって監視した結果から、アク
ティビティの想定範囲が特定され、ワークロードの上限と下限が決まります。オブジェクト
に対する実際のワークロード アクティビティが上限と下限の範囲から外れ、その状態が一
定の期間にわたって続く場合は、オブジェクトの使用率が高すぎるか低すぎる可能性があり
ます。

想定範囲が決定される仕組み
Unified Managerでは、少なくとも3日分のワークロード アクティビティを収集して分析して
から、GUIに表示するI/O応答時間と処理の想定範囲を決定します。この期間で収集される
データには、ワークロード アクティビティにおける変化がすべて反映されるわけではあり
ません。最初の3日間のアクティビティを収集したあと、Unified Managerでは想定範囲を24
時間ごとに午前12時に調整し、ワークロード アクティビティの変化が反映された、より正
確なパフォーマンスしきい値を設定します。

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視 | 557



注：システム時間が夏時間（DST）に切り替わると、監視しているワークロードのパフォー
マンスの統計で使用する想定範囲が変わります。Unified Managerは、想定範囲の修正を即
座に開始しますが、完了までに15日間ほどかかります。その間もUnified Managerの使用は
継続できますが、Unified Managerは想定範囲を使用してイベントを検出するため、一部の
イベントは正確でなくなる可能性があります。時間の変更前に検出されたイベントは影
響を受けません。クラスタまたはUnified Managerサーバの時間を以前の時間に手動で変
更した場合も、イベントの分析結果に影響が出ます。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（571ページ）

関連資料

想定範囲がパフォーマンス分析で使用される仕組み（558ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
ワークロードのパフォーマンスの測定値（555ページ）

想定範囲がパフォーマンス分析で使用される仕組み
Unified Managerの想定範囲は、監視対象のワークロードの典型的なI/Oレイテンシ（応答時
間）とIOPS（処理数）アクティビティを表します。ワークロードの実際のレイテンシが想定
範囲の上限を上回るとアラートが生成されてパフォーマンス イベントがトリガーされるた
め、パフォーマンスの問題を分析して解決することができます。
想定範囲は、ワークロードのパフォーマンス ベースラインを設定します。Unified Managerは
過去のパフォーマンス測定値から学習して、ワークロードの想定されるパフォーマンスとア
クティビティ レベルを予測します。想定範囲の上限によってパフォーマンスしきい値が設
定されます。Unified Managerでは、このベースラインを使用して、実際のレイテンシまたは
処理数がしきい値を上回る、下回る、あるいは想定範囲外になったかどうかを判断します。
実測値と想定値の比較を基に、ワークロードのパフォーマンス プロファイルが作成されま
す。
あるワークロードの実際のレイテンシがクラスタ コンポーネントの競合が原因でパフォー
マンスしきい値を超えると、レイテンシが高くなり、ワークロードの処理速度は想定よりも
遅くなります。同じクラスタ コンポーネントを共有する他のワークロードのパフォーマン
スも想定より遅くなる可能性があります。
Unified Managerは、しきい値を超えるイベントを分析して、そのアクティビティがパフォー
マンス イベントに該当するかどうかを判断します。高ワークロードのアクティビティが長
期間（たとえば数時間）にわたって継続した場合、Unified Managerはこれを正常なアクティ
ビティとみなし、想定範囲を動的に調整して新しいパフォーマンスしきい値を作成します。
処理数またはレイテンシの想定範囲が時間が経過しても大きく変化することがない、アク
ティビティが一貫して低いワークロードもあります。このような低アクティビティのボ
リュームについては、イベント アラートの数を最小限に抑えるために、パフォーマンス イ
ベントの分析中、Unified Managerは処理数およびレイテンシが想定よりもはるかに高いイベ
ントのみをトリガーします。
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この例のボリュームのレイテンシの想定範囲（グレーで表示）は、処理あたり0～5ms/opで
す。ネットワーク トラフィックの一時的な急増やクラスタ コンポーネントの競合が原因で
実際のレイテンシ（青）が突然10ms/opまで増加した場合、想定範囲を上回り、パフォーマ
ンスしきい値を超過します。
ネットワーク トラフィックが減少するか、クラスタ コンポーネントの競合が解消されると、
レイテンシは想定範囲内に戻ります。レイテンシが長期間にわたって10ms/op以上のままの
場合、イベントを解決するための対処が必要となることがあります。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（571ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
ワークロードのパフォーマンスの測定値（555ページ）

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパ
フォーマンスの問題を特定する仕組み

ワークロードのレイテンシ（応答時間）は、クラスタ上のボリュームがクライアント アプ
リケーションからのI/O要求に応答するまでの時間です。Unified Managerは、レイテンシを使
用してパフォーマンス イベントを検出し、アラートを生成します。
高レイテンシは、アプリケーションからクラスタ上のボリュームへの要求に通常よりも時間
がかかっていることを意味します。高レイテンシの原因はクラスタ自体、具体的にはいくつ
かのクラスタ コンポーネントでの競合にある可能性があります。また、クラスタ外の問題

（ネットワークのボトルネックなど）、アプリケーションをホストしているクライアントの問
題、またはアプリケーション自体の問題が原因の場合もあります。
注：Unified Managerは、クラスタ内のワークロードだけを監視します。アプリケーション
やクライアント、アプリケーションとクラスタ間のパスは監視しません。

クラスタに対する処理（バックアップの作成や重複排除の実行など）も他のワークロードと
共有しているクラスタ コンポーネントへの負荷を増大させるため、高レイテンシの原因に
なります。実際のレイテンシが想定範囲のパフォーマンスしきい値を超えると、Unified
Managerはイベントを分析して、解決が必要なパフォーマンス イベントであるかどうかを判
断します。レイテンシは処理あたりのミリ秒（ms/op）単位で測定されます。
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、レイテンシ統計の分析を表示して、個々
のプロセス（読み取り / 書き込み要求など）のアクティビティを全体的なレイテンシに照ら
して比較できます。この比較により、最もアクティビティが高い処理を特定したり、ボ
リュームのレイテンシに影響を及ぼしている異常なアクティビティがある特定の処理がな
いかを判断できます。パフォーマンス イベントを分析するにあたっては、レイテンシの統
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計値を使用してイベントの原因がクラスタ上の問題にあるかどうかを判断できます。また、
イベントに関係しているワークロードのアクティビティまたはクラスタ コンポーネントを
特定することもできます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[レイテンシ]チャートを示していま
す。実際の応答時間（レイテンシ）アクティビティは青い線、想定範囲はグレーで表されて
います。
注：Unified Managerでデータを収集できなかった期間は、青い線が途切れています。これ
は、クラスタまたはボリュームと通信できなかったか、Unified Managerがその時間にオフ
になっていたか、データの収集に5分以上かかった場合に起こります。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
クラスタでの処理によるワークロードのレイテンシへの影響（560ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（580ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（571ページ）
ワークロードの応答時間低下の調査（572ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

クラスタでの処理によるワークロードのレイテンシへの影響
処理（IOPS）には、クラスタで実行されるユーザ定義とシステム定義のすべてのワークロー
ドのアクティビティが含まれます。IOPSの統計は、クラスタでの処理（バックアップの作成
や重複排除の実行など）がワークロードのレイテンシ（応答時間）に影響を及ぼしていない
かどうかやパフォーマンス イベントの原因となっていないかどうかを確認するのに役立ち
ます。
パフォーマンス イベントを分析するときは、IOPSの統計を使用して、クラスタにおける問
題がパフォーマンス イベントの原因となっていないかどうかを確認できます。パフォーマ
ンス イベントの原因となった可能性がある具体的なワークロード アクティビティを特定す
ることができます。IOPSは1秒あたりの処理数（処理数/秒）として測定されます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[IOPS]チャートを示しています。
実際の処理の統計が青い線で示され、処理の想定範囲がグレーで示されます。
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注：Unified Managerでは、クラスタが過負荷状態の場合、「クラスタcluster_nameのデータ
収集に時間がかかりすぎています」というメッセージが表示されることがあります。これは、
Unified Managerで分析に使用する統計が十分に収集されていないことを意味します。ク
ラスタで使用しているリソースを減らして統計を収集できるようにする必要があります。

関連概念

パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（580ページ）

関連タスク

ワークロードの応答時間低下の調査（572ページ）

MetroCluster構成のパフォーマンス監視
Unified Managerを使用してMetroCluster構成のクラスタ間の書き込みスループットを監視し、
大量の書き込みスループットを生成しているワークロードを特定できます。このような負
荷の高いワークロードが原因でローカル クラスタの他のボリュームのI/O応答時間が長くな
ると、Unified Managerはパフォーマンス イベントを生成してユーザに通知します。
MetroCluster構成のローカル クラスタがデータをパートナー クラスタにミラーリングする
と、データはNVRAMに書き込まれてからインタースイッチ リンク（ISL）経由でリモート
アグリゲートに転送されます。Unified ManagerはNVRAMを分析し、大量の書き込みスルー
プットがNVRAMを過剰に使用してNVRAMを競合状態にしているワークロードを特定しま
す。
応答時間の偏差がパフォーマンスしきい値を超えたワークロードはVictimと呼ばれ、
NVRAMへの書き込みスループットの偏差が通常より高く、競合を引き起こしているワーク
ロードはBullyと呼ばれます。パートナー クラスタにミラリーングされるのは書き込み要求
のみであるため、Unified Managerは読み取りスループットを分析しません。
Unified Managerは、MetroCluster構成のクラスタを個別のクラスタとして扱います。クラスタ
がパートナーかどうかは区別されず、各クラスタからの書き込みスループットが関連付けら
れることもありません。

関連概念

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析（177ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したSharkワークロードの特定（177ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

スイッチオーバーおよびスイッチバックの発生時のボリュームの動作
スイッチオーバーまたはスイッチバックをトリガーするイベントが発生すると、ディザスタ
リカバリ グループの一方のクラスタからもう一方のクラスタにアクティブなボリュームが
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切り替わります。クライアントにデータを提供していたアクティブなクラスタのボリュー
ムは停止され、代わりにアクティブになったもう一方のクラスタのボリュームからデータの
提供が開始されます。Unified Managerでは、実行中のアクティブなボリュームのみが監視さ
れます。
ボリュームが一方のクラスタからもう一方のクラスタに切り替わるため、両方のクラスタを
監視することを推奨します。Unified Managerでは単一のインスタンスでMetroCluster構成の
両方のクラスタを監視できますが、監視する2つのクラスタ間の距離によっては、両方のク
ラスタを監視するためにUnified Managerインスタンスが2つ必要になる場合もあります。次
の図は、Unified Managerの単一のインスタンスを示しています。
 

 

名前に「p」が付いているボリュームはプライマリ ボリュームで、「b」が付いているボリュー
ムはSnapMirrorで作成されたバックアップ用のミラー ボリュームです。
通常運用時の状態は次のとおりです。

• クラスタAの2つのボリュームがアクティブ：Vol1pおよびVol2p

• クラスタBの2つのボリュームがアクティブ：Vol3pおよびVol4p
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• クラスタAの2つのボリュームが非アクティブ：Vol3bおよびVol4b

• クラスタBの2つのボリュームが非アクティブ：Vol1bおよびVol2b

Unified Managerにより、アクティブなボリュームのそれぞれに関する情報（統計やイベント
など）が収集されます。Vol1pとVol2pの統計がクラスタAから収集され、Vol3pとVol4pの統計
がクラスタBから収集されます。
重大な障害が発生してアクティブなボリュームがクラスタBからクラスタAにスイッチオー
バーされると次のようになります。

• クラスタAの4つのボリュームがアクティブ：Vol1p、Vol2p、Vol3b、およびVol4b

• クラスタBの4つのボリュームが非アクティブ：Vol3p、Vol4p、Vol1b、およびVol2b

通常運用時と同様に、Unified Managerでアクティブなボリュームのそれぞれに関する情報が
収集されます。ただし、この場合は、Vol1pとVol2pの統計がクラスタAから収集され、Vol3b

とVol4bの統計もクラスタAから収集されます。
Vol3pとVol3bは異なるクラスタにあり、同じボリュームではないことに注意してください。
Unified Managerに表示されるVol3pの情報は、Vol3bと同じにはなりません。

• クラスタAにスイッチオーバーしている間は、Vol3pの統計とイベントは表示されません。

• スイッチオーバーの発生直後は、履歴情報がないため、Vol3bは新規のボリュームのよう
に見えます。

クラスタBが復旧してスイッチバックが実行されると、クラスタBのVol3pが再びアクティブ
になり、スイッチオーバーしていた期間を除いた状態で過去の統計が表示されます。クラス
タAのVol3bの情報は、次にスイッチオーバーが発生するまでは表示されません。
 

 

注：

• MetroClusterのアクティブでないボリューム（スイッチバック後のクラスタAのVol3bな
ど）に対しては、「このボリュームは削除されました。」というメッセージが表示され
ます。このボリュームは、実際には削除されていませんが、アクティブなボリューム
でないためUnified Managerで現在監視されていません。

• 単一のUnified ManagerでMetroCluster構成の両方のクラスタを監視している場合にボ
リュームを検索すると、その時点でアクティブなボリュームの情報が返されます。た
とえば、スイッチオーバーが発生してクラスタAでVol3がアクティブになっている場
合、「Vol3」を検索するとクラスタAのVol3bの統計とイベントが返されます。
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パフォーマンス イベントとは
パフォーマンス イベントとは、クラスタでのワークロード パフォーマンスに関連するイン
シデントです。応答時間が長いワークロードを特定するのに役立ちます。同時に発生した
健全性イベントと一緒に確認することで、応答時間が長くなった原因と考えられる関連する
問題を特定することができます。
Unified Managerでは、同じクラスタ コンポーネントに対する同じ状況についての一連のイベ
ントを検出すると、それらのすべてのイベントを個別のイベントではなく1つのイベントと
して扱います。

関連概念

アラートとは（119ページ）
健全性イベントとは（49ページ）
イベントの状態の定義（65ページ）
パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（51ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）

関連資料

イベントの重大度タイプの説明（66ページ）
イベントの影響レベルの説明（66ページ）
イベントの影響範囲の説明（67ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

パフォーマンス イベントの分析と通知
パフォーマンス イベントは、クラスタ コンポーネントの競合に起因するボリューム ワーク
ロードのI/Oパフォーマンスの問題を管理者に通知します。Unified Managerはイベントを分
析して、関連するすべてのワークロード、競合状態のコンポーネント、および解決する必要
のある問題かどうかを特定します。
Unified Managerは、クラスタ上のボリュームのI/Oレイテンシ（応答時間）とIOPS（処理数）
を監視します。たとえば、他のワークロードがクラスタ コンポーネントを過剰に使用して
いる場合、そのコンポーネントは競合状態となってワークロードの要件を満たす最適なパ
フォーマンス レベルを提供できません。同じコンポーネントを使用している他のワーク
ロードのパフォーマンスに影響が及び、レイテンシが増加する可能性があります。レイテン
シがパフォーマンスしきい値を超えると、Unified Managerはパフォーマンス イベントをトリ
ガーして、Eメール アラートをユーザに送信します。

イベント分析
Unified Managerは、過去15日間のパフォーマンス統計を使用して次の分析を実行し、Victim
ワークロード、Bullyワークロード、およびイベントに関連するクラスタ コンポーネントを
特定します。

• レイテンシが想定範囲の上限であるパフォーマンスしきい値を超えたVictimワークロー
ドを特定します。
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◦ HDDまたはFlash Pool（ハイブリッド）アグリゲートのボリュームの場合、レイテン
シが5ミリ秒を超え、かつIOPSが1秒あたり10件（ops/sec）を超えた場合にのみイベン
トがトリガーされます。

◦ オールSSDアグリゲートまたはFabricPool（複合）アグリゲートのボリュームの場合、
レイテンシが1ミリ秒を超え、かつIOPSが100ops/秒を超えた場合にのみイベントがト
リガーされます。

• 競合状態のクラスタ コンポーネントを特定します。
注：クラスタ インターコネクトでVictimワークロードのレイテンシが1ミリ秒を超えた
場合、Unified Managerはこれを重大な状況とみなしてクラスタ インターコネクトのイ
ベントをトリガーします。

• クラスタ コンポーネントを過剰に使用し、競合状態を引き起こしているBullyワークロー
ドを特定します。

• クラスタ コンポーネントの利用率またはアクティビティの偏差に基づいて関連するワー
クロードをランク付けし、クラスタ コンポーネントの使用量の変化が最も大きいBully
ワークロードと最も影響を受けたVictimワークロードを特定します。

ごく短時間しか発生せず、コンポーネントの競合状態が解消した時点で自己修復されるイベ
ントもあります。継続的なイベントとは、5分以内に同じクラスタ コンポーネントについて
再発し、アクティブな状態のままのイベントのことです。Unified Managerは、連続する2つ
の分析期間に同じイベントを検出するとアラートをトリガーします。イベントに関与する
ワークロードの変化に伴って、未解決のままのイベント（状態は新規）に異なる説明メッ
セージが表示される可能性があります。
解決されたイベントは、ボリュームの過去のパフォーマンス問題の記録としてUnified
Managerで引き続き参照できます。各イベントには、イベント タイプとボリューム、クラス
タ、および関連するクラスタ コンポーネントを識別する一意のIDが割り当てられます。
注：1つのボリュームが複数のイベントに同時に関連している場合があります。

イベントの状態
イベントは次のいずれかの状態になります。
アクティブ

現在アクティブなパフォーマンス イベント（新規または確認済みのイベント）を
示します。自己修復または解決されていないイベントで、 ストレージ オブジェク
トのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスしきい値を超えたままになってい
るものです。

廃止
アクティブではなくなったイベントを示します。自己修復または解決されたイベ
ントで、 ストレージ オブジェクトのパフォーマンス カウンタがパフォーマンスし
きい値を上回らなくなったものです。

イベント通知
イベントのアラートは[ダッシュボード/概要]ページ、[ダッシュボード/パフォーマンス]ペー
ジ、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示され、指定したEメール アドレスに
送信されます。[イベントの詳細]ページでは、イベントに関する詳細な分析情報を表示して、
推奨される解決方法を確認できます。
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この例では、イベントが赤のドット（ ）で[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの
[レイテンシ]グラフに示されています。このドットにマウス カーソルを合わせると、イベン
トの詳細と分析するためのオプションがポップアップに表示されます。

イベントの操作
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、次の方法でイベントを操作できます。

• 赤いドットにカーソルを合わせると、イベントID、レイテンシ、1秒あたりの処理数、お
よびイベントが検出された日時が表示されます。
同じ期間にイベントが複数ある場合は、イベントの数と、ボリュームの平均レイテンシ
および1秒あたりの処理数が表示されます。

• 単一のイベントをクリックすると、イベントの詳細情報（関連するクラスタ コンポーネ
ントなど）がダイアログ ボックスに表示されます。この情報は、[イベントの詳細]ペー
ジの[サマリ]セクションにも表示されます。
競合状態のコンポーネントは赤い丸で囲んで表示されます。イベントIDまたは[完全な
分析を表示]をクリックすると、[イベントの詳細]ページに詳細な分析が表示されます。
同じ期間にイベントが複数ある場合は、最新の3つのイベントの詳細がダイアログ ボック
スに表示されます。イベントIDをクリックすると、[イベントの詳細]ページにイベント分
析が表示されます。同じ期間に4つ以上のイベントがある場合、赤のドットをクリックし
てもダイアログ ボックスは表示されません。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ペー
ジ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）

Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み
Unified Managerは、ワークロードについてそのアクティビティ、利用率、書き込みスルー
プット、クラスタ コンポーネントの使用量、またはI/Oレイテンシ（応答時間）の偏差を使
用して、ワークロード パフォーマンスへの影響のレベルを判定します。この情報によって、
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各ワークロードのイベントにおける役割と[イベントの詳細]ページでのランク付けが決まり
ます。
Unified Managerは、ワークロードの最新の分析値を値の想定範囲と比較します。最新の分析
値と値の想定範囲の差が最も大きいワークロードが、イベントによってパフォーマンスに最
も影響を受けたワークロードです。
たとえば、クラスタに2つのワークロード（ワークロードAとワークロードB）が含まれてい
るとします。ワークロードAの想定範囲は5～10ms/opで、実際のレイテンシは通常で約
7ms/opです。ワークロードBの想定範囲は10～20ms/opです。実際のレイテンシは通常で約
15ms/opです。どちらのワークロードのレイテンシも想定範囲内です。クラスタでの競合が
原因で両方のワークロードのレイテンシが40ms/opに上昇し、想定範囲の上限であるパ
フォーマンスしきい値を超えた結果イベントがトリガーされたとします。レイテンシの偏
差（想定される値とパフォーマンスしきい値を上回った値の差）はワークロードAで約33ms/
op、ワークロードBで25ms/opです。どちらのワークロードもレイテンシが40ms/opまで急増
しましたが、ワークロードAの方がレイテンシの偏差が大きい（33ms/op）ため、パフォーマ
ンスへの影響も大きかったことが判断できます。
[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションでは、クラスタ コンポーネントのアク
ティビティ、利用率、またはスループットの偏差でワークロードをソートできます。また、
レイテンシでソートすることもできます。ソート オプションを選択すると、Unified Manager
は、アクティビティ、利用率、スループット、またはレイテンシについて、想定される値と
イベント検出後の値の差を分析して、ワークロードのソート順序を決定します。レイテンシ
の赤のドット（ ）は、Victimワークロードがパフォーマンスしきい値を超えたこと、およ
び以降のレイテンシへの影響を表しています。ドットが多いほどレイテンシの偏差が大き
いことを示しており、イベントによってレイテンシが最も影響を受けたVictimワークロード
を特定するのに役立ちます。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
[イベントの詳細]ページ（110ページ）

クラスタ コンポーネントとその競合要因
クラスタ コンポーネントの競合の原因となるクラスタのパフォーマンスの問題を特定する
ことができます。コンポーネントを使用するボリュームのワークロードのパフォーマンス
が低下し、クライアント要求に対する応答時間（レイテンシ）が長くなると、Unified Manager
でイベントがトリガーされます。
競合状態のコンポーネントは、最適なレベルのパフォーマンスを提供できません。そのコン
ポーネント自体のパフォーマンスが低下するほか、他のクラスタ コンポーネントやワーク
ロード（Victimと呼ばれます）のレイテンシが増大することもあります。コンポーネントの
競合状態を解消するには、ワークロードを減らすか処理能力を高めることでパフォーマンス
を通常のレベルまで戻す必要があります。Unified Managerでは、ワークロードのパフォーマ
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ンスの収集と分析が5分間隔で行われるため、クラスタ コンポーネントの利用率が高い状態
が長時間続いたときにのみ検出されます。利用率が高い状態が5分間のうちの短時間しか続
かないような一時的な利用率の急増は検出されません。
たとえば、ストレージ アグリゲートに対するワークロードがそれぞれのI/O要求を満たそう
と競合している場合、そのアグリゲートは競合状態になることがあります。この場合、その
アグリゲートに対する他のワークロードが影響を受けてパフォーマンスが低下する可能性
があります。アグリゲートのアクティビティを減らす方法はいくつかあり、たとえば、1つ
以上のワークロードを負荷の低いアグリゲートに移動し、現在のアグリゲートに対する全体
的なワークロードの負荷を低くすることができます。QoSポリシー グループについては、ス
ループット制限を調整したりワークロードを別のポリシー グループに移動したりすること
で、ワークロードが調整されないようにすることができます。
Unified Managerは次のクラスタ コンポーネントを監視し、競合状態になるとアラートを生成
します。
ネットワーク

クラスタ上でのiSCSIプロトコルまたはファイバチャネル（FC）プロトコルによる
I/O要求の待機時間を表します。待機時間とは、クラスタがI/O要求に応答できるよ
うになるまでに、iSCSI Ready to Transfer（R2T）またはFCP Transfer Ready

（XFER_RDY）トランザクションが待つ時間です。ネットワーク コンポーネント
が競合状態にある場合、ブロック プロトコル レイヤでの長い待機時間は、1つ以
上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。

ネットワーク処理
プロトコル レイヤとクラスタ間のI/O処理に関与する、クラスタ内のソフトウェア
コンポーネントを表します。ネットワーク処理を実行するノードが、イベント検
出後に変更された可能性があります。ネットワーク処理コンポーネントが競合状
態にある場合、ネットワーク処理ノードでの高利用率は、1つ以上のワークロード
のレイテンシに影響していることを意味します。

QoSポリシー
ワークロードがメンバーになっているストレージQoSポリシー グループを表しま
す。ポリシー グループ コンポーネントが競合状態にある場合、ポリシー グループ
内のすべてのワークロードに、スループットの制限によってスロットルが適用さ
れ、1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。

クラスタ インターコネクト
クラスタ ノードを物理的に接続するケーブルとアダプタを表します。クラスタ
インターコネクト コンポーネントが競合状態にある場合は、クラスタ インターコ
ネクトでのI/O要求の長い待機時間がワークロードのレイテンシに影響している
ことを意味します。

データ処理
クラスタとストレージ アグリゲート間でワークロードを含むI/O処理に関与する、
クラスタ内のソフトウェア コンポーネントを表します。データ処理を扱うノード
が、イベント検出後に変更された可能性があります。データ処理コンポーネント
が競合状態にある場合、データ処理ノードでの高利用率は、1つ以上のワークロー
ドのレイテンシに影響していることを意味します。

MetroClusterのリソース
NVRAMとインタースイッチ リンク（ISL）を含むMetroClusterリソースを表しま
す。MetroCluster構成のクラスタ間でデータをミラーリングするのに使用します。
MetroClusterコンポーネントが競合状態にある場合は、ローカル クラスタのワーク
ロードによる大量の書き込みスループットまたはリンクの不具合が、ローカル ク
ラスタの1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。
クラスタがMetroCluster構成に含まれていない場合は、このアイコンは表示されま
せん。
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アグリゲートまたはSSDアグリゲートの処理
ワークロードが実行されているストレージ アグリゲートを表します。アグリゲー
ト コンポーネントが競合状態にある場合は、アグリゲートの高利用率が1つ以上の
ワークロードのレイテンシに影響していることを意味します。アグリゲートに
は、HDDのみで構成されるものと、HDDとSSDが混在するもの（Flash Poolアグリ
ゲート）があります。「SSDアグリゲート」には、SSDのみで構成されるもの（オー
ルフラッシュ アグリゲート）と、SSDとクラウド階層が混在するもの（FabricPool
アグリゲート）があります。

クラウド レイテンシ
クラスタとユーザ データ格納先のクラウド階層の間のI/O処理に関与する、クラス
タ内のソフトウェア コンポーネントを表します。クラウド レイテンシ コンポー
ネントが競合状態にある場合、クラウド階層でホストされたボリュームからの大
量の読み取りが1つ以上のワークロードのレイテンシに影響していることを意味
します。

同期SnapMirror

SnapMirror同期関係でのプライマリ ボリュームからセカンダリ ボリュームへの
ユーザ データのレプリケーションに関係する、クラスタ内のソフトウェア コン
ポーネントを表します。同期SnapMirrorコンポーネントが競合状態にある場合、
SnapMirror同期処理のアクティビティが1つ以上のワークロードのレイテンシに影
響していることを意味します。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
[イベントの詳細]ページ（110ページ）

パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割
Unified Managerでは、役割を使用して、パフォーマンス イベントにワークロードがどのよう
に関連しているかを特定します。役割にはVictim、Bully、Sharkがあります。ユーザ定義の
ワークロードは同時にVictim、Bully、Sharkとなることがあります。
次の表にワークロードの役割を示します。

役割 説明
Victim クラスタ コンポーネントを過剰に消費している他のワークロード（Bully）

のためにパフォーマンスが低下しているユーザ定義のワークロードです。
Victimとみなされるのはユーザ定義のワークロードのみです。Unified
Managerはレイテンシの偏差に基づいて、イベント中のレイテンシの実測
値が想定範囲から大幅に増加しているワークロードをVictimワークロード
として特定します。
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役割 説明
Bully クラスタ コンポーネントの過剰な消費によって他のワークロード

（Victim）のパフォーマンスを低下させるユーザ定義またはシステム定義の
ワークロードです。Unified Managerはクラスタ コンポーネントの使用量
の偏差に基づいて、イベント中の使用量の実測値が想定範囲から大幅に増
加しているワークロードをBullyワークロードとして特定します。

Shark イベントに関連するすべてのワークロードの中でクラスタ コンポーネン
トの使用量が最も多いユーザ定義のワークロードです。Unified Managerは
イベント中のクラスタ コンポーネントの使用量に基づいてSharkワーク
ロードを特定します。

クラスタのワークロードは、クラスタを構成する多数のコンポーネント（ストレージ アグ
リゲート、ネットワーク処理やデータ処理を行うCPUなど）を共有します。そのため、ある
ワークロード（ボリュームなど）が使用するクラスタ コンポーネントの量が、他のワーク
ロードに必要な量を効率的に確保できないところまで増加すると、そのコンポーネントは競
合状態になります。この、クラスタ コンポーネントを過剰に消費しているワークロードが

「Bully」で、同じコンポーネントを共有しているため、Bullyによってパフォーマンスに影響
が出ているワークロードが「Victim」です。重複排除やSnapshotコピーなど、システム定義
のワークロードのアクティビティも、場合によっては「Bully」になります。
Unified Managerでイベントが検出されると、関連するすべてのワークロードとクラスタ コン
ポーネント（イベントの原因となったBullyワークロード、競合状態のクラスタ コンポーネ
ント、およびBullyワークロードのアクティビティが増加したためにパフォーマンスが低下
しているVictimワークロード）が特定されます。
注：Unified ManagerがBullyワークロードを特定できない場合は、Victimワークロードと関
連するクラスタ コンポーネントに関するアラートだけが生成されます。

Unified ManagerはBullyワークロードのVictimワークロードを特定でき、同じワークロードが
Bullyワークロードになった場合にも特定できます。ワークロードは自身に対してBullyワー
クロードになることがあります。たとえば、負荷の高いワークロードがポリシー グループ
の制限によって調整される場合、そのワークロードが含まれるポリシー グループ内のすべ
てのワークロードが調整されます。継続的なパフォーマンス イベントでは、Bullyワーク
ロードまたはVictimワークロードは役割が変わったり、あるいはイベントに関連しなくなる
場合があります。[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページの[イベント]リストテーブル
では、選択したボリュームの役割が変わった場合、その日時が表示されます。

関連概念

クラスタ コンポーネントとその競合要因（567ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）

関連タスク

パフォーマンス イベントに関する情報の表示（168ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）
[イベントの詳細]ページ（110ページ）
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ワークロードのパフォーマンスの分析
Unified Managerを使用して、クラスタ上のボリュームのワークロードのI/Oパフォーマンスを
監視して分析することができます。クラスタにパフォーマンスの問題がないかどうかやス
トレージに問題がないかどうかを確認できます。
注：この章では、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページと[イベントの詳細]ページを
使用してワークロードのパフォーマンスを分析する方法について説明します。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）
Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）

関連資料

[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ（577ページ）

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうか
の判断

Unified Managerを使用して、検出されたパフォーマンス イベントの原因が本当にクラスタ上
のパフォーマンスの問題であったかどうかを判断できます。イベントの原因はアクティビ
ティの急増である場合があります。たとえばその結果として応答時間が増加したが、現在は
通常レベルに戻っている場合などです。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• Unified Managerで最低5日間のパフォーマンス統計がクラスタから収集されて分析され
ている必要があります。

タスク概要

[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名のリンクをクリックして[パ
フォーマンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリューム名の最初の3文字以上を入力します。
ボリューム名が検索結果に表示されます。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. [履歴データ]チャートで、[5日]をクリックして、過去5日間の履歴データを表示します。

4. [レイテンシ]チャートから次の情報を確認します。
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• 新規パフォーマンス イベントがあるか。

• 以前にボリュームで問題が発生したことを示す過去のパフォーマンス イベントがあ
るか。

• 応答時間の急増はあるか（想定範囲内での急増も含む）。

• パフォーマンスに影響した可能性のあるクラスタ構成への変更があったか。

パフォーマンス イベント、アクティビティの急増、または応答時間に影響した可能性の
ある最近の構成変更がボリュームの応答時間に表示されない場合は、クラスタが原因の
パフォーマンスの問題は除外できます。

関連概念

Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（580ページ）

関連タスク

ワークロードの応答時間低下の調査（572ページ）
ストレージ オブジェクトの検索（31ページ）

関連資料

[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ（577ページ）

ワークロードの応答時間低下の調査
Unified Managerを使用すると、クラスタでの処理がボリューム ワークロードの応答時間（レ
イテンシ）低下の一因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• Unified Managerで最低5日間のパフォーマンス統計がクラスタから収集されて分析され
ている必要があります。

タスク概要

[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名をクリックして、[パフォーマ
ンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリュームの名前を入力します。
ボリューム名が検索結果に表示されます。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. 履歴データ チャートで、[5日]をクリックして、過去5日間の履歴データを表示します。

572 |



4. [IOPS]チャートから次の情報を確認します。

• アクティビティの急増はあるか。

• アクティビティの急減はあるか。

• 処理パターンの異常な変化はあるか。

アクティビティの急増や急減がなく、この期間にクラスタ構成への変更がない場合、他
のワークロードによるボリューム パフォーマンスへの影響はないと判断できます。

5. [データ内訳の基準]メニューの[IOPS]で、[読み取り / 書き込み / その他]を選択します。

6. [送信]をクリックします。
[読み取り / 書き込み / その他]チャートが[IOPS]チャートの下に表示されます。

7. [読み取り / 書き込み / その他]チャートを確認して、ボリュームの読み取り量または書き
込み量の急増または急減がないか確認します。
読み取りや書き込みの急増または急減がない場合、クラスタのI/Oは正常に動作している
と判断できます。パフォーマンスの問題は、ネットワークまたは接続されているクライ
アントで発生している可能性があります。

関連概念

Unified Managerで監視されるワークロードのタイプ（554ページ）
Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
パフォーマンス データのグラフの仕組み（580ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（571ページ）
ストレージ オブジェクトの検索（31ページ）

関連資料

[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ（577ページ）

クラスタ コンポーネントでのI/O応答時間の傾向の特定
Unified Managerを使用して、あるボリューム ワークロードについて、すべての監視対象クラ
スタ コンポーネントのパフォーマンスの傾向を表示できます。使用率が最も高いコンポー
ネント、その使用率が読み取り要求と書き込み要求のどちらに起因しているか、およびワー
クロードの応答時間にどのように影響したかを時系列で確認できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• 30日間のパフォーマンス統計を表示するには、Unified Managerで最低30日間のパフォー
マンス統計がクラスタから収集されて分析されている必要があります。

タスク概要

クラスタ コンポーネントのパフォーマンスの傾向を特定することで、管理者はクラスタの
利用率が高すぎる / 低すぎる状況を判断できます。

ワークロードのパフォーマンスの分析 | 573



[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名をクリックして、[パフォーマ
ンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリュームの名前を入力します。
ボリューム名が検索結果に表示されます。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. 履歴データ チャートで、[30 日]をクリックして、過去30日間の履歴データを表示します。

4. [データ内訳の基準]をクリックします。

5. [レイテンシ]で、[クラスタ コンポーネント]と[読み取り / 書き込みレイテンシ]を選択し
ます。

6. [送信]をクリックします。
両方のチャートが[レイテンシ]チャートの下に表示されます。

7. [クラスタ コンポーネント]チャートを確認します。
このチャートには応答時間のクラスタ コンポーネント別の内訳が表示されます。アグリ
ゲートでの応答時間が最も長くなります。

8. [クラスタ コンポーネント]チャートと[レイテンシ]チャートを比較します。
[レイテンシ]チャートに表示される合計応答時間の急増は、アグリゲートの応答時間の急
増に対応しています。30日間の最後に数回パフォーマンスしきい値を超えています。

9. [読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートを確認します。
このチャートでは、読み取り要求よりも書き込み要求の応答時間が長く、クライアント
アプリケーションが書き込み要求の完了を通常よりも長く待機していることがわかりま
す。

10. [読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートと[レイテンシ]チャートを比較します。
[クラスタ コンポーネント]チャートのアグリゲートに対応する合計応答時間の急増は、
[読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートの書き込み応答時間の急増にも対応していま
す。管理者は、ワークロードを使用しているクライアント アプリケーションへの対処が
必要かどうか、またはアグリゲートの利用率が高すぎるどうかを判断する必要がありま
す。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
パフォーマンス イベントに関連したワークロードの役割（569ページ）
Unified Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み（566ページ）

関連タスク

動的なパフォーマンス イベントに関連したVictimワークロードの特定（175ページ）
動的なパフォーマンス イベントに関連したBullyワークロードの特定（176ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）
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ボリュームの移動によるパフォーマンス向上の分析
Unified Managerでは、ボリューム移動処理によってクラスタ上の他のボリュームのレイテン
シ（応答時間）にどのような影響が及ぶかを調査できます。負荷の高いボリュームを負荷の
低いアグリゲートまたはフラッシュ ストレージが有効なアグリゲートに移動すると、ボ
リュームの効率が向上します。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 分析するボリュームまたは関連するLUNの名前を特定しておく必要があります。

• Unified Managerで7日間のデータを収集および分析しておく必要があります。

タスク概要

Unified Managerは、アグリゲート間でのボリューム移動を特定し、ボリューム移動が発生、
完了、または失敗したタイミングを検出できます。[パフォーマンス / ボリュームの詳細]
ページには、ボリューム移動のそれぞれの状態の変更イベント アイコンが表示されます。
これにより、移動処理が発生したタイミングを追跡し、それが原因で発生したパフォーマン
ス イベントがないかどうかを確認できるようになります。
[イベントの詳細]ページを表示している場合は、ボリューム名をクリックして、[パフォーマ
ンス / ボリュームの詳細]ページに直接移動できます。

手順

1. [検索]バーに、ボリュームの名前を入力します。

2. ボリューム名をクリックします。
ボリュームが[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページに表示されます。

3. [履歴データ]チャートで、スライダを調整して前の週のアクティビティを表示します。

4. [レイテンシ]チャートと[IOPS]チャートを分析して、過去数日間にわたるボリュームのパ
フォーマンスを確認します。
パフォーマンス イベントから、平均応答時間が非常に長い（42ms/op以上）パターンを毎
日継続的に確認し、ボリュームを負荷の低いアグリゲートに移動してパフォーマンスを
向上することを決定したとします。ONTAP System Managerを使用して、Flash Poolが有効
なアグリゲートにボリュームを移動してパフォーマンスを向上させます。ボリューム移
動の完了から約1時間後、Unified Managerに戻って、移動処理が正常に完了し、レイテン
シが低減したことを確認できます。

5. [パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページが表示されない場合は、表示するボリューム
を検索します。

6. [履歴データ]チャートで、[1日]をクリックして、1日前（ボリューム移動が完了して数時
間後）のアクティビティを表示します。

ページの下部の[イベント]タイムラインで、変更イベントのアイコン（ ）が表示され
ます。このアイコンは、ボリューム移動処理が完了した時間を示します。変更イベント
のアイコンからは[レイテンシ]チャートに向けて黒の縦線も表示されます。

7. 変更イベントのアイコンにカーソルを合わせると、[イベント]リストでイベントの詳細を
確認できます。
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Flash Poolが有効なアグリゲートにボリュームが移動されたため、キャッシュに対する読
み取りと書き込みのI/Oの変化を確認できます。

8. [データ内訳の基準]メニューの[MBps]で、[キャッシュ ヒット率]を選択します。
[キャッシュ ヒット率]チャートにキャッシュに対する読み取りと書き込みの統計が表示
されます。
ボリュームは負荷の低いアグリゲートに移動され、変更イベントが右側の[イベント]リス
トで強調表示されます。平均レイテンシは、42ms/opから約24ms/opに大きく低減しまし
た。現在のレイテンシは、約1.5ms/opです。ボリュームはFlash Poolが有効なアグリゲー
ト上にあるため、[キャッシュ ヒット率]チャートのキャッシュに対する成功した読み取
りと書き込みのヒット率は現在100%になっています。

関連概念

データの収集とワークロード パフォーマンスの監視（554ページ）
パフォーマンス イベントとは（49ページ）
Unified Managerで検出される構成の変更（51ページ）
パフォーマンス イベントの分析（168ページ）

関連資料

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）
パフォーマンス イベントの分析と通知（564ページ）

FlexVolの移動
FlexVolの移動の仕組みを理解しておくと、ボリュームの移動がサービスレベル契約を満たす
かの判断や、ボリューム移動がボリュームの移動プロセスのどの段階にあるかを把握するの
に役立ちます。
1つのアグリゲートまたはノードから同じStorage Virtual Machine（SVM）内の別のアグリゲー
トまたはノードにFlexVolを移動できます。ボリュームを移動しても、移動中にクライアント
アクセスが中断されることはありません。
ボリュームの移動は次のように複数のフェーズで行われます。

• 新しいボリュームがデスティネーション アグリゲート上に作成されます。

• 元のボリュームのデータが新しいボリュームにコピーされます。
この間、元のボリュームはそのままで、クライアントからアクセス可能です。

• 移動プロセスの最後に、クライアント アクセスが一時的にブロックされます。
この間にソース ボリュームからデスティネーション ボリュームへの最後のレプリケー
ションが実行され、ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームのIDがスワップ
され、デスティネーション ボリュームがソース ボリュームに変更されます。

• 移動が完了すると、クライアント トラフィックが新しいソース ボリュームにルーティン
グされ、クライアント アクセスが再開されます。

クライアント アクセスのブロックはクライアントが中断とタイムアウトを認識する前に終
了するため、移動によってクライアント アクセスが中断されることはありません。デフォ
ルトでは、クライアント アクセスは35秒間ブロックされます。アクセスがブロックされて
いる間にボリューム移動操作が完了しなかった場合、この最終フェーズは中止されてクライ
アント アクセスが許可されます。デフォルトでは、最終フェーズは3回試行され、それでも
成功しなかった場合、1時間待ってからもう一度最終フェーズのシーケンスが繰り返されま
す。ボリューム移動操作の最終フェーズは、ボリューム移動が完了するまで実行されます。
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[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ
このページには、選択したFlexVol、FlexGroupボリューム、またはFlexGroupコンスティチュ
エント ワークロードのすべてのI/Oアクティビティと処理について、詳細なパフォーマンス
統計が表示されます。ボリュームの統計およびイベントを表示する期間を選択できます。
イベントは、パフォーマンス イベントとI/Oパフォーマンスに影響を及ぼしている可能性の
ある変更を表しています。

履歴データ チャート
選択したボリュームのパフォーマンス分析の履歴データを表示します。スライダをクリッ
クしてドラッグすることで期間を指定でき、スライダを動かすと期間が増減します。期間外
のデータはグレー表示になります。チャートの下部にあるスライダを使用して、履歴データ
の範囲内で期間を動かすことができます。表示されているチャートとイベントを含めた
ページ全体には、期間内の使用可能なデータが反映されます。Unified Managerがこのページ
に保持できる履歴データは最大30日分です。
注：履歴データ チャートで2日以上の期間を選択すると、画面の解像度によっては、その
期間における応答時間とIOPSの最大値が表示されます。

オプション
[時間]セレクタ

ページ全体でボリュームのパフォーマンス統計を表示する期間を指定します。1
日（[1日]）～30日（[30日]）をクリックするか、または[カスタム]をクリックして
カスタムの期間を選択できます。カスタム期間を指定するには、開始日と終了日
を選択し、[更新]をクリックしてページ全体を更新します。
注：[イベントの詳細]ページでボリューム名のリンクをクリックして[パフォー
マンス / ボリュームの詳細]ページにアクセスすると、現在の日付の1日前または
5日前までなどの期間が自動的に選択されます。履歴データ チャートのスライ
ダを移動するとカスタム期間に変わりますが、[カスタム]時間セレクタは選択さ
れず、デフォルトの時間セレクタが選択されたままです。

データ内訳の基準
選択したボリュームのより詳細なパフォーマンス統計を表示するために[パ
フォーマンス / ボリュームの詳細]ページに追加できるチャートのリストが表示さ
れます。

関連概念

Unified Managerがワークロードのレイテンシを使用してパフォーマンスの問題を特定す
る仕組み（559ページ）
クラスタでの処理によるワークロードのレイテンシへの影響（560ページ）
パフォーマンスの想定範囲とは（557ページ）
パフォーマンス イベントとは（49ページ）

関連タスク

ワークロードでパフォーマンスの問題が発生しているかどうかの判断（571ページ）

データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計
グラフを使用してボリュームのパフォーマンスの傾向を表示できます。また、読み取りと書
き込みの統計、ネットワーク プロトコルのアクティビティ、QoSポリシー グループの調整
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によるレイテンシへの影響、キャッシュ ストレージへの読み取りと書き込みの比率、ワー
クロードで使用されているクラスタの合計CPU時間、および特定のクラスタ コンポーネント
も表示できます。
以下のビューに現在の日付から最大30日間の統計が表示されます。履歴データ チャートで
2日以上の期間を選択すると、画面の解像度によっては、その期間におけるレイテンシとIOPS
の最大値が表示されます。
注：[すべて選択]チェック ボックスを使用して、チャート オプションをまとめて選択また
は選択解除できます。

レイテンシ
以下のチャートに、選択したワークロードのレイテンシ（応答時間）の詳細情報
が表示されます。
クラスタ コンポーネント

選択したボリュームが使用している各クラスタ コンポーネントで費やされた
時間がグラフに表示されます。
このチャートは、合計レイテンシのうちの各コンポーネントによるレイテン
シへの影響を判断する際に役立ちます。各コンポーネントの横のチェック
ボックスを使用して、グラフの表示と非表示を切り替えることができます。
QoSポリシー グループについては、ユーザ定義のポリシー グループのデータ
のみが表示されます。デフォルト ポリシー グループなどのシステム定義の
ポリシー グループについてはゼロと表示されます。

読み取り / 書き込みレイテンシ
選択した期間における、選択したボリューム ワークロードからの成功した読
み取り要求と書き込み要求のレイテンシがグラフに表示されます。
書き込み要求はオレンジ、読み取り要求は青の線で表されます。クラスタの
すべてのワークロードではなく、選択したボリューム ワークロードのレイテ
ンシに関連した要求についてのデータです。
注：読み取りと書き込みの合計が、[レイテンシ]チャートに表示される合計
レイテンシと異なる場合があります。これは想定された動作で、Unified
Managerによるワークロードの読み取りと書き込みの統計を収集および分
析する方法によるものです。

ポリシー グループの影響
選択したボリューム ワークロードのレイテンシのうち、QoSポリシー グルー
プのスループット制限による影響の割合がグラフに表示されます。
ワークロードが調整されている場合、ある時点において調整がレイテンシに
影響した割合を示し、それぞれ次の調整量に該当します。

• 0% = 調整なし

• 0%超 = 調整あり

• 20%超 = 重大な調整あり

クラスタの処理量に余裕がある場合は、ポリシー グループの制限を増やすこ
とで調整を減らすことができます。あるいは、負荷の低いアグリゲートに
ワークロードを移動します。
注：このチャートは、スループット制限が設定されているユーザ定義のQoS
ポリシー グループ内のワークロードについてのみ表示されます。システム
定義のポリシー グループ（デフォルト ポリシー グループなど）や、QoS制
限のないポリシー グループ内のワークロードについては表示されません。
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QoSポリシー グループについては、カーソルをポリシー グループの名前に
置くと、スループット制限と最終変更時刻が表示されます。関連するクラ
スタがUnified Managerに追加される前にポリシー グループが変更された場
合、最終変更時刻は、Unified Managerが最初にクラスタを検出した日付と
時刻です。

IOPS

以下のチャートに、選択したワークロードのIOPSデータの詳細が表示されます。
読み取り / 書き込み / その他

選択した期間における、1秒あたりの読み取り / 書き込みIOPS、およびその他
のIOPSがグラフに表示されます。
その他のIOPSは、クライアントによって開始された読み取りまたは書き込み
以外のプロトコル アクティビティです。たとえばNFS環境の場合、getattr、
setattr、fsstatなどのメタデータ処理がこれに該当します。CIFS環境の場合は、
属性のルックアップ、ディレクトリの表示、またはウィルス スキャンなどで
す。書き込みIOPSはオレンジ、読み取りIOPSは青の線で表されます。クラス
タのすべての処理ではなく、選択したボリューム ワークロードのすべての処
理のIOPSについてのデータです。

MBps

以下のチャートに、選択したワークロードのスループット データの詳細が表示さ
れます。
キャッシュ ヒット率

選択した期間における、クライアント アプリケーションからの読み取り要求
のうち、キャッシュで処理された割合がグラフに表示されます。
キャッシュにはFlash CacheカードまたはFlash Poolアグリゲートのソリッドス
テート ドライブ（SSD）を使用できます。青はキャッシュ ヒットでキャッ
シュから読み取られた要求、オレンジはキャッシュ ミスでアグリゲート内の
ディスクから読み取られた要求を表します。クラスタのすべてのワークロー
ドではなく、選択したボリューム ワークロードに関連した要求についての
データです。
ボリューム キャッシュ使用量のより詳細な情報は、Unified Managerの[健全
性]ページおよびONTAP System Managerで確認できます。

コンポーネント
以下のチャートに、選択したワークロードで使用されているクラスタ コンポーネ
ント別のデータの詳細が表示されます。
クラスタ CPU 時間

選択したワークロードで使用されているクラスタ内のすべてのノードのCPU
使用時間（ミリ秒）がグラフに表示されます。
このグラフには、ネットワーク処理とデータ処理に使用されたCPU時間の合
計が表示されます。選択したワークロードに関連していて、データ処理に同
じノードを使用しているシステム定義のワークロードのCPU時間も含まれま
す。このチャートを使用して、ワークロードがクラスタ上のCPUリソースを
大量に消費しているかどうかを判断できます。また、このチャートと[レイテ
ンシ]チャートの下の[読み取り / 書き込みレイテンシ]チャートまたは[IOPS]
チャートの下の[読み取り / 書き込み / その他]チャートと組み合わせて使用す
ると、ワークロードのアクティビティの変化がクラスタのCPU利用率に与え
た影響を判断できます。
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ディスク利用率
選択した期間における、ストレージ アグリゲート内のデータ ディスクの利用
率がグラフに表示されます。
この利用率には、選択したボリューム ワークロードからのディスクの読み取
り / 書き込み要求だけが含まれ、キャッシュからの読み取りは含まれません。
ディスクのすべてのワークロードではなく、選択したボリューム ワークロー
ドに関連した利用率についてのデータです。監視対象のボリュームがボ
リューム移動の対象であった場合、このチャートの利用率の値は移動先のア
グリゲートの値になります。

パフォーマンス データのグラフの仕組み
Unified Managerでは、指定した期間のボリュームのパフォーマンス統計やイベントがグラフ
やチャートで表示されます。
グラフにデータを表示する期間はカスタマイズが可能です。グラフの横軸は期間、縦軸はカ
ウンタを表し、各ポイントのデータが線でつながれて表示されます。縦軸は想定値または実
測値の最大値に合わせて動的に調整されます。

期間の選択
[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページでは、このページのすべてのグラフの期間を履
歴データ チャートで選択できます。[1日]、[5日]、[10日]、[30日]のボタンを使用して1～30
日（1カ月）の期間を指定できるほか、[カスタム]ボタンを使用して30日以内のカスタムの期
間を指定することもできます。グラフの各ポイントは5分間隔で収集されたパフォーマンス
データを表し、最大30日分のデータが履歴として保持されます。ネットワーク遅延やその他
の異常が発生している間のデータも含まれることに注意してください。
 

 

この例では、履歴データ チャートの期間が3月の初めから終わりまでの1カ月に設定されて
います。選択した期間に含まれない3月よりも前の履歴データはすべてグレー表示になって
います。

データ ポイントの情報の表示
グラフでデータ ポイントの情報を確認するには、グラフ内で特定のポイントにカーソルを
合わせます。そのポイントの値と日付および時刻の情報がポップアップ ボックスに表示さ
れます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページで[IOPS]チャートにカーソルを合わ
せたものです。10月20日の午前3時50分から 午前3時55分までの 応答時間と処理数が表示さ
れています。
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パフォーマンス イベントの情報の表示
グラフでイベントの情報を確認するには、イベント アイコンにカーソルを合わせます。イ
ベントの概要情報がポップアップ ボックスに表示されます。また、イベント アイコンをク
リックすると詳細を確認することができます。
 

 

この例は、[パフォーマンス / ボリュームの詳細]ページで[レイテンシ]チャートのイベント
アイコンをクリックしたものです。ポップアップ ボックスにイベントの詳細が表示されて
います。[イベント]リストでも該当するイベントが強調表示されます。

関連資料

[イベントの詳細]ページ（110ページ）
[パフォーマンス / ボリュームの詳細] ページ（577ページ）
データ内訳チャートに表示されるパフォーマンス統計（577ページ）

ワークロードのパフォーマンスの分析 | 581



レポートの管理
Active IQ Unified Managerでは、Unified Managerユーザ インターフェイスから直接レポートを
作成および管理して、クラスタ内のストレージ オブジェクトの健全性、容量、パフォーマ
ンス、保護関係に関する情報を表示できます。この情報を確認することで、潜在的な問題を
発生前に特定できます。
レポートをダウンロードしたり、受信者のグループにレポートをEメールで送信するスケ
ジュールを設定したりすることができます。レポートはEメールの添付ファイルとして送信
されます。
Unified Managerでは、ユーザ インターフェイスからレポートを生成する以外にも、以下の方
法を使用して健全性とパフォーマンスのデータを抽出できます。

• Open Database Connectivity（ODBC）およびODBCのツールを使用してデータベースに直
接アクセスし、クラスタの情報を取得する。

• Unified Manager REST APIを使用して確認したい情報を取得する。

関連概念

カスタム レポートを作成するためのUnified Managerデータベースへのアクセス（590
ページ）
Unified Manager REST APIの使用（601ページ）

関連タスク

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）

ビューとレポートの関係の概要
ビューおよびインベントリ ページをダウンロードまたはスケジュール設定したものがレ
ポートです。
ビューとインベントリ ページはカスタマイズして保存し、再利用することができます。
Unified Managerで表示できるほぼすべての情報を、レポートとして保存、再利用、スケジュー
ル設定、共有できます。
[表示]ドロップダウンで削除アイコンのある項目は、自分または他のユーザが作成した既存
のカスタム ビューです。アイコンのない項目は、Unified Managerのデフォルト ビューです。
デフォルト ビューを変更または削除することはできません。
注：リストからカスタム ビューを削除すると、そのビューを使用するスケジュール済みレ
ポートもすべて削除されます。カスタム ビューを変更した場合、そのビューを使用する
レポートに変更が反映されるのは、レポート スケジュールに従って次回レポートが生成
されてEメールで送信されるときです。
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削除アイコンが表示され、ビューやスケジュール済みレポートを変更したり削除したりでき
るのは、管理者ロールまたはストレージ管理者ロールのユーザだけです。

レポートの種類
以下は、レポートとしてカスタマイズ、保存、ダウンロード、およびスケジュール設定が可
能なビューとインベントリ ページの一覧です。

Active IQ Unified Managerのレポート

タイプ ストレージまたはネットワーク オブジェク
ト

容量 クラスタ
アグリゲート
ボリューム
qtree

健全性 クラスタ
ノード
アグリゲート
SVM

ボリューム
NFSエクスポート

パフォーマンス クラスタ
ノード
アグリゲート
SVM

ボリューム
LUN

NVMeネームスペース
LIF

ポート
QoSポリシー グループ 従来のQoSポリシー グループ

アダプティブQoSポリシー グループ
NSLMパフォーマンスSLOポリシー
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タイプ ストレージまたはネットワーク オブジェク
ト

ボリュームの保護関係（［ボリューム］ペー
ジから）

すべての関係
過去1カ月の転送ステータス
過去1カ月の転送速度

レポート ワークフロー
以下は、レポートのワークフローに関するデシジョン ツリーです。

レポートのクイック スタート
サンプルのカスタム レポートを作成して、各ビューの内容とレポートのスケジュール設定
について学びます。このクイック スタートのレポートでは、アクセス頻度の低いコールド
データが相当量あり、クラウド階層への移動を検討するボリュームを特定します。[パ
フォーマンス / すべてのボリューム]ビューを開き、フィルタと列を使用してビューをカスタ
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マイズし、カスタム ビューをレポートとして保存し、レポートを週1回共有するようにスケ
ジュール設定します。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• FabricPoolアグリゲートを設定しておく必要があります。また、それらのアグリゲート上
にボリュームが必要です。

タスク概要

以下の手順に従って、次の操作を実行します。

• デフォルト ビューを開く

• データをフィルタおよびソートで列をカスタマイズする

• ビューを保存する

• カスタム ビューに対して生成されるようにレポートをスケジュール設定する

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム]を選択します。

3.  表示 / 非表示をクリックして、「ディスク タイプ」列がビューに表示されていることを
確認します。

列を追加または削除して、レポートに必要なフィールドを含むビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「クラウドの推奨事項」列の横にドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次の3つのフィルタを追加し、[フィルタを適用]をク
リックします。

• ディスク タイプにfabricpoolが含まれる

• クラウドに関する推奨事項に階層が含まれる

• コールド データが10GBを超える
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6. [コールド データ]列の上部をクリックして結果をソートし、コールド データの量が最も
多いボリュームがビューの先頭に表示されるようにします。

7. ビューをカスタマイズすると、ビュー名が「保存されていないビュー」になります。
ビューの内容を表す名前に変更します（例：「Vols change tiering policy」）。チェック マー
クをクリックするか、Enterキーを押してビューを新しい名前で保存します。

8. レポートをCSVファイルまたはPDFファイルとしてダウンロードし、スケジュール設定
または共有する前に内容を確認します。
Microsoft Excel（CSV）やAdobe Acrobat（PDF）などのインストールされているアプリ
ケーションでファイルを開くか、またはファイルを保存します。

9. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。オブ
ジェクト（ここではボリューム）に関連するすべてのスケジュール済みレポートがリス
トに表示されます。

10. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

11. レポートの名前を入力し、その他のレポート フィールドに情報を入力して、行の末尾に
あるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。
CSV形式のサンプル レポートを次に示します。
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PDF形式のサンプル レポートを次に示します。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、
特定のボリュームの階層化ポリシーを「自動」または「すべて」に変更し、より多くのコー
ルド データをクラウド階層にオフロードできます。

スケジュール済みレポートの検索
スケジュール済みレポートは、名前、ビュー名、オブジェクト タイプ、または受信者で検
索できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[スケジュール済みレポート]をクリックします。

2. [スケジュール済みレポートの検索]テキスト フィールドを使用します。

レポートを検索する条件 操作

スケジュール名 レポート スケジュール名の一部を入力します。

ビュー名 レポート ビュー名の一部を入力します。デフォルト ビューとカス
タム ビューがビュー リストに表示されます。

受信者 Eメール アドレスの一部を入力します。

ファイル タイプ 「PDF」または「CSV」と入力します。

3. 列見出しをクリックすると、レポートをその列（スケジュール名や形式など）の昇順ま
たは降順でソートできます。

レポートのダウンロード
レポートをダウンロードして、データをカンマ区切り値（CSV）ファイルまたはPDFファイ
ルとしてローカル ドライブまたはネットワーク ドライブに保存できます。CSVファイルは
Microsoft Excelなどのスプレッドシート アプリケーションで、PDFファイルはAdobe Acrobat
などのリーダーで開くことができます。

手順

1. をクリックして、次のいずれかの方法でレポートをダウンロードします。
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選択 目的

CSV レポートをCSVファイルとしてローカル ドライブまたはネット
ワーク ドライブに保存します。

PDF レポートをPDFファイルとしてローカル ドライブまたはネット
ワーク ドライブに保存します。

レポートのスケジュール設定
スケジュールを設定してレポートとして定期的に生成および配布するビューを決定したら、
レポートのスケジュールを設定できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• レポート作成エンジンがリスト内の受信者にUnified ManagerサーバからEメールの添付
ファイルとしてレポートを送信できるように、[セットアップ/通知]ページでSMTPサーバ
を設定しておく必要があります。

• 生成されたEメールによる添付ファイルの送信を許可するよう、Eメール サーバを設定す
る必要があります。

タスク概要

次の手順を実行して、ビューに対して生成するレポートをテストし、スケジュール設定しま
す。使用するビューを選択またはカスタマイズします。この手順ではLIFのパフォーマンス
を表示するネットワーク ビューを使用しますが、任意のビューを使用できます。

手順

1. ビューを開きます。この例では、LIFのパフォーマンスを表示するデフォルトのネット
ワーク ビューを使用します。左側のナビゲーション ペインで、[ネットワーク] > [LIF]を
クリックします。

2. 必要に応じてビューをカスタマイズします。

3. ビューをカスタマイズしたら、[ビュー]フィールドに一意の名前を入力し、チェック マー
クをクリックして保存できます。

4. レポートをCSVファイルまたはPDFファイルとしてダウンロードし、スケジュール設定
または共有する前に内容を確認します。
Microsoft Excel（CSV）やAdobe Acrobat（PDF）などのインストールされているアプリ
ケーションでファイルを開きます。

5. レポートに問題がなければ、 [スケジュール済みレポート]をクリックします。

6. [スケジュール済みレポート]ページで、[スケジュールの追加]をクリックします。

7. デフォルト名（ビュー名と頻度を組み合わせたもの）をそのまま使用するか、[スケジュー
ル名]をカスタマイズします。

8. スケジュール済みレポートをテストするには、自分だけを受信者として追加します。問
題がなければ、すべてのレポート受信者のEメール アドレスを追加します。
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9. 頻度（[毎日]または[毎週]）を指定し、[毎週]を指定した場合は曜日を指定します。レポー
トを生成して受信者に配布する時刻も指定します。

10. 形式（[PDF]または[CSV]）を選択します。

11. チェック マークをクリックしてレポート スケジュールを保存します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

レポート スケジュールの管理
[スケジュール済みレポート]ページからレポート スケジュールを管理できます。既存のス
ケジュールは、表示、変更、または削除することができます。

開始する前に

注：[スケジュール済みレポート]ページから新しいレポートをスケジュール設定すること
はできません。スケジュール済みレポートは、オブジェクト インベントリ ページからの
み追加できます。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[スケジュール済みレポート]をクリックします。

2. [スケジュール済みレポート]で、次の操作を実行します。

状況 操作

既存のスケジュールを表示
する

スクロール バーとページ コントロールを使用して、既存のレポー
トのリストをスクロールします。

既存のスケジュールを編集
する

a. 目的のスケジュールの詳細アイコン（ ）をクリックします。

b. [編集]をクリックします。

c. 必要な変更を行います。

d. チェック マークをクリックして変更を保存します。

既存のスケジュールを削除
する

a. 目的のスケジュールの詳細アイコン（ ）をクリックします。

b. [削除]をクリックします。

c. 操作を確定します。
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カスタム レポートを作成するためのUnified Managerデータ
ベースへのアクセス

Unified Managerでは、監視対象のクラスタからのデータをMySQLデータベースを使用して格
納します。データはMySQLデータベースのさまざまなスキーマに永続化されます。
次のデータベースからすべてのテーブルのデータを使用できます。

データベース 説明
netapp_model_view ONTAPコントローラのオブジェクトに関するデータ。
netapp_performance クラスタ固有のパフォーマンス カウンタ。
ocum Unified Managerのアプリケーション データ、およびUIで一部の

派生フィールドのフィルタ、ソート、計算に使用される情報。
ocum_report インベントリの構成と容量関連の情報のデータ。
ocum_report_birt 上記と同じデータ。このデータベースは組み込みのBIRTレポー

トで使用されます。
opm パフォーマンスの設定としきい値の情報。
scalemonitor Unified Managerのアプリケーションの健全性とパフォーマンス

の問題に関するデータ。

レポート スキーマ ロールを持つデータベース ユーザは、これらのテーブル内のデータにア
クセスしてレポートを作成できます。このユーザには、レポートおよびその他のデータベー
ス ビューにUnified Managerデータベースから直接アクセスするための読み取り専用アクセ
スが付与されます。ユーザ データやクラスタのクレデンシャル情報を含むテーブルにアク
セスするための権限は付与されないことに注意してください。
詳細については、Unified Managerのレポートに関するテクニカル レポート（TR-4565）を参
照してください。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

[スケジュール済みレポート]ページ
[スケジュール済みレポート]ページでは、作成したレポートと、レポートの生成スケジュー
ルに関する詳細情報を表示できます。特定のレポートの検索、レポート スケジュールの設
定変更、およびレポート スケジュールの削除を実行できます。
[スケジュール済みレポート]ページには、システムで作成されたレポートのリストが表示さ
れます。
スケジュール名

スケジュール済みレポートの名前。この名前には当初ビュー名と頻度が含まれて
いますが、 レポートの内容を表す名前に変更できます。

ビュー
レポートの作成に使用されたビュー。

590 |

http://www.netapp.com/us/media/tr-4565.pdf


受信者
生成されたレポートを受け取るユーザのEメール アドレス。各Eメール アドレス
をカンマで区切る必要があります。

頻度
レポートを生成して受信者に送信する頻度。

フォーマット
レポートをPDFファイルとCSV形式のどちらで生成するかを指定します。

操作
レポート スケジュールを編集または削除するためのオプション。

関連概念

カスタム レポートを作成するためのUnified Managerデータベースへのアクセス（590ペー
ジ）
Unified Manager REST APIの使用（601ページ）

関連タスク

レポートを作成するためのCSVファイルおよびPDFファイルへのデータのエクスポート
（30ページ）
レポートのスケジュール設定（588ページ）
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バックアップとリストア処理の設定
Unified Managerのバックアップを作成し、システム障害やデータ損失が発生したときに、リ
ストア機能を使用して同じシステム（ローカル）または別のシステム（リモート）にバック
アップをリストアすることができます。

データベース バックアップとは
バックアップとは、システム障害やデータ損失が発生した場合に利用できるUnified Manager
データベースと構成ファイルのコピーです。バックアップはローカルにもリモートにも保
存できますが、 Unified Managerホスト システムとは別のリモートの場所を定義することを
推奨します。
バックアップは、バックアップ ディレクトリ内の1つのファイルとデータベース リポジトリ
ディレクトリ内の1つ以上のファイルで構成されます。バックアップ ディレクトリ内の
ファイルは非常に小さく、バックアップを再作成するために必要なデータベース リポジト
リ ディレクトリ内のファイルへのポインタのみが含まれます。
バックアップの初回生成時は、1つのファイルがバックアップ ディレクトリに作成され、フ
ル バックアップ ファイルがデータベース リポジトリ ディレクトリに作成されます。それ
以降のバックアップの生成時は、1つのファイルがバックアップ ディレクトリに作成され、
フル バックアップ ファイルとの差分を含む増分バックアップ ファイルがデータベース リ
ポジトリ ディレクトリに作成されます。追加のバックアップを作成すると、次の図に示す
ように、最大保持設定までこのプロセスが繰り返されます。

重要：これらの2つのディレクトリ内のバックアップ ファイルは、名前を変更したり削除
したりしないでください。それらの処理を行うと、以降のリストア処理が失敗します。

バックアップ ファイルをローカル システムに保存する場合は、完全なリストアを必要とす
るシステムの問題が発生したときに使用できるように、それらのバックアップ ファイルを
リモートにコピーする処理が必要になります。
バックアップ処理を開始する前に、Unified Managerで整合性チェックが実行され、必要なす
べてのバックアップ ファイルとバックアップ ディレクトリが存在し、書き込み可能である
ことが確認されます。また、バックアップ ファイルを作成するための十分なスペースがシ
ステムにあるかどうかが確認されます。
バックアップは同じバージョンのUnified Managerにしかリストアできないことに注意して
ください。たとえば、Unified Manager 9.4で作成したバックアップは、Unified Manager 9.4の
システムにのみリストアできます。

関連資料

[管理/データベース バックアップ]ページ（598ページ）
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データベース バックアップの設定
Unified Managerのデータベース バックアップ設定で、データベースのバックアップ パス、
保持数、およびバックアップ スケジュールを設定できます。日単位または週単位のスケ
ジュールされたバックアップを有効にすることができます。デフォルトでは、スケジュール
されたバックアップは無効になっています。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• バックアップ パスとして定義する場所に150GB以上の利用可能なスペースが必要です。
Unified Managerホスト システムとは別のリモートの場所を使用することを推奨します。

• Unified ManagerをLinuxシステムにインストールしている場合は、「jboss」ユーザにバッ
クアップ ディレクトリへの書き込み権限が割り当てられていることを確認してくださ
い。

• 新しいクラスタの追加後にUnified Managerで15日分の履歴パフォーマンス データを収集
している間は、バックアップ処理を実行しないようにスケジュールしてください。

タスク概要

初回のバックアップではフル バックアップが実行されるため、2回目以降のバックアップよ
りも時間がかかります。フル バックアップは1GBを超えることもあり、3～4時間かかる場合
があります。2回目以降は増分バックアップとなるため、所要時間は短くなります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[管理] > [データベース バックアップ]をクリックします。

2. [管理/データベース バックアップ]ページで、[操作] > [データベース バックアップ設定]
をクリックします。

3. バックアップ パスと保持数の値を設定します。
保持数のデフォルト値は10です。バックアップを無制限に作成する場合は0に設定しま
す。

4. [スケジュール頻度]セクションで、[有効化]チェックボックスをオンにし、日単位または
週単位のいずれかのスケジュールを指定します。
毎日
このオプションを選択する場合は、バックアップを作成する時刻を24時間形式で
入力する必要があります。たとえば、18:30と指定すると、毎日午後6:30にバック
アップが作成されます。
毎週
このオプションを選択する場合は、バックアップを作成する時刻と曜日を指定す
る必要があります。たとえば、曜日を月曜日、時刻を16:30と指定すると、毎週月
曜日の午後4:30にバックアップが作成されます。

5. [保存して閉じる]をクリックします。

関連資料

[管理/データベース バックアップ]ページ（598ページ）
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データベース リストアとは
データベース リストアとは、Unified Managerの既存のバックアップ ファイルを同一または
異なるUnified Managerサーバにリストアする処理です。リストア処理はUnified Managerコン
ソールから実行します。
同じ（ローカル）システムでリストア処理を実行する場合、バックアップ ファイルがすべ
てローカルに保存されていれば、デフォルトの場所を使用してリストア コマンドを実行で
きます。別のUnified Managerシステム（リモート システム）でリストア処理を実行する場合
は、リストア コマンドを実行する前に、バックアップ ファイルをセカンダリ ストレージか
らローカル ディスクにコピーする必要があります。
リストア処理の実行中はUnified Managerからログアウトされます。リストア処理が完了し
たら、システムにログインできます。
リストア機能は、バージョンおよびプラットフォームに固有の機能です。Unified Managerの
バックアップは、同じバージョンのUnified Managerにのみリストアできます。Unified
Managerでは、次のプラットフォームにおけるバックアップとリストアをサポートしていま
す。
• 仮想アプライアンスから仮想アプライアンス
• 仮想アプライアンスからRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOS

• Red Hat Enterprise LinuxからRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOS

• WindowsからWindows

バックアップ イメージを新しいサーバにリストアする場合は、リストア処理の完了後に、
新しいHTTPSセキュリティ証明書を生成し、Unified Managerサーバを再起動する必要があり
ます。また、新しいサーバへのバックアップ イメージのリストア時は、SAML認証の設定も
必要に応じて再設定する必要があります。
注：Unified Managerソフトウェアを新しいバージョンにアップグレードしたあとに、古い
バックアップ ファイルを使用してイメージをリストアすることはできません。古いバッ
クアップ ファイルは、スペースを節約するために、Unified Managerのアップグレード時に
最新のファイルを除いてすべて自動的に削除されます。

関連タスク

仮想マシンでのデータベース バックアップのリストア（595ページ）
Linuxシステムでのデータベース バックアップのリストア（596ページ）
Windowsでのデータベース バックアップのリストア（597ページ）
HTTPSセキュリティ証明書の生成（638ページ）
SAML認証の有効化（629ページ）

仮想アプライアンスのバックアップとリストアのプロセスの概
要

仮想アプライアンスにインストールされたUnified Managerのバックアップとリストアのモ
デルでは、仮想アプリケーション全体のイメージをキャプチャしてリストアします。
仮想アプライアンスでのUnified Managerのバックアップ処理では、バックアップ ファイルを
仮想アプライアンスから移動する手段がないため、次の手順で仮想アプライアンスのバック
アップを完了します。

1. VMの電源をオフにし、Unified Manager仮想アプライアンスのVMwareスナップショット
を作成します。
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2. データストアでNetApp Snapshotコピーを作成してVMwareスナップショットをキャプ
チャします。
ONTAPソフトウェアを実行しているシステム以外でデータストアをホストしている場合
は、ストレージ ベンダーのガイドラインに従ってVMwareスナップショットを作成しま
す。

3. NetApp Snapshotコピーまたはそれに相当するスナップショットを別のストレージにレプ
リケートします。

4. VMwareスナップショットを削除します。

問題が発生した場合にUnified Manager仮想アプライアンスが保護されるようにするには、同
じ手順に従ってバックアップ スケジュールを実装します。
VMをリストアする際は、作成したVMwareスナップショットを使用して、VMをバックアッ
プの作成時点の状態に戻すことができます。

仮想マシンでのデータベース バックアップのリストア
データ損失やデータ破損が発生した場合、リストア機能を使用してUnified Managerを以前の
安定した状態にリストアすることで損失を最小限に抑えることができます。Unified
Managerのメンテナンス コンソールを使用して、Unified Managerデータベースを仮想マシン
にリストアすることができます。

開始する前に

• メンテナンス ユーザのクレデンシャルが必要です。

• Unified Managerのバックアップ ファイルがローカル システムにある必要があります。

• バックアップ ファイルのタイプは.7zである必要があります。

タスク概要

バックアップの互換性は、プラットフォームおよびバージョンに依存します。仮想アプライ
アンスのバックアップは、別の仮想アプライアンスかRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOS
システムにリストアすることができます。
重要：バックアップ ファイルの作成元のシステムとは別の仮想アプライアンスでリストア
処理を実行するときは、新しいvAppで使用するメンテナンス ユーザの名前とパスワード
を元のvAppのクレデンシャルと同じにする必要があります。

手順

1. vSphere Clientで、Unified Manager仮想マシンを選択し、[Console]タブを選択します。

2. コンソール ウィンドウ内をクリックし、ユーザ名とパスワードを使用してメンテナンス
コンソールにログインします。

3. [Main Menu]で、[System Configuration]オプションの番号を入力します。

4. [System Configuration Menu]で、[Restore from a Unified Manager Backup]オプションの
番号を入力します。

5. プロンプトが表示されたら、バックアップ ファイルの絶対パスを入力します。
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例

Bundle to restore from: opt/netapp/data/ocum-backup/
UM_9.4.N151112.0947_backup_unix_02-25-2018-11-41.7z

リストア処理が完了したら、Unified Managerにログインできます。

次のタスク

バックアップをリストアしたあとにOnCommand Workflow Automationサーバが動作しなく
なった場合は、次の手順を実行します。

1. Workflow Automationサーバで、Unified ManagerサーバのIPアドレスを最新のマシンを参照
するように変更します。

2. 手順1で取得に失敗した場合は、Unified Managerサーバでデータベース パスワードをリ
セットします。

関連概念

データベース リストアとは（594ページ）

Linuxシステムでのデータベース バックアップのリストア
データ損失やデータ破損が発生した場合、Unified Managerを以前の安定した状態にリストア
することでデータ損失を最小限に抑えることができます。Unified Managerデータベースは、
ローカルとリモートのどちらのRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOSシステムにもリストア
できます。

開始する前に

• Unified Managerがサーバにインストールされている必要があります。

• Unified ManagerがインストールされているLinuxホストのrootユーザのクレデンシャルが
必要です。

• リストア処理を実行するシステムにUnified Managerのバックアップ ファイルとデータ
ベース リポジトリ ディレクトリの内容をコピーしておく必要があります。
バックアップ ファイルは、デフォルトのディレクトリである/data/ocum-backupにコ
ピーすることを推奨します。データベース リポジトリのファイルは、/ocum-backupディ
レクトリの/database-dumps-repoサブディレクトリにコピーする必要があります。

• バックアップ ファイルのタイプは.7zである必要があります。

タスク概要

リストア機能は、プラットフォームおよびバージョンに固有の機能です。Unified Managerの
バックアップは、同じバージョンのUnified Managerにのみリストアできます。Red Hat
Enterprise LinuxまたはCentOSシステムにリストアできるのは、Linuxのバックアップ ファイ
ルと仮想アプライアンスのバックアップ ファイルです。
ヒント：バックアップ フォルダの名前にスペースが含まれている場合は、絶対パスまたは
相対パスを二重引用符で囲む必要があります。
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手順

1. 新しいサーバへのリストアを実行する場合は、Unified Managerのインストールの完了後
に、UIを起動したり、クラスタ、ユーザ、または認証設定を設定したりしないでくださ
い。これらの情報は、リストア プロセスでバックアップ ファイルから取り込みます。

2. Unified Managerがインストールされているホストにrootユーザとしてログインします。

3. Unified ManagerがVCSセットアップ環境にインストールされている場合は、Veritas
Operations Managerを使用してUnified Managerのocieサービスとocieauサービスを停止し
ます。

4. コマンド プロンプトで、バックアップをリストアします。
um backup restore -f <backup_file_path>/<backup_file_name>

例
um backup restore -f /data/ocum-backup/
UM_9.4.N151113.1348_backup_rhel_02-20-2018-04-45.7z

次のタスク

リストア処理が完了したら、Unified Managerにログインできます。

関連概念

データベース リストアとは（594ページ）

Windowsでのデータベース バックアップのリストア
データ損失やデータ破損が発生した場合、リストア機能を使用してUnified Managerを以前の
安定した状態にリストアすることで損失を最小限に抑えることができます。Unified
Managerデータベースは、リストア コマンドを使用してローカルとリモートのどちらの
Windowsシステムにもリストアできます。

開始する前に

• Unified Managerがサーバにインストールされている必要があります。

• Windowsの管理者権限が必要です。

• リストア処理を実行するシステムにUnified Managerのバックアップ ファイルとデータ
ベース リポジトリ ディレクトリの内容をコピーしておく必要があります。
バックアップ ファイルは、デフォルトのディレクトリである\ProgramData\NetApp

\OnCommandAppData\ocum\backupにコピーすることを推奨します。データベース リポ
ジトリのファイルは、\backupディレクトリの\database_dumps_repoサブディレクトリ
にコピーする必要があります。

• バックアップ ファイルのタイプは.7zである必要があります。

タスク概要

リストア機能は、プラットフォームおよびバージョンに固有の機能です。Unified Managerの
バックアップは、同じバージョンのUnified Managerにのみリストアできます。また、Windows
のバックアップは、Windowsプラットフォームにのみリストアできます。
ヒント：フォルダ名にスペースが含まれている場合は、バックアップ ファイルの絶対パス
または相対パスを二重引用符で囲む必要があります。
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手順

1. 新しいサーバへのリストアを実行する場合は、Unified Managerのインストールの完了後
に、UIを起動したり、クラスタ、ユーザ、または認証設定を設定したりしないでくださ
い。これらの情報は、リストア プロセスでバックアップ ファイルから取り込みます。

2. Unified Managerコンソールに管理者としてログインします。
um cli login -u maint_username

3. コマンド プロンプトで、バックアップをリストアします。
um backup restore -f <backup_file_path>/<backup_file_name>

例
um backup restore -f \ProgramData\NetApp\OnCommandAppData\ocum\backup
\UM_9.4.N151118.2300_backup_windows_02-20-2018-02-51.7z

次のタスク

リストア処理が完了したら、Unified Managerにログインできます。

関連概念

データベース リストアとは（594ページ）

バックアップのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
Unified Managerのバックアップのページには、バックアップのリストが表示されます。この
ページで、それぞれのバックアップの名前、サイズ、および作成時間を確認することができ
ます。データベース バックアップ設定は[データベース バックアップ設定]ページで変更で
きます。

[管理/データベース バックアップ]ページ
[管理/データベース バックアップ]ページには、Unified Managerで作成されたバックアップの
リストが表示され、バックアップの名前、サイズ、作成時間、およびスケジュールに関する
情報を確認できます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

コマンド ボタン
操作

[データベース バックアップ設定]ダイアログ ボックスが表示されます。このダイ
アログ ボックスで、バックアップ パス、保持数、およびバックアップ スケジュー
ルを指定できます。

リスト ビュー
リスト ビューには、Unified Managerで作成されたバックアップに関する情報が表形式で表示
されます。列のフィルタを使用して、表示するデータをカスタマイズできます。
名前

選択したバックアップの名前が表示されます。
サイズ

選択したバックアップのサイズが表示されます。
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作成時間
選択したバックアップの作成日時が表示されます。

スケジュール
バックアップ処理のステータスが表示されます。スケジュールされたバックアッ
プかそれ以外かも示されます。

関連概念

データベース バックアップとは（592ページ）

関連タスク

データベース バックアップの設定（593ページ）

[データベース バックアップ設定]ダイアログ ボックス
[データベース バックアップ設定]ダイアログ ボックスでは、選択したバックアップ インス
タンスについて、バックアップ パスや保持数を指定したり、バックアップ スケジュールを
有効にしたりできます。
次のデータベース バックアップ設定を変更できます。
パス

バックアップ ファイルの格納先のパスを指定します。次の表に、バックアップ パ
スの形式とデフォルトの場所をオペレーティング システム別に示します。

ホスト オペレーティ
ング システム

バックアップ パスの形式

仮想アプライアンス /opt/netapp/data/ocum-backup

Red Hat Enterprise
LinuxまたはCentOS

/data/ocum-backup

Microsoft Windows C:\ProgramData\NetApp\OnCommandAppData\ocum

\backup\

保持数
Unified Managerでバックアップを保持する最大数を指定します。デフォルト値は
10です。

スケジュール頻度：有効
バックアップを実行するスケジュールを指定します。日次バックアップまたは週
次バックアップを選択できます。

毎日
日次バックアップを実行する時刻を指定します。

毎週
週次バックアップを実行する曜日と時刻を指定します。

コマンド ボタン
保存して閉じる

バックアップ ファイルを保存してダイアログ ボックスを閉じます。Unified
Managerでは、um_um_version_backup_os_timestamp.7zの形式でバックアップ
ファイルが保存されます。
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キャンセル
変更内容を保存せずに[データベース バックアップ設定]ダイアログ ボックスを閉
じます。
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Unified Manager REST APIの使用
REST APIを使用すると、Unified Managerで収集された健全性、容量、パフォーマンスの情報
を確認することができ、クラスタの管理に便利です。

Swagger API WebページからREST APIへのアクセス
REST APIはSwagger Webページから利用できます。Unified Manager REST APIドキュメント
を表示する場合、およびAPIを手動で呼び出す場合は、Swagger Webページにアクセスしま
す。

開始する前に

• オペレータ、ストレージ管理者、または管理者のいずれかのロールが割り当てられてい
る必要があります。

• REST APIを実行するUnified ManagerサーバのIPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を確
認しておく必要があります。

タスク概要

Swagger Webページで提供されているそれぞれのREST APIの例を参照すると、情報の確認に
使用できるオブジェクトや属性を判断するのに役立ちます。

手順

1. Unified Manager REST APIにアクセスします。

オプション 説明

Unified Manager Web UI： メニュー バーから、[ヘルプ]ボタンをクリックして[API ドキュメ
ント]を選択します。

ブラウザ ウィンドウ： Unified ManagerサーバのIPアドレスまたはFQDNを使用して、REST
APIページにアクセスするためのURLをhttps://
<Server_IP_address_or_name>/docs/api/という形式で入
力します。例：https://10.10.10.10/docs/api/

APIリソース タイプ（カテゴリ）の一覧が表示されます。

2. APIリソース タイプをクリックすると、そのリソース タイプのAPIが表示されます。

使用可能なREST APIの一覧
Unified Managerで使用可能なREST APIを確認しておくことで、APIの使用について計画する
際に役立ちます。API呼び出しは、リソース タイプまたはカテゴリ別に分類されています。
使用可能なAPI呼び出しの一覧、および各呼び出しの詳細を確認するには、Swagger Webペー
ジを参照する必要があります。
管理API呼び出しは、次のカテゴリに分類されています。

• 管理サーバ
◦ イベント
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• ONTAP

◦ アグリゲート
◦ クラスタ
◦ インターフェイス
◦ LUN

◦ ネームスペース
◦ NFSエクスポート
◦ ノード
◦ ポート
◦ QoSポリシー グループ
◦ qtree

◦ SVM

◦ ボリューム

いずれかのカテゴリを選択すると、次のように、APIのサブカテゴリとバージョン付きのサ
ブカテゴリの一覧が表示されます。
• /ontap/aggregates

• /v1/ontap/aggregates

バージョン番号のないものが最新のバージョンのREST APIです。Unified Managerとの統合
では、常に最新のバージョンのAPIを使用してください。
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クラスタの管理
Unified Managerでクラスタの監視、追加、編集、削除を行うことにより、ONTAPクラスタを
管理できます。

クラスタ検出プロセスの仕組み
クラスタをUnified Managerに追加すると、サーバによってクラスタ オブジェクトが検出さ
れ、サーバのデータベースに追加されます。検出プロセスの仕組みを理解しておくと、使用
するクラスタとそのオブジェクトを管理する際に役立ちます。
クラスタ構成情報を収集する監視間隔は15分です。たとえば、クラスタを追加したあとに、
クラスタ オブジェクトがUnified ManagerのUIに表示されるまでに15分かかります。この時
間は、クラスタに変更を加えた場合も同様です。たとえば、クラスタ内のSVMに2つの新し
いボリュームを追加した場合、それらの新しいオブジェクトがUIに表示されるのは次回の
ポーリング間隔のあとであるため、最大で15分後になります。
次の図は検出プロセスを示しています。

新しいクラスタのオブジェクトがすべて検出されると、Unified Managerが過去15日間の履歴
パフォーマンス データの収集を開始します。これらの統計は、データの継続性収集機能を
使用して収集されます。この機能では、クラスタが追加された直後から2週間分のクラスタ
のパフォーマンス情報を入手できます。データの継続性収集サイクルが完了すると、リアル
タイムのクラスタ パフォーマンス データが収集されます（デフォルトでは5分間隔）。
注：15日分のパフォーマンス データを収集するとCPUに負荷がかかるため、新しいクラス
タを複数追加する場合は、データの継続性収集のポーリングが同時に多数のクラスタで実
行されないように、時間差をつけて追加するようにしてください。
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関連タスク

クラスタの追加（604ページ）

監視対象クラスタのリストの表示
[設定/クラスタ データ ソース]ページを使用すると、クラスタのインベントリを表示できま
す。クラスタに関する詳細（名前またはIPアドレス、通信ステータスなど）を参照できま
す。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

クラスタのリストは、収集状態の重大度レベル列でソートされます。列ヘッダーをクリック
すると、別の列でクラスタをソートできます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

関連資料

[設定/クラスタ データ ソース]ページ（608ページ）

クラスタの追加
Active IQ Unified Managerにクラスタを追加して監視することができます。たとえば、クラス
タの健全性、容量、パフォーマンス、構成などの情報を取得して、発生する可能性がある問
題を特定して解決したりできます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• クラスタのホスト名またはクラスタ管理IPアドレス（IPv4またはIPv6）が必要です。
ホスト名を使用する場合は、クラスタ管理LIFのクラスタ管理IPアドレスに解決される必
要があります。ノード管理LIFを使用すると処理に失敗します。

• クラスタにアクセスするためのユーザ名とパスワードが必要です。
このアカウントには、アプリケーション アクセスがontapi、ssh、およびhttpに設定された
adminロールが必要です。

• クラスタで設定するプロトコルのタイプ（HTTPまたはHTTPS）とクラスタへの接続に使
用するポート番号を確認しておく必要があります。

• Unified Managerサーバに十分なスペースが必要です。スペースの使用率がすでに90%を
超えている場合、サーバにクラスタを追加することはできません。

注：NAT / ファイアウォールの背後にあるクラスタは、Unified ManagerのNAT IPアドレス
を使用して追加できます。接続されたWorkflow AutomationやSnapProtectのシステムも
NAT / ファイアウォールの背後に配置する必要があり、SnapProtectのAPI呼び出しではNAT
IPアドレスを使用してクラスタを識別する必要があります。
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タスク概要

• MetroCluster構成では、各クラスタを個別に追加する必要があります。

• 1つのUnified Managerインスタンスでサポートできるノードの数には上限があります。
ノードの数がサポートされる最大数を超える環境を監視する必要がある場合は、Unified
Managerインスタンスを追加でインストールし、一部のクラスタをそのインスタンスで監
視する必要があります。

• クラスタに2つ目のクラスタ管理LIFを設定し、Unified Managerのそれぞれのインスタン
スを別のLIFを介して接続すれば、1つのクラスタをUnified Managerの2つのインスタンス
で監視できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

2. [設定/クラスタ データ ソース]ページで、[追加]をクリックします。

3. [クラスタの追加]ダイアログ ボックスで、必要に応じて値を指定し、[送信]をクリックし
ます。

4. HTTPSを選択した場合は、次の手順を実行します。

a. [ホストの承認]ダイアログ ボックスで、[証明書を表示する]をクリックしてクラスタ
に関する証明書情報を表示します。

b. [はい]をクリックします。
Unified Managerでは、クラスタが最初に追加されたときにのみ証明書がチェックされ
ます。Unified Managerでは、ONTAPに対するAPI呼び出しごとには証明書がチェック
されません。
証明書の期限が切れると、新しいクラスタを追加できなくなります。まずSSL証明書
を更新してから、クラスタを追加する必要があります。

タスクの結果

新しいクラスタのオブジェクトがすべて検出されると（約15分後）、Unified Managerが過去
15日間の履歴パフォーマンス データの収集を開始します。これらの統計は、データの継続
性収集機能を使用して収集されます。この機能では、クラスタが追加された直後から2週間
分のクラスタのパフォーマンス情報を入手できます。データの継続性収集サイクルが完了
すると、リアルタイムのクラスタ パフォーマンス データが収集されます（デフォルトでは
5分間隔）。
注：15日分のパフォーマンス データを収集するとCPUに負荷がかかるため、新しいクラス
タを複数追加する場合は、データの継続性収集のポーリングが同時に多数のクラスタで実
行されないように、時間差をつけて追加するようにしてください。また、データの継続性
収集期間にUnified Managerを再起動すると、収集が停止し、その間のデータがパフォーマ
ンス グラフに表示されません。

ヒント：エラー メッセージが表示されてクラスタを追加できない場合は、次の問題がない
かどうかを確認してください。

• 2つのシステムのクロックが同期されておらず、Unified ManagerのHTTPS証明書の開始
日がクラスタの日付よりもあとの日付になっている。この場合、NTPなどのサービス
を使用してクロックを同期する必要があります。

• クラスタのEMS通知の送信先が最大数に達しており、Unified Managerのアドレスを追
加できない。デフォルトでは、クラスタで定義できるEMS通知の送信先は20個までで
す。
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関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[設定/クラスタ データ ソース]ページ（608ページ）

クラスタの編集
[クラスタの編集]ダイアログ ボックスを使用して、ホスト名またはIPアドレス、ユーザ名、
パスワード、プロトコル、ポートなど、既存のクラスタの設定を変更することができます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

注意：クラスタのIPアドレスを既存の監視対象クラスタのIPアドレスに変更すると、設定
を変更したクラスタの検出時に既存のクラスタのデータがすべて失われます。エラー
メッセージは表示されないので注意してください。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

2. [設定/クラスタ データ ソース]ページで、編集するクラスタを選択し、[編集]をクリック
します。

3. [クラスタの編集]ダイアログ ボックスで、必要に応じて値を変更します。

4. [送信]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[設定/クラスタ データ ソース]ページ（608ページ）

クラスタの削除
[設定/クラスタ データ ソース]ページを使用してUnified Managerからクラスタを削除するこ
とができます。たとえば、クラスタの検出が失敗した場合やストレージ システムを運用停
止する場合に、クラスタを削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

このタスクでは、選択したクラスタをUnified Managerから削除します。削除したクラスタは
監視されなくなります。削除したクラスタに登録されていたUnified Managerのインスタン
スは、クラスタから登録解除されます。
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クラスタを削除すると、そのストレージ オブジェクト、履歴データ、ストレージ サービス、
関連するイベントもすべてUnified Managerから削除されます。この変更は、次回のデータ収
集サイクルのあとでインベントリ ページと詳細ページに反映されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、 [設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

2. [設定/クラスタ データ ソース]ページで、削除するクラスタを選択し、[削除]をクリック
します。

3. [データ ソースの削除]メッセージ ダイアログで、[削除]をクリックして削除要求を確定
します。

関連タスク

クラスタの追加（604ページ）
ユーザの追加（612ページ）

関連資料

[設定/クラスタ データ ソース]ページ（608ページ）

クラスタの再検出
[設定/クラスタ データ ソース]ページでクラスタを手動で再検出することで、クラスタの健
全性、監視ステータス、パフォーマンス ステータスに関する最新情報を得られます。

タスク概要

クラスタを更新し（スペースが不足しているためにアグリゲートのサイズを増やす場合な
ど）、その変更をUnified Managerで検出するには、クラスタを手動で再検出します。
Unified ManagerとOnCommand Workflow Automation（WFA）を連携させている場合は、WFA
でキャッシュされたデータの再取得がトリガーされます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定] > [クラスタ データ ソース]をクリックします。

2. [設定/クラスタ データ ソース]ページで、[再検出]をクリックします。
選択したクラスタがUnified Managerで再検出され、最新の健全性とパフォーマンス ス
テータスが表示されます。
注：クラスタの監視ステータスは、[ダッシュボード/クラスタ ビュー]ページの右側の
ペインで確認できます。

関連資料

[設定/クラスタ データ ソース]ページ（608ページ）

データ ソース管理のページの説明
クラスタの表示と管理（追加、編集、再検出、削除など）を1つのページで行うことができ
ます。

クラスタの管理 | 607



[設定/クラスタ データ ソース]ページ
[設定/クラスタ データ ソース]ページには、Unified Managerが現在監視しているクラスタに
関する情報が表示されます。このページでは、クラスタの追加、クラスタ設定の編集、クラ
スタの削除を行うことができます。
ページの下部にあるメッセージは、Unified Managerがクラスタからパフォーマンス データを
収集する頻度を示します。デフォルトの収集間隔は5分ですが、大規模なクラスタからの収
集が時間内に完了しない場合は、メンテナンス コンソールでこの間隔を変更できます。

コマンド ボタン
追加

[クラスタの追加]ダイアログ ボックスを開きます。ここでは、クラスタを追加で
きます。

編集
[クラスタの編集]ダイアログ ボックスを開きます。ここでは、選択したクラスタ
の設定を編集できます。

削除
選択したクラスタと関連するすべてのイベントおよびストレージ オブジェクトを
削除します。削除されたクラスタは監視対象から除外されます。
注意：クラスタ、そのストレージ オブジェクト、関連するすべてのイベントが
削除され、クラスタはUnified Managerの監視対象から除外されます。削除され
たクラスタに登録されているUnified Managerのインスタンスもクラスタから登
録解除されます。

再検出
クラスタを強制的に再検出して、収集された健全性データとパフォーマンス デー
タを更新できます。

[クラスタ]リスト
[クラスタ]リストには、検出されたすべてのクラスタのプロパティが表示されます。列ヘッ
ダーをクリックすると、その列でクラスタをソートできます。
ステータス

データ ソースの現在の検出ステータスが表示されます。「失敗」（ ）、「完了」

（ ）、「実行中」（ ）のいずれかです。
名前

クラスタ名が表示されます。
最初に追加されたクラスタの名前が表示されるまでに15分以上かかることがあり
ます。

メンテナンス モード
メンテナンスのためにクラスタを停止する期間（「メンテナンス時間」）を指定し
て、メンテナンス中に生成される大量のアラートをクラスタから受信しないよう
に設定できます。
メンテナンス モードがスケジュールされている場合は、このフィールドに「スケ
ジュール設定済み」と表示され、フィールドにカーソルを合わせるとスケジュー
ルされた時刻が表示されます。クラスタのメンテナンス中は、このフィールドに

「アクティブ」と表示されます。
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ホスト名または IP アドレス
クラスタへの接続に使用されるクラスタ管理LIFのホスト名、完全修飾ドメイン名

（FQDN）、短縮名、またはIPアドレスが表示されます。
プロトコル

クラスタに設定できるプロトコルのタイプが表示されます。表示される値は
「HTTP」または「HTTPS」（セキュアな接続の場合）です。
両方のプロトコルを使用してクラスタとの接続が確立される場合は、「HTTP」よ
りも「HTTPS」が優先されます。デフォルトは「HTTPS」です。

ポート
クラスタのポート番号が表示されます。
ポートを指定しない場合、選択したプロトコルのデフォルトのポート（HTTPは
80、HTTPSは443）が使用されます。

ユーザ名
クラスタへのログインに使用できるユーザ名が表示されます。

処理
クラスタ データ ソースでサポートされる現在の処理が表示されます。
データ ソースでサポートされる処理は次のとおりです。

• 検出
データ ソースを検出しているときの処理です。

• 健全性ポーリング
データ ソースが正常に検出され、データのサンプリングを開始したときの処理
です。

• 削除
データ ソース（クラスタ）が各ストレージ オブジェクト リストから削除され
たときの処理です。

処理の状態
現在の処理の状態が表示されます。「失敗」、「完了」、「実行中」のいずれかです。

処理の開始時間
処理の開始日時。

処理の終了時間
処理の終了日時。

説明
処理に関連するメッセージ。

関連タスク

クラスタの再検出（607ページ）
クラスタの削除（606ページ）
メンテナンス時間のスケジュールによるクラスタ イベント通知の無効化（62ページ）
クラスタの追加（604ページ）
クラスタの編集（606ページ）
クラスタの削除（606ページ）
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[クラスタの追加]ダイアログ ボックス
既存のクラスタを追加して、そのクラスタを監視し、健全性、容量、構成、パフォーマンス
に関する情報を取得できます。
次の値を指定してクラスタを追加できます。
ホスト名または IP アドレス

クラスタへの接続に使用するクラスタ管理LIFのホスト名（優先）またはIPアドレ
ス（IPv4またはIPv6）を指定できます。ホスト名を指定すると、Web UIでクラス
タの名前を照合できます。あるページ上のIPアドレスを別のページ上のホスト名
に関連付ける必要はありません。

ユーザ名
クラスタへのログインに使用するユーザ名を指定できます。

パスワード
指定したユーザ名に対応するパスワードを指定できます。

プロトコル
クラスタで設定可能なプロトコルのタイプを指定できます。HTTPまたはHTTPS

（セキュアな接続）を有効にすることができます。クラスタとの接続は両方のプロ
トコルを使用して確立されますが、HTTPSがHTTPよりも優先されます。デフォル
トではHTTPSが有効になり、デフォルトのポートは443です。

ポート
クラスタへの接続に使用するポート番号を指定できます。ポートを指定しない場
合、選択したプロトコルのデフォルトのポート（HTTPは80、HTTPSは443）が使
用されます。

関連タスク

クラスタの追加（604ページ）

関連資料

[設定/クラスタ データ ソース]ページ（608ページ）

[クラスタの編集]ダイアログ ボックス
[クラスタの編集]ダイアログ ボックスでは、IPアドレス、ポート、プロトコルなど、既存の
クラスタの接続設定を変更できます。
次のフィールドを編集できます。
ホスト名または IP アドレス

クラスタへの接続に使用するクラスタ管理LIFのFQDN、短縮名、またはIPアドレ
ス（IPv4またはIPv6）を指定できます。

ユーザ名
クラスタへのログインに使用するユーザ名を指定できます。

パスワード
指定したユーザ名に対応するパスワードを指定できます。

プロトコル
クラスタで設定可能なプロトコルのタイプを指定できます。HTTPまたはHTTPS

（セキュアな接続）を有効にすることができます。クラスタとの接続は両方のプロ
トコルを使用して確立されますが、HTTPSがHTTPよりも優先されます。デフォル
トではHTTPSが有効になり、デフォルトのポートは443です。
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ポート
クラスタへの接続に使用するポート番号を指定できます。ポートを指定しない場
合、選択したプロトコルのデフォルトのポート（HTTPは80、HTTPSは443）が使
用されます。

関連タスク

クラスタの編集（606ページ）
クラスタの追加（604ページ）
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ユーザ アクセスの管理
選択したクラスタ オブジェクトへのユーザ アクセスを制御するために、ロールを作成し、
機能を割り当てることができます。クラスタ内の選択したオブジェクトにアクセスするた
めに必要な権限を持つユーザを特定できます。このようなユーザにのみ、クラスタ オブ
ジェクトを管理するためのアクセス権が与えられます。

ユーザの追加
[管理/ユーザ]ページを使用して、ローカル ユーザまたはデータベース ユーザを追加できま
す。また、認証サーバに属するリモート ユーザやリモート グループを追加することもでき
ます。追加したユーザにロールを割り当てることで、ユーザはロールの権限に基づいて
Unified Managerでストレージ オブジェクトやデータを管理したり、データベースのデータを
参照したりすることができます。

開始する前に

• 管理者のロールが必要です。

• リモート ユーザまたはリモート グループを追加する場合は、リモート認証を有効にし、
認証サーバを設定しておく必要があります。

• SAML認証を設定して、グラフィカル インターフェイスにアクセスするユーザをアイデ
ンティティ プロバイダ（IdP）で認証する場合は、対象のユーザが「リモート」ユーザと
して定義されていることを確認します。
SAML認証が有効な場合、「ローカル」または「メンテナンス」のタイプのユーザにはUI
へのアクセスが許可されません。

タスク概要

Windows Active Directoryのグループを追加した場合、そのグループの直接のメンバーに加
え、ネストされたサブグループも（無効になっていなければ）すべてUnified Managerで認証
されます。OpenLDAPまたはその他の認証サービスからグループを追加した場合は、そのグ
ループの直接のメンバーだけがUnified Managerで認証されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[ユーザ]をクリックします。

2. [管理/ユーザ]ページで、[追加]をクリックします。

3. [ユーザの追加]ダイアログ ボックスで、追加するユーザのタイプを選択し、必要な情報
を入力します。
ユーザに固有なEメール アドレスを指定する必要があります。複数のユーザで共有して
いるEメール アドレスは指定しないでください。

4. [追加]をクリックします。

関連タスク

リモート認証の有効化（623ページ）
認証サービスのセットアップ（625ページ）
認証サーバの追加（626ページ）
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SAML認証の有効化（629ページ）

関連資料

Unified Managerのユーザ ロールと機能（618ページ）
ユーザ タイプの定義（616ページ）
ユーザ ロールの定義（617ページ）

ユーザの設定の編集
ユーザごとに指定されたEメール アドレスやロールなどの設定を編集することができます。
たとえば、ストレージ オペレータのユーザのロールを変更して、そのユーザにストレージ
管理者の権限を割り当てることができます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

ユーザに割り当てられているロールを変更した場合、次のいずれかの時点で変更内容が反映
されます。

• ユーザがUnified Managerからログアウトして再度ログインしたとき

• セッションの開始から24時間が経過してタイムアウトしたとき

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[ユーザ]をクリックします。

2. [管理/ユーザ]ページで、設定を編集するユーザを選択し、[編集]をクリックします。

3. [ユーザの編集]ダイアログ ボックスで、ユーザに対して指定されている該当する設定を
編集します。

4. [保存]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

リモート ユーザまたはリモート グループのテスト
認証サーバに指定された認証設定を使用してリモート ユーザまたはリモート グループが
Unified Managerサーバにアクセスできることを検証できます。

開始する前に

• リモート ユーザまたはリモート グループをUnified Managerサーバで検証できるように、
リモート認証を有効にし、認証を設定しておく必要があります。

• 管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[ユーザ]をクリックします。
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2. [管理/ユーザ]ページで、検証するリモート ユーザまたはリモート グループを選択し、[テ
スト]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
リモート認証の有効化（623ページ）
認証サービスのセットアップ（625ページ）
認証サーバの設定のテスト（627ページ）

ユーザの表示
[管理/ユーザ]ページでは、Unified Managerを使用してストレージ オブジェクトとデータを管
理するユーザのリストを表示できます。ユーザに関する詳細（ユーザ名、ユーザのタイプ、
Eメール アドレス、ユーザに割り当てられているロールなど）を参照できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[ユーザ]をクリックします。
ユーザのリストが[管理/ユーザ]ページに表示されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

ユーザまたはグループの削除
管理サーバ データベースから1人または複数のユーザを削除して、それらのユーザがUnified
Managerにアクセスできないようにすることができます。また、グループを削除すると、そ
のグループのすべてのユーザによる管理サーバへのアクセスを禁止できます。

開始する前に

• リモート グループを削除するときは、リモート グループのユーザに割り当てられている
イベントを再割り当てしておく必要があります。
ローカル ユーザまたはリモート ユーザを削除する場合は、それらのユーザに割り当てら
れていたイベントの割り当てが自動的に解除されます。

• 管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[管理]メニューで[ユーザ]をクリックします。

2. [管理/ユーザ]ページで、削除するユーザまたはグループを選択し、[削除]をクリックしま
す。

3. [はい]をクリックして削除を確定します。
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関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
特定のユーザへのイベントの割り当て（60ページ）

ローカル ユーザのパスワードの変更
潜在的なセキュリティ リスクを回避するために、ローカル ユーザのログイン パスワードを
変更することができます。

開始する前に

ローカル ユーザとしてログインする必要があります。

タスク概要

リモート ユーザとメンテナンス ユーザのパスワードについては、この手順では変更できま
せん。リモート ユーザのパスワードを変更するには、パスワードの管理者に連絡してくだ
さい。メンテナンス ユーザのパスワードを変更するには、「Active IQ Unified Managerワーク
フロー ガイド - クラスタ健全性管理」の「メンテナンス コンソールの使用」の章を参照し
てください。

手順

1. Unified Managerにログインします。

2. 上部のメニュー バーから、ユーザのアイコンをクリックして[パスワードの変更]をク
リックします。
[パスワードの変更オプションは、リモート ユーザには表示されません。

3. [パスワードの変更]ダイアログ ボックスで、現在のパスワードと新しいパスワードを入
力します。

4. [保存]をクリックします。

次のタスク

Unified Managerがハイアベイラビリティ構成の場合は、セットアップのもう一方のノードで
パスワードを変更する必要があります。パスワードは両方のインスタンスで同じにする必
要があります。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

メンテナンス ユーザの役割
Unified ManagerをRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOSシステムにインストールする場合、
インストール時にメンテナンス ユーザが作成されます。メンテナンス ユーザの名前は

「umadmin」です。メンテナンス ユーザは、Web UIで管理者ロールが割り当てられ、他のユー
ザを作成してロールを割り当てることができます。
メンテナンス ユーザまたはumadminユーザは、Unified Managerのメンテナンス コンソールに
もアクセスできます。
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関連資料

ユーザ タイプの定義（616ページ）
ユーザ ロールの定義（617ページ）
Unified Managerのユーザ ロールと機能（618ページ）

RBACとは
Role-Based Access Control（RBAC;ロールベース アクセス制御）を使用すると、Active IQ
Unified Managerサーバのさまざまな機能およびリソースにアクセスするユーザを制御でき
ます。

ロールベース アクセス制御の機能
管理者は、ロールベース アクセス制御（RBAC）を使用してロールを定義することにより、
ユーザのグループを管理できます。特定の機能のアクセスを選択した管理者に制限する必
要がある場合は、その管理者用の管理者アカウントを設定してください。その管理者が表示
できる情報と、実行できる処理を制限する場合は、作成した管理者アカウントにロールを適
用する必要があります。
管理サーバでは、ユーザ ログインとロールの権限に対してRBACを使用します。管理サーバ
で管理ユーザ アクセスのデフォルト設定を変更していない場合は、ログインして設定を表
示する必要はありません。
特定の権限を必要とする処理を開始すると、管理サーバによってログインを求められます。
たとえば、管理者アカウントを作成するには、管理者アカウントのアクセス権でログインす
る必要があります。

ユーザ タイプの定義
ユーザは、アカウントの種類に基づいて、リモート ユーザ、リモート グループ、ローカル
ユーザ、データベース ユーザ、およびメンテナンス ユーザの各タイプに分類されます。そ
れぞれのタイプには、管理者ロールを持つユーザによって独自のロールが割り当てられま
す。
Unified Managerには次のユーザ タイプがあります。
メンテナンス ユーザ

Unified Managerの初期設定時に作成されます。メンテナンス ユーザは、他のユー
ザを作成してロールを割り当てます。メンテナンス コンソールにアクセスできる
唯一のユーザでもあります。Unified ManagerをRed Hat Enterprise Linuxまたは
CentOSシステムにインストールしている場合、メンテナンス ユーザのユーザ名は

「umadmin」です。
ローカル ユーザ

Unified Manager UIにアクセスし、メンテナンス ユーザまたは管理者ロールを持つ
ユーザから割り当てられたロールに基づいて操作を実行します。

リモート グループ
認証サーバに保存されているクレデンシャルを使用してUnified Manager UIにアク
セスするユーザのグループです。このグループの名前は、認証サーバに保存され
ているグループの名前と同じにする必要があります。リモート グループのユーザ
は、各自のユーザ クレデンシャルを使用してUnified Manager UIにアクセスできま
す。リモート グループに割り当てられたロールに基づいて操作を実行できます。
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リモート ユーザ
認証サーバに保存されているクレデンシャルを使用してUnified Manager UIにアク
セスします。リモート ユーザは、メンテナンス ユーザまたは管理者ロールを持つ
ユーザから割り当てられたロールに基づいて操作を実行します。

データベース ユーザ
Unified Managerデータベースのデータへの読み取り専用アクセスが許可されま
す。Unified ManagerのWebインターフェイスやメンテナンス コンソールにはアク
セスできず、API呼び出しも実行できません。

関連概念

メンテナンス ユーザの役割（615ページ）

ユーザ ロールの定義
メンテナンス ユーザまたは管理者が、各ユーザにロールを割り当てます。ロールにはそれ
ぞれ特定の権限が含まれています。Unified Managerで実行できる操作の範囲は、割り当てら
れたロールとその権限で決まります。
Unified Managerには、事前定義された次のユーザ ロールが用意されています。
オペレータ

ストレージ システムの情報やUnified Managerで収集されたその他のデータ（履歴
や容量の使用状況など）を参照できます。このロールを割り当てられたストレー
ジ オペレータは、イベントについて、表示、割り当て、応答、解決、メモの追加
などの操作が可能です。

ストレージ管理者
Unified Managerでのストレージ管理処理を設定します。このロールを割り当てら
れたストレージ管理者は、しきい値の設定、およびアラートなどのストレージ管
理用のオプションやポリシーの作成が可能です。

管理者
ストレージ管理以外の設定を行います。ユーザ、セキュリティ証明書、データベー
ス アクセスのほか、認証、SMTP、ネットワーク、AutoSupportなどの管理オプショ
ンの設定が可能です。
注：Unified ManagerをLinuxシステムにインストールした場合は、管理者ロール
が割り当てられた最初のユーザに自動的に「umadmin」という名前が付けられま
す。

統合スキーマ
Unified ManagerとOnCommand Workflow Automation（WFA）の統合用にUnified
Managerのデータベース ビューにアクセスするための読み取り専用アクセスが許
可されます。

レポート スキーマ
レポートおよびその他のデータベース ビューにUnified Managerデータベースから
直接アクセスするための読み取り専用アクセスが許可されます。表示できるデー
タベースは次のとおりです。
• netapp_model_view

• netapp_performance

• ocum

• ocum_report

• ocum_report_birt

• opm
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• scalemonitor

関連概念

メンテナンス ユーザの役割（615ページ）

Unified Managerのユーザ ロールと機能
Unified Managerで実行できる操作は、割り当てられているユーザ ロールに基づいて決まりま
す。
次の表に、各ユーザ ロールで実行できる機能を示します。

機能 オペレー
タ

ストレー
ジ管理者

管理者 統合スキーマ レポート ス
キーマ

ストレージ シス
テムの情報の表
示

• • • • •

その他のデータ
（履歴や容量の使
用状況）の表示

• • • • •

イベントの表示、
割り当て、解決

• • •

ストレージ サー
ビス オブジェク
ト（SVMの関連付
けやリソース
プールなど）の表
示

• • •

しきい値ポリ
シーの表示

• • •

ストレージ サー
ビス オブジェク
ト（SVMの関連付
けやリソース
プールなど）の管
理

• •

アラートの定義 • •

ストレージ管理
オプションの管
理

• •

ストレージ管理
ポリシーの管理

• •

ユーザの管理 •

管理オプション
の管理

•

しきい値ポリ
シーの定義

•
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機能 オペレー
タ

ストレー
ジ管理者

管理者 統合スキーマ レポート ス
キーマ

データベース ア
クセスの管理

•

WFAとの統合の
管理とデータ
ベース ビューへ
のアクセス

•

データベース
ビューへの読み
取り専用アクセ
スの提供

•

レポートのスケ
ジュール設定と
保存

• •

関連概念

メンテナンス ユーザの役割（615ページ）

ユーザ アクセスのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
RBACの設定に基づいて、[管理/ユーザ]ページでユーザを追加し、それらのユーザにクラス
タへのアクセスや監視を許可する適切なロールを割り当てることができます。

[管理/ユーザ]ページ
[管理/ユーザ]ページには、ユーザとグループのリストが、名前、ユーザのタイプ、Eメール
アドレスなどの情報とともに表示されます。このページでは、ユーザの追加、編集、削除、
テストなどのタスクを実行することもできます。

• コマンド ボタン（619ページ）

• リスト ビュー（620ページ）

コマンド ボタン
選択したユーザについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
追加

[ユーザの追加]ダイアログ ボックスが開き、ローカル ユーザ、リモート ユーザ、
リモート グループ、またはデータベース ユーザを追加できます。
リモートのユーザまたはグループは、認証サーバが有効かつ設定済みである場合
にのみ追加できます。

編集
[ユーザの編集]ダイアログ ボックスが開き、選択したユーザの設定を編集できま
す。

削除
選択したユーザを管理サーバ データベースから削除します。
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テスト
リモートのユーザまたはグループが認証サーバに存在するかどうかを確認できま
す。
このタスクは、認証サーバが有効かつ設定済みである場合にのみ実行できます。

リスト ビュー
リスト ビューには、作成されているユーザの情報が表形式で表示されます。列のフィルタ
を使用して、表示するデータをカスタマイズできます。
名前

ユーザまたはグループの名前が表示されます。
タイプ

ユーザのタイプが表示されます（Local User、Remote User、Remote Group、Database
User、またはMaintenance User）。

E メール
ユーザのEメール アドレスが表示されます。

ロール
ユーザに割り当てられているロールのタイプが表示されます（オペレータ、スト
レージ管理者、管理者、統合スキーマ、またはレポート スキーマ）。

関連タスク

ユーザの表示（614ページ）
ユーザの追加（612ページ）
ユーザの設定の編集（613ページ）
リモート ユーザまたはリモート グループのテスト（613ページ）
ユーザまたはグループの削除（614ページ）

[ユーザの追加]ダイアログ ボックス
ローカル ユーザまたはデータベース ユーザを作成するか、リモート ユーザまたはリモート
グループを追加し、それらのユーザがストレージ オブジェクトやデータをUnified Managerで
管理できるようにロールを割り当てることができます。
ユーザを追加するには、次のフィールドを設定します。
タイプ

作成するユーザのタイプを指定できます。
名前

ユーザがUnified Managerへのログインに使用するユーザ名を指定できます。
パスワード

指定したユーザ名に対応するパスワードを指定できます。このフィールドは、
ローカル ユーザまたはデータベース ユーザを追加する場合にのみ表示されます。

パスワードの再入力
[パスワード]フィールドに入力したパスワードを確認のためにもう一度入力しま
す。このフィールドは、ローカル ユーザまたはデータベース ユーザを追加する場
合にのみ表示されます。

E メール
ユーザのEメール アドレスを指定できます。ユーザ名ごとに一意のEメール アド
レスを指定する必要があります。このフィールドは、リモート ユーザまたはロー
カル ユーザを追加する場合にのみ表示されます。
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ロール
ユーザに割り当てるロールを指定できます。これにより、ユーザが実行できる操
作の範囲が決まります。ロールは、「管理者」、「ストレージ管理者」、「オペレー
タ」、「統合スキーマ」、または「レポート スキーマ」のいずれかになります。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
追加

ユーザを追加して[ユーザの追加]ダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容をキャンセルして[ユーザの追加]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

[ユーザの編集]ダイアログ ボックス
[ユーザの編集]ダイアログ ボックスでは、選択したユーザに応じて、一部の設定を変更でき
ます。

詳細
[詳細]領域では、選択したユーザに関する次の情報を編集できます。
タイプ

このフィールドは編集できません。
名前

このフィールドは編集できません。
パスワード

データベース ユーザを選択した場合、パスワードを編集できます。
パスワードの再入力

データベース ユーザを選択した場合、確認のパスワードを編集できます。
E メール

選択したユーザのEメール アドレスを編集できます。このフィールドは、ローカ
ル ユーザ、LDAPユーザ、またはメンテナンス ユーザを選択した場合のみ編集可
能です。

ロール
ユーザに割り当てられているロールを編集できます。このフィールドは、ローカ
ル ユーザ、リモート ユーザ、またはリモート グループを選択した場合のみ編集可
能です。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
保存

変更内容を保存して[ユーザの編集]ダイアログ ボックスを閉じます。
キャンセル

変更内容をキャンセルして[ユーザの編集]ダイアログ ボックスを閉じます。
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関連タスク

ユーザの設定の編集（613ページ）
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認証の管理
Unified ManagerサーバでLDAPまたはActive Directoryのいずれかを使用した認証を有効にし
て、サーバと連携してリモート ユーザを認証するように設定することができます。
また、SAML認証を有効にして、Unified ManagerのWeb UIにログインするリモート ユーザを
セキュアなアイデンティティ プロバイダ（IdP）で認証するように設定することもできます。

リモート認証の有効化
Unified Managerサーバが認証サーバと通信できるように、リモート認証を有効にすることが
できます。認証サーバのユーザがUnified Managerのグラフィカル インターフェイスにアク
セスしてストレージ オブジェクトとデータを管理できるようになります。

開始する前に

管理者のロールが必要です。
重要：Unified Managerサーバは認証サーバに直接接続する必要があります。SSSD（System
Security Services Daemon）やNSLCD（Name Service LDAP Caching Daemon）などのローカ
ルのLDAPクライアントは無効にする必要があります。

タスク概要

リモート認証は、Open LDAPまたはActive Directoryのいずれかを使用して有効にすることが
できます。リモート認証が無効になっていると、リモート ユーザはUnified Managerにアクセ
スできません。
リモート認証は、LDAPとLDAPS（セキュアなLDAP）でサポートされます。Unified Manager
では、セキュアでない通信にはポート389、セキュアな通信にはポート636がデフォルトの
ポートとして使用されます。
注：ユーザの認証に使用する証明書は、X.509形式に準拠している必要があります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[リモート認証を有効化]を選択します。

3. [認証サービス]フィールドで、サービスの種類を選択し、認証サービスを設定します。

認証タイプ 入力する情報

Active Directory
• 認証サーバの管理者の名前（次のいずれかの形式を使用）

◦ domainname\username

◦ username@domainname

◦ バインド識別名 （適切なLDAP表記を使用）

• 管理者のパスワード

• ベース識別名（適切なLDAP表記を使用）
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認証タイプ 入力する情報

Open LDAP
• バインド識別名（適切なLDAP表記を使用）

• バインド パスワード

• ベース識別名

Active Directoryユーザの認証に時間がかかる場合やタイムアウトする場合は、認証サーバ
からの応答に時間がかかっている可能性があります。Unified Managerでネストされたグ
ループのサポートを無効にすると、認証時間が短縮される可能性があります。
認証サーバの設定で[セキュアな接続を使用]オプションを選択すると、Unified Managerと
認証サーバの間の通信にSecure Sockets Layer（SSL）プロトコルが使用されます。

4. オプション：認証サーバを追加し、認証をテストします。

5. [保存して閉じる]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
SAML認証の有効化（629ページ）

リモート認証でのネストされたグループの無効化
リモート認証を有効にしている場合、ネストされたグループの認証を無効にすることで、リ
モートからのUnified Managerへの認証を個々のユーザにのみ許可し、グループのメンバーは
認証されないようにすることができます。ネストされたグループを無効にすると、Active
Directory認証の応答時間を短縮できます。

開始する前に

• 管理者のロールが必要です。

• ネストされたグループの無効化は、Active Directoryを使用している場合にのみ該当しま
す。

タスク概要

Unified Managerでネストされたグループのサポートを無効にすると、認証時間が短縮される
可能性があります。ネストされたグループが無効になっているUnified Managerにリモート
グループを追加した場合、Unified Managerで認証されるためには個々のユーザがそのリモー
ト グループのメンバーである必要があります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[ネストされたグループの検索を無効にする]チェックボッ
クスをオンにします。

3. [保存]をクリックします。
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認証サービスのセットアップ
認証サービスを使用すると、Unified Managerへのアクセスを許可する前に、リモート ユーザ
またはリモート グループを認証サーバで認証できます。事前定義された認証サービス

（Active DirectoryやOpenLDAPなど）を使用するか、または独自の認証メカニズムを設定して
ユーザを認証できます。

開始する前に

• リモート認証を有効にしておく必要があります。

• 管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ]オプション ページで、[管理サーバ] > [認証]をクリックします。

3. 次のいずれかの認証サービスを選択します。

選択するサービス 操作

Active Directory
a. 管理者の名前とパスワードを入力します。

b. 認証サーバのベース識別名を指定します。
たとえば、認証サーバのドメイン名がou@domain.comである場
合のベース識別名は、cn=ou,dc=domain,dc=comです。

OpenLDAP
a. バインド識別名とバインド パスワードを入力します。

b. 認証サーバのベース識別名を指定します。
たとえば、認証サーバのドメイン名がou@domain.comである場
合のベース識別名は、cn=ou,dc=domain,dc=comです。

その他 a. バインド識別名とバインド パスワードを入力します。

b. 認証サーバのベース識別名を指定します。
たとえば、認証サーバのドメイン名がou@domain.comである場
合のベース識別名は、cn=ou,dc=domain,dc=comです。

c. 認証サーバでサポートされているLDAPプロトコルのバージョ
ンを指定します。

d. ユーザ名、グループ メンバーシップ、ユーザ グループ、およ
びメンバーの属性を入力します。

注：認証サービスを変更する場合は、既存の認証サーバを削除してから新しい認証サー
バを追加する必要があります。

4. [保存して閉じる]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
リモート認証の有効化（623ページ）
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認証サーバの追加
認証サーバを追加して管理サーバでリモート認証を有効にすると、その認証サーバのリモー
ト ユーザがUnified Managerにアクセスできるようになります。

開始する前に

• 次の情報が必要です。

◦ 認証サーバのホスト名またはIPアドレス

◦ 認証サーバのポート番号

• 認証サーバのリモート ユーザまたはリモート グループを管理サーバで認証できるよう
に、リモート認証を有効にし、認証サービスを設定しておく必要があります。

• 管理者のロールが必要です。

タスク概要

追加する認証サーバがハイアベイラビリティ（HA）ペアを構成している（同じデータベー
スを使用している）場合は、パートナーの認証サーバも追加できます。これにより、どちら
かの認証サーバが到達不能になったときに、管理サーバはパートナーと通信できます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[管理サーバ] > [認証]をクリックします。

3. [セキュアな接続を使用する]認証オプションを有効または無効にします。

状況 操作

有効にする a. [リモート認証を有効化]チェックボックスで、[セキュアな接続
を使用する]オプションをオンにします。

b. [認証サーバ]領域で、[追加]をクリックします。

c. [認証サーバの追加]ダイアログ ボックスで、認証サーバの名前
またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）を入力します。

d. [ホストの承認]ダイアログ ボックスで、[証明書を表示する]を
クリックします。

e. [証明書を表示する]ダイアログ ボックスで、証明書の情報を確
認し、[閉じる]をクリックします。

f. [ホストの承認]ダイアログ ボックスで、[はい]をクリックしま
す。

注：[セキュアな接続を使用する]認証オプションを有効にする
と、Unified Managerは認証サーバと通信して証明書を表示しま
す。Unified Managerでは、セキュアな通信にはポート636、セキュ
アでない通信にはポート389がデフォルトのポートとして使用
されます。
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状況 操作

無効にする a. [リモート認証を有効化]チェックボックスで、[セキュアな接続
を使用する]オプションをオフにします。

b. [認証サーバ]領域で、[追加]をクリックします。

c. [認証サーバの追加]ダイアログ ボックスで、サーバのホスト名
またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）を指定し、ポートの詳細
を指定します。

d. [追加]をクリックします。

追加した認証サーバが[サーバ]領域に表示されます。

4. 認証テストを実行し、追加した認証サーバのユーザを認証できることを確認します。

関連概念

Active DirectoryまたはOpenLDAPによる認証（629ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
リモート認証の有効化（623ページ）
認証サービスのセットアップ（625ページ）
認証サーバの設定のテスト（627ページ）

認証サーバの設定のテスト
認証サーバの設定を検証し、管理サーバと通信できるかどうかを確認することができます。
具体的には、認証サーバからリモート ユーザまたはリモート グループを検索し、設定され
ている情報を使用して認証を実行します。

開始する前に

• リモート ユーザまたはリモート グループをUnified Managerサーバで認証できるように、
リモート認証を有効にし、認証サービスを設定しておく必要があります。

• 認証サーバのリモート ユーザまたはリモート グループを管理サーバで検索して認証で
きるように、認証サーバを追加しておく必要があります。

• 管理者のロールが必要です。

タスク概要

認証サービスがActive Directoryに設定されている場合、認証サーバのプライマリ グループに
属するリモート ユーザの認証の検証では、認証結果にプライマリ グループに関する情報は
表示されません。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[認証をテスト]をクリックします。
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3. [ユーザテスト]ダイアログ ボックスで、リモート ユーザのユーザ名とパスワードかリ
モート グループのユーザ名を指定し、[テスト]をクリックします。
リモート グループを認証する場合、パスワードは入力しないでください。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
リモート認証の有効化（623ページ）
認証サービスのセットアップ（625ページ）
認証サーバの追加（626ページ）

認証サーバの編集
Unified Managerサーバが認証サーバとの通信に使用するポートを変更することができます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[ネストされたグループの検索を無効化]チェックボックス
をオンにします。

3. [認証サーバ]領域で、編集する認証サーバを選択し、[編集]をクリックします。

4. [認証サーバの編集]ダイアログ ボックスで、ポートの詳細を編集します。

5. [保存]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

認証サーバの削除
Unified Managerサーバと認証サーバの間の通信を中止する場合は、認証サーバを削除できま
す。たとえば、管理サーバが通信する認証サーバを変更する場合、認証サーバを削除して新
しい認証サーバを追加できます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

認証サーバを削除すると、認証サーバのリモート ユーザとリモート グループはUnified
Managerにアクセスできなくなります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。
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2. [セットアップ/認証]ページで、削除する認証サーバを1つ以上選択し、[削除]をクリック
します。

3. [はい]をクリックして削除要求を確定します。
[セキュアな接続を使用]オプションが有効になっている場合、認証サーバに関連付けられ
た証明書も認証サーバと一緒に削除されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

Active DirectoryまたはOpenLDAPによる認証
管理サーバでリモート認証を有効にし、管理サーバが認証サーバと通信するように設定する
と、認証サーバ内のユーザがUnified Managerにアクセスできるようになります。
事前定義された次の認証サービスのいずれかを使用するか、独自の認証サービスを指定でき
ます。

• Microsoft Active Directory

注：Microsoftのライトウェイト ディレクトリ サービスは使用できません。

• OpenLDAP

必要な認証サービスを選択し、適切な認証サーバを追加してそのサーバ内のリモート ユー
ザがUnified Managerにアクセスできるようにします。リモートのユーザまたはグループの
クレデンシャルは、認証サーバで管理されます。管理サーバでは、設定された認証サーバ内
のリモート ユーザの認証にLightweight Directory Access Protocol（LDAP）を使用します。
Unified Managerで作成されたローカル ユーザについては、管理サーバのデータベースでユー
ザ名とパスワードが管理されます。管理サーバで認証が実行され、Active Directory認証また
はOpenLDAP認証が使用されることはありません。

SAML認証の有効化
Security Assertion Markup Language（SAML）認証を有効にして、Unified Manager Web UIにア
クセスするリモート ユーザをセキュアなアイデンティティ プロバイダ（IdP）で認証するよ
うに設定できます。

開始する前に

• リモート認証を設定し、正常に動作することを確認しておく必要があります。

• 管理者ロールが割り当てられたリモート ユーザまたはリモート グループを少なくとも1
つ作成しておく必要があります。

• アイデンティティ プロバイダ（IdP）がUnified Managerでサポートされ、設定が完了して
いる必要があります。

• IdPのURLとメタデータが必要です。

• IdPサーバへのアクセスが必要です。

タスク概要

Unified ManagerでSAML認証を有効にしたあと、Unified Managerサーバのホスト情報を使用
してIdPを設定するまでは、ユーザはグラフィカル ユーザ インターフェイスにアクセスでき
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ません。そのため、設定プロセスを開始する前に、両方で接続の準備を完了しておく必要が
あります。IdPの設定は、Unified Managerの設定前にも設定後にも実行できます。
SAML認証を有効にしたあとでUnified Managerのグラフィカル ユーザ インターフェイスに
アクセスできるのはリモート ユーザのみです。ローカル ユーザとメンテナンス ユーザは
UIにアクセスできません。この設定は、メンテナンス コンソール、Unified Managerのコマン
ド、ZAPIにアクセスするユーザには影響しません。
注：このページでSAMLの設定を完了すると、Unified Managerが自動的に再起動されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[SAML 認証]タブを選択します。

3. [SAML 認証を有効にする]チェックボックスを選択します。
IdPの接続の設定に必要なフィールドが表示されます。

4. IdPのURIとUnified ManagerサーバをIdPに接続するために必要なIdPメタデータを入力し
ます。
IdPサーバにUnified Managerサーバから直接アクセスできる場合は、IdPのURIを入力した
あとに[IdP メタデータの読み込み]をクリックすると、[IdP メタデータ]フィールドに情報
が自動的に入力されます。

5. Unified Managerのホスト メタデータURIをコピーするか、メタデータをXMLテキスト
ファイルに保存します。
この情報を使用してIdPサーバを設定できます。

6. [保存]をクリックします。
設定を完了してUnified Managerを再起動するかどうかの確認を求めるメッセージ ボック
スが表示されます。

7. [確認してログアウト]をクリックします。Unified Managerが再起動されます。

タスクの結果

許可されたリモート ユーザがUnified Managerのグラフィカル インターフェイスにアクセス
する際にクレデンシャルを入力するページが、次回からUnified Managerのログイン ページで
はなくIdPのログイン ページに変わります。

次のタスク

まだ完了していない場合は、IdPにアクセスし、Unified ManagerサーバのURIとメタデータを
入力して設定を完了します。
重要：アイデンティティ プロバイダにADFSを使用している場合は、Unified Manager GUI
でADFSのタイムアウトが考慮されず、Unified Managerのセッション タイムアウトに達す
るまでセッションが続行されます。Unified ManagerをWindows、Red Hat、またはCentOSに
導入している場合は、次のUnified Manager CLIコマンドを使用してGUIのセッション タイ
ムアウトを変更できます。um option set absolute.session.timeout=00:15:00

このコマンドを実行すると、Unified ManagerのGUIのセッション タイムアウトが15分に設
定されます。
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関連概念

データベース リストアとは（594ページ）

関連タスク

リモート認証の有効化（623ページ）
ユーザの追加（612ページ）

関連資料

アイデンティティ プロバイダの要件（631ページ）

アイデンティティ プロバイダの要件
すべてのリモート ユーザについてアイデンティティ プロバイダ（IdP）を使用してSAML認
証を実行するようにUnified Managerで設定するときは、Unified Managerに正しく接続できる
ように、いくつかの必要な設定を確認しておく必要があります。
Unified ManagerのURIとメタデータをIdPサーバに入力する必要があります。この情報は、
Unified Managerの[SAML 認証]ページからコピーできます。Unified Managerは、Security
Assertion Markup Language（SAML）標準のサービス プロバイダ（SP）とみなされます。

サポートされる暗号化標準
• Advanced Encryption Standard（AES）：AES-128およびAES-256

• Secure Hash Algorithm（SHA）：SHA-1およびSHA-256

検証済みのアイデンティティ プロバイダ
• Shibboleth

• Active Directoryフェデレーション サービス（ADFS）

ADFSの設定要件
• 3つの要求規則を次の順序で定義する必要があります。これらは、この証明書利用者信頼

エントリに対するADFS SAML応答をUnified Managerで解析するために必要です。

要求規則 値
SAM-account-name Name ID

SAM-account-name urn:oid:0.9.2342.19200300.100.1.1

Token groups – Unqualified Name urn:oid:1.3.6.1.4.1.5923.1.5.1.1

• 認証方法を「フォーム認証」に設定する必要があります。これを行わないと、Internet
Explorerを使用しているユーザがUnified Managerからログアウトするときにエラーが表
示されることがあります。次の手順を実行します。

1. ADFS管理コンソールを開きます。

2. 左側のツリー ビューで[認証ポリシー]フォルダをクリックします。

3. 右側の[操作]で、[グローバル プライマリ認証ポリシーの編集]をクリックします。

4. [イントラネット認証方法]をデフォルトの「Windows認証」ではなく「フォーム認証」
に設定します。

• Unified Managerのセキュリティ証明書がCA署名証明書の場合、IdP経由でのログインが拒
否されることがあります。この問題の対処方法は2つあります。
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◦ 次のリンクの手順に従って、CA証明書チェーンの関連する証明書利用者についての
ADFSサーバでの失効確認を無効にします。
http://www.torivar.com/2016/03/22/adfs-3-0-disable-revocation-check-windows-2012-r2/

◦ ADFSサーバ内にあるCAサーバでUnified Managerサーバ証明書要求に署名します。

その他の設定要件

• Unified Managerのクロック スキューは5分に設定されているため、IdPサーバとUnified
Managerサーバの時間の差が5分を超えないようにします。時間の差が5分を超えると認
証が失敗します。

• ユーザがInternet Explorerを使用してUnified Managerにアクセスしようとしたときに、
「Webサイト側でページを表示できません」というメッセージが表示されることがありま
す。この場合は、[ツール] > [インターネット オプション] > [詳細設定]で「HTTPエラー
メッセージを簡易表示する」オプションをオフにします。

SAML認証に使用するアイデンティティ プロバイダの変更
Unified Managerでリモート ユーザの認証に使用するアイデンティティ プロバイダ（IdP）を
変更することができます。

開始する前に

• IdPのURLとメタデータが必要です。

• IdPへのアクセスが必要です。

タスク概要

新しいIdPの設定は、Unified Managerの設定前にも設定後にも実行できます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[SAML 認証]タブを選択します。

3. 新しいIdPのURIとUnified ManagerサーバをIdPに接続するために必要なIdPメタデータを
入力します。
IdPにUnified Managerサーバから直接アクセスできる場合は、IdPのURLを入力したあとに
[IdP メタデータの読み込み]をクリックすると、[IdP メタデータ]フィールドに情報が自動
的に入力されます。

4. Unified ManagerのメタデータURIをコピーするか、メタデータをXMLテキスト ファイル
に保存します。

5. [設定を保存]をクリックします。
設定を変更するかどうかの確認を求めるメッセージ ボックスが表示されます。

6. [OK]をクリックします。

次のタスク

新しいIdPにアクセスし、Unified ManagerサーバのURIとメタデータを入力して設定を完了し
ます。
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許可されたリモート ユーザがUnified Managerのグラフィカル インターフェイスにアクセス
する際にクレデンシャルを入力するページが、次回から古いIdPのログイン ページではなく
新しいIdPのログイン ページに変わります。

関連資料

アイデンティティ プロバイダの要件（631ページ）

SAML認証の無効化
Unified Manager Web UIにログインするリモート ユーザのセキュアなアイデンティティ プ
ロバイダ（IdP）による認証を中止する場合は、SAML認証を無効にします。SAML認証が無
効な場合は、Active DirectoryやLDAPなどの設定済みのディレクトリ サービス プロバイダに
よるサインオン認証が行われます。

タスク概要

SAML認証を無効にすると、設定されているリモート ユーザに加え、ローカル ユーザとメ
ンテナンス ユーザもグラフィカル ユーザ インターフェイスにアクセスできるようになり
ます。
SAML認証は、グラフィカル ユーザ インターフェイスにアクセスできない場合はUnified
Managerメンテナンス コンソールを使用して無効にすることもできます。
注：SAML認証を無効にしたあと、Unified Managerが自動的に再起動されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[認証]をクリックしま
す。

2. [セットアップ/認証]ページで、[SAML 認証]タブを選択します。

3. [SAML 認証を有効にする]チェックボックスをオフにします。

4. [保存]をクリックします。
設定を完了してUnified Managerを再起動するかどうかの確認を求めるメッセージ ボック
スが表示されます。

5. [確認してログアウト]をクリックします。Unified Managerが再起動されます。

タスクの結果

リモート ユーザがUnified Managerのグラフィカル インターフェイスにアクセスする際にク
レデンシャルを入力するページが、次回からIdPのログイン ページではなくUnified Manager
のログイン ページに変わります。

次のタスク

IdPにアクセスし、Unified ManagerサーバのURIとメタデータを削除します。
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認証のウィンドウとダイアログ ボックスの説明
[セットアップ/認証]ページで、LDAP認証を有効にすることができます。

[セットアップ/認証]ページ
[セットアップ/認証]ページを使用して、Unified ManagerのWeb UIにログインするリモート
ユーザを認証するようにUnified Managerを設定できます。
[リモート認証]ページでは、認証サーバと通信してリモート ユーザを認証するようにUnified
Managerを設定することができます。
[SAML 認証]ページでは、セキュアなアイデンティティ プロバイダ（IdP）と通信してリモー
ト ユーザを認証するようにUnified Managerを設定することができます。

関連資料

[リモート認証]ページ（634ページ）
[SAML 認証]ページ（637ページ）

[リモート認証]ページ
[リモート認証]ページでは、Unified Manager Web UIにログインするリモート ユーザを認証で
きるように、Unified Managerと認証サーバの通信を設定することができます。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
[リモート認証を有効化]チェックボックスを選択したあと、認証サーバを使用してリモート
認証を有効にすることができます。
認証サービス

Active DirectoryやOpenLDAPなどのディレクトリ サービス プロバイダでユーザを
認証するように管理サーバを設定するか、または独自の認証メカニズムを指定で
きます。認証サービスは、リモート認証を有効にした場合にのみ指定できます。
Active Directory

• 管理者名
認証サーバの管理者の名前を指定します。

• パスワード
認証サーバにアクセスするためのパスワードを指定します。

• ベース識別名
認証サーバでのリモート ユーザの場所を指定します。たとえば、認証サー
バのドメイン名がou@domain.comである場合のベース識別名は、
cn=ou,dc=domain,dc=comです。

• ネストされたグループの検索を無効化
ネストされたグループの検索を有効にするか無効にするかを指定します。
デフォルトでは、このオプションは無効になっています。Active Directory
を使用する場合は、ネストされたグループのサポートを無効にすることで
認証を高速化できます。

• セキュアな接続を使用
認証サーバとの通信に使用される認証サービスを指定します。
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OpenLDAP

• バインド識別名
認証サーバでリモート ユーザを検出する際にベース識別名とともに使用
されるバインド識別名を指定します。

• バインド パスワード
認証サーバにアクセスするためのパスワードを指定します。

• ベース識別名
認証サーバでのリモート ユーザの場所を指定します。たとえば、認証サー
バのドメイン名がou@domain.comである場合のベース識別名は、
cn=ou,dc=domain,dc=comです。

• セキュアな接続を使用
LDAPS認証サーバとの通信に使用されるセキュアなLDAPを指定します。

その他

• バインド識別名
設定した認証サーバでリモート ユーザを検出する際にベース識別名とと
もに使用されるバインド識別名を指定します。

• バインド パスワード
認証サーバにアクセスするためのパスワードを指定します。

• ベース識別名
認証サーバでのリモート ユーザの場所を指定します。たとえば、認証サー
バのドメイン名がou@domain.comである場合のベース識別名は、
cn=ou,dc=domain,dc=comです。

• プロトコル バージョン
認証サーバでサポートされるLightweight Directory Access Protocol（LDAP）
のバージョンを指定します。プロトコル バージョンを自動検出するか、ま
たはバージョン2か3に設定するかを指定できます。

• ユーザ名属性
管理サーバによって認証されるユーザ ログイン名を含む認証サーバ内の
属性の名前を指定します。

• グループ メンバーシップ属性
ユーザの認証サーバで指定されている属性と値に基づいて管理サーバの
グループ メンバーシップをリモート ユーザに割り当てる値を指定しま
す。

• UGID

リモート ユーザがGroupOfUniqueNamesオブジェクトのメンバーとして認
証サーバに含まれている場合は、このオプションを使用して、
GroupOfUniqueNamesオブジェクトで指定されている属性を基に管理サー
バのグループ メンバーシップをリモート ユーザに割り当てることができ
ます。

• ネストされたグループの検索を無効化
ネストされたグループの検索を有効にするか無効にするかを指定します。
デフォルトでは、このオプションは無効になっています。Active Directory
を使用する場合は、ネストされたグループのサポートを無効にすることで
認証を高速化できます。

• メンバー
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認証サーバがグループの個々のメンバーに関する情報を格納するために
使用する属性の名前を指定します。

• ユーザ オブジェクト クラス
リモート認証サーバ内のユーザのオブジェクト クラスを指定します。

• グループ オブジェクト クラス
リモート認証サーバ内のすべてのグループのオブジェクト クラスを指定
します。

• セキュアな接続を使用
認証サーバとの通信に使用される認証サービスを指定します。

注：認証サービスを変更する場合は、既存の認証サーバをすべて削除してから新
しい認証サーバを追加するようにしてください。

[認証サーバ]領域
[認証サーバ]領域には、管理サーバがリモート ユーザの検出と認証を行うために通信する認
証サーバが表示されます。リモートのユーザまたはグループのクレデンシャルは、認証サー
バで管理されます。
コマンド ボタン

認証サーバの追加、編集、削除を行うことができます。

• 追加
認証サーバを追加できます。
追加する認証サーバがハイアベイラビリティ ペアを構成している（同じデータ
ベースを使用している）場合は、パートナーの認証サーバも追加できます。こ
れにより、どちらかの認証サーバが到達不能になったときに、管理サーバは
パートナーと通信できます。

• 編集
選択した認証サーバの設定を編集できます。

• 削除
選択した認証サーバを削除します。

名前または IP アドレス
管理サーバでユーザの認証に使用される認証サーバのホスト名またはIPアドレス
が表示されます。

ポート
認証サーバのポート番号が表示されます。

認証をテスト
このボタンでは、リモートのユーザまたはグループを認証することで認証サーバ
の設定を検証します。
テストの際にユーザ名のみを指定すると、管理サーバは認証サーバでリモート
ユーザを検索しますが、ユーザの認証は行いません。ユーザ名とパスワードを指
定すると、管理サーバはリモート ユーザの検索と認証を行います。
リモート認証が無効になっている場合は、認証をテストできません。

関連タスク

リモート認証の有効化（623ページ）
認証サービスのセットアップ（625ページ）
認証サーバの追加（626ページ）
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認証サーバの編集（628ページ）
認証サーバの設定のテスト（627ページ）
認証サーバの削除（628ページ）

[SAML 認証]ページ
[SAML 認証]ページでは、Unified ManagerのWeb UIにログインするリモート ユーザをSAML
を使用してセキュアなアイデンティティ プロバイダ（IdP）で認証するようにUnified Manager
を設定することができます。

• SAML設定を作成または変更するには、管理者ロールが必要です。

• リモート認証を設定しておく必要があります。

• リモート ユーザまたはリモート グループを少なくとも1つ設定しておく必要がありま
す。

リモート認証とリモート ユーザの設定後、[SAML 認証を有効にする]チェックボックスを選
択することで、セキュアなアイデンティティ プロバイダを使用した認証を有効にすること
ができます。
IdP URI

Unified ManagerサーバからIdPにアクセスするためのURI。URIの例を次に示しま
す。
ADFSのURIの例：
https://win2016-dc.ntap2016.local/federationmetadata/2007-06/

federationmetadata.xml

ShibbolethのURIの例：
https://centos7.ntap2016.local/idp/shibboleth

IdP メタデータ
XML形式のIdPメタデータ。
Unified ManagerサーバからIdPのURLにアクセスできる場合は、[IdP メタデータの
読み込み]ボタンをクリックするとこのフィールドに値が入力されます。

ホスト システム（FQDN）
インストール時に定義されたUnified Managerホスト システムの完全修飾ドメイン
名（FQDN）。この値は必要に応じて変更できます。

ホスト URI

IdPからUnified Managerホスト システムにアクセスするためのURI。
ホスト メタデータ

XML形式のホスト システム メタデータ

関連タスク

SAML認証の有効化（629ページ）
リモート認証の有効化（623ページ）
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セキュリティ証明書の管理
Unified ManagerサーバでHTTPSを設定することで、セキュアな接続を介してクラスタを監視
および管理できるようになります。

HTTPSセキュリティ証明書の表示
HTTPS証明書の詳細をブラウザで取得した証明書と比較して、Unified Managerに対するブラ
ウザの暗号化された接続が妨害されていないことを確認できます。

開始する前に

オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

証明書を表示すると、再生成された証明書の内容を検証したり、Unified Managerへのアクセ
スに使用できるURLの別名を確認したりできます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ]メニューの[HTTPS 証明書]をクリックし
ます。
HTTPS証明書がページの上部に表示されます。

次のタスク

セキュリティ証明書について、[HTTPS 証明書]ページの情報よりも詳しい情報を表示する必
要がある場合は、ブラウザで接続証明書を表示できます。

関連タスク

HTTPSセキュリティ証明書の生成（638ページ）
HTTPS証明書署名要求のダウンロード（640ページ）
HTTPSセキュリティ証明書のインストール（640ページ）

HTTPSセキュリティ証明書の生成
別の認証局の署名を使用する場合や現在のセキュリティ証明書の期限が切れた場合など、さ
まざまな理由で新しいHTTPSセキュリティ証明書を生成することがあります。新しい証明
書を生成すると既存の証明書が置き換えられます。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

Unified Manager Web UIにアクセスできない場合は、メンテナンス コンソールを使用して同
じ値でHTTPS証明書を再生成できます。
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手順

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ]メニューの[HTTPS 証明書]をクリックし
ます。

2. [HTTPS 証明書の再生成]をクリックします。
[HTTPS 証明書の再生成]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. 証明書を生成する方法に応じて、次のいずれかを実行します。

目的 操作

現在の値で証明書を再生成
する

[現在の証明書属性を使用して再生成]オプションをクリックしま
す。

別の値で証明書を生成する [現在の証明書属性を更新]オプションをクリックします。
[共通名]フィールドと[別名]フィールドについては、新しい値を入
力しなければ既存の証明書の値が使用されます。それ以外の
フィールドの値は必須ではありませんが、証明書に表示する場合は
[市町村]、[都道府県]、[国]などの値を入力できます。
注：証明書の[別名]フィールドにローカルの識別情報を含めない
場合は、[ローカルの識別情報を除外する（ローカルホストなど）]
チェックボックスを選択します。このチェックボックスを選択
すると、このフィールドで入力した情報だけが[別名]フィールド
で使用されます。このフィールドを空白にした場合は、[別名]
フィールドを含めずに証明書が生成されます。

4. [はい]をクリックして証明書を再生成します。

5. 新しい証明書を有効にするためにUnified Managerサーバを再起動します。

次のタスク

HTTPS証明書を表示して新しい証明書の情報を確認します。

関連概念

データベース リストアとは（594ページ）

関連タスク

HTTPSセキュリティ証明書の表示（638ページ）
HTTPS証明書署名要求のダウンロード（640ページ）
Unified Manager仮想マシンの再起動（639ページ）

Unified Manager仮想マシンの再起動
仮想マシンは、Unified Managerのメンテナンス コンソールから再起動できます。新しいセ
キュリティ証明書を生成した場合や仮想マシンで問題が発生した場合、仮想マシンの再起動
が必要になります。

開始する前に

仮想アプライアンスの電源をオンにします。
メンテナンス コンソールにメンテナンス ユーザとしてログインします。
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タスク概要

仮想マシンは、vSphereから[Restart Guest]オプションを使用して再起動することもできま
す。詳細については、VMwareのドキュメントを参照してください。

手順

1. メンテナンス コンソールにアクセスします。

2. [System Configuration] > [Reboot Virtual Machine]を選択します。

関連タスク

HTTPSセキュリティ証明書の表示（638ページ）
HTTPSセキュリティ証明書の生成（638ページ）
HTTPS証明書署名要求のダウンロード（640ページ）

HTTPS証明書署名要求のダウンロード
認証局にファイルを送信して署名を求めるために、現在のHTTPSセキュリティ証明書の証明
書要求をダウンロードできます。CA署名証明書は、中間者攻撃を阻止するのに役立ち、自
己署名証明書よりも強力なセキュリティ保護を実現します。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ]メニューの[HTTPS 証明書]をクリックし
ます。

2. [HTTPS 証明書署名要求のダウンロード]をクリックします。

3. <hostname>.csrファイルを保存します。

次のタスク

認証局にファイルを送信して署名を求め、署名済み証明書をインストールできます。

関連タスク

HTTPSセキュリティ証明書の表示（638ページ）
HTTPSセキュリティ証明書の生成（638ページ）
HTTPSセキュリティ証明書のインストール（640ページ）

HTTPSセキュリティ証明書のインストール
認証局から署名を受けて返されたセキュリティ証明書を、アップロードしてインストールす
ることができます。アップロードしてインストールするファイルは、既存の自己署名証明書
の署名済みバージョンである必要があります。CA署名証明書は、中間者攻撃を阻止するの
に役立ち、自己署名証明書よりも強力なセキュリティ保護を実現します。

開始する前に

次の操作を完了しておきます。
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• 証明書署名要求ファイルをダウンロードし、認証局の署名を受けます。

• 証明書チェーンをPEM形式で保存します。

• すべての証明書（Unified Managerサーバ証明書からルート署名証明書まで。存在する中
間証明書もすべて含む）をチェーンに組み込みます。

管理者のロールが必要です。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ]メニューの[HTTPS 証明書]をクリックし
ます。

2. [HTTPS 証明書のインストール]をクリックします。

3. 表示されたダイアログ ボックスで、[ファイルを選択...]をクリックしてアップロードする
ファイルを探します。

4. ファイルを選択し、[インストール]をクリックしてファイルをインストールします。

証明書チェーンの例
証明書チェーン ファイルの内容の例を次に示します。

-----BEGIN CERTIFICATE-----
<Server certificate>
-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE-----
<Intermediate certificate #1 (if present)>
-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE-----
<Intermediate certificate #2 (if present)>
-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE-----
<Root signing certificate>
-----END CERTIFICATE-----

証明書管理のページの説明
[HTTPS 証明書]ページでは、現在のセキュリティ証明書を表示し、新しいHTTPS証明書を生
成することができます。

[HTTPS 証明書]ページ
[HTTPS 証明書]ページでは、現在のセキュリティ証明書の表示、証明書署名要求のダウン
ロード、新しいHTTPS証明書の生成、新しいHTTPS証明書のインストールを行うことができ
ます。
新しいHTTPS証明書を生成していない場合は、インストール時に生成された証明書がこの
ページに表示されます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次の処理を実行できます。
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HTTPS 証明書署名要求のダウンロード
現在インストールされているHTTPS証明書の署名要求をダウンロードします。署
名を行う認証局に提出する<hostname>.csrファイルを保存するよう指示されま
す。

HTTPS 証明書のインストール
認証局の署名を受けて返されたセキュリティ証明書を、アップロードしてインス
トールすることができます。新しい証明書は、管理サーバを再起動すると有効に
なります。

HTTPS 証明書の再生成
HTTPS証明書を生成して現在のセキュリティ証明書と置き換えることができま
す。新しい証明書は、Unified Managerを再起動すると有効になります。

関連タスク

HTTPSセキュリティ証明書の生成（638ページ）
HTTPS証明書署名要求のダウンロード（640ページ）
HTTPSセキュリティ証明書のインストール（640ページ）

[HTTPS 証明書の再生成]ダイアログ ボックス
[HTTPS 証明書の再生成]ダイアログ ボックスでは、セキュリティ情報をカスタマイズし、
その情報を使用して新しいHTTPS証明書を生成することができます。
このページには現在の証明書の情報が表示されます。

「現在の証明書属性を使用して再生成」または「現在の証明書属性を更新」を選択して、現
在の情報で証明書を再生成するか、新しい情報で証明書を生成することができます。
共通名

必須。保護する対象の完全修飾ドメイン名（FQDN）。
Unified Managerのハイアベイラビリティ構成では、仮想IPアドレスを使用します。

E メール
任意。組織の連絡先のEメール アドレス。証明書の管理者またはIT部門のEメー
ル アドレスが一般的です。

会社
任意。通常は会社の法人名。

部門
任意。社内の部署の名前。

市町村
任意。会社の所在地の市区町村。

都道府県
任意。会社の所在地の都道府県。

国
任意。会社の所在地の国。通常はISOの2文字の国コードです。

別名
必須。このサーバにアクセスするために既存のlocalhostやその他のネットワーク
アドレスに加えて使用できる、プライマリ ドメイン以外の追加のドメイン名。複
数の別名はそれぞれカンマで区切ります。
証明書の[別名]フィールドにローカルの識別情報を含めない場合は、「[ローカルの
識別情報を除外する（ローカルホストなど）]」チェックボックスを選択します。
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このチェックボックスを選択すると、このフィールドで入力した情報だけが[別
名]フィールドで使用されます。このフィールドを空白にした場合は、[別名]
フィールドを含めずに証明書が生成されます。

関連タスク

HTTPSセキュリティ証明書の生成（638ページ）
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トラブルシューティング
トラブルシューティング情報は、Unified Managerの使用時に発生する問題を特定し、解決す
る上で役立ちます。

Unified Managerのホスト名の変更
必要に応じて、Unified Managerをインストールしたシステムのホスト名をあとから変更する
ことができます。たとえば、タイプ、ワークグループ、監視対象のクラスタ グループなど
がわかるような名前に変更すると、Unified Managerサーバを識別しやすくなります。
ホスト名を変更する手順は、Unified ManagerをVMware ESXiサーバ、Red Hat Linuxサーバま
たはCentOS Linuxサーバ、Microsoft Windowsサーバのいずれで実行しているかによって異な
ります。

Unified Manager仮想アプライアンスのホスト名の変更
ネットワーク ホストの名前は、Unified Manager仮想アプライアンスの導入時に割り当てられ
ます。このホスト名は導入後に変更することができます。ホスト名を変更する場合は、
HTTPS証明書も再生成する必要があります。

開始する前に

このタスクを実行するには、Unified Managerにメンテナンス ユーザとしてログインするか、
管理者ロールが割り当てられている必要があります。

タスク概要

Unified Manager Web UIには、ホスト名（またはホストのIPアドレス）を使用してアクセスで
きます。導入時に静的IPアドレスを使用してネットワークを設定した場合は、指定したネッ
トワーク ホストの名前を使用します。DHCPを使用してネットワークを設定した場合は、
DNSからホスト名を取得します。DHCPまたはDNSが適切に設定されていないと、「Unified
Manager」というホスト名が自動的に割り当てられ、セキュリティ証明書に関連付けられま
す。
ホスト名を変更した場合、Unified Manager Web UIへのアクセスに新しいホスト名を使用す
るには、ホスト名の元の割り当て方法に関係なく、必ず新しいセキュリティ証明書を生成す
る必要があります。
ホスト名ではなくサーバのIPアドレスを使用してWeb UIにアクセスする場合は、ホスト名の
変更時に新しい証明書を生成する必要はありません。ただし、証明書のホスト名が実際のホ
スト名と同じになるように証明書を更新することを推奨します。
Unified Managerでホスト名を変更したら、OnCommand Workflow Automation（WFA）で手動
でホスト名を更新する必要があります。ホスト名はWFAでは自動的に更新されません。
新しい証明書は、Unified Manager仮想マシンを再起動するまで有効になりません。

手順

1. HTTPSセキュリティ証明書を生成する（638ページ）
新しいホスト名を使用してUnified Manager Web UIにアクセスする場合は、HTTPS証明書
を再生成して新しいホスト名に関連付ける必要があります。

2. Unified Manager仮想マシンを再起動する（639ページ）
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HTTPS証明書を再生成したら、Unified Manager仮想マシンを再起動する必要があります。

LinuxシステムでのUnified Managerホスト名の変更
必要に応じて、Unified ManagerをインストールしたRed Hat Enterprise LinuxまたはCentOSマ
シンのホスト名をあとから変更することができます。たとえば、タイプ、ワークグループ、
監視対象のクラスタ グループなどがわかるような名前に変更すると、Linuxマシンのリスト
でUnified Managerサーバを識別しやすくなります。

開始する前に

Unified ManagerがインストールされているLinuxシステムへのrootユーザ アクセスが必要で
す。

タスク概要

Unified Manager Web UIには、ホスト名（またはホストのIPアドレス）を使用してアクセスで
きます。導入時に静的IPアドレスを使用してネットワークを設定した場合は、指定したネッ
トワーク ホストの名前を使用します。DHCPを使用してネットワークを設定した場合は、
DNSサーバからホスト名を取得します。
ホスト名を変更した場合、Unified Manager Web UIへのアクセスに新しいホスト名を使用す
るには、ホスト名の元の割り当て方法に関係なく、必ず新しいセキュリティ証明書を生成す
る必要があります。
ホスト名ではなくサーバのIPアドレスを使用してWeb UIにアクセスする場合は、ホスト名の
変更時に新しい証明書を生成する必要はありません。ただし、証明書のホスト名が実際のホ
スト名と同じになるように証明書を更新することを推奨します。新しい証明書は、Linuxマ
シンを再起動するまで有効になりません。
Unified Managerでホスト名を変更したら、OnCommand Workflow Automation（WFA）で手動
でホスト名を更新する必要があります。ホスト名はWFAでは自動的に更新されません。

手順

1. 変更するUnified Managerシステムにrootユーザとしてログインします。

2. 次のコマンドを記載された順序で入力して、Unified Managerソフトウェアと関連する
MySQLソフトウェアを停止します。
service ocieau stop

service ocie stop

service mysqld stop

3. Linuxのhostnamectlコマンドを使用してホスト名を変更します。
hostnamectl set-hostname new_FQDN

例
hostnamectl set-hostname nuhost.corp.widget.com

4. サーバのHTTPS証明書を再生成します。
/opt/netapp/essentials/bin/cert.sh create

5. ネットワーク サービスを再起動します。
service network restart

6. サービスが再起動されたら、新しいホスト名でpingを実行できるかどうかを確認します。
ping new_hostname
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例
ping nuhost

元のホスト名に対して設定していた同じIPアドレスが返されることを確認します。

7. ホスト名を変更して確認したら、次のコマンドを記載された順序で入力してUnified
Managerを再起動します。
service mysqld start

service ocie start

service ocieau start

Unified Managerデータベース ディレクトリへのディスク ス
ペースの追加

ONTAPシステムから収集された健全性とパフォーマンスのデータは、すべてUnified Manager
データベース ディレクトリに格納されます。状況によっては、データベース ディレクトリ
のサイズの拡張が必要になることがあります。
たとえば、Unified Managerで多数のクラスタからデータを収集している場合、各クラスタに
大量のノードがあると、データベース ディレクトリがいっぱいになることがあります。
データベース ディレクトリの容量の90%に達すると警告イベントが生成され、90%に達する
と重大イベントが生成されます。
重要：ディレクトリの容量の90%に達すると、クラスタからデータが収集されなくなりま
す。

データ ディレクトリの容量を追加する手順は、Unified ManagerをVMware ESXiサーバ、Red
Hat LinuxサーバまたはCentOS Linuxサーバ、Microsoft Windowsサーバのいずれで実行してい
るかによって異なります。

VMware仮想マシンのデータ ディスクへのスペースの追加
Unified Managerデータベースのデータ ディスクのスペースを増やす必要がある場合は、イン
ストール後にdisk 3のディスク スペースを増やして容量を追加できます。

開始する前に

• vSphere Clientへのアクセス権が必要です。

• 仮想マシンにスナップショットがローカルに格納されていない必要があります。

• メンテナンス ユーザのクレデンシャルが必要です。

タスク概要

仮想ディスクのサイズを拡張する前に仮想マシンをバックアップすることを推奨します。

手順

1. vSphere Clientで、Unified Manager仮想マシンを選択し、データdisk 3にディスク容量を
追加します。詳細については、VMwareのドキュメントを参照してください。

2. vSphere Clientで、Unified Manager仮想マシンを選択し、[Console]タブを選択します。

3. コンソール ウィンドウ内をクリックし、ユーザ名とパスワードを使用してメンテナンス
コンソールにログインします。

4. [Main Menu]で、[System Configuration]オプションの番号を入力します。
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5. [System Configuration Menu]で、[Increase Data Disk Size]オプションの番号を入力しま
す。

Linuxホストのデータ ディレクトリへのスペースの追加
Linuxホストを最初にセットアップした時点でUnified Managerをサポートするための十分な
ディスク スペースを/opt/netapp/dataに割り当てていなかった場合は、Unified Managerの
インストール後に/opt/netapp/dataディレクトリのディスク スペースを増やして拡張す
ることができます。

開始する前に

Unified ManagerがインストールされているRed Hat Enterprise LinuxマシンまたはCentOS
Linuxマシンへのrootユーザ アクセスが必要です。

タスク概要

データ ディレクトリのサイズを拡張する前にUnified Managerデータベースをバックアップ
することを推奨します。

手順

1. ディスク スペースを追加するLinuxマシンにrootユーザとしてログインします。

2. Unified Managerサービスと関連するMySQLソフトウェアを次の順序で停止します。
service ocieau stop

service ocie stop

service mysqld stop

3. 現在の/opt/netapp/dataディレクトリのデータを格納できる十分なディスク スペース
がある一時バックアップ フォルダ（例：/backup-data）を作成します。

4. 既存の/opt/netapp/dataディレクトリの内容と権限の設定をバックアップ データ ディ
レクトリにコピーします。
cp -rp /opt/netapp/data/* /backup-data

5. SE Linuxが有効になっている場合は、次の手順を実行します。

a. 既存の/opt/netapp/dataフォルダにあるフォルダに対するSE Linuxタイプを取得し
ます。
se_type=`ls -Z /opt/netapp/data | awk '{print $4}' | awk -F: '{print
$3}' | head -1`

次のような情報が返されます。

echo $se_type
mysqld_db_t

b. chconコマンドを実行して、バックアップ ディレクトリに対してSE Linuxタイプを設
定します。
chcon -R --type=mysqld_db_t /backup-data

6. /opt/netapp/dataディレクトリの内容を削除します。
cd /opt/netapp/data

rm -rf *
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7. LVMのコマンドを使用するかディスクを追加して、/opt/netapp/dataディレクトリのサ
イズを750GB以上に拡張します。
重要：/opt/netapp/dataディレクトリをNFSエクスポートまたはCIFS共有にマウント
することはサポートされていません。

8. /opt/netapp/dataディレクトリの所有者（mysql）とグループ（root）が変更されていな
いことを確認します。
ls -ltr / | grep opt/netapp/data

次のような情報が返されます。

drwxr-xr-x.  17 mysql root  4096 Aug 28 13:08 data

9. SE Linuxが有効になっている場合は、/opt/netapp/dataディレクトリのコンテキストが
mysqld_db_tに設定されたままであることを確認します。
touch /opt/netapp/data/abc

ls -Z /opt/netapp/data/abc

次のような情報が返されます。

-rw-r--r--. root root unconfined_u:object_r:mysqld_db_t:s0 /opt/
netapp/data/abc

10. 拡張した/opt/netapp/dataディレクトリにbackup-dataの内容をコピーします。
cp -rp /backup-data/* /opt/netapp/data/

11. MySQLサービスを開始します。
service mysqld start

12. MySQLサービスが開始されたら、ocieサービスとocieauサービスを次の順序で開始しま
す。
service ocie start

service ocieau start

13. すべてのサービスが開始されたら、バックアップ フォルダ/backup-dataを削除します。
rm -rf /backup-data

Microsoft Windowsサーバの論理ドライブへのスペースの追加
Unified Managerデータベースのディスク スペースを増やす必要がある場合は、Unified
Managerがインストールされている論理ドライブに容量を追加できます。

開始する前に

Windowsの管理者権限が必要です。

タスク概要

ディスク スペースを追加する前にUnified Managerデータベースをバックアップすることを
推奨します。

手順

1. ディスク スペースを追加するWindowsサーバに管理者としてログインします。
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2. スペースを追加する方法に応じて、該当する手順を実行します。

オプション 説明

物理サーバで、Unified
Managerサーバがインス
トールされている論理ドラ
イブに容量を追加する。

Microsoftの次のトピックの手順に従います。
Extend a Basic Volume

物理サーバで、ハード ディ
スク ドライブを追加する。

Microsoftの次のトピックの手順に従います。
Adding Hard Disk Drives

仮想マシンで、ディスク
パーティションのサイズを
拡張する。

VMwareの次のトピックの手順に従います。
Increasing the size of a disk partition

パフォーマンス統計データの収集間隔の変更
パフォーマンス統計のデフォルトの収集間隔は5分です。大規模なクラスタからの収集がデ
フォルトの時間内に完了しない場合は、この間隔を10分または15分に変更できます。この設
定は、このUnified Managerインスタンスで監視しているすべてのクラスタからの統計の収集
に適用されます。

開始する前に

Unified Managerサーバのメンテナンス コンソールへのログインが許可されているユーザID
とパスワードが必要です。

タスク概要

パフォーマンス統計の収集が時間内に完了しなかった場合、「クラスタ<cluster_name>から
継続的に収集できません。」または「クラスタ<cluster_name>のデータ収集に時間がかかりすぎて
います。」というバナー メッセージが表示されます。
収集間隔の変更が必要になるのは、統計の収集に問題がある場合のみです。それ以外の場合
は変更しないでください。
重要：この値をデフォルト設定の5分から変更すると、Unified Managerでレポートされるパ
フォーマンス イベントの数や頻度に影響する可能性があります。たとえば、システム定
義のパフォーマンスしきい値ポリシーでは、ポリシーを超えた状態が30分続くとイベント
がトリガーされます。これは、収集間隔が5分であれば、6回の収集で連続してポリシーの
違反が検出された場合に相当します。一方、収集間隔が15分の場合は、2回の収集期間の
みでポリシーの違反と判断されます。

統計データの現在の収集間隔は、[クラスタ データ ソース]ページの下部のメッセージに表示
されます。

手順

1. SSHを使用して、Unified Managerホストにメンテナンス ユーザとしてログインします。
Unified Managerのメンテナンス コンソールにプロンプトが表示されます。

2. [Performance Polling Interval Configuration]メニュー オプションの番号を入力し、Enter
キーを押します。

3. プロンプトが表示されたら、メンテナンス ユーザのパスワードをもう一度入力します。

4. 設定する新しいポーリング間隔の値を入力し、Enterキーを押します。
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次のタスク

外部データ プロバイダ（Graphiteなど）への接続を現在設定してある場合は、Unified Manager
の収集間隔を10分または15分に変更したあと、データ プロバイダの送信間隔もUnified
Managerの収集間隔以上に変更する必要があります。

Unified Managerでイベント データおよびパフォーマンス デー
タを保持する期間の変更

Unified Managerには、すべての監視対象クラスタのイベント データが6カ月間、パフォーマ
ンス データが13カ月間、デフォルトで格納されます。この期間を過ぎると、新しいデータ
用の容量を確保するために古いデータが自動的に削除されます。デフォルトの期間はほと
んどの構成に対して有効ですが、多数のクラスタとノードを含む非常に大規模な構成では、
Unified Managerが最適に動作するように保持期間を短縮しなければならない場合がありま
す。

開始する前に

管理者のロールが必要です。

タスク概要

この2種類のデータの保持期間は[セットアップ / データ保持]ページで変更できます。これ
らの設定は、Unified Managerインスタンスで監視しているすべてのクラスタからのデータの
保持に適用されます。
注：Unified Managerはパフォーマンス統計を5分ごとに収集します。毎日、5分単位の統計
が1時間単位のパフォーマンス統計に集計されます。5分単位のパフォーマンス データの
履歴は30日間、1時間単位の集計パフォーマンス データは13カ月間保持されます（デフォ
ルト）。

保持期間を短くする必要があるのは、スペースが不足している場合またはバックアップやそ
の他の処理の完了に時間がかかる場合のみです。保持期間を短くした場合の動作は次のと
おりです。

• 古いパフォーマンス データは、午前0時を過ぎた時点でUnified Managerデータベースから
削除されます。

• 古いイベント データはただちにUnified Managerデータベースから削除されます。

• 保持期間の前に発生したイベントはユーザ インターフェイスに表示できなくなります。

• 保持期間の前のデータについては、1時間単位のパフォーマンス統計が表示される場所に
は何も表示されません。

• イベントの保持期間がパフォーマンス データの保持期間より長い場合、古いパフォーマ
ンス イベントに対応するデータが関連するグラフに表示されない可能性があることを通
知するメッセージが、パフォーマンス スライダの警告の下に表示されます。

手順

1. ツールバーで をクリックし、左側の[セットアップ]メニューで[データ保持]をクリック
します。

2. [セットアップ / データ保持]ページで、[イベント保持]領域または[パフォーマンス データ
の保持]領域にあるスライダ ツールをデータを保持する月数まで移動し、[保存]をクリッ
クします。
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定期的なAutoSupportの有効化
事前に定義された特定のAutoSupportメッセージをUnified Managerからテクニカル サポート
に自動的に送信するように設定すると、環境の正しい運用や環境の整合性の維持に役立ちま
す。AutoSupportはデフォルトで有効になっており、NetApp Active IQのメリットを活用する
ためには有効にしておく必要があります。

開始する前に

メンテナンス ユーザとしてログインする必要があります。

タスク概要

Active IQは、ネットアップ サポート サイトでホストされているWebベースのアプリケー
ションであり、ブラウザを使用してアクセスできます。システムからネットアップにデータ
を返送するためには、そのシステムでAutoSupportを有効にし、設定しておく必要がありま
す。
NetApp Active IQ

手順

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ]メニューの[AutoSupport]をクリックしま
す。

2. [Active IQ への AutoSupport データの定期的な送信を有効にする]チェック ボックスを
オンにします。

3. 必要に応じて、HTTPプロキシ サーバの名前、ポート、および認証情報を定義します。

4. [保存]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
オンデマンドのAutoSupportメッセージの送信（651ページ）

オンデマンドのAutoSupportメッセージの送信
Unified Managerシステムの情報をテクニカル サポートに送信して、問題のトラブルシュー
ティングについてサポートを受けることができます。AutoSupportメッセージには、Unified
Managerサーバに関するシステムの診断情報と詳細なデータが含まれています。

開始する前に

メンテナンス ユーザとしてログインする必要があります。

手順

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ]メニューの[AutoSupport]をクリックしま
す。

2. 次のいずれかまたは両方の操作を実行します。
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AutoSupportメッセージの
送信先

操作

テクニカル サポート [テクニカル サポートに送信]チェック ボックスをオンにします。

特定のEメール受信者 [E メール受信者に送信]チェック ボックスをオンにして、受信者の
Eメール アドレスを入力します。

3. 必要に応じて、HTTPプロキシ サーバの名前、ポート、および認証情報を定義し、[保存]
をクリックします。

4. [AutoSupport データを Active IQ に送信]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
定期的なAutoSupportの有効化（651ページ）

[セットアップ/AutoSupport]ページ
[セットアップ/AutoSupport]ページでは、定期的なAutoSupportを有効にしたり、オンデマン
ドのAutoSupportメッセージをNetApp Active IQに送信したりできます。AutoSupportはデフォ
ルトでは有効になっています。

[情報]領域
システム ID

このUnified ManagerサーバのシステムIDが表示されます。

[オンデマンドの AutoSupport]領域
テクニカル サポート、指定したEメール受信者、またはその両方に宛てたオンデマンド メッ
セージを生成して送信できます。
テクニカル サポートに送信

発生した問題に関するオンデマンド メッセージをテクニカル サポートに送信す
るように指定します。

E メール受信者に送信
発生した問題に関するオンデマンド メッセージを指定した受信者に送信するよう
に指定します。

AutoSupport データを Active IQ に送信
発生した問題に関するオンデマンド メッセージを生成し、テクニカル サポート、
指定した受信者、またはその両方に送信します。

[定期的な AutoSupport]領域
問題の診断と解決のためにテクニカル サポートに送信する、特定の事前定義されたメッ
セージを定期的に生成できます。
Active IQ への AutoSupport データの定期的な送信を有効にする

定期的なAutoSupport機能を有効にするように指定します。この機能は、デフォル
トで有効に設定されています。
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[HTTP プロキシ]領域
Unified Managerサーバからの直接アクセスが環境によって提供されない場合に、AutoSupport
のコンテンツをサポートに送信するためのインターネット アクセスを提供するプロキシを
指定できます。
HTTP プロキシを使用する

HTTPプロキシとして使用するサーバを識別するには、このチェック ボックスをオ
ンにします。
プロキシ サーバのホスト名またはIPアドレス、およびサーバへの接続に使用する
ポート番号を入力します。

認証を使用する
HTTPプロキシとして使用するサーバにアクセスするための認証情報を提供する
必要がある場合は、このチェック ボックスをオンにします。
HTTPプロキシでの認証に必要なユーザ名とパスワードを入力します。

注：ベーシック認証のみ提供するHTTPプロキシはサポートされていません。

関連タスク

定期的なAutoSupportの有効化（651ページ）
オンデマンドのAutoSupportメッセージの送信（651ページ）

不明な認証エラー
問題

リモート ユーザまたはリモート グループの追加、編集、削除、テストなどの認証
に関連する処理を実行すると、「Unknown authentication error」というエラー
メッセージが表示されることがあります。

原因
この問題は、次のオプションの値が正しく設定されていない場合に発生する可能
性があります。

• Active Directory認証サービスの管理者名

• OpenLDAP認証サービスのバインド識別名

対処方法

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ] > [認証]をクリックします。

2. 選択した認証サービスに基づいて、[管理者名]または[バインド識別名]に適切な
情報を入力します。

3. [認証をテスト]をクリックし、指定した詳細を使用して認証をテストします。

4. [保存して閉じる]をクリックします。

ユーザが見つからない
問題

リモート ユーザまたはリモート グループの追加、編集、削除、テストなどの認証
に関連する処理を実行すると、「User not found」というエラー メッセージが表
示されます。
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原因
この問題は、ADサーバまたはLDAPサーバにユーザが存在する場合、およびベー
ス識別名の値が正しく設定されていない場合に発生する可能性があります。

対処方法

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ] > [認証]をクリックします。

2. ベース識別名に適切な情報を入力します。

3. [保存して閉じる]をクリックします。

その他の認証サービスを使用してLDAPを追加する場合の問題
問題

認証サービスに[その他]を選択した場合、ユーザとgroupObjectClassには前に選択
したテンプレートの値が使用されます。LDAPサーバが同じ値を使用していない
場合は、処理が失敗します。

原因
OpenLDAPでユーザが正しく設定されていません。

対処方法
この問題は、次のいずれかの対処方法によって手動で解決できます。
LDAPのユーザ オブジェクト クラスとグループ オブジェクト クラスがそれぞれ
userとgroupである場合は、次の手順を実行します。

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ] > [認証]をクリックします。

2. [認証サービス]ドロップダウン メニューで[Active Directory]を選択し、[その
他]を選択します。

3. テキスト フィールドに値を入力します。

LDAPのユーザ オブジェクト クラスとグループ オブジェクト クラスがそれぞれ
posixAccountとposixGroupである場合は、次の手順を実行します。

1. ツールバーで をクリックし、[セットアップ] > [認証]をクリックします。

2. [認証サービス]ドロップダウン メニューで[OpenLDAP]を選択し、[その他]を選
択します。

3. テキスト フィールドに値を入力します。

最初の2つの対処方法が当てはまらない場合は、option-set APIを呼び出し、
auth.ldap.userObjectClass オプションとauth.ldap.groupObjectClass オ
プションを設定して値を修正します。

CIFS共有へのアクセスのトラブルシューティング
CIFS共有を提供するストレージ オブジェクトを使用できない場合は、それらの共有にアク
セスできない可能性があります。このようなオブジェクトを使用できない場合に生成され
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る「ボリュームはオフライン」、「ジャンクション パスはオフライン」、「SVM CIFS サーバー
がダウン」などの可用性イベントを確認する必要があります。

開始する前に

このタスクを実行するには、ストレージカンリシャのロールが必要です。

タスク概要

適切なアラートを設定済みの場合は、可用性イベントに関する通知がアラートEメールで届
きます。

手順

1. [ダッシュボード/概要]ページで、適切なオフライン イベントをクリックします。

例

たとえば、「ボリュームはオフライン」イベントを受け取った場合は、[未解決のインシ
デントとリスク]領域の[可用性]パネルで[Volume_name ボリュームはオフライン]イベン
トをクリックします。

2. [イベントの詳細]ページで、[ソース]フィールドの[Volume_name]をクリックします。

3. [健全性 / ボリュームの詳細]ページの[関連デバイス]ペインで、CIFS共有に対応する数字
をクリックします。

4. [健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページで、[CIFS 共有]タブをクリックします。
影響を受けるCIFS共有の数を確認できます。

次のタスク

ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して問題を解決する必要があります。
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Infinite Volumeの管理と監視
Infinite Volumeを備えたStorage Virtual Machine（SVM）の容量と可用性を監視することがで
きます。また、ルールとデータ ポリシーを作成することで、Infinite Volumeを備えたStorage
Virtual Machine（SVM）でのコンテンツの配置を管理できます。

Infinite Volumeを備えたSVMの詳細の表示
[健全性 / すべての SVM]ビューを使用すると、Unified Managerで監視される、Infinite Volume
を備えたStorage Virtual Machine（SVM）に関する詳細情報を表示できます。Infinite Volume
に関連付けられている容量、構成、データ ポリシーとルールなどの詳細を参照できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Infinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified Managerデータベースに追加し
ておく必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、[使用できるボリューム タイプ]の列フィルタを使用
して、監視されているInfinite Volumeを表示します。

3. SVM名をクリックして、Infinite Volumeを備えたSVMのすべての詳細を表示します。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
アラートの追加（120ページ）
Infinite Volumeのしきい値設定の編集（657ページ）
ストレージ クラスのしきい値設定の編集（657ページ）
ルールの表示（663ページ）

Infinite Volumeのコンスティチュエントの表示
[健全性 / すべてのボリューム]ビューを使用すると、Infinite Volumeのコンスティチュエント
のリストを表示できます。コンスティチュエントの状態、コンスティチュエントを含む
Infinite Volumeを備えたSVM、コンスティチュエントのジャンクション パス、コンスティチュ
エントを含むアグリゲート、コンスティチュエントの使用可能なデータ容量、使用済みデー
タ容量、合計データ容量などの詳細を参照できます。

開始する前に

次の要件を満たす必要があります。

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• Infinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified Managerデータベースに追加し
ておく必要があります。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. Infinite Volumeを備えたSVMの名前をクリックします。

3. [健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページで、右側の[関連デバイス]ペインにある[ボ
リューム]をクリックします。
コンスティチュエントのリストが[健全性 / すべてのボリューム]ビューに表示されます。

関連概念

ネームスペース コンスティチュエントとは（660ページ）
データ コンスティチュエントとは（660ページ）
ネームスペース ミラー コンスティチュエントとは（660ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

Infinite Volumeのしきい値設定の編集
Infinite Volumeのストレージ スペースの問題に対処する必要があるときは、Infinite Volumeの
容量のしきい値設定を組織の要件に基づいて編集することができます。しきい値を超える
とイベントが生成され、該当するイベントに対するアラートを設定している場合は通知も送
信されます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、Infinite Volumeを備えたSVMを選択します。

3. [健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページで、[操作] > [しきい値の編集]をクリック
します。

4. [Infinite Volume を備えた SVM しきい値の編集]ダイアログ ボックスで、必要に応じてし
きい値を変更します。

5. [保存して閉じる]をクリックします。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

ストレージ クラスのしきい値設定の編集
ストレージ クラスのストレージ スペースに関する問題に対処する必要があるときは、スト
レージ クラスの容量のしきい値設定を組織の要件に基づいて編集することができます。し
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きい値を超えるとイベントが生成され、該当するイベントに対するアラートを設定している
場合は通知も送信されます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、Infinite Volumeを備えたSVMを選択します。

3. [健全性/Storage Virtual Machineの詳細]ページで、[操作] > [しきい値の編集]をクリック
します。

4. [ストレージ クラスしきい値の編集]ダイアログ ボックスで、必要に応じてしきい値を変
更します。

5. [保存して閉じる]をクリックします。

関連資料

Unified Managerのユーザ ロールと機能（618ページ）

Infinite Volumeの概要
Infinite Volumeは、単一のネームスペースと単一のマウント ポイントを使用する大規模でス
ケーラブルなデータ コンテナを提供するための論理ストレージ ユニットです。Infinite
Volumeのいくつかの基本概念を理解しておくと、Infinite Volumeを備えたSVMを監視および
管理できるようになります。

Infinite Volumeとは
Infinite Volumeは、単一のボリュームで最大で20億のファイル、容量にして数十ペタバイト
のデータを格納可能な、スケーラブルなボリュームです。
Infinite Volumeを使用すると、数ペタバイトのデータを大規模な1つの論理エンティティで管
理することができ、クライアントは数ペタバイトのデータをボリューム全体に対する1つの
ジャンクション パスから取得できます。
Infinite Volumeは、複数のノードにまたがる複数のアグリゲートをストレージとして使用し
ます。最初は小規模な構成から始めて、アグリゲートにディスクを追加したり、使用するア
グリゲートを増やしたりすることで、無停止で拡張することができます。

関連概念

Infinite Volumeに格納できる最大ファイル数（658ページ）

Infinite Volumeに格納できる最大ファイル数
通常、Infinite Volumeには20億個のファイルを格納できます。ただし、規模の小さなInfinite
Volumeでは、ファイルの最大数が20億個未満になることもあります。
Infinite Volumeが保持できる最大ファイル数は、ネームスペース コンスティチュエントのサ
イズによって決まります。ネームスペース コンスティチュエントが10TBの場合、Infinite
Volumeは最大20億ファイルを保持できます。ネームスペース コンスティチュエントが10TB
より小さい場合、Infinite Volumeが保持できるファイル数は比例して少なくなります。
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ネームスペース コンスティチュエントのサイズは、たとえば、ネームスペース コンスティ
チュエントの最大サイズ（10TB）、ネームスペース コンスティチュエントを保持するアグリ
ゲートで使用可能なスペース、SnapDiffなどの複数の要素に応じて、Infinite Volumeのサイズ
にほぼ比例します。
SnapDiffが有効になっていない2ノードのInfinite VolumeまたはマルチノードのInfinite Volume
の場合、Infinite Volumeを80TB以上に設定すると、通常は10TBのネームスペース コンスティ
チュエントが作成されます。
ファイル数には、通常のファイルだけでなく、ディレクトリやシンボリック リンクなどの
ファイルシステム構造も含まれます。

関連概念

Infinite Volumeとは（658ページ）

ストレージ クラスとは
ストレージ クラスとは、アグリゲートの特性とボリュームの設定を定義したものです。さ
まざまなストレージ クラスを定義して、1つ以上のストレージ クラスをInfinite Volumeに関
連付けることができます。ストレージ クラスの要件に応じたワークフローを定義し、スト
レージ クラスをInfinite Volumeに割り当てるには、OnCommand Workflow Automationを使用す
る必要があります。
ストレージ クラスでは、次の特性を定義できます。

• アグリゲートの特性（使用するディスクのタイプなど）

• ボリュームの設定（圧縮、重複排除、ボリューム ギャランティなど）

たとえば、SASディスクで構成されたアグリゲートのみを使用し、圧縮と重複排除が有効に
なっているシンプロビジョニングのボリューム設定を使用するストレージ クラスを定義で
きます。
次の図は、Gold、Silver、Bronzeの各ストレージ クラスを使用し、複数のノードにまたがる
Infinite Volumeを示しています。各ストレージ クラスは、Infinite Volume内の複数のノードに
またがることができます。また、この図は、各ストレージ クラスのデータ コンスティチュ
エントの配置も示しています。
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ネームスペース コンスティチュエントとは
Infinite Volumeには、それぞれ1つのネームスペース コンスティチュエントがあります。これ
は、ディレクトリ情報およびファイル名をInfinite Volume内のファイルの物理的な場所に
マッピングするコンスティチュエントです。
ネームスペース コンスティチュエントはクライアントには認識されず、クライアントが直
接操作することはありません。ネームスペース コンスティチュエントは、Infinite Volumeの
内部コンポーネントです。

データ コンスティチュエントとは
Infinite Volumeでは、データは複数の個別のデータ コンスティチュエントに格納されます。
データ コンスティチュエントにはファイルのデータのみが格納され、ファイル名は格納さ
れません。
クライアントはデータ コンスティチュエントを認識しません。 クライアントがInfinite
Volumeにファイルを要求すると、ノードはデータ コンスティチュエントからファイルの
データを取得し、クライアントにファイルを返します。
Infinite Volumeには、通常数十個のデータ コンスティチュエントが含まれます。 たとえば、
10億個のファイルを含む6PBのInfinite Volumeの場合、6ノードのアグリゲート上にある60個
のデータ コンスティチュエントが含まれる可能性があります。

ネームスペース ミラー コンスティチュエントとは
ネームスペース ミラー コンスティチュエントは、Infinite Volumeのネームスペース コンス
ティチュエントのクラスタ内データ保護ミラー コピーです。 ネームスペース ミラー コン
スティチュエントには、ネームスペース コンスティチュエントのデータ保護と、SnapDiffの
サポートによるInfinite Volumeの増分テープ バックアップへの対応の、2つの役割がありま
す。

ルールの作成
新しいルールをデータ ポリシーに追加することで、Infinite Volumeに書き込まれるデータの
配置を決めることができます。ルールはUnified Managerで定義されているルール テンプ
レートを使用して作成できるほか、カスタム ルールを作成することもできます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• ストレージ クラスを含むInfinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified
Managerデータベースに追加しておく必要があります。

操作

• テンプレートを使用したルールの作成（661ページ）
• カスタム ルールの作成（662ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
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テンプレートを使用したルールの作成
Unified Managerで定義されているルール テンプレートを使用して新しいルールを追加する
ことで、Infinite Volumeを備えたSVMに書き込まれるデータの配置を決めることができます。
ファイル タイプ、ディレクトリ パス、または所有者に基づいてルールを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• ストレージ クラスを含むInfinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified
Managerデータベースに追加しておく必要があります。

タスク概要

[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]タブをクリックします。
選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。

4. [作成]をクリックします。

5. [ルールの作成]ダイアログ ボックスで、ドロップダウン リストから適切なルール テンプ
レートを選択します。
テンプレートは、ファイル タイプ、所有者、ディレクトリ パスの3つのカテゴリに基づ
いています。

6. 選択したテンプレートに基づいて、[一致条件]領域で必要な条件を追加します。

7. [一致するコンテンツをストレージ クラスに配置]ドロップダウン リストから適切なスト
レージ クラスを選択します。

8. [作成]をクリックします。
作成した新しいルールが[データ ポリシー]タブに表示されます。

9. オプション：データ ポリシーに対して行った他の変更を確認します。

10. [アクティブ化]をクリックして、ルールのプロパティの変更をSVMでアクティブ化しま
す。

関連概念

ルール テンプレートとは（670ページ）
条件および条件セットとは（670ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
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カスタム ルールの作成
データセンターの要件に基づいて、カスタム ルールを作成してデータ ポリシーに追加する
ことで、Infinite Volumeを備えたSVMに書き込まれるデータの配置を決めることができます。
カスタム ルールは、[ルールの作成]ダイアログ ボックスから既存のテンプレートを使用せず
に作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• ストレージ クラスを含むInfinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified
Managerデータベースに追加しておく必要があります。

タスク概要

[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。

4. [作成]をクリックします。

5. [ルールの作成]ダイアログ ボックスで、[テンプレート]リストから[カスタム ルール]を選
択します。

6. [一致条件]領域で、必要に応じて条件を追加します。
条件を使用すると、ファイル タイプ、ディレクトリ パス、または所有者に基づいてルー
ルを作成できます。これらの条件は組み合わせて使用できます。たとえば、「Place
all .mp3 owned by John in bronze storage class」というルールを作成することができます。

7. [一致するコンテンツをストレージ クラスに配置]ドロップダウン リストから適切なスト
レージ クラスを選択します。

8. [作成]をクリックします。
新しく作成したルールが[データ ポリシー]タブに表示されます。

9. オプション：データ ポリシーに対して行った他の変更を確認します。

10. [アクティブ化]をクリックして、ルールのプロパティの変更をSVMでアクティブ化しま
す。

関連概念

条件および条件セットとは（670ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
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ルールの表示
Infinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーを変更する前に、作成したルールのリストを
[データ ポリシー]タブに表示できます。

開始する前に

• オペレータ、管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• ストレージ クラスを含むInfinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified
Managerデータベースに追加しておく必要があります。

タスク概要

[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。

タスクの結果

選択したSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表示されます。[ストレージ
クラスでフィルタ]を使用すると、特定のストレージ クラスに関するルールを表示できます。

関連概念

ルールおよびデータ ポリシーとは（668ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）
ルールの作成（660ページ）

テンプレートベースのルールの編集
ルール テンプレートを使用して作成されたルールを[ルールの編集]ダイアログ ボックスで
編集することができます。ルールのディレクトリ パス、ファイル タイプ、所有者などのプ
ロパティを追加、変更、削除することが可能です。ルールの名前やルールに関連付けられて
いるストレージ クラスを変更することもできます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。
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選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。

4. 新しい条件または条件セットを含めるルールを選択します。

5. [編集]をクリックします。

6. [ルールの編集]ダイアログ ボックスで、必要に応じてルールを編集します。

状況 操作

新しいルールのプロパティ
を追加する

[追加]をクリックします。

ルールのプロパティを削除
する

該当するルールのプロパティを選択して[削除]をクリックします。

ルールのプロパティを変更
する

該当するルールのプロパティをダブルクリックし、必要に応じて変
更します。

7. [更新]をクリックします。

8. [データ ポリシー]タブでルールを展開して、変更内容がルールに適用されていることを
確認します。

9. オプション：データ ポリシーに対して行った他の変更を確認します。

10. [アクティブ化]をクリックして、ルールのプロパティの変更をSVMでアクティブ化しま
す。

関連概念

ルール テンプレートとは（670ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

カスタム ルールの編集
ルールを編集して新しい条件や条件セットを含めることができます。たとえば、新しいディ
レクトリ パスと所有者名を含める場合、[ルールの編集]ダイアログ ボックスでそれらを追加
できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。
選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。
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4. 新しい条件または条件セットを含めるルールを選択します。

5. [編集]をクリックします。

6. [ルールの編集]ダイアログ ボックスで、新しい条件または条件セットを追加します。

追加する項目 操作

新しい条件 アイコンをクリックします。

新しい条件セット [条件セットの追加]をクリックします。

7. [更新]をクリックします。

8. [データ ポリシー]タブでルールを展開して、変更内容がルールに適用されていることを
確認します。

9. オプション：データ ポリシーに対して行った他の変更を確認します。

10. [アクティブ化]をクリックして、ルールのプロパティの変更をSVMでアクティブ化しま
す。

関連概念

条件および条件セットとは（670ページ）

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

ルールの削除
データ ポリシーから不要になったルールを削除できます。たとえば、特定のディレクトリ
が有効でなくなった場合、そのディレクトリに対するルールを削除できます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。
選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。

4. 削除するルールを選択し、[削除]をクリックします。
注：デフォルトのルールは削除できません。

5. オプション：データ ポリシーに対して行った他の変更を確認します。
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6. [アクティブ化]をクリックして、ルールのプロパティの変更をSVMでアクティブ化しま
す。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

データ ポリシーに対する変更のプレビュー
変更したデータ ポリシーをInfinite Volumeを備えたSVMに送信してアクティブ化する前に、
データ ポリシー内のルールに加えた変更をプレビューする必要があります。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。
選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。

4. データ ポリシーを必要に応じて変更します。
データ ポリシーの変更には、新しいルールの追加、既存のルールの編集や削除、ルール
の順序の変更などが含まれます。

5. [アクティブ化]をクリックします。

6. [データ ポリシー設定への変更のサマリ]ウィンドウで、データ ポリシーに加えた変更を
プレビューします。そのあとに[アクティブ化]をクリックすると、Infinite Volumeを備え
たSVMで変更したデータ ポリシーがアクティブ化されます。

関連タスク

ユーザの追加（612ページ）

データ ポリシー設定のエクスポート
データ ポリシー設定をUnified Managerからファイルにエクスポートすることができます。
たとえば、必要なバックアップを作成したあとや災害が発生した場合に、プライマリから
データ ポリシー設定をエクスポートできます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

このタスクで使用する[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表
示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。
選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。

4. [エクスポート]をクリックします。

5. ブラウザ画面で、データ ポリシー設定をエクスポートする場所を指定します。

タスクの結果

指定した場所にJSONファイルの形式でデータ ポリシー設定がエクスポートされます。

関連タスク

データ ポリシー設定のインポート（667ページ）
ユーザの追加（612ページ）

データ ポリシー設定のインポート
データ ポリシー設定をファイルからインポートしてデータ ポリシーを変更し、Infinite
Volumeを備えたSVMで変更をアクティブ化することができます。たとえば、災害発生時に
定義済みのデータ ポリシーをセカンダリにインポートし、必要に応じてポリシーを変更で
きます。

開始する前に

管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

データ ポリシー設定をインポートすると、既存のルールが上書きされます。
[データ ポリシー]タブは、Infinite Volumeを備えたSVMの場合のみ表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [健全性 / すべての SVM]ビューで、適切なSVMを選択します。

3. [データ ポリシー]をクリックします。
選択したInfinite Volumeを備えたSVMのデータ ポリシーに含まれるルールのリストが表
示されます。

4. [インポート]をクリックします。

5. [データ ポリシーのインポート]ダイアログ ボックスで、データ ポリシー ファイルの絶対
パスを指定してインポートするデータ ポリシーを指定します。
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6. [インポート]をクリックします。

7. [アクティブ化]をクリックして、インポートしたルールをSVMでアクティブ化します。

関連タスク

データ ポリシー設定のエクスポート（666ページ）
ユーザの追加（612ページ）

ルールおよびデータ ポリシーの概要
ルールとデータ ポリシーに関する概念を理解しておくと、Infinite Volumeを効率的に管理で
きるようになります。

ルールおよびデータ ポリシーとは
ルールにより、Infinite Volumeを備えたStorage Virtual Machine（SVM）におけるファイル

（データ）の配置が決まります。このルールの集まりがデータ ポリシーです。
ルール

ルールは、Infinite Volume内でのファイルの配置を決定する、事前に定義された一
連の条件と情報から主に構成されます。ファイルがInfinite Volume内に配置される
ときに、そのファイルの属性がルールのリストと照合されます。属性がルールと
一致したら、ルールの配置情報により、ファイルが配置されるストレージ クラス
が決定されます。属性がルール リストのどのルールとも一致しない場合、データ
ポリシー内のデフォルトのルールを使ってファイルの配置が決定されます。
たとえば、「.mp3形式のファイルはすべてbronzeストレージ クラスに配置する」と
いうルールがある場合、Infinite Volumeに書き込まれるすべての.mp3ファイルが
bronzeストレージ クラスに配置されます。

データ ポリシー
データ ポリシーは、ルールのリストです。Infinite Volumeを備えた各SVMには、独
自のデータ ポリシーがあります。Infinite Volumeに追加された各ファイルは、配置
先を決定するために、そのボリュームのデータ ポリシーのルールと照合されます。
データ ポリシーにより、受信ファイルをファイル属性に基づいてフィルタリング
し、適切なストレージ クラスに配置することができます。

関連概念

デフォルト ルールとは（668ページ）
Infinite Volumeに書き込まれたデータがデータ ポリシーでフィルタリングされる仕組み

（669ページ）

関連タスク

ルールの作成（660ページ）
ルールの表示（663ページ）

デフォルト ルールとは
デフォルト ルールは、Infinite Volumeを備えたStorage Virtual Machine（SVM）のデータ ポリ
シー内のルールです。このルールは、既存のルール内の条件がInfinite Volumeに書き込まれ
たデータと一致しない場合に、そのデータの配置を決定する目的で使用されます。
デフォルト ルールは常にデータ ポリシーの末尾に配置され、順序を変更することができま
せん。たとえば、3つのルールを含むデータ ポリシーがあるとします。ルール1では、すべ
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ての.pdfファイルをhigh_performanceストレージ クラスに配置します。ルール2では、管理者
が所有し、名前の末尾が*.xlsであるすべてのファイルをarchival_constituentストレージ クラ
スに配置します。3番目のルールは、low_performanceストレージ クラスを使用するデフォル
ト ルールです。
管理者が所有していない*.jpgファイルのセットがInfinite Volumeに書き込まれると、デフォ
ルト ルールを使用して、それらの.jpgファイルがlow_performanceストレージ クラスに配置さ
れます。書き込まれたデータがルール1とルール2に一致しないため、これらのルールは使用
されません。

関連概念

ルールおよびデータ ポリシーとは（668ページ）

Infinite Volumeに書き込まれたデータがデータ ポリシーでフィルタリングされ
る仕組み

データ ポリシーは、Infinite Volumeに書き込まれたデータを複数のストレージ クラスに自動
的にフィルタリングします。Infinite Volumeのネームスペースにある単一のファイルシステ
ムにすべてのファイルが書き込まれ、データ ポリシーのルールによって、ファイルのデー
タがどのストレージ クラスに格納されるかが決まります。
Infinite Volumeを作成すると、Infinite Volumeを備えたStorage Virtual Machine（SVM）に対し
て自動的にデフォルトのデータ ポリシーが作成されます。このデータ ポリシーはアクティ
ブで、デフォルト ルールを含んでいます。デフォルト ルールでは、Infinite Volumeにスト
レージ クラスが含まれるかどうかに応じて、次のようにファイルの受信データが格納され
ます。

Infinite Volume デフォルトのデータ ポリシーによる処理

ストレージ クラスを
含まないInfinite
Volume

Infinite Volumeにファイルの受信データをすべて配置

ストレージ クラスを1
個含むInfinite Volume

そのストレージ クラスにファイルの受信データをすべて配置

1個以上のストレージ
クラスを含むInfinite
Volume

最初に作成されたストレージ クラスにファイルの受信データを
すべて配置

重要：Infinite Volumeに複数のストレージ クラスが含まれる場合は、できるだけ早くデー
タ ポリシーを変更して、ファイル タイプに応じてデータを別々のストレージ クラスに
フィルタリングするルールを作成する必要があります。データ ポリシーの変更には
Unified Managerを使用してください。

データ ポリシーは、Infinite Volumeのネームスペースにあるファイルシステム内のファイル
の場所には影響しません、また、ストレージ クラスはクライアント アプリケーションに対
して透過的です。ネームスペース内のファイルシステムにはファイル名が含まれています。
データ ポリシーが影響するのは、ファイルのデータがどのストレージ クラスに格納される
かということだけです。データ ポリシーは、複数のストレージ クラスをInfinite Volumeに割
り当てる場合に役立ちます。
追加のルールを作成してデータ ポリシーを変更することはできますが、データ ポリシーや
そのデフォルト ルールを削除することはできません。
次の図は、Infinite Volumeのデータがデータ ポリシーによってフィルタリングされる仕組み
を示しています。ファイル名はネームスペース コンスティチュエントに格納され、データ
ポリシーのルールによって、この特定ファイルのデータがSilverストレージ クラスに格納さ
れることが指定されます。
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ルール テンプレートとは
ルール テンプレートは、データ ポリシー内のルールを作成するために使用できる、事前定
義されたテンプレートです。ルール テンプレートを使用すると、3つのカテゴリ（所有者、
ファイル タイプ、ディレクトリ パス）に基づいてルールを作成できます。

ファイル タイプに基づくルール テンプレートの例
「指定した拡張子を持つファイルはすべて適切なストレージ クラスに配置する」とい
うルール テンプレートは、Infinite Volumeに書き込まれたすべての.mp3ファイルを指定
したストレージ クラスに配置します。

関連概念

ルールおよびデータ ポリシーとは（668ページ）

条件および条件セットとは
条件とは、ルールを定義するルールのプロパティ（ファイル名、ディレクトリ パス、所有
者など）に基づく一連の一致条件のことです。この条件の集まりが条件セットです。条件お
よび条件セットをカスタム ルールに対してのみ使用して、Infinite Volumeに書き込まれる内
容を配置する場所を決定できます。

条件
カスタム ルールの場合は、ルールのプロパティ（ファイル名、ディレクトリ パス、所有者
など）またはすべてのルールのプロパティの組み合わせに基づいて条件を指定できます。ロ
ジックはブール演算子のANDに似ています。たとえば、条件を使用して、拡張子が.mp3の
ファイルおよびJohnが所有するファイルを、/NS/で始まるディレクトリ パスに配置するカ
スタム ルールを作成できます。
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条件セット
条件セットに使用されるロジックはブール演算子のORに似ています。たとえば、条件およ
び条件セットを使用して、次のいずれかの条件に一致する複雑なカスタム ルールを作成で
きます。

• 条件1
Maryが所有し、/NS/Eng/に配置されているすべてのファイル

• 条件2
名前の末尾が.pdfであり、Maryが所有しているすべてのファイル

Infinite Volumeのウィンドウとダイアログ ボックスの説明
Infinite Volumeを備えたSVMについては、該当する[健全性/Storage Virtual Machineの詳細]
ページで監視できます。ルールとデータ ポリシーは、[ルールの作成]ダイアログ ボックスで
管理できます。また、[ストレージ クラスしきい値の編集]ダイアログ ボックスでストレージ
クラスのしきい値を変更できます。

[ルールの作成]ダイアログ ボックス
[ルールの作成]ダイアログ ボックスを使用すると、データ ポリシーの新しいルールを作成で
きます。たとえば、特定のファイル タイプのコンテンツの配置を指定する場合は、[ルール
の作成]ダイアログ ボックスを使用してデータ ポリシーのルールを作成できます。

• ルール名（671ページ）

• [テンプレート]領域（671ページ）

• 一致条件（671ページ）

• コンテンツ配置（672ページ）

• コマンド ボタン（672ページ）

ルール名
新しいルールの名前を指定します。

[テンプレート]領域
ルール テンプレートのリストが表示されます。リストから適切なルール テンプレートを選
択して、データ ポリシーのルールを作成できます。

一致条件
選択したルール テンプレートに関連する条件のリストが表示されます。条件のリストは、
選択したルール テンプレートに基づいて変わります。たとえば、「Place all files with the
specified owner names in a suitable storage class」を選択すると、[一致条件]に[List of Owner
that...]が表示されます。
追加

選択したルール テンプレートに基づいて新しいルールのプロパティを追加できま
す。たとえば、「Place all files with the specified owner names in a suitable storage class」
というルール テンプレートを選択した場合は、[追加]ボタンを使用して所有者の
名前を追加できます。

削除
選択したルールのプロパティを削除できます。
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コンテンツ配置
ルールに適したストレージ クラスをリストから選択できます。

コマンド ボタン
作成

データ ポリシーの新しいルールを作成して、[ルールの作成]ダイアログ ボックス
を閉じます。

キャンセル
ルールに対する現在の変更内容をキャンセルして[ルールの作成]ダイアログ ボッ
クスを閉じます。

関連タスク

ルールの作成（660ページ）

[ルールの編集]ダイアログ ボックス
[ルールの編集]ダイアログ ボックスでは、ファイル タイプ、ディレクトリ パス、所有者な
ど、ルールのプロパティを編集できます。ルールに対する適切なストレージ クラスを選択
することもできます。たとえば、特定のファイル パスが有効でなくなった場合、そのファ
イル パスを対応するルールから削除できます。

• ルール名（672ページ）

• 一致条件（672ページ）

• [コンテンツ配置]領域（672ページ）

• コマンド ボタン（673ページ）

ルール名
ルールの名前が表示されます。

一致条件
選択したルール テンプレートに関連する条件のリストが表示されます。条件のリストは、
選択したルール テンプレートに基づいて変わります。
追加

新しいルールのプロパティ、新しいファイル タイプ、ファイル パス、または新し
い所有者を追加できます。たとえば、ルール テンプレートとして「Place all files
with the specified owner names in a suitable storage class」を指定している場合、[追
加]ボタンを使用して所有者の名前を追加することができます。

削除
選択したルールのプロパティを削除できます。

[コンテンツ配置]領域
ストレージ クラスのリストが表示されます。選択したルールに対する適切なストレージ ク
ラスを選択することができます。
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コマンド ボタン
更新

ルールに対する変更内容を反映して[ルールの編集]ダイアログ ボックスを閉じま
す。

キャンセル
ルールに対する現在の変更内容をキャンセルして[ルールの編集]ダイアログ ボッ
クスを閉じます。

関連タスク

テンプレートベースのルールの編集（663ページ）
カスタム ルールの編集（664ページ）

[ルールの編集]ダイアログ ボックス（高度な編集）
[ルールの編集]ダイアログ ボックスでは、テンプレートを使用せずに作成されたルールのプ
ロパティを編集できます。ルールについて編集できるプロパティには、ファイル タイプ、
ディレクトリ パス、一致条件、所有者があります。ルールに対する適切なストレージ クラ
スを選択することもできます。たとえば、ルールの一致条件で指定された条件を編集するこ
とができます。

• ルール名（673ページ）

• 一致条件（673ページ）

• [コンテンツ配置]領域（673ページ）

• コマンド ボタン（673ページ）

ルール名
ルールの名前が表示されます。

一致条件
選択したルール テンプレートに関連する条件のリストが表示されます。条件のリストは、
選択したルール テンプレートに基づいて変わります。必要に応じて、ルールを展開して
ルールのプロパティを変更することができます。

[コンテンツ配置]領域
ストレージ クラスのリストが表示されます。選択したルールに対する適切なストレージ ク
ラスを選択することができます。

コマンド ボタン
更新

ルールに対する変更内容を反映して[ルールの編集]ダイアログ ボックスを閉じま
す。

キャンセル
ルールに対する現在の変更内容をキャンセルして[ルールの編集]ダイアログ ボッ
クスを閉じます。

[Infinite Volume を備えた SVM しきい値の編集]ダイアログ ボックス
[Infinite Volume を備えた SVM しきい値の編集]ダイアログ ボックスでは、Infinite Volumeを
備えた各SVMのデフォルトのしきい値を組織の要件に基づいて変更できます。デフォルト
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のしきい値は、SVMに対するアクティビティのレベルがその値に達するとイベントがトリ
ガーされるレベルを示します。

容量
[容量]領域では、選択したInfinite Volumeを備えたSVMの容量に関するしきい値条件を設定で
きます。
スペースがほぼフル

Infinite Volumeを備えたSVMがほぼフルであるとみなす割合を示します。Infinite
Volumeの対応するスペース（GB、MB、またはTB）も表示されます。たとえば、
Infinite Volumeのサイズが10GBで「スペースがほぼフル」しきい値が80%の場合、

「(8 GB of 10 GB)」のように表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

スペースがフル
Infinite Volumeを備えたSVMがフルであるとみなす割合を示します。Infinite
Volumeの対応するスペース（GB、MB、またはTB）も表示されます。たとえば、
Infinite Volumeのサイズが10GBで「スペースがフル」しきい値が90%の場合、「(9
GB of 10 GB)」のように表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

Snapshot の使用制限
Infinite Volume内でSnapshotコピー用にリザーブされるスペースの上限（%）を示し
ます。

コマンド ボタン
各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
グローバルなデフォルトに戻す

しきい値の設定をグローバル レベルで設定されている現在の値に戻すことができ
ます。

保存
すべてのしきい値の設定を保存します。

保存して閉じる
すべてのしきい値の設定を保存して[Infinite Volume を備えた SVM しきい値の編
集]ダイアログ ボックスを閉じます。

キャンセル
しきい値の設定に対する変更内容を破棄して[Infinite Volume を備えた SVM しき
い値の編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

Infinite Volumeのしきい値設定の編集（657ページ）

[ストレージ クラスしきい値の編集]ダイアログ ボックス
[ストレージ クラスしきい値の編集]ダイアログ ボックスでは、Infinite Volumeを備えた各
SVMに含まれるさまざまなストレージ クラスのデフォルトのしきい値を組織の要件に基づ
いて変更できます。デフォルトのしきい値は、ストレージ クラスに対するアクティビティ
のレベルがその値に達するとイベントがトリガーされるレベルを示します。
管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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容量
[容量]領域では、選択したストレージ クラスの容量に関するしきい値条件を設定できます。
スペースがほぼフル

Infinite Volumeを備えたSVMのストレージ クラスがほぼフルであるとみなす割合
を示します。ストレージ クラスの対応するスペース（GB、MB、またはTB）も表
示されます。たとえば、ストレージ クラスのサイズが10GBで「スペースがほぼフ
ル」しきい値が80%の場合、「(8 GB of 10 GB)」のように表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

スペースがフル
Infinite Volumeを備えたSVMのストレージ クラスがフルであるとみなす割合を示
します。ストレージ クラスの対応するスペース（GB、MB、またはTB）も表示さ
れます。たとえば、ストレージ クラスのサイズが10GBで「スペースがフル」しき
い値が90%の場合、「(9 GB of 10 GB)」のように表示されます。
このしきい値の値はスライダを使用して設定することもできます。

Snapshot の使用制限
ストレージ クラス内でSnapshotコピー用にリザーブされるスペースの上限（%）を
示します。

コマンド ボタン
選択したボリュームについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。
グローバルなデフォルトに戻す

しきい値の設定をグローバル レベルで設定されている現在の値に戻すことができ
ます。

保存
すべてのしきい値の設定を保存します。

保存して閉じる
すべてのしきい値の設定を保存して[ストレージ クラスしきい値の編集]ダイアロ
グ ボックスを閉じます。

キャンセル
しきい値の設定に対する変更内容をキャンセルして[ストレージ クラスしきい値
の編集]ダイアログ ボックスを閉じます。

関連タスク

ストレージ クラスのしきい値設定の編集（657ページ）
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マニュアルの更新について
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本マニュアルの改善についてご提案がある場合は、次のアドレスまでコメントをEメールで
お送りください。
ng-gpso-jp-documents@netapp.com

その際、担当部署で適切に対応させていただくため、製品名、バージョン、オペレーティン
グ システム、弊社営業担当者または代理店の情報を必ず入れてください。
GA/FCS版の製品マニュアルの初回リリース時や既存マニュアルへの重要な変更があった場
合のご案内を希望される場合は、Twitterアカウント@NetAppDocをフォローしてください。
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